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死または重度の障害が差し迫っている。

死または重度の障害が起こる可能性がある。

軽度の人身障害あるいは物損が起こる可能性がある。

■基本的注意事項
火災、火傷、感電、怪我などの防止のため、以下の注意事項をお守り下さい。

•電源電圧に応じた電源ケーブルを使用して下さい。ただし、海外で使用する場合は、 
それぞれの国の安全規格に適合した電源ケーブルを使用して下さい。また、電源ケー 

ブルの上には重いものをのせないで下さい。

•電源プラグをコンセントに差し込むときは、電源スイッチをOFFにしてから奥まで 

しっかり差し込んで下さい。

•電源プラグをコンセントから抜くときは、電源スイッチをO F F にしてから、電源 

ケーブルを引っぱらずにプラグを持って抜いて下さい。このとき、濡れた手で抜か 

ないで下さい。

•電源投入前に、本器の電源電圧が供給電源電圧と一致していることを確認して下さ

い。

•電源ケーブルは、保護接地端子を備えた電源コンセントに接続して下さい。保護導 
体端子を備えていない延長コードを使用すると、保護接地が無効になります。

# 3 ピン-2 ピン変換アダプタ（弊社の製品には添付していません）を使用する場合 

は、アダプタから出ている接地ピンをコンセントのアース端子に接続し、大地接地 

して下さい。また、アダプタの接地ピンの短絡に注意して下さい。

•電源電圧に適合した規格のヒューズを使用して下さい。

•ケースを開けたままで本器を使用しないで下さい。

本器を安全に取り扱うための注意事項

本器の機能を十分にご理解いただき、より効果的にご利用いただくために、必ずご使用前に取扱説明 
書をお読み下さい。また、本器の誤った使用、不適切な使用等に起因する運用結果につきましては、 

当社は責任を負いかねますのでご了承下さい。

本器の操作•保守等の作業を行う場合、誤った方法で使用すると本器の保護機能がそこなわれること 
があります。常に安全に心がけてご使用頂くようお願い致します。

■危険警告ラベル
エーディーシーの製品には、特有の危険が存在する場所に危険警告ラベルが貼られて 

います。取り扱いには十分注意して下さい。また、これらのラベルを破いたり、傷つ 
けたりしないで下さい。また、日本国内で製品を購入し海外で使用する場合は、必要 

に応じて英語版の危険警告ラベルをお貼り下さい。危険警告ラベルについてのお問い 
合わせは、当社の最寄りの営業所までお願いします。所在地および電話番号は巻末に 

記載してあります。

危険警告ラベルのシグナル•ワードとその定義は、以下のとおりです。

険
告
意 

危
警
注
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本器を安全に取リ扱うための注意事項

•規定の周囲環境で本器を使用して下さい。

•製品の上に物をのせたり、製品の上から力を加えたりしないで下さい。また、花瓶 
や薬品などの液体の入った容器を製品のそばに置かないで下さい。

•通気孔のある製品については、通気孔に金属類や燃えやすい物などを差し込んだり、 
落としたりしないで下さい。

•台車に載せて使用する場合は、ベルト等によって落下防止を行って下さい。 

•周辺機器を接続する場合は、本器の電源を切ってから接続して下さい。 

■取扱説明書中での注意表記
取扱説明書中で使用している注意事項に関するシグナル•ワードとその定義は以下の 
とおりです。

危険： 重度の人身障害（死亡や重傷）の恐れがある注意事項 

警告： 人身の安全/健康に関する注意事項

注意： 製品/設備の損傷に関する注意事項または使用上の制限事項 

■製品上の安全マーク
エーディーシーの製品には、以下の安全マークが付いています。

取扱い注意を示しています。人体および製品を保護するため、取扱説明書を 

参照する必要のある場所に付いています。

:アース記号を示しています。感電防止のため機器を使用する前に、接地が必 

要なフィールド•ワイヤリング端子を示しています。

% :高電圧危険を示しています。1000V 以上の電圧が入力または出力される場所

^ に付いています。

感電注意を示しています。

■寿命部品の交換について
計測器に使用されている主な春命部品は以下のとおりです。

製品の性能、機能を維持するために、春命を目安に早めに交換して下さい。
ただし、製品の使用環境、使用頻度および保存環境により記載の春命より交換時期が 

早くなる場合がありますので、ご了承下さい。
なお、ユーザによる交換はできません。交換が必要な場合は、当社または代理店へご 

連絡下さい。

製品ごとに個別の春命部品を使用している場合があります。

本書、春命部品に関する記載項を参照して下さい。
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本器を安全に取リ扱うための注意事項

主な春命部品と春命

部品名称 春命

ユニット電源 5 年

フアン•モータ 5 年

電解コンデンサ 5 年

液晶ディスプレイ 6 年

液晶ディスプレイ用バックライト 2.5年

フロッピー•ディスク•ドライブ 5 年

メモリ•バックアップ用電池 5 年

■ハード•ディスク搭載製品について

使用上の留意事項を以下に示します。

•本器は、電源が入った状態で持ち運んだり、衝撃や振動を与えないで下さい。 
ハード•ディスクの内部は、情報を記録するディスクが高速に回転しながら、情報 

の読み書きを行っているため、非常にデリケートです。

•本器は、以下の条件に合う場所で使用および保管をして下さい。
極端な温度変化のない場所

衝撃や振動のない場所

湿気や埃•粉塵の少ない場所
磁石や強い磁界の発生する装置から離れた場所

•重要なデータは、必ずバックアップを取っておいて下さい。

取扱方法によっては、ディスク内のデータが破壊される場合があります。また、使 
用条件によりますが、ハード•ディスクには、その構造上、春命があります。

なお、消失したデータ等の保証は、いたしかねますのでご了承下さい。

■本器の廃棄時の注意
製品を廃棄する場合、有害物質は、その国の法律に従って適正に処理して下さい。 
有害物質： （1) РСВ (ポリ塩化ビフェニール）

(2) 水銀

(3) Ni-Cd (ニッケル-カドミウム）

(4) その他

シアン、有機リン、六価クロムを有する物およびカドミウム、鉛、 
砒素を溶出する恐れのある物（半田付けの鉛は除く）

例 ： 蛍光管、バッテリ

■イ击 电 岸

本器は、以下の条件に合う場所に設置して下さい。
•腐食性ガスの発生しない場所 

•直射日光の当たらない場所 
•埃の少ない場所 

•振動のない場所 
•最大高度2000 m
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本器を安全に取リ扱うための注意事項

•設置姿勢
本器は、必ず水平状態で使用して下さい。
また、一部の製品では内部温度上昇をおさえるため、強制空冷用のフアンを搭載し 

ております。フアンの吐き出し口、通気孔をふさがないで下さい。

吐き出し口、通気孔は壁から10cm以上離して下さい

正面

図-2 設置

•保管姿勢
本器は、なるべく水平状態で保管して下さい。

本器を立てた状態で保管する場合、または運搬時、一時的に立てた状態で置く場合、 
転倒しないよう注意して下さい。衝撃•振動により転倒する恐れがあります。

転倒に注意して下さい
正面

1 1

図-3 保管

•  ШС61010-1で定義される、主電源に典型的に存在する過渡過電圧および汚染度の分 

類は、以下のとおりです。
IEC60364-4-443の耐インパルス（過電圧）カテゴリП 
汚染度2
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本器を安全に取リ扱うための注意事項

■電源ケーブルの種類

「電源ケーブルの種類」の記述が本文中にある場合には、以下の表に置き替えてお読み 

下さい。

プラグ

PSE :日本

適用規格 定格•色•長さ 型 名 （オプションNo.)

125V/7A ストレート•タイプ

電気用品安全法

U L:アメリカ

A01402
黒、2m アングル•タイプ

A01412

125V77A ストレ4— '卜•タイフ

CSA:カナダ 黒、2m
АО1403

(オプション95) 
アングル•タイプ 

А01413

СЕЕ: ヨーロッパ

DEMKO: デンマーク 

NEMKO: ノルウェー 

VDE: ドイツ

КЕМА: オランダ

250V/6A 

灰、2m

ストレート•タイプ

A01404
(オプション96) 
アングル•タイプ 

А01414
СЕВЕС: ベノレギー

OVE: オーストリア

FIMKO: フィンランド

SE M K O :スウェーデン

スイス 250V/6A ストレート•タイプ

А01405 (オプション97) 
灰、2m アングル•タイプ

A01415

SAA:オーストラリア

ニュージーランド

B S :イギリス

250V/6A 

灰、2m

250V/6A

ストレ4— '卜•タイフ

A01406 (オプション98) 
アングル•タイプ

ストレート•タイプ

A01407 (オプション99) 
黒、2m アングル•タイプ

A01417

CCC:中国 250V/10A ストレート•タイプ

A114009 (オプション94) 
黒、2ш アングル•タイプ

А114109
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6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱 説 明 書

緒 言

緒 言

はじめに

本書は、デ ジ タ ル •マ ル チ メ ー タ 6581シリーズをお買い上げ頂いてから、 

実際に操作するまでを説明しています。

ご注意

本書の内容は、無断で変更することがあります。

本書の一部または全部を、弊社に無断で複製や転載をしないで下さい。

本書の使い方

( 1 )  本書上での注意レベル表記

I一~危険 一~| :重度の身体障害や死亡の可能性のある場合に使います。

[―警告 一 j :身体の安全 /健康に関する注意事項に使います。

p ■ 注 意 一 ] :機 械 /設 備 の 損 傷 •火 災 に 関 す る 注 意 事 項 、 または使用 

1--------一 J 上の制限事項に使います。

(注） ：補足説明に使います。

(2) 本書は、ページ番号の右上に*がついているページがあります。

*は各章の最終ページであることを知らせています。

Preiace - 1 0 7 0 3 3 0



6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱 説 明 書

緒 言

製品、付属品の確認

梱包を開けたら、まず初めに以下の確認を行って下さい。万一、お届けした 

もので不足、異品、外観の異常などありましたら、弊社または代理店まで 

連絡して下さい。

( 1 ) 製品本体

製品の型名、製品名称の確認位置

正面パネルにある銘板からご注文通り 

の製品であることを確認して下さい。

シリアルNo.(製造番号）の確認位置

背面パネルにあるシリアルNo.を確認し、 

修理の依頼時にお知らせ下さい。

⑵ 標 準 付 属 品 一 覧

(お願い）付属品の追加ご注文などには、型 名 （またはストックNo.)でご用 

命下さい。

□□名

規格 数量

備考

型名 ストックNo. 6581 R6581D

電源ケーブル A01402 DCB-DD2428X01 1 1 電源ケーブル

入カケーブル

A01035 AAA-A01035 1 1 電圧、電流、

2線式抵抗測定用

A01005 ААА-А01005A 1 1 4線式抵抗測定用

電源ヒューズ

218.500 DFT-AAR5A

2 2

電源電圧100 /120Vの場合

218.250 DFT-AAR25A 電源電圧220/240Vの場合

保護ヒューズ 21601.6 DFS-AN1R6A 2 2 電流測定時保護用

取扱説明書

- J6581

1* Г

和文

— E6581 英文

(注） * :和文または英文 の い ず れ か と な り ま す 。
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6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱 説 明 書

緒 言

アクセサリ

ロロ ib 型名 備考

D C B データ出カユニット 13019

アナログ出カユニット 13020

安全に使用するために

本器を正しく安全に使用して頂くために、下記の注意事項をお守り下さい。 

これらの注意に反した使用により生じた障害について、弊社は責任と保証を 

負いかねます。

⑴ 本 器 を 安 全 に 使 用 し て 頂 く た め 、製品には以下のマークが付いています。

取扱注意という意味です。

人体および機器を保護するために、取扱説明書を参照する必要の 

ある場所を示します。

高圧印加という意味です。

丨_ : アース記号です。

⑵ 感 電 事 故 な ど 人 体 の 危 険 防 止 の た め 、以下の注意をお守り下さい。

電源投入前に、本器の電源電圧が、供給電源電圧と一致していること 

を確認して下さい。

♦ ヒ ュ ー ズ ：

電源電圧に適合した規格のヒューズを使用して下さい。

Preface - 3 0 7 0 3 3 0



6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱 説 明 書

緒 言

♦ 電 源 ケ ー ブ ル ：

感 電 •火 災防止のため、付属の電源ケーブルを使用して下さい。標準 

付属のものは、電気用品取締法に準拠しています。

海外で使用する場合は、それぞれの国の安全規格に適用した電源ケー 

ブルを使用して下さい。

電源ケーブルをコンセントに接続するときは、電源スイッチをO F F に 

してから行って下さい。

電源ケーブルをコンセントから抜き差しするときは、 プラグをもって 

行って下さい。

鲁 保 護 接 地 ：

電源ケーブルは、保護接地端子を備えた電源コンセントに接続して下 

さい。

保護接地端子を備えていない延長用コードを使用すると、保護接地が 

無効になります。

3 ピンー 2 ピン変換アダプタを使用する場合、アダプタから出ている 

接地ピンをコンセントのアースに接地して下さい。

また、 アダプタの接地ピンの短絡に注意して下さい。

籲ケースの取外し：

当社のサービスマン以外は、ケースを開けないで下さい。本器内部に 

高電圧部があります。
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6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ
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6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱 説 明 書

1.1 6 5 8 1シリーズの製品概要

1 . 使用開始の前に

1.1 6 5 8 1 シリーズの製品概要

6 5 8 1 は 、 1台で直流電圧、交 流 電 圧 （真の実効値）、抵抗、直流電流、交流電流、周 

波数、周期の測定ファンクシ ョ ン を備え、R6581Dは、直流電圧、抵抗、直流電流の測定フ 

ァンクションを備えたデ ジ タ ル • マ ル チ メー タです。

新方式のA/D 変換技術により、最高50, 000/ 秒の高速サンプリングを可能にし、高速で 

のデータ収録、 または自動試験装置などへの応用を可能にしています。

この他にも、高 速 サ ン プ リ ン グ を 生 か し た デ ー タ •メ モ リ 機 能 （最大 1 0 0 0 0データ）高 

速および単発現象を捕らえられるプリ•トリガ機能、オフセットを容易に補正できるNULL 

機能、デジタル •ス厶ージング機能、測定データ処理のための豊富な演算機能などを備え、 

さらに積分時間、測定周期、 トリガ•ディレイ時間を設定できるので、多用な測定対象や 

目的に対して、 フレキシブルな応用測定を可能にしました。 また、 自己診断機能およびソ 

フト •キャリブレーションによって、測定結果の信頼性を高めています。

本器は、GPIBに よ る フ ル • リ モ ー ト • コ ン ト ロ ー ル 機能、 トリガ入力、測定終了信号出 

力が標準装備されています。

〔特長〕

♦直流電圧測定および抵抗測定では、 8 % 桁 表 示 （最大表示11 9 , 9 9 9 , 9 9 9 )で 0 . 0 1 ppm 

分解能が可能な高精度測定

* 直流電流測定では、 了％桁表示で0.lppm分解能の高精度測定

籲高速サンプリング（4 % 桁設定のとき、MAX. 5 0 , 0 0 0回 /秒）

♦積分時間の設定が変更でき、 ノイズに強い測定が可能

• デ ー タ • メ モ リ 機 能 （最大1 0 0 0 0データ）、 プ リ •ト リ ガ /デ ィ レ イ •ト リ ガ 機 能

•オフセットを補正する NULL機能

♦デジタル •スムージング機能

•校正が容易なソフト •キャリブレーション

♦パ ネ ル •コ ン パ チ バ ル な GPIBインタフェース、 トリガ入力、測定終了信号出力を標準 

装備 •

• dB、 d B m 、 r m s 、統計処理、電 線 の 抵 抗 値 温 度 補 正 （20°C ) などの豊富な演算機能

0 7 0 3 3 0
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取 扱 説 明 書

1.2 使用環境

1.2 使用環境

( 1 ) 使用周囲環境

本器は、以下の条件に合う場所に設置して 

下さい。

♦周囲温度 0°С〜 +40°С

♦相対湿度 RH8 5 % 以下ただし、結露のない 

こと

1M Q , 10M Q 、 100M Q 、

1 0 0 0 、 100n A レンジは 

RH6 5 % 以下

♦使用温度範囲内で機器内の温度が安定して 

から、 ウォームアップ時間は 4時間です。

* 直射日光の当たらない場所

籲腐食性のガスの発生しない場所

❿埃の少ない場所

* 振動のない場所

春ノイズの少ない場所

本器は、АС電源ラインのノイズに対して、十 

分に考慮した設計がなされていますが、でき 

るかぎりノイズの少ない環境で使用して下さ 

い。

ノイズが避けられない場合は、 ノイズ除去フ 

ィルタなどを使用して下さい。

図 1 - 1 使用周囲環境

⑴ こ ん な 場 所 は 避 け て 下 さ い 。

( 2 ) 電源ラインに重畳するノイズ 

が多い場合は、 ノイズ除去フ 

ィルタを使用して下さい。
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1.2 使用環境

⑵ 設 置 姿 勢

背面パネルには吐き出しタイプの冷却ファンがあります。 また、下面前方に風の流 

れる穴が開いています。

内部温度上昇は測定確度に関係しますので、 このファンや穴をふさがないで下さい。

正面

背面は壁から

10cm以:上:離す
_____ 1：；：；：：；：：：：!
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デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱 説 明 書

1.3 電 源 に つ い て

1.3 電源について

1.3.1 電源条件

---------------------------------------- 警 告 -------------------------------------------

電源条件に従い、本器を安全にお使い下さい。電源条件に従わない場合、本器が破 

損する恐れがあります。

本器の電源条件を以下に示します。

電源 標準

オプション

32 42 44

入力電圧 90V〜110Vrms 103V〜 132Vrms 198V 〜 242Vrnis 207V〜 250Vrms

周波数 48 〜 66Hz

ヒューズ T500111A/250V T250mA/250V

本器の電源条件に合った、電源供給を使用して下さい。

0 7 0 3 3 0
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1.3 電 源 に つ • い て

1.3. 2 電源電圧の変更

本器の電源電圧は、背面パネルのАСインレット内での切り換えが手動で可能です。 

〔手順〕

①背面パネルの電源コネクタ内にあるヒューズを取り出します。

マイナス•ドライバなどで右に押して手前に引き出す 

② ボ ル テ ー ジ •セ レ ク タ を 手 前 に 引 き 出 し ま す 。

③ ボ ル テ ー ジ • セ レ ク タ の 4つの側面には設定電圧値（100V， 120V， 220V， 240V )が書 

かれています。

この向きを変えて使用する電源電圧が手前にくるように差し込んで下さい。 

読み取れる電圧値が設定された電圧値となります。

-------------------------------------------警 告 ------------------------------------------

1 .  電源ヒューズの交換は、必ず電源スイッチをO F F にして、電源ケーブルをコン 

セントから抜いてから行って下さい。

2. 火災の危険に対して常時保護するため、電源電圧に適合した規格の電源ヒュー 

ズを使用して下さい。

0 7 0 3 3 0



6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱 説 明 書

1.3 電 源 に つ い て

1.3. 3 ヒューズ

( 1 ) 電源ヒューズの交換

電源ヒューズは、背面パネルの電源コネクタ内にありますので確認して下さい。 

電源ヒューズの確認または交換は、以下のように行って下さい。

①背面パネルの電源コネクタ内にある

マイナス•ドライパなどで 

右に押して手前に 

引き出す

② ヒ ュ ー ズ を 確 認 ま た は 交 換 し て  

元に戻します。

図 1 - 2 ヒューズの確認/ 交換

0 7 0 3 3 0



6 5 8 1 シ リ ー ズ
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取 扱 説 明 書

1.3 電 源 に つ い て

⑵ 保 護 ヒ ュ ー ズ の 交 換

本器は、電流入力端子に過電流が印加されたとき、内部回路を保護する目的で、電 

流切断型のヒューズが正面パネルの入力端子部に使用されています。

① 正面および背面の入力端子から印加物を外して下さい。

② 正面パネル入力端子部にあるヒューズ•ホルダを反時計方向に回転させると、 

ヒューズが外れます。

③ 正しい規格のヒューズと交換し、元に戻します。

0 7 0 3 3 0
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1.3 電 源 に つ い て

1.3.4 電源ケーブルの接続

--------------------------------------- 警 告 -------------------------------------------

1 .  電源ケーブル

籲感電 •火災防止のため、付属の電源ケーブルを使用して下さい。

標準付属のものは、電気用品取締法に準拠しています。

鲁 海外で使用する場合は、それぞれの国の安全規格に適甩した電源ケーブルを 

使用して下さい。

•電源ケーブルをコンセントに接続するときは、電源スイッチをO F F にしてか 

ら行って下さい。

參電源ケーブルをコンセントから抜き差しするときは、 プラグをもって行って 

下さい。

2. 保護接地

♦電 源 プ ラ グ •ケ ー ブ ル は 、保護接地端子を備えた電源コンセントに接続して 

下さい。

籲保護接地端子を備えていない延長用コードを使用すると、保護接地が無効に 

なります。

0 7 0 3 3 0
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取 扱 説 明 書

1.3 電 源 に つ い て

⑴ 各 国 の 電 源 プ ラ グ を 用 意 し て い ま す 。 これ以外のものは別途ご相談下さい。 

表 1 _ 1 各国の電源プラグ

型

名

ストレ-卜•タイプ А01402 (標準） A01403(0pt.95) A01404(0pt.96)

アングル•タイプ А01412 A01413 A01414

適合規格 PSE:日本 

電気用品安全法

UL : ア > リカ 

CSA :カナダ

本

定 格 •色 125V/7A 

黒、2m

125V/7A 

黒、2m

250V/6A 

灰、2m

プラグ

©

f〇L NnJ [〇l ndJ

w .

型

名

ストレ-卜•タイプ A01405(0pt.97) A01406(0pt.98) A01408

アングル•タイプ A01415

適合規格 SEV:ス イ ス SAA:才-ストラリア 

ニュージランド

定 格 •色 250V/6A 

灰、2m

250V/6A 

灰、2m

250V/5A

プラグ

(О E 〇)

4  〇 ノ ⑩
A

CEE ヨ'"ロッパ

DEMKO デンマ-ク

NEMKO ノルウェ-

VED 旧 西 ド イ ツ

KEMA オランダ

CEBEC ベルギ-

OVE 才-ストリア

FIMKO フィンランド

SEMKO スウェ-デン

9 0 7 0 3 3 0
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1.4 入 カ ケ ー ブ ル に つ い て

1.4 入カケーブルについて

本器には、用 途 に 応 じ て 2種類の入カケーブルが用意されています。 

⑴ 電 圧 、電流、 2線式抵抗測定用 

ААА-А01035

①  バナナチップ ③ み の 虫 ク リ ッ プ

②  電 線 （2芯シールド）

--------------------------------------- 注 意 -----------------------------------------

本ケーブルの、みの虫クリップ部は、熱起電力低減のため銅を使用しています。 

銅は、酸化すると接触抵抗が大きくなる傾向があるため、低レベルの信号を測定 

する場合は、接触部の酸化を取り除き、銅の表面が現れるようにして下さい。

⑵ 4線式抵抗測定用

ААА-А01005

①  ケルビン •クリップ  ③ 電 線

②  アリゲータ•クリップ  ④ バ ナ ナ 端 子

1 - 1 0
0 7 0 3 3 0
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1.5 本 器 の 清 掃 、 保 管 お よ び 輸 送 方 法

1.5 本器の清掃、保管および輸送方法

( 1 ) 清 掃

本 器 の 汚 れ は 、 柔 ら か い 布 （ま た は 湿 ら し た 布 ） で 適 宜 拭 き 取 っ て 下 さ い 。 こ の と  

き 、 以 下 の 点 に 注 意 し て 下 さ い 0

鲁 布 の け ば が の こ っ た り 、 水 が 本 器 の 内 部 に し み 込 ま な い よ う に 注 意 し て 下 さ い 。 

• プ ラ ス ッ ク 類 を 変 質 さ せ る よ う な 有 機 溶 剤 （例 え ば 、 ベ ン ゼ ン 、 ア セ ト ン な ど ） は 、 

使 用 し な い で 下 さ い 。

⑵ 保 管

本 器 を 長 時 間 使 用 し な い 場 合 は 、 ビ ニ ー ル • カ バ ー を 被 せ る か 、 ま た は ダ ン ボ ー ル  

箱 に 入 れ て 埃 を 防 ぎ 、 直 射 日 光 の 当 た ら な い 、 乾 燥 し た 場 所 に 保 管 し て 下 さ い 。

保 存 温 度 ： - 25°С〜 + 7 0°С

(3) 輸 送

本 器 を 輸 送 す る 場 合 は 、 最 初 に 本 器 を お 届 け し た 梱 包 材 、 ま た は 同 等 以 上 の 梱 包 材  

( 厚 さ 5пш以 上 の ダ ン ボ ー ル 箱 ） を 使 用 し て 、 梱 包 し て 下 さ い 。

梱 包 手 順

①  ダ ン ボ ー ル 箱 の 内 側 に 、 本 器 を 緩 衝 材 で く る む よ う に し て 入 れ て 下 さ い 。

②  付 属 品 を 入 れ 、 再 び 緩 衝 材 を 入 れ て 下 さ い 。

③  ダ ン ボ ー ル 箱 を 閉 じ 、 外 側 を 梱 包 用 の ひ も で 固 定 し て 下 さ い 。

1.6 使甩上の注意

鲁 異 常 が 発 生 し た 場 合

本 器 か ら 煙 が 出 た り 、 異 臭 • 異 音 を 感 じ た と き は 、 電 源 ス イ ッ チ を O F F に し て 電 源  

ケ ー ブ ル を コ ン セ ン ト か ら 引 き 抜 き 、 た だ ち に 弊 社 ま た は 代 理 店 へ 連 絡 し て 下 さ い 。

•ウォームアップについて

本 器 が 室 温 に 馴 染 ん で か ら 、 電 源 ス イ ッ チ を ONに し て 4 時 間 ウ ォ ー ム ア ッ プ し て 下  

さ い 。

1 11 0 7 0 3 3 0
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取 扱 説 明 書

: 直 流 電 圧 測 定 を 選 択 し ま す 。

: 交 流 電 圧 測 定 を 選 択 し ま す 。 （6 5 8 1 の み )

: 2 線 式 抵 抗 測 定 を 選 択 し ま す 。

: 4 線 式 抵 抗 測 定 を 選 択 し ま す 。

: 直 流 電 流 測 定 を 選 択 し ま す 。

: 交 流 電 流 測 定 を 選 択 し ま す 。 （6 5 8 1 の み )

: 周 波 数 測 定 を 選 択 し ま す 。 （6 5 8 1 の み )

: 各 種 設 定 モ ー ド に 移 行 し ま す 0

③ 測 定 レ ン ジ 選 択 キ ー

□ ： 測 定 レ ン ジ を 自 動 （AUTO) ま た は 手 動 （MANUAL) に 切 り 換 え ま す 。

OWN

□ ： 測 定 レ ン ジ を 手 動 （MANUAL) 切 り 換 え に し て 、 測 定 レ ン ジ を 1 レ ン ジ

下げます。

UP

□  ： 測 定 レ ン ジ を 手 動 （MANUAL ) 切 り 換 え に し て 、 測 定 レ ン ジ を 1 レ ン ジ

上げます。

2. パネル面の説明

2.1 正面パネルの説明

本 器 の 正 面 パ ネ ル は 、 操 作 キ ー 、 表 示 部 、 入 力 端 子 、 お よ び icメ モ リ カ ー ド • コ ネ ク タ  

で 構 成 さ れ て い ま す 。

[ 図 2 - 2 ] ま た は [ 図 2 - 3 ] を 参 照 し な が ら 以 下 の 説 明 を お 読 み 下 さ い 。

①  電 源 ス イ ッ チ

POWER
•MU I
J«L 〇 : 電 源 ス イ ッ チ を 押 し 込 む と ONに な り 、 本 器 に 電 源 が 供 給 さ れ 測 定 を  

гр=П 開 始 し ま す 。

再 度 押 す と 、 ス イ ッ チ は 手 前 側 に 戻 っ て O F F に な り 、 電 源 が 断 た れ  

ま す 0

②  測 定 フ ァ ン ク シ ョ ン 選 択 キ ー

2 . 1  正 面 パ ネ ル の 説 明

ц
 

H
 

5
 

в
 

й
 

н
 

й
 

Й

D

A

2

4

D

A

F

N

0 7 0 3 3 0



6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱 説 明 書

2 . 1  正 面 パ ネ ル の 説 明

④ コ マ ン ド • キ ー

MENU

□

ERR?

各 種 メ ニ ュ ー の 設 定 を 行 い ま す 。

エラー内 容 を 表 示 し ま す 。

HOME E X I T

□ ま た は  □ を 押 す と 、 エ ラ ー 内 容 表 示 は 解 除 さ れ 、 す べ て の

エ ラ ー 内 容 は ク リ ア さ れ ま す 。

ヌ ル 演 算 の 設 定 、 ま た は 解 除 を 選 択 す る 。

C O N F I G U R E  N U L L

_  □  、 口 と 順 に 押 す ： ヌ ル 演 算 の ヌ ル 値 参 照 モ ー

ド に な り ま す 。

A Z E R O

□ ： オ ー ト • ゼ ロ の 設 定 、 ま た は 解 除 を 選 択 し ま す 。

STORE

□ : 1Cメ モ リ • カ ー ド ま た は 内 部 メ モ リ に ス ト ア （書 き 込 み ） を 行 い ま

す 。

C O N F I G U R E  S T O R E

參 □ 、 口 と 順 に 押 す ： ス ト ア 条 件 設 定 モ ー ド に な

り ま す 。

О : IСメ モ リ • カ ー ド 、 ま た は 内 部 メ モ リ か ら リ コ ー ル （読 み 出 し ） を

行 い ま す 。

C O N F I G U R E  R E C A L L

• □ 、 口 と 順 に 押 す ： リ コ ー ル 条 件 設 定 モ ー ド に

な り ま す 。

MA T H

□ ： 各 種 演 算 の 設 定 、 ま た は 解 除 を 選 択 し ま す 。

C O N F I G U R E  MA T H

拳 0  、. 口  と 順 に 押 す ： 各 種 演 算 の 設 定 モ ー ド に な

り ま す 。

T R I G G E R

□ ： ア イ ド ル 状 態 を 抜 け る と き 、 ま た は 各 レ イ ヤ の イ ベ ン ト 待 ち 状 態 を

抜 け ま す 。

C O N F I G U R E  T R I G G E R

♦  □ 、 口 と 順 に 押 す ： ト リ ガ の 設 定 モ ー ド に な り

ま す 。
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6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱 説 明 書

2 . 1  正 面 パ ネ ル の 説 明

⑤ エントリ•キー

パ ラ メ ー タ 設 定 モ ー ド の と き 押 し ま す （パ ラ メ ー タ を 編 集 す る ） 。

回 ： 点 滅 箇 所 を 右 側 へ 移 動 し ま す 。

回 ： 点 滅 箇 所 を 左 側 へ 移 動 し ま す 。

囚 • 、

> 点 滅 桁 の 内 容 を 変 更 し ま す 。

HOME

： 測 定 モ ー ド に 戻 り ま す 0

EXIT

： 設 定 メ ニ ュ ー で 1つ 上 の 階 層 に 移 動 し ま す 。

ENTER
□ ： ♦ 設 定 モ ー ド の と き 押 す  ： 設 定 を 確 定 し ま す 。

L0CAL 籲 リ モ ー ト 動 作 の と き に 押 す  ： ロ ー カ ル 動 作 に な り ま す 。

( 注 意 ） GPIBイ ン タ フ ヱ ー ス か ら LLO(LOCAL LOCKOUT) コ マ ン ド が 設  

定 さ れ て い る と 、 ロ ー カ ル 動 作 に な り ま せ ん 。

⑥ イ ン プ ッ ト

Q  FRONT/REAR : 入 力 端 子 を 正 面 ま た は 背 面 に 切 り 換 え る モ ー ド に な り ま す 。

□ L0~G ： 正 面 ま た は 背 面 の 入 力 端 子 の L0 端 子 と GUARD端 子 と を 、 シ

ョ ー ト さ せ る か オ ー プ ン さ せ る か を 切 り 換 え る モ ー ド に な  

り ま す 。
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⑦ 蛍 光 表 示 管 表 示 部 （6 5 8 1 ，R6 5 8 1 D共 通 ）

サ ン プ リ ン グ • イ ン ジ ケ ー タ  

測 定 動 作 中 に 点 灯 ）

ア イ ド ル • イ ン ジ ケ ー タ  

自 動 レ ン ジ 切 り 換 え

口-•パワ-•才-ム•ファンクション設 定  

ヌ ル 演 算 設 定

3 タル•フィルタ設定

演 算 （MATH ) 設 定  

才-卜•ゼa設 定

)□□□□ □□□□□ 
□□□□ □□□□□

□□□□ □□□□□ 
□□□□ □□□□□ 
□□□□ □□□□□ □□□□ □□□□□

-•インジケ-夕

未 使 用

フロント入力設定 

リア入力設定

L O W 端 子 と GUARD端子のシヨ -卜設定

リ モ ー ト 動 作 中

卜-力•インジケ-夕 

(My talk address 

受 信 時 に 点 灯 ）

Ш •インジケ-夕 

(My listen address 

受 信 時 に 点 灯 ）

SRQインジケ-夕

ШШШ

DDODD 00000 QOQDO DDQC 
00000 0□□□0 DDOOO QDDC
0D000 00000 ODDOO ODOC
DDDDD 00000 〇〇〇〇〇 DDDC 
OODDO DDODD DDODD DDD【 
DQDOD DOOOO ODDDO D〇〇C

00000
ODDOD
ODODD
DDDDD
ODQDO

00000 
OODOO 
ODOOO 
DDODD 
□ □ODD

DODOD DOOOD ODOOD
DDOOO

OODOD 0001 
ODOOD 0001

00000 DDDDD DDOOO DDDDD

DDDDD D〇DD( 
ODODD DDDOI 
OODDD D0D0[ 
OODOO OOODC 
DDDOC DDODt 
000□0 ODDOt 
ODOOD ODOOt

OODDD 00000 ПОООП DDDOD 
OODOD DDOOO ODOOD DOOOD 
ODOOD OODDD DDOOO 00000 
DDDDC DOOOD DDDOD 
DDODD ODOOO DDDDD 
DDDDD ODOOO ' 00000 
DDODD DDOOO DDDDD

丨ODD ODODO 
IDOD DOOHD

JDODtJ OODOD 
}〇DDD DDDDD )0000 00000 
)D000 DODDO )□000 DODDO

)000 00000 OODDD DODDO DODDO
)000 DODDO ODOOD DOOOD ODOOD
»〇〇D DPOnD DDDDO OODOO OODOD
>0D0 DQOOO DDDOD DOODD DDDDD
IDDD DODHC 〇n〇a〇 OODOO ODODC
IDDD DOOOD OODDD 00000 DDDOD
IDDO DDDDD DDDDD DOODD ODODD

メ イ ン 表 示 部

測 定 デ ー タ （測 定 値 、 小 数 点 、 単 位 ） を 表 示 し ま す 。 

選 択 さ れ た パ ラ メ ー タ を 表 示 し ま す 。

補 助 表 7K 部

測 定 デ ー タ に 対 す る 補 助 情 報 を 表 示 （レ ン ジ 情 報 な ど ） し ま す 。 

選 択 し た パ ラ メ ー タ の 階 層 を 表 示 し ま す 。

図 2 - 1 蛍 光 表 示 管 表 示 部
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6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱 説 明 書

2 . 1  正 面 パ ネ ル の 説 明

⑧  1Cメ モ リ カ ー ド • コ ネ ク タ

1Cメ モ リ • カ ー ド は 、 日 本 電 子 工 業 振 興 協 会 （JEIDA) の ガ イ ド ラ イ ン Ver. 4 以 上  

の SRAM ( ス タ テ ィ ッ ク • ラ ン ダ ム • ア ク セ ス • メ モ リ ） カ ー ド を 使 用 し て 下 さ い 。 

な お 、 1Cメ モ リ • カ ー ド 内 の ア ト リ ビ ュ ー ト • メ モ リ 領 域 に 以 下 に 示 す デ バ イ ス 情  

報 が 書 き 込 ま れ て い る こ と が 必 要 で す 。

デ バ イ ス 情 報 ： デ バ イ ス 種 類  ； SRAMバ ッ ク ア ッ プ 付 き

デ バ イ ス 速 度  ； 1001i s 〜 2 5 0 ns

コ モ ン • メ モ リ 容 量  ； 6 4 K バ イ ト 〜 2Mバ イ ト

0 7 0 3 3 0



•581 DIGITAL MULTIMETER

FflEQ _ CONFIGURE

□  □ □ □ □ □ □ □ □ О
メ ー —  RANGE   ■■■■画

X  AUTO DOWN UPMEMORY CARD

③ 測 定 レ ン ジ 選 択 キ ’ 

⑧ 1C メモリ •カード • コネクタ

®  電 源 ス イ ッ チ

過 電 流 保 護 用 ヒ ュ ー ズ  

リ ア 入 力 と 共 用

直 流 、 交 流 、 （直 流 + 交 流 ） 電 流 測 定 端 子  

電 流 の 周 波 数 、 周 期 測 定 端 子

直 流 、 交 流 、 （直 流 + 交 流 ） 電 圧 測 定 端 子  

電 圧 の 周 波 数 、 周 期 測 定 端 子  

2 W Q の 測 定 端 子  

4 W Q の 電 流 端 子

電 流 は L0 ( 黒 ） 端 子 か ら HI ( 赤 ） 端 子 に 向  

か っ て 流 れ ま す 。

0

ф 測 定 ファンクション選 択 キー

⑦ 蛍 光 表 示 管 表 示 部

測 定 デ ー タ 、 測 定 の 補 助 デ ー タ  

お よ び 設 定 状 態 を 表 示 し ま す 。

各 種 設 定 モ ー ド  

に 移 行 し ま す 。

④ コマンド•キー

⑤ エ ン ト リ • キ ー

パ ラ メ ー タ を 編 集 し ま ' ^ 。

⑥  イ ン プ ッ ト • キ ー

GUARD端 子  4 W Q 測 定 の

電 圧 セ ン ス 端 子

図 2 - 2 正 面 パ ネ ル （6 5 8 1 )
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со

② 測 定 フ ァ ン ク シ ョ ン 選 択 キ ー
④ コ マ ン ド • キ ー

Ф 蛍 光 表 示 管 表 示 部

測 定 デ ー タ 、 測 定 の 補 助 デ ー タ  

お よ び 設 定 状 態 を 表 示 し ま す 。

⑤ エ ン ト リ * キ ー

パ ラ メ ー タ を 編 集 し ま す 。

GUARD端 子  4 W Q 測 定 の

電 圧 セ ン ス 端 子

① 電 源 ス イ ッ チ
直 流 電 圧 測 定 端 子

2 W Q の 測 定 端 子

4 W Q の 電 流 端 子

電 流 は L0 ( 黒 ）端 子 か ら H I ( 赤 ）

端 子 に 向 か っ て 流 れ ま す 。
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REAR入 力 端 子

F R O N T 入 力 端 子 と 同 様 に 、 直 流 、 交 流  

お よ び （直 流 + 交 流 ） の 電 圧 、 電 流 、 

お よ び 抵 抗 、 周 波 数 、 周 期 を 測 定 す る  

背 面 パ ネ ル の 入 力 端 子  

(R6 5 8 1 Dは 、 直 流 電 圧 、 直 流 電 流 お よ  

び 抵 抗 の み ）

冷却ファン 

( 吐 き 出 し ）

コ ン ト ロール信 号 用 コ ネ ク タ  

T R I G G E R 入 力 端 子 、 COMPLETE出 力 端 子 、 

COMPARATOR結 果 出 力 端 子

G P I Bコ ネ ク タ

GPIBに よ っ て 、 本 器 を 外 部  

コ ン トロールする場 合 に 使  

用するコネクタ

СО

電 源 コ ネ ク タ  

АС電 源 供 給 コ ネ ク タ

電 源 変 更  

電 源 電 圧 変 更  

( 1 0 0 - 1 2 0 - 2 2 0 - 2 4 0 V ) 

が で き ま す 。

しヒ ズ • ホ ル ダ

電 源 ヒ ュ ー ズ 5 0 0 mA 
( 1 0 0 / 1 2 0 V ) ま た は  

2 5 0 m A ( 2 2 0 / 2 4 0 V ) が  

格 納 さ れ て い ま す 。

アクセサリ•スロッ 

以 下 の イ ン タ フ ヱ ー ス か ら 1つ選択して 

装 着 で き ま す 。

⑩ スキャナ •ユニット 

春B C D データ出力•ユニット 

籲プ リ ン タ • イ ン タ フ ヱ ー ス •ユニット 

♦  D/А出力•ユニット
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6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱 説 明 書

3.1 電 源 の 投 入

3 . 基本操作

3.1 電源の投入

電 源 を 投 入 す る と （電 源 ス イ ッ チ を ONに す る と ） 、 自 動 的 に セ ル フ テ ス ト を 実 行 し た あ  

と 、 電 源 を 切 る 前 に 設 定 さ れ て い た 測 定 条 件 で 測 定 を 開 始 し ま す 。 な お 、 こ こ で エ ラ ー が  

発 生 す る 場 合 は 故 障 で す 。 そ の ま ま の 状 態 で 電 源 を 切 り 、 弊 社 ま た は 代 理 店 ま で お 知 ら せ  

下 さ い 。

セ ル フ テ ス ト 実 行 時 の 表 示 と テ ス ト 項 目 を 以 下 に 示 し ま す 。

❿ 6 5 8 1 の 場 合

R  6 5 8 1  製 品 名 の 表 示

Ver.XXXXXX GPIB Addr : 8

R U N N I N G  S E L F  T E S T  セ ル フ テ ス ト 実 行 の 表 示

•  R6 5 8 1 Dの 場 合

R  6 5 8 1 D

Ver.XXXXXX GPIB Addr : 8

R U N N I N G  S E L F  T E S T
製 品 名 の 表 示

セ ル フ テ ス ト 実 行 の 表 示

セ ル フ テ ス ト 項 目  

鲁 R A M の READ/ WRITEチ ェ ッ ク  

參 内 部 の デ ー タ 転 送 チ ヱ ッ ク  

鲁 A/ D 変 換 器 の 動 作 チ ニ ッ ク  

春 内 部 ゼ ロ の チ ェ ッ ク  

♦ 内 部 基 準 電 圧 の チ ェ ッ ク

鲁 ア ク セ サ リ と の イ ン タ フ ェ ー ス の チ ェ ッ ク  

♦ 校 正 デ ー タ の チ ヱ ッ ク

• 各 測 定 パ ラ メ ー タ の バ ッ ク ア ッ プ • デ ー タ の チ ェ ッ ク
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6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱 説 明 書

3 . 2  イ ニ シ ャ ラ イ ズ （測 定 条 件 の 初 期 化 ）

3.2 イ ニ シ ャ ラ イ ズ （測定条件の初期化）

( 1 )  測 定 条 件 の バ ッ ク ア ッ プ

本 器 の 電 源 を 切 る と 、 測 定 条 件 は 内 部 の メ モ リ に 格 納 • 保 持 さ れ ま す 。

( 2 )  イ ニ シ ャ ル 状 態

各 設 定 パ ラ メ ー タ の イ ニ シ ャ ル 設 定 お よ び 電 源 投 入 時 の 設 定 を [ 表 3 - 1 ] に 示 し ま す 。

表 3 - 1 各 設 定 パ ラ メ ー タ の イ ニ シ ャ ル 状 態 （1/4)

設 定 パ ラ メ ー タ イニシャル設 定 電 源 投 入 時

測 定 フ ァ ン ク シ ョ ン DCV -

オ ー ト • ゼ ロ ON —

G U A R D設 定 FLOAT —

人 力 端 子 の 選 択 FRONT
—

DCV

レ ン ジ  

積 分 時 間  

表 示 桁 数  

過 電 圧 入 力 保 護  

レ シ オ 測 定

オ ー ト • レ ン ジ

1 0 PLC 

7 ;/2 桁  

ON 

OFF

一

ACV ( 6 5 8 1 の み ）

レ ン ジ

積 分 時 間  

表 示 桁 数

周 波 数 帯 域 の 設 定  

カ ッ プ リ ン グ  

補 助 測 定

オ ー ト • レ ン ジ

1 0 PLC 

6 桁  

SLOW 

АС 

OFF

—

2 W Q / 4 W Q

レ ン ジ  

積 分 時 間  

表 示 桁 数  

付 加 機 能  

レ ン ジ 移 動 範 囲  

下 限 値  

上 限 値

抵 抗 測 定 電 流

過 電 圧 入 力 保 護 （2 W Q の み ）

オ ー ト • レ ン ジ

1 0 PLC 

7 % 桁  

NORMAL

1 0 Q

1 0 0 0 M Q

HI

ON

—

一 の 項 目 は 電 源 を 切 る 前 の 状 態 に 設 定
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3 . 2  イ ニ シ ャ ラ イ ズ （測 定 条 件 の 初 期 化 ）

(2/4)

設 定 パ ラ メ ー タ イ ニ シ ャ ル 設 定 電 源 投 人 時

DCI —

レ ン ジ オ ー ト • レ ン ジ —

積 分 時 間 1 0 PLC —

表 示 桁 数 6 % 桁 —

ACI ( 6 5 8 1 の み ） —

レ ン ジ オ ー ト • レ ン ジ —

積 分 時 間 1 0 PLC —

表 示 桁 数 6 % 桁 -

周 波 数 帯 域 の 設 定 SLOW -

カ ッ プ リ ン グ АС —

補 助 測 定 OFF —

FREQUENCY/ PERI0 D ( 6 5 8 1 の み ） —

ゲ 1一 卜 • タ イ ム 1 0 0 ms -

ト リ ガ • レ ベ ル OX -

カ ッ プ リ ン グ AC

測 定 ソ ー ス 電 圧 入 力

セ ン ス レ ン ジ オ ー ト • レ ン ジ — -

デ ジ タ ル • フ ィ ル タ NONE —

ス ム ー ジ ン グ 回 数 10 —

ア ベ レ ー ジ ン グ 回 数 10 —

フ ォ ー マ ッ ト 演 算 NONE

ス ケ ー リ ン グ 定 数 X + 1 . 0 0 0 0 0 0 0 OE+ 0 0 -

ス ケ ー リ ン グ 定 数 Y + 0 . 0 0 0 0 0 0 0 OE+ 0 0 -

ス ケ ー リ ン グ 定 数 Z + 1 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E+ 0 0 —

% 偏 差 定 数 + 1 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E+ 0 0 —

dB変 換 定 数 + 1 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E+ 0 0 —

R M S サ ン プ ル 数 10 —

d B m 換 算  

抵 抗 値 温 度 補 正

+ 1 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E+ 0 0 —

至 温 2 0 . 0°C —

比 測 定 電 線 長  

RTD

+ 1 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E+ 0 0 —

目 盛 IPTS68 —

単 位 V —

コンノくレータ OFF —

上 限 値 + 0 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E + 0 0 —

下 限 値  

パ ス 範 囲

+ 0 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E + 0 0 —

上 限 FAIL —

中 間 PASS —

下 限 FAIL —

コ ン パ レ ー タ • ビ ー プ OFF —

一 の 項 目 は 電 源 を 切 る 前 の 状 態 に 設 定
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3 . 2  イ ニ シ ャ ラ イ ズ （測 定 条 件 の 初 期 化 ）

(3/4)  *

設 定 パ ラ メ ー タ イ ニ シ ャ ル 設 定 電 源 投 入 時

統 計 演 算 OFF —

サ ン プ ル 数 10 —

NULL OFF —

NULL 値 な し —

ブ ザ ー OFF —

デ ー タ 出 カ フ ォ ー マ ッ ト ASCII —

各 要 素 NONE —

パ ネ ル 表 示 ON 0 N

GPIB 一

ス ト リ ン グ • デ リ ミ タ ，（カ ン マ ） —

ブ ロ ッ ク • デ リ ミ タ CRLF+EOI —

リ ス ナ • フ — マ ッ ト * ( SCPI) —

ア ド レ ス *(8) —

ア ド レ ッ サ ブ ル / ト ー ク • オ ン リ 本（ア ド レ ッ サ ブ ル ） —

ス ト ア

デ バ イ ス 内 部 メ モ リ —

終 了 条 件 BUFFER-FULL —

プ リ ト リ ガ の ソ ー ス MANUAL —

ス ト ア 内 容 測 定 デ ー タ —

測 定 デ ー タ • ス ト ア 数 10 0 0 —

リ コ ー ル

デ バ イ ス 内 部 メ モ リ —

リ コ ー ル 内 容 測 定 デ ー タ -

測定デ-夕•リコ'■ル範囲（才'-卜•リトル） —

開 始 番 号 0 -

終 了 番 号 99 9 —

* の 項 目 は リ セ ッ ト さ れ ま せ ん 。

( ) 内 は 、 工 場 出 荷 時 の 状 態  

- の 項 目 は 電 源 を 切 る 前 の 状 態 に 設 定
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3 . 2  イ ニ シ ャ ラ イ ズ （測 定 条 件 の 初 期 化 ）

( 4 / 4)

設 定 パ ラ メ ー タ イ ニ シ ャ ル 設 定 電 源 投 入 時

ト リ ガ

ト リ ガ • シ ス テ ム • コ ン テ ィ ニ ュ ー C0 NTINU0 US- 0 N —

A R M レ ィ ヤ

ト リ ガ • ソ ー ス IMMEDIATE -

タ ィ マ 設 定 lsec —

パ ス 設 定 OFF -

デ ィ レ イ • タ イ ム Oms -

カ ウ ン ト 1 —

コ ン プ リ ー ト 信 号 OFF —

SCA Nレ ィ ヤ

ト リ ガ • ソ ー ス IMMEDIATE —

タ ィ マ 設 定 lsec —

パ ス 設 定 OFF -

デ ィ レ イ • タ イ ム Oms —

カ ウ ン ト 1 —

コ ン プ リ ー ト 信 号 OFF -

T R I Gレ ィ ャ

ト リ ガ • ソ ー ス IMMEDIATE -

タ イ マ 設 定 lsec —

パ ス 設 定 OFF -

デ ィ レ イ • タ イ ム Oms -

カ ウ ン ト 1 -

コ ン プ リ ー ト 信 号 OFF —

SLOPE

外 部 ト リ ガ 立 ち 上 が り —

レ ベ ル • ト リ ガ 立 ち 上 が り -

ト リ ガ • レ ベ ル OX -

レ イ ヤ 表 示 OFF —

FASTモ ー ド OFF —

レ ー ト 10 0  д s -

測 定 デ ー タ • ス ト ア 数 1 0 0 0 —

ス キ ャ ナ OFF —

ス タ ー ト • チ ャ ン ネ ル (2W ) 1 ( 4W ) 1

ス ト ッ プ • チ ャ ン ネ ル 10 5

チ ャ ン ネ ル • ク ロ ー ズ 0 0 0

ア ナ ロ グ 出 力 OFF —

出 カ カ ラ ム 0 ， 1 -

オ フ セ ッ ト OFF —

B C D 出 力 OFF —

プ リ ン タ OFF OFF

一 の 項 目 は 電 源 を 切 る 前 の 状 態 に 設 定
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3 . 2  イ ニ シ ャ ラ イ ズ （測 定 条 件 の 初 期 化 ）

⑶ イ ニ シ ャ ラ イ ズ の 方 法

①  パ ネ ル 操 作 の 場 合

MENU

□ を 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て ” RESET” にカーソ

ENTER

ル （点 滅 部 ） を 移 動 し  □  を 押  

す と 、 イ ニ シ ャ ラ イ ズ さ れ ま す 。

②  GPIBの 場 合

以 下 の G P I Bリ モ ー ト 制 御 コ マ ン ド を 転 送 し ま す 。

❿SCPIコマンドモード： ”*RST”

❻A D Cコ マ ン ド モ ー ド ： ” Z”

S E L E C T  M E N U  

<  LINE-FREQ MEMORYCARD RESET >

0 7 0 3 3 0
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3 . 3  入 力 端 子 の 切 り 換 え

3.3 入力端子の切り換え

入 力 端 子 は 、 正 面 側 （フ ロ ン ト ） 、 背 面 側 （リア） の ど ち ら か で 測 定 す る か を 選 択 し ま  

す 。 選 択 さ れ て い な い 端 子 で は 、 電 流 測 定 端 子 以 外 の 端 子 が オ ー プ ン に な り 、 電 流 測 定 端  

子 は 内 部 で シ ョ ー ト し ま す 。 ま た 、 保 護 ヒ ュ ー ズ は 選 択 さ れ て い る 端 子 だ け に 機 能 し ま す 。 

フ ロ ン ト 入 力 端 子 を 選 択 す る と 表 示 部 の ” FRONT” イ ン ジ ケ ー タ が 点 灯 し 、 リ ア入 力端子 を  

選 択 す る と 表 示 部 の ” REAR”イ ン ジ ケ ー タ が 点 灯 し ま す 。

□ FRONT/REAR を 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て ”FRONT” ま た は ”REAR”に力

ENTER
ー ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を押す 

と 設 定 し ま す 。

S E L E C T  I N P U T  

FRONT REAR

3.4 LOW-G U A R D のオープン、 ショート

選 択 さ れ て い る フ ロ ン ト ま た は リ ア 入 力 端 子 の L0端 子 と G U A R D端 子 を オ ー プ ン に す る か  

内 部 で シ ョ ー ト す る か を 選 択 す る こ と が で き ま す 。 F L O A T を 選 択 す る と 表 示 都 の ”L0 -G”イ 

ン ジ ケ ー タ が 消 灯 し オ ー プ ン に な り ま す 。 L O W を 選 択 す る と 表 示 部 の ” L0 -G”イン ジケータ  

か 点 灯 し シ ョ ー ト し ま す 。

S E L E C T  G U A R D  

FLOAT LOW

□ L0 ~ G を 押 し ま す 。

回 0  を 用 い て ” FLOAT” ま た は ”LOW” に力

ENTER
ー ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を押す 

と 設 定 し ま す 。
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3 . 5  直 流 電 圧 測 定 （D С V )

3. 5 直流電圧測定（DCV)

( 1 ) レンジ構成

表 3 - 2 レ ン ジ 構 成 （DCV)
レンジ 最 大 表 示 分解能 入 カ イ ン ピ ー ダ ン ス

10011IV 119.99999 mV 10nV
101(]Q以上1000mV 1199.99999 mV 10nV

10 V 11.9999999 V 100nV
100 V 119.999999 V luV

10MQ ±0. 5%

1000 V 1099.99999 V lOuV

⑵ 最 大 許 容 印 加 電 圧

表 3 - 3 最 大 許 容 印 加 電 圧 （DCV)
端子 最 大 許 容 印 加 電 圧

HI-LO端子間 ±1100V peak
L0-GUARD端子間 土 100V peak
L0 — シャーシ間 士420V peak
GUARD-シャーシ間 ±420V peak

⑶ 入 力 接 続
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①  積 分 時 間 の 設 定

ENTER

回 回 を 用 い て ” INTEG- TIME”に カ ー ソ ル を 移 動 し 、 口  を 押 し ま す 。

詳 細 は 〔3 . 1 2 節 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。

②  表 示 桁 数 の 設 定

ENTER
回 0  を 用 い て ” DIGITS”に カ ー ソ ル を 移 動 し 、 口  を 押 し ま す 。

詳 細 は 〔3 . 1 2 節 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。

③  過 電 圧 入 力 保 護 の 設 定

P R O T E C Tは 、 1 0 0 m V 〜 1 0 V レ ン ジ に お け る 過 度 的 な 過 電 圧 入 力 に 対 す る 入 力 保 護  

回 路 の 0 N/ 0 FFを 選 択 し ま す 。 1 0 0 V、 1 0 0 0 V レ ン ジ で は 、 P R O T E C Tの 0 N/ 0 F Fは 関 係 あ  

り ま せ ん 。

P R O T E C Tが 0 Nの 場 合 は 、 本 器 の 入 力 回 路 に 時 定 数 が 約 1 . 5 / z s の ロ ー パ ス • フ ィ  

ル タ が 入 り ま す 。

P R O T E C Tを O F F に 設 定 す る と 、 ロ ー パ ス • フ ィ ル タ は 入 ら ず 、 入 力 信 号 の 変 化 に  

対 す る 応 答 は 速 く な り ま す が 、 パ ル ス 状 の 過 電 圧 人 力 に 対 し て は 充 分 な 入 力 保 護 が  

働 き ま せ ん 。 パ ル ス 状 の 過 電 圧 は 絶 対 に 入 力 し な い で 下 さ い 。

CONFIGURE DC V

□ 、 □  と 順 に 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て ” PROTECT” に カ ー ソ

ENTER
ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □  を 押  

し ま す 。

次 に 回 0  を 用 い て ” 0 N”ま た は

ENTER
”0 FF” にカーソルを移動し、 □

を 押 す と 確 定 し ま す 。

HOME
測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し  

ま す 。

S E T  P R O T E C T

OFF ON

C 〇 N  F I G  U  R E D C V

INTEG-TIME DIGITS PROTECT ►

、 □  と 順 に 押 し ま す 。 

を 用 い て 設 定 し た い 項 目 に 力

ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □  を 押  

し ま す 。

像 積 分 時 間 の 設 定 -------

鲁 表 示 桁 数 の 設 定 -------

籲 過 電 圧 入 力 保 護 の 設 定  

籲 レ シ オ 測 定 の 設 定 ——

3 . 5 _ 直 流 電 圧 測 定 （D С V )

( 4 ) 測 定 条 件 の 設 定

直 流 電 圧 測 定 フ ァ ン ク シ ョ ン で は 、 以 下 の 4 つ の パ ラ メ ー タ を 設 定 で き ま す 。

C O N F I G U R E  D C V  

INTEG-TIME DIGITS PROTECT ►

IGU

□
回 

NF

回

①
②
③
④
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VI
レ シ オ = ---------

VH-VL
DCV端 子 で の 測 定 値  

4WQ HI端 子 の 測 定 値  

4WQ L0 端 子 の 測 定 値

(注） VH、 VLは、 そ れ ぞ れ DCV L0端 子 を 基 準 に し た 電 圧 を 測 定 し ま す 。

VH、 VLが DCV L0端 子 に 対 し て フ ロ ー テ ィ ン グ で は 測 定 で き ま せ ん 。

ま た 、 VHま た は VLが DCV L0端 子 に 対 し て 12V以 上 の 入 力 で は 、 OVER表示にな  

り ま す 。

VH、 V Lの 測 定 は 、 100m V 、 1000mV、 10V レ ン ジ の オ ー ト • レ ン ジ 測 定 の み で

す 。

* 最 大 許 容 印 加 電 圧

表 3 - 4 レ シ オ 測 定 時 の 最 大 許 容 印 加 電 圧

端子 最 大 許 容 印 加 電 圧

DCV HI-L0 端子間 ±1100V peak
4WQ Hi，L0-DCV L0端子間 ± 350V peak

摩入力接続

3 . 5 _ 直 流 電 圧 測 定 （D С V )

④ レ シ オ 測 定 の 設 定

レ シ オ 測 定 で は 、 通 常 の 直 流 電 圧 測 定 に 加 え 4WQ測 定 端 子 で 基 準 直 流 電 圧 を 測 定  

して、 電 圧 比 を 以 下 の 計 算 式 で 計 算 し 表 示 し ま す 。

1
 

H
 

L
 

V
 

V
 

V

で
 ヽ

こ

3 - 1 0 0 7 0 3 3 0
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3 . 5  直 流 電 圧 測 定 （D С V )

CONFIGURE DCV

□  、 □ と 順 に 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て ”RATIO” に カ ー ソ

ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □  を 

押 し ま す 。

次 に 回 0  を 用 い て ”ON”に カ ー

ENTER
ソ ル を 移 動 し 、 □  を 押 す と 確  

定 し ま す 。 ” OFF” に 設 定 す る と 、 

レ シ オ 測 定 は 解 除 さ れ 通 常 の 直 流  

電 圧 測 定 に 戻 り ま す 。

測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を 押  

し ま す 。
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_________________________________________________________________________________ 3 • е _ 交 流 電 圧 測 定 （a c v )

3. 6 交流電圧測定（ACV) (6581のみ）

(1) レ ン ジ 構 成

表 3 - 5 レ ン ジ 構 成 （ACV)

レンジ 最 大 表 示 分 解 能 入 カ イ ン ピ ー ダンス

1 0 mV 1 1 . 9 9 9 9 mV 1001IV

■  ± 3 % 1 6 0 pF

1 0 0 mV 1 1 9 . 9 9 9 9 mV 1 0 0 nV

1 0 0 0 mV 1 1 9 9 . 9 9 9 mV luV ■  ± 3 % 4 1 pF

10 V 1 1 . 9 9 9 9 9 V lOuV

1 0 0  V 1 1 9 . 9 9 9 9  V lOOuV 1M Q  ± 3 % llpF

7 5 0  V 7 9 9 . 9 9 9 V lrnV

⑵ 最 大 許 容 印 加 電 圧

表 3 - 6 最 大 許 容 印 加 電 圧 （ACV )

端 子 最 大 許 容 印 加 電 圧

HI - L O 端 子 間 ± 1 1 0 0 V peak 

了5 0 V rms

L0 - GUARD端 子 間 ± 1 0 0 V peak

L0 —  シ ャ ー シ 間 土 4 2 0 V peak

GUARD- シ ャ ー シ 間 ± 4 2 0 V peak

(R 6 5 8 1 の み ）

3 - 12 0 7 0 3 3 0
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參 積 分 時 間 の 設 定 -------------------

♦ 表 示 桁 数 の 設 定 -------------------

鲁 周 波 数 帯 域 の 設 定 ----------------

癱 カ ッ プ リ ン グ の 選 択 -------------

癱 周 波 数 / 周 期 の 補 助 測 定 の 設 定

C 0  N  F I G  U  R Е А С V

INTEG-TIME DIGITS FILTER ►

АС V

、 □

CONFIGURE

□  、 □  と 順 に 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て 設 定 し た い 項 目 に カ ー

ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を 押

し ま す 0
① 積 分 時 間 の 設 定

回 0  を 用 い て ” INTEG- TIME”に カ ー ソ ル を 移 動 し 、 

詳 細 は 〔3 . 1 2 節 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。

□  を 押 し ま す 。

② 表 示 桁 数 の 設 定

回 回 を 用 い て ”DIGITS”に カ ー ソ ル を 移 動 し  

詳 細 は 〔3 . 1 2 節 〕 を 參 照 し て 下 さ い 。

DNTER
□ を 押 し ま す 。

③ 周 波 数 帯 域 の 設 定

交 流 電 圧 測 定 の 周 波 数 帯 域 を 設 定 し ま す 。 FASTは 周 波 数 帯 域 が 狭 く な り 応 答 時 間  

が 速 く な り ま す 。 SLOWは 応 答 時 間 が 遅 く な り 周 波 数 帯 域 が 低 周 波 ま で の び て い ま す 。 

M I D は FASTと SLOWの 中 間 で す 。

帯 域 外 の 入 力 で も 測 定 は し ま す が 、 測 定 値 が 不 安 定 に な り ま す の で 、 入 力 信 号 の  

周 波 数 に 合 わ せ て 設 定 し て 下 さ い 。

3 - 1 3  0 7 0 3 3 0

3 . 6  交 流 電 圧 測 定 （А С V ) (  6 5 8 1 の み ）

( 3 ) 入 力 接 続

( 4 ) 測 定 条 件 の 設 定

交 流 電 圧 測 定 フ ァ ン ク シ ョ ン で は 、 以 下 の 5 つ の パ ラ メ ー タ を 設 定 で き ま す 。

①

(

(2)
③

④

⑤
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5. 6 交 流 電 圧 測 定 （А С V ) (  6 5 8 1 の み ）

表 周 波 数 帯 域 と 応 答 時 間

FILTER 周 波 数 帯 域 応 答 時 間

FAST 1 kHz 〜 約 2 5 ms

MID 1 0 0 Hz 〜 約 1 2 0 ms

SLOW 1 0 Hz 〜 約 1 S

応 答 時 間 ：最 終 値 の 0 . 1 %以 内 に 達 す る ま で の  

時 間

C O N F I G U R E  А С V  

INTEG-TIME DIGITS FILTER ►

CONFIGURE А С V

□ 、 □ と 順 に 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て ” FILTER”に カ ー ソ ル

( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 

ま す 。

□  を 押 し

S E L E C T  

FAST MID SLOW

F I L T E R

次 に 回 回 を 用 い て ” FAST”、 ”MID” 

ま た は ” SLOW”に カ ー ソ ル を 移 動 し 、

ENTER

□  を 押 す と 確 定 し ま す 。

HOME
測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し

ま す 。

④ カ ッ プ リ ン グ の 選 択

交 流 電 圧 測 定 の 入 力 結 合 を 選 択 し ま す 。 ACを 選 択 す る と 、 入 力 は 交 流 結 合 に な り 、 

直 流 分 を 除 去 し た 測 定 を 行 い ま す 。ACD Cを 選 択 す る と 入 力 は 直 流 結 合 に な り 交 流 分  

と 直 流 分 を 加 え て 測 定 し ま す 。

C O N F I G U R E  А С V  

COUPLING SUBMEASURE

回 回 を 用 い て ” COUPLING”に カ ー ソ

ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 

し ま す 。

□  を 押

S E L E C T  C O U P L  

AC ACDC

N  G

次 に 回 E l を 用 い て ” АС”ま た は

Е N Т Е I
” AC.DC”にカーソルを移 動 し 、 □ 

を押 す と 確 定 し ま す 。

測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し

ま す 。

0 7 0 3 3 0
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3 . 6  交 流 電 圧 測 定 （А С V ) ( 6 5 8 1 の み ）

⑤ 周 波 数 / 周 期 の 補 助 測 定 の 設 定

交 流 電 圧 測 定 フ ァ ン ク シ ョ ン で は 、 補 助 測 定 と し て 周 波 数 ま た は 周 期 の 測 定 が で  

き ま す 。

C O N F I G U R E  А С V  

◄  COUPLING SUBMEASURE

回 0  を 用 い て ” SUBMEASURE”に カ ー

ENTER
ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を 

押 し ま す 。

S E L Е С T S U B M E A S U R E
OFF FREQUENCY PERIOD

次 に 回 回 を 用 い て 設 定 し た い 項

ENTER
目 に カーソルを移 動 し 、 □  を押 

す と 確 定 し ま す 。

HOME
• 測 定 値 表 示 に 戻 る に は  口 を 押 し  

ま す 。

周 波 数 測 定 / 周 期 測 定 の パ ラ メ ー タ 設 定 の 詳 細 は 、 〔3 . 1 0 節 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。 

た だ し 、 以 下 の パ ラ メ ー タ は 固 定 で す 。

• ゲ ー ト • タ イ ム ........100ms

❿ ト リ ガ • レ ベ ル ........0 %

♦ 測 定 ソース ..............交 流 電 圧

15 0 7 0 3 3 0
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3.7 抵抗測定

3.7 抵抗測定

( 1 ) レンジ構成

表 3 - 8 レ ン ジ 構 成 （抵 抗 測 定 ）

POWER レ ン ジ 最 大 表 示 分解能 測 定 電 流

10 Q 1 1 . 9 9 9 9 9 9 Q lu Q 1 0 mA

1 0 0  Q 1 1 9 . 9 9 9 9 9 9 Q lu Q 1 0 mA

1 0 0 0  Q 1 1 9 9 . 9 9 9 9 9 Q lOu Q 1mA

lOkQ 1 1 . 9 9 9 9 9 9 9 k Q 1 0 0 u Q 1mA

HI 1 0 0 k Q 1 1 9 . 9 9 9 9 9 9 k Q lmQ lOOuA

1 0 0 0 k Q 1 1 9 9 . 9 9 9 9 9 k Q 1 0 m Q lOuA

1 0 M Q 1 1 . 9 9 9 9 9 9 M Q I Q luA

1 0 0 M Q 1 1 9 . 9 9 9 9 9 M Q 1 0 Q 1 0 0 nA

1 0 0 0 M Q 1 1 9 9 . 9 9 9 9 M Q 1 0 0 Q lOnA

10 Q 1 1 . 9 9 9 9 9 9 Q lu Q 1 0 mA

1 0 0  Q 1 1 9 . 9 9 9 9 9 Q lOu Q 1mA

1 0 0 0  Q 1 1 9 9 • 9 9 9 9 Q 10011Q 1mA

lOkQ 1 1 . 9 9 9 9 9 9 k Q lmQ lOOuA

LOW lOOkQ 1 1 9 . 9 9 9 9 9 k Q lOmQ lOuA

1 0 0 0 k Q 1 1 9 9 . 9 9 9 9 k Q lOOmQ luA

1 0 M Q 1 1 . 9 9 9 9 9 9 M Q I Q lOOnA

1 0 0 M Q 1 1 9 . 9 9 9 9 9 M Q 1 0 Q lOnA

1 0 0 0 M Q 1 1 9 9 . 9 9 9 9 M Q 1 0 0 Q lOnA

( 2 ) 最 大 許 容 印 加 電 圧

表 3 - 9 最 大 許 容 印 加 電 圧 （抵 抗 測 定 ）

端子 最 大 許 容 印 加 電 圧

測 定 端 子 間 ± 3 5 0 V peak

L0 -GUARD端子間 ± 1 0 0 V peak

L0 — シャーシ間 ± 4 2 0 V peak

GUARD- シャーシ間 ± 4 2 0 V peak

3 - 1 6 0 7 0 3 3 0
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2 WQ

□  と 順 に 押 し ま す 。 

い て 設 定 し た い 項 目 に カ ー

ENTER

ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □  を 押  

し ま す 。

♦ 積 分 時 間 の 設 疋 -------------------

籲 表 示 桁 数 の 設 定 -------------------

修 オ フ セ ッ ト 電 圧 補 正 機 能 の 設 定

着 測 定 レ ン ジ の 範 囲 の 設 定 -------

♦ 抵 抗 測 定 電 流 の 選 択 -------------

修 過 電 圧 入 力 保 護 の 設 定 ----------

① 積 分 時 間 の 設 定

ENTER
回 回 を 用 い て ” INTEG- TIME”に カ ー ソ ル を 移 動 し 、 □  を 押 し ま す 。 

詳 細 は 〔3 . 1 2 節 〕 を 參 照 し て 下 さ い 。

3.7 抵 抗 測 定

2 線 式 抵 抗 測 定 （2W Q  )

2 線 式 抵 抗 測 定 で は 、 入 カ ケ ー ブ ル の 抵 抗 分 も 含 め て 測 定 し て し ま い ま す 。 比 測 定 抵  

杭 が 入 カ ケ ー ブ ル の 抵 抗 に 比 べ て 十 分 大 き け れ ば 問 題 あ り ま せ ん が 、 小 さ い 抵 抗 を 測 定  

す る 場 合 は 入 カ ケ ー ブ ル の 抵 抗 分 が 大 き な 誤 差 と な っ て し ま い ま す 。 こ の よ う な 場 合 、 

iNULL機 能 が 有 効 で す 。 入 カ ケ ー ブ ル の 先 端 を シ ョ ー ト さ せ た 状 態 で NULLを ONす る こ と に  

よ り 、 入 カ ケ ー ブ ル の 抵 抗 分 が 誤 差 と な ら な い よ う な 測 定 が で き ま す 。 （N U L L 機 能 の 詳  

細 は 、 〔3 . 1 4 節 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。 ）

( 1 ) 入 力 接 続

⑵ 測 定 条 件 の 設 定

2 線 式 抵 抗 測 定 フ ァ ン ク シ ョ ン で は 、 以 下 の 6 つ の パ ラ メ ー タ を 設 定 で き ま す 。

C O N F I G U R E  2 W Q  

INTEG-TIME DIGITS MEASURE ►

、

用
を

□ 
0回

①
②
③
④
⑤
⑥

3 - 1 7 0 7 0 3 3 0
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3.7 抵抗測定

②  表 示 桁 数 の 設 定

ENTER

回 回 を 用 い て ” DIGITS”に カ ー ソ ル を 移 動 し 、 □  を 押 し ま す 。

詳 細 は 〔3 . 1 2 節 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。

③  オ フ セ ッ ト 電 圧 補 正 機 能

抵 抗 測 定 は 、 内 部 の 基 準 測 定 電 流 を 比 測 定 抵 抗 に 流 し て 発 生 し た 電 圧 を 測 定 し て  

い ま す 。 た と え ば 、 リ ー ド の 熱 起 電 力 な ど の よ う な オ フ セ ッ ト 電 圧 が あ る と 誤 差 に  

な っ て し ま い ま す 。 OHM- COMP機 能 に よ っ て 、 こ の よ う な オ フ セ ッ ト 電 圧 を キ ャ ン セ  

ル す る こ と が で き ま す 。 OHM- COMP機 能 を オ ン に す る と 、 通 常 通 り 測 定 電 流 を 流 し て  

電 圧 を 測 定 し 、 次 に 測 定 電 流 を 流 さ な い で 電 圧 を 測 定 し ま す 。 両 者 の 差 を と る こ と  

に よ っ て オ フ セ ッ ト 電 圧 を キ ャ ン セ ル で き 、 誤 差 の な い 抵 抗 測 定 が で き ま す 。 

オ フ セ ッ ト 電 圧 補 正 機 能 が 、 有 効 な の は 1 0 Q レ ン ジ 〜 1 0 0 0 k Q レ ン ジ で す 。 

1 0 M Q ， 1 0 0 M Q ， 1 0 0 0 M Q レ ン ジ で は 、 0НМ-С0МР機 能 が オ ン で あ っ て も 、 オ フ セ ツ  

卜 電 圧 補 正 は 行 い ま せ ん 。

C O N F I G U R E  2 W Q  

INTEG-TIME DIGITS MEASURE ►

□  、 □  と 順 に 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て ”MEASURE” に カ ー ソ

ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □  を 押  

し ま す 。

次 に 回 回 を 用 い て ”0НМ-С0МР”に

ENTER
カーソルを移 動 し 、 □ を押 す と 

確 定 し ま す 。 ” N0 RMAI/ を選 択 す ると 

オ フ セ ッ ト 電 圧 補 正 は 解 除 さ れ 、 通 

常 の 2線 式 抵 抗 補 正 に 戻 り ま す 。

HOME

測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し  

ま す 。

④ 測 定 レ ン ジ の 範 囲 の 設 定

測 定 レ ン ジ 範 囲 を 設 定 で き ま す 。 こ の 機 能 を 用 い る こ と に よ り 、 オ ー ト • レ ン ジ  

の 移 動 範 囲 を 制 限 す る こ と が で き ま す 。

高 抵 抗 の 測 定 で は 、 応 答 時 間 が 遅 い た め レ ン ジ 変 更 時 の セ ッ ト リ ン グ 時 間 を 長 く  

と っ て い ま す 。 2 線 式 抵 抗 測 定 の 通 常 の オ ー ト • レ ン ジ で は 入 力 を オ ー プ ン に す る  

と 、 最 も 高 い レ ン ジ に 移 動 し ま す 。 こ の 状 態 で 小 さ な 抵 抗 を 測 定 し よ う と す る と 、

高 抵 抗 測 定 レ ン ジ を 移 動 す る た め 最 適 レ ン ジ に 達 す る ま で に 時 間 が か か り ま す 。 こ 

の よ う な 場 合 、 測 定 レ ン ジ 範 囲 の 上 限 を 適 当 な レ ン ジ に 設 定 し て お く こ と に よ っ て 、 

レ ン ジ 移 動 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き ま す 。

測 定 レ ン ジ の 範 囲 は 、 上 限 と 下 限 を 設 定 す る こ と が で き ま す 。 測 定 レ ン ジ の 範 囲  

を 設 定 す る と 範 囲 外 の レ ン ジ に は 設 定 で き な く な る の で 注 意 し て 下 さ い 。

S E L E C T  M E A S U R E  

NORMAL OHM-COMP

3 - 1 8 0 7 0 3 3 0
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3 . 7  抵 抗 測 定

C O N F I G U R E 2 WQ
◄ RANGE-LIMIT POWER PROTECT

S E L E C T  U P P E R  L I M I T  
◄ 10MQ 100MQ 1000MQ

S E L E С T L O W E R L I M I T
10Q 100 Q 100(Ш 10K 100K ►

回 回 を 用 い て ” RANGE-LIMIT” に力

ー ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □

を 押 し ま す 。

上 限 値 設 定 モ ー ド で 回 回 を 用 い  

て 上 限 に 設 定 し た い レ ン ジ に カ ー ソ

ENTER

ル を 移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定 し  

ま す 。

次 に 、 下 限 値 設 定 モ ー ド で 回 回  

を 用 い て 下 限 に 設 定 し た い レ ン ジ に

ENTER
カーソルを移 動 し 、 □ を押すと 

確 定 し ま す 。

HOME
測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を押し 

ま す 。

⑤ 抵 抗 測 定 電 流 の 選 択

抵 抗 の 測 定 電 流 は 、 HI-POWERま た は LOW-POWERに 選 択 で き ま す 。 そ れ ぞ れ の 電 流  

値 は 、 [表 3-8]を 参 照 し て 下 さ い 。 HI-P0WERはLOW-POWERに 比 べ て 確 度 良 く 測 定 が  

で き ま す が 、 比 測 定 抵 抗 で の 消 費 電 力 が 大 き い た め 、 測 温 抵 抗 体 な ど 自 己 発 熱 の 影  

響 を 受 け や す い 素 子 の 抵 抗 を 測 定 す る 場 合 は 、 LOW-POWERが 有 効 で す 。

回0  を用いて”POWER” にカーソル

ENTER
( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を押し 

ま す 。

次 に 回 回 を 用 い て ” H I”または

ENTER
”LOW” にカーソルを移 動 し 、 口 

を押 す と 確 定 し ま す 。

HOME

測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を押し 

ま す 。

S E L E C T  P O W E R  

HI LOW

C O N F I G U R E 2 W Q
◄ RANGE-LIMIT POWER PROTECT

⑥ 過 電 圧 入 力 保 護

PROTECTは、 過 度 的 な 過 電 圧 入 力 に 対 す る 入 力 保 護 回 路 の 0N/0FFを 選 択 し ま す 。 

PROTECTが 0Nの 場 合 は 、 本 器 の 入 力 回 路 に 約 330pFの コ ン デ ン サ が 入 り ま す 。 

PROTECTを OFFに 設 定 す る と コ ン デ ン サ は 入 ら ず 応 答 は 速 く な り ま す が 、 パ ル ス 状  

の 過 電 圧 入 力 に 対 し て は 充 分 な 入 力 保 護 が 働 き ま せ ん の で 、 パ ル ス 状 の 過 電 圧 は 絶  

対 に 入 力 し な い で 下 さ い 。

3 - 1 9 0 7 0 3 3 0
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修 積 分 時 間 の 設 定 --------------

♦ 表 示 桁 数 の 設 定 --------------

鲁 オ フ セ ッ ト 電 圧 補 正 機 能 ——

♦  $吉糸泉チェック機成-----------

籲 測 定 レ ン ジ の 移 動 範 囲 の 設 定  

奉 抵 抗 測 定 電 流 の 選 択 ---------

3 . 抵 抗 測 疋

3. 7. 2 4 線 式 抵 抗 測 定 （4W Q )

◄
C O N F I G
RANGE-LIMIT

U R E 
POWER

2 W Q 
PROTECT

OFF
S E T  P 

ON
R O T E C T

回 回 を 用 い て ”PROTECT” にカーソ

ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 

し ま す 。

□ を押

次 に 回 回 を 用 い て ” ON” または

ENTER
”0FF” に カーソル を 移 動 し 、 口 

を 押 す と 確 定 し ま す 。

HOME

測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を押し 

ま す 。

4 線 式 抵 抗 測 定 は 、 人 カ ケ ー ブ ル の 抵 抗 分 は 含 ま ず 比 測 定 抵 抗 だ け を 測 定 す る こ と が  

で き ま す 。

⑴ 人 力 接 続

測定 電流

⑵ 測 定 条 件 の 設 定

4 線 式 抵 抗 測 定 フ ァ ン ク シ ョ ン で は 、 以 下 の 6つ の パ ラ メ ー タ を 設 定 で き ま す 。

①
②
③
④
⑤
⑥

0 7 0 3 3 0
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3.7 抵抗測定

C O N F I G U R E  4 W Q  

INTEG-TIME DIGITS MEASURE ►

CONFIGURE 4 WQ
□ 、 □  と 順 に 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て 設 定 し た い 項 目 に カ ー

ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □  を 押  

し ま す 。

①  積 分 時 間 の 設 定

ENTER
回 回 を 用 い て ”INTEG- TIME”に カ ー ソ ル を 移 動 し 、 □  を 押 し ま す 。

詳 細 は 〔3 . 1 2 節 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。

②  表 示 桁 数 の 設 定

ENTER

回 回 を 用 い て ” DIGITS”に カ ー ソ ル を 移 動 し 、 口 を 押 し ま す 。

詳 細 は 〔3 . 1 2 節 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。

③  オ フ セ ッ ト 電 圧 補 正 機 能

抵 抗 測 定 は 、 内 部 の 基 準 測 定 電 流 を 比 測 定 抵 抗 に 流 し て 発 生 し た 電 圧 を 測 定 し て  

い ま す 。 た と え ば 、 リ ー ド の 熱 起 電 力 な ど の よ う な オ フ セ ッ ト 電 圧 が あ る と 誤 差 に  

な っ て し ま い ま す 。 0НМ-С0МР機 能 に よ っ て 、 こ の よ う な オ フ セ ッ ト 電 圧 を キ ャ ン セ  

ル す る こ と が で き ま す 。 OHM- COMP機 能 を オ ン に す る と 、 通 常 通 り 測 定 電 流 を 流 し て  

電 圧 を 測 定 し 、 次 に 測 定 電 流 を 流 さ な い で 電 圧 を 測 定 し ま す 。 両 者 の 差 を と る こ と  

に よ っ て オ フ セ ッ ト 電 圧 を キ ャ ン セ ル で き 、 誤 差 の な い 抵 抗 測 定 が で き ま す 。

オ フ セ ッ ト 電 圧 補 正 機 能 が 、 有 効 な の は 1 0 Q レ ン ジ 〜 1 0 0 0 k Q レンジです。

1 0 M Q ， 1 0 0 M Q ， 1 0 0 0 レ ン ジ で は 、 0НМ-С0МР機 能 が オ ン で あ っ て も 、 オ フ セ ッ  

卜 電 圧 補 正 は 行 い ま せ ん 。

C O N F I G U R E  4 W Q  

INTEG-TIME DIGITS MEASURE ►

CONFIGURE 4 WQ

□ 、 □  と 順 に 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て ”MEASURE” に カ ー ソ

ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 

し ま す 。

ENTER
□  を 押

S E L E C T  M E A S U R E  

NORMAL 0НМ-С0МР WIRE-CHECK

次 に 回 0  を 用 い て ” 0НМ-С0МР”に

ENTER
カーソルを移 動 し 、 □  を押 す と  

確 定 し ま す 。 ” NORMAL”を選 択 す る と  

オ フ セ ッ ト 電 圧 補 正 は 解 除 さ れ 、 通 

常 の 4 線 式 抵 抗 測 定 に 戻 り ま す 。

測 定 値 表 不 に 民 る に は  口 を 押 し  

ま す 。

3 - 2 1 0 7 0 3 3 0
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3 . 7 抵抗測定

④  4 W Q チ ェ ッ ク 機 能

4 線 式 の 結 線 が 正 し く 行 わ れ て い る か チ ヱ ッ ク し ま す 。 こ の 機 能 を 使 う こ と に よ  

り 、 入 カ ケ ー ブ ル の 断 線 の チ ヱ ッ ク や 、 プ ロ ー バ な ど を 用 い て ラ イ ン で 抵 抗 を 測 定  

す る よ う な 場 合 の 結 線 チ ェ ッ ク も で き ま す 。

4 W Q チ ヱ ッ ク 機 能 は 、 1 0 Q レ ン ジ 〜 1 0 0 0 k Q レ ン ジ で 有 効 で す 。

1 0 M Q , 1 0 0 M Q ， 1 0 0 0 レ ン ジ で は 、 4 W Q チ ヱ ッ ク 機 能 が オ ン で あ っ て も 結 線 チ  

ェ ッ ク は 行 い ま せ ん 。

回 回 を 用 い て ”MEASURE” に カ ー ソ

ENTER

ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □  を 押  

し ま す 。

次 に 回 回 を 用 い て ” WIRE - CHECK”

ENTER
にカーソルを移 動 し 、 □  を押 す  

と 確 定 し ま す 。 ” NORMAL；’を選 択 す る  

と 指 Q チ ヱ ッ ク 機 能 は 解 除 さ れ 、 

通 常 の 4 線 式 抵 抗 測 定 に 戻 り ま す 。

HOME
測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し  

ま す 。

S E L Е С T M E A S U R E

NORMAL 0НМ-С0МР WIRE-CHECK

C O N F I G U R E  4 W Q  

INTEG-TIME DIGITS MEASURE

❿ 4 W Q チ ェ ッ ク の 結 果 表 示

4 W Q チ ヱ ッ ク 機 能 を 選 択 す る と 、 表 示 パ ネ ル に 結 線 チ ェ ッ ク の 結 果 が 表 示 さ れ  

ま す 。

1 1 2 3 .  4 5 6 7 8 Й 4 W

1 0 0 0  Q  Range 0 PEN :V-HI

WIR E : 0K 断 線 は な し

0 PEN : I-HI 測 定 電 流 HI端 子 （4 W Q  H I 端 子 ） が 断 線

0 PEN :V-HI 電 圧 測 定 HI端 子 （DCV HI 端 子 ） が 断 線

0 PEN :V - L0 電 圧 測 定 L0 端 子 （DCV L0 端 子 ） が 断 線

0 PEN :VI - L0 電 圧 測 定 L0 端 子 （DCV L0 端 子 ） ま た は

測 定 電 流 L0 端 子 （4 W Q  L0 端 子 ） が 断 線  

WIRE :N0 T 1 0 M Q ， 1 0 0 Mfi， 1 0 0 0 レ ン ジ で 結 線 チ ェ ッ

ク を 行 わ な い 。

( 注 ） 結 線 が 2 本 以 上 断 線 し て い て も 、 2 本 以 上 同 時 に チ X ッ ク さ れ ま せ ん 。 

し た が っ て 、 最 初 に チ ェ ッ ク さ れ た 断 線 を 結 線 し 直 し た 後 の 4 W Q チ ェ ッ ク  

に お い て 、 他 の 断 線 が 新 た に チ ヱ ッ ク さ れ ま す 。

3 - 22 0 7 0 3 3 0
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3 . 7  抵 抗 測 定

⑤ 測 定 レ ン ジ の 範 囲 の 設 定

測 定 レ ン ジ 範 囲 を 設 定 で き ま す 。 こ の 機 能 を 用 い る こ と に よ り オ ー ト • レ ン ジ の  

移 動 範 囲 も 制 限 す る こ と が で き ま す 。

高 抵 抗 の 測 定 で は 、 応 答 時 間 が 遅 い た め レ ン ジ 変 更 時 の セ ッ ト リ ン グ 時 間 を 長 く  

と っ て い ま す 。 最 も 高 い レ ン ジ に あ る 状 態 で 小 さ な 抵 抗 を 測 定 し よ う と す る と 、 高 

抵 抗 測 定 レ ン ジ を 移 動 す る た め 最 適 レ ン ジ に 達 す る ま で に 時 間 が か か り ま す 。 この 

よ う な 場 合 、 測 定 レ ン ジ 範 囲 の 上 限 を 適 当 な レ ン ジ に 設 定 し て お く こ と に よ っ て 、 

レ ン ジ 移 動 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き ま す 。

測 定 レ ン ジ の 範 囲 は 、 上 限 と 下 限 を 設 定 す る こ と が で き ま す 。 測 定 レ ン ジ の 範 囲  

を 設 定 す る と 範 囲 外 の レ ン ジ に は 設 定 で き な く な る の で 注 意 し て 下 さ い 。

回 回 を 用 い て ”RANGE- LIMIT” に力

ENTER

ー ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □

を 押 し ま す 。

C O N F I G U R E  4 W  Q 

◄  RANGE-LIMIT POWER

-------------------------------------------------------- 1 上 限 値 設 定 モ ー ド で 回 回 を 用 い

S E L E C T  U P P E R  L I M I T  て 上 限 に 設 定 し た い レ ン ジ に カ ー ソ  

◄ 10MQ 100MQ 1000MQ enter
-------------------------------------------------------- 1 ル を 移 動 し 、 口  を 押 す と 確 定 し

ま す 。

S E L Е С T L O W E R L I M I T
10Q 100Q 1000 Q 10K 10OK ►

次 に 、 下 限 値 設 定 モ ー ド で 回 E  

を 用 い て 下 限 に 設 定 し た い レ ン ジ に

ENTER
カーソルを移 動 し 、 □ を押 す と  

確 定 し ま す 。

HOME
測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し  

ま す 。

⑥ 抵 抗 測 定 電 流 の 選 択

抵 抗 測 定 電 流 は 、 HI- P0 WERま た は LOW- P O W E R に 選 択 で き ま す 。 そ れ ぞ れ の 電 流 値  

は 、 [ 表 3 - 8 ] を 参 照 し て 下 さ い 。 HI- P0W E Rは LOW - P O W E R に 比 べ て 確 度 良 く 測 定 が で  

き ま す が 、 比 測 定 抵 抗 で の 消 費 電 力 が 大 き い た め 、 測 温 抵 抗 体 な ど 自 己 発 熱 の 影 響  

を 受 け や す い 素 子 の 抵 抗 を 測 定 す る 場 合 は 、 LOW- P O W E Rが 有 効 で す 。

3 - 2 3

回0  を 用いて”Р(ШЕГにカーソル

ENTER

( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □  を 押 し  

ま す 。

次 に 回 回 を 用 い て ” НГま た は

ENTER
” LOW” に カーソルを移 動 し 、 口 

を 押 す と 確 定 し ま す 。

HOME
測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し

ま す ◦ 0 7 0 3 3 0
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3 . 8  直 流 電 流 測 定 （D С I )

3. 8 直流電流測定（DCI )

直 流 電 流 測 定 は 、 内 部 の シ ャ ン ト抵 抗 に 比 測 定 電 流 を 流 し 、 シ ャ ン ト抵 抗 の 両 端 の 電 圧  

を 測 定 し て 電 流 値 に 換 算 し て い ま す 。 入 力 は フ ロ ン ト / リ ア ど ち ら で も 可 能 で す が 、 保 護  

ヒ ュ ー ズ は 選 択 さ れ て い る 端 子 だ け に 機 能 す る の で 注 意 し て 下 さ い 。 選 択 さ れ て い な い も  

う 一 方 の 電 流 入 力 端 子 と L0 端 子 は 内 部 で シ ョ ー ト さ れ ま す 。

( 1 ) レ ン ジ 構 成

表 3 - 10 レ ン ジ 構 成 （DCI)

レ ン ジ 最 大 表 示 分 解 能 シ ャ ：ン ト 抵 抗

1 0 0 nA 1 1 9 . 9 9 9 9 nA lOOfA 1 M Q

1 0 0 0 nA 1 1 9 9 . 9 9 9 9 nA 1 0 0 fA 1 0 0 k Q

1 0 uA 1 1 . 9 9 9 9 9 9 uA IpA 10 k Q

1 0 0 uA 1 1 9 . 9 9 9 9 9 uA ЮрА 1 k Q

1 0 0 0 uA 1 1 9 9 . 9 9 9 9 uA ЮОрА 1 0 0 Q

1 0 mA 1 1 . 9 9 9 9 9 9 mA InA 10 Q

1 0 0 mA 1 1 9 . 9 9 9 9 9 mA lOnA 1 Q

1 0 0 0 mA 1 1 9 9 . 9 9 9 9 mA lOOnA 0 . I Q

⑵ 入 力 接 続

3 - 24 0 7 0 3 3 0
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3 . 8  直 流 電 流 測 定 （D С I )

⑶ 測 定 条 件 の 設 定

直 流 電 流 測 定 フ ァ ン ク シ ョ ン で は 、 以 下 の 2 つ の パ ラ メ ー タ を 設 定 で き ま す 。

♦ 積 分 時 間 の 設 定 --------------------------- ①

• 表 示 W了 数 の 没 足 --------------------------- ②

□  、 □  と 順 に 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て ” INTEG- TIME”ま た は  

” DIGITS”に カ ー ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動

し 、 □ を 押 し ま す 。

① 積 分 時 間 の 設 定

ENTER
回 回 を 用 い て ” INTEG- TIME”に カ ー ソ ル を 移 動 し 、 口  を 押 し ま す 。 

詳 細 は 〔3 . 1 2 節 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。

C O N F I G U R E  D C I  

INTEG-TIME DIGITS

② 表 示 桁 数 の 設 定

ENTER
回 回 を 用 い て ”DIGITS”に カ ー ソ ル を 移 動 し 、 口  を 押 し ま す 。 

詳 細 は 〔3 . 1 2 節 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。
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3 . 9  交 流 電 流 測 定 （А С I ) (  6 5 8 1 の み ）

3. 9 交流電流測定（ACI) (6581のみ）

交 流 電 流 測 定 は 、 内 部 の シ ャ ン ト 抵 抗 に 比 測 定 電 流 を 流 し 、 シ ャ ン ト 抵 抗 の 両 端 の 交 流  

電 圧 を 測 定 し て 電 流 値 に 換 算 し て い ま す 。 入 力 は フ ロ ン ト / リ ア ど ち ら で も 可 能 で す が 、 

保 護 ヒ ュ ー ズ は 選 択 さ れ て い る 端 子 だ け に 機 能 す る の で 注 意 し て 下 さ い 。 選 択 さ れ て い な  

い も う 一 方 の 電 流 入 力 端 子 と L0 端 子 は 内 部 で シ ョ ー ト し ま す 。

( 1 ) レ ン ジ 構 成

表 3 - 11 レ ン ジ 構 成 （ACI)

レ ン ジ 最 大 表 示 分 解 能 シャ ン ト 抵 抗

1 0 0 uA 1 1 9 . 9 9 9 9 uA 1 0 0 pA 1 k Q

1 0 0 0 uA 1 1 9 9 . 9 9 9 uA InA 1 0 0 Q

1 0 mA 1 1 . 9 9 9 9 9 шА ЮпА 10 Q

1 0 0 mA 1 1 9 . 9 9 9 9 шА 1 0 0 nA 1 Q

1 0 0 0 mA 1 1 9 9 . 9 9 9 mA luA 0 .I Q

⑵ 入 力 接 続

3 0 7 0 3 3 0



、 □  と 順 に 押 し ま す 。 

を用いて” FILTER”にカーソル

C O N F I G U R E  АС 

INTEG-TIME DIGITS FILTER

： О N F I G U R E А С I

□ 、 □  と 順 に 押 し ま す 。

回 0  を 用 い て 設 定 し た い 項 目 に カ ー

ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 

し ま す 。

□ を 押

① 積 分 時 間 の 設 定

回 回 を 用 い て ” INTEG- TIME”に カ ー ソ ル を 移 動 し 、 

詳 細 は 〔3 . 1 2 節 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。

□  を 押 し ま す 。

② 表 示 桁 数 の 設 定

回 回 を 用 い て ” DIGITS”に カ ー ソ ル を 移 動 し 、 

詳 細 は 〔3 . 1 2 節 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。

□  を 押 し ま す 。

③ 周 波 数 帯 域 の 設 定

交 流 電 流 測 定 の 周 波 数 帯 域 を 設 定 し ま す 。 FASTは 周 波 数 帯 域 が 狭 く な り 応 答 時 間  

が 速 く な り ま す 。 SLOWは 応 答 時 間 が 遅 く な り 周 波 数 帯 域 が 低 周 波 ま で の び て い ま す 。 

M I D は FASTと SLOWの 中 間 で す 。 帯 域 外 の 入 力 で も 測 定 は し ま す が 、 測 定 値 が 不 安 定  

に な る の で 、 入 力 信 号 の 周 波 数 に 合 わ せ て 設 定 し て 下 さ い 。

表 3 - 12 周 波 数 帯 域 と 応 答 時 間

FILTER 周 波 数 帯 域 応 答 時 間

FAST 1 kHz 〜 約 2511is

MID 1 0 0 Hz 〜 約 12 0 m s

SLOW 1 0 Hz 〜 約 1 s

応 答 時 間 ：最 終 値 の 0 . 1 %以 内 に 達 す る ま で の  

時 間

♦ 積 分 時 間 の 設 定 -------------------

參 表 示 桁 数 の 設 定 -------------------

鲁 周 波 数 帯 域 の 設 定 ----------------

• カ ッ プ リ ン グ の 選 択 -------------

籲 周 波 数 / 周 期 の 補 助 測 定 の 設 定

3 - 27 0 7 0 3 3 0

ENTER
( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □  を 押 し  

ま す 0

( 3 ) 測 定 条 件 の 設 定

交 流 電 圧 測 定 フ ァ ン ク シ ョ ン で は 、 以 下 の 5 つ の パ ラ メ ー タ を 設 定 で き ま す 。

6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー  タ

取 扱 説 明 書

3 . 9  交 流 電 流 測 定 （А С I ) (  6 5 8 1 の み ）

C O N F I G U R E  А С I 

INTEG-TIME DIGITS FILTER ►
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3 . 9  交 流 電 流 測 定 （А С I ) (  6 5 8 1 の み ）

次 に 回 0  を 用 い て ”FAST”、”MID 

ま た は ” SLOW”に カ ー ソ ル を 移 動 し 、

□  を 押 す と 確 定 し ま す 。

測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □  を 押 し  

ま す 。

④ カ ッ プ リ ン グ の 選 択

交 流 電 流 測 定 の 人 力 結 合 を 選 択 し ま す 。 ACを 選 択 す る と 入 力 は 交 流 結 合 に な り 、 

直 流 分 を 除 去 し た 測 定 を 行 い ま す 。 ACDCを 選 択 す る と 入 力 は 直 流 結 合 に な り 交 流 分  

と 直 流 分 を 加 え て 測 定 し ま す 。

回 回 を 用 い て ” COUPLING”にカーソ

ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を 押  

し ま す 。

C O N F I G U R E  А С I 

◄  COUPLING SUBMEASURE

S E L E C T  F I L T E R  

FAST MID SLOW

S E L E C T  C O U P L I N G  

AC ACDC

次 に 回 0  を 用 い て ” AC”ま た は

ENTER
”ACDC”にカーソルを移 動 し 、 口 

を 押 す と 確 定 し ま す 。

HOME
測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し  

ま す 。

⑤ 周 波 数 / 周 期 の 補 助 測 定 の 設 定

交 流 電 流 測 定 フ ァ ン ク シ ョ ン で は 、 補 助 測 定 と し て 周 波 数 ま た は 周 期 の 測 定 が で  

き ま す 。

С 0  N  F I：G  U  R  Е А С I

◄  COUPLING SUBMEASURE

回 0  を 用 い て ” SUBMEASURE”に カ ー

ENTER
ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □  を 

押 し ま す 。

S E L E С T S U B M E A S U R E
OFF FREQUENCY PERIOD

次 に 回 回 を 用 い て 設 定 し た い も

ENTER
のにカーソルを移 動 し 、 □  を 押  

す と 確 定 し ま す 。

測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し  

ま す 。

周 波 数 測 定 / 周 期 測 定 の パ ラ メ ー タ 設 定 の 詳 細 は 、 〔3 . 1 0 節 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。 

た だ し 、 以 下 の パ ラ メ ー タ は 固 定 で す 。

• ゲ ー ト • タ イ ム ...... lOOmS

о ト リ ガ • レ ベ ル ...... 0Х

參 測 定 ソース ..............交 流 電 流

0 7 0 3 3 0
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3.10 周 波 数 /周 期 測 定 （FREQ/P E R M 6581のみ）

( 1 ) 入 力 接 続

① 交 流 電 圧 ソース

________________ 3 . 10 _ 周 波 数 / 周 期 測 定 （F R E Q / P E R ) ( 6 5 8 1 の み ）

⑵ 周 波 数 測 定 と 周 期 測 定 の 選 択

周 波 数 測 定 ま た は 周 期 測 定 の 選 択 方 法 を 以 下 に 示 し ま す 。

NF I GURE FREQ

□  、 □ と 順 に 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て ” FREQUENCY” ま た は  

” PERIOD”に カ ー ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動

し 、 □  を 押 し ま す 。

HOME
測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し

ま す 。

S E L E C T  F R E Q ,  P E R I O D  
FREQUENCY PERIOD

3 - 2 9 0 7 0 3 3 0
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□  、 □  と 順 に 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て ” FREQUENCY” ま た は  

” PERIOD”に カ ー ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動

し 、 □  を 押 し ま す 。

( 注 ） こ こ で は 周 波 数 測 定 フ ァ ン ク シ ョ ン を 選 択 し た 場 合 に つ い て 説 明 し ま す が 、 周 

期 測 定 フ ァ ン ク シ ョ ン で も 設 定 項 目 、 操 作 方 法 は 全 く 同 じ で す 。

次 に 回 回 を 用 い て 設 定 し た い 項 目

に カ ー ソ ル を 移 動 し 、 □ を 柙 す と  

確 定 し ま す 。

① ゲ ー ト • タ イ ム の 設 定

ゲ ー ト • タ イ ム に よ っ て 、 表 示 桁 数 が 変 わ り ま す 。

表 3 - 13 ゲ ー ト • タ イ ム に よ る 最 大 表 示 桁 数

ゲ ー ト • タ イ ム  最 大 表 示

C O N F I G U R E  F R E Q  

GATE-TIME LEVEL COUPLING

S E L E C T  F R E Q ,  P E R I O D  
FREQUENCY PERIOD

♦ ゲ ー ト • タ イ ム の 設 定  

鲁 ト リ ガ • レ ベ ル の 設 定  

籲 カ ッ プ リ ン グ の 選 択 -  

鲁 測 定 ソ ー ス の 選 択 ——

3 . 1 0  周 波 数 / 周 期 測 定 （F R E Q / P E R ) ( 6 5 8 1 の み ）

( 3 ) 測 定 条 件 の 設 定

周 波 数 / 周 期 測 定 フ ァ ン ク シ ョ ン で は 、 そ れ ぞ れ 以 下 の 4 つ の パ ラ メ ー タ を 設 定 で  

き ま す 。

C O N F I G U R E  F R E Q  

GATE-TIME LEVEL COUPLING

回 回 を 用 い て ”GATE- TIME” に カ ー

ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □  を 

押 し ま す 。

S ЕТ G A T E  —  T  I M E

1 0 0 // S lmS 1 0 mS lOOmS IS

次 に 回 回 を 用 い て 設 定 し た い ゲ  

一 卜 • タ イ ム に カーソルを移 動 し 、

ENTER

□  を 押 す と 確 定 し ま す 。

測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し  

ま す 。

1 0 0 us 

lms 

1 0 ms 

1 0 0 ms 

I s

9 9 9

9 9 9 9

9 9 9 9 9

9 9 9 9 9 9

9 9 9 9 9 9 9

①
②
②

3

桁
桁
桁
桁
桁 

3 
4 
5 
6 
7

,

^

> 

/
(
4 

/
(
\ 

Г
Ч
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3 . 1 0  周 波 数 / 周 期 測 定 （F R В Q / P E R ) ( 6 5 8 1 の み ）

②  ト リ ガ • レ ベ ル の 設 定

周 波 数 / 周 期 の 測 定 を 行 う ト リ ガ • ポ イ ン ト の レ ベ ル を 設 定 し ま す 。 ト リ ガ • レ  

ベ ル の 設 定 は 、 測 定 ソースのレ ン ジ に 対 す る 割 合 « ) で 設 定 し ま す 。 た と え ば 、 測 

定 ソースが交 流 電 圧 で 1 0 V レ ン ジ に 設 定 さ れ て い る と き 、 ト リ ガ • ポ イ ン ト を + 1 8 V 

に し た い 場 合 は ト リ ガ • レ ベ ル を + 1 8 0 % に 設 定 し ま す 。 ト リ ガ • レ ベ ル の 設 定 範 囲  

は±  5 0 0 % で 2 0 % ス テ ッ プ で 設 定 で き ま す 。

C O N F I G U R E  F R E Q  

GATE-TIME LEVEL COUPLING ►

L E V E L  =  + 0 0 0  %

A T k e y ：CHANGE NUMBER

回 回 を 用 い て ” LEVEI；’ に カ ー ソ ル

ENTER
( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を 押 し  

ま す 。

ENTER
@ 回 で 数 値 を 変 更 し 、 □ を 押  

す と 確 定 し ま す 。

測 定 値 表 示 に 戻 る に は  口 を 押 し

ま す 。

( 注 1 ) SOURCE VOLTAGE 7 5 0 V R A N G E の 場 合 、 1 0 0 0 V に 対 す る 割 合 « ) に て 設 定 さ れ  

ま す 。

( 注 2) SOURCE VOLTAGE 7 5 0 V R A N G E の 場 合 、 土 5 0 0 % ま で 表 示 さ れ ま す が 、 ± 1 0 0 % ま  

で し か 設 定 さ れ ま せ ん 。 ± 1 2 0 % 以 上 の 設 定 を 行 っ た 場 合 、 こ の レ ン ジ で の 卜  

リ ガ • レ ベ ル は 保 証 で き ま せ ん 。

③ カ ッ プ リ ン グ の 選 択

測 定 ソ ー ス の 入 力 結 合 を 選 択 し ま す 。 ACを 選 択 す る と 入 力 は 交 流 結 合 に な り 、 直 

流 分 を 除 去 し た 測 定 を 行 い ま す 。 ACDCを 選 択 す る と 入 力 は 直 流 結 合 に な り 、 交 流 分  

と 直 流 分 を 加 え て 測 定 し ま す 。

C O N F I G U R E  F R E Q  

GATE-TIME LEVEL COUPLING

S E L E C T  

AC ACDC

C O U P L I N G

回 回 を 用 い て ” COUPLING”に カ ー ソ

ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を 押  

し ま す 。

次 に 回 回 を 用 い て ” AC”ま た は

ENTER
” A C D C ”に カーソルを移 動 し 、 口 

を 押 す と 確 定 し ま す 。

HOME

測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し  

ま す 。

3 - 3 1 0 7 0 3 3 0



6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱 説 明 書

3 . 10 周 波 数 / 周 期 測 定 （F R E Q / Р В R ) ( 6 5 8 1 の み ）

④ 測 定 ソースの選 択

周 波 数 / 周 期 測 定 は 、 測 定 ソ ー ス と し て 交 流 電 圧 ま た は 交 流 電 流 を 選 択 で き ま す 。 

そ れ ぞ れ の 測 定 範 囲 を 表 に 示 し ま す 。 交 流 電 圧 ソ ー ス の 10MHz以 上 と 交 流 電 流 ソ ー  

ス の 10kHz以 上 の 範 囲 で も 測 定 は で き ま す が 、 測 定 確 度 は 保 証 し て い ま せ ん 。

表 3 - 14 周 波 数 / 周 期 の 測 定 範 囲

交 流 電 圧 ソース 交 流 電 流 ソース

周 波 数 測 定 範 囲 1Hz 〜 10MHz 1Hz 〜 10kHz
周 期 測 定 範 囲 Is〜100ns Is〜 1001is
入 力 信 号 レ ベ ル lmV 〜 750V 10uA〜 1A

С О N F 
SOURCE

G U R E  F R E Q
►

S E L E C T  

VOLTAGE CURRENT
S O U R C E

回 回 を 用 い て ” SOURCE”に カ ー ソ ル

ENTER
( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □  を 押 し  

ま す 。

次 に 回 回 を 用 い て ”VOLTAGE” ま 

た は ”CURRENT” に カ ー ソ ル を 移 動 し 、

ENTER

□  を 押 す と 確 定 し ま す 。

HOME
測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し  

ま す 。

0 7 0 3 3 0
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交 流 電 圧 測 定  

( 6 5 8 1 の み ）

1011 

lOOmV 

1 0 0 0 mV 

10 V 

1 0 0  V 

7 5 0  V

9 . 9 9 9 9  

99. 9 9 9  

0 . 9 9 9 9 9  

9. 9 9 9 9  

99. 9 9 9

mV

mV

12.0000 
120.0000 
1200.000 
12.00000 
120.0000 
8 0 0 . 0 0 0

3 . 1 1  レ ン ジ 設 定

3.11 レンジ設定

測 定 レ ン ジ の 設 定 は  □  □  □  で 行 い ま す 。

• オ ー ト • レ ン ジ の 状 態 に て

AUTO ，

□  を 押 す と 、 そ の レ ン ジ で マ ニ ュ ア ル • レ ン ジ に な り ま す 。

DOWN
□ を 押 す と 、 ひ と つ 下 の レ ン ジ に 下 が り マ ニ ュ ア ル • レ ン ジ に な り ま す 。

UP

□ を 押 す と 、 ひ と つ 上 の レ ン ジ に 上 が り マ ニ ュ ア ル • レ ン ジ に な り ま す 。

參 マ ニ ュ ア ル • レ ン ジ の 状 態 に て

AUTO
□  を 押 す と 、 オ ー ト • レ ン ジ に な り ま す 。

DOWN
□ を 押 す と 、 ひ と つ 下 の レ ン ジ に 下 が り ま す 。

UP

□  を 押 す と 、 ひ と つ 上 の レ ン ジ に 上 が り ま す 。

各 フ ァ ン ク シ ョ ン の レ ン ジ 構 成 お よ び オ ー ト • レ ン ジ の U Pレ ベ ル 、 D OWNレ ベ ル を 以 下 に

しま'^~ О

表 3 - 15 オ ー ト レ ン ジ . レ ベ ル （1/2)

測 定 フ ァ ン ク シ ョ ン

直 流 電 圧 測 定

レ ン ジ

lOOmV — 1 2 0 . 0 0 0 0 0 mV

1 0 0 0 mV 9 9 . 9 9 9 9 9 mV 1 2 0 0 . 0 0 0 0 0 mV

10 V 0 . 9 9 9 9 9 9 9 V 1 2 . 0 0 0 0 0 0 0 V

1 0 0  V 9 . 9 9 9 9 9 9 V 1 2 0 • 0 0 0 0 0 0 V

1 0 0 0  V 9 9 . 9 9 9 9 9 V 1 1 0 0 • 0 0 0 0 0 V

オ ー ト レ ン ジ • レ ベ ル

DOWN

10 Q 

1 0 0  Q 

1 0 0 0  Q

2 線 式 抵 抗 測 定  1 0 k Q

(Hi - Power) ' 1 0 0 k Q

1000k Q  
1 0 M Q  

100MQ 
1000MQ

— 1 2 . 0 0 0 0 0 0 Q

9 . 9 9 9 9 9 9 Q 1 2 0 . 0 0 0 0 0 0 Q

9 9 . 9 9 9 9 9 Q 1 2 0 0 . 0 0 0 0 0 Й

0 . 9 9 9 9 9 9 9 k Q 1 2 . 0 0 0 0 0 0 0 k Q

9 . 9 9 9 9 9 9 k Q 1 2 0 . 0 0 0 0 0 0 k Q

9 9 . 9 9 9 9 9 k Q 1 2 0 0 • 0 0 0 0 0 k Q

0 . 9 9 9 9 9 9 M Q 1 2 . 0 0 0 0 0 0 M Q

9 . 9 9 9 9 9 M Q 1 2 0 . 0 0 0 0 0 M Q

9 9 . 9 9 9 9 M Q 1 2 0 0 • 0 0 0 0 M Q

V
 

V
 

V
 

V
 

V
 

V
 

m

m

m
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3 . 1 1  レ ン ジ 設 定

(2/ 2)

測 定 フ ァ ン ク シ ョ ン レンジ

ォー トレンジ • レベル

DOWN UP

10 Q 一 1 2 . 0 0 0 0 0 0 Q

1 0 0  Q 9 . 9 9 9 9 9 Q 1 2 0 . 0 0 0 0 0 Q

1 0 0 0  Q 9 9 . 9 9 9 9 Q 1 2 0 0 . 0 0 0 0 Q

2 線 式 抵 抗 測 定 1 0 k Q 0 . 9 9 9 9 9 9 k Q 1 2 . 0 0 0 0 0 0 k Q

(Low- Power) 1 0 0 k Q 9 . 9 9 9 9 9 k Q 1 2 0 . 0 0 0 0 0 k Q

1 0 0 0 k Q 9 9 . 9 9 9 9 k Q 1 2 0 0 . 0 0 0 0 k Q

1 0 M Q 0 . 9 9 9 9 9 9 M Q 1 2 . 0 0 0 0 0 0 M Q

1 0 0 M Q 9 . 9 9 9 9 9 M Q 1 2 0 . 0 0 0 0 0 M Q

1 0 0 0 M Q 9 9 . 9 9 9 9 M Q 1 2 0 0 . 0 0 0 0 M Q

10 Q — 1 2 . 0 0 0 0 0 0 Q

1 0 0  Q 9 . 9 9 9 9 9 9 fi 1 2 0 . 0 0 0 0 0 0 Q

1 0 0 0  Q 9 9 . 9 9 9 9 9 Q 1 2 0 0 • 0 0 0 0 0 Q

4 線 式 抵 抗 測 定 lOkQ 0 . 9 9 9 9 9 9 9 k Q 1 2 . 0 0 0 0 0 0 0 k Q

(Hi- Power) lOOkQ 9 . 9 9 9 9 9 9 k Q 1 2 0 . 0 0 0 0 0 0 k Q

1 0 0 0 k Q 9 9 . 9 9 9 9 9 k Q 1 2 0 0 . 0 0 0 0 0 k Q

1 0 M Q 0 . 9 9 9 9 9 9 M Q 1 2 . 0 0 0 0 0 0 M Q

1 0 0 M Q 9 . 9 9 9 9 9 M Q 1 2 0 . 0 0 0 0 0 M Q

1 0 0 0 M Q 9 9 . 9 9 9 9 M Q 1 2 0 0 . 0 0 0 0 M Q

10 Q 1 2 . 0 0 0 0 0 0 Q

1 0 0  Q 9 . 0 9 9 9 0 Q 1 2 0 . 0 0 0 0 0 Q

1 0 0 0  Q 9 9 . 9 9 9 9 Q 1 2 0 0 . 0 0 0 0 Q

4 線 式 抵 抗 測 定 lOkQ 0 . 9 9 9 9 9 9 k Q 1 2 . 0 0 0 0 0 0 k Q

(Low- Power) lOOkQ 9 . 9 9 9 9 9 k Q 1 2 0 . 0 0 0 0 0 k Q

lOOOkQ 9 9 . 9 9 9 9 k Q 1 2 0 0 . 0 0 0 0 k Q

1 0 M Q 0 . 9 9 9 9 9 9 M Q 1 2 . 0 0 0 0 0 0 M Q

1 0 0 9 . 9 9 9 9 9 M Q 1 2 0 . 0 0 0 0 0 M Q

1 0 0 0 M Q 9 9 . 9 9 9 9 M Q 1 2 0 0 • 0 0 0 0 M Q

1 0 0 nA — 1 2 0 . 0 0 0 0 nA

1 0 0 0 nA 9 9 . 9 9 9 9 nA 1 2 0 0 . 0 0 0 0 nA

lOuA 0 . 9 9 9 9 9 9 uA 1 2 . 0 0 0 0 0 0 uA

直 流 電 流 測 定 1 0 0 uA 9 . 9 9 9 9 9 uA 1 2 0 . 0 0 0 0 0 uA

1 0 0 0 uA 9 9 . 9 9 9 9 uA 1 2 0 0 . 0 0 0 0 uA

1 0 mA 0 . 9 9 9 9 9 9 ni A 1 2 . 0 0 0 0 0 0 mA

1 0 0 mA 9 . 9 9 9 9 9 mA 1 2 0 . 0 0 0 0 0 mA

1 0 0 0 mA 9 9 . 9 9 9 9 mA 1 2 0 0 . 0 0 0 0 mA

1 0 0 uA — 1 2 0 . 0 0 0 0 uA

交 流 電 流 測 定 1 0 0 0 uA 9 9 . 9 9 9 uA 1 2 0 0 . 0 0 0 uA

( 6 5 8 1 の み ） 1 0 mA 0 . 9 9 9 9 9 m A 1 2 . 0 0 0 0 0 mA

1 0 0 mA 9 . 9 9 9 9 mA 1 2 0 . 0 0 0 0 mA

1 0 0 0 mA 9 9 . 9 9 9 mA 1 2 0 0 . 0 0 0 mA
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3 . 1 2  積 分 時 間 / 表 示 桁 数 の 設 定

3.12 積分時間 /表示桁数の設定

⑴ 積 分 時 間  

① 機 能 説 明

本 器 は 積 分 型 の A/ D 変 換 器 を 採 用 し て い ま す 。 そ の A/ D 変 換 器 の 積 分 時 間 は 、 測 

定 分 解 能 お よ び 測 定 速 度 に 合 わ せ て 1 / / s e c 〜 1 0 0 P L C の 範 囲 で 選 択 可 能 で す 。

1 //sec 〜 1 0 //sec 

10 /ブ sec 〜 1 0 0  и sec 

1 0 0  и sec 〜 1msec 

lmsec 〜 101nsec 

1 PLC 〜 1 0 PLC 

1 0 PLC 〜 1 0 0 PLC

1 //sec ス テ ッ プ  

10// sec ス テ ッ プ  

10 0  // s e c ス テ ッ プ  

lmsec ス テ ッ プ  

1 PLCス テ ッ プ  

1 0 P L C ス テ ッ プ

こ こ で 、 P L C と は Power- Line- C y c l e の こ と で 電 源 周 波 数 に よ っ て 1 P L C の 値 が  

自 動 的 に 変 わ り ま す 。

電 源 周 波 数 が 5 0 Hzの と き 、 1 PLC = 2  0 msec

6 0 Hzの と き 、 1 PLC $  16. 了msec

積 分 時 間 を 大 き く 設 定 す る こ と に よ っ て 、 ノ イ ズ に 強 い 測 定 が で き ま す 。 特 に 、 

積 分 時 間 を 1 PLC以 上 に 設 定 す る と 、 入 力 信 号 に の っ て い る 誘 導 ノ イ ズ を 除 去 す る こ  

と が で き ま す 。

( 注 ） 本 器 で は 1 0 P L C を 越 え る 積 分 時 間 に 設 定 し た と き は 、 1 0 P L C の 積 分 を 複 数 回  

繰 り 返 し ま す 。 た と え ば 、 積 分 時 間 を 5 0 P L C に 設 定 し た 場 合 、 1 0 P L C の 積 分  

を 5 回 繰 り 返 し て A/ D 変 換 を 行 い ま す 。

② 積 分 時 間 の 設 定

CONFIGURE

□ に 続 い て 测 定 フ ァ ン ク シ ョ ン 選 択 キ ー を 押 す と 、 測 定 パ ラ メ ー タ の 設 定  

画 面 に な り ま す 。 こ こ で は 、 直 流 電 圧 測 定 フ ァ ン ク シ ョ ン で の 設 定 に つ い て 説 明 し  

ま す が 、 他 の 測 定 フ ァ ン ク シ ョ ン で も 積 分 時 間 の 設 定 の 操 作 方 法 は 全 く 同 じ で す 。

C 0  N  F I G  U  R E D  С V

INTEG-TIME DIGITS PROTECT ►

□  、 □  と 順 に 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て ” INTEG- TIME”に カ ー

ENTER

ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を  

押 し ま す 。

I T  =  1 0  P  L C

A T k e y : C H A N G E  INTEGRATION TIME

次 に 固 回 を 用 い て 積 分 時 間 を 変

ENTER

更 し 、 □  を 押 す と 確 定 し ま す 。

HOME

測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し  

ま す 。
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3 . 12 積 分 時 間 / 表 示 桁 数 の 設 定

⑵ 表 示 桁 数  

① 機 能 説 明

表 示 桁 数 は 、 4 丨4 桁 、 5 % 桁 、 6 !/2 桁 、 7 % 桁 、 8 丨4 桁 、 の 5 種 類 か ら 選 択 で き  

ます。 表 示 桁 数 は 、 ” DIGITS” パ ラ メ ー タ で 設 定 し ます。 た だ し 、 以 下 の パ ラ メ ー  

夕 に よ っ て 表 示 桁 数 が 制 限 さ れ る の で 、 注 意 し て 下 さ い 。 優 先 順 位 が 高 い 順 に 示 し  

ます。

1 .  測 定 フ ァ ン ク シ ョ ン お よ び レ ン ジ に よ る 最 大 表 示 桁 数

2 .  積 分 時 間 に よ る 最 大 表 示 桁 数

測 定 フ ァ ン ク シ ョ ン お よ び 積 分 時 間 と 表 示 桁 数 の 関 係 を [ 表 3 - 1 6 ] に 示 し ま す 。 

表 3 - 16 積 分 時 間 と 表 示 桁 数 （1/2)

1 Д S 1 0 0  д s Iras 1 PLC 1 0 PLC

積 分 時 間 \

90  и s 9 0 0  fi s 1 0 ms 9 PLC 1 0 0 PLC

直 流 電 圧 測 定

交 流 電 圧 測 定  

( 6 5 8 1 の み ）

線 式 抵 抗 測 定  

(Hi - Power)

% 桁

% 桁

ン 桁

% 桁

* 1 0 〇 1 1 ^ レ ン ジ は 最 大 7 % 桁 表 示

桁

К桁

% 桁

ン2桁

* 1 0 m Vレ ン ジ は 最 大 5 !/2 桁 表 示

4 % 桁

% 桁

% 桁

ゾ2桁

氺1 0 Q 、 1 0M Q . 1 0 0 M Q . 1 0 0 0 レンジ

は 最 大 了  ％ 桁 表 示  •

% 桁

3 - 3 6 0 7 0 3 3 0



6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー  タ

取 扱 説 明 書

3 . 1 2  積 分 時 間 / 表 示 桁 数 の 設 定

3 - 37 0 7 0 3 3 0



6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱 説 明 書

3 . 1 2  積 分 時 間 / 表 示 桁 数 の 設 定

② 表 示 桁 数 の 設 定

CONFIGURE
□  を 押 し 、 測 定 ファンクション選 択 キ ー を 押 す と 測 定 パ ラ メ ー タ の 設 定  

画 面 に な り ま す 。 ここでは、 直 流 電 圧 測 定 ファンクションでの設 定 に つ い て 説 明 し  

ま す が 、 他 の 測 定 ファンクションでも表 示 桁 数 の 設 定 の 操 作 方 法 は 全 く 同 じ で す 。

C O N F I G U R E  D  С V  

INTEG-TIME DIGITS PROTECT ►

CONFIGURE DC V

□  、 □  と 順 に 押 し ま す 。

回 0 を 用 い て ” DIGITS”に カ ー ソ ル

ENTER
( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を 押 し  

ま す 。

S E L E C T D I G I T S

4 /2 5 /2 6 /2 7 /2 8 /2

次 に 回 回 を 用 い て 設 定 し た い 表

ENTER
示 桁 数 に カ ー ソ ル を 移 動 し 、 □

を 押 す と 確 定 し ま す 。

HOME
測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し  

ま す 。

3 - 3 8
0 7 0 3 3 0
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3 . 1 3  オ ー ト • ゼ ロ

3.13 オート■ゼロ

①  機 能 説 明

オ ー ト • ゼ ロ は 、 本 器 の 測 定 ア ナ ロ グ 回 路 系 の オ フ セ ッ ト 誤 差 を 自 動 的 に 除 去 す  

る 機 能 で す 。

オ ー ト • ゼ ロ を ONに す る と 、 内 部 の オ フ セ ッ ト を 測 定 し 入 力 測 定 か ら 差 し 引 く た  

め オ フ セ ッ ト 誤 差 は 除 去 さ れ ま す が 、 測 定 時 間 は 約 2 倍 に な り ま す 。

②  オ ー ト • ゼ ロ の 設 定

A ZERO

□ を 押 す と 表 示 部 の ” AZER0 ” イ ン ジ ケ ー タ が 点 灯 し 、 オ ー ト • ゼ ロ が ONにな

A ZERO
り ま す 。 再 び  口 を 押 す と 、 表 示 部 の ”AZER0 ” イ ン ジ ケ ー タ が 消 灯 し 、 オ ー ト • 

ゼ ロ が O F F に な り ま す 。

3.14 NULL

①  NULL機 能

NULLは 、 測 定 結 果 か ら NULL値 を 減 算 し た 値 を 出 力 し ま す 。

出 力 結 果 = 測 定 値  一 NULL値

NULL値 は NULL実 行 直 後 の 測 定 値 を 採 用 し ま す 。 そ の と き の 測 定 結 果 が OVERの 場 合  

は NULLは 実 行 で き ず に エ ラ ー に な り ま す 。

②  設 定 方 法

□ を 押 す と 、 表 示 部 の ” NULI/ イ ン ジ ケ ー タ が 点 灯 し 、 NULしがONに な り ま す 。

再 び  口 を 押 す と 、 表 示 部 の ” NULL；’イ ン ジ ケ ー タ が 消 灯 し 、 NULLが O F F に な り ま

す 。

③  レ ン ジ 変 更 時 の NULL動 作

NULLが ONの と き 、 測 定 レ ン ジ を 変 更 し て も 同 じ NULL値 で NULLは ONの ま ま で す 。 た 

だ し 、 NULLを ONに し た レ ン ジ よ り 下 の レ ン ジ に 下 げ た 場 合 、 測 定 レ ン ジ は 下 が り ま  

す が 、 出 力 結 果 表 示 は NULLを ONに し た レ ン ジ の ま ま で す 。 つ ま り 、 NULLが ONの と き  

は 、 測 定 レ ン ジ を 下 げ て も 表 示 分 解 能 は 上 が り ま せ ん 。
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3 . 14 N U L L

④ フ ァ ン ク シ ョ ン 変 更 時 の NULL動 作

NULLが СШの と き 、 測 定 フ ァ ン ク シ ョ ン を 変 更 す る と 、 NULLは O F F に な り ま す 。 新

NULL
し い フ ァ ン ク シ ョ ン で NULL処 理 を 行 う に は 、 再 び  口 を 押 し て NULLを ONに し て 下  

さ い 。 ま た 、 下 記 の フ ァ ン ク シ ョ ン の パ ラ メ ー タ を 変 更 し て も NULLは O F F に な り ま

す0

フ ァ ン ク シ ョ ン ノくラメータ

直 流 電 圧 レ シ オ 測 定

交 流 電 圧 周 波 数 帯 域 設 定

( 6 5 8 1 の み ） カ ッ プ リ ン グ 選 択

2 線 式 抵 抗 オ フ セ ッ ト 電 圧 補 正 設 定  

抵 抗 測 定 電 流 選 択

4 線 式 抵 抗 オ フ セ ッ ト 電 圧 補 正 設 定  

抵 抗 測 定 電 流 選 択  

結 線 チ ニ ッ ク 設 定

交 流 電 流 周 波 数 帯 域 設 定

( 6 5 8 1 の み ） カ ッ プ リ ン グ 選 択

周 波 数 / 周 期 カ ッ プ リ ン グ 選 択

( 6 5 8 1 の み ） 測 定 ソース選 択

⑤  積 分 時 間 、 ゲ ー ト • タ イ ム 変 更 （6 5 8 1 の み ） 時 の NULL動 作

NULLが ONの と き 、 積 分 時 間 、 ゲ ー ト • タ イ ム を 変 更 す る と 、 NULLは O F F に な り ま

す 。

新 し い 積 分 時 間 、 ゲ ー ト • タ イ ム で . LL処 理 を 行 う に は 、 再 び  口 を 押 し て  

NULLを ONに し て 下 さ い 。

⑥  FRONT/ REAR人 力 端 子 の 切 り 換 え 時 の NULL動 作

NULLが ONの と き 、 FRONT/ REAR入 力 端 子 を 切 り 換 え る と 、 NULLは O F F に な り ま す 。

入 力 端 子 を 切 り 換 え た 後 で . LL処 理 を 行 う に は 、 再 び  口 を 押 し て NULLを ONに 

し て 下 さ い 。
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3 . 1 5  ェ ラ ー

3.1〇 エフー

エ ラ ー は 本 器 の 操 作 方 法 を 誤 っ た と き や 、 本 器 に 異 常 が 生 じ た と き な ど に 発 生 し ま す 。 

エ ラ ー が 発 生 す る と 正 面 パ ネ ル の E R R O R イ ン ジ ケ ー タ が 点 灯 し 、 発 生 し た エ ラ ー を 読 み  

出 し た と き に 消 灯 し ま す 。

本 器 は 発 生 し た エ ラ ー を 最 大 1 0個 ま で 記 憶 で き ま す 。

エ ラ ー • メ ッ セ ー ジ は パ ネ ル と GPIBに 以 下 の よ う に 出 力 さ れ ま す 。

( エ ラ ー 内 容 は 、 [A . 1 エ ラ ー • メ ッ セ ー ジ ー 覧 ] を 参 照 し て 下 さ い 。 ）

① パ ネ ル

1 ：E R  R  0  R  - 1 1 3  <--------------------エ ラ ー • コ ー ド

Undei ined header <-------------------------------- エ ラ ー . メ  ッ セ ー ジ

②  GPIB

- 1 1 3 ,"Undefined header"

/К /卜

I---------------エラ ー • メッセージ
--------------------------------- エ ラ ー • コ ー ド

⑴ パ ネ ル に よ る エ ラ ー の 読 み 出 し

以 下 に 示 す 操 作 で 、 エ ラ ー • メ ッ セ ー ジ を 読 み 出 す こ と が で き ま す 。

①  1 つ の エ ラ ー が 発 生 し た と き

ERR?

□ を 押 し ま す 。

HOME
測 定 値 表 示 に 戻 る に は  口 を 押 し

ま す 。

②  複 数 の エ ラ ー が 発 生 し た と き

□ _ を 押 し ま す 。

固 回 を 押 し 、 次 の エ ラ ー • メ ッ セ  

ー ジ を 読 み 出 し ま す 。

HOME
測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し  

ま す 。

1 : E R R O R  - 1 

”Undefined header”

2 : E R  R  〇 R  -  2 

”Data out of range”

1 - . E R R O R  - 1 1 3  

Undefined header”
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③  エ フ  ー • メ ッ セ ー ジ の 続 き が あ る と き

1 : E R  R  〇 R  + 1  

1 Cannot execute while

0 2

1 : E R  R  0  R  + 1

s t o r i n g ”

0 2

ERR?

□ を 押 し ま す 。

回 回 を 押 し 、 エ ラ ー • メ ッ セ ー ジ  

の 続 き を 読 み 出 し ま す 。

HOME
測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し  

ま す 。

(2)

( 注 ） パ ネ ル か ら の 読 み 出 し を 終 了 す る と 、 す べ て の エ ラ ー • メ ッ セ ー ジ は ク リ ア  

さ れ ま す 。

GPIBに よ る エ フ ー の 読 み 出 し

以 下 に 示 す コ マ ン ド を 実 行 す る と 、 エ ラ ー • メ ッ セ ー ジ を 読 み 出 す こ と が で き ま す 。

コマンド

S C P I :S Y S T e m :E R R ?

A D C E R R ?

詳 細 は 、 〔9 . 1 3 節 、 9 . 1 4 節 〕 の コ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス を 參 照 し て 下 さ い 0
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lOOmV， 1 0 0 0 mV， 1 0 V レ ン ジ  

1 0 mV， 1 0 0 mV， 100011iV レ ン ジ  

全 レ ン ジ

②  ア ラ ー ム が 発 生 す る 過 入 力 電 圧

直 流 電 圧 測 定 ： 約 ± 1 8 0 V 

交 流 電 圧 測 定 ： 約 ± 1 0 0 V 

2 線 式 抵 抗 測 定 ： 約 ± 1 8 0 V

③  ア ラ ー ム 発 生 時 の 表 示

O V E R L O A D
INPUT LIMIT OVER

④ ア ラ ー ム 発 生 時 の 注 意 事 項

• ア ラ ー ム が 発 生 す る と 、 ト リ ガ • シ ス テ ム は 強 制 的 に IDLEに な り ま す 。

♦ ス ト ア 実 行 中 に ア ラ ー ム が 発 生 す る と 、 ス ト ア を 強 制 終 了 し ま す 。

癱 ス ム ー ジ ン グ 、 ア ベ レ ー ジ 、 デ ル タ 、 実 効 値 演 算 、 統 計 演 算 な ど 複 数 デ ー タ を 必 要  

と す る 演 算 を 実 行 中 に ア ラ ー ム が 発 生 す る と 、 演 算 は 中 断 し 、 ア ラ ー ム 解 除 後 に 新  

規 継 続 し ま す 。

_ • _16 ___過 入 力 _亀 圧 -の 検 出 — （/ _フー -ム ）

3 . 1 6 過 入 力 電 圧 の 検 出 （アラーム）

直 流 電 圧 測 定 、 交 流 電 圧 測 定 お よ び 2 線 式 抵 抗 測 定 で は 、 過 電 圧 が 印 加 さ れ る と ア ラ ー  

ム を 発 生 し ま す 。

① ア ラ ー ム が 発 生 す る レ ン ジ

定

定
定
測 

測
測
抗 

圧
圧
抵 

電
電
式 

流
流
線 

直
交
2

3 - 4 3 0 7 0 3 3 0





6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー  タ

取 扱 説 明 書

4. メ ニ ュ ー 内 容 の 説 明

4. メニュー内容の説明

ここでは、 メニューによる各 パラメータの設 定 方法について説明しま す 。

©アクセサリ
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□ を 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て 設 定 し た い 項 目 に カ ー ソ ル  

( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を 押 し ま す 。

4.1 アクセサリ（ACCESSORY)

各 種 アクセサリのパラメー タ を 設 定 し ま す 。

ENTER
回 回 を 用 い て ”ACCESSORY : ” に カ ー ソ ル を 移 動 し 、 口  を 押 し ま す 。

詳 細 は 〔1 0章 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。

4. 2 ブザー（BEEPER)

ブ ザ ー 音 の 0 N/ 0 FFを 設 定 し ま す 。 ブ ザ ー を ONに 設 定 す る と 、 キ ー を 押 し た と き に ブ ザ  

一 智 を 発 生 し ま す 。

MENU

□ を 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て ” BEEPER”に カ ー ソ ル （点 滅  

部 ） を 移 動 し 、 □  を 押 し ま す 。

次 に 回 回 を 用 い て ” 0 N”ま た は ” OFF” に 

カ ー ソ ル を 移 動 し 、 □ を 押 し ま す 。

HOME

測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し ま す 。

S E T  B E E P E R

OFF ON

S E L E C T M E N U

ACCESS0 R Y :N0 NE BEEPER 卜

S E L E C T M E N U

ACCBSSORYrNONE BEEPER

0 7 0 3 3 0
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4. 3 校正（CALIBRATION)

本 器 の 校 正 を 行 い ま す 。

ENTER
回 回 を 用 い て ” CALIBRATION” に カ ー ソ ル を 移 動 し 、 口 を 押 し ま す 。 

詳 細 は 〔1 3章 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。

4. 4 データ■フォーマット（DATA FORMAT)

GPIBに 出 力 お よ び メ モ リ に ス ト ア す る デ ー タ の 出 カ フ ^  — マ ッ ト を 設 定 し ま す 。

ENTER
回 回 を 用 い て ” DATA- FORMAT” に カ ー ソ ル を 移 動 し 、 口  を 押 し ま す 。

詳 細 は 〔9 . 3 節 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。

4. 5 表示（DISPLAY)

パ ネ ル 表 示 の 0 N/ 0 FFを 設 定 し ま す 。

：ENU
□ を 押 し ま す 。

回 0  を用いて” DISPLAY” にカーソル

ENTER

( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □  を 押 し ま す 。 

次 に 回 0  を 用 い て ” ON”ま た は ” OFF” に

ENTER
カーソルを移 動 し 、 □ を押 し ま す 。

HOME
測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し ま す 。

S E T  D I S P L A Y  

OFF ON

S E L E C T  M E N U  

◄  DISPLAY GPIB INTERNAL-TEMP ►

4. 6 GPIB

GPIBイ ン タ フ ヱ ー ス の 各 パ ラ メ ー タ を 設 定 し ま す 。

ENTER
回 回 を 用 い て ” GPIB”に カ ー ソ ル を 移 動 し 、 口 を 押 し ま す 。

詳 細 は 〔9 . 3 節 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。

4.7 内部温度表示

本 器 の 内 部 温 度 を 表 示 し ま す 。 内 部 温 度 表 示 は 、 ” INTERNAL- TEMP” を 選 択 し た と き の 温  

度 を 表 示 し ま す が 、 そ の 後 の リ ア ル タ イ ム の 測 定 は 行 い ま せ ん 。

MENU

□ を 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て ” INTERNAい TEMP” に カ ー ソ

ENTER
ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □  を 押 し ま す 。

HOME
测 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し ま す 。

S E L E C T M E N U

◄  DISPLAY GPIB INTERNAL-TEMP ►

( 例 ）

I N  T  Т Е М Р = +  3 5 .  0 °C

PUSH EXIT OR HOME KEY

0 7 0 3 3 0
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4. 8 電源周波数（LINE FREQ)

電 源 周 波 数 を 表 示 し ま す 。 本 器 は 、 供 給 さ れ て い る 電 源 の 周 波 数 が 5 0 Hzで あ る か 6 0 Hzで 

あ る か を 自 動 的 に 判 別 し ま す 。

S E L E С T  M E N U

M E N U

□ を 押 し ま す 。

◄ LINE-FREQ MEMORYCARD RESET ► 回 回 を 用 い て ” LINE- FREQ” にカーソル

( 例 ） ( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、

N T E R

□ を 押 し ま す 。

L I N E = 5  0 H  z 測 定 値 表 示 に 戻 る に は

H O M E

□ を 押 し ま す 。

PUSH EXIT OR HOME KEY

4. 9 メモリ■力ード（MEMORY CARD)

メ モ リ • カ ー ド に 関 す る 各 種 の 設 定 を 行 い ま す 。

回 回 を 用 い て ”MEMORYCARD”に カ ー ソ ル を 移 動 し 、 口 を 押 し ま す 。

詳 細 は 〔 7章 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。 .

4.10 リセット（RESET)

各 設 定 パ ラ メ ー タ す べ て を 初 期 値 に イ ニ シ ャ ラ イ ズ し ま す 。

回 回 を 用 い て ” RESET” に カ ー ソ ル を 移 動 し 、 口  を 押 し ま す 。

詳 細 は 〔3 . 2 節 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。

4.11 セルフテスト（TEST)

セ ル フ テ ス ト を 実 行 し ま す 。 な お 、 ここでエラーが発 生 す る 場 合 は 故 障 で す 。 そ の ま ま  

の 状 態 で 電 源 を 切 り 、弊 社 ま た は 代 理 店 ま で お 知 ら せ 下 さ い 。

⑴ セ ル フ テ ス ト 実 行 時 の 表 示 と テ ス ト 項 目

R U N N I N G  S E L F  T E S T

в内 部 の デ ー タ 転 送 チ ヱ ッ ク  

鲁 A/ D 変 換 器 の 動 作 チ ェ ッ ク  

♦ 内 部 ゼ ロ の チ ェ ッ ク  

♦ 内 部 基 準 電 圧 の チ ェ ッ ク  

♦ 抵 抗 測 定 用 定 電 流 の チ ェ ッ ク  

春 電 流 測 定 用 シ ャ ン ト 抵 抗 の チ ェ ッ ク  

春 レ ベ ル • ト リ ガ 回 路 の チ ヱ ッ ク  

•  АС測 定 の チ ヱ ッ ク （6 5 8 1 の み ）

♦ ア ク セ サ リ と の イ ン タ フ ェ ー ス の チ ェ ッ ク  

鲁 校 正 デ ー タ の チ ェ ッ ク

• 各 測 定 パ ラ メ ー タ の バ ッ ク ア ッ プ • デ ー タ の チ ェ ッ ク

0 7 0 3 3 0
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⑵ セ ル フ テ ス ト 実 行 の 操 作 方 法

S E L E C T  M E N U  
◄  TEST TIME

MENU
□ を 押 し ま す 。

回0  を用いて”TEST”にカーソル

ENTER

( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を 押 す と  

実 行 し ま す 。

測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し ま  

す 。

4.12 時刻設定（TIME)

本 器 内 部 の 時 計 に 年 月 日 、 時 刻 を 設 定 し ま す 。

MENU
□ を 押 し ま す 。

回 0  を 用いて”TIME”に カ ー ソ ル （点 滅 部 ）

ENTER

を 移 動 し 、 □ を 押 し ま す 。

次 に 回 回 を 用 い て 変 更 し た い 項 目 に 力  

ー ソ ル を 移 動 し ま す 。 固 @  で 数 値 を 変

ENTER

更 し 、 □ を 押 す と 確 定 し ま す 。

続 い て 時 刻 を 設 定 し ま す 。

回 回 を 用 い て 変 更 し た い 項 目 に カ ー ソ ル  

を 移 動 し ま す 。 固 0  で 数 値 を 変 更 し 、

ENTER

□  を 押 す と 確 定 し ま す 。

HOME

測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し ま す 。

T I M E  2 1 : 3 0 : 0 0

◄  ►  ATkey:CHANGE NUMBER

D A T E  1 9 9 5 / 0 8 / 1 4  

◄  ►  ATkey:CHANGE NUMBER

S E L E C T  M E N U  

◄  TEST TIME

0 7 0 3 3 0
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5 . 演算機能

5.1 概要

( 1 ) 演 算 項 目

本 器 の 演 算 機 能 に は 、 以 下 の 4 種 類 が あ り ま す 。 4 種 類 の 演 算 は 、 同 時 に 実 行 す る  

こ と が で き る の で 、 目 的 に 応 じ て 組 み 合 わ せ て 使 用 し て 下 さ い 。

• デ ジ タ ル • フ ィ ル タ （DFILTER) 

вフ ォ ー マ ッ ト 演 算 （FORMAT)

© コ ン パ レ ー タ （COMPARATOR)

❼ 統 計 演 算 （STATISTICS)

演 算 の 種 類 、 項 目 、 機 能 を 以 下 に 示 し ま す 。

種 類 項 目 機 能

デ ジ タ ル • フ ィ ル タ

(DFILTER)

ス ム ー ジ ン グ

(SMOOTHING) 

ア ベ レ ー ジ ン グ  

(AVERAGING)

移 動 平 均 を 求 め る  

平 均 を 求 め る

フ ォ ー マ ッ ト 演 算  

(FORMAT)

ス ケ ー リ ン グ （SCALING) 

% 偏 差 （DEVIATION) 

デ ル タ （DELTA) 

dB変 換 （dB)

RMS (RMS) 

dBm 変 換 （dBm)

抵 抗 温 度 補 正 （OHM TEMP) 

RTD (RTD)

ス ケ ー リ ン グ 演 算 を 実 行 す る  

% 偏 差 を 実 行 す る  

前 測 定 値 か ら 測 定 値 を 引 く  

2 0 1 0 g 1 〇 演 算 を 実 行 す る  

実 効 値 演 算 を 実 行 す る  

1 0 1 0 g u 演 算 を 実 行 す る  

軟 銅 線 の 20°C 温 度 換 算 を 実 行 す る  

P t l O O の 抵 抗 値 か ら 温 度 計 算 を す る

コンノ、。レ ー タ

(COMPARATOR)

コ ン パ レ ー タ

(COMPARATOR)

コ ン パ レ ー タ （PASS, FAIL) を 判 定 す  

る

統 計 演 算  

(STATISTICS)

統 計 演 算 （STATISTICS) 統 計 処 理 （MAX, MIN等 ） を 計 算 す る

0 7 0 3 3 0
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演 算 の 組 み 合 わ せ

演 算 は 、 以 下 に 示 す 順 序 で 組 み 合 わ せ る こ と が で き ま す 。 

演 算 フロー

側 定 値

1 〆

NULL

フィルタ

ッ ト 演 算

Т
§圆 ㈣懸 猫 AVERAGING

い ず れ か 1つ 選 択

一夕

j  匚 T.......

: い ず れ か 1つ 選 択

COM PARATOR

STA TISTICS

最 終 演 算 結 果 の 表 示

0 7 0 3 3 0
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⑶ 演 算 の 対 象 デ ー タ

各 演 算 は 、 演 算 の 対 象 と な る デ ー タ が 異 な り ま す 。 各 演 算 の 対 象 デ ー タ を 以 下 に 示  

し ま す 。

対 象 デ ー タ  

演 算 種 類 ^ ^

測 定 値 デジタル•フィルタ 

演 算 結 果

フォ-マット

演 算 結 果

内部メモリ 

リコ-ル•デ-夕

デ ジ タ ル • フ ィ ル タ 〇 — — —

フ ォ ー マ ッ ト 演 算 〇 〇 一 〇

コンノくレ ー タ 〇 〇 〇 〇

統 計 演 算 〇 〇 〇 〇

( 注 ） • フ ォ ー マ ッ ト 演 算 を 実 行 し ス ト ア し た デ ー タ は 、 リ コ ー ル 時 に 再 度 フ ォ ー  

マ ッ ト 演 算 は 実 行 で き ま せ ん 。

❿ コ ン パ レ ー タ 結 果 を ス ト ア し た デ ー タ は 、 リ コ ー ル 時 に 再 度 コ ン パ レ ー タ  

演 算 は 実 行 で き ま せ ん 。

❾ メ モ リ • カ ー ド の リ コ ー ル • デ ー タ は 演 算 で き ま せ ん 。

5 0 7 0 3 3 0
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⑷ 演 算 の 継 続 に つ い て

演 算 を 実 行 中 に 、 フ ァ ン ク シ ョ ン な ど の 測 定 状 態 を 変 更 し て も 演 算 は 継 続 し ま す 。 

た だ し 、 変 更 前 に 演 算 し た デ ー タ は 無 効 に し 改 め て そ の 演 算 を 実 行 し ま す 。

変 更 前 に 演 算 し た デ ー タ が 無 効 に な る の は 、 以 下 の 状 態 の と き で す 。

鲁 INITiateを 実 行 し た と き

♦  A B O R t を 実 行 し た と き

鲁 フ ァ ン ク シ ョ ン を 変 更 し た と き

• 現 在 設 定 し て あ る フ ァ ン ク シ ョ ン の レ ン ジ 、 積 分 時 間 な ど 、 フ ァ ン ク シ ョ ン に 関  

係 す る も の を 変 更 し た と き  

鲁 演 算 の 0 N/ 0 FF

♦ 演 算 が ONの と き に 、 現 在 設 定 し て あ る 演 算 の パ ラ メ ー タ 等 を 変 更 し た と き  

參 ト リ ガ • シ ス テ ム に 関 す る 設 定 を 変 更 し た と き  

♦ 新 し い 測 定 を 開 始 し た と き

♦ 内 部 温 度 の ク エ リ を 実 行 し た と き （[SENSe] : ITEMperature? ) を 実 行 し た と き  

鲁 校 正 を 実 行 し た と き  

❿ セ ル フ テ ス ト を 実 行 し た と き  

• オ ー ト • ゼ ロ の 0 N/ 0 FF 

馨 NULLの 0 N/ 0 FF

參 パ ネ ル か ら デ ー タ リ コ ー ル を 実 行 し た と き  

♦ フ ロ ン ト 、 リ ア の 入 力 端 子 を 切 り 換 え た と き

•  LOW- G U A R D の オ ー プ ン 、 シ ョ ー ト を 切 り 換 え た と き
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5 . 1 概 要

⑸ 演 算 の 実 仃 と 表 ボ

M A T H  M A T H

演 算 の 実 行 に は  □ を 用 い ま す 。 □ を 押 す た び に 演 算 の 実 行 と 停 止 が 切 り 換  

わ り ま す 。

演 算 の 設 定 方 法 は 、 〔5 . 2 節 〕 か ら の 各 種 演 算 の 説 明 を 参 照 し て 下 さ い 。

演 算 実 行 時 の 表 示 を 以 下 に 示 し ま す 。

〔例 1 〕 ス ム ー ジ ン グ 、 ス ケ ー リ ン グ 、 コ ン パ レ ー タ 実 行 時 の 表 示

------------------ D F I L T イ ン ジ ケ ー タ 点 滅 ま た は 点 灯

---------- MATHイ ン ジ ケ ー タ 点 灯

+  1 1 9

\/ 小
D F I L T  M A T H

. 9 9 9 9 9 E - 0 3  V  D  С

PASS SMOOTH SCALING
小 л

し フ ォ ー マ ッ ト 演 算 項 目

------------デ ジ タ ル • フ ィ ル タ 項 目

--------------------------- コンノ、。レータ 結 果

〔例 2 〕 ス ム ー ジ ン グ 、 ス ケ ー リ ン グ 、 コ ン パ レ ー タ 実 行 と 統 計 演 算 実 行 時

------------------ D F I L T イ ン ジ ケ ー タ 点 滅 ま た は 点 灯

---------- MATHイ ン ジ ケ ー タ 点 灯

v  V  

D F I L T  M A T H

+  1 1 9 . 9 9 9 9 9  E -  0 3  V  D  C

PASS STATISTICS
小 小

---------統 計 演 算 実 行 中

--------------------------- コンパレータ 結 果

統 計 演 算 実 行 中 は 、 デ ジ タ ル • フ ィ ル タ 項 目 と フ ォ ー マ ッ ト 演 算 項 目 は  

表 示 し ま せ ん が 、 統 計 演 算 が 終 了 す る と STATISTICS表 示 が 消 え 、 〔例 1 〕 

の よ う に 表 示 し ま す 。
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5 . 1  概 要

【パ ネ ル か ら の 演 算 実 行 に お け る 注 意 点 】

MATH
MATHイ ン ジ ケ ー タ が 消 灯 し て い る と き 、 口 を 押 す と 4 種 類 の 演 算 （デ ジ タ ル  

• フ ィ ル タ 、 フ ォ ー マ ッ ト 演 算 、 コ ン パ レ ー タ 、 統 計 演 算 ） の 各 項 目 の 内 、 選 択 さ

MATH
れ た も の を す べ て 同 時 に 実 行 し 、 MATHイ ン ジ ケ ー タ を 点 灯 し ま す 。 再 度  口 を 押  

す と 、 す べ て の 演 算 を 解 除 し 、 MATHイ ン ジ ケ ー タ を 消 灯 し ま す 。 た だ し 、 演 算 が 何  

も 選 択 さ れ て い な い 場 合 は 、 MATHイ ン ジ ケ ー タ は 点 灯 し ま す が 、 演 算 は 実 行 し ま せ

ん 0

〔例 〕 パ ネ ル よ り ス ム ー ジ ン グ 、 ス ケ ー リ ン グ 、 コ ン パ レ ー タ の ONお よ び 統 計 演

MATH
算 の ONを 選 択 し 、 口 を 押 す と 、 MATHイ ン ジ ケ ー タ を 点 灯 し 、 ス ム ー ジ ン

グ 、 ス ケ ー リ ン グ 、 コ ン パ レ ー タ お よ び 統 計 演 算 を 実 行 し ま す 。 再 度  □

を 押 す と 、 MATHイ ン ジ ケ ー タ を 消 灯 し 、 ス ム ー ジ ン グ 、 ス ケ ー リ ン グ コ ン パ  

レ ー タ お よ び 統 計 演 算 を 解 除 し ま す 。

【GPIBか ら の 演 算 実 行 に お け る 注 意 点 】

MATHイ ン ジ ケ ー タ が 消 灯 し て い る と き 、 GPIBよ り 演 算 を (Шす る と 、 演 算 は ONに 設  

定 し た 演 算 の み を 実 行 し 、 MATHイ ン ジ ケ ー タ を 点 灯 し ま す 。 GPIBよ り ONに 設 定 し た  

演 算 を O F F に 設 定 す る と そ の 演 算 は 解 除 さ れ MATHイ ン ジ ケ ー タ は 消 灯 し ま す 。

〔例 〕 GPIBよ り スムージ ン グ を 実 行 す る と 、 MATHイ ン ジ ケ ー タ を 点 灯 し 、 スムー 

ジ ン グ を 実 行 し ま す 。 そ の 後 、 GPIBよ り スムージ ン グ を 解 除 す る と 、 MATHイ 

ンジ ケ ー タ を 消 灯 し 、 スムージ ン グ を 解 除 し ま す 。

MATH
( 注 ） • パ ネ ル よ り ス ム ー ジ ン グ 、 ス ケ ー リ ン グ を 選 択 し 、 口 を 押 す と 、MATH 

イ ン ジ ケ ー タ を 点 灯 し 、 ス ム ー ジ ン グ 、 ス ケ ー リ ン グ を 実 行 し ま す 。

• パ ネ ル よ り ス ム ー ジ ン グ 、 ス ケ ー リ ン グ を 選 択 し 、 GPIBより 

” CALClate :FORMat:STATe 0 N”（A D C ]マンド：” CF 1”）を 実 行 す る と 、MATH イ ン ジ  

ケ ー タ を 点 灯 し 、 ス ケ ー リ ン グ は 実 行 し ま す が 、 ス ム ー ジ ン グ は 実 行 し ま  

せ ん 。 ス ム ー ジ ン グ を 実 行 す る 場 合 は 、 GPIBより 

”CALClate:DFILter:STATe 0 N”（ADC  コマンド：”SM 1”） を 実 行 し て 下 さ い 。
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5 . 2  デ ジ タ ル • フ ィ ル タ （D F I L T E R )

5. 2 デジタル■フィルタ（DFILTER)

デ ジ タ ル • フ ィ ル タ に は 以 下 の 2種 類 が あ り 、 対 象 デ ー タ に 対 し て 選 択 さ れ た 1種類を  

実 行 し ま す 。

鲁 ス ム ー ジ ン グ  

• ア ベ レ ー ジ ン グ

こ の 節 で は 、 各 種 演 算 の 機 能 と 定 数 の 設 定 方 法 を 説 明 し ま す 。

5. 2.1 ス厶ージング（SMOOTHING)

⑴ 利 用 例

こ の 機 能 は 、 測 定 信 号 中 の ノ イ ズ を 軽 減 す る こ と が で き ま す 。

こ の 機 能 は 、 測 定 値 の 移 動 平 均 を 指 定 し た 回 数 （ス ム ー ジ ン グ 回 数 ） 分 を 取 り 、 そ 

の 移 動 平 均 値 を 演 算 結 果 と す る の で 、 表 示 値 の バ ラ ツ キ を 小 さ く す る こ と が で き ま す 。

⑵ 対 象 データ

测 定デ ー タ

⑶ 算 出 式

Dn = ----L D i

Dn ： n番 目 の 測 定 に お け る ス ム ー ジン グ結 果  

Di : 対 象 デ ータ

N : ス ム ー ジ ン グ 設 定 回 数 （2〜 1 0 0 ま で の 整 数 ）

〔例 〕 ス ム ー ジ ン グ 回 数 が 4回の 場 合  

ス ム ー ジング開 始

測定値  Di D2 D3 D4 D〇 D6 D7 D8 D9 Di

0 7 0 3 3 0
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5 . 2  デ ジ タ ル • フ ィ ル タ （D F I L T E R )

⑷ 演 算 結 果 の 表 示

❹ 単 位 は N回 の 測 定 デ ー タ の う ち 、 最 大 レ ン ジ に お け る 測 定 単 位 で 表 示 し ま す 。

❹ 測 定 回 数 が 設 定 回 数 （N) に 達 す る ま で は 、 そ の 時 点 ま で の 平 均 値 を 表 示 し 、 インジ 

ケ ー タ （DFILT) は 点 滅 し ま す 。 测 定 回 数 が 設 定 回 数 に 達 し た と き イ ン ジ ケ ー タ  

(DFILT) は 点 灯 し ま す 。

〇測 定 値 が レ ン ジ • オ ー バ の 場 合 、 そ の デ ー タ が 移 動 平 均 に 関 わ っ て い る 間 は 、 

OVERLOADが 表 示 さ れ ま す 。

〔例 〕 設 定 回 数 （N) が 5回の 場 合

スムージン グ開始

I
測疋値  Di D 2 D 3 D 4 D 5 D 6 D 7 D 8

⑸ 測 定 状 態 の 変 更

演 算 中 に フ ァ ン ク シ ョ ン 、 レ ン ジ 、 積 分 時 間 な ど 測 定 に 関 す る 項 目 が 変 更 さ れ た 場  

合 、 そ れ ま で の 演 算 結 果 を 無 効 に し 、 新 た に 演 算 を 実 行 し ま す 。

⑹ ス 厶 ー ジ ン グ の 選 択 と ス ム ー ジ ン グ 回 数 の 設 定 方 法

CONFIGURE MATH

□ 、 □ と 順 に 押 し ま す 。

回 0  を 用 い て ”DFILTER” に カ ー ソ ル

ENTER
を 移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定 し ま す 。 

回 回 を 用 い て ” SMOOTHING” にカーソ

ENTER
ル を 移 動 し 、 □ を 押 す と ス ムージ 

ン グ 回 数 設 定 モ ー ド に な り ま す 。

囚 @  を 用 い て 数 値 を 設 定 し て 下 さ い 。

ENTER

□ を 押 す と ス ム ー ジ ン グ 回 数 を 確  

定 し ま す 。

N  =  0 1 0

A T k e y : C H A N G E  NUMBER

S E L E C T  D F I L T E R  

NONE SMOOTHING AVERAGING

S E L E C T  M A T H  F U N C  

DFILTER FORMAT COMPARATOR ►

測 定 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し ま す 。

スムージ ン グ を 実 行 す る に は  口 を 

押 し ま す 。
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5 . 2  デ ジ タ ル • フ ィ ル タ  （D F I L T E R )

5. 2. 2 アベレージング（AVERAGING)

( 1 )  利用例

こ の 機 能 は 測 定 信 号 中 の ノ イ ズ を 軽 減 す る こ と が で き ま す 。 測 定 値 の 平 均 を 指 定 し  

た 回 数 （ア ベ レ ー ジ 回 数 ） 分 を 取 り 、 そ の 平 均 値 を 測 定 値 と す る の で 、 表 示 値 の バ ラ  

ツ キ を 小 さ く す る こ と が で き ま す 。

(2) 対象 デー タ

. 測 定 データ

( 3 )  算出 式

D п =  ---- S D i

Dn : n番 目 の ア ベ レ ー ジ ン グ 結 果  

D i : 対 象 デ ー タ

N : ア ベ レ ー ジ ン グ 設 定 回 数 （2〜 1 0 0 ま で の 整 数 ）

〔例 〕 ア ベ レージ ン グ 回 数 が 4回 の 場 合  

ア ベ レージ ン グ開 始

ル

測疋値 D1 D 2 D 3 D 4 D г, D g D 7 D в D 〇 D i 〇
I I I I

n-1 1/“ D 3 + D 4 十 D 5 + D g )

11-2 i/4( D7 + + D ;) + Di〇 )

⑷ 演 算 結 果 の 表 示

鲁 単 位 は N回 の 測 定 デ ー タ の う ち 、 最 大 レ ン ジ に お け る 測 定 単 位 で 表 示 し ま す 。

籲 測 定 回 数 が 設 定 回 数 （N) に 達 す る ま で は 、 前 の 表 示 値 を 表 示 し ま す 。 た だ し 、 演算 

を 実 行 し 最 初 の 結 果 が 算 出 さ れ る ま で は 、 演 算 結 果 は パ ネ ル に 表 示 さ れ ま せ ん 。

♦ 1 回 で も 測 定 値 が レ ン ジ • オ ー バ の 場 合 、 そ の と き の 演 算 結 果 は OVERLOADが表示さ 

れ ま す 。

(注） 籲 ア ベ レ ー ジ ン グ 実 行 中 の デ ー タ 出 力 は 、 ア ベ レ ー ジ ン グ 回 数 分 、 測 定 を 実 行  

し な け れ ば 新 た に デ ー タ を 出 力 し ま せ ん 。

〔例 〕 ア ベ レ ー ジ ン グ 回 数 を 10回 に 設 定 し た 場 合 、 測 定 を 10回 行 っ た 時 点  

で 1つ の デ ー タ を 出 力 し ま す 。

♦ ア ベ レ ー ジ ン グ 実 行 中 は 、 最 初 の 演 算 結 果 が 出 力 さ れ る ま で FETCh? コマンド  

で の デ ー タ の 読 み 出 し は で き ま せ ん 。

• ア ベ レ ー ジ ン グ 実 行 中 は 、 READ? コ マ ン ド で の デ ー タ の 読 み 出 し は で き ま せ

ん 0
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5 . 2  デ ジ タ ル • フ ィ ル タ  （D F I L T E R )

⑸ 測 定 状 態 の 変 更

演 算 中 に フ ァ ン ク シ ョ ン 、 レ ン ジ 、 積 分 時 間 な ど 測 定 に 関 す る 項 目 を 変 更 し た 場 合 、 

そ れ ま で の 演 算 結 果 を 無 効 に し 、 新 た に 演 算 を 実 行 し ま す 。

⑹ ア ベ レ ー ジ ン グ の 選 択 と ア ベ レ ー ジ ン グ 回 数 の 設 定 方 法

S E L E C T  M A T H  F U  N  С 

DFILTER FORMAT COMPARATOR ►

S E L E C T  D F I L T E R  
NONE SMOOTHING AVERAGING

N  =  0 1 0

▲ ▼ key:CHANGE NUMBER

5 - 1 0

CONFIGURE MATH
□ 、 □ と 順 に 押 し ま す 。

回 0  を 用 い て ”DFILTER” に カ ー ソ ル

を 移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定 し ま す 。

回 回 を 用 い て ”AVERAGING” に カ ー ソ

ENTER
ル を 移 動 し 、 □ を 押 す と ア ベ レ ー  

ジ ン グ 回 数 設 定 モ ー ド に な り ま す 。

E N T E R

固 回 を 用 い て 数 値 を 設 定 し 、 □

を 押 す と ア ベ レ ー ジ ン グ 回 数 を 確 定 し  

ま す 。

H O M E

測 定 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し ま す 。

MATH
ア ベ レ ー ジ ン グ を 実 行 す る に は  □

を 押 し ま す 。
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5 . 3  フ ォ ー マ ッ ト 演 算 （FORMAT)

5. 3 フォーマット演算（FORMAT)

フ ォ ー マ ッ ト 演 算 に は 以 下 の 8種 類 が あ り 、 対 象 デ ー タ に 対 し て 選 択 さ れ た 1種 類 の 演  

算 を 実 行 す る こ と が で き ま す 。

鲁 ス ケ ー リ ン グ

偏差 

擊デルタ 

鲁 デ シ ベ ル 変 換  

* 実 効 値 演 算  

籲 d B m 変換 

♦ 抵 抗 値 温 度 補 正  

鲁 Ptセ ン サ 温 度 測 定

こ の 節 で は 、 各 種 演 算 の 機 能 と 定 数 の 設 定 方 法 を 説 明 し ま す 。

5. 3.1 スケーリング（SCALING)

⑴ 利 用 例

電 圧 を 他 の 物 理 量 に 変 換 す る と き な ど 、 ス ケ ー リ ン グ の 算 出 式 の 定 数 に 変 換 係 数 を  

設 定 す る こ と に よ り 、 直 読 の 測 定 値 を 求 め た い 物 理 量 に 変 換 す る こ と が で き ま す 。

⑵ 対 象 デ ー タ

參測定データ

• デ ジ タ ル • フ ィ ル タ 後 の デ ー タ  

癱 内 部 メ モ リ か ら リ コ ー ル し た デ ー タ

(注） フ ォ ー マ ッ ト 演 算 を 実 行 し 、 内 部 メ モ リ に ス ト ア し た 場 合 、 そ の リ コ ー ル • 

デ ー タ に 再 度 フ ォ ー マ ッ ト 演 算 を 実 行 し よ う と す る と 、 エラー 

( + 1 3 0 :Math error(Duplicate execution) )を 発 生 し 、 フ ォ ー マ ッ ト 演 算 は 実  

行 で き ま せ ん 。

⑶ 算 出 式

D-Y

--------- X  Z

X

R : 演 算 結 果  

D : 対 象 デ ー タ

X : 定 数 （± 9. 9 9 9 9 9 9 9 9 E-17 〜土 9. 9 9 9 9 9 9 9 9 E + 17) 

(注） 0 は除く

Y : 定 数 （± 9. 9 9 9 9 9 9 9 9 E-17 〜 ± 9. 9 9 9 9 9 9 9 9 E + 17) 

Z : 定 数 （± 9. 9 9 9 9 9 9 9 9 E- 1 7〜 ± 9. 9 9 9 9 9 9 9 9 E + 17)

5 - 11 0 7 0 3 3 0
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5 . 3  フ ォ ー マ ッ ト 演 算 （F O R M A T )

⑷ 測 定 値 を 定 数 に す る 場 合

STORE

ス ケ ー リ ン グ 定 数 設 定 モ ー ド （本 項 ⑺ を 參 照 ） で □ を 押 す と 、 測 定 値 を 定 数 に  

設 定 す る こ と が で き ま す 。

測 定 値 が 存 在 し な い 場 合 （例 え ば IDLE状 態 で フ ァ ン ク シ ョ ン を 変 更 し 、 測 定 を ま だ  

開 始 し て い な い よ う な 場 合 ） は、 エ ラ ー （- 2 3 0 :Data corrupt or stale)を 発 生 し ま す 。

⑸ 演 算 結 果 の 表 示

籲 演 算 結 果 の 単 位 は 対 象 デ ー タ の 基 本 単 位 （V，A，Q な ど ） で 表 示 さ れ ま す 。

♦ 演 算 結 果 は 浮 動 小 数 点 の 指 数 表 記 で 表 示 し 、 指 数 値 は 基 本 単 位 に 対 し て 3桁ごと 

(E±0 0，E±0 3，E±0 6，. . .） で 表 し ま す 。

♦ 対 象 デ ー タ が レ ン ジ • オ ー バ の 場 合 、 OVERLOADを 表 示 し ま す 。

--------------------------------------------- 注 意 -----------------------------------------------

ス ケ ー リ ン グ を 実 行 し て い る 間 は 、 実 際 の 測 定 値 は 表 示 し ま せ ん 。 こ の た め 、 入 

カ コネクタや テ ス ト • リ ー ド に 危 険 な 電 圧 が か か っ て も 気 づ か な い 場 合 が あ る の  

で 注 意 し て 下 さ い 。

⑹ 測 定 状 態 の 変 更

演 算 中 に フ ァ ン ク シ ョ ン 、 レ ン ジ 、 積 分 時 間 な ど 測 定 に 関 す る 項 目 が 変 更 さ れ て も  

ス ケ ー リ ン グ 演 算 は 引 き 続 き 実 行 さ れ ま す 。

⑺ ス ケ ー リ ン グ の 選 択 と 定 数 の 設 定 方 法

CONFIGURE MATH

□ 、 □ と 順 に 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て ” FORMAT”に カーソルを

ENTER
移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定 し ま す 。 

回 回 を 用 い て ” SCALING” に カ ー ソ ル

ENTER

を 移 動 し 、 □ を 押 す と ス ケ ー リ ン  

グ を 選 択 し ま す 。

回 0  を 用 い て ” X”，”Y” ま た は ”Z”に

ENTER
カーソルを移 動 し 、 □ を押 す と 、 

ス ケ ー リ ン グ 定 数 設 定 モ ー ド に な り ま

す 。

回 回 固 回 を 用 い て 数 値 を 設 定 し て 下  

さ い 。

STORE

ま た 、 □ を 押 す と 測 定 値 が 設 定 さ  

( ス ケ ー リ ン グ 定 数 X の 設 定 例 ） れ ま す 。

ENTER

П を 押 す と ス ケ ー リ ン グ 定 数 を 確  

定 し ま す 。

X  =  +  1. 0 0 0 0 0 0 0 0 E +  0 0

STORE key : MEASUREMENT DATA

S E L E C T  F O R M A T  
NONE SCALING DEVIATION DELTA ►

S E T  S C A L I N G

S E L E C T  M A T H  F U  N  C 

DFILTER FORMAT COMPARATOR ►

5 12
0 7 0 3 3 0
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デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー  タ

取 扱 説 明 書

5. 3 フ ォ ー マ ッ ト 演 算 （FORMAT)

測 定 表 不 に 民 る に は  □ を 押 し ま す 。

ス ケ ー リ ン グ を 実 行 す る に は  口 を 

押 し ま す 。

5. 3. 2 %  偏差（DEVIATION)

( 1 )  利用例

コ ン パ レ ー タ 演 算 と 組 み 合 わ せ て 抵 抗 等 の 部 品 選 別 に 利 用 で き ま す 。

( 2 )  対象データ

籲 測 定 データ

• デ ジ タ ル • フ ィ ル タ 後 の デ ー タ  

• 内 部 メ モ リ か ら リ コ ー ル し た デ ー タ

(注） フ ォ ー マ ッ ト 演 算 を 実 行 し 内 部 メ モ リ に ス ト ア し た 場 合 、 そ の リ コ ー ル • デ  

一 夕 に 再 度 フ ^ — マ ッ ト 演 算 を 実 行 し よ う と す る と 、 エラー 

( + 1 3 0 :Math error(Duplicate execution) )を 発 生 し 、 フ ォ ー マ ッ ト 演 算 は 実  

行 で き ま せ ん 。

( 3 )  計算式

R : 演 算 結 果  

D : 対 象 データ

X : 定 数 （± 9. 9 9 9 9 9 9 9 9 E- 1 7〜 ± 9. 9 9 9 9 9 9 9 9 E + 17)

⑷ 測 定 値 を 定 数 に す る 場 合

STORE

% 偏 差 定 数 設 定 モ ー ド （本 項 ⑺ を 参 照 ） で □ を 押 す と 、 测 定 値 を 定 数 に 設 定 す  

る こ と が で き ま す 。

測 定 値 が 存 在 し な い 場 合 （例 え ば IDLE状 態 で フ ァ ン ク シ ョ ン を 変 更 し 、 測 定 を ま だ  

開 始 し て い な い よ う な 場 合 ） は、 エ ラ ー （_ 2 3 0 :Data corrupt or stale)を 発 生 し ま す 。

⑸ 演 算 結 果 の 表 示

着 演 算 結 果 の 単 位 は 、 ％ で 表 示 し ま す 。

♦ 演 算 結 果 は 浮 動 小 数 点 の 指 数 表 記 で 表 示 し 、 指 数 値 は ％ に 対 し て 3桁 ご と （E±0 0， 

E±0 3，E±0 6，. . .） で 表 し ま す 。

• 対 象 デ ー タ が レ ン ジ • オ ー バ の 場 合 、 OVERLOADを 表 示 し ま す 。

--------------------------------------------- 注 意 --------------------------- ；-------------------

% 偏 差 を 実 行 し て い る 間 は 、 実 際 の 測 定 値 は 表 示 さ れ ま せ ん 。 こ の た め 、 入カコ 

ネ ク タ や テ ス ト • リ ー ド に 危 険 な 電 圧 が か か っ て も 気 づ か な い 場 合 が あ る の で 注  

意 し て 下 さ い 。

5 - 1 3 0 7 0 3 3 0
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5 . 3  フ ォ ー マ ッ ト 演 算 （F O R M A T )

⑹ 測 定 状 態 の 変 更

演 算 中 に フ ァ ン ク シ ョ ン 、 レ ン ジ 、 積 分 時 間 な ど 測 定 に 関 す る 項 目 が 変 更 し て も 、

% 偏 差 演 算 は 引 き 続 き 実 行 し ま す 。

⑺ ％ 偏 差 の 選 択 と 定 数 の 設 定 方 法

CONFIGURE MATH

回 回 を 用 い て ” FORMAT”に カ ー ソ ル を  

移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定 し ま す 。

回 0  を 用 い て ” DEVIATION” にカーソ

ENTER

ル を 移 動 し 、 □ を 押 す と ％ 偏 差 定  

数 設 定 モ ー ド に な り ま す 。

回 回 固 囹 を 用 い て 数 値 を 設 定 し て 下  

さ い 。

ま た 、 □ を 押 す と 測 定 値 が 設 定 さ  

れ ま す 。

□ を 押 す と ％ 偏 差 定 数 を 確 定 し ま

す 。

HOME
測 定 表 ボ に 民 る に は  □ を 押 し ま す 。

% 偏 差 を 実 行 す る に は  □ を押しま

す 。

5. 3. 3 デルタ（DELTA)

( 1 )  利用例

入 力 信 号 の 微 分 を 表 示 し ま す 。 入 力 信 号 が 安 定 す る と 、 表 示 は 0 に な る の で 圧 力 や  

位 置 セ ン サ 、 温 度 セ ン サ な ど を モ ニ タ し 、 安 定 状 態 に 入 っ た こ と の 判 定 に 利 用 で き ま

す 。

(2) 対象デ ータ

♦ 測 定 デ ー タ  《

鲁 デ ジ タ ル • フ ィ ル タ 後 の デ ー タ  

• 内 部 メ モ リ か ら リ コ ー ル し た デ ー タ

(注） フ ォ ー マ ッ ト 演 算 を 実 行 し 内 部 メ モ リ に ス ト ア し た 場 合 、 そ の リ コ ー ル • デ  

一 夕 に 再 度 フ ォ ー マ ッ ト 演 算 を 実 行 し よ う と す る と 、 エラー 

( + 1 3 0 :Math error(Duplicate execution) )を 発 生 し 、 フ ォ ー マ ッ ト 演 算 は 実  

行 で き ま せ ん 。

X  =  +  1 . 0 0 0 0 0 0 0 0  E +  0 0

STORE key ： MEASUREMENT DATA

S E L E C T  F O R M A T  
NONE SCALING DEVIATION DELTA ►

S E L E C T  M A T H  F U  N  C 

DFILTER FORMAT COMPARATOR ►

0 7 0 3 3 0
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5 . 3  フ ォ ー マ ッ ト 演 算 （F O R M A T )

( 3 ) 算出 式

R =  D t —  D t - 1

R : 演 算 結 果

Dt : 時 刻 t で の 測 定 値

D t - i : 時 刻 t の 1 サ ン プ リ ン グ 前 の 測 定 値

⑷ 演 算 結 果 の 表 不

♦ 単 位 は 、 2 つ の 対 象 デ ー タ の い ず れ か 大 き い 方 の レ ン ジ に お け る 測 定 単 位 で 表 示 し

ま す 。

•  2 つ の 対 象 デ ー タ の い ず れ か が レ ン ジ • オ ー バ の 場 合 、 OVERLOADが 表 示 さ れ ま す 。

像 デ ル タ を 実 行 し た と き の 1回 目 の 結 果 は 表 示 し ま せ ん 。 2回 目 の 対 象 デ ー タ か ら 演  

算 結 果 を 表 示 し ま す 。

(注） • デ ル タ を 実 行 後 、 最 初 の デ ー タ は 出 力 し ま せ ん 。

〔例 〕 デ ル タ を 実 行 後 、 測 定 を 10回 行 っ た 場 合 、 デ ー タ を 出 力 は 9個とな  

り ま す 。

鲁 デ ル タ 実 行 中 は 、 最 初 の 演 算 結 果 が 出 力 さ れ る ま で FETCh? コ マ ン ド で の デ ー  

夕 の 読 み 出 し は で き ま せ ん 。

• デ ル タ 実 行 中 は 、 READ? コ マ ン ド で の デ ー タ の 読 み 出 し は で き ま せ ん 。

參 リ コ ー ル デ ー タ に デ ル タ を 実 行 し 、 GPIВで 演 算 結 果 を 読 み 出 す 場 合 、 一度に  

2つ 以 上 の デ ー タ を リ コ ー ル し な け れ ば 演 算 結 果 は 出 力 し ま せ ん 。

-------------------------------------------- 注 意 -----------------------------------------------

デ ル タ を 実 行 し て い る 間 は 、 実 際 の 測 定 値 は 表 示 し ま せ ん 。 こ の た め 、 人カコネ  

ク タ や テ ス ト • リ ー ド に 危 険 な 電 圧 が か か っ て も 気 づ か な い 場 合 が あ る の で 注 意  

し て 下 さ い 。

⑸ 測 定 状 態 の 変 更

演 算 中 に フ ァ ン ク シ ョ ン 、 レ ン ジ 、 積 分 時 間 な ど 測 定 に 関 す る 項 目 を 変 更 し た 場 合 、 

そ れ ま で の 演 算 デ ー タ を 無 効 に し 、 新 た に 演 算 を 実 行 し ま す 。

5 15 0 7 0 3 3 0



6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー  タ

取 扱 説 明 書

5 . 3  フ ォ ー マ ッ ト 演 算 （F O R M A T )

⑹ デ ル タ の 選 択 方 法

S E L E C T  M A T H  F U N C  
DFILTER FORMAT COMPARATOR ►

CONFIGURE MATH

□ 、 □ と 順 に 押 し ま す 。

回 0  を 用 い て ” FORMAT”に カ ー ソ ル を

ENTER
移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定 し ま す 。

S E L E C T  F O R M A T  

NONE SCALING DEVIATION DELTA ►

回 0  を 用 い て ” DELTA” に カ ー ソ ル を

ENTER
移 動 し 、 □ を 押 す と デ ル タ を 選 択  

し ま す 。

測 定 表 示 に 戻 る に は  口 を 押 し ま す 。

MATH
デ ル タ を 実 行 す る に は  口 を押しま

す0

5 16 0 7 0 3 3 0
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5. 3 フ ォ ー マ ッ ト 演 算 （F O R M A T )

5. 3. 4 dB変換（dB)

( 1 )  利用例

定 数 を 1(1V ) に 設 定 す る と 、 IVを O d B と 算 出 す る こ と が で き ま す 。

ま た 、 定 数 に 基 準 信 号 （例 え ば 増 幅 器 の 入 力 信 号 を 測 定 し 測 定 デ ー タ ） を 定数 と し  

て 設 定 し 、 増 幅 器 の 出 力 信 号 を 測 定 し て 演 算 を 実 行 す れ ば 、 電 圧 利 得 な ど を 算 出 で き  

ま す 。

( 2 )  対象 データ  

♦ 測 定 デ ー タ

• デ ジ タ ル • フ ィ ル タ 演 算 後 の デ ー タ  

♦ 内 部 メ モ リ か ら リ コ ー ル し た デ ー タ

(注） フ ォ ー マ ッ ト 演 算 を 実 行 し 内 部 メ モ リ に ス ト ア し た 場 合 、 そ の リ コ ー ル • デ  

一 夕 に 再 度 フ ォ ー マ ッ ト 演 算 を 実 行 し よ う と す る と 、 エラー 

( + 1 3 0 :Math error(Duplicate execution) )を 発 生 し 、 フ ォ ー マ ッ ト 演 算 は 実  

行 で き ま せ ん 。

⑶ 算 出 式

R =  20 X 1 〇g 1 〇 | - у-  I

R : 演 算 結 果  

D : 対 象 データ

X : 定 数 （± 9. 9 9 9 9 9 9 9 9E-17 〜 ± 9. 9 9 9 9 9 9 9 9 E + 17)

(注） 0 は除く

⑷ 測 定 値 を 定 数 に す る 場 合

STORE

dB変 換 定 数 設 定 モ ー ド （本 項 ⑺ を 参 照 ） で 口 を 押 す と 、 測 定 値 を 定 数 に 設 定 す  

る こ と が で き ま す 。

測 定 値 が 存 在 し な い 場 合 （例 え ば IDLE状 態 で フ ァ ン ク シ ョ ン を 変 更 し 、 測 定 が ま だ  

開 始 さ れ て い な い よ う な 場 合 ） は、 エ ラ ー （_ 2 3 0 :Data corrupt or stale)を発生しま  

す 。

⑸ 演 算 結 果 の 表 示

■ 演 算 結 果 の 単 位 は dBで 表 示 し ま す 。

鲁 演 算 結 果 は 浮 動 小 数 点 の 指 数 表 記 で 表 示 し 、 指 数 値 は dBに 対 し て 3桁 ご と （E±00, 

E±0 3 , E±0 6，. . .） で 表 し ま す 。

籲 対 象 デ ー タ が レ ン ジ • オ ー バ の 場 合 、 OVERLOADが 表 示 さ れ ま す 。

• 対 象 デ ー タ が 0 に な る と エ ラ ー （- 2 6 1 :Math error in expression) を 発 生 し 、 

OVERLOADが 表 示 さ れ ま す 。

--------------------------------------------注 意 ----------------------------------------------

dB変 換 を 実 行 し て い る 間 は 、 実 際 の 測 定 値 は 表 示 し ま せ ん 。 こ の た め 、 入カコネ  

ク タ や テ ス ト • リ ー ド に 危 険 な 電 圧 が か か っ て も 気 づ か な い 場 合 が あ る の で 注 意  

し て 下 さ い 。

5 - 1 7
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デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱 説 明 書

5 . 3  フ ォ ー マ ッ ト 演 算 （F O R M A T )

⑹ 測 定 状 態 の 変 更

演 算 中 に フ ァ ン ク シ ョ ン 、 レ ン ジ 、 積 分 時 間 な ど 測 定 に 関 す る 項 目 を 変 更 し て も 、 

デ シ ベ ル 変 換 は 引 き 続 き 実 行 し ま す 。

⑺ dB変 換 の 選 択 と 定 数 設 定 方 法

S E L E C T  M A T H  F U  N  С 

DFILTER FORMAT COMPARATOR ►

S E L E C T  F O R M A T  

◄  dB RMS dBm OHM-TEMP RTD

CONFIGURE MATH
□ 、 □ と 順 に 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て ” FORMAT”に カ ー ソ ル を

ENTER

移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定 し ま す 。 

回 回 を 用 い て ” dB”に カ ー ソ ル を 移 動

ENTER

し、 口 を 押 す と dB変 換 定 数 設 定 モ  

ー ド に な り ま す 。

X  = +  1 ■ 0 0 0 0 0 0 0 0 E +  0 0

STORE key ：MEASUREMENT DATA

回 回 @ 回 を 用 い て 数 値 を 設 定 し て 下  

さ い 。

STORE
ま た 、 口 を 押 す と 測 定 値 が 設 定 さ  

れ ま す 。

ENTER
□ を 押 す と dB変 換 定 数 を 確 定 し ま

す 。

HOME
測 定 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し ま す 。

MATH
dB変 換 を 実 行 す る に は  口 を押しま

す 。

5. 3. 5 RMS

( 1 ) 利用例

特 に 低 周 波 の 信 号 を 直 流 測 定 し 、 R M S 演 算 す る こ と に よ り 、 精 度 良 く 実 効 値 測 定 が  

行 え ま す 。

⑵ 対 象 デ ー タ

♦ 測 定 デ ー タ

♦ デ ジ タ ル • フ ィ ル タ 後 の デ ー タ  

♦ 内 部 メ モ リ か ら リ コ ー ル し た デ ー タ

(注） フ ォ ー マ ッ ト 演 算 を 実 行 し 、 内 部 メ モ リ に ス ト ア し た 場 合 、 そ の リ コ ー ル • 

デ ー タ に 再 度 フ ォ ー マ ッ ト 演 算 を 実 行 し よ う と す る と 、 エラー 

( + 1 3 0 :Math error(Duplicate execution) )を 発 生 し 、 フ ォ ー マ ッ ト 演 算 は 実  

行 で き ま せ ん 。

5 - 1 8
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5. 3 フ ォ ー マ ッ ト 演 算 （F O R M A T )

⑶ 算 出 式

N

R : 演 算 結 果  

D к : 対 象 デ ー タ

N : R M S サ ン プ ル 数 （2〜1 0 0 0 0 ま で の 整 数 ）

⑷ 演 算 結 果 の 表 示

⑩ 単 位 は N回 の 対 象 デ ー タ の う ち 、 最 大 レ ン ジ に お け る 測 定 単 位 で 表 示 し ま す 。

♦ 測 定 回 数 が 設 定 回 数 （N) に 達 す る ま で は 前 の 表 示 値 を 表 示 し ま す 。 た だ し 、 演算を  

実 行 し 、 最 初 の 結 果 を 算 出 す る ま で 演 算 結 果 は パ ネ ル に 表 示 さ れ ま せ ん 。

♦ 1回 で も 測 定 値 が レ ン ジ • オ ー バ の 場 合 、 そ の と き の 演 算 結 果 は OVERLOADが表示さ 

れ ま す 。

(注）

•  R M S 実 行 中 の デ ー タ 出 力 は 、 R M S 回 数 分 、 測 定 を 実 行 し な け れ ば 新 た に デ ー  

夕 を 出 力 し ま せ ん 。

〔例 〕 R M S 回 数 を 10回 に 設 定 し た 場 合 、 測 定 を 10回 行 っ た 時 点 で 1つのデ  

一 夕 を 出 力 し ま す 。 •

•  R M S 実 行 中 は 、 最 初 の 演 算 結 果 が 出 力 さ れ る ま で FETCh? コ マ ン ド で の デ ー タ  

の 読 み 出 し は で き ま せ ん 。

•  R M S 実 行 中 は 、 READ? コ マ ン ド で の デ ー タ の 読 み 出 し は で き ま せ ん 。

參 リ コ ー ル デ ー タ に R M S を 実 行 し 、 GPIBで 演 算 結 果 を 読 み 出 す 場 合 、 一 度 に RMS 

回 数 の 倍 数 分 デ ー タ を リ コ ー ル し な け れ ば 演 算 結 果 は 出 力 し ま せ ん 。

〔例 〕 R M S 回 数 を 10回 に 設 定 し た 場 合 、 リ コ ー ル デ ー タ 数 を 10, 20, 3 0… 

個 な ど の よ う に 設 定 し て 下 さ い 。

⑹ 測 定 状 態 の 変 更  ‘

演 算 中 に フ ァ ン ク シ ョ ン 、 レ ン ジ 、 積 分 時 間 な ど 測 定 に 関 す る 項 目 を 変 更 し た 場 合 、 

そ れ ま で の 演 算 デ ー タ を 無 効 に し 、 新 た に 演 算 を 実 行 し ま す 。
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5 . 3  フ ォ ー マ ッ ト 演 算 （FORMAT)

⑺ R M S の 選 択 と R M S 回 数 の 設 定 方 法

S E L E C T  M A T H  F U N C  

DFILTER FORMAT COMPARATOR ►

S E L E C T  F O R M A T  

◄  dB RMS dBm OHM-TEMP RTD

N  =  0 0 0 1 0

◄  ►  A T k e y : C H A N G E  NUMBER

CONFIGURE MATH
□ 、 □ と 順 に 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て ” FORMAT”に カ ー ソ ル を

移 動 し 、 口 を 押 す と 確 定 し ま す 。

回 回 を 用 い て ”RMS” に カ ー ソ ル を 移

ENTER
動 し 、 口 を 押 す と R M S 回 数 設 定 モ  

ー ド に な り ま す 。

回 回 固 回 を 用 い て 数 値 を 設 定 し て 下  

さ い 。

ENTER
□ を 押 す と R M S 回 数 を 確 定 し ま す 。

測 定 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し ま す 。

MATH
R M S を 実 行 す る に は  □ を 押 し ま す 。
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5. 3 フ ォ ー マ ッ ト 演 算 （FORMAT)

5. 3. 6 dBm 変換（dBm)

( 1 ) 利用例

電 圧 を 測 定 し た と き の 測 定 イ ン ピ ー ダ ン ス を 定 数 に 設 定 す る と 、 電 力 利 得 の 計 算 が  

で き ま す 。

⑵ 対 象 デ ータ  

♦ 測 定 データ

籲 デ ジ タ ル • フ ィ ル タ 後 の デ ー タ  

籲 内 部 メ モ リ か ら リ コ ー ル し た デ ー タ

(注） フ ォ ー マ ッ ト 演 算 を 実 行 し 内 部 メ モ リ に ス ト ア し た 場 合 、 そ の リ コ ー ル • デ  

一 夕 に 再 度 フ ォ ー マ ッ ト 演 算 を 実 行 し よ う と す る と 、 エラー 

( + 1 3 0 :Math error(Duplicate execution) )を 発 生 し 、 フ ォ ー マ ッ ト 演 算 は 実  

行 で き ま せ ん 。

⑶ 演 算 式

R = 1 0  X  logi 〇
D 2/X

i〇-3

R : 演 算 結 果  

D : 対 象 デ ー タ

X : 定 数 （1.0 0 0 0 0 0 0 0 E- 1 7〜 9. 9 9 9 9 9 9 9 9 E + 17)

( 測 定 イ ン ピ ー ダ ン ス ）

⑷ 測 定 値 を 定 数 に す る 場 合

STORE

d B m 変 換 定 数 設 定 モ ー ド （本 項 ⑺ を 参 照 ） で □ を 押 す と 、 測 定 値 を 定 数 に 設 定  

す る こ と が で き ま す 。

測 定 値 が 存 在 し な い 場 合 （例 え ば IDLE状 態 で フ ァ ン ク シ ョ ン を 変 更 し 、 測 定 を ま だ  

開 始 し て い な い よ う な 場 合 ） は、 エ ラ ー （- 2 3 0 :Data corrupt or stale)を 発 生 し ま す 。

⑸ 演 算 結 果 の 表 示

♦ 演 算 結 果 の 単 位 は d B m で 表 示 し ま す 。

♦ 演 算 結 果 は 浮 動 小 数 点 の 指 数 表 記 で 表 示 し 、 指 数 値 は d B m に 対 し て 3桁 ご と （E±00, 

E±0 3，E±0 6，. . .） で 表 し ま す 。

• 対 象 デ ー タ が レ ン ジ • オ ー バ の 場 合 、 OVERLOADが 表 示 さ れ ま す 。

• 対 象 デ ー タ が 0 に な る と エ ラ ー （- 2 6 1 :Math error in expression) を 発 生 し 、 

OVERLOADが 表 示 さ れ ま す 。

--------------------------------------- 注 意 -------------- ---------------------------

d B m 変 換 を 実 行 し て い る 間 は 、 実 際 の 測 定 値 は 表 示 し ま せ ん 。 こ の た め 、 入カコ 

ネ ク タ や テ ス ト • リ ー ド に 危 険 な 電 圧 が か か っ て も 気 づ か な い 場 合 が あ る の で 注  

意 し て 下 さ い 。

5 - 21
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5. 3 フ ォ ー マ ッ ト 演 算 （FORMAT)

⑹ 測 定 状 態 の 変 更

演 算 中 に フ ァ ン ク シ ョ ン 、 レ ン ジ 、 積 分 時 間 な ど 測 定 に 関 す る 項 目 を 変 更 さ れ て も 、 

d B m 変 換 は 引 き 続 き 実 行 し ま す 。

⑺ d B m 変 換 の 選 択 と 定 数 の 設 定 方 法

S E L E C T  M A T H  F U  N  С 

DFILTER FORMAT COMPARATOR ►

S E L E C T  F O R M A T  

◄  dB RMS dBm OHM-TEMP RTD

X  = +  1 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E +  0 0

STORE key : MEASUREMENT DATA

CONFIGURE MATH

□ 、 □ と 順 に 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て ”FORMAT”に カ ー ソ ル を

移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定 し ま す 。

回 回 を 用 い て ” dBm” に カ ー ソ ル を 移

ENTER

動 し 、 口 を 押 す と dBm変 換 定 数 設  

定 モ ー ド に な り ま す 。

回 0 0 0  を 用 い て 数 値 を 設 定 し て 下  

さ い 。

STORE
ま た 、 □ を 押 す と 測 定 値 が 設 定 さ  

れ ま す 。

ENTER
□ を 押 す と dBm変 換 定 数 を 確 定 し  

ま す 。

HOME
測 定 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し ま す 。

MATH
d B m 変 換 を 実 行 す る に は  □ を押し 

ま す 。

5.3.7 抵抗値温度補正（OHM TEMP)

( 1 )  利用例

抵 抗 測 定 フ ァ ン ク シ ョ ン に 設 定 し ま す 。

軟 導 線 （IEC標 準 軟 銅 ） の 温 度 Т°Сで の 抵 抗 値 を 20°C の 抵 抗 値 に 換 算 す る も の で 、 電 

線 メ ー カ な ど で 利 用 さ れ て い ま す 。

( 2 )  対 象 データ

籲測定データ

♦ デ ジ タ ル • フ ィ ル タ 演 算 後 の デ ー タ  

♦ 内 部 メ モ リ か ら リ コ ー ル し た デ ー タ

( 注 ） フ ォ ー マ ッ ト 演 算 を 実 行 し 内 部 メ モ リ に ス ト ア し た 場 合 、 そ の リ コ ー ル • デ  

一 夕 に 再 度 フ ォ ー マ ッ ト 演 算 を 実 行 し よ う と す る と 、 エラー 

( + 1 3 0 :Math error(Duplicate execution) )を 発 生 し 、 フ ォ ー マ ッ ト 演 算 は 実  

行 で き ま せ ん 。

0 7 0 3 3 0
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5 . 3  フ ォ ー マ ッ ト 演 算 （F O R M A T )

⑶ 算 出 式

n =  Rx x 1000

20 1 + 0 . 0 0 3 9 3 CT-20) L

R 2〇 :丨貝算結果 

Rx : 対 象 デ ー タ

T : 室 温 定 数 （-100. 0〜+  100. 0°C )

L : 長 さ 定 数 （1. 0 0 0 0 0 0 0 0E-1 了〜9. 9 9 9 9 9 9 9 9 E + 17m)

⑷ 演 算 結 果 の 表 不

* 演 算 結 果 の 単 位 は 、 抵 抗 値 の 基 本 単 位 （Q ) で 表 示 し ま す 。

♦ 演 算 結 果 は 浮 動 小 数 点 の 指 数 表 記 で 表 示 し 、 指 数 値 は Q に 対 し て 3桁 ご と （E±00, 

E 土 0 3，E 土 0 6，. . .） で 表 し ま す 。

• 対 象 デ ー タ が レ ン ジ • オ ー バ の 場 合 、 OVERLOADが 表 示 さ れ ま す 。

----------------------------------------------- 汪 意 -------------------------------------------------

抵 抗 温 度 補 正 を 実 行 し て い る 間 は 、 実 際 の 測 定 値 は 表 示 し ま せ ん 。 こ の た め 、 入 

カ コ ネ ク タ や テ ス ト • リ ー ド に 危 険 な 電 圧 が か か っ て も 気 づ か な い 場 合 が あ る の  

で 注 意 し て 下 さ い 。

( 5 ) 測 定 状 態 の 変 更

演 算 中 に フ ァ ン ク シ ョ ン 、 レ ン ジ 、 積 分 時 間 な ど 測 定 に 関 す る 項 目 を 変 更 し て も 、 

抵 抗 温 度 補 正 は 引 き 続 き 実 行 し ま す 。

⑹ 抵 抗 温 度 補 正 の 選 択 と 定 数 の 設 定 方 法

S E L E C T  M A T H  F U N C  

DFILTER FORMAT COMPARATOR ►

S E L E C T  F O R M A T  

◄  dB RMS dBm OHM-TEMP RTD

CONFIGURE MATH

□ 、 □ と 順 に 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て ”FORMAT”に カ ー ソ ル を

ENTER

移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定 し ま す 。 

回 回 を 用 い て ” 0НМ-ТЕМР”に カ ー ソ ル

ENTER

を 移 動 し 、 □ ' を 押 す と 抵 抗 温 度 補  

正 を 選 択 し ま す 。

5 - 2 3
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5 . 3  フ ォ ー マ ッ ト 演 算 （FORMAT)

( 温 度 定 数 の 設 定 ）

5. 3. 8

回 0  を 用 い て ”TEMP”に カ ー ソ ル を 移

ENTER
動 し 、 □ を 押 す と 室 温 定 数 設 定 モ  

ー ド に な り ま す 。

回 0 0 回 を 用 い て 数 値 を 設 定 し 、

ENTER

□ を 押 す と 室 温 定 数 を 確 定 し ま す 。

測 定 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し ま す 。

( 長 さ 定 数 の 設 定 ）

T E M P  =  + 0 2 0 . 0  °C

◄  ►  A T k e y : C H A N G E  NUMBER

C O N F I G U R E  O H M - T E M P  

TEMP LENGTH

回 回 を 用 い て ” LENGTH”に カ ー ソ ル を

ENTER

移 動 し 、 □ を 押 す と 長 さ 定 数 設 定  

モ ー ド に な り ま す 。

回 回 固 0  を 用 い て 数 値 を 設 定 し 、

ENTER
□ を 押 す と 長 さ 定 数 を 確 定 し ま す 。

測 定 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し ま す 。

抵 抗 温 度 補 正 を 実 行 す る に は  □ を 

押 し ま す 。

RTD

C O N F I G U R E  O H M - T E M P  

TEMP LENGTH

L = 1 . 0 0 0 0  0 0 0 0 0  E + 0 0  

◄  ► A T k e y : C H A N G E  NUMBER

⑴ 利 用 例

抵 抗 測 定 フ ァ ン ク シ ョ ン に 設 定 し ま す 。

P t l O Oを 抵 抗 測 定 し て 温 度 表 示 す る こ と が で き ま す 。 

温 度 変 化 の モ ニ タ と し て 利 用 で き ま す 。

⑵ 対 象 デ ー タ

籲 測 定 データ

• デ ジ タ ル • フ ィ ル タ 後 の デ ー タ  

籲 内 部 メ モ リ か ら リ コ ー ル し た デ ー タ

( 注 ） フ ォ ー マ ッ ト 演 算 を 実 行 し 内 部 メ モ リ に ス ト ア し た 場 合 、 そ の リ コ ー ル • デ  

一 夕 に 再 度 フ ォ ー マ ッ ト 演 算 を 実 行 し よ う と す る と 、 エラー 

( + 1 3 0 :Math error(Duplicate execution) )を 発 生 し 、 フ ォ ー マ ッ ト 演 算 は 実  

行 で き ま せ ん 。
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5 . 3  フ ォ ー マ ッ ト 演 算 （F O R M A T )

⑶ 算 出 式

J I S の C- 1 6 0 4の P t l O Oの 基 準 抵 抗 値 か ら 温 度 を 計 算 し ま す 0  

① - 2 0 0°cか ら 0°Cの範囲

R t =  R〇 (H A t l B t H C (t- lOO) t3)

② О °C か ら 650°C の範囲

R t =  R〇 (1+At+Bt 2)

t : 演 算 結 果  

R t : 対 象 データ  

R〇 : 基 準 抵 抗 値  

А : 定 数 （ + 3. 9 0 8 0 2Е- 3°С 一1) 

В : 定 数 （-5. 8 0 2Е-ГС— 2)

С : 定 数 （-4 . 2 7 3 5Е- 1 2°С 一4)

⑷ 目 盛 選 択

IPTS6 8、 ITS9 0 の 2種 類 か ら 選 択 で き ま す 。

• IPTS68

『 19 6 8年 国 際 実 用 温 度 目 盛 』 に 基 づ い た 温 度 （演 算 結 果 ） を 出 力 し ま す 。

• ITS90

『 19 9 0年 国 際 温 度 目 盛 』 に 基 づ い た 温 度 （演 算 結 果 ） を 出 力 し ま す 。

⑸ 単 位 選 択

摂 氏 （°С) 、 華 氏 （°F ) 、 ケ ル ビ ン （К)、 の 3種 類 か ら 選 択 で き ま す 。

⑹ 演 算 結 果 の 表 示

* 演 算 結 果 の 小 数 点 位 置 は 、 レ ン ジ に 依 存 せ ず 固 定 で す 。

鲁 単 位 は 選 択 し た 温 度 単 位 （°C 、 °F 、К の い ず れ か ） で 表 示 し ま す 。

• 対 象 デ ー タ が レ ン ジ • オ ー バ の 場 合 、 OVERLOADが 表 示 さ れ ま す 。

• 対 象 デ ー タ が 1 8 Q か ら 340 Q の 範 囲 外 の 場 合 、 エラー

(- 2 6 1 :Math error in expression) を 発 生 し 、 OVERLOADが 表 示 さ れ ま す 。

( 注 ） こ の 演 算 は 、 JIS- 1 6 0 4の Pt基 準 抵 抗 値 を も と に 温 度 換 算 し た も の で 、 基準抵  

抗 値 よ り ず れ た も の を 使 用 す る と 、 誤 差 が 発 生 す る の で 注 意 し て 下 さ い 。

----------------------------------------------------- 注 意 -------------------------------------------------------

R T D を 実 行 し て い る 間 は 、 実 際 の 測 定 値 は 表 示 し ま せ ん 。 こ の た め 、 入カコネク  

夕 や テ ス ト • リ ー ド に 危 険 な 電 圧 が か か っ て も 気 づ か な い 場 合 が あ る の で 注 意 し  

て 下 さ い 。
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5 . 3  フ ォ ー マ ッ ト 演 算 （F O R M A T )

⑺ RTDの 選 択 と 単 位 の 設 定 方 法

S E L E C T  M A T H  F U N С 
DFILTER FORMAT COMPARATOR ►

□ 、 □ と 順 に 押 し ま す 。

回 0  を 用 い て ” FORMAT”に カ ー ソ ル を

ENTER
移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定 し ま す 。

S E L E C T  F O R M A T  

◄ (IB RMS dBm OHM-TEMP RTD
回 回 を 用 い て ”RTD” に カ ー ソ ル を 移

ENTER
動 し 、 口 を 押 す と RTDを選択しま

す 。

( 目 盛 の 設 定 ）

C O N F I G U R E  RTD 
ITS UNIT

回 0  を 用 い て ” ITS” を 選 択 し 、 口 

を 押 す と 目 盛 設 定 モ ー ド に な り ま す 。

S E L E C T ITS
IDTS68 ITS90

回 回 を 用 い て 目 盛 を 選 択 し 、 □ 

を 押 す と 確 定 し ま す 。

測 定 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し ま す 。

( 単 位 の 設 定 ）

C O N F I G U R E  RTD 
ITS UNIT

回 0  を 用 い て ” UNIT”を 選 択 し 、 口 

を 押 す と 単 位 設 定 モ ー ド に な り ま す 。

ENTER
回 回 を 用 い て 単 位 を 選 択 し 、 □ 

を 押 す と 確 定 し ま す 。

測 定 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し ま す 。 

RTDを 実 行 す る に は  口 を 押 し ま す 。

0 7 0 3 3 0
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5. 4 コ ン パ レ ー タ （C O M P A R A T O R )

5. 4 コンパレータ（COMPARATOR)

⑴ 利 用 例

抵 抗 や 半 導 体 な ど の 電 子 部 品 の 生 産 ラ イ ン で PASS， FAILを 目 的 に 応 じ て 組 み 合 わ せ  

る こ と に よ り 、 効 率 良 く 選 別 が 行 え ま す 。

⑵ 対 象 デ ー タ

♦ 測 定 デ ー タ

籲 デ ジ タ ル • フ ィ ル タ 後 の デ ー タ  

• フ ォ ー マ ッ ト 演 算 後 の デ ー タ  

• 内 部 メ モ リ か ら リ コ ー ル し た デ ー タ

(注） コ ン パ レ ー タ 結 果 を 内 部 メ モ リ に ス ト ア し た 場 合 、 そ の リ コ ー ル • デ ー タ に  

再 度 コ ン パ レ ー タ を 実 行 し よ う と す る と 、 エ ラ ー （ + 1 3 0 :Math error 

(Duplicate execution) )を 発 生 し 、 コ ン パ レ ー タ は 実 行 で き ま せ ん 。

⑶ 算 出 式

① UP領域 

U <  D

② M I D 領域

L ^  D ^  U

③ L O W 領域 

D <  L

領域図

UP領域

U ---------------

M I D 領域

L --------------

L O W 領域

D : 対 象 デ ー タ

U : 上 限 値 （± 9. 9 9 9 9 9 9 9 9Е- 5 1〜 ± 9. 9 9 9 9 9 9 9 9Е + 51)

L : 下 限 値 （± 9. 9 9 9 9 9 9 9 9Е- 5 1〜 ± 9. 9 9 9 9 9 9 9 9Е + 51)

⑷ 定 数 設 定

① 測 定 値 を 定 数 に す る 場 合

STORE
コ ン パ レ ー タ の 上 限 値 、 下 限 値 設 定 モ ー ド （本 項 ⑺ を 參 照 ） で □ を 押 す と 、 

測 定 値 を 定 数 に 設 定 す る こ と が で き ま す 。

測 定 値 が 存 在 し な い 場 合 （例 え ば IDLE状 態 で フ ァ ン ク シ ョ ン を 変 更 し 、 測定をま 

だ 開 始 し て い な い よ う な 場 合 ） は、 エ ラ ー （- 2 3 0 :Data corrupt or stale)を発生し  

ま す 。
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5 . 4  コ ン パ レ ー タ （C O M P A R A T O R )

② 領 域 の PASS、 FAIL指定

各 領 域 （UP、 M I D 、 LOW)で PASSか FAILの 指 定 が で き ま す 。

UP領域

M I D 領域

L O W 領域

目 的 に 応 じ て 、 PASS、 FAILを 組 み 合 わ せ て 使 用 し て 下 さ い 。 

③ ブ ザ ー の 設定

コ ン パ レ ー タ の 結 果 に ]Й じ た ブ ザ ー 出 力 を 設 定 で き ま す 。 

OFF : ブ ザ ー を 鳴 ら し ま せ ん 。

PASS : 対 象 デ ー タ の 結 果 が PASSの と き に 鳴 ら し ま す 。

FAIL : 対 象 デ ー タ の 結 果 が FAILの と き に 鳴 ら し ま す 。

(注） こ こ で の ブ ザ ー は メ ニ ュ ー の ブ ザ ー に 依 存 し ま せ ん 。

⑸ 演 算 結 果 の 表 示

_ 演 算 結 果 を 下 の ド ッ ト に 表 示 し ま す 。

+  1 1 9 . 9 9 9 9 9 m  V  D  С

PASS

例 ⑵

PASS

U ---------

FAIL

L — -̂----

PASS

例 （1)

FAIL

и —

PASS

L —

FAIL

•  UPPER 値く L ⑽ ER 値 に 設 定 す る と 、 エ ラ ー （- 2 2 1 :Illegal parameter value 

(lower iimit>upper limit) )を 発 生 し 、 E R R を 表 示 し ま す 。

+  1 1 9 . 9 9 9 9 9 m  V  D  C

ERR

5 28
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5 . 4  コ ン パ レ ー タ （C O M P A R A T O R )

⑹ 背 面 パ ネ ル の 接 点 信 号 出 力

背 面 パ ネ ル の コ ン パ レ ー タ 出 力 端 子 は 、 オ ー プ ン • コ ネ ク タ 出 力 と な っ て い ま す 0  

コ ン パ レ ー タ 出 力 の 使 用 条 件 は 、 最 大 出 力 電 圧 V〇.max = 5 0V、 最 大 出 力 （吸 い 込 み ） 

電 流 lsinic,max = 0 .ЗАで す 。 し た が っ て 、 コ ン パ レ ー タ 出 力 端 子 に 加 え る 電 圧 V。、 電流 

Isinkの 大 き さ が 、 こ の 使 用 条 件 の 範 囲 内 に な る よ う に 負 荷 R Lま た は 負 荷 電 圧 V L を決 

定 し て 下 さ い 。

コ ン パ レ ー タ 出 力 の ト ラ ン ジ ス タ は 、 演 算 結 果 が PASSの と き に タ ー ン • オ ン 、 FAIL 

の と き に タ ー ン • オ フ し ま す 。 [図5 - 1 ]に コ ン パ レ ー タ 出 力 の 内 部 回 路 を 示 し ま す 。

v 〇 1

FAIL PASS

図 5 - 1 コ ン パ レ ー タ 出 力 の 内 部 回 路

5 - 2 9 0 7 0 3 3 0
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5 . 4  コ ン パ レ ー タ （C O M P A R A T O R )

( 7 ) コ ン パ レ ー タ の 選 択 と 設 定 方 法

S E L E C T  M A T H  F U  N  С 

DFILTER FORMAT COMPARATOR ►

S E T

OFF ON

C O M P A R A T O R

CONFIGURE MATH

□ 、 □ と 順 に 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て ” COMPARATOR”にカーソ

ENTER
ル を 移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定 し ま

す 。

回 0  を 用 い て ” 0Г に カ ー ソ ル を 移 動

ENTER
し、 □ を 押 す と コ ン パ レ ー タ を 選  

択 し ま す 。

( 上 限 値 の 設 定 ）

測 定 表 不 に 民 る に は  □ を 押 し ま す 。

MATH
コ ン パ レ ー タ を 実 行 す る に は  □ を 

押 し ま す 。

C O N F I G  C O M P A R A T O R  

UPPER LOWER SET-PASS BEEPER

回 回 を 用 い て ”UPPER” に カ ー ソ ル を

ENTER

移 動 し 、 □ を 押 す と 上 限 値 設 定 モ  

ー ド に な り ま す 。

U P  =  + 0 .  0 0 0 0 0 0 0 0  E +  0 0

STORE key : MEASUREMENT DATA

回 0 固 回 を 用 い て 数 値 を 設 定 し て 下  

さ い 。

STORE

ま た 、 口 を 押 す と 測 定 値 が 設 定 さ  

れ ま す 。

( 下 限 値 の 設 定 ）

□ を 押 す と 上 限 値 を 確 定 し ま す 。

HOME
測 定 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し ま す 。

C O N F I G  C O M P A R A T O R  

UPPER LOWER SET-PASS BEEPER

回 回 を 用 い て ” LOWER” に カ ー ソ ル を

ENTER

移 動 し 、 □ を 押 す と 下 限 値 設 定 モ  

ー ド に な り ま す 。

L О =  +  0 . 0 0 0 0 0 0 0  0 Е +  0 0

STORE key ： MEASUREMENT DATA

回 回 回 回 を 用 い て 数 値 を 設 定 し て 下  

さ い 。

STORE

ま た 、 □ を 押 す と 測 定 値 が 設 定 さ  

れ ま す 。

□ を 押 す と 下 限 値 を 確 定 し ま す 。

測 定 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し ま す 。

0 7 0 3 3 0
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5 . 4  コ ン パ レ ー タ （C O M P A R A T O R )

( 各 領 域 PASS、 FAILの 設 定 ）

--------------------------------------------------1 回 E ! を 用 い て ” SET-PASS”に カ ー ソ ル

C O N F I G  C O M P A R A T O R  e n t e r

UPPER LOWER SET-PASS BEEPER を 移 動 し 、 口 を 押 す と 各 領 域 の

--------------------------------------------------1 PASS、 FAIL設 定 モ ー ド に な り ま す 。

S E T  P A S S  

UP:FAIL MID:PASS LOWrFAIL

回 回 @ 回 を 用 い て PASS、 FAILを設定

ENTER
し、 口 を 押 す と 各 領 域 の PASS、

FAILを 確 定 し ま す 。

HOME
測 定 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し ま す 。

( ブ ザ ー の 設 定 ）

----------------------------------------------------- 1 回 0  を 用 い て ” BEEPER”に カ ー ソ ル を

C O N F I G  C O M P A R A T O R  e n t e r

UPPER LOWER SET-PASS BEEPER 移 動 し 、 口 を 押 す と ブ ザ ー 設 定 モ

------------------- -̂-----------------------------1 ー ド に な り ま す 。

S E T  B E E P E R  

OFF FAIL PASS

回 0  を 用 い て コ ン パ レ ー タ の 結 果 に

ENTER
応 じ た ブ ザ ー を 設 定 し 、 □ を押す  

と 確 定 し ま す 。

測 定 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し ま す 。
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5 . 5  統 計 演 算 （S Т А Т I S Т I C S )

5. 5 統計演算（STATISTICS)

( 1 )  利用例

ノ イ ズ の P-P値 の 測 定 や 同 ー ロ ッ ト 内 に 生 産 さ れ た 電 子 部 品 の 標 準 偏 差 を 求 め る こ  

と に よ り 、 品 質 管 理 に 利 用 で き ま す 。

( 2 )  対象 デー タ

鲁 測定データ

籲 デ ジ タ ル • フ ィ ル タ後のデータ  

♦ フ ^ — マ ッ ト 演 算 後 の デ ー タ  

癱 内 部 メ モ リ か ら リ コ ー ル し た デ ー タ

( 3 )  算出 式

①  サ ン プ ル 数

RN =  N- ( レ ン ジ • オ ー バ • デ ー タ 数 ）

②  最大 値

Rmax = 対 象 デ ー タ N個 中 の 最 大 値

③  最小値

Rm !N = 対 象 デ ー タ N個 中 の 最 小 値

④  平均値

1 Rn

Rave —  S D к
Rn k==1

⑤  バ ラ ツ キ 幅

R P- P —  I RmA X —  RmIN I

⑥  標 準 偏 差

R о
へ/二 V R n -1

R n

S (Dk _  Ra v e ) 
к =1
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5 . 5  統 計 演 算 （S Т А Т I S Т I C S )

⑦ Upper Control Line

Rucl —  Rave +3 X R ¢7 

®  Lower Control Line

Rlcl —  Rave _ 3 X R ¢7

D k : 対 象 データ

N : 設 定 定 数  （2〜 1 0 0 0 0 の 整 数 ）

Rn : サ ン プ ル 数 （2〜 1 0 0 0 0 の 整 数 ）

R М A X : 最 大 値  

Rm i n  : 最 小 値  

r a v e : 平 均 値

Rp- p : バ フ ツ キ 幅

R a  : 標 準 偏 差

Rucl : Upper Control Line

Rlcl : Lower Control Line

⑷ 演 算 結 果 の 表 示

鲁 各 結 果 の 表 示 形 式 を 以 下 に 示 し ま す 。

①  サ ン プ ル 数 ： Rn

単 位 な し の 整 数

②  最 大 値 ： Rm a x

対 象 デ ー タ と 同 じ 形 式 で 表 示 し ま す 。

③  最 小 値 ： Rm I N

対 象 デ ー タ と 同 じ 形 式 で 表 示 し ま す 。

④  平 均 値 ： Ra v e

參 対 象 デ ー タ と 同 じ 形 式 で 表 示 し ま す 。

參 対 象 デ ー タ が SI単 位 系 の 単 位 用 接 頭 語 （к, Ш, # な ど ） を 用 い た 単 位 表 示 の 場 合 、 

R n 回 の 対 象 デ ー タ の う ち 最 大 レ ン ジ に お け る 単 位 で 表 示 し ま す 。

⑤  バ フ ツ キ 幅 ： R p 一 p

♦ 対 象 デ ー タ と 同 じ 形 式 で 表 示 し ま す 。

籲 対 象 デ ー タ が SI単 位 系 の 単 位 用 接 頭 語 （к, m, //な ど ） を 用 い た 単 位 表 示 の 場 合 、 

最 大 値 、 最 小 値 の い ず れ か 大 き い レ ン ジ に お け る 単 位 で 表 示 し ま す 。

⑥  標 準 偏 差 ： R a

固 定 小 数 点 の 指 数 表 記 で 表 示 し ま す 。
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5 . 5  統 計 演 算 （S Т А Т I S Т I C S )

©  Dpper Control Line : Rucl

♦ 対 象 デ ー タ と 同 じ 形 式 で 表 不 し ま す 。

♦ 対 象 デ ー タ が SI単 位 系 の 単 位 用 接 頭 語 （к，т， дな ど ） を 用 い た 単 位 表 示 の 場 合 、

RN回 の 対 象 デ ー タ の う ち 最 大 レ ン ジ に お け る 単 位 で 表 示 し ま す 。

⑧ Lower Control Line : Rlcl

♦ 対 象 デ ー タ と 同 じ 形 式 で 表 示 し ま す 。

參 対 象 デ ー タ が SI単 位 系 の 単 位 用 接 頭 語 （k，m， //な ど ） を 用 い た 単 位 表 示 の 場 合 、

R n回 の 対 象 デ ー タ の う ち 最 大 レ ン ジ に お け る 単 位 で 表 不 し ま す 。

(注） _ 対 象 デ ー タ が 2個 未 満 の と き 統 計 演 算 は 実 行 で き ま せ ん 。

♦ パ ネ ル か ら 統 計 演 算 結 果 を 読 み 出 す と 測 定 は 強 制 的 に IDLE状 態 に な り ま す 。 

參 対 象 デ ー タ が レ ン ジ • オ ー バ の 場 合 、 そ の デ ー タ を 除 い て 演 算 を 継 続 し ま

す 。

〔例 〕 統 計 回 数 が 10回 で 対 象 デ ー タ の 中 で 2個 の デ ー タ が レ ン ジ • オ ー  

バ の 場 合 、 サ ン プ ル 数 は 8個 と な り 演 算 を 終 了 し ま す 。

* 統 計 演 算 を 途 中 で 終 了 し た と き の 統 計 演 算 結 果 は 、 演 算 が 終 了 し た 時 点 ま  

で の 測 定 デ ー タ に 対 す る も の で す 。

⑸ 測 定 状 態 の 変 更

演 算 中 に フ ァ ン ク シ ョ ン 、 レ ン ジ 、 積 分 時 間 な ど 測 定 に 関 す る 項 目 が 変 更 さ れ た 場  

合 、 そ れ ま で の 演 算 デ ー タ を 無 効 に し 、 新 た に 演 算 を 実 行 し ま す 。

⑹ キ ー 操 作 で の 統 計 演 算 回 数 設 定 時 の 注 意 点

MATH
統 計 演 算 は 、 他 の 演 算 （DFILTER， FORMAT， COMPARATOR) 同 様 、 口 を 押 し た 時 点

で 演 算 を 実 行 し ま す 。

演 算 実 行 中 （パ ネ ル の ”MATH”イ ン ジ ケ ー タ 点 灯 時 ） に 統 計 演 算 回 数 を 設 定 す る 場 合 、

統 計 演 算 の 実 行 は 、 □ キ ー を 押 し 、 統 計 演 算 回 数 が 確 定 し た 時 点 よ り 始 め ま す 。 

こ の た め 、 設 定 を 終 了 し 測 定 表 示 に 戻 っ た と き に は 、 統 計 演 算 が 終 了 し て し ま う こ と  

が あ り ま す 。 以 下 の よ う な 設 定 時 は 注 意 し て 下 さ い 。

參 統 計 演 算 回 数 を 少 な く 設 定 し た と き  

鲁 測 定 ス ピ ー ド が 速 い と き

統 計 演 算 回 数 の 設 定 は 、 演 算 実 行 前 （パ ネ ル の ”MATH”イ ン ジ ケ ー タ 消 灯 時 ） に 行 い 、 

設定 後 に  口 を 押 し て 演 算 を 実 行 す る こ と を お 勧 め し ま す 。

⑺ 統 計 演 算 の 選 択 と 統 計 演 算 回 数 設 定 方 法

CONFIGURE MATH

□ 、 □ と 順 に 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て ” STATISTICS”に カ ー ソ

ENTER
ル を 移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定 し ま

す 。

S E L E C T  M A T H  F U  N  С 

◄  STATISTICS

0 7 0 3 3 0
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5 . 5  統 計 演 算 （S Т А Т I S Т I C S )

( 回 数 の 設 定 ）

回 回 を 用 い て ” ON”に カ ー ソ ル を 移 動

ENTER
し、 □ を 押 す と 統 計 演 算 を 選 択 し 、 

統 計 演 算 回 数 設 定 モ ー ド に な り ま す 。

回 回 固 回 を 用 い て 数 値 を 設 定 し 、

ENTER
□ を 押 す と 統 計 演 算 回 数 を 確 定 し  

ま す 。

HOME
測 定 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し ま す 。

統 計 演 算 を 実 行 す る に は  □ を押し 

ま す 。

ENTER
( 注） • 演 算 実 行 中 （パ ネ ル の ”MATH”イ ン ジ ケ ー タ 点 灯 時 ） は 、 口 を 押 し た 時 点  

で 対 象 デ ー タ の 取 り 込 み を 開 始 し ま す 。

♦ 演 算 実 行 中 （パ ネ ル の ”MATH”イ ン ジ ケ ー タ 点 灯 時 ） は 、 統 計 演 算 回 数 を 設 定  

し た 時 点 で 最 初 か ら 対 象 の デ ー タ の 取 り 込 み を 開 始 し ま す 。

修 統 計 演 算 を 再 度 実 行 す る と 、 以 前 の 統 計 演 算 は 消 去 し ま す 0

( 結 果 の 読 み 出 し ）

S E T

OFF ON READ

S T  A  T  I S T  I c s

① サ ン プ ル 数

S A M P L E = 0  0 0 1 0

SAMPLE A T keyrNEXT DATA

② 最 大値

+  1 . 0 0 3 4 0 4 V  D  C

MAX key:NEXT DATA

回 回 を 用 い て ”READ”に カ ー ソ ル を 移

ENTER

動 し 、 □ を 押 す と 統 計 演 算 結 果 読  

み 出 し モ ー ド に な り ま す 。

回 @  を 用 い て サ ン プ ル 数 を 読 み 出 し  

ま す 。

囚 回 を 用 い て 最 大 値 を 読 み 出 し ま す 。

③ 最 小 値

+  1 . 0 0 3 4 0 0 V  D  C 回 0  を 用 い て 最 小 値 を 読 み 出 し ま す 。

MIN A T  key:NEXT DATA

5 - 3 5 0 7 0 3 3 0
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5 . 5  統 計 演 算 （S Т А Т I S Т I C S )

④ 平 均 値

+  1 . 0 0 3 4 0 1 V D C
AVERAGE key:NEXT DATA

ノくラツキ幅

+  0 . 0 0 0 0 0 4 V D С
MAX-MIN key:NEXT DATA

0  (V) を 用 い て 平 均 値 を 読 み 出 し ま す 。

囚 回 を 用 い て バ ラ ツ キ 幅 を 読 み 出 し  

ま す 。

⑥ 標 準 偏 差

+  1 . 3 0  1 4 0 6  0 E - 0 6  

о A T  key:NEXT DATA 0 0  を 用 い て 標 準 偏 差 を 読 み 出 し ま  

す0

(e) Upper Control Line

+  1 . 0 0 3 4 0 5 V D C
UCL A T key:NEXT DATA

Lower Control Line

+  1 . 0 0 3 3 9 8 V D C
LCL key:NEXT DATA

@ 回 を 用 い て Upper Control Lineを 

読 み 出 し ま す 。

固 回 を 用 い て Lower Control Lineを 

読 み 出 し ま す 。

HOME
測 定 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し ま す 。

⑻ 統 計 演 算 結 果 の GPIB出力

以 下 に 示 す コ マ ン ド を 実 行 す る と 、 統 計 演 算 結 果 を 読 み 出 す こ と が で き ま す 。

コ マ ン ド

SCPI CALCulate:STATistics:DATA?
ADC STAD?

詳 細 は 、 〔8 . 1 3節 、 8 . 1 4節 〕 の コ マ ン ド • レ フ ァ レ ン ス を 参 照 し て 下 さ い 。

5 36 0 7 0 3 3 0
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5. 5 統 計 演 算 （S Т А Т I S Т I C S )

GPIBで の 出 力 例 を 以 下 に 示 し ま す 。

”SAMPLE 10,MAX + 0 1 . 0 0 3 4 0 4 E+ 0 0,MIN + 0 1 . 0 0 3 4 0 0 E+00,

① ②  ③

AVERAGE + 0 1 . 0 0 3 4 0 1 E+ 0 0 ,MAX-MIN + 0 0 . 0 0 0 0 0 4 E+00,

④ ⑤

SIGMA И . 3 0 1 4 0 6 0 E- 0 6,UCL + 0 1 . 0 0 3 4 0 5 E+00,

⑥ ⑦

LCL + 0 1 . 0 0 3 3 9 8Е + ОО̂

⑧

演 算 結 果 GPIB出力例

① サ ン プ ル 数 SAMPLE 10

② 最大 値 MAX + 0 1 . 0 0 3 4 0 4 E-fOO

③ 最小 値 MIN + 0 1 . 0 0 3 4 0 0Б+00

④ 平均値 AVERAGE + 0 1 . 0 0 3 4 0 1 E+00

⑤ バ ラ ツ キ 幅 MAX-MIN + 0 0 . 0 0 0 0 0 4Б+00

⑥ 標 準 偏 差 SIGMA + 1 . 3 0 1 4 0 6 0Б-06

⑦ Upper Control Line UCL + 0 1 . 0 0 3 4 0 5 E+00

⑧ Lower Control Line LCL + 0 1 . 0 0 3 3 9 8 E+00

5 - 3 7
0 7 0 3 3 0
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6 . 1  概 要

6. 内部メモリ機能

6.1 概要

内 部 メ モ リ 機 能 と は 、 本 器 の 設 定 条 件 と 測 定 デ ー タ の 記 憶 / 読 み 出 し を 行 う 機 能 で す 。

⑴ 記 憶 容 量

♦ 設 定 条 件 は 、 最 大 4 フ ァ イ ル 記 憶 可 能 で す 。

參 測 定 デ ー タ の 記 憶 容 量 は 、 10 0Кバ イ ト で 最 大 1 0 0 0 0 デ ー タ の 記 憶 が 可 能 で す 。

( 2 ) 内 部 メ モ リ の 選 択 方 法

本 器 は 、 設 定 条 件 と 測 定 デ ー タ の ス ト ア / リ コ ー ル を 行 う デ バ イ ス を 、 内 部 メ モ リ  

と メ モ リ • カ ー ド の 一 方 か ら 選 択 す る こ と が で き ま す 。 内 部 メ モ リ を 使 用 す る と き は 、 

以 下 の よ う に デ バ イ ス を 内 部 メ モ リ に 選 択 し て 下 さ い 。

① ス ト ア • メ モ リ の 選 択 方 法

CONFIGURE STORE

回 回 を 用 い て ” DEVICE”に カ ー ソ ル

を 移 動 し 、 口 を 押 す と 確 定 し ま

す 。

C O N F I G U R E  S T O R E  

DEVICE SOURCE

回 回 を 用 い て ” INTERNAじ’に カ ー ソ

E N T E R

ル を 移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定 し  

ま す 。

H O M E

測 定 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し ま

す 。

② リ コ ー ル • メ モ リ の 選 択 方 法

C O N F I G U R E  R E C A L L

□ 、 □ と 順 に 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て ” DEVICE”に カ ー ソ ル

E N T E R

を 移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定 し ま

す 。

C O N F I G U R E  R E C A L L  

DEVICE SOURCE

S E L E C T  D E V I C E  
INTERNAL MEM0 RYCARD

S E L E C T  D E V I C E  
INTERNAL MEM0 RYCARD

回 回 を 用 い て ” INTERNA1；’に カ ー ソ

ENTER
ル を 移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定 し  

ま す 。

HOME
測 定 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し ま

す0

0 7 0 3 3 0
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6 . 2  設 定 条 件 の ス ト ア

6. 2 設定条件のストア

内 部 メ モ リ に は 、 本 器 の 設 定 条 件 を 最 大 4 フ ァ イ ル 記 憶 で き ま す 。

フ ァ イ ル 名 は 、 以 下 の 4 つ の 名 前 で 指 定 さ れ 、 変 更 す る こ と は で き ま せ ん 。

•  PANELO.PNL

•  PANEL1.PNL

•  PANEL2 .PNL

•  PANEL3 .PNL

( 注 ） 設 定 条 件 が 、 す で に ス ト ア し て あ る フ ァ イ ル に 、 新 た に 設 定 条 件 を ス ト ア す る と 、 

以 前 に ス ト ア し た 設 定 条 件 を 消 去 し ま す 。 再 度 ス ト ア を 実 行 す る 場 合 は 注 意 が 必  

要 で す 。

本 器 は 、 設 定 条 件 を 内 部 処 理 フ ォ ー マ ッ ト （BINARY) で 記 憶 し て い ま す 。

こ の フ ォ ー マ ッ ト は 、 本 器 の 内 部 処 理 で の み 使 用 す る た め 、 リ コ ー ル の 際 に 出 力 さ れ る  

こ と は あ り ま せ ん 。

⑴ メ モ リ の 初 期 状 態

工 場 出 荷 時 は 、 4 フ ァ イ ル と も 工 場 出 荷 時 の 設 定 条 件 を ス ト ア し て い ま す 。 

( [表 6 - 1 ] を 参 照 ）

⑵ 設 定 条 件 の 記 憶 内 容

内 部 メ モ リ に バ ッ ク ア ッ プ す る パ ラ メ ー タ を 以 下 に 示 し ま す 。

表 6 - 1 設 定 条 件 の 記 憶 内 容  （1/3)

バックアップされるパラメ-夕 工 場 出 荷 時

DCV

レンジ オ ー ト • レ ン ジ

積 分 時 間 1 0 PLC

表 示 桁 数 7 % 桁

レ シ オ 測 定 OFF

過 電 圧 入 力 保 護 ON

ACV ( 6 5 8 1の み ）

レンジ オ ー ト • レ ン ジ

積 分 時 間 1 0 PLC

表 示 桁 数 6 % 桁

カ ッ プ リ ン グ AC

フ ィ ル タ SLOW

補 助 測 定 OFF

バックアップされるパラメ-夕 工 場 出 荷 時

2W Q / 4 W Q

レンジ オ ー ト • レ ン ジ

積 分 時 間 10 PLC

表 示 桁 数 了 / 2桁

付 加 機 能 NORMAL

レ ン ジ 移 動 範 囲

LOWER 10 Q

UPPER 1000 M Q

抵 抗 測 定 電 流 HI

過 電 圧 入 力 保 護 ON (2W Q  の み ）

DCI

レンジ オ ー ト • レ ン ジ

積 分 時 間 10 PLC

表 示 桁 数 6 % 桁

0 7 0 3 3 0
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6 . 2  設 定 条 件 の ス ト ア

(2/3)

バックアップされるパラメ-夕 工 場 出 荷 時

NULL演 算 OFF

NULL 値 なし

ブ ザ ー OFF

デ-夕出カフォ-マット ASCII

各 要 素 NONE

GPIB

ストリング•デリミタ V  [カンマ]

ブロック•デリミタ CRLF+EOI

オ ー ト • ゼ ロ ON

ス ト ア

終 了 条 件 メモリがいっぱいになるまで

プリトリガの種類 手動[マニュアル]

測定デ-夕•スト了数 1000

リ コ ー ル

測定デ'•'夕•リコ-ル

開 始 番 号 0

終 了 番 号 999

トリガ

INITIATE C0 NTINU0 US- 0 N

A R M レイヤ

ト リ ガ の 種 類 IMMEDIATE

タイマ lsec

PASS設 定 OFF

ディレイ•タイム Osec

カ ウ ン ト 1

コンカЬ卜信号 OFF

SCANレイヤ

ト リ ガ の 種 類 IMMEDIATE

タ イ マ lsec

PASS設 定 OFF

ディレイ•タイム Osec

カ ウ ン ト 1

コンブ1Ь卜信号 OFF

T R I Gレイヤ

ト リ ガ の 種 類 IMMEDIATE

タ イ マ lsec

PASS設 定 OFF

ディレイ•タイム Osec

カ ウ ン ト 1

コンブ1卜卜信号 OFF

バックアップされるパラメ-夕 工 場 出 荷 時

ACI ( 6 5 8 1の み ）

レンジ オ ー ト • レ ン ジ

積 分 時 間 10 PLC

表 示 桁 数 6 % 桁

カ ッ プ リ ン グ AC

フ ィ ル タ SLOW

補 助 測 定 OFF

FREQUENCY/ PERI0 D

( 6 5 8 1の み ）

電流電圧センス•レンジ オ ー ト • レ ン ジ

ゲ ー ト • タ イ ム 1 0 0 ms

ト リ ガ • レ ベ ル 0 X

カ ッ プ リ ン グ АС

電 圧 / 電 流 源 電 圧

デジタル•フィルタ NONE

スム-ジング回数 10

アベレ-ジング回数 10

フ ォ ー マ ッ ト 演 算 NONE

スケ-リング定数X + 1 . 0 0 0 0 0 0 0 OE+00

スケ-リング定数Y + 0 . 0 0 0 0 0 0 0 OE+00

スケ-リング定数Z + 1 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E +00

リ フ ァ レ ン ス X + 1 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E +00

dB定 数 X + 1 . 0 0 0 0 0 0 0 0 EI00

カ ウ ン ト 10

• d B m 定 数 X + 1 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E+00

OHM TEMPパラメ-夕

室 温 20. 0°C

被 測 定 電 線 長 + 1 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E+00

RTD

目盛 IPTS68

単 位 °C

コ ン パ レ ー タ OFF

上 限 値 + 0 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E+00

下 限 値 + 0 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E +00

.ハ。ス

上 限 FAIL

中間 PASS

下 限 FAIL

コンパレ-夕•ブザ- OFF

統 計 演 算 OFF

実 行 回 数 1 0回

0 7 0 3 3 0
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6 . 2  設 定 条 件 の ス ト ア

(3/3)

.バックアップされるパラメ-夕 工 場 出 荷 時

ト リ ガ （続 き ） 

SLOPE

外 部 ト リ ガ  

レベル•トリガ 

ト リ ガ • レ ベ ル  

レ イ ヤ 表 示  

トリガ•システム•ファスト 

レート 

デ-夕•カウント

立 ち 上 が り

立 ち 上 が り

0%

OFF

OFF

100 д S 

1 000

FRONT/REAR FRONT

Lo-GUARD FLOAT

バックアップされるパラメ-夕 工 場 出 荷 時

スキャナ•オプション（2 / 指 ） OFF

スタート•チヤンネル (2W ) 1 (4W ) 1

ストップ•チヤンネル 10 5

アナログ•オプション OFF

桁 位 置 0,1

オフセット OFF

B C D すプション OFF

プリンタ•オプション OFF

⑶ 設 定 条 件 の ス ト ア 方 法

設 定 条 件 を ス ト ア す る と き は 、 以 下 の よ う に ス ト ア す る 内 容 （パ ネ ル 選 択 画 面 で は  

” SELECT SOURCE” と 表 示 ） を 設 定 条 件 （パ ネ ル 選 択 画 面 で は ” PANEIZと 表 示 ） に 選 択  

し て か ら ス ト ア を 実 行 し て 下 さ い 。

① ス ト ア す る 内 容 を 設 定 条 件 に 選 択

CONFIGURE STORE

□ 、 □ と 順 に 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て ” SOURCE”に カ ー ソ ル

ENTER
を 移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定 し ま  

す 。

回 0  を 用 い て ”PANEI/ に カ ー ソ ル

ENTER
を 移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定 し ま  

す 。

HOME

測 定 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し ま

す 。

S E L E C T  S O U R C E  
DATA PANEL

C O N F I G U R E  S T O R E  

DEVICE SOURCE

② 設 定 条 件 の ス ト ア 実 行

STORE
□ を 押 し ま す 。

囚 回 を 用 い て フ ァ イ ル 番 号 を 選 択  

し ま す 。

( PANEL1 . PNLを 選 択 し た 表 示 例 ） 口 を 押 す と ス ト ア 確 認 モ ー ド に

な り ま す 。

S E L E C T  F I L E  N o  1

PANEL1 .PNL

0 7 0 3 3 0
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6 . 3  設 定 条 件 の リ コ ー ル

回 回 を 用 い て ” YES” に カ ー ソ ル を

ENTER

移 動 し 、 口 を 押 す と ス ト ア を 実  

行 し ま す 。

HOME
測 定 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し ま  

す 。

6. 3 設定条件のリコール

内 部 メ モ リ に 記 憶 さ れ た 設 定 条 件 を 読 み 出 す こ と に よ り 、 本 器 を そ の 条 件 で 動 作 さ せ る  

こ と が で き ま す 。

F I L E  P A N E L  1 . P  N  L ?

YES NO

( 注 ） パ ネ ル 表 示 の ON/ OFFや 各 種 設 定 モ ー ド の カ ー ソ ル 位 置 な ど 内 部 メ モ リ に ス ト ア さ  

れ て い な い パ ラ メ ー タ は リ コ ー ル を 実 行 す る と 、 電 源 投 入 時 の 状 態 と 同 じ に な り

ま す 。

⑴ 設 定 条 件 の リ コ ー ル 方 法

設 定 条 件 を リ コ ー ル す る と き は 、 以 下 の よ う に リ コ ー ル す る 内 容 （パ ネ ル 選 択 画 面  

で は ” SELECT SOURCE”と 表 示 ） を 設 定 条 件 （パ ネ ル 選 択 画 面 で は ” PANEI/ と 表 示 ） に 

選 択 し て か ら リ コ ー ル を 実 行 し て 下 さ い 。

① 設 定 条 件 の リ コ ー ル す る 内 容 の 選 択 方 法

CONFIGURE RECALL

□ 、 □ と 順 に 押 し ま す 。

回 0  を 用 い て ” SOURCE”に カ ー ソ ル

ENTER
を 移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定 し ま

す 。

C O N F I G U R E  R E C A L L  

DEVICE SOURCE

S E L E C T  S O U R C E  

DATA PANEL

回 0  を 用 い て ”PANEL” に カ ー ソ ル

ENTER
を 移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定 し ま  

す 。

HOME
測 定 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し ま  

す 。

② 設 定 条 件 の リ コ ー ル 実 行

RECALL

□ を 押 し ま す 。

固 回 を 用 い て フ ァ イ ル 番 号 を 選 択  

し ま す 。

( PANEL1 . PNLを 選 択 し た 表 示 例 ） 口 を 押 す と リ コ ー ル を 実 行 し ま

す 。

HOME
測 定 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し ま  

す0

S E L E C T  F I L E  N o  1

PANEL1 .PNL
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6 . 4  測 定 デ ー タ の ス ト ア

6.4 測定データのストア

内 部 メ モ リ に は 、 測 定 デ ー タ を 最 大 1 0 0 0 0 デ ー タ 記 憶 す る こ と が で き ま す 。

( 注 1 ) ス ト ア 中 に 実 行 で き る 主 な 項 目 を 以 下 に 示 し ま す 。

そ れ 以 外 の 項 目 は 、 変 更 で き ま せ ん 。

• リ セ ッ ト の 実 行

• ト リ ガ • シ ス テ ム に 関 す る 項 目

參 内 部 メ モ リ へ の 測 定 デ ー タ • ス ト ア の 中 止

(注 2 ) ス ト ア • デ ー タ は 、 電 源 を O F F す る と 消 去 す る の で 注 意 し て 下 さ い 。

(注 3) 側 定 デ ー タ の ス ト ア を 行 う と 、 以 前 に ス ト ア し た 測 定 デ ー タ を 消 去 し ま す 。

再 度 ス ト ア を 実 行 す る 場 合 は 注 意 が 必 要 で す 。

( 1 ) 内 部 メ モ リ の 内 部 デ ー タ • フ ォ ー マ ッ ト

内 部 メ モ リ の デ ー タ 記 憶 容 量 は 、 1 0 0 Kバ イ ト で す 。

内 部 メ モ リ は 、 測 定 デ ー タ 以 外 に 交 流 測 定 の 補 助 測 定 デ ー タ と 出 カ デ ー タ • エ レ メ  

ン ト の 設 定 項 目 を 0 Nす る こ と に よ り 、 ス ト ア す る こ と が で き ま す 。 本 器 は 、 以 上 の 項  

目 を 内 部 フ ォ ー マ ッ ト （BINARY) で 記 憶 し ま す 。

た だ し 、 交 流 測 定 の 補 助 測 定 デ ー タ は 、 6 5 8 1 の み 有 効 で す 。

測 定 デ ー タ な ど の ス ト ア 可 能 な 項 目 と そ の バ イ ト 数 （BINARY) を [ 表 6 - 2 ] に 示 し ま す 。 

表 6 - 2 ス ト ア 可 能 な 項 目 と そ の バ イ ト 数 （BINARY)

ス ト ア 可 能 な 項 目 バイト数

測 定 デ ー タ 10

交 流 測 定 の 補 助 測 定 デ ー タ （6 5 8 1のみ） 10

コ ン パ レ ー タ 結 果 2

4W Q チ ェ ッ ク 結 果 2

ス キ ャ ナ • チ ャ ン ネ ル 番 号 2

タ イ ム • ス タ ン プ 4

コ ン パ レ ー タ 結 果 、 4 W Q チ ェ ッ ク 、 

ス キ ャ ナ • チ ャ ン ネ ル 番 号 、 タイ 

ム • ス タ ン プ の 設 定 に つ い て は 、

9. 3 ( 5 ) 出 カ デ ー タ • エ レ メ ン ト  

の 設 定 の 項 を 参 照 し て 下 さ い 。

( 注 ） 交 流 測 定 の 補 助 測 定 を 実 行 し て い る と き に ス ト ア を 実 行 す る と 、 交 流 測 定 の  

補 助 測 定 デ ー タ を 自 動 的 に ス ト ア し ま す 。 （交 流 電 圧 測 定 、 交 流 電 流 測 定 の  

項 参 照 ）

(例 ） コ ン パ レ ー タ 結 果 、 タ イ ム • ス タ ン プ を ス ト ア す る 場 合  

• パ ネ ル の 場 合  

C0M P :0N

TIMESTAMP:0Nに 設 定 し ま す 。

• SCPIコ マ ン ド の 場 合

:FORMat:ELEMents LIMit,TIMEstamp

• A D C コ マ ン ド の 場 合

DFE 260
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6 . 4  測 定 デ ー タ の ス ト ア

⑵ 最 大 ス ト ア • デ ー タ 数 に つ い て

最 大 ス ト ア • デ ー タ 数 は 、 ス ト ア す る デ ー タ の 内 容 に よ っ て 異 な り ま す 。 

最 大 ス ト ア • デ ー タ 数 の 計 算 方 法 を 次 に 示 し ま す 。

最 大 ス ト ア • デ ー タ 数 = ( 内 部 メ モ リ 容 量 ） + ( 1 ス ト ア • デ ー タ の バ イ ト 数 ）

〔例 〕

1 .  測 定 デ ー タ の み を ス ト ア す る 場 合

内 部 メ モ リ 容 量 （10Кバイト） : 1 0 0 0 0 0 バ イ ト

1 ス ト ア • デ ー タ の バ イ ト 数 ： 10バ イ ト [ 表 6 - 2 参 照 ]

最 大 ス ト ア • デ ー タ 数  ： 1 0 0 0 0 0 + 1 0  = 1 0 0 0 0個

2. 測 定 デ ー タ 、 補 助 測 定 デ ー タ 、 コ ン パ レ ー タ 結 果 、 4W Q チ ヱ ッ ク 結 果 、 ス 

キ ャ ナ • チ ャ ン ネ ル 番 号 、 測 定 時 刻 を ス ト ア す る 場 合

内 部 メ モ リ 容 量 （1 0Кバイト） : 1 0 0 0 0 0 バ イ ト

1 ス ト ア • デ ー タ の バ イ ト 数 ： 計 3 0バ イ ト [ 表 6 - 2 参 照 ]

最 大 ス ト ア • デ ー タ 数  ： 1 0 0 0 0 0 +  3 0 与 3 3 3 3個

( 注 ） 最 大 ス ト ア • デ ー タ 数 を 超 え た 設 定 で ス ト ア を 実 行 す る と 、 エ ラ ー  

(-222: Data out of range) が 発 生 し ま す 。

⑶ デ ー タ • ス ト ア の 終 了 条 件

デ ー タ • ス ト ア の 終 了 条 件 に は 、 以 下 の 2種 類 が あ り ま す 。

修 ノ く ツ フ ァ • フ ル 機 能 --------------------①

• プ リ ト リ ガ 機 能 ------------------------- ②

① ノ く ツ フ ァ • フ ル 機 能

ノ < ッ フ ァ • フ ル 機 能 は 、 ス ト ア 実 行 時 に 設 定 さ れ た 個 数 分 の 測 定 デ ー タ を ス ト ア  

し た 時 点 で ス ト ア を 終 了 し ま す 。

〔例 〕 ス ト ア • デ ー タ 数 を 1 0個 に 設 定 し た 場 合 の 動 作 図 を 以 下 に 示 し ま す 。 

( バ ッ フ ァ • フ ル 選 択 時 ）

0 N ------------------------------------------------------

ス ト ア

OFF ——  L

サ ン プ リ ン グ  1........1 1 — . 1 1 , _ L J 1........J ,,,,1 1

ス ト ァ • デ - 夕 一 ^ [— -1… 1 1 1 1 1 1 1 1  

ス ト ア • デ ー タ 番 号  0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

ス ト ア • デ ー タ 番 号 は 、 ス ト ア を 開 始 し て か ら 一 番 最 初 に ス ト ア し た デ ー タ  

が 常 に デ ー タ 番 号 〇 番 と な り ま す 。
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6 . 4  測 定 デ ー タ の ス ト ア

② プ リ ト リ ガ 機 能

プ リ ト リ ガ 機 能 は 、 プ リ ト リ ガ を 中 心 に 前 後 の デ ー タ を ス ト ア し ま す 。 

プ リ ト リ ガ の ソ ー ス は 、 以 下 の 3種 類 の 中 か ら 選 択 で き ま す 。

•  MANUAL : パ ネ ル の キ ー に よ る ト リ ガ

•  BUS : 下 記 の コ マ ン ド に よ る ト リ ガ

共通]マンド A D C コマンド

氺 T  R  G E

•  EXTERNAL : 本 器 背 面 パ ネ ル の コ ン ト ロ ー ル 信 号 用 コ ネ ク タ か ら 入 力 す る ト リ ガ

(注 ） プ リ ト リ ガ 機 能 を 使 用 し ス ト ア を 実 行 す る と き に は 、 T R I Gレ イ ヤ の ト リ ガ  

• ソ ー ス を I M M E D I A T Eに 設 定 し て 下 さ い 。

〔例 〕 ス ト ア • デ ー タ 数 を 10個 に 設 定 し た 場 合 の 動 作 図 を 以 下 に 示 し ま す 。

( プ リ ト リ ガ 選 択 時 ）

0 N ------------------------------------------------------------------

ス ト ア

OFF —— 1 . し

サ ン プ リ ン グ  I 1 I 1 1 I I 1 1 I 1 1 1

ス ト ァ • デ ー タ  ____________________L L — 1 1 … ■L 」 — 1 . . 1 I 1

ス ト ア • デ ー タ 番 号  一 5  —  4 —  3 —  2 — 1 0 1 2 3 4

プ リ ト リ ガ  ----------------------------------------------1--------------------------

ス ト ア • デ ー タ 番 号 は 、 プ リ ト リ ガ が 発 生 し た 時 点 の デ ー タ が 常 に デ ー タ  

番 号 〇 番 と な り ま す 。

( 注 1 ) プ リ ト リ ガ が 発 生 す る 前 に ス ト ア を 終 了 す る と 、 最 後 に ス ト ア し た デ ー タ  

が 常 に 、 デ ー タ 番 号 〇 番 と な り ま す 。

〔例 〕 ス ト ア • デ ー タ 数 を 10個 に 設 定 し た 場 合

ス ト ア • デ ー タ は 、 合 計 5個 （ストア•デ-夕番号：-4 , - 3 , - 2 , - 1，0 ) になり  

ま す 。

(注 2) プ リ ト リ ガ 前 と プ リ ト リ ガ 後 の ス ト ア • デ ー タ 数 は 、 以 下 の よ う に な り ま  

す 。

ス ト ア • デ ー タ 数 を 奇 数 個 に 設 定 し た 場 合 、

プ リ ト リ ガ 前 の ス ト ア • デ ー タ 数 = ( ス ト ア • デ ー タ 数 ） + 2  

プ リ ト リ ガ 後 の ス ト ア • デ ー タ 数 = ( ス ト ア • デ ー タ 数 ） + 2  + 1
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ス ト ア • デ ー タ 数 を 偶 数 個 に 設 定 し た 場 合 、

プ リ ト リ ガ 前 の ス ト ア • デ ー タ 数 = = ( ス ト ア • デ ー タ 数 ） + 2  

プ リ ト リ ガ 後 の ス ト ア • デ ー タ 数 = ( ス ト ア • デ ー タ 数 ） + 2

〔例 〕 ス ト ア • デ ー タ 数 を 1 0 0 個 と 1 0 1 個 に 設 定 し た 場 合

ストア•デ-夕設定数 プリトリガ前ストア•デ-夕数 プリトリガ後ストア•デ-夕数

100 50 50

101 50 51

⑷ 測 定 デ ー タ の ス ト ア 実 行 の 前 に 必 要 な 設 定

測 定 デ ー タ を ス ト ア す る と き は 、 以 下 の 設 定 を 行 っ て か ら 実 行 し て 下 さ い 。

® ス ト ア す る 内 容 を 測 定 デ ー タ に 選 択 ----------- ①

❸ デ ー タ の ス ト ア 終 了 条 件 選 択 方 法 --------------②

⑻ BUFFER- F U L L 選 択 時  

(b) PRITRIGGER 選 択 時

• PRITRIGGERソース選 択

① ス ト ア す る 内 容 を 測 定 デ ー タ に 選 択

ス ト ア す る 内 容 （パ ネ ル 選 択 画 面 で は ” SELECT SOURCE”と 表 示 ） を 測 定 デ ー タ  

( パ ネ ル 選 択 画 面 で は ” DATA” と 表 示 ） に 選 択 し ま す 。

C O N F I G U R E  

DEVICE SOURCE

S T O R E

S E L E C T  

DATA PANEL

S O U R C E

CONFIGURE STORE

□ 、 □ と 順 に 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て ” SOURCE”に カ ー ソ ル

ENTER

を 移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定 し ま  

す 。

回 0  を 用 い て ”DATA”に カ ー ソ ル を

ENTER
移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定 し ま す 。

HOME
測 定 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し  

ま す 。

② デ ー タ の ス ト ア 終 了 条 件 選 択 方 法

デ ー タ の ス ト ア 終 了 条 件 選 択 モ ー ド （パ ネ ル 選 択 画 面 で は ”SELECT BUFFER CNTL” 

と 表 示 ） で ” BUFFER- FULI/ ま た は ” PRITRIGGER”を 選 択 し て 下 さ い 。
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(a) BUFFER-FULL 選 択 時

CONFIGURE STORE
□ 、 □ と 順 に 押 し ま

す 。

回 E! を 用 い て ” DEVICE”に カ ー ソ

ル を 移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定  

し ま す 。

C O N F I G U R E  S T O R E  

DEVICE SOURCE

S E L E C T  D E V I C E  

INTERNAL MEMORYCARD

S E L E C T  B U F F E R  C N  T  L 

BUFFER-FULL PRITRIGGER

回 回 を 用 い て ” INTERNAじ’に カ ー

ENTER
ソ ル を 移 動 し 、 □ を 押 す と 確  

定 し ま す 。

回 回 を 用 い て ”BUFFER- FULI；’ に

ENTER
カ ー ソ ル を 移 動 し 、 □ を 押 す  

と 確 定 し ま す 。

HOME

測 定 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し  

ま す 。

(b) PRITRIGGER 選 択 時

CONFIGURE STORE
□ 、 □ と 順 に 押 し ま

す0

回 0  を 用 い て ” DEVICE”に カ ー ソ

ENTER
ル を 移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定  

し ま す 。

C O N F I G U R E  S T O R E  

DEVICE SOURCE

S E L E C T  D E V I C E  
INTERNAL MEMORYCARD

回 回 を 用 い て ” INTERNAI/ に カ ー

ENTER
ソ ル を 移 動 し 、 □ を 押 す と 確  

定 し ま す 。

----------------------------------------------------- 1 回 0  を 用 い て ”PRITRIGGER”に力

S E L E C T  B U F F E R  С N  T  L e n t e r

BUFFER-FULL PRITRIGGER ー ソ ル を 移 動 し 、 口 を 押 す と

----------------------------------------------------- 1 確 定 し ま す 。

次 に 、 以 下 の よ う に 、 プ リ ト リ ガ • ソ ー ス の 選 択 モ ー ド （パ ネ ル 選 択 画 面 で は  

SELECT TRIG SOURCE” と 表 示 ） で ”MANUA じ’ 、 ” BUS” ま た は ” EXTERNA じ’の 中 か ら  

1つ を 選 択 し て 下 さ い 。
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----------------------------------------------------- 1 回 0  を 用 い て プ リ ト リ ガ • ソ ー

S E L E C T  T R I G  S O U R C E  e n t e r

MANUAL EXTERNAL BUS (M A X :1 0 0 0 0 )  ス を 選 択 し 、 口 を 押 す と 確 定

-----------------------------------------------------  し ま す 。

測 定 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し  

ま す 。

( 注 ） PRITRIGGER選 択 時 は 、 必 ず ト リ ガ • ソ ー ス を I M M E D I A T Eに 設 定 し て 下 さ

い 。

⑸ 測 定 デ ー タ の ス ト ア 方 法

----------------------------------------------------- □ を 押 し ま す 。

S T O R E  0 0 0 1 0  D A T A  回 0 固 回 を 用 い て ス ト ア • デ ー タ 数

INTERNAL MEMORY (M A X :1000 0 )  e n t e r

-----------------------------------------------------1 を 設 定 し 、 口 を 押 す と 確 定 し 、 ス

ト ア を 実 行 し ま す 。

〔通 常 の ス ト ア 実 行 表 示 〕

+  1 0 0. 0 0 3 4 m  V  D  C

1 0 0 mV Range STORE:INTERNAL

ス ト ア 実 行 中 の 表 示

〔4 W Q チ ェ ッ ク と 同 時 実 行 の 表 示 〕

+  1 0 0 . 0 0 3 4  m V D C

10011iV Range WIRE :0K STORE
/К /К

--------------ス ト ア 実 行 中 の 表 示

------------------------ 4 W Q チ ェ ッ ク 結 果

(注 ） ス ト ア 実 行 中 は 、 演 算 項 目 な ど 情 報 の 表 示 は し ま せ ん 。

⑹ ス ト ア の 途 中 終 了  ‘

STORE

ス ト ア 実 行 中 に  口 を 押 す と 、 そ の 時 点 ま で の デ ー タ を ス ト ア し 終 了 し ま す 。 

リ セ ッ ト を 実 行 し た 場 合 は 、 そ の 時 点 ま で の デ ー タ を ス ト ア し 終 了 し ま す 。
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6 . 4  測 定 デ ー タ の ス ト ア

⑺ ス ト ア を 最 も 速 く 実 行 す る 条 件

ストアを最も速く実行する条件

レンジ マ ニ ュ ア ル • レ ン ジ （オ ー ト • レ ン ジ OFF)

積 分 時 間 1  ju sec
オート•ゼロ OFF

データ出カフォーマット REAL64

出カデータ•エレメント NONE

パネル表示 OFF

アーム.レイヤのソース IMMEDIATE
アーム•レイヤのディレイ Oms
アーム•レイヤのカウント 1

アーム•レイヤのコンプリート信号 OFF

スキャン•レイヤのソース IMMEDIATE

スキャン•レイヤのディレイ Oms

スキャン•レイヤのカウント 1

スキャン•レイヤのコンプリート信号 OFF

トリガ•レイヤのソース IMMEDIATE

トリガ•レイヤのディレイ Oms

トリガ•レイヤのカウント INFINITE

トリガ•レイヤのコンプリート信号 OFF

NULL OFF

デジタル•フィルタ OFF

フォーマット演 算 OFF

コンノ、。レータ OFF

統 計 演 算 OFF
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6 . 5  測 定 デ ー タ の リ コ ー ル

6. 5 測定データのリコール

測 定 デ ー タ の 読 み 出 し 方 法 に は 、 以 下 の 2 種 類 が あ り ま す 。

• マ ニ ュ ア ル • リ コ ー ル ----------- 6. 5 . 1 項

• オ ー ト • リ コ ー ル ----------------- 6. 5. 2 項

( 注 1 ) リ モ ー ト （GPIB) か ら ス ト ア • デ ー タ を リ コ ー ル す る 場 合 、 リ コ ー ル 中 の デ ー タ は  

パ ネ ル に 出 力 し ま せ ん 。

( 注 2) パ ネ ル か ら リ コ ー ル を 実 行 し た 場 合 、 測 定 は 強 制 的 に IDLE状 態 に な り ま す 。

( 注 3) パ ネ ル か ら リコール中 は 、 □ で の エラー参 照 は で き ま せ ん 。

6. 5.1 マニュアル■リコール

マ ニ ュ ア ル • リ コ ー ル と は 、 内部 メ モ リ か ら デ ー タ を 1個ずつ 読 み 出 す 方 法 で す 。 

マ ニ ュ ア ル • リ コ ー ル で は 、 以 下 の デ ー タ を 読 み 出 す こ と が で き ま す 。

• 測 定 デ ー タ --------------------------------------------- (1)

春 測 定 デ ー タ 以 外 の ス ト ア • デ ー タ （下 記 ） --------------- ⑵

• 交 流 測 定 の 補 助 測 定 デ ー タ ( 6 5 8 1 の み ）

• コ ン パ レ ー タ 結 果  

• 4 W Q チ ェ ッ ク 結 果  

• ス キ ャ ナ • チ ャ ン ネ ル 番 号  

• タ イ ム • ス タ ン プ

( 注 ） 測 定 デ ー タ 以 外 の ス ト ア • デ ー タ は 、 オ ー ト • リ コ ー ル で は 参 照 で き ま せ ん 。

( 1 ) 測 定 デ ー タ の リ コ ー ル 方 法

測 定 デ ー タ を リ コ ー ル す る と き は 、 以 下 の よ う に リ コ ー ル す る 内 容 （パ ネ ル 選 択  

画 面 で は ” SELECT SOURCE” と 表 示 ） を 測 定 デ ー タ （パ ネ ル 選 択 画 面 で は ” DATA” と 

表 示 ） に 選 択 し て か ら リ コ ー ル を 実 行 し て 下 さ い 。

① データのリコール選 択 方 法

C O N F I G U R E  R E C A L L  

DEVICE SOURCE

CONFIGURE RECALL
□ □ と 順 に 押 し ま

す 。

回 0  を 用 い て ” SOURCE”に カ ー ソ

ENTER
ル を 移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定  

し ま す 。

S E L E C T  S O U R C E  

DATA PANEL

回 回 を 用 い て ” DATA”に カ ー ソ ル

ENTER
を 移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定 し  

ま す 。

HOME
測 定 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し  

ま す 。
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② デ ー タ の リ コ ー ル 実 行

RECALL

□ を 押 し ま す 。

回 0  を 用 い て ”MANUAI/ に カ ー ソ

ENTER
ル を 移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定  

し ま す 。

回 回 囚 回 を 用 い て デ ー タ 番 号 を  

変 更 し 、 デ ー タ を 読 み 出 し て 下 さ  

い 。

HOME
測 定 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し  

ま す 。

⑵ 測 定 デ ー タ 以 外 の ス ト ア • デ ー タ の リ コ ー ル 方 法

測 定 デ ー タ 以 外 の ス ト ア • デ ー タ を リ コ ー ル す る と き は 、 リ コ ー ル す る 内 容 を 測  

定 デ ー タ に 選 択 し て か ら リ コ ー ル を 実 行 し て 下 さ い 。

た だ し 、 測 定 デ ー タ の リ コ ー ル を す で に 実 行 し て い れ ば 必 要 あ り ま せ ん 。

①  デ ー タ の リ コ ー ル 選 択 方 法

CONFIGURE RECALL

□ 、 □ と 順 に 押 し ま

す0

回 回 を 用 い て ” SOURCE”に カ ー ソ

ENTER
ル を 移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定  

し ま す 。

回 0  を 用 い て ” DATA”に カ ー ソ ル

ENTER

を 移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定 し  

ま す 。

HOME

測 定 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し  

ま す 。

②  デ ー タ の リ コ ー ル 実 行

RECALL

□ を 押 し ま す 。

回 0  を 用 い て ”MANUAじ’に カ ー ソ

ENTER
ル を 移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定  

し ま す 。

R E C A L L  M O D E  
MANUAL AUTO

C O N F I G U R E  R E C A L L  
DEVICE SOURCE

S E L E C T  S O U R C E  

DATA PANEL

+  1 . 0  0 2 V D C
+ 0 0 0 0  (No+ 0 0 0 0  〜 Nq+99 9 9 )

R E C A L L  M O D E  

MANUAL AUTO
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6 . 5  測 定 デ ー タ の リ コ ー ル

----> ---------------------------------------------------------------
+  1 . 0  0 2 V  D  С

+ 0 0 0 0  (No+ 0 0 0 0  〜 N〇+9999)

+  1 . 0  0 0 0 0 H z

+ 0 0 0 0  (No + 0 0 0 0  〜 No+99 9 9 )

※ -------------------------------------------------

C O M P A R A T O R  : P A S  

+ 0 0 0 0  (No+ 0 0 0 0  〜 N〇+9999)

W I R E  C H E C K  : O F F  

+ 0 0 0 0  (No + 0 0 0 0  〜 N q +99 9 9 )

S C A N N E R : 0 1 C H

т---

+ 0 0 0 0  (No+ 0 0 0 0  〜 No+99 9 9 ) —

□

ENTER
□

1 9 9 9 / 1 2 / 3 1  0 0 : 0 0
+ 0 0 0 0  (No+ 0 0 0 0  〜 No+99 9 9 ) ENTER

□

( 交 流 測 定 の 補 助 測 定 デ  

一 夕 を 読 み 出 し ま す 。 

6 5 8 1 の み ）

( コ ン パ レ ー タ 結 果 を 読  

み 出 し ま す 。 ）

(4W Q チ ェ ッ ク 結 果 を 読  

み 出 し ま す 。 ）

( ス キ ャ ナ • チ ャ ン ネ ル  

番 号 を 読 み 出 し ま す 。 ）

( 測 定 時 刻 を 読 み 出 し ま  

す 。 ）

( 測 定 デ ー タ の 読 み 出 し  

に 戻 り ま す 。 ）

测 定 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し て 下 さ い 。

( 注 ） ※ 印 の 項 目 は 、 ス ト ア さ れ て い な い 場 合 は 表 示 し ま せ ん 。
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6 . 5  測 定 デ ー タ の リ コ ー ル

6 . 才一卜■リコ ーノレ

オ ー ト • リ コ ー ル と は 、 内 部 メ モ リ よ り ス タ ー ト 番 号 か ら ス ト ッ プ 番 号 ま で の デ ー タ  

を 一 括 し て 読 み 出 す 方 法 で す 。

① 測 定 デ ー タ の リ コ ー ル 選 択 方 法

C O N F I G U R E  

DEVICE SOURCE

R E C A L L

S E L E C T  

DATA PANEL

S O U R C E

CONFIGURE RECALL

□ 、 □ と 順 に 押 し ま す 。

回 0  を 用 い て ” SOURCE”に カ ー ソ ル

ENTER
を 移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定 し ま  

す 。

回 0  を 用 い て ” DATA”に カ ー ソ ル を

ENTER

移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定 し ま す 。

測 定 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し ま  

す0

② 測 定 デ ー タ の リ コ ー ル 実 行 方 法

RECALL

□ を 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て ” AUTO”に カ ー ソ ル を

ENTER

移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定 し ま す 。 

回 回 固 匠 ] を 用 い て デ ー タ 番 号 を 変

ENTER
更 し 、 □ を 押 す と 確 定 し ま す 。

S T O P N  о +  0 9 9 9

(No+ 0 0 0 0  产- No+ 0 9 9 9 )

回 回 回 回 を 用 い て デ ー タ 番 号 を 変

ENTER
更 し 、 □ を 押 す と 確 定 し ま す 。

最 終 デ ー タ を 表 示 し 終 了 し ま す 。

測 定 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し ま  

す 。

(注 ） ス ト ッ プ 番 号 確 定 時 の エ ラ ー （-222: Data out of range) は 、 ス タ ー ト 番 号 ま  

た は ス ト ッ プ 番 号 が ス ト ア • デ ー タ 番 号 の 範 囲 外 の と き に 発 生 し ま す 。

+  1 . 0 0 3 V  D  С

+ 0 9 9 9  (No+ 0 0 0 0 〜 N q +099 9 )
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6 . 5  測 定 デ ー タ の リ コ ー ル

③ オ ー ト • リ コ ー ル の 途 中 終 了

EXIT HOME
オ ー ト • リ コ ー ル を 途 中 で 終 了 す る 場 合 は 、 口 ま た は  □ を 用 い ま す 。

•  О は 、 オ ー ト • リ コ ー ル を 中 止 し 、 デ ー タ 番 号 の 設 定 モ ー ド に な り ま す 。

•  □ は 、 オ ー ト • リ コ ー ル を 中 止 し 、 測 定 表 示 に 戻 り ま す 。

6. 5. 3 リコール■データに対する演算

( 1 ) 演 算 の 0 N/ 0 FF設 定 に つ い て

リ コ ー ル • デ ー タ に は 、 以 下 の 3種 類 の 演 算 を 実 行 す る こ と が で き ま す 。

• フ ォ ー マ ッ ト 演 算 （スケ- リング、 ％ 偏 差 、 デルタ、 dB変 換 、

R M S 、 d B m 変 換 、 抵 抗 温 度 補 正 、 RTD ) ---------------------------- ①

• コ ン パ レ ー タ --------------------------------------------------- ②

• 統 計 演 算 --------------------------------------------------------------------③

( 注 1 ) リ コ ー ル • デ ー タ に デ ジ タ ル • フ ィ ル タ （スム- ジング、アベトジング） を 実 行 す る こ  

と は で き ま せ ん 。

( 注 2 ) リ コ ー ル • デ ー タ へ の 演 算 は 、 測 定 デ ー タ に の み 有 効 で す 。

ス ト ア 時 に 上 記 の 演 算 を O Nし た デ ー タ （演 算 デ ー タ ） に 対 し て 、 リ コ ー ル  

時 に 再 度 演 算 を 実 行 す る こ と は で き ま せ ん 。

( 注 3 ) 交 流 測 定 の 補 助 測 定 デ ー タ に は 、 演 算 は 実 行 で き ま せ ん

① フ ォ ー マ ッ ト 演 算

• 演 算 が OFF (パネルの” MATH”インジケ-夕が消灯している） の 状 態 で 測 定 デ ー タ の リ コ ー ル を

実 行 し て い る と き 、 口 を 押 す と 、 押 し た 時 点 か ら フ ォ ー マ ッ ト 演 算 を 実 行  

し ま す 。

( た だ し 、 フ ォ ー マ ッ ト 演 算 項 目 を 選 択 し て あ る 場 合 ）

春 フ ォ ー マ ッ ト 演 算 を 測 定 中 に 実 行 し て い る と き 、 測 定 デ ー タ の リ コ ー ル を 行 う  

と 、 フ ォ ー マ ッ ト 演 算 は 、 リ コ ー ル • デ ー タ に 対 し て も 継 続 し て 実 行 し ま す 。

( 注 ） GPIBで デ ー タ を 参 照 し た 場 合 、 現 在 の 出 カ デ ー タ • フ ォ ー マ ッ ト の フ ォ ー  

マ ッ ト 演 算 項 目 が ONで あ れ ば フ ォ ー マ ッ ト 演 算 の 状 態 も 出 力 し ま す 。
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② コ ン パ レ ー タ

• 演 算 が OFF (パネルの” MATH”インジケ-夕が消灯している） の 状 態 で 測 定 デ ー タ の リ コ ー ル を

実 行 し て い る と き 、 口 を 押 す と 、 押 し た 時 点 か ら コ ン パ レ ー タ を 実 行 し ま

す 。

( た だ し 、 コ ン パ レ ー タ を ONに 設 定 し て あ る 場 合 ）

♦ コ ン パ レ ー タ を 測 定 中 に 実 行 し て い る と き 、 測 定 デ ー タ の リ コ ー ル を 行 う と 、 

コ ン パ レ ー タ は 、 リ コ ー ル • デ ー タ に 対 し て も . 継 続 し て 実 行 し ま す 。

籲 リ コ ー ル 中 の コ ン パ レ ー タ 結 果 は 、 以 下 の よ う に 表 示 し ま す 。

MATH

+  1 . 0 0 2 V  D  C

+ 0 0 0 0  (No+ 0 0 0 0  〜 No+ 9 9 9 9 )PASS
小

リ コ ー ル • デ ー タ に 対 す る  

コ ン パ レ ー タ 結 果

(注 ） ♦  GPIВで デ ー タ を 参 照 し た 場 合 、 現 在 の 出 カ デ ー タ • フ ォ ー マ ッ ト の コ ン  

パ レ ー タ 結 果 が ONで あ れ ば コ ン パ レ ー タ 結 果 を 出 力 し ま す 。

泰 コ ン パ レ ー タ 結 果 が ス ト ア さ れ て い る 場 合 、 常 に ス ト ア 時 の コ ン パ レ ー  

夕 結 果 を GPIBに 出 力 し ま す 。

③ 統 計 演 算

• 演 算 が OFF (パネルの” MATH”インジケ-夕が消灯している） の 状 態 で 測 定 デ ー タ の リ コ ー ル を

MATH
実 行 し て い る と き 、 口 を 押 す と 、 押 し た 時 点 か ら 新 た に 統 計 演 算 を 実 行 し  

ま す 。

( た だ し 、 統 計 演 算 を ONに 設 定 し て あ る 場 合 ）

_ 統 計 演 算 を 測 定 中 に 実 行 し て い る と き 、 測 定 デ ー タ の リ コ ー ル を 行 う と 、 統 計  

演 算 は 、 リ コ ー ル • デ ー タ に 対 し て 新 た に 実 行 し ま す 。

こ の と き 、 測 定 中 に 実 行 さ れ た 統 計 演 算 結 果 は す べ て 無 効 に な り ま す 。

馨 統 計 演 算 実 行 中 に リ コ ー ル を 終 了 す る と 、 統 計 演 算 も 終 了 し ま す 。

た だ し 、 統 計 演 算 結 果 は リ コ ー ル が 終 了 し た 時 点 ま で の リ コ ー ル • デ ー タ に 対  

す る も の で す 。
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6 . 5  測 定 デ ー タ の リ コ ー ル

( 2 ) リ コ ー ル 時 の 演 算 の 設 定 方 法

演 算 設 定 は 、 リ コ ー ル を 実 行 す る 前 に 行 っ て 下 さ い 。

癱 ス ケ ー リ ン グ 定 数 X，Y，Z

♦  % 偏 差 定 数

♦  dB変 換 定 数

•  R M S サ ン プ ル 数

*  d B m 換 算 定 数

* 抵 抗 値 温 度 補 正 定 数 （室 温 ， 被 測 定 電 線 長 ）

籲 R T D 単 位
# コンパレータ 上 限 値 、 下 限 値 、 ビープお よ び パ ス 範 囲  

* 統 計 演 算 サ ン プ ル 数

各 種 演 算 の 設 定 方 法 の 詳 細 は 、 演 算 設 定 の 項 を 参 照 し て 下 さ い 。

6. 5. 4 FASTモードのデータ■リコール

FASTモ ー ド の デ ー タ の 読 み 出 し 方 法 に は 、 以 下 の 2種 類 が あ り ま す 。

•マ ニ ュ ア ノ レ • リ コ ー ノレ--------------------- 6 . 5 . 1 エ貝

•フ1 ー ト • リコ ー ノレ---------------------------- 6. 5. 2 Ш

( 注 1 ) リ モ ー ト （GPIB) か ら ス ト ア • デ ー タ を リ コ ー ル す る 場 合 、 リ コ ー ル 中 の デ ー タ  

は パ ネ ル に 出 力 し ま せ ん 。

(注 2) パ ネ ル か ら リ コ ー ル を 実 行 し た 場 合 、 測 定 は 強 制 的 に IDLE状 態 に な り ま す 。

(注 3) パ ネ ル か ら リ コ ー ル 中 は 、 □ で の エ ラ ー 参 照 は で き ま せ ん 。

(注 4) FASTモ ー ド の リ コ ー ル • デ ー タ は 、 測 定 デ ー タ の み で す 。

測 定 デ ー タ 以 外 （交 流 測 定 の 補 助 測 定 、 ：!ンパレ-夕、 4 W Q チェック、 スキャナ•チャンネル、 タイム• 

スタンプ） は ス ト ア お よ び リ コ ー ル す る こ と は で き ま せ ん 。
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• ス ト ア • デ ー タ  ---------------------------

鲁 ス ト ア • デ ー タ の デ ー タ • ポ イ ン ト 娄 女

• ス ト ア • デ ー タ の 範 囲 ------------------

• リ コ ー ノ レ 単 巳 囲  --------------------------------------------------------

① ス ト ア • デ ー タ の 參 照

【 参 照 コ マ ン ド 】

SCPI コ マ ン ド  ： ” ：TRACe :DATA?”

A D C コ マ ン ド  ： ” IRO ? ”

【説 明 】 出 カ デ ー タ フ ォ ー マ ッ ト が A S C I I フ ォ ー マ ッ ト に 設 定 さ れ て い る と き 、 

GPIBに ス ト ア • デ ー タ を 出 力 す る 場 合 は 、 内 部 フ ォ ー マ ッ ト （BINARY) を 

A S C I I変 換 し た 後 に 出 力 し ま す 。 ス ト ア 項 目 ご と に GPIB出 力 時 の フ ォ ー マ  

ッ ト 例 と そ の バ イ ト 数 （ASCII) を [ 表 6 - 3 ] に 示 し ま す 。

た だ し 、 交 流 測 定 の 補 助 測 定 デ ー タ は 6 5 8 1 の み 有 効 で す 。

表 6 - 3 GPIB出 力 時 の フ ォ ー マ ッ ト と そ の バ イ ト 数 （ASCII)

ス ト ア 項 目 パ、イ ト 数 フ ォ ー マ ッ ト 例

測 定 デ ー タ 1 1〜 15 + 1000. 0 0 0 0 0 E-03 ( 8 % 桁 の 場 合 ）

交 流 測 定 の 捕 助 測 定 デ ー タ  

( 6 5 8 1の み ）

12 1 . 0 0 0 0 0 E + 00 ( 6 桁 固 定 ）

コ ン パ レ ー タ 結 果 3 PAS

4W Q チ ヱ ッ ク 結 果 3 0 K

ス キ ャ ナ • チ ャ ン ネ ル 番 号 4 0 1 CH

タ イ ム • ス タ ン プ 16 1 9 9 9 / 1 2 / 3 1  1 3 : 0 0

フ ォ ー マ ッ ト 演 算 項 目 3 NON (參照時の出カデ -夕 •フト 7 ットのフト7 ット演 

算 項 目 が 0 Nの と き ）

( 注 ） GPIBで 内 部 メ モ リ の 測 定 デ ー タ を 参 照 す る 時 の 注 意

1 . 測 定 デ ー タ の バ イ ト 数 は 、 ス ト ア 時 の 表 示 桁 数 に 依 存 し ま す 。 

〔例 〕 測 定 デ ー タ • フ ォ ー マ ッ ト

8 % 桁 出 力 ： +  1 0 0 0 .  0 0 0 0 0  E - 0 3  

4 %  桁 出 力 ： +  1 0 0 0 .  0 E —  0 3
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6 . 6  G P I Вに よ る 情 報 参 照

6. 6 GPIB丨こよる情報参照

GPIBに よ り 、 以 下 の 情 報 を 參 照 す る こ と が で き ま す 。

①
②
③
④

20
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6 . 6  G Р I Вに よ る 情報参照

2. 各 リ コ ー ル • デ ー タ の 項 目 の 区 切 り は 、 ス ト リ ン グ • デ リ ミ タ で す 。

ま た 、 リ コ ー ル • デ ー タ の 終 わ り に ブ ロ ッ ク • デ リ ミ タ を セ ッ ト し ま す 。

〔例 〕 測 定 デ ー タ を ス ト ア し た 場 合

ШОО. 0 0 0 0 0Е- 0 3ストリング•デリミタ 

+1000. 0 0 0 0 0Е- 0 3ストリング•デリミタ

+1000. 0 0 0 0 0Е- 0 3ブDック•デリミタ

3 .  ス ト ア • デ ー タ 参 照 時 に 発 生 す る エ ラ ー （-222: Data out of range) は 、 

リ コ ー ル 範 囲 が ス ト ア • デ ー タ の 範 囲 外 に 設 定 さ れ て い る こ と を 示 し ま  

す 。 （6 . 6節 の ④ を 参 照 ）

〔例 〕 ス ト ア • デ ー タ の 範 囲 ： 0 〜 10 

リ コ ー ル 範 囲  ： 0 〜 999

4 .  測 定 デ ー タ の 参 照 で は 、 コ ン パ レ ー タ 結 果 と フ ォ ー マ ッ ト 演 算 項 目 以 外  

は 、 現 在 の 出 カ デ ー タ • フ ォ ー マ ッ ト に 依 存 し ま せ ん 。 （9. 4節 を 参 照 ）

5 .  参 照 デ ー タ に コ ン パ レ ー タ 演 算 や フ ォ ー マ ッ ト 演 算 を 実 行 し 、 GPIВに出 

力 す る 際 は 、 出 カ デ ー タ • フ ォ ー マ ッ ト の コ ン パ レ ー タ 結 果 と フ ォ ー マ  

ッ ト 演 算 項 目 を 0 Nに 設 定 し て 下 さ い 。 （9 . 4節 を 参 照 ）

〔例 〕 測 定 デ ー タ 、 交 流 測 定 の 補 助 測 定 デ ー タ と す べ て の 出 カ デ ー タ  

• エ レ メ ン ト を ス ト ア し た 場 合

+ 1 0 0 0 . 0 0 0 0 0 E - 0 3， 1 . 0 0 0 0 0 E + 00, PAS, 0 K，0 1 CH，19 9 4 / 0 9 / 0 2  0 0 : 0 0ストリング•デリミタ 

+ 1 0 0 0 . 0 0 0 0 0 E - 0 3， 1 . 0 0 0 0 0 E + 0 0 , PAS，0 K，0 2 CH, 1 9 9 4 / 0 9 / 0 2  0 0 : 0 1ストリング•デリミタ

+ 1000. 0 0 0 0 0 E- 0 3， 1 . 0 0 0 0 0 E + 00, PAS, 0 K，0 2СНЛ9 9 4 / 0 9 / 0 2  0 0 : 0 1ブロック•デリミタ

(注 ） 交 流 測 定 の 補 助 測 定 デ ー タ は 、6 5 8 1 の み 有 効 で す 。 

② ス ト ア • デ ー タ の デ ー タ • ポ イ ン ト 数 の 参 照

【参 照 コ マ ン ド 】

SCPI コマンド ： ” ：TRACe :DATA :POINts?”

A D C コマンド ： ” IRP0 ?”

【参 照 結 果 例 】 ス ト ア • デ ー タ • ポ イ ン ト 数 が 1 2 3 4個 の 場 合

” 1 2  3 4 ” ブロック•デリミタ

【説 明 】 ス ト ア • デ ー タ • ポ イ ン ト 数 を 最 大 6桁 の 整 数 値 で 出 力 し ま す 。

” 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ” ブロック•デリミタ
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③ ス ト ア • デ ー タ 範 囲 の 参 照  

【參 照 コマンド】

SCPIコマンド 

A D C コマンド

： ”：TRACe :DATA :NUMBer?” 

: ”IRN0 ?”

【参 照 結 果 例】 ス ト ア • デ ー タ の 範 囲 が - 1 0 0 0 〜 1 0 0 0 の 場 合  

” n  — 1 0  0 0 、 n n 1 0  0 0 ”ブロック•デリミタ

【説明】 ス ト ア • デ ー タ の 範 囲 を 下 記 の フ ォ ー マ ッ ト で 出 力 し ま す 。

” ^〇 〇 〇 〇 〇 、^〇 〇 〇 〇 〇 ”ブロック•デリミタ

④ リ コ ー ル 範 囲 の 設 定  

【設 定 コ マ ン ド 】

SCPIコ マ ン ド  ： ” ：TRACe:NUMBer く数値〉， く数値〉

ADC コマンド ： ”IRDnl，n2”

0 7 0 3 3 0
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7 . 1  概 要

7. 1Cメモリ■カード

icメ モ リ • カ ー ド は 、 本 器 の 設 定 条 件 と 測 定 デ ー タ の 記 憶 / 読 み 出 し を 行 う こ と が で き ま  

す 。

( 注 ） 1Cメ モ リ • カ ー ド の 電 池 の 消 耗 に は 、 注 意 が 必 要 で す 。

7.1 概要

( 1 ) 仕 様

メ モ リ • カ ー ド の タ イ プ ： 日 本 電 子 工 業 振 興 協 会 の 標 準 仕 様 の V e n  4 . 1

使 用 メ モ リ • カ ー ド  ： カ ー ド 容 量 2 Mバ イ ト 以 下 の SRAMカ ー ド

最 大 記 憶 フ ァ イ ル 数  ： メ モ リ • カ ー ド の 種 類 （容 量 別 ） と ス ト ア 内 容 に 応 じ た

最 大 記 憶 フ ァ イ ル 数 を [ 表 7 - 1] に 示 し ま す 。

表 7 - 1 最 大 フ ァ イ ル 数

メモリ•力-ド容量

ストア内容

6 4 K 1 2 8 K 5 1 2К 1М

設 定 条 件 の み 16 35 128 128

測定デ-夕（ 1000デ-夕） 3 6 28 58

測定デ-夕（ 10000デ-夕） 一 一 3 6

( 注 1 ) 測 定 デ ー タ • フ ァ イ ル 数 は 、 測 定 デ ー タ の み を ス ト ア し た と き の も の で す 。

測 定 デ ー タ • フ ァ イ ル の 容 量 は 、 1 フ ァ イ ル の デ ー タ 数 に よ り 変 わ る た め 、 

最 大 記 憶 フ ァ イ ル 数 は 多 少 制 限 さ れ ま す 。

(注 2) メ モ リ • カ ー ド に 設 定 条 件 と 測 定 デ ー タ を 合 わ せ て 記 憶 さ せ る 場 合 、 [ 表 7-1] 

に 示 し た 設 定 条 件 と 測 定 デ ー タ の 最 大 記 憶 フ ァ イ ル 数 は 、 そ れ ぞ れ 減 少 し ま

す 。

(注 3) 6 5 8 1 で ス ト ア し た 設 定 条 件 と 測 定 デ ー タ の フ ァ イ ル は 、 R6 5 8 1 Dで 参 照 す る

こ と は で き ま せ ん 。

ま た 、 R6 5 8 1 Dで ス ト ア し た 設 定 条 件 と 測 定 デ ー タ の フ ァ イ ル も 、 6 5 8 1 で 参  

照 す る こ と は で き ま せ ん 。

(2) メ モ リ 空 間

IC メ モ リ • カ ー ド の 中 に は 、 2 つ の メ モ リ 空 間 が あ り ま す 。

• コ モ ン • メ モ リ --------------------①

♦ ア ト リ ビ ュ ー ト • メ モ リ -------- ②

① コ モ ン • メ モ リ

通 常 使 う メ モ リ 空 間 で す 。

0 7 0 3 3 0
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② ア ト リ ビ ュ ー ト • メ モ リ

コ モ ン • メ モ リ と は 別 に 1Cメ モ リ • カ ー ド の 中 に あ り 、 カ ー ド 属 性 情 報 が 書 か れ  

る メ モ リ 空 間 で す о I С メ モ リ • カ ー ド に よ っ て は 、 ア ト リ ビ ュ ー ト • メ モ リ を 持 た  

な い も の も あ り ま す 。

本 器 で は 、 ア ト リ ビ ュ ー ト • メ モ リ に カ ー ド 属 性 情 報 （デ バ イ ス 情 報 タ プ ル ） の 書  

か れ て い る も の を 使 用 し て 下 さ い 。

⑶ フ ァ イ ル 名 に つ い て

フ ァ イ ル 名 の フ ォ ー マ ッ ト を 以 下 に 示 し ま す 。

設 定 条 件 ファイル ： 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 . P N L

測 定 デ ー タ • フ ァ イ ル ： 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 .〇 A T

I—— 拡 張 子

------------------------- フ ァ イ ル 名

フ ァ イ ル 名 は 、 最 大 8文 字 で 、 使 用 で き る 文 字 は 、 ア ル フ ァ ベ ッ ト 、 数 字 、 ア ン ダ  

ー ス コ ア で す 。

( 注 1 ) フ ァ イ ル 名 の 前 後 の ス ペ ー ス は 無 視 し ま す 。

n n A B C n n n . P N L は 、 A B C . P N L と 認 識 し ま す 。

(注 2) フ ァ イ ル 名 の 文 字 と 文 字 の 間 に ス ペ ー ス が あ る と エ ラ ー と な り ま す 。

⑷ 1Cメ モ リ • カ ー ド の 選 択 方 法

本 器 は 、 設 定 条 件 と 測 定 デ ー タ の ス ト ア / リ コ ー ル を 行 う デ バ イ ス を 、 内 部 メ モ リ  

と メ モ リ • カ ー ド の 一 方 か ら 選 択 す る こ と が で き ま す 。 メ モ リ • カ ー ド を 使 用 す る と  

き は 、 以 下 の よ う に デ バ イ ス を メ モ リ • カ ー ド に 選 択 し て 下 さ い 。

① ス ト ア • メ モ リ の 選 択 方 法

C O N F I G U R E  S T O R E  

DEVICE SOURCE

CONFIGURE STORE

□ 、 □ と 順 に 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て ” DEVICE”に カ ー ソ ル

ENTER

を 移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定 し ま  

す 。

S E L E C T  D E V I C E  

INTERNAL MEMORYCARD

回 0  を 用 い て ” MEMORYCARD”に カ ー

ENTER

ソ ル を 移 動 し 、 口 を 押 す と 確 定  

し ま す 。

HOME
测 定 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し ま  

す 。
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7 . 2  I С メ モ リ • カ ー ド の 初 期 化 （フ ォ ー マ ッ テ ィ ン グ ）

② リ コ ー ル • メ モ リ の 選 択 方 法

CONFIGURE RECALL

□ 、 □ と 順 に 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て ” DEVICE”に カ ー ソ ル

を 移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定 し ま  

す 。

回 回 を 用 い て ” MEMORYCARD”に カ ー

ENTER
ソ ル を 移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定  

し ま す 。

HOME
測 定 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し ま

す 。

7. 2 丨Cメ モ リ ■ 力 ー ド の 初 期 化 （フォーマッティング）

本 器 で 使 用 で き な い icメ モ リ • カ ー ド は 、 初 期 化 す る と 使 用 可 能 と な り ま す 。

ま た 、 現 在 使 用 し て い る icメ モ リ • カ ー ド を 初 期 化 す る と 、 内 部 の 測 定 デ ー タ や 設 定 条  

件 は す べ て ク リ ア さ れ ま す 。

S E L E C T  D E V I C E  

INTERNAL MEMORYCARD

C O N F I G U R E  R E C A L L  
DEVICE SOURCE

【1Cメ モ リ • カ ー ド の 初 期 化 方 法 】

S E L E C T  M E N U  

◄  LINE-FREQ MEMORYCARD RESET ►

MENU
□ を 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て ”MEMORYCARD”に カ ー ソ ル を

ENTER
移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定 し ま す 。

-------------------------------------------------- 1 回 0  を 用 い て ”INITIALIZE”に カ ー ソ ル を

M E M O R Y C A R D  S E T U P  e n t e r

FREE INITIALIZE TRANSFER ►  移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定 し ま す 。

I N I T I A L I Z E  O K ?

YES NO
回 回 を 用 い て ” YES” 
押 す と 確 定 し ま す 。

測 定 表 示 に 戻 る に は

ENTER

を 選 択 し 、 □ を

□ を 押 し ま す 。
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7 . 3  I С メ モ リ • カ ー ド の 空 き 領 域

7. 3 ICメモリ■カードの空き領域

icメ モ リ • カ ー ド の 使 用 可 能 な 領 域 を 、 バ イ ト 単 位 で 表 示 し ま す 。

□ を 押 し ま す 。

回 0  を 用 い て ” MEMORYCARD”に カ ー ソ ル を  

移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定 し ま す 。

回 回 を 用 い て ” FREE”に カ ー ソ ル を 移 動 し 、

□ を 押 す と 確 定 し ま す 。

メ モ リ • 力 ' ー ド • セ ッ ト ア ッ プ • モ ー ド に

EXIT

戻 る に は 、 □ を 押 し ま す 。

測 定 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し ま す 。

7.4 設定条件のストア

icメ モ リ • カ ー ド に は 、 本 器 の 設 定 条 件 を 記 憶 す る こ と が で き ま す 。

( 1 )  フ ァ イ ル 容 量

設 定 条 件 の 1 フ ァ イ ル が 使 用 す る 容 量 は 、 3 1 3 6 バ イ ト で す 。

( 2 )  設 定 条 件 フ ァ イ ル 内 部 フ ォ ー マ ッ ト

本 器 は 、 設 定 条 件 を ASCIIフ ォ ー マ ッ ト と 内 部 処 理 用 フ ォ ー マ ッ ト で 記 憶 し ま す 。 

上 記 の 2つ の フ ォ ー マ ッ ト は 、 本 器 の 内 部 処 理 で の み 使 用 す る た め 、 リ コ ー ル の 際  

. に 出 力 さ れ る こ と は あ り ま せ ん 。 以 下 の ス ト ア 可 能 な 設 定 条 件 と そ の ASCIIフ ォ ー マ

ッ ト を 示 し ま す 。

[ 表 7 - 2 ] に 、 ス ト ア 可 能 な 設 定 条 件 の 全 項 目 と そ の ASCIIフ ォ ー マ ッ ト を 示 し ま す 。

F R  E E  =  1 2 5 9 5 2  B Y T E

PUSH EXIT OR HOME KEY

M E M O R Y C A R D  S E T U P  

FREE INITIALIZE TRANSFER ►

S E L E C T  M E N U  

◄  LINE-FREQ MEMORYCARD RESET ►

0 7 0 3 3 0
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7 . 4  設 定 条 件 の ス ト ア

表 了  - 2 ス ト ア 可 能 な 設 定 条 件 と そ の ASCIIフ ォ ー マ ッ ト  （1/4)

項目 パ'イト数 フ — • マ ッ ト 例

機 種 名 、 バ ー ジ ョ ン 23 ”R6 5 8 1  RevAOO Ш ネ

測 定 フ ァ ン ク シ ョ ン 21 ”FUNCTI0 N:DCV ” m *

直 流 電 圧 測 定 7 ，’DCV”**

積 分 時 間 14 ，，IT 二1 0 PLC

測 定 レ ン ジ 18 ”RANGE : 1 0V

表 示 桁 数 14 ”DIGITS :?. 5”**

レ シ オ 測 定 13 ” RATI0 : 0 FF，、 *

過 電 圧 入 力 保 護 17 ” PROTECTION

交 流 電 圧 測 定  q 了 ” ACV，’**

積 分 時 間 14 ”IT二1 0 PLC ”И

測 定 レ ン ジ 18 ”RANGE:AUTO

表 示 桁 数 づ 6 5 8 1 の み ） 14 ”DIGITS :6. 5”**

カ ッ プ リ ン グ 選 択 17 ”C0 UPLING:AC ”木木

周 波 数 帯 域 定 数 15 ” FILTER :SL0W，，**

周 波 数 / 周 期 の 補 助 測 定 ^ 20 ” SUBMEAS:OFF

直 流 電 流 測 定 7 ，’D C r **

積 分 時 間 14 ，’ IT= 1 0 PLC

測 定 レ ン ジ 18 ，’RANGE : AUTO

表 示 桁 数 16 ” DIGITS :6. 5”* " *

交 流 電 流 測 定  、 7 ，’АС Г、口

積 分 時 間 14 ”IT二10 PLC

測 定 レ ン ジ 18 ”RANGE:AUTO

表 示 桁 数 ，（6 5 8 1 の み ） 14 ，’DIGITS :6. 5 ”**

カ ッ プ リ ン グ 17 ” COUPLINGJC  本

周 波 数 帯 域 定 数 15 ” FILTER : SLOW，’**

周 波 数 / 周 期 の 補 助 測 定 ン 20 ”SUBMEAS:0FF 木木木

2 線 式 抵 抗 測 定 9 ，，2W 0 HM，，M

積 分 時 間 14 ，’IT二10 PLC ” П

測 定 レ ン ジ 18 ’’RANGE:AUTO ” M

表 示 桁 数 14 ”DIGITS : 7 . 5”**

レ ン ジ 移 動 範 囲 の 上 限 値 27 GRANGE LIMIT UP :1 0 0 0 M 0 HM，J П

レ ン ジ 移 動 範 囲 の 下 限 値 27 GRANGE LIMIT L0 : 1 0 0 HM ，’**

抵 抗 測 定 電 流 の 選 択 12 ，’POWER :L0”M

抵 抗 測 定 付 加 機 能 21 M〇HM MEAS :0FF ”木本

過 電 圧 入 力 保 護 17 ”PROTECT:ON Щ 木

(注） ** ： CR/LF

Щ  CR/LF CR/LF

5
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7 . 4  設 定 条 件 の ス ト ア

(2/4)

項目 バ イ ト 数 フ ォ ー マ ッ ト 例

4 線 式 抵 抗 測 定 9 ”4 W 0 HM，，M

積 分 時 間 14 ”IT二1 0 PLC

測 定 レ ン ジ 18 RANGE : AUTO

表 示 桁 数 14 ，’DIGITS :7. 5”**

レ ン ジ 移 動 範 囲 の 上 限 値 27 ”RANGE LIMIT U P :1 0 0 0 MOHM”木木

レ ン ジ 移 動 範 囲 の 下 限 値 27 ”RANGE LIMIT L0 : 1 0 0 HM ”木木

抵 抗 測 定 電 流 の 選 択 12 ” P0W E R :L0，，M

抵 抗 測 定 付 加 機 能 23 ”0 HM MEAS :0FF Ш 木

周 波 数 測 定  1 8 ”FREQ”**

積 分 時 間 14 ” IT= 1 0 0 mSec，，"

表 示 桁 数 ( 6 5 8 1の み ） 14 ” DIGITS : 6 . 5，，M

カ ッ プ リ ン グ 選 択 17 ”C0 UPLING:AC ”木木

ト リ ガ • レ ベ ル 14 ”LEVEL二 0”**

測 定 ソ ー ス  」 26 ”INPUT S0 URCE :V 0 LTAGE”木木木木

周 期 測 定  q 10 ” PERIOD、 *

積 分 時 間 14 ，，IT= 1 0 0 mSec，’"

表 示 桁 数 • ( 6 5 8 1の み ） 14 ”DIGITS: 6 . 5”**

カ ッ プ リ ン グ 選 択 17 ”C0 UPLING:AC ”H

ト リ ガ • レ ベ ル 14 ”LEVEL: 0”**

測 定 ソ ー ス 選 択  J 26 INPUT S O U R C E i V O L T A G E ^ n n

オ ー ト • ゼ ロ 15 ”AZER0 : 0 N Ш 本

NULL 12 ” NULL :0FF”M

NULL 値 26 ”NUL い ---------------------

デ ジ タ ル • フ ィ ル タ 項 目 19 ”DFILT :0FF ”本木

ス ム ー ジ ン グ 回 数 15 MSMOOTH- 1 0”ネネ

ア ベ レ ー ジ 回 数 18 AVERAGE- 1 0”* " *

フ ォ ー マ ッ ト 演 算 項 目 20 ”FORMAT:OFF ”M

ス ケ ー リ ン グ 定 数 X 21 ”Х = И . 0 0 0 0 0 0 0 0 E + 0 0”**

ス ケ ー リ ン グ 定 数 Y 21 ”Y二+ 0 • 0 0 0 0 0 0 0 0 E+ 0 0”**

ス ケ ー リ ン グ 定 数 Z 21 ”Z= + l. 0 0 0 0 0 0 0 0 E + 0 0”**

% 偏 差 定 数 23 ” DEV= + 1. 0 0 0 0 0 0 0 0 E + 0 0”"

dB変 換 定 数 22 ”dB二+ 1 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E + 0 0”木木

R M S サ ン プ ル 数 14 ” RMS二 1 0”П

d B m 換 算 定 数 23 ”dBm= + l. 0 0 0 0 0 0 0 0 E + 0 0”木本

抵 抗 温 度 補 正 の 室 温 19 ”TEMP = + 2. 0 0 0Е + 0Г 木木

抵 抗 温 度 補 正 の 電 線 長 26 ” LENGTH = + 1. 0 0 0 0 0 0 0 0Е + 0 0”М

■ 目 盛 14 ” ITS: IPTS6 8”"

R T D 単 位 12 ” UNIT :C”：m *

(注） W  : CR/LF

Ш  CR/LF CR/LF
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7 . 4  設 定 条 件 の ス ト ア

(3/4)

項目 パ'イト数 フ ォ ー マ ッ ト 例

コ ン パ レ ー タ 18 ”COMPARATOR:OFF”:口

コ ン パ レ ー タ 上 限 値 27 ”COMP UP= + 0 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E+ 0 0”' 木木

コ ン パ レ ー タ 下 限 値 27 Ч 0МР L0- + 0. 0 0 0 0 0 0 0 0 E + OO^ M ^

コ ン パ レ ー タ UP領 域 16 ” COMP U P : F A i m

コ ン パ レ ー タ M I D 領 域 17 ”COMP M I D :PASS”木木

コ ン パ レ ー タ L0 領 域 16 ” COMP LChFAII；’**

コ ン パ レ ー タ • ビ ー プ 20 ?，C0MP BEEP :0FF

統 計 演 算 17 ” STATISTIC:0FF”M

統 計 演 算 回 数 19 ” STATIS: 1 0”* " *

ス ト リ ン グ • デ リ ミ タ 21 ” GPIB STRING:C0 1 M ”**

ブ ロ ッ ク • デ リ ミ タ 22 ，，GPIB BL0 CK:CRLF

ビ ー プ 14 ” BEEP :0FF”m *

GUARD 20 ”L0 GUARD:FL0AT”*木ネ木

入 力 端 子 17 ” INPUT:FR0 NT”* " *

デ ー タ 出 カ フ ォ ー マ ッ ト 22 ” DATA F0 RMAT:ASCII

出 カ デ ー タ • エ レ メ ン ト 24 ” DATA ELEMENT:0x0 0 0 m 木

レ イ ヤ 表 示 20 ”LAYER DISP』 FF，’*：m

ト リ ガ • シ ス テ ム • コ ン テ ィ ニ ュ ー 29 ” INITIATE C0 NTINU0 U S :0N 木木

ア ー ム • レ イ ヤ パ ス 16 ”ARM PASS :0FF”木本

ア ー ム • レ イ ヤ  ソース 24 ”ARM SOURCE:IMMEDIATE”本本

ア ー ム • レ イ ヤ  タ イ マ 29 ”ARM TIMER= + 1 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E+ 0 0”本木

ア ー ム • レ イ ヤ  デ ィ レ イ 29 ”ARM DELAYこ+ 0 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E+ 0 0”木木

ア ー ム • レ イ ヤ  カ ウ ン ト 22 ” ARM COUNT二 1，，П

ア ー ム • レ イ ヤ  コ ン プ リ ー ト 22 ”ARM C0MPLETE :0FF”* * M

ス キ ャ ン • レ イ ヤ パ ス 17 ”SCAN PASS :0FF”木*

ス キ ャ ン • レ イ ヤ  ソース 25 ”SCAN SOURCE:IMMEDIATE”**

ス キ ャ ン • レ イ ヤ  タ イ マ 30 ” SCAN TIMER = + 1. 0 0 0 0 0 0 0 0 E + 0 0”M

ス キ ャ ン • レ イ ヤ  デ ィ レ イ 30 ’’SCAN DELAY = + 0 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E + 0 0，，**

ス キ ャ ン • レ イ ヤ  カ ウ ン ト 23 ”SCAN COUNT: 1”**

ス キ ャ ン • レ イ ヤ  コ ン プ リ ー ト 23 ” SCAN C0MPLETE :0F F m  木

(注） ** : CR/LF

： CR/LF CR/LF
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7 . 4  設 定 条 件 の ス ト ア

(4/4)

項目 バ イ ト 数 フ ォ ー マ ッ ト 例

ト リ ガ • レ イ ヤ パ ス 17 ”TRIG PASS :0FF”M

ト リ ガ • レ イ ヤ  ソース 25 ”TRIG SOURCE: IMMEDIATE，’**

ト リ ガ • レ イ ヤ  タ イ マ 30 ”TRIG TIMER二+ 1 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E + 0 0 ，，**

ト リ ガ • レ イ ヤ デ ィ レ イ 30 ”TRIG DELAY= + 0 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E + 0 0”*木

ト リ ガ • レ イ ヤ  カ ウ ン ト 23 "TRIG COUNT- 1”**

ト リ ガ • レ イ ヤ  コ ン プ リ ー ト 23 ”TRIG C0MPLETE :0F F m 木

外 部 ト リ ガ • ス ロ ー プ 29 ”TRIG SLOPE EXT :P0 S I T I V E m 木

レ ベ ル • ト リ ガ • ス ロ ー プ 31 ”TRIG SLOPE LEVEレ POSITIVE”****

ト リ ガ • レ ベ ル 21 ’’TRIG LEVEい 0”* " *

FASTモ ー ド 19 ”FAST M 0 D E :0FF”**

FASTモ ー ド • レ ー ト 28 ”FAST MODE RATE : 8 0uSec

内 部 メ モ リ 19 ”INTERNAL MEMORY”本木

デ ー タ • ス ト ア 条 件 23 ”BUFFER CTRL:FULL ”ネ木

プ リ ト リ ガ • ソ ー ス 20 ^PRITRIGiMANUAL мИ

ス ト ア す る デ ー タ 数 20 ”DATA P0 IN= 1 0 0 0”本氺

リ コ ー ル • デ ー タ 範 囲 30 ’’RECALL POINT: 0， 9 9 9”* " *

メ モ リ • カ ー ド 14 ”MEM0 RYCARD”=H

ス ト ア す る デ ー タ 数 21 ’’DATA P〇IN= 1 0 0 0”**

リ コ ー ル • デ ー タ 範 囲 32 ”RECALL POINT: 0, 9 9 9”М=И

ス キ ャ ナ 15 ” SCANNER:0FF”M

スタート•チャンネル、ストップ•チャンネル 26 ” SCANNER SCAN: 1 , 5МНИ

BCD 11 ，’BCD :0FF”**

プ リ ン タ 15 ”PRINTER:0FF”木木

ア ナ ロ グ 出 力 17 ^ ANALOGOUTiOFF^ *

出 カ カ ラ ム 16 ”COLUMN: 1， 0”木木

オ フ セ ッ ト 16 ”0 FFSET:0FF”H  木木

(注 ） ** : CR/LF

Ш  CR/LF CR/LF
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7 . 4  設 定 条 件 の ス ト ア

⑶ 設 定 条 件 の ス ト ア 方 法

設 定 条 件 を ス ト ア す る と き は 、 以 下 の よ う に ス ト ア す る 内 容 （パ ネ ル 選 択 画 面 で は  

” SELECT SOURCE” と 表 示 ） を 設 定 条 件 （パ ネ ル 選 択 画 面 で は ” PANEL；’と 表 示 ） に 選 択  

し て か ら ス ト ア を 実 行 し て 下 さ い 。

① ス ト ア す る 内 容 を 設 定 条 件 に 選 択

CONFIGURE STORE
□ 、 □ と 順 に 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て ” SOURCE”に カ ー ソ ル

を 移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定 し ま  

す 。

回 0  を 用 い て ” PANE1 / に カ ー ソ ル

を 移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定 し ま

す 。

HOME
測 定 表 不 に 民 る に は  □ を 押 し ま  

す 。

S E L E C T  S O U R C E  

DATA PANEL

C O N F I G U R E  S T O R E  

DEVICE SOURCE

② 設 定 条 件 の ス ト ア の 実 行

STORE

□ を 押 し ま す 。

回 回 固 回 を 用 い て フ ァ イ ル 名 を 設

ENTER
定 し 、 □ を 押 す と 確 定 し 、 スト 

ア を 実 行 し て 測 定 表 示 に 戻 り ま す 。

1Cメ モ リ • カ ー ド に 同 名 の フ ァ イ ル が 存 在 す る 場 合 は 、 以 下 の 確 認 の モ ー ド に な  

り ま す 。

ENTE
回 0  を 用 い て ”YES” を 選 択 し 、 口 

を 押 す と 確 定 し 、 ス ト ア を 実 行 し ま  

す 。

F I L E  R 6 5 8 1  . P N  L ?

YES NO

F I L E  R  6 5 8 1 . P N  L

MEMORYCRAD

測 定 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し ま

す 。
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7 . 5  設 定 条 件 の リ コ ー ル

7. 5 設定条件のリコール

icメ モ リ • カ ー ド に 記 憶 し た 設 定 条 件 を 読 み 出 す こ と に よ り 、 本 器 を そ の 条 件 で 動 作 さ  

せ る こ と が で き ま す 。

( 注 ） パ ネ ル 表 示 の ON/ OFFや 各 種 設 定 モ ー ド の カ ー ソ ル 位 置 な ど 1Cメ モ リ • カ ー ド に ス  

ト ア さ れ て い な い パ ラ メ ー タ を リ コ ー ル す る と 、 電 源 投 入 時 の 状 態 と 同 じ に な り  

ま す 。

⑴ 設 定 条 件 の リ コ ー ル 方 法

設 定 条 件 を リ コ ー ル す る と き は 、 以 下 の よ う に リ コ ー ル す る 内 容 （パ ネ ル 選 択 画 面  

で は ” SELECT SOURCE”と 表 示 ） を 設 定 条 件 （パ ネ ル 選 択 画 面 で は ” PANEL”と 表 示 ） に 

選 択 し て か ら リ コ ー ル を 実 行 し て 下 さ い 。

① 設 定 条 件 の リ コ ー ル 選 択 方 法

CONFIGURE RECALL

□ 、 □ と 順 に 押 し ま す 。

回 0  を 用 い て ” SOURCE”に カ ー ソ ル

ENTER
を 移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定 し ま  

す 。

回 回 を 用 い て ”PANEじ’ に カ ー ソ ル

を 移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定 し ま  

す 。

HOME

測 定 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し ま  

す 。

② 設 定 条 件 の リ コ ー ル 実 行 方 法

S E L E C T  F I L E  N o  1

R6 5 8 1 .PNL 1 9 9 4 / 0 9 / 0 1  0 0 : 0 0

□ を 押 し ま す 。

固 回 を 用 い て フ ァ イ ル 番 号 を 選 択

ENTER

し、 □ を 押 す と 確 定 し ま す 。

HOME

測 定 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し ま  

す0
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7 . 6  測 定 デ ー タ の ス ト ア

7. 6 測定データのストア

1Cメ モ リ • カ ー ド に は 、 1 フ ァ イ ル 当 り 測 定 デ ー タ を 最 大 1 0 0 0 0 0 デ ー タ ま で 記 憶 す る こ  

と が で き ま す 。

( 注 ） ス ト ア 中 に 実 行 で き る 主 な 項 目 を 以 下 に 示 し ま す 。

そ れ 以 外 の 項 目 は 、 変 更 で き ま せ ん 。

• リ セ ッ ト の 実 行

參 ト リ ガ • シ ス テ ム に 関 す る 項 目

參 メ モ リ • カ ー ド へ の 測 定 デ ー タ • ス ト ア の 中 止

(1) IС メ モ リ • カ ー ド の 内 部 デ ー タ • フ ォ ー マ ッ ト

測 定 デ ー タ • フ ァ イ ル は 、 測 定 デ ー タ と デ ー タ • ス ト ア 時 の 設 定 情 報 を ASCIIフォ 

ー マ ッ ト で 記 憶 し ま す 。

1Cメ モ リ • カ ー ド に は 、 測 定 デ ー タ 以 外 に 交 流 測 定 の 補 助 測 定 デ ー タ と 出 カ デ ー タ  

• エ レ メ ン ト の 設 定 項 目 を ス ト ア す る こ と が で き ま す 。

た だ し 、 補 助 測 定 デ ー タ は 6 5 8 1 の み 有 効 で す 。

ス ト ア 可 能 な 測 定 デ ー タ と 出 カ デ ー タ • エ レ メ ン ト の バ イ ト 数 と フ ォ ー マ ッ ト 例 を  

[表了-3 ] に 示 し ま す 。

表 7 - 3 ス ト ア 可 能 な 項 目 と バ イ ト 数 （ASCII)

項目 バ イ ト 数 フ ォ ー マ ッ ト 例

測 定 デ ー タ 15 + 1 0 0 0 . 0 0 0 0 0 E -03

交 流 測 定 の 補 助 測 定 デ ー タ （6 5 8 1のみ） 15 1 . 0 0 0 0 0 E+00

コ ン パ レ ー タ 結 果 5 ” PAS”

4 W Q チ ェ ッ ク 結 果 5 ”0 K ”

ス キ ャ ナ • チ ャ ン ネ ル 番 号 6 ，’0 1СН”

タ イ ム • ス タ ン プ 18 ”1 9 9 9 / 1 2 / 3 1  1 2 : 0 0”

コ ン パ レ ー タ 結 果 、 4 W Q チ ェ ッ ク 結 果 、 ス キ ャ ナ • チ ャ ン ネ ル 番 号 、 タ イ ム • ス タ  

ン プ の 設 定 に つ い て は 、 出 カ デ ー タ • エ レ メ ン ト の 項 を 参 照 し て 下 さ い 。

( 注 ） 交 流 測 定 の 補 助 測 定 を 実 行 し て い る と き に ス ト ア を 実 行 す . る と 、 交 流 測 定 の  

補 助 測 定 デ ー タ を 自 動 的 に ス ト ア し ま す 。 （交 流 電 圧 測 定 、 交 流 電 流 測 定 の  

項 参 照 ）

11
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7 . 6  測 定 デ ー タ の ス ト ア

〔デ ー タ • ス ト ア 時 の 設 定 情 報 〕

デ ー タ • ス ト ア 時 の 設 定 情 報 は 、 す べ て ASCIIフ ォ ー マ ッ ト で 記 憶 し て い ま す 。 

各 項 目 は 、 ” ” で 囲 ま れ 、 そ の 項 目 の 区 切 り は 、 CR/ L F を 用 い ま す 。

設 定 情 報 の 全 項 目 と そ の フ ォ ー マ ッ ト を [ 表 7 - 4 ] に 示 し ま す 。

表 7 - 4 デ ー タ • ス ト ア 時 の 設 定 情 報  （1/2)

項目

機 種 名 、 バ ー ジ ョ ン  

測 定 フ ァ ン ク シ ョ ン  

測 定 レ ン ジ  

積 分 時 間  

表 示 桁 数  

過 電 圧 入 力 保 護  

レ シ オ 測 定

周 波 数 帯 域 定 数 （6 5 8 1 の み ） 

周 波 数 / 周 期 の 補 助 測 定 （6 5 8 1 の み ） 

抵 抗 測 定 付 加 機 能  

測 定 ソ ー ス （6 5 8 1 の み ）

ト リ ガ • レ ベ ル  

オ ー ト • ゼ ロ

NULL 

NULL 値

デ ジ タ ル • フ ィ ル タ 項目 

ス ム ー ジ ン グ 回 数  

ア ベ レ ー ジ 回数  

フ ォ ー マ ッ ト 演 算 項 目  

ス ケ ー リ ン グ 定 数 X 

ス ケ ー リ ン グ 定 数 Y 

ス ケ ー リ ン グ 定 数 Z 

% 偏 差 定 数  

dB変 換 定 数  

実 効 値 演 算 定 数  

d B m 換 算 定 数  

抵 抗 温 度 補 正 の 室 温  

抵 抗 温 度 補 正 の 電 線 長  

R T D 目盛 

R T D 単 位

コ ン パ レ ー タ  

コ ン パ レ ー タ 上 限 値  

コ ン パ レ ー タ 下 限 値  

コ ン パ レ ー タ UP領 域  

コ ン パ レ ー タ M I D 領 域  

コンノ、。レ ー タ L O W 領 域  

FASTモ ー ド  

FASTモ ー ド • レ ー ト

イ ト 数 フ ォ ー マ ッ ト 例

21 ”R6 5 8 1  RevAOO ”ネ*

25 ^FUNCTIONiDCV ，’**

18 ”RANGE :1 0V ”木木

14 ”IT二10 PLC

14 ”DIGITS:了. 5”**

15 ” PROTECTION ” 本木

13 ” R A T I C h O N，’**

15 ” FILTER:—— ”本求

18 ” SUBMEAS:--------” 木本

21 ，’0 HM MEAS :----------

24 ” INPUT SOURCE:--------- ” M

14 ” LEVEL: —— ”木本

13 ”AZER0 : 0 N

12 ”NULL :0FF”木木

24 ”NULL = ---------------------” 本*

19 ^DFILTrOFF ”M

15 ” SM0 0 TH = 1 0”M

16 v AVERAGE- 1 0，’**

20 ”FORMAT:OFF ”M

21 + 0 0 0 0 0 0 0 0 E + 0 0”M

21 ”Y = + 0 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E + 0 0”W

21 ” Z二+ 1 . 0 0 0 0 0 0 0 0Е + 0 0Ж

23 ” DEV二+ 1 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E + 0 0”M

22 ，’dB二И . 0 0 0 0 0 0 0 0 E + 0 0”**

14 ” RMS= 2”M

23 ” dBm二+ 1 . 0 0 0 0 0 0 0 0Е + 0 0”И

19 ”ТЕМР = + 2. 0 0 0Е + 0ГМ

26 4 ENGTH = + 1 . 0 0 0 0 0 0 0 0Е +

14 ” ITS] PTS6 8”H

10 ”UNIT :C，、口

18 ，? COMPARATOR :0FFM n

27 ” COMP L O  + 0. 0 0 0 0 0 0 0 0 E + 0 0 ” 木木

27 ”COMP UP= + 0 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E+ 0 0”木木

16 vC0MP U P :FAIL,?H

17 ” COMP M I D :PASS”M

16 ” COMP L0 : F A I I / M

17 ，’FAST M _ : 0 FF”M

26 ” FAST MODE RATE : 8 0uSec

( 注 ） CR/LF

7 - 1 2
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7 . 6  測 定 デ ー タ の ス ト ア

(2/2)

項目 バ イ ト 数 フ ォ ー マ ッ ト 例

ス キ ャ ナ 15 ”SCANNER: - - -”**

ス キ ャ ナ • ス タ ー ト • チ ャ ン ネ ル 15 ”START C H :--”**

ス キ ャ ナ • ス ト ッ プ • チ ャ ン ネ ル 14 ” STOP

ス ト ア • モ ー ド 20 ” STORE M 0 D E :0x0 0 0”M

サ ン プ ル 数 18 ,，SAMPLE=

( 注 ） : CR/LF

⑵ 測 定 デ ー タ • フ ァ イ ル の 容 畺 （バ イ ト 数 ） に つ い て

測 定 デ ー タ • フ ァ イ ル の 容 量 は 、 ス ト ア す る デ ー タ の 内 容 に よ っ て 異 な り ま す 。 

デ ー タ の ス ト ア を す る た め に 必 要 と な る 容 量 の 計 算 方 法 を 以 下 に 示 し ま す 。

測 定 デ'-夕•ファイルの容量= ( 1ストア• デ -夕 の バ イ ト 数 ） X (ストア• デ -夕 数 ） +  (設 定 情 報 の バ イ ト 数 ）

〔例 〕

1 . 測 定 デ ー タ の み を ス ト ア す る 場 合

〔1C メ モ リ • 力 ー ド 内 の ス ト ア • デ ー タ • フ オ ー マ ッ ト 〕

+ 1 0 0 0 . 0 0 0 0 0 E- 0 3 CR/LF 

計 17バ イ ト [ 表 7 - 4 参 照 ]

〔計 算 例 〕

1 ス ト ア • デ ー タ の バ イ ト 数  

ス ト ア • デ ー タ 数  

設 定 情 報 の バ イ ト 数 （固 定 ） 

測 定 デ ー タ • フ ァ イ ル の 容 量

17バ イ ト  

1 0 0 0 0 0個  

7 9 1 バ イ ト

1 7 Х 1 0 0 0 0 0  +  791 =  1 7 0 0 7 9 1 バ イ ト

2 . 測 定 デ ー タ 、 補 助 測 定 デ ー タ （6 5 8 1 の み ） 、 コ ン パ レ ー タ 結 果 、 4УШチェ 

ッ ク 結 果 、 ス キ ャ ナ • チ ャ ン ネ ル 番 号 、 測 定 時 刻 を ス ト ア す る 場 合

〔 1 C メ モ リ • カ ー ド 内 の ス ト ア • デ ー タ • フ ォ ー マ ッ ト 〕

+ 1000. 0 0 0 0 0Е- 0 3， 1 . 0 0 0 0 0 E + 0 0 ，，，PAS，，，，，0 FF，，，，，0 1СН，，，，，1 9 9 9 / 1 2 / 3 1  1 2 : 0 0，，CR/LF

計 7 1バ イ ト [ 表 7 - 4 参 照 ]

7 - 1 3 0 7 0 3 3 0
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7 . 6  測 定 デ ー タ の ス ト ア

〔計 算 例 〕

1 ス ト ア • デ ー タ の バ イ ト 数  

ス ト ア • デ ー タ 数  

設 定 情 報 の バ イ ト 数 （固 定 ） 

測 定 デ ー タ • フ ァ イ ル の 容 量

⑶ デ ー タ • ス ト ア の 終 了 条 件

1Cメ モ リ • カ ー ド の ス ト ア 機 能 は 、 ス 

ま す 。

7 1バ イ ト  

1 0 0 0 0 0個  

7 9 1 バ イ ト

7 1 Х 1 0 0 0 0 0 +  791 =  7 1 0 0 7 9 1 バ イ ト

ア 実 行 時 に 設 定 し た 時 点 で ス ト ア を 終 了 し

〔例 〕 以 下 の 図 は 、 ス ト ア • デ ー タ 数 を 10個 に 設 定 し た 場 合 の 動 作 図 で す 。

0N ------------------------------------------------------

ス ト ア

OFF -----  L
サ ン プ リ ン グ  _ 1 _ — 1 L— L  1 . . . 1 1 1 1 1 1

ス ト ァ • デ ー タ — _ L ,..L _ L J . . , 1 丄 1 1 1 1

ス ト ア • デ ー タ 番 号  0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

ス ト ア • デ ー タ 番 号 は 、 ス ト ア を 開 始 し て か ら 最 初 に ス ト ア し た デ ー タ が 常  

に デ ー タ 番 号 〇 番 と な り ま す 。

⑷ 測 定 デ ー タ の ス ト ア 方 法

測 定 デ ー タ を ス ト ア す る と き は 、 以 下 の よ う に ス ト ア す る 内 容 （パ ネ ル 選 択 画 面 で  

は ” SELECT SOURCE”と 表 示 ） を 測 定 デ ー タ （パ ネ ル 選 択 画 面 で は ” DATA” と 表 示 ） に 

選 択 し て か ら ス ト ア を 実 行 し て 下 さ い 。

① ス ト ア す る 内 容 を 測 定 デ ー タ に 選 択

C O N F I G U R E  
DEVICE SOURCE

S T O R E

S E L E C T  

DATA PANEL
S O U R C E

CONFIGURE STORE

□ 、 □ と 順 に 押 し ま す 。

回 0  を 用 い て ” SOURCE”に カ ー ソ ル

ENTER
を 移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定 し ま  

す 。

回 0  を 用 い て ” DATA”に カ ー ソ ル を

ENTER
移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定 し ま す 。

HOME
测 定 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し ま

す 。

0 7 0 3 3 0
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7. 6 測 定 デ ー タ の ス ト ア

② 測 定 デ ー タ の ス ト ア 実 行

F I L E  R  6 5 8 1 . D A T

MEM0 RYCARD

□ を 押 し ま す 。

回 回 囚 回 を 用 い て フ ァ イ ル 名 を 設

ENTER
定 し 、 □ を 押 す と 確 定 し ま す 。

HOME
測 定 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し ま  

す 。

1Cメ モ リ • カ ー ド に 同 名 の フ ァ イ ル が 、 存 在 す る 場 合 は 以 下 の 確 認 モ ー ド に な り

ま す 。

F I L E  

YES N0

R  6 5 8 1 . D A T ?

S T O R E

MEM0 RYCARD

0 0 

(M A X：

0 0 1 0  

1 0 0 0 0 0 )

D A T A

回 回 を 用 い て ”YES” を 選 択 し 、

ENTER

□ を 押 す と 確 定 し ま す 。

回 回 固 回 を 用 い て 数 値 を 設 定 し 、

ENTER

□ を 押 す と 確 定 し 、 ス ト ア を 実  

行 し ま す 。

HOME
測 定 表 示 に 戻 る に は  口 を 押 し ま

す 。

〔通 常 の ス ト ア 実 行 表 示 〕

+  1 0 0 . 0 0 3 4  m  V  D  C

lOOmV Range STORE :MEM0 RYCARD

---------------------人 トノア実ィ了中のぜボ

〔4 W Q チ ニ ッ ク と 同 時 実 行 の 表 示 〕

+ 1 0 0 .  0 0 3 4

1 0 0 mV Range WIR
/

m  V  D  C 

E :0K STORE
卜 小

1
ス ト ア 実 行 中 の 表 示  

4 W Q チ ヱ ッ ク 結 果

( 注 ） ス ト ア を 実 行 中 は 、 演 算 項 目 な ど の 情 報 は 表 示 し ま せ ん 。

7 - 1 5 0 7 0 3 3 0
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7. 7 測定データのリコール

測 定 デ ー タ の リ コ ー ル は 、 icメ モ リ • カ ー ド か ら デ ー タ を 1 個 ず つ 読 み 出 し ま す 。

ま た 、 測 定 デ ー タ の 他 に 以 下 の ス ト ア • デ ー タ を 読 み 出 す こ と が で き ま す 。

♦ 交 流 測 定 の 補 助 測 定 デ ー タ （6 5 8 1 の み ）

籲 コ ン パ レ ー タ 結 果

•  4 W Q チ ェ ッ ク 結 果  

• ス キ ャ ナ • チ ャ ン ネ ル 番 号  

鲁 タ イ ム • ス タ ン プ

( 注 1 ) リ モ ー ト （GPIB) か ら ス ト ア • デ ー タ を リ コ ー ル す る 場 合 、 リ コ ー ル 中 の デ ー タ は パ  

ネ ル に 出 力 さ れ ま せ ん 。

(注 2) パ ネ ル か ら リ コ ー ル を 実 行 し た 場 合 、 測 定 は 強 制 的 に IDLE状 態 に な り ま す 。

(注 3 ) パ ネ ル か ら リ コ ー ル 中 は 、 口 で の エ ラ ー の 参 照 は で き ま せ ん 。

( 1 ) 測 定 デ ー タ の リ コ ー ル 方 法

測 定 デ ー タ を リ コ ー ル す る と き は 、 以 下 の よ う に リ コ ー ル す る 内 容 （パ ネ ル 選 択 画  

面 で は ” SELECT SOURCE”と 表 示 ） を 測 定 デ ー タ （パ ネ ル 選 択 画 面 で は ” DATA”と 表 示 ） 

に 選 択 し て か ら リ コ ー ル を 実 行 し て 下 さ い 。

① デ ー タ の リ コ ー ル 選 択 方 法

C O N F I G U R E  

DEVICE SOURCE

R E C A L L

S E L E C T  

DATA PANEL

S O U R C E

CONFIGURE RECALL

□ 、 □ と 順 に 押 し ま す 。

回 ( E l を 用 い て ” SOURCE”に カ ー ソ ル

ENTER
を 移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定 し ま

す 。

回 回 を 用 い て ”DATA”に カ ー ソ ル を

ENTER
移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定 し ま す 。

H O M E

測 定 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し ま  

す 。

② デ ー タ の リ コ ー ル 実 行

RECALL

□ を 押 し ま す 。

固 @  を 用 い て フ ァ イ ル 番 号 を 選 択

E N T E R

し、 □ を 押 す と 確 定 し ま す 。

S E L E C T  F I L E  N o  1

R6 581 .DAT 1 9 9 9 / 1 2 / 3 1  0 0 : 0 0

7 - 1 6 0 7 0 3 3 0
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+  1 . 0 0 2 V  D  C

+ 0 0 0 0 0  (N〇-f0 0 0 0 0 〜 N q + 9 9 9 9 9 )

回 回 囚 回 を 用 い て デ ー タ 番 号 を 変  

更 し 、 デ ー タ を 読 み 出 し て 下 さ い 。

HOME
測 定 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し ま  

す0

⑵ 測 定 デ ー タ 以 外 の ス ト ア • デ ー タ の リ コ ー ル 方 法

以 下 の よ う に リ コ ー ル す る 内 容 （パ ネ ル 選 択 画 面 で は ” SELECT SOURCE”と 表 示 ） を 

測 定 デ ー タ （パ ネ ル 選 択 画 面 で は ” DATA” と 表 示 ） に 選 択 し て か ら リ コ ー ル を 実 行 し  

て 下 さ い 。

① デ ー タ の リ コ ー ル 選 択 方 • 法

C O N F I G U R E  

DEVICE SOURCE

R E C A L L

S E L E C T  

DATA PANEL

S O U R C E

CONFIGURE RECALL

□ 、 □ と 順 に 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て ” SOURCE”に カ ー ソ ル

ENTER
を 移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定 し ま  

す 。

回 回 を 用 い て ”DATA”に カ ー ソ ル を

ENTER

移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定 し ま す 。

HOME
測 定 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し ま  

す 。

17 0 7 0 3 3 0
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7.7 測 定 デ ー タ の リ コ ー ル

② 測 定 デ ー タ 以 外 の ス ト ア • デ ー タ の リ コ ー ル 実 行

RECALL

□ を 押 し ま す 。

回 0  を 用 い て フ ァ イ ル 番 号 を 選 択

ENTER
し、 □ を 押 す と 確 定 し ま す 。

S E L E C T  F I L E  N o  1

R6581  .DAT 1 9 9 9 / 1 2 / 3 1  0 0 : 0 0

+  1 

+ 0 0 0 0

. 0 0 2  

(No+ 0 0 0 0  〜 N〇-f9999)

V  D  C

—

+  1 . 

+ 0 0 0 0

0 0 0 0 0 

(No+ 0 0 0 0  〜 No+9 999 )

H z

—

※

C O M P A R A T O R  : P A S  

+ 0 0 0 0  (NoiOOOO 〜 N q + 9999)

W I R E  C H E C K  : O F F  
+ 0 0 0 0  (No+OOOO 〜 No+ 9999)

※

S C A N N E R  : 0 1 С H
+ 0 0 0 0  (No+ 0 0 0 0  〜 N q +99 9 9 )

※

1 9 9 9 / 1 2 / 3 1  0 0 : 0 0
-fOOOO (No + 0 0 0 0  〜 No + 9999)

□

ENTER
□

ENTER
□

□

ENTER
□

□

( 交 流 測 定 の 補 助 測 定 デ  

一 夕 を 読 み 出 し ま す 。 

R6 5 8 1 の み ）

(コンパレータ結果を読 

み 出 し ま す 。 ）

(4W Q チ ニ ッ ク 結 果 を 読  

み 出 し ま す 。 ）

(スキャナ•チャンネル 

番 号 を 読 み 出 し ま す 。 ）

( 測 定 時 刻 を 読 み 出 し ま  

す 。 ）

( 測 定 デ ー タ の 読 み 出 し  

に 戻 り ま す 。 ）

測 定 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し て 下 さ い 。

(注 ） ※ 印 の 項 目 は 、 ス ト ア さ れ て い な い 場 合 は 表 示 し ま せ ん 。

18 0 7 0 3 3 0



6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー  タ

取 扱 説 明 書

7 . 8  ト ラ ン ス フ ァ 機 能

7. 8 トランスファ機能

ト ラ ン ス フ ァ 機 能 は 、 内 部 メ モ リ に ス ト ア し た 測 定 デ ー タ を icメ モ リ • カ ー ド に コ ピ ー  

す る 機 能 で す 。

【操 作 方 法 】

□ を 押 し ま す 。

回 0  を 用 い て ” MEMORYCARD”に カ ー ソ ル  

を 移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定 し ま す 。 

回 Е1 を 用 い て ” TRANSFER”に カ ー ソ ル を

ENTER
移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定 し ま す 。

M E M O R Y C A R D  S E T U P  
FREE INITIALIZE TRANSFER ►

S E L E C T  M E N U  

◄  LINE-FREQ MEMORYCARD RESET ►

F I L E  R 6 5 8 1 . DAT
MEMORYCARD

回 回 固 回 を 用 い て フ ァ イ ル 名 を 設 定 し 、

ENTER

□ を 押 す と 確 定 し 、 ト ラ ン ス フ ァ を  

実 行 し ま す 。

同 名 の フ ァ イ ル が 、 1Cメ モ リ • カ ー ド に 存 在 す る 場 合 は 以 下 の よ う な 確 認 の モ ー ド に  

な り ま す 。

ENTER
----------------------------------------------------- 1 回 0  を 用 い て ”YES” を 選 択 し 、 口F I L E  R 6 5 8 1  . D A T ? を 押 す と 確 定 し 、 実 行 し ま す 。

YES N0
測 定 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し ま す 。 

ト ラ ン ス フ ァ の 実 行 中 の 表 示 は 、 以 下 の よ う に な り ま す 。

A C C E S S  M E M O R Y C A R D

ト ラ ン ス フ ァ の 実 行 が 終 了 時 の 表 示 は 、 以 下 の よ う に な り ま す 。

M E M O R Y C A R D  S E T U P  
FREE INITIALIZE TRANSFER ►

測 定 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し て 下 さ い 。
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7 . 9  I С メ モ リ • カ ー ド の フ ァ イ ル 削 除

7.9 丨Сメモリ■カードのファイル削除

フ ァ イ ル の 削 除 に は 、 以 下 の 2種 類 が あ り ま す 。

參 指 定 フ ァ イ ル 削 除 -------------- (1)

♦ 全 フ ァ イ ル 削 除 ----------------- (2)

( 注 ） 削 除 し た フ ァ イ ル は 復 元 で き な い の で 、 注 意 し て 下 さ い 。

⑴ 指 定 フ ァ イ ル 削 除

フ ァ イ ル を 指 定 し て 1Cメ モ リ • カ ー ド か ら 削 除 し ま す 。

【指 定 フ ァ イ ル 削 除 方 法 】

□ を 押 し ま す 。

回 0  を 用 い て ”MEMORYCARD”に カ ー ソ

ル を 移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定 し ま  

す 。

S E L E C T  M E N U  

◄  LINE-FREQ MEMORYCARD RESET ►

M E M O R Y C A R D  S E T U P  

◄  DELETE

回 回 を 用 い て ”DELETE”に カ ー ソ ル を

ENTER

移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定 し ま す 。

D E L E T E  F I L E  

FILE ALL

回 回 を 用 い て ” FILE”に カ ー ソ ル を 移

ENTER

動 し 、 □ を 押 す と 確 定 し ま す 。

S E L E C T  F I L E  N o  1

R6 5 8 1 .PNL 1 9 9 4 / 0 9 / 0 1  0 0 : 0 0

F I L E  R 6 5 8 1  . D A T ?

YES N0

固 回 を 用 い て フ ァ イ ル 番 号 を 選 択 し  

ま す 。

ENTER

□ を 押 す と 確 定 し ま す 。

ENT E
回 回 を 用 い て ”YES” を 選 択 し 、 口 

を 押 す と 実 行 し ま す 。

測 定 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し ま す 。
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7 . 10 GPIBに よ る 情 報 参 照

⑵ 全 フ ァ イ ル 削 除

1Cメ モ リ • カ ー ド か ら す べ て の フ ァ イ ル を 削 除 し ま す 。 

【全 フ ァ イ ル 削 除 方 法 】

S E L E C T  M E N U  

◄  LINE-FREQ MEMORYCARD RESET ►

□ を 押 し ま す 。

回 0  を 用 い て ”MEMORYCARD”に カ ー ソ

ENTER
ル を 移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定 し ま  

す 。

M E M O R Y C A R D  S E T U P  

◄  DELETE

回 回 を 用 い て ”DELETE”に カ ー ソ ル を

ENTER
移 動 し 、 □ を 押 す と 確 定 し ま す 。

回 回 を 用 い て ”ALI/ に カ ー ソ ル を 移  

動 し 、 □ を 押 す と 確 定 し ま す 。

回 回 を 用 い て ”YES” を 選 択 し 、 口 

を 押 す と 実 行 し ま す 。

測 定 表 7K に 民 る に は  □ を 押 し ま す 。

7 - 21
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• ス ト ア • デ ー タ ---------------------------

♦ ス ト ア • デ ー タ の デ ー タ • ポ イ ン ト 数

♦  1Cメ モ リ • カ ー ド の 使 用 状 況 ---------

• ス ト ア • フ ァ イ ル 情 報 ----------- :------

• リ コ  ー ノ レ 箪 囲 --------------------------------------------------------

① ス ト ア • デ ー タ の 参 照

【参 照 コ マ ン ド 】

SCPI コ マ ン ド  ： ” ：M M E M o r y : D R E C a l l フ ァ イ ル 名 • da t”

A D C コ マ ン ド  ： ”MRO ’フ ァ イ ル 名 . dat’ ”

【説 明 】 ス ト ア 項 目 ご と に GPIВ出 力 時 の フ ォ ー マ ッ ト 例 と そ の バ イ ト 数 を 以 下 に 示  

し ま す 。

項目 バ イ ト 数 フ ォ ー マ ッ ト 例

測 定 デ ー タ 15 + 1 0 0 0 . 0 0 0 0 0Е-03

交 流 測 定 の 補 助 測 定 デ ー タ （6 5 8 1のみ） 15 1 . 0 0 0 0 0Е+00

コ ン パ レ ー タ 結 果 5 ” PAS”

4WQチ ェ ッ ク 結 果 5 ，，0К ，，

ス キ ャ ナ • チ ャ ン ネ ル 番 号 6 ，’0 1СН”

タ イ ム • ス タ ン プ 18 ”1 9 9 9 / 1 2 / 3 1  1 2 : 0 0”

(注 ） GPIBで 1Cメ モ リ • カ ー ド の 測 定 デ ー タ を 参 照 す る と き の 注 意

1 .  す べ て の デ ー タ の バ イ ト 数 は 、 固 定 で す 。

测 定 デ ー タ は 、 表 示 桁 数 を 変 え て も デ ー タ 長 は 変 わ り ま せ ん 。

〔例 〕 測 定 デ ー タ • フ ォ ー マ ッ ト

8 К桁 出 力 ： +  1 0 0 0.  0 0 0 0 0  Е —  0 3  

4 % 桁 出 力  ： + 1 0  0 0.  〇 Е —  0 3 … …

2 .  各 リ コ ー ル • デ ー タ の 項 目 の 区 切 り は 、 ス ト リ ン グ • デ リ ミ タ で す 。

ま た 、 リ コ ー ル • デ ー タ の 終 わ り に ブ ロ ッ ク • デ リ ミ タ を セ ッ ト し ま す 。

〔例 〕 测 定 デ ー タ を ス ト ア し た 場 合

+ 1 0 0 0 . 0 0 0 0 0Е- 0 3ストリング•デリミタ 

+ 1 0 0 0 . 0 0 0 0 0Е- 0 3ストリング•デリミタ

+ 1 0 0 0 . 0 0 0 0 0Е- 0 3ブDック•デリミタ

7 . 1 0  G Р I Вに よ る 情 報 参 照

7.10 GPIBによる情報参照

GPIBに よ り 、 以 下 の 情 報 を 参 照 す る こ と が で き ま す 。

①
②
③
④
⑤
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7 . 1 0  G Р I Вに よ る 情 報 参 照

3. ス ト ア • デ ー タ 参 照 時 に 発 生 す る エ ラ ー （-222: Data out of range”）は 

リ コ ー ル 範 囲 が ス ト ア • デ ー タ の 範 囲 外 に 設 定 さ れ て い る こ と を 示 し ま  

す 。 （7 . 1 0 節 の ⑤ を 参 照 ）

〔例 〕 ス ト ア • デ ー タ の 範 囲 ： 0 〜 10 

リ コ ー ル 範 囲  ： 0 〜 999

〔例 〕 測 定 デ ー タ 、 交 流 測 定 の 補 助 測 定 デ ー タ と す べ て の 出 カ デ ー タ  

• エ レ メ ン ト を ス ト ア し た 場 合

+ 1 0 0 0 . 0 0 0 0 0 E -03, 

+ 1 0 0 0 .ОООООЕ-ОЗ̂

1 . 0 0 0 0 0Е+00 ，”PAS”，”0К ”，”0 1СН”，”19 9 9 / 1 2 / 3 1  1 2 : 0 0”ストリング•デリミタ 

1 . 0 0 0 0 0Е + 00 ，”PAS，，，，，0К ”，，，0 2СН，’，，，1 9 9 9 / 1 2 / 3 1  1 2 : 0 1”ストリング•デリミタ

+ 1 0 0 0 . 0 0 0 0 0Е-03, 1 . 0 0 0 0 0Е+00 ，”PAS”，”0К ”，”0 2СН”，”19 9 9 / 1 2 / 3 1  1 2 : 0 1”ブロックデリミタ

(注 ） 交 流 測 定 の 補 助 測 定 デ ー タ は 、 6 5 8 1 の み 有 効 で す 。 

② ス ト ア • デ ー タ の デ ー タ • ポ イ ン ト 数 の 参 照  

【参 照 コ マ ン ド 】

SCPIコマンド 

A D C コマンド

: ”：MMEMory :DRECall:P0 INts ファイル名. dat” 

: ”MRP0 ’ファイル名.dat’ ”

【参 照 結 果 例 】 ス ト ア • デ ー タ • ポ イ ン ト 数 が 1 2 3 4 5 個 の 場 合  

” 2 3 4 5 ’’ブロック•デリミタ

【説 明 】 ス ト ア • デ ー タ • ポ イ ン ト 数 を 最 大 了 桁 の 整 数 値 で 出 力 し ま す 。 

” 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ” ブロック•デリミタ

③ 1Cメ モ リ • カ ー ド の 使 用 状 況 の 参 照  

【参 照 コ マ ン ド 】

SCPI コマンド ： ” ：MMEMory :FREE?

A D C コマンド ： ”MFR ?”

【参 照 結 果 例 】 約 1 2 4Кの 領 域 が 空 い て い る 場 合

【説 明 】

” 1 2  4 9 2 8 ” ブロック•デリミタ

メ モ リ • カ ー ド の 空 き 領 域 の バ イ ト 数 を 最 大 9桁 の 整 数 値 で 出 力 し  

ま す 。

” 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ” ブロック•デリミタ
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7 . 1 0  G Р I Вに よ る 情 報 参 照

④ ス ト ア • フ ァ イ ル 情 報 の 参 照  

【参 照 コ マ ン ド 】

SCPIコ マ ン ド  ： ” ：MMEMory:CATalog?”
ADCコ マ ン ド  ： ”MCT?”

【參 照 結 果 例 】 3 個 の フ ァ イ ル を ス ト ア し た 場 合

”AAAA .DAT 1 9 9 9 / 1 2 / 3 1  12:00, BBBB .DAT 1 9 9 9 / 1 2 / 3 1  13:00, CCCC .PNL 1 9 9 9 /

ファイル名 日 付  時 間 フ バ ル 名  日 付  時 間 フ バ ル 名  日 付

1 2 /3 1 1 4 : 0 0” ブロック•デリミタ 

時 間

【説 明 】 ス ト ア し た フ ァ イ ル の 以 下 の 情 報 を 出 力 し ま す 。

♦ フ ァ イ ル 名

• フ ァ イ ル の ス ト ア を 終 了 し た 日 付  

• フ ァ イ ル の ス ト ア を 終 了 し た 時 間

⑤ リ コ ー ル 範 囲 の 設 定  

【設 定 コ マ ン ド 】

SCPI コ マ ン ド  ： ”：MMEMory :DRECall:NUMBer く数値〉， 〈数 値 〉”

ADC コ マ ン ド  ： ”MRDnl，n2”
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8 . 1  ア ー ム ー ト リ ガ • モ デ ル

8 . トリガ■システムの機能と使用方法

ト リ ガ • シ ス テ ム は 、 本 器 の デ バ イ ス 動 作 * 1を イ ベ ン ト * 2 に 同 期 さ せ る た め に 必 要 な タ イ  

ミ ン グ 制 御 を 行 い ま す 。 ト リ ガ • シ ス テ ム に 各 種 の パ ラ メ ー タ を 設 定 す る と 、 い ろ い ろ な 測  

定 シ ー ケ ン ス を 実 行 す る こ と が で き ま す 。

ト リ ガ • シ ス テ ム の 設 定 は 、 SCPIコ マ ン ド の ト リ ガ • サ ブ シ ス テ ム • コ マ ン ド 、

A D C コ マ ン ド 、 ま た は パ ネ ル か ら の キ ー 操 作 の い ず れ で も 行 う こ と が で き ま す 。

+ 1 本 器 内 部 に お け る 測 定 の た め の 一 連 の 動 作 を 表 し ま す 。 た と え ば 、 А- D変 換 、 測 定 値 算  

出 、 演 算 、 デ ー タ • ス ト ア な ど が 含 ま れ ま す 。

* 2 ト リ ガ • シ ス テ ム に 設 定 さ れ た 測 定 シ ー ケ ン ス を 進 め る た め に 本 器 内 部 で 発 生 、 ま た は  

外 部 か ら 与 え ら れ る 要 因 を 表 し ま す 0 1回 の デ バ イ ス 動 作 （測 定 ） を 行 う ま で に は 、 後 

で 述 べ る よ う に ア ー ム • レ イ ヤ 、 ス キ ャ ン • レ イ ヤ 、 ト リ ガ • レ イ ヤ の す べ て に 対 し て  

イ ベ ン ト を 必 要 と し ま す 。

8.1 アームートリガ■モデル

本 器 の ト リ ガ • シ ス テ ム は ア ー ム ー ト リ ガ • モ デ ル を 採 用 し て い ま す 。 ア ー ム ー ト リ ガ  

• モ デ ル を [ 図 8 - 1 ] に 示 し ま す 。 本 器 の ト リ ガ • シ ス テ ム に お け る ア ー ム ー ト リ ガ • モ デ  

ル は 、 3つ の イ ベ ン ト を 検 出 す る た め の レ イ ヤ （2 つ の ア ー ム • レ イ ヤ と ト リ ガ • レ イ ヤ ） 

を も っ て い ま す 。 こ れ ら の レ イ ヤ を そ れ ぞ れ ア ー ム • レ イ ヤ 、 ス キ ャ ン • レ イ ヤ * 3、 トリ 

ガ • レ イ ヤ と 呼 び ま す 。 本 器 は こ れ ら 3つ の レ イ ヤ を 下 層 方 向 へ 通 過 さ せ た 後 に 測 定 を 行  

い ま す 。

* 3 パ ネ ル 表 示 で は ス キ ャ ン • レ イ ヤ と 表 現 し ま す が 、 GPIВを 使 用 す る 場 合 に は ア ー ム .  

レ イ ヤ 2 ( A R M :LAYer2 ) と し て コ マ ン ド を 記 述 し ま す 。
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8 . 1  ア ー ム ト リ ガ • モ デ ル

イニシX イト状態の終了

ア-ム•レイヤ以下の 

処 理 完 了

ア-ム•レイヤ2以下の  

処 理 完 了

トリガ•レイヤ以下の 

処 理 完 了

デバイス動作完了

図 8 - 1 ア ー ム ー ト リ ガ • モ デ ル
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取 扱 説 明 書

8 . 2  イ ベ ン ト 検 出 レ イ ヤ

8. 2 イベント検出レイヤ

本 器 の ト リ ガ • シ ス テ ム は 、 イ ベ ン ト 検 出 レ イ ヤ と し て ア ー ム • レ イ ヤ 、 ス キ ャ ン • レ  

イ ヤ 、 ト リ ガ • レ イ ヤ の 3つ の レ イ ヤ を も っ て い ま す 。 本 器 は こ れ ら の レ イ ヤ の 処 理 に 人  

る と 、 レ イ ヤ の 通 過 条 件 （イ ベ ン ト の 検 出 、 デ ィ レ イ 時 間 の 経 過 ） が 満 た さ れ る の を 待 ち  

ま す 。 本 器 は 3つ の レ イ ヤ す ベ て の 下 層 方 向 の 処 理 を 終 了 し な け れ ば 、 デ バ イ ス 動 作 （測 

定 ） を 開 始 し ま せ ん * 4。 し た が っ て 、 測 定 す る た め に は ト リ ガ • シ ス テ ム に 対 し て 必 ら ず  

何 ら か の 設 定 を 行 い 、 そ の 条 件 を 満 た す 必 要 が あ り ま す 。

本 器 の ト リ ガ • シ ス テ ム で は 、 ど の イ ベ ン ト 検 出 レ イ ヤ も 同 様 な 構 造 を と っ て い る た め 、 

こ こ で は [ 図 8 - 2 ]の よ う な あ る 1つ の イ ベ ン ト 検 出 レ イ ヤ を と り あ げ て 説 明 し ま す 。

* 4 工 場 出 荷 時 の 設 定 に よ り 、 最 初 の 電 源 投 入 時 は 設 定 を 行 わ な く て も 测 定 を 開 始 し ま す 。

図 8 - 2 イ ベ ン ト 検 出 レ イ ヤ
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デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー  タ

取 扱 説 明 書

8 . 2  イ ベ ン ト 検 出 レ イ ヤ

8. 2 . 1 イベント■ソース

イ ベ ン ト • ソ ー ス に は 、 IMMediate、 MANual、 EXTernal、 BUS、 L E V e K  TIMer、 

LINE、 T L I N kが あ り 、 こ の 中 か ら 1つ 選 択 し ま す 。 た だ し 、 [ 表 8 - 1 ] の よ う に レ イ ヤ に  

よ り 選 択 で き る イ ベ ン ト • ソ ー ス が 一 部 異 な り ま す の で 注 意 し て 下 さ い 。 予 め 選 択 さ れ  

て い る ソ ー ス の イ ベ ン ト が 1回 以 上 検 出 さ れ た と き * 5 に 限 り 、 本 器 は イ ベ ン ト 検 出 部 を  

通 過 し ま す 。

* 5 イ ベ ン ト の 検 出 は 、 基 本 的 に 処 理 中 の レ イ ヤ に 対 し て 設 定 さ れ て い る イ ベ ン ト • ソ  

ー ス に 限 り 有 効 で す 。 た と え ば 、 ア ー ム • レ イ ヤ で イ ベ ン ト 待 ち 状 態 の と き 、 トリ 

ガ • レ イ ヤ に 対 し て 設 定 さ れ た イ ベ ン ト が 検 出 さ れ た と し て も 無 効 と な り ま す 。

表 8 - 1 各 レ イ ヤ に お け る 選 択 可 能 な イ ベ ン ト • ソ ー ス

I ММ MAN EXT BUS LEV TIM LINE TLIN

ARM 〇 〇 〇 〇 〇 .〇

SCAN 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

TRIG 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

◦ は 選 択 可 能 を 表 し ま す 。

各 イ ベ ン ト • ソ ー ス に つ い て 、 ど の よ う な 場 合 に イ ベ ン ト が 検 出 さ れ る の か を 以 下 に  

説 明 し ま す 。 な お 、 ソ ー ス の 設 定 は 各 レ イ ヤ ご と に 独 立 し て い ま す （設 定 方 法 に つ い て  

は 〔 8 . 3節 〕 を 参 照 ） 。

⑴ IiMediate

す ぐ に イ ベ ン ト を 検 出 し た も の と み な し 、 イ ベ ン ト 検 出 部 を 通 過 し ま す 。

⑵ MANual

パ ネ ル の ト リ ガ • キ ー * 6が 押 さ れ た と き 、 イ ベ ン ト を 検 出 し ま す 。

* G ト リ ガ • キ ー が 押 さ れ る と 、 MANual以 外 の イ ベ ン ト • ソ ー ス に 設 定 さ れ て い て  

も、 イ ベ ン ト を 検 出 し た と み な し ま す 。 こ の 場 合 、 イ ベ ン ト 検 出 は エ ラ ー に な  

り ま せ ん 。 つ ま り 、 MANualは 他 の ど の イ ベ ン ト • ソ ー ス に も な り う る と い う こ  

と で す 。 ト リ ガ • シ ス テ ム の エ ラ ー 説 明 は 、 〔 8. 4節 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。
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8 . 2  イ ベ ン ト 検 出 レ イ ヤ

⑶ EXTernal

背 面 パ ネ ル の 外 部 トリ ガ 入 力 端 子 か ら トリ ガ 信 号 が 入 力 さ れ た と き 、 イ ベ ン ト を 検  

出 し ま す 0  [図 8 - 3 ] に 外 部 トリ ガ 信 号 波 形 の 仕 様 と イ ベ ン ト 検 出 位 置 を 示 し ま す 。 イ 

ベ ン ト • ソ ー ス が EXTernalの 場 合 、 信 号 エ ッ ジ の 極 性 を 立 ち 上 が り （Positive) 、 立ち  

下 が り （NEGative) の ど ち ら か に 設 定 し ま す 。 エ ッ ジ （SLOPe) の 設 定 方 法 は 、 〔 8. 2 . 2  

項 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。

T n e Tp 〇 S T n e g

V l N

t w ミ 0. 5 " sec

V i h ^ 3 . 5 V

V i l ^ I . O V

0V ^ V i n ^ 5 .  OV

T n e g  : SLOPeを NEGat iveに 設 定 し た と き の イ ベ ン ト 検 出 位 置  

T p〇s ： SLOPeを POSitiveに 設 定 し た と き の イ ベ ン ト 検 出 位 置

図 8 - 3 外 部 ト リ ガ 信 号 と EXTernalイ ベ ン ト 検 出 位 置

⑷ BUS

コ ン ト ロ ー ラ か ら * TRGコ マ ン ド 、 ま た は E (A D C ) コ マ ン ド を 受 信 し た と き に イ ベ ン ト  

を 検 出 し ま す 。

⑸ LEVel

入 力 端 子 に 加 え ら れ て い る 被 測 定 信 号 の レ ベ ル が 、 予 め 設 定 さ れ て い る 値 を 通 過 す  

る と き に イ ベ ン ト を 検 出 し ま す 。 た だ し 、 入 力 端 子 は フ ロ ン ト ま た は リ ア で 選 択 さ れ  

て い る 一 方 を 表 し ま す 。 信 号 の レ ベ ル を レ ン ジ の ± 1 2 0 % の 範 囲 、 1%単 位 で 設 定 で き ま  

す * 7。 ま た 、 信 号 の エ ッ ジ を 立 ち 上 が り （POSitive) 、 立 ち 下 が り （NEGative) の ど ち ら  

か に 設 定 し ま す 。 エ ッ ジ （SLOPe) と レ ベ ル （LEVel) の 設 定 方 法 は 、 〔 8 . 2 . 2項 〕 を参  

照 し て 下 さ い 。 [図 8 - 4 ] に 被 測 定 信 号 の イ ベ ン ト 検 出 位 置 を 示 し ま す 。

* 7 直 流 電 圧 測 定 （DCV) 以 外 の フ ァ ン ク シ ョ ン で は 、 正 し く レ ベ ル が 設 定 さ れ ま せ ん 。
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図 8 - 4 被 測 定 信 号 例 と LEVelイ ベ ン ト 検 出 位 置

⑹ TIMer

1回 目 に イ ベ ン ト 検 出 部 を 通 過 す る と き は 、 す ぐ に イ ベ ン ト を 検 出 し た も の と み な  

し ま す 。 2回 目 以 降 で は 、 本 器 内 部 の タ イ マ に 設 定 さ れ た 時 間 間 隔 * 8で イ ベ ン ト を 検  

出 し ま す 。 T I M e r は す べ て の レ イ ヤ に あ り 、 そ れ ぞ れ 独 立 に 動 作 し ま す 。 各 レ イ ヤ で  

T I M e r の 設 定 範 囲 は 0 . 0 0 1 sec〜 9 9 9 9 9 9 . 9 9 9 s e c 、 設 定 分 解 能 は 0 . 0 0 1 secで す 。

T I M e r の 設 定 方 法 は 、 〔 8 . 2 . 3項 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。

* 8 あ る 一 定 の 時 間 間 隔 で 測 定 を 繰 り 返 し 行 い た い と き は 、 T I M e r を 使 用 し ま す 。 繰 

り 返 し 処 理 の 説 明 は 、 〔 8 . 2 . 6項 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。 も し 、 タ イ マ の 設 定 時 間  

よ り も 下 層 の レ イ ヤ の 処 理 時 間 が 長 け れ ば 、 本 器 は 次 の TIMerイ ベ ン ト ま で に イ  

ベ ン ト 待 ち の 状 態 に 入 る こ と が で き ま せ ん 。 こ の 場 合 、 TIMerイ ベ ン ト は 無 視 さ  

れ 、 エ ラ ー と な り ま す 。 そ の 後 、 イ ベ ン ト 待 ち の 状 態 に な っ て か ら 最 初 に 検 出 さ  

れ た TIMerイ ベ ン ト が イ ベ ン ト 検 出 の 対 象 と な り ま す 。 エ ラ ー の 説 明 は 、

〔 8. 4節 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。
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EXTernalの エ ッ ジ を 立 ち 上 が り に 設 定 し ま す 。

EXTernalの エ ッ ジ を 立 ち 下 が り に 設 定 し ま す 。

L E V e lの エ ッ ジ を 立 ち 上 が り に 設 定 し ま す 。

L E V e lの エ ッ ジ を 立 ち 下 が り に 設 定 し ま す 。

L E V e lの レ ベ ル を 設 定 し ま す 。

± 1 2 0 Xの 範 囲 で 設 定 し ま す 。 た だ し 、 選 択 さ れ て い る レ ン ジ の フ ル • ス  

0 X と し ま す 。

8 - 7
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⑺ LINE

本 器 に 供 給 さ れ る АС電 源 に 同 期 し た イ ベ ン ト を 本 器 内 部 で 発 生 し 、 こ れ を 検 出 し ま  

す 。 [ 図 8 - 5 ] に イ ベ ン ト 検 出 位 置 を трсし ま す 。

Т : イ ベ ン ト 検 出 位 置

図 8 - 5 АС電 源 波 形 と LINEイ ベ ン ト 検 出 位 置

(8) TLINk

ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト 使 用 時 に ス キ ャ ン • レ イ ヤ で 選 択 し ま す 。 ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト  

の チ ャ ネ ル 切 り 換 え （セ ッ ト リ ン グ 時 間 を 含 む ） が 完 了 し た と き に イ ベ ン ト を 検 出 し  

ま す 。 チ ャ ネ ル 切 り 換 え は 、 デ バ イ ス 動 作 が 終 了 し 、 ス キ ャ ン • レ イ ヤ 処 理 に 入 っ て  

か ら 行 い ま す 。 T L I N k イ ベ ン ト 信 号 は セ ッ ト リ ン グ 時 間 が 経 過 し た 後 に 、 ス キ ャ ナ .  

ユ ニ ッ ト か ら 本 器 に 送 ら れ ま す 。

8. 2_2 トリガ信号のエッジ、 レベル設定

イ ベ ン ト • ソ ー ス が EXTernalの と き は 、 信 号 の エ ッ ジ （SLOPe) を 設 定 す る 必 要 が あ り  

ま す 。 L E V e lの と き は 、 信 号 の エ ッ ジ （SLOPe) と レ ベ ル （LEVel) を 設 定 す る 必 要 が あ り  

ま す 。 こ れ ら の 設 定 は 各 レ イ ヤ に 依 存 し ま せ ん 。 こ こ で は GPIBに よ る 設 定 方 法 お よ び ノ 、° 

ネ ル か ら の 設 定 方 法 ま で 説 明 し ま す 。

( 1 )  GPIB (SCPI) コ マ ン ド に よ る 設 定 方 法

TSYS tem: EXTernal :SL0 Pe POSitive EXTerna1の エ ッ ジ を 立 ち 上 が り に 設 定 し ま す 。 

TSYStem:EXTernal:SLOPe NEGative EXTernalの エ ッ ジ を 立 ち 下 が り に 設 定 し ま す 。 

TSYStem:LEVel:SLOPe POSitive LEVe丨 の エ ッ ジ を 立 ち 上 が り に 設 定 し ま す 。

TSYStem:LEVel :SL0 Pe NEGative LEVe1 の エ ッ ジ を 立 ち 下 が り に 設 定 し ま す 。

TSYStem:L E V e l 〈数 値 〉 LEVe1 の レ ベ ル を 設 定 し ま す 。

く 数 値 〉 は 1%単 位 、 ± 1 2 0 % の 範 囲 で 設 定 し ま す 。 た だ し 、 選 択 さ れ て い る レ ン ジ の フ  

ノ レ • ス ケ ー ル を ±1〇〇Хと し ま す 。

(2) GPIB (ADC ) コ マ ン ド に よ る 設 定 方 法

位
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8 . 2  イ ベ ン ト 検 出 レ イ ヤ

⑶ パ ネ ル か ら の 設 定 方 法

① EXTernalの エ ッ ジ （SLOPe) 設 定

CONFIGURE TRIGGER

----------------------------------------------------- 1 口 、 □ と 順 に 押 し ま

C O N F I G  T R I G  S Y S T E M  す 。

TRIG SCAN ARM INITIATE SLOPE ►  回 回 を 用 い て ” SLOPE” に カ ー ソ ル

( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を 押 し ま  

す 。

C O N F I G U R E  S L O P E  

EXTERNAL-TRIG LEVEL-TRIG

回 E l を 用 い て ”EXTERNAい TRIG” に

ENTER
カ ー ソ ル を 移 動 し 、 □ を 押 し ま  

す0

回 回 を 用 い て ” NEGATIVE”ま た は  

”POSITIVE”に カ ー ソ ル を 移 動 し 、

ENTER

□ を 押 す と 確 定 し ま す 。

HOME
測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し  

ま す 。

② L E V e lの エ ッ ジ （SLOPe) 設 定

CONFIGURE TRIGGER
□ □ と 順 に 押 し ま

す 。

回 回 を 用 い て ” SLOPE” に カ ー ソ ル

ENTER
( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を 押 し ま  

す 。

C O N F I G  T R I G  S Y S T E M  
TRIG SCAN ARM INITIATE SLOPE ►

S E L E C T  S L O P E  

NEGATIVE POSITIVE

C O N F I G U R E  S L O P E  

EXTERNAL-TRIG LEVEL-TRIG

回 回 を 用 い て ”LEVEい TRIG”に カ ー

ENTER
ソ ル を 移 動 し 、 □ を 押 し ま す 。

S E L E C T  S L O P E  

NEGATIVE POSITIVE

回 回 を 用 い て ” NEGATIVE”ま た は  

” POSITIVE”に カ ー ソ ル を 移 動 し 、

ENTER

□ を 押 す と 確 定 し ま す 。

HOME
測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し  

ま す 。
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③ L E V e lの レ ベ ル （LEVel) 設 定

CONFIGURE TRIGGER

-----------------------------------------------------1 口 、 □ と 順 に 押 し ま

C O N F I G  T R I G  S Y S T E M  す 。

◄  LEVEL LAYERDISP FAST-MODE ►  回 回 を 用 い て ” LEVEI/  に カ ー ソ ル

ENTER
( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を 押 し ま  

す0

L E V E L  =  + 0 0 0  %

▲ ▼ key:CHANGE NUMBER

0 回 で 数 値 ま た は 符 号 * 9を 変 更 し 、

ENTER

□ を 押 す と 確 定 し ま す 。

HOME
測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し  

ま す 。

選 択 さ れ て い る レ ン ジ の フ ル • ス ケ ー ル を ± 1 〇 { « と し 、 1%単 位 で 設 定 し ま す 。 

設 定 範 囲 は ± 1 2 0 Xで す 。

8 - 9
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8. 2. 3 タイマの時間設定

イ ベ ン ト • ソ ー ス が T IMe гの と き に 、 タ イ マ の 時 間 設 定 を す る 方 法 を 説 明 し ま す 。 

GPIBに よ る 設 定 方 法 お よ び パ ネ ル か ら の 設 定 方 法 ま で 説 明 し ま す 。

( 1 )  GPIB (SCPI) コ マ ン ド に よ る 設 定 方 法

AR M :SOURce:TIMerく 数 値 〉 ア ー ム • レ イ ヤ の タ イ マ を 設 定 し ま す 。

A R M :LAYer2 : S0 Rce :TIMer < 数 値 〉 ア ー ム • レ イ ヤ 2 の タ イ マ を 設 定 し ま す 。

TRIGger:SOURce:TIMer< 数 値 〉 ト リ ガ • レ イ ヤ の タ イ マ を 設 定 し ま す 。

< 数 値  >  は 0 . 0 0 1 sec単 位 、 0 . 0 0 1 sec〜 9 9 9 9 9 9 . 9 9 9 s e c の 範 囲 で 設 定 し ま す 。

(2) GPIB ( A D C ) コ マ ン ド に よ る 設 定 方 法

ARTn ア ー ム • レ イ ヤ の タ イ マ を 設 定 し ま す 。

SCTn ア ー ム • レ イ ヤ 2 の タ イ マ を 設 定 し ま す 。

TRTn ト リ ガ • レ イ ヤ の タ イ マ を 設 定 し ま す 。 

n は 0 . 0 0 1 sec単 位 、 0 . 0 0 1 sec〜 9 9 9 9 9 9 . 9 9 9 s e c の 範 囲 で 設 定 し ま す 。

( 3 )  パ ネ ル か ら の 設 定 方 法

□ 、 □ と 順 に 押 し ま

す 。

回 回 を 用 い て ”A R M” 、 ”S C A N”、

” TRIG”の 中 か ら 設 定 し た い レ イ ヤ に

カ ー ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ 

を 押 し ま す 。

( こ こ で 、 ト リ ガ • レ イ ヤ を 選 択 し た  

場 合 、 図 の よ う に 表 示 さ れ ま す ）

回 回 を 用 い て ” SOURCE”に カ ー ソ ル

を 移 動 し 、 □ を 押 し ま す 。

C O N F I G U R E  T R I G  

SOURCE. PASS DELAY COUNT ►

C O N F I G  T R I G  S Y S T E M  
TRIG SCAN ARM INITIATE SLOPE ►

8 - 1 0
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S E L E C T  S O U R C E  
◄  BUS LEVEL TIMER LINE

回 0  を 用 い て ”TIMER” に カ ー ソ ル

ENTER

を 移 動 し 、 □ を 押 し ま す 。

-----------------------------------------------------1 И 0  を 用 い て 変 更 し た い 桁 に カ ー

T  I M E  =  0 0 0 0 0 1 . 0  0 0 S ソ ル を 移 動 し ま す 。

◄  key:CHANGE NUMBER e n t e r

-----------------------------------------------------1 固 回 で 数 値 を 変 更 し 、 口 を押

す と 確 定 し ま す 。

HOME
测 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し  

ま す 。
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8 . 2  イ ベ ン ト 検 出 レ イ ヤ

8.2.4 ディレイ時間

各 レ イ ヤ を 通 過 す る た め に は イ ベ ン ト が 検 出 さ れ た 後 に 、 デ ィ レ イ 時 間 （DELay) の経  

過 を 待 た な け れ ば な り ま せ ん 。 デ ィ レ イ 時 間 の 設 定 範 囲 は Osec〜 9 9 9 9 9 9 . 9 9 9 s e c で す 。

デ ィ レ イ 時 間 の 制 御 は 、 ト リ ガ • レ イ ヤ の み 仕 様 が 一 部 異 な っ て い ま す 。 ト リ ガ • レ  

イ ヤ で は 、 イ ベ ン ト • ソ ー ス を EXTernal、 L E V e l、 LINEの い ず れ か に 設 定 し た 場 合 、 本 

器 は 高 速 な デ バ イ ス 応 答 を 可 能 に し て い ま す 。 こ れ ら の イ ベ ン ト • ソ ー ス を 選 択 し 、 デ 

ィ レ イ 時 間 を Osecに 設 定 す る と 、 本 器 は ソ フ ト ウ ェ ア に よ る 内 部 処 理 を 行 わ ず に デ バ イ  

ス 動 作 を 開 始 し ま す * 1Q 。 そ の た め 、 ト リ ガ • イ ベ ン ト 検 出 後 の 遅 れ を 最 小 に す る こ と  

が で き ま す 。 な お 、 デ ィ レ イ 時 間 の 設 定 は 各 レ イ ヤ ご と に 独 立 し て い ま す （設 定 方 法 に  

つ い て は 〔8 . 3 節 〕 を 参 照 ） 。

* 1Q 直 流 電 圧 測 定 、 直 流 電 流 測 定 、 交 流 電 圧 測 定 、 交 流 電 流 測 定 、 2線 式 抵 抗 測 定 、

4線 式 抵 抗 測 定 に 対 し て 適 用 さ れ ま す 。

本 器 は 、 ト リ ガ • イ ベ ン ト 検 出 か ら 2 д s e c 以 内 に 、 А- D変 換 を 開 始 し ま す 。 イべ 

ン ト • ソ ー ス が EXTernalの 場 合 、 外 部 ト リ ガ 信 号 に 対 す る 遅 れ を 2 / / s e c 以 内 に す  

る こ と が で き ま す 。

8.2.5 イベント検出のバイパス

通 常 は 、 イ ベ ン ト が 1回 以 上 検 出 さ れ な い と レ イ ヤ を 通 過 で き ま せ ん が 、 例 外 も あ り  

ま す 。 各 レ イ ヤ に お い て イ ベ ン ト 検 出 部 と デ ィ レ イ 部 を バ イ パ ス さ せ る た め の 分 枝 が 存  

在 し ま す 0  [図 8 - 2 ]の と お り 、 こ の 分 枝 を 許 可 （PASS ON) し た 場 合 、 1回 目 の レ イ ヤ 通  

過 の と き は バ イ パ ス 部 を 通 り ま す が 、 2 回 目 以 降 の 繰 り 返 し ル ー プ で は 通 り ま せ ん * 1 1 。

こ の 機 能 は イ ベ ン ト • ソ ー ス を EXTernalに 設 定 し て 、 外 部 ト リ ガ 信 号 と し て 外 部 機 器  

の コ ン プ リ ー ト （動 作 終 了 ） 信 号 を 本 器 に 入 力 し 、 外 部 機 器 の ト リ ガ （動 作 開 始 ） 信 号  

と し て 本 器 の コ ン プ リ ー ト 信 号 を 入 力 し て い る よ う な 場 合 の 使 用 が 考 え ら れ ま す 。 これ 

は 、 1回 目 の イ ベ ン ト 通 過 時 に は 本 器 の デ バ イ ス 動 作 が ま だ 行 わ れ ず 、 外 部 機 器 に 対 し  

て ト リ ガ が 出 力 さ れ て い な い た め 、 外 部 機 器 か ら 発 生 す る イ ベ ン ト • ソ ー ス を 期 待 で き  

ま せ ん 。 こ の よ う な 場 合 で も こ の 機 能 を 使 う と 、 ト リ ガ • シ ー ケ ン ス を 先 に 進 め る こ と  

が で き ま す 。 バ イ パ ス 許 可 、 禁 止 の 設 定 は 各 レ イ ヤ ご と に 独 立 し て い ま す （設 定 方 法 は  

〔 8 . 3節 〕 を 参 照 ） 。

こ れ は 2 回 目 以 降 の ル ー プ で バ イ パ ス が 禁 止 さ れ る の で は な く 、 [ 図 8 - 2 ]の 流 れ 図  

の 上 で 処 理 が バ イ パ ス 部 を 通 過 し な い こ と を 意 味 し て い ま す 。 つ ま り 、 一 度 バ イ パ  

ス を 許 可 す る と そ の 状 態 は 保 た れ ま す 。 し た が っ て 、 上 層 へ 出 た 後 、 再 び バ イ パ ス  

が 許 可 さ れ た レ イ ヤ に 戻 る 場 合 も バ イ パ ス さ れ ま す 。
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8.2.6 繰り返し処理

各 レ イ ヤ で は 、 そ の レ イ ヤ 以 下 の 処 理 を 繰 り 返 し 行 う か 設 定 で き ま す 。 ま た 、 繰 り 返  

し の 回 数 （COUNt) を 1回 〜 1 0 0 0 0 0 回 の 範 囲 、 ま た は 無 限 回 に 設 定 で き ま す 。 こ の ル ー プ  

回 数 の カ ウ ン ト は 、 レ イ ヤ の 処 理 が 終 了 し 、 上 層 へ 向 か う と き に 行 い ま す 。 な お 、 繰り 

返 し 回 数 の 設 定 は 各 レ イ ヤ ご と に 独 立 し て い ま す （設 定 方 法 は 〔 8 . 3節 〕 を 参 照 ） 。

8.2.7 コンプリート信号出力

各 レ イ ヤ の 処 理 を 終 え て 上 層 へ 向 か う と き に 、 本 器 は 背 面 パ ネ ル の コ ン プ リ ー ト 信 号  

出 力 端 子 か ら コ ン プ リ ー ト 信 号 を 出 力 す る こ と が で き ま す 。 ト リ ガ • レ イ ヤ で デ バ イ ス  

動 作 （測 定 ） が 終 了 し た と き に 信 号 が 出 力 さ れ ま す 。 信 号 の 出 力 は 、 許 可 ま た は 禁 止 を  

選 択 で き ま す 。

コ ン プ リ ー ト 信 号 は 、 一 般 的 に 外 部 機 器 に 対 し て ト リ ガ を 出 力 す る な ど の 制 御 に 用 い  

ら れ ま す 。 [ 図 8 - 6 ] に コ ン プ リ ー ト 信 号 波 形 の 仕 様 を 示 し ま す 。 な お 、 コ ン プ リ ー ト 信  

号 出 力 の 設 定 （COMPlete) は 各 レ イ ヤ ご と に 独 立 し て い ま す （設 定 方 法 は 〔 8 . 3節 〕 を参  

照 ） 〇

レ イ ヤ 処 理 完 了

V〇h- 5V, typ
tw^S /г sec

V〇l= 0V, typ

図 8 - 6 コ ン プ リ ー ト 信 号 波 形
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8.3 トリガ■システムの動作と設定方法

ト リ ガ • シ ス テ ム の 設 定 は 、 GPIBに よ る 設 定 も パ ネ ル か ら の 設 定 も 同 様 の 操 作 が で き ま  

す 。 ト リ ガ • シ ス テ ム は 、 GPIB操 作 と パ ネ ル 操 作 を 分 け て 、 〔 8 . 3 . 1項 〕 〜 〔8 . 3 . 3 項 〕 

説 明 し ま す 。 な お 、 SCPIコ マ ン ド ま た は A D C コ マ ン ド の 選 択 は 、 パ ネ ル 操 作 の み 可 能 で す  

( 操 作 方 法 は 〔 9 . 3節 〕 を 参 照 ） 。

8. 3.1 GPIB(SCPI )コマンドを使用する場合

こ こ で は 、 〔 8 . 1節 〕 の ア ー ム ー ト リ ガ • モ デ ル か ら な る 本 器 の ト リ ガ • シ ス テ ム の  

動 作 を [ 図 8 - 7 ] に 示 し 、 SCPIコ マ ン ド に よ る 設 定 方 法 を 説 明 し ま す 。

0 7 0 3 3 0
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アイドル状態 

:ABORt

:TRIGger:SOURce IMMediate 
:TRIGger:SOURce MANual 
:TRIGger:SOURce BUS 
:TRIGger:SOURce EXTernal 
:TRlGger:SOURce LEVel 
:TRIGger：SOURce LINE 
:TRIGger：SOURce ТШег

:TRIGger:DELay く数値〉

繰り返し処理:：

、 終了>
:TRIGger:COUNt〈数値〉I INF

YES

COMP ON?

:TRIGger:COMPlete <0N I OFF)

デバイス動作 

(測定シーケンス）

図 8 - 7 ト リ ガ • シ ス テ ム の 流 れ 図 （SCPIコ マ ン ド 使 用 の と き ）
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⑴ ア イ ド ル 状 態

本 器 は ト リ ガ • シ ー ケ ン ス 開 始 前 、 終 了 後 、 お よ び リ セ ッ ト 時 な ど ト リ ガ • シ ス テ  

ム の 処 理 が 実 行 さ れ て い な い 場 合 は 、 ア イ ド ル 状 態 で 待 機 し ま す 。 ア イ ド ル 状 態 へ 入  

る 要 因 を 以 下 に 示 し ま す 。

•  *RSTコ マ ン ド の 実 行

•  A B O R t コ マ ン ド の 実 行 * 12

•  FASTモ ー ド に 設 定 ま た は 解 除

參 内 部 メ モ リ 、 メ モ リ • カ ー ド か ら の パ ネ ル • デ ー タ の リ コ ー ル  

( *RCLコ マ ン ド の 実 行 ）

參 内 部 メ モ リ 、 メ モ リ • カ ー ド か ら の パ ネ ル で の 測 定 デ ー タ の リ コ ー ル

* 外 部 校 正 、 内 部 校 正 の 実 行

籲 過 入 力 に よ る ア ラ ー ム の 発 生

修 セ ル フ • テ ス ト の 実 行

♦ 統 計 演 算 結 果 の パ ネ ル で の 読 み 出 し

♦ デ バ イ ス • ク リ ア の 実 行

ア イ ド ル 状 態 に 入 る と 、 パ ネ ル の ア イ ド ル • イ ン ジ ケ ー タ が 点 灯 し 、 す べ て の 測 定  

動 作 を 停 止 し て 、 ア イ ド ル 状 態 か ら 出 る た め の 条 件 が 満 た さ れ る ま で 待 機 し ま す 。

ア イ ド ル 状 態 か ら 出 る た め に は INITiateま た は INITiate:CONTinuous O Nコ マ ン ド に  

よ り 、 イ ニ シ ェ イ ト を 許 可 し ま す * I3 。

н 2 A B O R t コ マ ン ド を 実 行 す る と 、 本 器 は ア イ ド ル 状 態 に 入 り ま す 。 こ の と き 、 内部  

メ モ リ ま た は メ モ リ • カ ー ド に デ ー タ • ス ト ア が 行 わ れ て い る と 、 ス ト ア は 強 制  

的 に 中 止 さ れ ま す 。

* 1 3 イ ニ シ ェ イ ト と は 、 ト リ ガ • シ ス テ ム 動 作 の 開 始 （ア イ ド ル 状 態 か ら イ ニ シ ェ イ  

卜 状 態 に 入 る こ と ） を 意 味 し ま す 。

⑵ イ ニ シ エ イ ト 状 態

本 器 は ア イ ド ル 状 態 を 出 る と 、 す ぐ に イ ニ シ ェ イ ト 状 態 を 通 過 し 、 ア ー ム • レ イ ヤ  

に 入 り ま す 。 し か し 、 ア ー ム • レ イ ヤ よ り 下 層 の 処 理 を 終 え て イ ニ シ ェ イ ト 状 態 に 戻  

っ て き た と き に は 、 INITiate:CONTinuous ON ま た は  INITiate:CONTinuous OFF に 依 存  

し ま す 。 IN IT i ate : CONTinuous ONの と き は イ ニ シ ェ イ ト 状 態 か ら 再 び ア ー ム • レ イ ヤ  

へ 入 り ま す 。 INITiate:CONTinuous O F F の と き は ア イ ド ル 状 態 へ 戻 り ま す 。

⑶ ア ー ム • レ イ ヤ

本 器 は ア ー ム • レ イ ヤ に 入 る * 1 4 と ア ー ム • イ ベ ン ト の 発 生 を 待 ち ま す 。 ア ー ム .  

イ ベ ン ト は 予 め 設 定 さ れ た イ ベ ン ト • ソ ー ス の 検 出 に よ り 発 生 し ま す 。 イ ベ ン ト • ソ  

ー ス と し て は  IMMediate、 MANual、 BUS、 EXTernal、 LEVel、TIMer の 中 か ら 選 択 で  

き ま す 。 そ れ ぞ れ 、 コ マ ン ド と し て 記 述 す る と 以 下 の よ う に な り ま す 。

ARM:SOURce mMediate 

ARM:SOURce MANual 

ARM:SOURce BUS 

ARM:SOURce EXTernal 

ARMiSOURce LEVel 

ARM:SOURce TIMer
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た だ し 、 イ ベ ン ト • ソ ー ス が I M M e d i a t eの と き は 、 す ぐ に イ ベ ン ト が 発 生 し た と み  

な し て イ ベ ン ト 検 出 部 を 通 過 し ま す 。 次 に 、 予 め 設 定 さ れ た デ ィ レ イ 時 間 の 経 過 を 待  

ち ま す 。 デ ィ レ イ 時 間 は AR M : DELay〈数 値 〉 コ マ ン ド で 設 定 し ま す 。 デ ィ レ イ 時 間 が 終  

了 す る と ア ー ム • レ イ ヤ 2 ( ス キ ャ ン • レ イ ヤ ） に 入 り ま す 0

ま た 、 イ ベ ン ト 検 出 部 と デ ィ レ イ 部 を バ イ パ ス す る 分 枝 が あ り 、 A R M : PASS O N コマ 

ン ド で 分 枝 が 可 能 と な り ま す 。 ARM:PASS OFFコ マ ン ド で 分 枝 を 禁 止 し ま す 。 [ 図 8-7] 

を 参 照 し て 下 さ い 。 こ の 分 枝 は イ ニ シ ェ イ ト 状 態 か ら ア ー ム • レ イ ヤ に 入 っ て き た と  

き だ け 通 り 、 繰 り 返 し の ル ー プ で は 通 り ま せ ん 。

下 層 レ イ ヤ の 処 理 を 終 え て ア ー ム • レ イ ヤ に 戻 っ て き た と き 、 コ ン プ リ ー ト 信 号 を  

出 力 す る こ と が で き 、 ARM:COMPlete O N コ マ ン ド で 許 可 、 ARM:COMPlete OFFコ マ ン ド  

で 禁 止 し ま す 。 ま た 、 ア ー ム • レ イ ヤ 以 下 の 処 理 を 予 め 設 定 さ れ た 回 数 だ け 繰 り 返 す  

こ と が で き 、 A R M :C0 UNt〈数 値 〉 コ マ ン ド で は 1回 〜 1 0 0 0 0 0 回 ま で 設 定 で き 、

AR M : COUNt INF ini teコ マ ン ド で 無 限 回 に 設 定 で き ま す 。

(4) ア ー ム • レ イ ヤ 2 (ス キ ャ ン • レ イ ヤ ）

本 器 は ア ー ム • レ イ ヤ 2 に 入 る * 1 4 と ア ー ム 2 • イ ベ ン ト の 発 生 を 待 ち ま す 。 アー 

ム 2 • イ ベ ン ト は 予 め 設 定 さ れ た イ ベ ン ト • ソ ー ス の 検 出 に よ り 発 生 し ま す 。 イべ 

ン ト • ソ ー ス と し て は  IMMediate  ヽ MANual、 BUS, EXTernaK  LEVel  ヽ T I M e r 、

T L I N k の 中 か ら 選 択 で き 、 そ れ ぞ れ コ マ ン ド と し て 記 述 す る と 以 下 の よ う に な り ま す 。

AR M :LAYer2 : S0 URce IMMediate 

A R M :LAYer2 : S0 URce MANual 

AR M :LAYer2 : S0 URce BUS 

AR M :LAYer2 : S0 URce EXTernal 

AR M :LAYer2 : S0 URce LEVel 

AR M :LAYer2 : S0 URce TIMer 

AR M :LAYer2 : S0 URce TLINk

た だ し 、 イ ベ ン ト • ソ ー ス が I M M e d i a t eの と き は 、 す ぐ に イ ベ ン ト が 発 生 し た と み  

な し て イ ベ ン ト 検 出 部 を 通 過 し ま す 。 次 に 、 予 め 設 定 さ れ た デ ィ レ イ 時 間 の 経 過 を 待  

ち ま す 。 デ ィ レ イ 時 間 は ARM :LAYer2: D E L a y〈数 値 〉 コ マ ン ド で 設 定 し ま す 。 デ ィ レ イ  

時 間 が 終 了 す る と ト リ ガ • レ イ ヤ に 入 り ま す 。

ま た 、 イ ベ ン ト 検 出 部 と デ ィ レ イ 部 を バ イ パ ス す る 分 枝 が あ り 、

AR M :LAYer2 :PASS 0 N コ マ ン ド で 分 枝 が 可 能 と な り ま す 。 A R M :LAYer2 :PASS O F F コマン  

ド で 分 枝 を 禁 止 し ま す 。 [ 図 8 - 7 ] を 参 照 し て 下 さ い 。 こ の 分 枝 は ア ー ム • レ イ ヤ か ら  

ア ー ム • レ イ ヤ 2 に 入 っ て き た と き だ け 通 り 、 繰 り 返 し の ル ー プ で は 通 り ま せ ん 。

下 層 レ イ ヤ の 処 理 を 終 え て ア ー ム • レ イ ヤ 2 に 戻 っ て き た と き 、 コ ン プ リ ー ト 信 号  

を 出 力 す る こ と が で き 、 A R M :LAYer2 : C0MPlete 0 N コ マ ン ド で 許 可 、 A R M :LAYer2: 

COMPlete OFFコ マ ン ド で 禁 止 し ま す 。 ま た 、 ア ー ム • レ イ ヤ 2 以 下 の 処 理 を 予 め 設 定  

さ れ た 回 数 だ け 繰 り 返 す こ と が で き 、 A R M :LAYer2 : C0 UNt く数値〉 コ マ ン ド で は 1回〜  

1 0 0 0 0 0 回 ま で 設 定 で き 、 AR M :LAYer2 : C0 UNt I N F i n i t eコ マ ン ド で 無 限 回 に 設 定 で き ま  

す0

( 5 ) ト リ ガ • レ イ ヤ

本 器 は ト リ ガ • レ イ ヤ に 入 る * 1 4 と ト リ ガ • イ ベ ン ト の 発 生 を 待 ち ま す 。 ト リ ガ • 

イ ベ ン ト は 予 め 設 定 さ れ た イ ベ ン ト • ソ ー ス の 検 出 に よ り 発 生 し ま す 。 イ ベ ン ト • ソ  

ー ス と し て は  IMMediate、MANual  ヽ BUS、 EXTernal、 LEVel、 TIMer、 LINEの 中 か ら  

選 択 で き 、 そ れ ぞ れ コ マ ン ド と し て 記 述 す る と 次 の よ う に な り ま す 。
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TRIGger:SOURce IMMediate 

TRIGger:SOURce MANual 

TRIGger:SOURce BUS 

TRIGger:SOURce EXTernal 

TRIGger:SOURce LEVel 

TRIGgerrSOURce TIMer 

TRIGger:SOURce LINE

た だ し 、 イ ベ ン ト • ソ ー ス が I M M e d i a t eの と き は 、 す ぐ に イ ベ ン ト が 発 生 し た と み  

な し て イ ベ ン ト 検 出 部 を 通 過 し ま す 。 次 に 、 予 め 設 定 さ れ た デ ィ レ イ 時 間 の 経 過 を 待  

ち ま す 。 デ ィ レ イ 時 間 は TRIGger :DELay〈数 値 〉 コ マ ン ド で 設 定 し ま す 。 デ ィ レ イ 時 間  

が 終 了 す る と 、 サ ン プ リ ン グ • イ ン ジ ケ ー タ が 点 灯 し 、 デ バ イ ス 動 作 に 入 り ま す 。

ト リ ガ • レ イ ヤ で は ア ー ム • レ イ ヤ 、 ア ー ム • レ イ ヤ 2 と は 異 な り イ ベ ン ト • ソ ー  

ス が EXTernal、 LEVel、 LINEの い ず れ か に 設 定 さ れ 、 か つ デ ィ レ イ 時 間 が Osecに 設 定  

さ れ て い る と き 、 イ ベ ン ト 検 出 か ら 測 定 開 始 ま で の 遅 れ を 最 小 に で き ま す * 1 Q 。

ま た 、 イ ベ ン ト 検 出 部 と デ ィ レ イ 部 を バ イ パ ス す る 分 枝 が あ り 、TRIGger :PASS ON 

コ マ ン ド で 分 枝 が 可 能 と な り ま す 。 TRIGger: PASS OFFコ マ ン ド で 分 枝 を 禁 止 し ま す 。

[ 図 8 - 7 ] を 参 照 し て 下 さ い 。 こ の 分 枝 は ア ー ム • レ イ ヤ 2 か ら ト リ ガ • レ イ ヤ に 入 っ  

て き た と き だ け 通 り 、 繰 り 返 し の ル ー プ で は 通 り ま せ ん 。

デ バ イ ス 動 作 が 終 了 し た と き 、 コ ン プ リ ー ト 信 号 を 出 力 す る こ と が で き 、 TRIGger: 

COMPlete O N コ マ ン ド で 許 可 、TRIGger :C0MPlete OFFコ マ ン ド で 禁 止 し ま す 。 ま た 、 

ト リ ガ • レ イ ヤ の 処 理 を 予 め 設 定 さ れ た 回 数 だ け 繰 り 返 す こ と が で き 、 TRIGger: 

C0 U N K 数 値 〉 コ マ ン ド で 1回 〜 1 0 0 0 0 0 回 ま で 設 定 で き 、 TRIGger:COUNt INFiniteコマ 

ン ド で 無 限 回 に 設 定 で き ま す * 15 〇

* 1 4 本 器 が ど の レ イ ヤ の 処 理 を 行 っ て い る か は 、 STATus:0PERation:EVENt? コ マ ン ド  

で オ ペ レ ー シ ョ ン • イ ベ ン ト • レ ジ ス タ の 内 容 を 読 み 出 す こ と に よ り 確 認 で き ま  

す 。 〔 9 . 5節 〕 の SCPIス テ ー タ ス • シ ス テ ム を 参 照 し て 下 さ い 。

* 1 5 ト リ ガ • レ イ ヤ に お い て 、 デ バ イ ス 動 作 中 に 以 下 の 変 更 を 行 う と 測 定 デ ー タ は 無  

効 と な る た め 、 COUNt〈数 値 〉 コ マ ン ド で 設 定 さ れ た デ バ イ ス 動 作 の 回 数 と デ ー タ  

個 数 は 一 致 し ま せ ん 。

♦ フ ァ ン ク シ ョ ン の 変 更

鲁 使 用 中 の フ ァ ン ク シ ョ ン に 関 す る レ ン ジ 、 積 分 時 間 な ど の パ ラ メ ー タ の 変 更  

鲁 使 用 中 の 演 算 機 能 に 関 す る パ ラ メ ー タ の 変 更 （演 算 機 能 を 実 行 し て い る 場 合 ） 

參 ト リ ガ • シ ス テ ム に 関 す る パ ラ メ ー タ の 変 更

8.3.2 GPIB(ADC) コマンドを使用する場合

本 器 の ト リ ガ • シ ス テ ム は s c p i コ マ ン ド の ト リ ガ • サ ブ シ ス テ ム を も と に 作 ら れ ま し  

た が 、 従 来 の 当 社 製 デ ジ タ ル • マ ル チ メ ー タ の コ マ ン ド 形 式 に 近 い A D C コ マ ン ド に よ っ  

て も 、 SCPIコ マ ン ド と 同 様 の ト リ ガ • シ ス テ ム 制 御 が 可 能 で す 。 こ こ で は 、

〔 8 . 1節 〕 の ア ー ム ー ト リ ガ • モ デ ル か ら な る 本 器 の ト リ ガ • シ ス テ ム の 動 作 を  

[図 8 - 8 ] に 示 し 、 A D C コ マ ン ド に よ る 設 定 方 法 を 説 明 し ま す 。
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アイドル状態 

:АВО

図 8 - 8 ト リ ガ • シ ス テ ム の 流 れ 図 （A D C コ マ ン ド 使 用 の と き ）
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⑴ ア イ ド ル 状 態

本 器 は ト リ ガ • シ ー ケ ン ス 開 始 前 、 終 了 後 、 お よ び リ セ ッ ト 時 な ど の ト リ ガ • シ ス  

テ ム の 処 理 が 実 行 さ れ て い な い 場 合 は 、 ア イ ド ル 状 態 で 待 機 し ま す 。 ア イ ド ル 状 態 へ  

入 る 要 因 を 以 下 に 示 し ま す 。

♦  * RSTコ マ ン ド の 実 行

•  A B O コ マ ン ド の 実 行 * 16

籲 FASTモ ー ド に 設 定 ま た は 解 除

• 内 部 メ モ リ 、 メ モ リ • カ ー ド か ら の パ ネ ル • デ ー タ の リ コ ー ル  

( * RCLコ マ ン ド の 実 行 ）

♦ 内 部 メ モ リ 、 メ モ リ • カ ー ド か ら の パ ネ ル で の 测 定 デ ー タ の リ コ ー ル

* 外 部 校 正 、 内 部 校 正 の 実 行

♦ 過 入 力 に よ る ア ラ ー ム の 発 生

• セ ル フ • テ ス ト の 実 行

♦ 統 計 演 算 結 果 の パ ネ ル で の 読 み 出 し

♦ デ バ イ ス • ク リ ア の 実 行

ア イ ド ル 状 態 に 入 る と 、 パ ネ ル の ア イ ド ル • イ ン ジ ケ ー タ が 点 灯 し 、 す べ て の 測 定  

動 作 を 停 止 し て 、 ア イ ド ル 状 態 か ら 出 る た め の 条 件 が 満 た さ れ る ま で 待 機 し ま す 。

ア イ ド ル 状 態 か ら 出 る た め に は 、 I N I ま た は INIC1 コ マ ン ド に よ り イ ニ シ ェ イ ト を  

許 可 し ま す 。

* 18 A B O コ マ ン ド を 実 行 す る と 、 本 器 は ア イ ド ル 状 態 に 入 り ま す 。 こ の と き 、 内 部 メ  

モ リ ま た は メ モ リ • カ ー ド に デ ー タ • ス ト ア が 行 わ れ て い る と 、 ス ト ア は 強 制 的  

に 中 止 さ れ ま す 。

⑵ イ ニ シ ェ イ ト 状 態

本 器 は ア イ ド ル 状 態 を 出 る と 、 す ぐ に イ ニ シ ェ イ ト 状 態 を 通 過 し 、 ア ー ム • レ イ ヤ  

に 入 り ま す 。 し か し 、 ア ー ム • レ イ ヤ よ り 下 層 の 処 理 を 終 え て イ ニ シ ェ イ ト 状 態 に 戻  

っ て き た と き に は INIC1 、 ま た は I N I C Oに 依 存 し ま す 。 INIC1 コ マ ン ド が 実 行 さ れ た  

と き は 、 イ ニ シ ェ イ ト 状 態 か ら 再 び ア ー ム • レ イ ヤ へ 入 り ま す 。 INI СОの と き は ア イ  

ド ル 状 態 へ 戻 り ま す 。

(3) ア ー ム • レ イ ヤ

本 器 は ア ー ム • レ イ ヤ に 入 る * 1 7 と ア ー ム • イ ベ ン ト の 発 生 を 待 ち ま す 。 ア ー ム .  

イ ベ ン ト は 予 め 設 定 さ れ た イ ベ ン ト • ソ ー ス の 検 出 に よ り 発 生 し ま す 。 イ ベ ン ト • ソ  

ー ス と し て は  IMMediate、 MANual、 BUS、 EXTernal、 LEVel  ヽ TIMer の 中 か ら 選 択 で  

き 、 そ れ ぞ れ コ マ ン ド と し て 記 述 す る と 以 下 の よ う に な り ま す 。

ARSO ( IMMediate) 

ARS 1 (MANual) 

ARS2 (EXTernal) 

ARS3 (BUS)

ARS4 (LEVel)

ARS7 (TIMer)
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た だ し 、 イ ベ ン ト • ソ ー ス が I M M e d i a t eの と き は 、 す ぐ に イ ベ ン ト が 発 生 し た と み  

な し て イ ベ ン ト 検 出 部 を 通 過 し ま す 。 次 に 、 予 め 設 定 さ れ た デ ィ レ イ 時 間 の 経 過 を 待  

ち ま す 。 デ ィ レ イ 時 間 は ARDく 数 値 〉 コ マ ン ド で 設 定 し ま す 。 デ ィ レ イ 時 間 が 終 了 す る  

と ア ー ム • レ イ ヤ 2 ( ス キ ャ ン • レ イ ヤ ） に 入 り ま す 0

ま た 、 イ ベ ン ト 検 出 部 と デ ィ レ イ 部 を バ イ パ ス す る 分 枝 が あ り 、 ARP 1 コ マ ン ド で 分  

枝 が 可 能 と な り ま す 。 ARPOコ マ ン ド で 分 枝 を 禁 止 し ま す 。 [ 図 8 - 8 ] を 参 照 し て 下 さ い 。 

こ の 分 枝 は イ ニ シ ェ イ ト 状 態 か ら ア ー ム • レ イ ヤ に 入 っ て き た と き だ け 通 り 、 繰 り 返  

し の ループでは通 り ま せ ん 。

下 層 レ イ ヤ の 処 理 を 終 え て ア ー ム • レ イ ヤ に 戻 っ て き た と き 、 コ ン プ リ ー ト 信 号 を  

出 力 す る こ と が で き 、 ARC 1 コ マ ン ド で 許 可 、 ARCOコ マ ン ド で 禁 止 し ま す 。 ま た 、 ア ー  

ム • レ イ ヤ 以 下 の 処 理 を 予 め 設 定 さ れ た  回 数 だ け 繰 り 返 す  こ と が で き 、 ARN〈数 値 〉 コ 

マ ン ド で は 1回 〜 1 0 0 0 0 0 回 ま で 設 定 で き 、 ARN- 1 コ マ ン ド で 無 限 回 に 設 定 で き ま す 。

(4) ア ー ム • レ イ ヤ 2 (ス キ ャ ン • レ イ ヤ ）

本 器 は ア ー ム • レ イ ヤ 2 に 入 る * 1 7 と アーム 2 • イ ベ ン ト の 発 生 を 待 ち ま す 。 アー 

ム 2 • イ ベ ン ト は 予 め 設 定 さ れ た イ ベ ン ト • ソ ー ス の 検 出 に よ り 発 生 し ま す 。 イ ベ ン  

卜 • ソ ー ス と し て は  IMMediate、 MANual、 BUS、EXTernak  L E V e K  TIMer、TLINk 

の 中 か ら 選 択 で き 、 そ れ ぞ れ コ マ ン ド と し て 記 述 す る と 以 下 の よ う に な り ま す 。

SCSO ( IMMediate) 

SCSI (MANual) 

SCS2 (EXTernal) 

SCS3 (BUS)

SCS4 (LEVel)

SCS5 (TLINk)

SCS7 (TIMer)

た だ し 、 イ ベ ン ト • ソ ー ス が I M M e d i a t eの と き は 、 す ぐ に イ ベ ン ト が 発 生 し た と み  

な し て イ ベ ン ト 検 出 部 を 通 過 し ま す 。 次 に 、 予 め 設 定 さ れ た デ ィ レ イ 時 間 の 経 過 を 待  

ち ま す 。 デ ィ レ イ 時 間 は SCD〈数 値 〉 コ マ ン ド で 設 定 し ま す 。 デ ィ レ イ 時 間 が 終 了 す る  

と ト リ ガ • レ イ ヤ に 入 り ま す 。

ま た 、 イ ベ ン ト 検 出 部 と デ ィ レ イ 部 を バ イ パ ス す る 分 枝 が あ り 、 SCP1 コ マ ン ド で 分  

枝 が 可 能 と な り ま す 。 SCP0 コ マ ン ド で 分 枝 を 禁 止 し ま す 。 [ 図 8 - 8 ] を 参 照 し て 下 さ い 。 

こ の 分 枝 は ア ー ム • レ イ ヤ か ら ア ー ム • レ イ ヤ 2 に 入 っ て き た と き だ け 通 り 、 繰 り 返  

し の ル ー プ で は 通 り ま せ ん 。

下 層 レ イ ヤ の 処 理 を 終 え て ア ー ム • レ イ ヤ 2 に 戻 っ て き た と き 、 コ ン プ リ ー ト 信 号  

を 出 力 す る こ と が で き 、 SCC1 コ マ ン ド で 許 可 、 SCC0 コ マ ン ド で 禁 止 し ま す 。 ま た 、 ア 

ー ム • レ イ ヤ 2 以 下 の 処 理 を 予 め 設 定 さ れ た 回 数 だ け 繰 り 返 す こ と が で き 、 SCNく 数 値 〉 

コ マ ン ド で は 1 回 〜 1 0 0 0 0 0 回 ま で 設 定 で き ま す 。 SCN- 1 コ マ ン ド で 無 限 回 に 設 定 で き  

ま す 。
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( 5 ) ト リ ガ • レ イ ヤ

本 器 は ト リ ガ • レ イ ヤ に 入 る * 1 7 と ト リ ガ • イ ベ ン ト の 発 生 を 待 ち ま す 。 ト リ ガ .  

イ ベ ン ト は 予 め 設 定 さ れ た イ ベ ン ト • ソ ー ス の 検 出 に よ り 発 生 し ま す 。 イ ベ ン ト • ソ  

ー ス と し て は  IMMediate、 MANual、 BUS、 EXTernal、 L E V e K  TIMer、 LINEの 中 か ら  

選 択 で き 、 そ れ ぞ れ コ マ ン ド と し て 記 述 す る と 以 下 の よ う に な り ま す 。

TRSO ( IMMediate) 

TRS 1 (MANual) 

TRS2 (EXTernal) 

TRS3 (BUS)

TRS4 (LEVel)

TRS6 (LINE)

TRS7 (TIMer)

た だ し 、 イ ベ ン ト • ソ ー ス が I M M e d i a t eの と き は 、 す ぐ に イ ベ ン ト が 発 生 し た と み  

な し て イ ベ ン ト 検 出 部 を 通 過 し ま す 。 次 に 、 予 め 設 定 さ れ た デ ィ レ イ 時 間 の 経 過 を 待  

ち ま す 。 デ ィ レ イ 時 間 は TRD く 数 値 〉 コ マ ン ド で 設 定 し ま す 。

デ ィ レ イ 時 間 が 終 了 す る と 、 サ ン プ リ ン グ • イ ン ジ ケ ー タ が 点 灯 し 、 デ バ イ ス 動 作  

に 入 り ま す 。

ト リ ガ • レ イ ヤ で ア ー ム • レ イ ヤ 、 ア ー ム • レ イ ヤ 2 と は 異 な り イ ベ ン ト • ソ ー ス  

が EXTernal、 LEVe 1、 LINEの い ず れ か に 設 定 さ れ 、 か つ デ ィ レ イ 時 間 が Osecに 設 定 さ  

れ て い る と き 、 イ ベ ン ト 検 出 か ら 測 定 開 始 ま で の 遅 れ を 最 小 に で き ま す * 1 ◦ 。

ま た 、 イ ベ ン ト 検 出 部 と デ ィ レ イ 部 を バ イ パ ス す る 分 枝 が あ り 、 TRP 1 コ マ ン ド で 分  

枝 が 可 能 と な り ま す 。 TRP0 コ マ ン ド で 分 枝 を 禁 止 し ま す 。 [ 図 8 - 8 ] を 参 照 し て 下 さ い 。 

こ の 分 枝 は ア ー ム • レ イ ヤ 2 か ら ト リ ガ • レ イ ヤ に 入 っ て き た と き だ け 通 り 、 繰 り 返  

し の ループでは通 り ま せ ん 。

デ バ イ ス 動 作 が 終 了 し た と き 、 コ ン プ リ ー ト 信 号 を 出 力 す る こ と が で き 、 TRC 1 コマ  

ン ド で 許 可 、 TRC0 コ マ ン ド で 禁 止 し ま す 。 ま た 、 ト リ ガ • レ イ ヤ の 処 理 を 予 め 設 定 さ  

れ た 回 数 だ け 繰 り 返 す こ と が で き 、 TRNく 数 値 〉 コ マ ン ド で 1 回 〜 1 0 0 0 0 0 回 ま で 設 定 で  

き 、 TRN- 1 コ マ ン ド で 無 限 回 に 設 定 で き ま す * 1 8 。

* 1 7 本 器 が ど の レ イ ヤ の 処 理 を 行 っ て い る か は 、 0 SR? コ マ ン ド で オ ペ レ ー シ ョ ン • イ  

ベ ン ト • レ ジ ス タ の 内 容 を 読 み 出 す こ と に よ っ て 確 認 で き ま す 。

* 1 8 ト リ ガ • レ イ ヤ に お い て 、 デ バ イ ス 動 作 中 に 以 下 の 変 更 を 行 う と 測 定 デ ー タ は 無  

効 と な る た め 、 TRN〈数 値 〉 コ マ ン ド で 設 定 さ れ た デ バ イ ス 動 作 の 回 数 と デ ー タ 個  

数 は 一 致 し ま せ ん 。

♦ フ ァ ン ク シ ョ ン の 変 更

鲁 使 用 中 の フ ァ ン ク シ ョ ン に 関 す る レ ン ジ 、 積 分 時 間 な ど の パ ラ メ ー タ の 変 更  

♦ 使 用 中 の 演 算 機 能 に 関 す る パ ラ メ ー タ の 変 更 （演 算 機 能 を 実 行 し て い る 場 合 ） 

♦ ト リ ガ • シ ス テ ム に 関 す る パ ラ メ ー タ の 変 更

8. 3. 3 パネル操作の場合

こ こ で は 、 パ ネ ル 操 作 に よ る ト リ ガ • シ ス テ ム の 動 作 を [ 図 8 - 9 ] に 示 し 、 設 定 方 法 を  

説 明 し ま す 。

8 22 0 7 0 3 3 0



6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱 説 明 書

8. 3 ト リ ガ • シ ス テ ム の 動 作 と 設 定 方 法

図 8 - 9 トリ ガ • シ ス テ ム の 流 れ 図 （パ ネ ル 操 作 の と き ）
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⑴ ア イ ド ル 状 態

本 器 は ト リ ガ • シ ー ケ ン ス 開 始 前 、 終 了 後 お よ び リ セ ッ ト 時 な ど ト リ ガ • シ ス テ ム  

の 処 理 が 実 行 さ れ て い な い 場 合 は 、 ア イ ド ル 状 態 で 待 機 し ま す 。 ア イ ド ル 状 態 へ 入 る  

要 因 を 以 下 に 示 し ま す 。

♦ リ セ ッ ト の 実 行 （RESET) * 19 

• ト リ ガ • シ ス テ ム の 停 止 （HALT)*2Q 

參 FASTモ ー ド に 設 定 ま た は 解 除

• 内 部 メ モ リ 、 メ モ リ • カ ー ド か ら の パ ネ ル • デ ー タ の リ コ ー ル

• 内 部 メ モ リ 、 メ モ リ • カ ー ド か ら の パ ネ ル で の 測 定 デ ー タ の リ コ ー ル

* 外 部 校 正 、 内 部 校 正 の 実 行

鲁 過 入 力 に よ る アラームの発 生

鲁 セ ル フ * テ ス ト の 実 行

鲁 統 計 演 算 結 果 の パ ネ ル で の 読 み 出 し

• デ バ イ ス • ク リ ア の 実 行

ア イ ド ル 状 態 に 入 る と 、 パ ネ ル の ア イ ド ル • イ ン ジ ケ ー タ が 点 灯 し 、 す べ て の 測 定  

動 作 を 停 止 し て 、 ア イ ド ル 状 態 か ら 出 る た め の 条 件 が 満 た さ れ る ま で 待 機 し ま す 。

* 1 9 リセットの実 行

S E L E C T  M E N U  

◄  LINE-FREQ MEMORYCARD RESET ►

ト リ ガ • シ ス テ ム の 停 止

C O N F I G  T R I G  

◄  HALT

S Y S T E M

□ を 押 し ま す 。

回 0  を用いて ” RESET” にカーソ

j? N T  P  ?

ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □  を 

押 し ま す 。

C O N F I G U R E  T R I G G E R

□  、 □  と 順 に 押 し

ま す 。

回 回 を 用 い て ” HALT”にカーソル

E N T E R

( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □  を 押  

し ま す 。

H O M E

測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を 押  

し ま す 。
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た だ し 、 INITIATE— CONTINUOUS- O N が 選 択 さ れ て い る 場 合 、 ト リ ガ • シ ス テ ム は  

ア イ ド ル 状 態 に 戻 っ た 後 、 再 び イ ニ シ ェ イ ト す る の で ト リ ガ • シ ー ケ ン ス は 止 ま  

り ま せ ん 。 ア イ ド ル 状 態 で 待 機 さ せ た い と き は 、 INITIATE— CONTINUOUS- OFFを 選  

択 す る 必 要 が あ り ま す 。 ア イ ド ル 状 態 か ら 出 る た め に は 、 ト リ ガ • キ ー を 押 し て  

イ ニ シ ェ イ ト を 許 可 す る か 、 ま た は 以 下 の よ う に INITIATE— C0 NTINU0 US- 0 N に 設  

定 し ま す 。

C O N F I G  T R I G  S Y S T E M  

TRIG SCAN ARM INITIATE SLOPE ►

C O N F I G U R E  T R I G G E R

□  、 □ と 順 に 押 し

ま す 。

回 回 を 用 い て ” INITIATE”に カ ー

ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ 

を 押 し ま す 。

S E T I N I T I A T E

CONTINUOUS-OFF CONTINUOUS-ON

回 回 を 用 い て ” C0 NTINU0 US - 0 N”

E N T E R

にカーソルを移 動 し 、 □  を押 

す と 確 定 し ま す 。

測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を 押  

し ま す 。

⑵ イ ニ シ ェ イ ト 状 態

本 器 は ア イ ド ル 状 態 を 出 る と 、 す ぐ に イ ニ シ ェ イ ト 状 態 を 通 過 し 、 ア ー ム • レ イ ヤ  

に 入 り ま す 。 し か し 、 ア ー ム • レ イ ヤ よ り 下 層 の 処 理 を 終 え て イ ニ シ ェ イ ト 状 態 に 戻  

っ て き た と き 、 イ ニ シ ェ イ ト の 設 定 に 依 存 し ま す 。 INITIATE— C0 NTIN0 US - 0 Nが 選 択 さ  

れ て い る 場 合 は 、 イ ニ シ ェ イ ト 状 態 か ら 再 び ア ー ム • レ イ ヤ へ 入 り ま す 。 INITIATE —  

CONTINUOUS- OFFが 選 択 さ れ て い る 場 合 は 、 ア イ ド ル 状 態 へ 戻 り ま す 。

( 3 )  アーム•レイヤ

① イ ベ ン ト • ソ ー ス の 設 定 方 法

本 器 は ア ー ム • レ イ ヤ に 入 る * 2 1 と ア ー ム • イ ベ ン ト の 発 生 を 待 ち ま す 。 ア ー ム • 

イ ベ ン ト は 予 め 設 定 さ れ た イ ベ ン ト • ソ ー ス の 検 出 に よ り 発 生 し ま す 。 イ ベ ン ト • ソ  

ー ス と し て は  IMMEDIATE、 MANUAL、 EXTERNAL、 BUS、 LEVEL、 TIMER の 中 か ら 選 択 で  

き ま す 。

C O N F I G U R E  T R I G G E R

--------------------------------------------------------- □  、 □  と 順 に 押 し

C O N F I G  T R I G  S Y S T E M  ま す 。

TRIG SCAN ARM INITIATE SLOPE ►  回 回 を 用 い て ”ARM” に カ ー ソ ル

( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □  を 押 し ま

す0
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C O N F I G U R E  A R M  

SOURCE PASS DELAY COUNT

回 回 を 用いて ”  SOURCE”にカーソル

E N T E R

を 移 動 し 、 □  を 押 し ま す 。

S E L E C T  S O U R C E  

IMMEDIATE MANUAL EXTERNAL

回 0  を 用 い て 設 定 し た い ソースに

E N T E R

カーソルを移 動 し 、 □  を押 す と  

確 定 し ま す 。

H O M E

測 定 値 表 示 に 戻 る に は  口 を 押 し  

ま す 。

② デ ィ レ イ 時 間 の 設 定 方 法

イ ベ ン ト • ソ ー ス が I M M E D I A T Eの と き は 、 す ぐ に イ ベ ン ト が 発 生 し た と み な し て  

イ ベ ン ト 検 出 部 を 通 過 し ま す 。 次 に 、 予 め 設 定 さ れ た デ ィ レ イ 時 間 の 経 過 を 待 ち ま  

す 。 デ ィ レ イ 時 間 が 終 了 す る と ア ー ム • レ イ ヤ 2 ( ス キ ャ ン • レ イ ヤ ） に 入 り ま す 。

C O N F I G U R E  T R I G G E R

□  、 □ と 順 に 押 し

ま す 。

回 0  を 用 い て ”ARM” に カ ー ソ ル

E N T E R

( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □  を 押 し ま  

す 。

С 0  N  F  I G T R I G S Y S T E M

TRIG SCAN ARM INITIATE SLOPE ►

C O N F I G U R E  A R M  

SOURCE PASS DELAY COUNT

回 回 を 用いて ” DELAY” にカーソル 

を 移 動 し 、 □  を 押 し ま す 。

T I M E =  0 0 0 0 0 0 .  0 0 0 S

◄  key:CHANGE NUMBER

回 0  を 用 い て 変 更 し た い 桁 に カ ー  

ソ ル を 移 動 し ま す 。

囚 回 で 数 値 を 変 更 し 、 □  を 押  

す と 確 定 し ま す 。

H O M E

測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □  を 押 し  

ま す 。
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③ バイパスの設 定 方 法

イ ベ ン ト 検 出 部 と デ ィ レ イ 部 を バ イ パ ス す る 分 枝 が あ り ま す 。

[ 図 8 - 9 ] を 参 照 し て 下 さ い 。 こ の 分 枝 は イ ニ シ ェ イ ト 状 態 か ら ア ー ム • レ イ ヤ に 入  

っ て き た と き だ け 通 り 、 繰 り 返 し の ル ー プ で は 通 り ま せ ん 。

C O N F I G U R E  T R I G G E R

□  、 □ と 順 に 押 し

ま す 。

回 回 を 用 い て ”A R M ” にカーソル

E N T E R

( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を 押 し ま  

す 0

回0  を用いて”P A S S ”にカーソルを

E N T E R

移 動 し 、 □  を 押 し ま す 。

回 0  を 用 い て ” O F F ” ま た は ” O N ”に

E N T E R

カーソルを移 動 し 、 □ を押 す と  

確 定 し ま す 。

H O M E

測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し  

ま す 。

S E T  P A S S

O F F  O N

C O N F I G U R E  A R M  

S O U R C E  P A S S  D E L A Y  C O U N T

C O N F I G  T R I G  S Y S T E M  
T R I G  S C A N  A R M  I N I T I A T E  S L O P E  ►

④ コ ン プ リ ー ト 信 号 出 力 の 設 定 方 法

下 層 レ イ ヤ の 処 理 を 終 え て ア ー ム • レ イ ヤ に 戻 っ て き た と き 、 コ ン プ リ ー ト 信 号  

を 出 力 す る こ と が で き ま す 。

C O N F I G U R E  T R I G G E R

□ 、 □ と 順 に 押 し

ま す 。

回 回 を 用 い て ”A R M ” に カ ー ソ ル

E N T E R

( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □  を 押 し ま  

す 。

C O N F I G  T R I G  S Y S T E M  
T R I G  S C A N  A R M  I N I T I A T E  S L O P E  ►

С 0  N  F  I 

◄  C O M P L E T E

G  U  R  E  A R M

S E T

O F F  O N

C O M P L E T E

回 回 を 用 い て ” C O M P L E T E ”に カ ー ソ

E N T E R

ル を 移 動 し 、 □  を 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て ” O F F ” ま た は ” O N ”に

E N T E R

カーソルを移 動 し 、 □ を押 す と  

確 定 し ま す 。

H O M E

測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し  

ま す 。

0 7 0 3 3 0
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⑤ 繰 り 返 し 回 数 の 設 定 方 法

ア ー ム •レ イ ヤ 以 下 の 処 理 を 予 め 設 定 さ れ た 回 数 だ け 繰 り 返 す こ と が で き ま す 。 

繰 り 返 し 回 数 は 1回 〜 1 0 0 0 0 0 回 、 ま た は 無 限 回 に 設 定 で き ま す 。

C O N F I G U R E  T R I G G E R

□  、 □  と 順 に 押 し

ま す 。

回 回 を 用 い て ”ARM” にカーソル

( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □  を 押 し ま  

す 0

C O N F I G  T R I G  S Y S T E M  
TRIG SCAN ARM INITIATE SLOPE ►

C O N F I G U R E  A R M  

SOURCE PASS DELAY COUNT

回 0  を用いて” COUNT” にカーソル

E N T E R

を 移 動 し 、 □ を 押 し ま す 。

S E T  C O U N T  

INFINITE NUMBER

回 0  を用いて” INFINITE”または 

” NUMBER”にカーソルを移動し、

E N T E R

□  を 押 し ま す 。

" INFINITE”を 選 択 し た 場 合 は 、 ここ 

で 確 定 し 、 前 の 画 面 に 戻 り ま す 。

H O M E

測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し  

ま す 。

回 数 を 設 定 す る 場 合 に は 、 ” NUMBER” 

を 選 択 し ま す 。

---------------------------------------------------------1 回 0  を 用 い て 変 更 し た い 桁 に カ ー

C O U N T  =  0 0 0 0 0 1  ソ ル を 移 動 し ま す 。

◄  ► A T  key:CHANGE NUMBER ENTER

---------------------------------------------------------1 回 回 で 数 値 を 変 更 し 、 口  を 押

す と 確 定 し ま す 。

H O M E

測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し  

ま す 。

0 7 0 3 3 0
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⑷ ス キ ャ ン • レ イ ヤ

① イ ベ ン ト • ソ ー ス の 設 定 方 法

本 器 は ス キ ャ ン レ イ ヤ に 入 る * 2 1 と ス キ ャ ン • イ ベ ン ト の 発 生 を 待 ち ま す 。 ス キ  

ャ ン • イ ベ ン ト は 予 め 設 定 さ れ た イ ベ ン ト • ソ ー ス の 検 出 に よ り 発 生 し ま す 。 イ べ  

ン ト • ソ ー ス と し て は  IMMEDIATE、 MANUAL、 EXTERNAL、 BUS、 LEVEL、 TLINK、 

T I M E R の 中 か ら 選 択 で き ま す 。

C O N F I G U R E  T R I G G E R

— -----------------------------------------------------  □  、 □ と 順 に 押 し

C O N F I G  T R I G  S Y S T E M  ま す 。

TRIG SCAN ARM INITIATE SLOPE ►  回 回 を 用 い て ” SCAN” にカーソル

( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □  を 押 し ま

す 0

C O N F I G U R E  S C A N  

SOURCE PASS DELAY COUNT

回 0  を用いて” SOURCE”にカーソル

E N T E R

を 移 動 し 、 □  を 押 し ま す 。

S E L E C T  S O U R C E  

IMMEDIATE MANUAL EXTERNAL

回 0  を 用 い て 設 定 し た い ソースに

E N T E R

カーソルを移 動 し 、 □  を押 す と  

確 定 し ま す 。

H O M E

測 定 値 表 示 に 戻 る に は  口 を 押 し  

ま す 。

② デ ィ レ イ 時 間 の 設 定 方 法

イ ベ ン ト • ソ ー ス が I M M E D I A T Eの と き は 、 す ぐ に イ ベ ン ト が 発 生 し た と み な し て  

イ ベ ン ト 検 出 部 を 通 過 し ま す 。 次 に 、 予 め 設 定 さ れ た デ ィ レ イ 時 間 の 経 過 を 待 ち ま  

す 。 デ ィ レ イ 時 間 が 終 了 す る と ト リ ガ • レ イ ヤ に 入 り ま す 。

C O N F I G U R E  T R I G G E R

□  、 □ と 順 に 押 し

ま す 。

回 回 を 用 い て ” SCAN”にカーソル

( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □  を 押 し ま

す 。

回0  を用いて”DELAY” にカーソル

E N T E R

を 移 動 し 、 □  を 押 し ま す 。

C O N F I G U R E  S C A N  

SOURCE PASS DELAY COUNT

C O N F I G  T R I G  S Y S T E M  

TRIG SCAN ARM INITIATE SLOPE ►

8 29 0 7 0 3 3 0



6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱 説 明 書

8 . 3  ト リ ガ • シ ス テ ム の 動 作 と 設 定 方 法

回 回 を 用 い て 変 更 し た い 桁 に カ ー  

ソ ル を 移 動 し ま す 。

固 @  で 数 値 を 変 更 し 、 □  を 押  

す と 確 定 し ま す 。

HOME
測 定 値 表 示 に 戻 る に は  口 を 押 し  

ま す 。

③ バ イ パ ス の 設 定 方 法

イ ベ ン ト 検 出 部 と デ ィ レ イ 部 を バ イ パ ス す る 分 枝 が あ り ま す 。 [ 図 8 - 9 ]を 参 照 し  

て 下 さ い 。 こ の 分 枝 は ア ー ム • レ イ ヤ か ら ス キ ャ ン • レ イ ヤ に 入 っ て き た と き だ け  

通 り 、 繰 り 返 し の ル ー プ で は 通 り ま せ ん 。

CONFIGURE TRIGGER
□  、 □ と 順 に 押 し

ま す 。

回 回 を 用 い て ” SCAN”に カ ー ソ ル

( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □  を 押 し ま  

す 0

C O N F I G  T R I G  S Y S T E M  
TRIG SCAN ARM INITIATE SLOPE ►

T I M E =  0 0 0 0 0 0 .  0 0 0 S 
◄  key:CHANGE NUMBER

C O N F I G U R E  S C A N  
SOURCE PASS DELAY COUNT

回 0  を 用 い て ”PASS”に カ ー ソ ル を

ENTER
移 動 し 、 □  を 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て ” OFF” ま た は ”0N”に

ENTER
カ ー ソ ル を 移 動 し 、 □  を 押 す と  

確 定 し ま す 。

④ コ ン プ リ ー ト 信 号 出 力 の 設 定 方 法

下 層 レ イ ヤ の 処 理 を 終 え て ス キ ャ ン • レ イ ヤ に 戻 っ て き た と き 、 コ ン プ リ ー ト 信  

号 を 出 力 す る こ と が で き ま す 。

CONFIGURE TRIGGER

□  、 □ と 順 に 押 し

ま す 。

回 回 を 用 い て ” SCAN”に カ ー ソ ル

( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □  を 押 し ま  

す 。

回 回 を 用 い て ” COMPLETE”に カ ー ソ

ENTER
ル を 移 動 し 、 □  を 押 し ま す 。

C O N F I G U R E  S C A N  
◄  COMPLETE

C O N F I G  T R I G  S Y S T E M  

TRIG SCAN ARM INITIATE SLOPE ►

S E T  P A S S

OFF ON

8 - 3 0 0 7 0 3 3 0
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回 回 を 用 い て ” OFF” ま た は ” ON”に

ENTER
カーソルを移 動 し 、 □  を 押 す  

と 確 定 し ま す 。

HOME

測 定 値 表 7K に 民 る に は  □ を 押 し  

ま す 。

⑤ 繰 り 返 し 回 数 の 設 定 方 法

S E T  C O M P L E T E

OFF ON

ス キ ャ ン • レ イ ヤ 以 下 の 処 理 を 予 め 設 定 さ れ た 回 数 だ け 繰 り 返 す こ と が で き ま す 。 

繰 り 返 し 回 数 は 1 回 〜 1 0 0 0 0 0 回 、 ま た は 無 限 回 に 設 定 で き ま す 。

CONFIGURE TRIGGER

П 、 □ と 順 に 押 し

ま す 。

回 0  を 用 い て ” SCAN”に カ ー ソ ル

( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □  を 押 し ま  

す 。

C  〇 N  F I G T R I G S Y S T E M

TRIG SCAN ARM INITIATE SLOPE ►

C O N F I G U R E  S C A N  

SOURCE PASS DELAY COUNT

回 0  を 用 い て ” COUNT” に カ ー ソ ル

ENTER

を 移 動 し 、 □  を 押 し ま す 。

S E T  C O U N T  

INFINITE NUMBER

回 0  を 用 い て ”INFINITE”ま た は  

”NUMBER”に カ ー ソ ル を 移 動 し 、

ENTER

□  を 押 し ま す 。

" INFINITE”を 選 択 し た 場 合 は 、 ここ 

で 確 定 し 、 前 の 画 面 に 戻 り ま す 。

HOME
測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □  を 押 し  

ま す 。

回 数 を 設 定 す る 場 合 に は 、 ” NUMBER” 

を 選 択 し ま す 。

C O U N T  =  0 0 0 0 0 1

◄  key:CHANGE NUMBER

回 E l を 用 い て 変 更 し た い 桁 に カ ー  

ソ ル を 移 動 し ま す 。

ENTER
固 回 で 数 値 を 変 更 し 、 □  を 押  

す と 確 定 し ま す 。

HOME

測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し  

ま す 。

8 - 3 1 0 7 0 3 3 0
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(5) ト リ ガ • レ イ ヤ

① イ ベ ン ト • ソ ー ス の 設 定 方 法

本 器 は ト リ ガ • レ イ ヤ に 入 る * 2 1 と ト リ ガ • イ ベ ン ト の 発 生 を 待 ち ま す 。 ト リ ガ  

• イ ベ ン ト は 予 め 設 定 さ れ た イ ベ ン ト • ソ ー ス の 検 出 に よ り 発 生 し ま す 。 イ ベ ン ト  

• ソ ー ス と し て は  IMMEDIATE、 MANUAL、 EXTERNAL、 BUS、 LEVEL、 LINE、 TIMER の 

中 か ら 選 択 で き ま す 。

CONFIGURE TRIGGER
□  、 □ と 順 に 押 し

ま す 。

回 回 を 用 い て ”TRIG”に カ ー ソ ル

ENTER
( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □  を 押 し ま

す 。

回 0  を 用 い て ” SOURCE”に カ ー ソ ル

ENTER
を 移 動 し 、 □  を 押 し ま す 。

回 0  を 用 い て 設 定 し た い ソースに

ENTER
カーソルを移 動 し 、 □  を押 す と  

確 定 し ま す 。

HOME

測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し  

ま す 。

② デ ィ レ イ 時 間 の 設 定 方 法

イ ベ ン ト • ソ ー ス が mMEDI ATEの と き は 、 す ぐ に イ ベ ン ト が 発 生 し た と み な し て  

イ ベ ン ト 検 出 部 を 通 過 し ま す 。 次 に 、 予 め 設 定 さ れ た デ ィ レ イ 時 間 の 経 過 を 待 ち ま  

す 。 デ ィ レ イ 時 間 が 終 了 す る と サ ン プ リ ン グ • イ ン ジ ケ ー タ が 点 灯 し 、 デ バ イ ス 動  

作 に 入 り ま す 。

S E L E C T  S O U R C E  

IMMEDIATE MANUAL EXTERNAL

C O N F I G U R E  T R I G  
SOURCE PASS DELAY COUNT

C O N F I G  T R I G  S Y S T E M  

TRIG SCAN ARM INITIATE SLOPE ►

C O N F I G  T R I G  S Y S T E M  

TRIG SCAN ARM INITIATE SLOPE ►

CONFIGURE TRIGGER
□  、 □ と 順 に 押 し

ま す 。

回 回 を 用 い て ”TRIG”に カ ー ソ ル

ENTER

( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □  を 押 し ま  

す 0

C O N F I G U R E  T R I G  
SOURCE PASS DELAY COUNT

回 回 を 用 い て ”DELAY” に カ ー ソ ル

ENTER

を 移 動 し 、 □  を 押 し ま す 。

32 0 7 0 3 3 0
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回 0  を 用 い て 変 更 し た い 桁 に カ ー  

ソ ル を 移 動 し ま す 。

囚 @  で 数 値 を 変 更 し 、 □  を 押  

す と 確 定 し ま す 。

HOME
測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し  

ま す 。

ト リ ガ • レ イ ヤ で は 、 ア ー ム • レ イ ヤ 、 ス キ ャ ン • レ イ ヤ と は 異 な り イ ベ ン ト .  

ソ ー ス が EXTERNAL、 LEVEL、 LINEの い ず れ か に 設 定 さ れ 、 か つ デ ィ レ イ 時 間 が Osec 

に 設 定 さ れ て い る と き 、 イ ベ ン ト 検 出 か ら 測 定 開 始 ま で の 遅 れ を 最 小 に で き ま す * 1 0。

③ バ イ パ ス の 設 定 方 法

イ ベ ン ト 検 出 部 と デ ィ レ イ 部 を バ イ パ ス す る 分 枝 が あ り ま す 。 [ 図 8 - 9 ] を 参 照 し  

て 下 さ い 。 こ の 分 枝 は ス キ ャ ン • レ イ ヤ か ら ト リ ガ • レ イ ヤ に 入 っ て き た と き だ け  

通 り 、 繰 り 返 し の ル ー プ で は 通 り ま せ ん 。

CONFIGURE TRIGGER

□  、 □ と 順 に 押 し

ま す 。

回 0  を 用 い て ”TRIG”に カ ー ソ ル

( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □  を 押 し ま

す 。

回 0  を 用 い て ”PASS”に カ ー ソ ル を  

移 動 し 、 □  を 押 し ま す 。

回 0  を を 用 い て ”OFF” ま た は ”0Г

ENTER
にカーソルを移 動 し 、 □  を押 す  

と 確 定 し ま す 。

HOME
測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し  

ま す 。

S E T  P A S S

OFF ON

C O N F I G U R E  T R I G  

SOURCE PASS DELAY COUNT

C O N F I G  T R I G  S Y S T E M  

TRIG SCAN ARM INITIATE SLOPE ►

T I M E -  0 0 0 0 0 0 . 0 0 0 s

◄  key:CHANGE NUMBER

8 - 3 3 0 7 0 3 3 0
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④ コ ン プ リ ー ト 信 号 出 力 の 設 定 方 法

デ バ イ ス 動 作 が 終 了 し た と き 、 コ ン プ リ ー ト 信 号 を 出 力 す る こ と が で き ま す 。

CONFIGURE TRIGGER
□  、 □ と 順 に 押 し

ま す 。

回 回 を 用 い て ”TRIG”に カ ー ソ ル

( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □  を 押 し ま

す 0

C O N F I G  T R I G  S Y S T E M  

TRIG SCAN ARM INITIATE SLOPE ►

C  〇 N  F I 

◄  COMPLETE

G  U  R  E T R I G

S E T

OFF ON

C O M P L E T E

回 回 を 用 い て ” COMPLETE”に カ ー ソ

ENTER
ル を 移 動 し 、 □  を 押 し ま す 。

回 回 を を 用 い て ”OFF” ま た は ”ON”

ENTER
に カ ー ソ ル を 移 動 し 、 □  を 押 す  

と 確 定 し ま す 。

HOME
測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し  

ま す 。

⑤ 繰 り 返 し 回 数 の 設 定 方 法

ト リ ガ • レ イ ヤ の 処 理 を 予 め 設 定 さ れ た 回 数 だ け 繰 り 返 す こ と が で き ま す 。 繰り  

返 し 回 数 は 1回 〜 1 0 0 0 0 0 回 、 ま た は 無 限 回 に 設 定 で き ま す 。 * 22

CONFIGURE TRIGGER
□ 、 □ と 順 に 押 し

ま す 。

回 回 を 用 い て ” TRIG”に カ ー ソ ル

ENTER
( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □  を 押 し ま

す 。

C O N F I G  T R I G  S Y S T E M  

TRIG SCAN ARM INITIATE SLOPE ►

C O N F I G U R E  T R I G  

SOURCE PASS DELAY COUNT

回 回 を 用 い て ” COUNT” に カ ー ソ ル

ENTER

を 移 動 し 、 □  を 押 し ま す 。

S E T  C O U N T  

INFINITE NUMBER

回 回 を 用 い て ” INFINITE”ま た は  

” NUMBER”に カ ー ソ ル を 移 動 し 、

ENTER

□  を 押 し ま す 。

4 NFINITE”を 選 択 し た 場 合 は 、 ここ 

で 確 定 し 、 前 の 画 面 に 戻 り ま す 。

HOME
測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し  

ま す 。

0 7 0 3 3 0
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8 . 3  ト リ ガ • シ ス テ ム の 動 作 と 設 定 方 法

回 数 を 設 定 す る 場 合 に は 、 ” NUMBER” 

を 選 択 し ま す 。

-------------------------------------------------------- 1 回 0  を 用 い て 変 更 し た い 桁 に カ ー

C O U N T  =  0 0 0 0 0 1  ソ ル を 移 動 し ま す 。

◄  ► A T  key:CHANGE NUMBER e n t e r

-------------------------------------------------------- 1 囚 @  で 数 値 を 変 更 し 、 口  を 押

す と 確 定 し ま す 。

HOME

測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し  

ま す 。

本 器 が ど の レ イ ヤ の 処 理 を 行 っ て い る か を 確 認 す る 方 法 を 以 下 に 示 し ま す 。

CONFIGURE TRIGGER

□  、 □ と 順 に

押 し ま す 。

回 0  を 用 い て ”LAYERDISP” に 

カ ー ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、

ENTER

□  を 押 し ま す 。

C O N F I G  T R I G  S Y S T E M  
◄  LEVEL LAYERDISP FAST-MODE ►

S E T  L A Y E R D I S P
OFF ON

回 0  を を 用 い て ”OFF” ま た は  

”0 N”に カ ー ソ ル を 移 動 し 、

ENTER
□  を 押 す と 確 定 し ま す 。

HOME
測 定 値 表 示 に 戻 る に は  口 を 

押 し ま す 。

”0 N”を 選 択 す る と 、 測 定 値 表 示  

画 面 で は こ の よ う に レ イ ヤ が 表  

示 さ れ ま す 。 た だ し 、 測 定 値 は  

表 示 さ れ ま せ ん の で 、 一 時 的 な  

レ イ ヤ の 確 認 の た め に 使 用 し て  

下 さ い 。

ト リ ガ • レ イ ヤ に お い て 、 デ バ イ ス 動 作 中 に 以 下 の 変 更 を 行 う と 測 定 デ ー タ は  

無 効 と な る た め 、 設 定 さ れ た デ バ イ ス 動 作 の 回 数 と デ ー タ 個 数 は 一 致 し ま せ ん 。

參 フ ァ ン ク シ ョ ン の 変 更

• 使 用 中 の フ ァ ン ク シ ョ ン に 関 す る レ ン ジ 、 積 分 時 間 な ど の パ ラ メ ー タ の 変 更  

鲁 使 用 中 の 演 算 機 能 に 関 す る パ ラ メ ー タ の 変 更 （演 算 機 能 を 実 行 し て い る 場 合 ） 

籲 ト リ ガ • シ ス テ ム に 関 す る パ ラ メ ー タ の 変 更

T R I G  L A Y E R m V D С
1001nV Range

8 - 35 0 7 0 3 3 0
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8 . 4  ト リ ガ • シ ス テ ム に お け る エ ラ ー

8. 4 トリガ■システムにおけるエラー

ここでは、 トリ ガ • シ ス テ ム の 動 作 が 原 因 と な っ て 発 生 す る エ ラ ー を 説 明 し ま す 。

エ ラ ー は ト リ ガ • シ ス テ ム の パ ラ メ ー タ の 不 適 切 な 設 定 や 、 誤 っ た タ イ ミ ン グ で の 外 部

ト リ ガ 入 力 な ど に よ っ て 発 生 し ま す 。

8.4.1 トリカ■システムにおけるエラー検出のルール

(1) イ ベ ン ト 待 ち 中 の レ イ ヤ の イ ベ ン ト • ソ ー ス と し て 設 定 さ れ て い る ソ ー ス （ま た は  

MANual) に よ る イ ベ ン ト が 1回 だ け 検 出 さ れ た 場 合 は 、 エ ラ ー に な り ま せ ん 。

(2) ど の レ イ ヤ の イ ベ ン ト • ソ ー ス と し て も 設 定 さ れ て い な い ソ ー ス に よ る イ ベ ン ト が  

検 出 さ れ た 場 合 は 、 エ ラ ー に な り ま せ ん （ 〔例 8 - 1 、 8 - 2 、 8 - 3 〕 を 参 照 ） 。

(3) イ ベ ン ト 待 ち 中 の レ イ ヤ の イ ベ ン ト • ソ ー ス と し て 設 定 さ れ て い な い が 、 他 の レ イ  

ヤ の イ ベ ン ト • ソ ー ス と し て 設 定 さ れ て い る ソ ー ス に よ る イ ベ ン ト が 検 出 さ れ た 場 合  

は 、 エ ラ ー に な り ま す * 23 ( 〔例 8 - 4 、 8 - 5 、 8 - 6 、 8 - 1 2 〕 を 参 照 ） 。 こ の と き の イ  

ベ ン ト 検 出 は 無 効 に な り ま す （M A N U A L は 有 効 ） 。 た だ し 、 LEVel、 LINE、M A N u a lШ  

Nkの 検 出 は 例 外 と し て エ ラ ー に な り ま せ ん （ 〔例 8 - 7 、 8 - 8 、 8 - 9 、 8 - 1 0 、 8 - 1 1 、

8 - 1 3 、 8 - 1 4 〕 を 参 照 ） 。 ま た 、 EXTernalに 関 し て は 、 同 一 の レ イ ヤ で 発 生 す る 2 回 目  

以 降 の エ ラ ー は 無 視 さ れ ま す 。

* 2 3 ど の レ イ ヤ の イ ベ ン ト • ソ ー ス と し て も 設 定 さ れ て い な い ソ ー ス に よ っ て 起 こ る  

イ ベ ン ト は トリ ガ • シ ス テ ム の 動 作 に 影 響 を 与 え な い （MANualは 例 外 ） の で エラ 

一 と し て 扱 い ま せ ん （2 ) 。 し か し 、 . い ず れ か の レ イ ヤ の イ ベ ン ト • ソ ー ス と して 

設 定 さ れ て い る ソ ー ス に よ る イ ベ ン ト が 期 待 し な い タ イ ミ ン グ で 検 出 さ れ る 場 合 、 

エ ラ ー と し て 扱 い ま す 。

こ の 原 因 と し て 、 TIMer、 D E L a y の 時 間 設 定 や 外 部 ト リ ガ 信 号 の 入 カ タ イ ミ ン グ  

な ど に 問 題 が あ る と 考 え ら れ 、 ト リ ガ • シ ス テ ム を 正 常 に 動 作 さ せ る こ と は で き  

ま せ ん 。

こ の よ う な 問 題 を 解 決 す る と き （コ ン ト ロ ー ル • プ ロ グ ラ ム の デ バ ッ グ な ど ） に 

エ ラ ー を 参 考 に し ま す 。 エ ラ ー 処 理 は リ ア ル • タ イ ム に 行 わ れ る た め 、 イ ベ ン ト  

待 ち の 状 態 に お い て も エ ラ ー 内 容 を 確 認 で き ま す 。

(4) イ ベ ン ト 待 ち 中 の レ イ ヤ の イ ベ ン ト • ソ ー ス （ま た は MANual) と し て 設 定 さ れ て い  

る ソ ー ス に よ る イ ベ ン ト が 2 回 以 上 検 出 さ れ た 場 合 、 1回 目 の イ ベ ン ト 検 出 は 有 効 に  

な り 、 2 回 目 以 降 の イ ベ ン ト 検 出 は 無 効 で 、 エ ラ ー に な り ま す （ 〔例 8 - 1 5 、 8 - 1 6 、 

8 - 1 7 、 8 - 2 0 〕 を 参 照 ） 。 た だ し 、 LEVel、 LINEの 検 出 は 例 外 と し て エ ラ ー に な り ま せ  

ん （ 〔例 8 - 1 8 、 8 - 1 9 〕 を 参 照 ） 。 ま た 、 ЕХТегпаПこ 関 し て は 同 一 の レ イ ヤ で 発 生 す る

2 回 目 以 降 の エ ラ ー は 無 視 さ れ ま す 0

8 - 3 6 0 7 0 3 3 0
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8 . 4 ト リ ギ ス テ ム に お け る エ ラ ー

例 8 - 1 例 8 - 2

EXTernal-

ARM LAYER ARM LAYER

BUS BUS — EXTernal

SCAN LAYER

ふ

SCAN LAYER

BUS EXTernal

1

TRIG LAYER TRIG LAYER

MANual EXTernal

1 ル

デ バ イ ス 動 作 デ バ イ ス 動 作

例 8 - 3 例 8 - 4 ( エ フ ー ）

MANual —

ARM LAYER ARM LAYER

BUS BUS

SCAN LAYER

1

SCAN LAYER

EXTernal EXTernal

1

TRIG LAYER

1

TRIG LAYER

BUS EXTernal-^ BUS

1 1

デ バ イ ス 動 作 デ バ イ ス 動 作

(注） 例 8 - 1 、 8 - 2 、 8 - 3 はエラーではありません。例8 - 4 は主ラーとなります。

8 - 3 7
0 7 0 3 3 0
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8 . 4  ト リ ガ • シ ス テ ム に お け る エ ラ ー

例 8 - 5 ( エ ラ ー ） 例 8 - 6 ( エ ラ ー ）

BUS-

ARM LAYER ARM LAYER

EXTernal BUS

SCAN LAYER

1

SCAN LAYER

BUS TIMer — BUS

1

TRIG LAYER

1

TRIG LAYER

BUS TIMer

1 1

デ バ イ ス 動 作 デ バ イ ス 動 作

例 8 - 7 例 8 - 8

TLINk-

ARM LAYER ARM LAYER

BUS BUS

1

SCAN LAYER

1

SCAN LAYER

TLINk TLINk

I

TRIG LAYER

ル

TRIG LAYER

LEVel TLINk — LEVel

1

デ バ イ ス 動 作 デ バ イ ス 動 作

(注） 例8 - 5 、8 - 6 はエラーとなります。例8 - 7 、 8 - 8 はエラーではありません。

0 7 0 3 3 0
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8 . 4  ト リ ガ • シ ス テ ム に お け る エ ラ ー

例 8 - 9 例 8 - 10

LEVel-

ARM LAYER ARM LAYER

BUS BUS

1

SCAN LAYER

ル

SCAN LAYER

BUS LINE — BUS

1

TRIG LAYER

1

TRIG LAYER

LEVel LINE

1 1

デ バ イ ス 動 作 デ バ イ ス 動 作

例 8 - 11 例 8 - 12 ( エ ラ ー ）

MANual-

ARM LAYER ARM LAYER

BUS EXT —  

BUS-

BUS

1

SCAN LAYER

ル

SCAN LAYER

BUS BUS

ル

TRIG LAYER

1

TRIG LAYER

MANual EXTernal

1

デ バ イ ス 動 作 デ バ イ ス 動 作

(注） 例 8 - 9 、8-10、8-11はエラーではありません。例8-12はエラーとなります。

0 7 0 3 3 0
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.4 ト リ ガ _• シ ス テ ム に お け る エ ラ

例 8 - 13 例 8 - 14

BUS-

LEVel-

ARM LAYER ARM LAYER

BUS LINE —  

BUS —

BUS

SCAN LAYER SCAN LAYER

BUS BUS

TRIG LAYER TRIG LAYER

LEVel LINE

1

デ バ イ ス 動 作 デ バ イ ス 動 作

例 8 - 15 ( エ ラ ー ） 例 8 - 16 ( エ ラ ー ）

BUS-

MAN -

ARM LAYER ARM LAYER

BUS BUS

1

SCAN LAYER

1

SCAN LAYER

BUS MAN —  

MAN —

BUS

ル

TRIG LAYER

ル

TRIG LAYER

EXTernal EXTernal

1

デ バ イ ス 動 作 デ バ イ ス 動 作

(注） 例 8-13、8-14はエラーではありません。例 8-15、 8-16はエラーとなります。

0 7 0 3 3 0
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4 ト リ ガ • シ ス テ ム に お け る エ ラ ー

例 8 - 17 ( エ ラ ー ） 例 8 - 18

BUS-

BUS-

ARM LAYER ARM LAYER

BUS BUS

1

SCAN LAYER SCAN LAYER

BUS EXTernal

1

TRIG LAYER TRIG LAYER

EXTernal LEVel —  

LEVel —

LEVel

ル

デ バ イ ス 動 作 デ バ イ ス 動 作

例 8 - 19 例 8 - 20 (エラー:

LINE-

LINE-

ARM LAYER ARM LAYER

BUS BUS

1

SCAN LAYER

LEVel-  

MANual —  

EXTernal —

小

SCAN LAYER

EXTernal EXTernal

1

TRIG LAYER

ル

TRIG LAYER

LINE LEVel

4

デ バ イ ス 動 作 デ バ イ ス 動 作

(注） 例8-17、 8-20はエラーとなります。例 8-18、8-19はエラーではありませんс

8 - 41 0 7 0 3 3 0
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8 . 4  ト リ ガ • シ ス テ ム に お け る ェ ラ ー

8.4.2 トリガ■システムにおけるエラーの確認方法

⑴

⑵

⑶

エラーの有 無 、 内 容 * 2 4 の 確 認 は 以 下 の よ う に し ま す 。

GPIB (SCPI) コ マ ン ド を 使 用 す る 場 合

①  エ ラ ー の 有 無 の 確 認 ：* ESRコ マ ン ド を 使 用 し ま す 。

②  エ ラ ー の 内 容 の 確 認 ：SYSTem :ERRor? コ マ ン ド を 使 用 し ま す 。

GPIB (A D C ) コ マ ン ド を 使 用 す る 場 合

①  エ ラ ー の 有 無 の 確 認 ：* ESRコ マ ン ド を 使 用 し ま す 0

②  エ ラ ー の 内 容 の 確 認 ：ERR? コ マ ン ド を 使 用 し ま す 。

パ ネ ル 操 作 の 場 合

①  エ ラ ー の 有 無 の 確 認 ：エ ラ ー • イ ン ジ ケ ー タ が 点 灯 し ま す 。

②  エラーの内 容 の 確 認 ：エラー内 容 の 確 認 方 法 を 以 下 に 示 し ま す 。

□ を 押 し ま す 。

0 回 を 用 い て エ ラ ー 番 号 を 選 択  

し ま す 。

回 回 を 用 い て エ ラ ー 内 容 を 確 認  

し ま す 。

も と の 表 示 に 戻 る に は  口 を 押  

し ま す 。

測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を 押  

し ま す 。

1 : E R R O R - 2  1 1

Trigger ignoredut Trigger ►

* 2 4 エ ラ ー は 1 0個 ま で 保 存 さ れ 、 パ ネ ル か ら 1度 読 み 出 す と す べ て ク リ ア さ れ ま す 。 

GPIBを 使 用 し て エ ラ ー を 読 み 出 す と 、 読 み 出 し た エ ラ ー だ け が ク リ ア さ れ ま す 。

42 0 7 0 3 3 0



6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー  タ

取 扱説明書

8 . 5  F A S Т モ ー ド

8.5 FASTモード

本 器 は FASTモ ー ド に 設 定 す る と 最 高 5 0 0 0 0 回 / secの 高 速 測 定 が 可 能 に な り ま す 。 ま た 、 

測 定 間 隔 は レ ー ト 時 間 の 設 定 に よ っ て 決 ま り 、 一 定 の 時 間 間 隔 で 連 続 測 定 を 行 う こ と が で  

き ま す 。 レ ー ト 時 間 は 変 更 可 能 で 、 積 分 時 間 は レ ー ト 時 間 に 対 応 し た 値 に 自 動 設 定 さ れ ま  

す 。 測 定 デ ー タ は 1 0 0 0 0 個 ま で 連 続 的 に 内 部 メ モ リ に ス ト ア す る こ と が で き ま す 。 た だ し 、 

プ リ ト リ ガ 機 能 は 使 用 で き ま せ ん 。

本 器 は 高 速 な 測 定 を 行 う た め に 测 定 デ ー タ を ”生 デ ー タ ” * 2 5 の 形 態 で 内 部 メ モ リ に ス  

ト ア し ま す 。 し た が っ て 、 測 定 後 に ス ト ア さ れ た 生 デ ー タ か ら 測 定 値 * 2 6 を 求 め る た め の  

計 算 を 必 要 と し ま す 。 こ の 計 算 は 本 器 内 部 で 行 う か 、 ま た は 計 算 に 必 要 な 定 数 を 本 器 か ら  

読 み 出 し て 外 部 で 行 い ま す 。 FASTモ ー ド 設 定 中 は 測 定 値 は 表 示 さ れ ま せ ん 。

* 2 5 内 部 デ ー タ • フ ォ ー マ ッ ト で 表 さ れ た 測 定 値 算 出 前 の 測 定 デ ー タ を 意 味 し ま す 。

* 2 6 ここでの 測 定 値 と は 、 生 デ ー タ か ら 計 算 に よ っ て 求 め ら れ た 値 を 表 し ま す 。

8. 5.1 測定可能なファンクション

FASTモ ー ド 測 定 が 可 能 な フ ァ ン ク シ ョ ン を 、 以 下 に 示 し ま す 。

* 直 流 電 圧 測 定 （DCV)

鲁 直 流 電 流 測 定 （DC I)

« 交 流 電 圧 測 定 （ACV)

* 交 流 電 流 測 定 （ACI)

*  2 線 式 抵 抗 測 定 （2 W Q )

上 記 以 外 の ファンク シ ョ ン 設 定 は エ ラ ー と な り ま す 。

8.5.2 FASTモードにおける制限

本 器 は FASTモ ー ド に 設 定 す る と 強 制 的 に 以 下 の 機 能 を O F F に 設 定 し 、 こ れ ら の 機 能 の  

設 定 を 変 更 す る こ と は で き ま せ ん 。 も し 、 FASTモ ー ド に 設 定 す る 前 に こ れ ら の 機 能 が 0 N 

に な っ て い て も 、 FASTモ ー ド 終 了 後 も O F F の ま ま と な り ま す 。

鲁 オ ー ト • レ ン ジ  

參 オ ー ト • ゼ ロ

•  OHM COMP 

♦ レ シ オ 測 定  

籲 サ ブ • メ ジ ャ ー

ま た 、 積 分 時 間 は 测 定 レ ー ト に 応 じ て 自 動 設 定 さ れ る た め 、 積 分 時 間 の 変 更 は 出 来 ま  

せ ん 。 積 分 時 間 と 測 定 レ ー ト の 関 係 に つ い て は 、 〔 8 . 5 . 3 項 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。 た だ  

し 、 FASTモ ー ド 終 了 時 に は FASTモ ー ド 設 定 前 の 積 分 時 間 に 戻 り ま す 。
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8. 5 F A S Т モ ー ド

演 算 機 能 に つ い て は 、 FASTモ ー ド に 設 定 し て も 禁 止 さ れ ま せ ん 。 た だ し 、 測 定 時 リ ア  

ル タ イ ム に は 実 行 で き ま せ ん 。 測 定 終 了 後 の デ ー タ • リ コ ー ル の と き 実 行 さ れ ま す 。 出 

カ デ ー タ • エ レ メ ン ト に つ い て は 、 以 下 の も の が ON/ OFFの 設 定 に か か わ ら ず 出 力 さ れ ま  

せ ん 。

•コンパレータ 

♦ ■ チ ェ ッ ク  

籲 ス キ ャ ナ • チ ャ ネ ル  

♦ タ イ ム • ス タ ン プ

FASTモ ー ド で は 、 デ ー タ • リ コ ー ル 、 校 正 は 連 続 測 定 動 作 （ 〔図 8 - 1 0 〕 を 参 照 ） 時 以  

外 で な け れ ば 実 行 で き ま せ ん （F A S T モ ー ド で な い 場 合 は 自 動 的 に ア イ ド ル 状 態 に 入 り 実  

行 し ま す ） 。 ま た 、 ト リ ガ • シ ス テ ム に つ い て は 、 〔 8. 6 節 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。

8. 5. 3 測定レート

FASTモ ー ド に 設 定 す る と 、 測 定 間 隔 は レ ー ト 時 間 の 設 定 に よ っ て 決 ま り 、 積 分 時 間 は  

レ ー ト 時 間 に 対 応 し た も の と な り ま す 。 ま た 、 有 効 桁 、 デ ー タ 長 は 積 分 時 間 に 応 じ た も  

の と な り ま す 。 そ れ ら の 関 係 を [ 表 8 - 2 ] に 示 し ま す 。

表 8 - 2 レ ー ト 時 間 、 積 分 時 間 と 有 効 桁 、 デ ー タ 長 の 関 係

レ ー ト 時 間 積 分 時 間 有 効 桁 デ ー タ 長

20 д s 4 д s

3 0  д s 8 д s

4 0  д s 2 0  // s

5 0  // s 30 д s

6 0  // s 4 0  // s 4 % 桁 1 6 ビ ッ ト

70 // s 5 0  д s

8 0  // s 60 /г s

9 0  /г s 7 0  ju s

1 0 0  [1 s 8 0  ju s

2 0 0  fi s 1 0 0  U  s

3 0 0  (i s 2 0 0  ju s

4 0 0  // s 3 0 0  и s

5 0 0  !i s 4 0 0  ц s

6 0 0  и s 5 0 0  и s 5 % 桁

7 0 0  // s 6 0 0  ii s

8 0 0  fi s 7 0 0  д s

9 0 0  и s 8 0 0  fi s 3 2 ビ ッ ト

1ms 9 0 0  // s

2 ms 1ms

3 ms 2 ms

4 ms 3 ms

5 ms 4 ms 6 % 桁

6 ms 5 ms

7 ms 6 ms

8 ms 了ms

0 7 0 3 3 0
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8 . 6  F A S Тモ ー ド に お け る ト リ ガ • シ ス テ ム

8-6 FASTモードにおけるトリガ■システム

FASTモ ー ド に 設 定 し た 場 合 の ト リ ガ • システムは、通 常 の ト リ ガ • システムと異 な っ て  

い ま す 。 〔 8. 6 . 1 項 〕 〜 〔 8. 6 . 3 項 〕 で GPIB、 パ ネ ル 操 作 に わ け て 、 FASTモ ー ド に お け る  

ト リ ガ • システムを説 明 し ま す 。 な お 、 ト リ ガ • システムの基 本 的 な 操 作 方 法 に つ い て は 、 

〔 8 . 3 節 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。

8. 6.1 GPIB(SCPI )コマンドを使用する場合

こ こ で は 、 FASTモ ー ド に お け る ト リ ガ • シ ス テ ム の 動 作 を [ 図 8 - 1 0 ] 示 し 、 SCPIコマ  

ン ド に よ る 設 定 方 法 を 説 明 し ま す 。

ま ず 、 本 器 を FASTモ ー ド に 設 定 す る た め に は 、 TSYStem :FAST:STATe 0 N コ マ ン ド を 実  

行 し ま す 。 そ の 後 ア イ ド ル 状 態 へ 入 り ま す 。
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8 . 6  F A S Тモ ー ド に お け る ト リ ガ • シ ス テ ム

ア イ ド ル 状 態

図 8 - 10 FASTモ ー ド に お け る ト リ ガ • シ ス テ ム の 流 れ 図 （SCPIコ マ ン ド 使 用 の と き ）
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8 . 6  F A S Тモ ー ド に お け る ト リ ガ • シ ス テ ム

⑴ ア イ ド ル 状 態

FASTモ ー ド に お い て 、 本 器 は ト リ ガ • シ ス テ ム の 処 理 が 実 行 さ れ て い る と き 以 外 は 、 

ア イ ド ル 状 態 で 待 機 し ま す 。 ト リ ガ • シ ス テ ム 処 理 中 の 状 態 か ら ア イ ド ル 状 態 へ 入 る  

要 因 は 以 下 の よ う に な り ま す 。 ア イ ド ル 状 態 に 入 る と 、 ア イ ド ル • イ ン ジ ケ ー タ が 点  

灯 し ま す 。

•  AB0 R 1 ; コ マ ン ド の 実 行

•  * RSTコ マ ン ド の 実 行 * 27 

參 FASTモ ー ド の 禁 止 （OFF)

♦ 過 入 力 に よ る ア ラ ー ム の 発 生

• 内 部 メ モ リ 、 メ モ リ • カ ー ド か ら の パ ネ ル • デ ー タ の リ コ ー ル  

( * RCLコ マ ン ド の 実 行 ）

♦ 内 部 メ モ リ 、 メ モ リ • カ ー ド か ら の パ ネ ル で の 測 定 デ ー タ の リ コ ー ル  

* 外 部 校 正 、 内 部 校 正 の 実 行  

_ セ ル フ • テ ス ト の 実 行  

鲁 統 計 演 算 結 果 の パ ネ ル で の 読 み 出 し  

籲 デ バ イ ス • ク リ ア の 実 行

ア イ ド ル 状 態 か ら 出 る た め に は 、 INITiateま た は INITiate:CONTinuous ONコ マ ン ド  

に よ り イ ニ シ ェ イ ト を 許 可 し ま す 。

* 27 * RSTコ マ ン ド を 実 行 す る と ア イ ド ル 状 態 に 入 り ま す が 、 FASTモ ー ド は O F F と な り  

ま す 。

⑵ イ ニ シ ェ イ ト 状 態

〔 8 . 3 . 1 項 〕 を 参 照 し て 下 さ い * 2 8 。

⑶ ア ー ム • レ イ ヤ

ア ー ム • レ イ ヤ で は イ ベ ン ト 検 出 部 、 デ ィ レ イ 部 が あ り ま せ ん 。 ま た 、 処 理 の 繰 り  

返 し も で き ま せ ん 。 コ ン プ リ ー ト 信 号 の 出 力 の み 可 能 で す 。 コ ン プ リ ー ト 信 号 出 力 の  

設 定 方 法 に つ い て は 、 〔 8 . 3 . 1 項 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。

⑷ ア ー ム • レ イ ヤ 2

ア ー ム • レ イ ヤ 2 で は イ ベ ン ト 検 出 部 、 デ ィ レ イ 部 が あ り ま せ ん 。 ま た 、 処 理 の 繰  

り 返 し も で き ま せ ん 。 コ ン プ リ ー ト 信 号 の 出 力 の み 可 能 で す 。 コ ン プ リ ー ト 信 号 出 力  

の 設 定 方 法 に つ い て は 、 〔 8 . 3 . 1 項 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。

( 5 ) ト リ ガ • レ イ ヤ

ト リ ガ • レ イ ヤ で は イ ベ ン ト 検 出 部 は あ り ま す が 、 デ ィ レ イ 部 は あ り ま せ ん （ディ 

レ イ = 0 secと な り ま す ） 〇 イ ベ ン ト • ソ ー ス は IMMediate、 MANual、 EXTernal、 B U S 、 

L E V e l 、 LINEの 中 か ら 選 択 で き ま す 。 TRACe : POINTS く 数 値 〉 コ マ ン ド に よ り 設 定 さ れ  

た 回 数 だ け 連 続 測 定 を 行 い ま す * 2 8 。 こ の と き サ ン プ リ ン グ • イ ン ジ ケ ー タ が 点 灯 し  

ま す 。 測 定 レ ー ト は TSYStem :FAST:RATE 〈数 値 〉 コ マ ン ド に よ り 設 定 し ま す 。 コ ン ブ  

リ ー ト 信 号 出 力 を 許 可 す る と 1回 の デ バ イ ス 動 作 ご と に 信 号 が 出 力 さ れ ま す （[ 図 8 - 1 3 ]  

を 参 照 し て 下 さ い ） 。

イ ベ ン ト • ソ ー ス 、 コ ン プ リ ー ト 信 号 出 力 の 設 定 方 法 に つ い て は 、 〔 8. 3 . 1項 〕 を 参  

照 し て 下 さ い 。
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8. 6 F A S Тモ ー ド に お け る ト リ ガ • シ ス テ ム

* 28 FASTモ ー ド に 設 定 す る と INITiate:CONTinuous O F F に 自 動 設 定 さ れ ま す 。 こ の 設  

定 で は TRACe:POINTs く 数 値 〉 コ マ ン ド で 設 定 さ れ た 回 数 だ け デ バ イ ス 動 作 を 行 っ  

た 後 、 ア イ ド ル 状 態 に 入 り ま す 。 INITiate:CONTinu〇us ONに 設 定 を 変 更 可 能 で す  

が 、 こ の 場 合 INITiate:CONTinuous O F F に す る ま で ア ー ム • レ イ ヤ 以 下 の 処 理 を  

繰 り 返 し ま す 。

INITiate:CONTinuous ONの た め に ア ー ム • レ イ ヤ 以 下 の 処 理 が 複 数 回 繰 り 返 さ  

れ た 場 合 、 内 部 メ モ リ の デ ー タ は 上 書 き さ れ ま す 。

8.6.2 GPIB( A D C ) コマンドを使用する場合

こ こ で は 、 FASTモ ー ド に お け る ト リ ガ • シ ス テ ム の 動 作 を [ 図 8 - 1 1 ] に 示 し 、

A D C コ マ ン ド に よ る 設 定 方 法 を 説 明 し ま す 。

ま ず 、 本 器 を FASTモ ー ド に 設 定 す る た め に は FT 1 コ マ ン ド を 実 行 し ま す 。 そ の 後 ア イ  

ド ル 状 態 入 り ま す 。
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8 . 6  F A S Тモ ー ド に お け る ト リ ガ • シ ス テ ム

ア イ ド ル 状 態  

FT1, АВО

TRSO (IMMediate) 
TRS1 (MANual) 
TRS2 (EXTernal) 
TRS3 (BUS)
TRS4 (LEVel)
TRS6 (LINE)
TRS7 (TIMer)

図 8 - 1 1  FASTモ ー ド に お け る ト リ ガ • シ ス テ ム の 流 れ 図 （A D C コ マ ン ド 使 用 の と き ）
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8. 6 F A S Тモ ー ド に お け る ト リ ガ • シ ス テ ム

( 1 ) ア イ ド ル 状 態

FASTモ ー ド に お い て 、 本 器 は ト リ ガ • シ ス テ ム の 処 理 が 実 行 さ れ て い る と き 以 外 は 、 

ア イ ド ル 状 態 で 待 機 し ま す 。 ト リ ガ • シ ス テ ム 処 理 中 の 状 態 か ら ア イ ド ル 状 態 へ 入 る  

要 因 は 以 下 の よ う に な り ま す 。 ア イ ド ル 状 態 に 入 る と 、 ア イ ド ル • イ ン ジ ケ ー タ が 点  

灯 し ま す 。

•  A B O コ マ ン ド の 実 行

•  * RSTコ マ ン ド の 実 行 * 27

•  FASTモ ー ド の 禁 止 （OFF)

♦ 過 入 力 に よ る ア ラ ー ム の 発 生

• 内 部 メ モ リ 、 メ モ リ • カ ー ド か ら の パ ネ ル • デ ー タ の リ コ ー ル  

( * RCLコ マ ン ド の 実 行 ）

• 内 部 メ モ リ 、 メ モ リ • カ ー ド か ら の パ ネ ル で の 測 定 デ ー タ の リ コ ー ル

* 外 部 校 正 、 内 部 校 正 の 実 行

• セ ル フ • テ ス ト の 実 行

♦ 統 計 演 算 結 果 の パ ネ ル で の 読 み 出 し

鲁 デ バ イ ス • ク リ ア の 実 行

ア イ ド ル 状 態 か ら 出 る た め に は 、 I N I ま た は INIC1 コ マ ン ド に よ り イ ニ シ ェ イ ト を 許  

可 し ま す 。

⑵ イ ニ シ エ イ ト 状 態

〔 8 . 3 . 2 項 〕 を 参 照 し て 下 さ い * 2 9 。

⑶ ア ー ム • レ イ ヤ

ア ー ム • レ イ ヤ で は イ ベ ン ト 検 出 部 、 デ ィ レ イ 部 が あ り ま せ ん 。 ま た 、 処 理 の 繰 り  

返 し も で き ま せ ん 。 コ ン プ リ ー ト 信 号 の 出 力 の み 可 能 で す 。 コ ン プ リ ー ト 信 号 出 力 の  

設 定 方 法 に つ い て は 、 〔 8 . 3 . 2 項 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。

⑷ ア ー ム • レ イ ヤ 2

ア ー ム • レ イ ヤ 2 で は イ ベ ン ト 検 出 部 、 デ ィ レ イ 部 が あ り ま せ ん 。 ま た 、 処 理 の 繰  

り 返 し も で き ま せ ん 。 コ ン プ リ ー ト 信 号 の 出 力 の み 可 能 で す 。 コ ン プ リ ー ト 信 号 出 力  

の 設 定 方 法 に つ い て は 、 〔 8 . 3 . 2 項 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。

( 5 ) ト リ ガ • レ イ ヤ

ト リ ガ • レ イ ヤ で は イ ベ ン ト 検 出 部 は あ り ま す が 、 デ ィ レ イ 部 は あ り ま せ ん （ディ 

レ イ =  0 secと な り ま す ） 〇 イ ベ ン ト • ソ ー ス は IMMediate、 MANual、 EXTernal、 B U S 、 

L E V e l、 LINEの 中 か ら 選 択 で き ま す 。 INSく 数 値 〉 コ マ ン ド に よ り 設 定 さ れ た 回 数 だ け  

連 続 測 定 を 行 い ま す * 2 9 。 こ の と き サ ン プ リ ン グ • イ ン ジ ケ ー タ が 点 灯 し ま す 。 測 定  

レ ー ト は FTRく 数 値 〉 コ マ ン ド に よ り 設 定 し ま す 。 コ ン プ リ ー ト 信 号 出 力 を 許 可 す る と  

1 回 の デ バ イ ス 動 作 ご と に 信 号 が 出 力 さ れ ま す （[ 図 8 - 1 3 ] を 参 照 し て 下 さ い ） 。 イ べ  

ン ト • ソ ー ス 、 コ ン プ リ ー ト 信 号 出 力 の 設 定 方 法 に つ い て は 、 〔 8.3. 2 項 〕 を 参 照 し  

て 下 さ い 。
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* 29 FASTモ ー ド に 設 定 す る と I N I C O コ マ ン ド が 実 行 さ れ ま す 。 こ の 設 定 で は INSく 数 値 〉 

コ マ ン ド で 設 定 さ れ た 回 数 だ け デ バ イ ス 動 作 を 行 っ た 後 、 ア イ ド ル 状 態 に 入 り ま  

す 。 INIC1 コ マ ン ド を 実 行 可 能 で す が 、 こ の 場 合 I N I C O コ マ ン ド を 実 行 す る ま で  

ア ー ム •レ イ ヤ 以 下 の 処 理 を 繰 り 返 し ま す 。 INIC1 コ マ ン ド の 実 行 に よ り 、 処 理  

が 複 数 回 繰 り 返 さ れ た 場 合 、 内 部 メ モ リ の デ ー タ は 上 書 き さ れ ま す 。

8.6.3 パネル操作の場合

こ こ で は 、 パ ネ ル 操 作 に よ る ト リ ガ •システムの動 作 を [ 図 8 - 1 2 ] に 示 し 、 設 定 方 法  

を 説 明 し ま す 。

ま ず 、 本 器 を FASTモ ー ド に 設 定 す る た め に は 以 下 の よ う な 設 定 を 行 い ま す 0

C O N F I G  T R I G  S Y S T E M  
◄  LEVEL LAYERDISP FAST-MODE ►

□  、 □  と 順 に 押 し ま す 。

回 0  を用いて”FAST-MODE” にカーソル 

( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □  を 押 し ま す 。

S E T  F A S T  M O D E  

OFF ON

回 0  を 用 い て ” ON”に カ ー ソ ル を 移 動 し 、

ENTER
□  を 押 す と FASTモ ー ド に 設 定 さ れ 、 

ア イ ド ル 状 態 へ 入 り ま す 。

C O N F I G  F A S T  

RATE DATA-COUNT

M O D E

T R I G G E R  F A S T  

10 V Range

M O D E

こ の と き 、 測 定 レ ー ト と 測 定 回 数 を 設 定  

す る た め の メ ニ ュ ー 画 面 が 表 示 さ れ ま す 。 

レ ー ト と 測 定 回 数 の 設 定 方 法 は 、 ⑸ を 参  

照 し て 下 さ い 。

HOME
レ ー ト と 測 定 回 数 を 設 定 し た 後 、 口 

を 押 す と メ ニ ュ ー 画 面 か ら 抜 け て 、 この  

よ う な 画 面 に な り ま す 。

こ の と き 初 め て ア イ ド ル • イ ン ジ ケ ー タ  

が 点 灯 し 、 イ ニ シ ェ イ ト を 実 行 で き る 状  

態 に な り ま す 。
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8 . 6  F A S Тモ ー ド に お け る ト リ ガ • シ ス テ ム

⑴ ア イ ド ル 状 態

FASTモ ー ド に お い て 、 本 器 は ト リ ガ • シ ス テ ム の 処 理 が 実 行 さ れ て い る と き 以 外 は 、 

ア イ ド ル 状 態 で 待 機 し ま す 。 ト リ ガ • シ ス テ ム 処 理 中 の 状 態 か ら ア イ ド ル 状 態 へ 入 る  

要 因 は 以 下 の よ う に な り ま す 。 ア イ ド ル 状 態 に 入 る と 、 ア イ ド ル • イ ン ジ ケ ー タ が 点  

灯 し ま す 。

• ト リ ガ • シ ス テ ム の 停 止 （HALT)

• リ セ ッ ト の 実 行 （RESET) * 30 

籲 FASTモ ー ド の 禁 止 （OFF)

鲁 過 入 力 に よ る アラームの発 生

籲 内 部 メ モ リ 、 メ モ リ • カ ー ド か ら の パ ネ ル • デ ー タ の リ コ ー ル  

( * RCLコ マ ン ド の 実 行 ）

籲 内 部 メ モ リ 、 メ モ リ • カ ー ド か ら の パ ネ ル で の 測 定 デ ー タ の リ コ ー ル

* 外 部 校 正 、 内 部 校 正 の 実 行

• セ ル フ •テ ス ト の 実 行

修 統 計 演 算 結 果 の パ ネ ル で の 読 み 出 し

• デ バ イ ス • ク リ ア の 実 行

ア イ ド ル 状 態 か ら 出 る た め に は ト リ ガ • キ ー を 押 す か 、 INITIATE— C0 NTINU0 US - 0 N 

に 設 定 し 、 イ ニ シ ェ イ ト を 許 可 し ま す * 3 1 。

* 3 Q リ セ ッ ト を 実 行 す る と ア イ ド ル 状 態 に 入 り ま す が 、 FASTモ ー ド は 禁 止 （OFF) さ れ  

ま す 。

⑵ イ ニ シ ェ イ ト 状 態

〔 8 . 3 . 3 項 〕 を 参 照 し て 下 さ い * 3 1 。

⑶ ア ー ム • レ イ ヤ

ア ー ム • レ イ ヤ で は イ ベ ン ト 検 出 部 、 デ ィ レ イ 部 が あ り ま せ ん 。 ま た 、 処 理 の 繰 り  

返 し も で き ま せ ん 。 コ ン プ リ ー ト 信 号 の 出 力 の み 可 能 で す 。 コ ン プ リ ー ト 信 号 出 力 の  

設 定 方 法 に つ い て は 、 〔 8 . 3 . 3 項 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。

( 4 ) ア ー ム • レ イ ヤ 2

ア ー ム • レ イ ヤ 2 で は イ ベ ン ト 検 出 部 、 デ ィ レ イ 部 が あ り ま せ ん 。 ま た 、 処 理 の 繰  

り 返 し も で き ま せ ん 。 コ ン プ リ ー ト 信 号 の 出 力 の み 可 能 で す 。 コ ン プ リ ー ト 信 号 出 力  

の 設 定 方 法 に つ い て は 、 〔 8. 3. 3 項 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。

⑸  ト リ ガ • レ イ ヤ

ト リ ガ • レ イ ヤ で は イ ベ ン ト 検 出 部 は あ り ま す が 、 デ ィ レ イ 部 は あ り ま せ ん （ディ 

レ イ =  0 secと な り ま す ） 〇 イ ベ ン ト • ソ ー ス は I M M E D I A T E、 MANUAL、 EXTERNAL、 B U S 、 

L E V E L、 LINEの 中 か ら 選 択 で き ま す 。 以 下 の よ う に 設 定 さ れ た 回 数 だ け 連 続 測 定 を 行  

い ま す * 3 1 。 こ の と き 、 サ ン プ リ ン グ • イ ン ジ ケ ー タ が 点 灯 し ま す 。
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FASTモ ー ド に 設 定 す る と INITIATE— CONTINUOUS-OFFに 自 動 設 定 さ れ ま す 。 こ の 設  

定 で は FAST-MODE —  0N— DATA-C0UNTで 設 定 さ れ た 回 数 だ け デ バ イ ス 動 作 を 行 っ た  

後 、 ア イ ド ル 状 態 に 入 り ま す 。 INITIATE— CONTINUOUS-ONに 変 更 可 能 で す が 、 こ 

の 場 合 INITIATE— CONTINUOUS-OFFに す る ま で ア ー ム • レ イ ヤ 以 下 の 処 理 を 繰 り 返  

し ま す 。

INITIATE— C0NTINU0US- 0N の た め に 処 理 が 複 数 回 繰 り 返 さ れ た 場 合 、 内 部 メ モ リ  

の デ ー タ は 上 書 き さ れ ま す 。

C O N F I G  T R I G  S Y S T E M  
◄  LEVEL LAYERDISP FAST-MODE ►

SET  F A S T  M O D E
OFF ON

C O N F I G  F A S T  M O D E  
RATE DATA-COUNT

S T O R E  D A T A  0 1 0 0 0  
INTERNAL MEMORY (MAX:1 0000)

CONFIGURE TRIGGER

□  、 □ と 順 に 押 し ま す 。

回 0  を 用 い て ” FAST-MODE” に カ ー ソ

ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を 押 し  

ま す 。

回 回 を 用 い て ” 0N”に カ ー ソ ル を 移 動  

し 、 □  を 押 し ま す 。

回 0  を 用 い て ” DATA-C0UNT”に カ ー ソ

ENTER
ル を 移 動 し 、 □  を 押 し ま す 。

回 0  を 用 い て 変 更 し た い 桁 に カ ー ソ  

ル を 移 動 し ま す 。

ENTER

回 回 で 数 値 を 変 更 し 、 □  を 押 す と  

確 定 し ま す 。

ま た 、 デ バ イ ス 動 作 の レ ー ト 時 間 は 以 下 の よ う に 設 定 し ま す 。

C O N F I G  T R I G  S Y S T E M  
◄  LEVEL LAYERDISP FAST-MODE ►

SET  F A S T  M O D E
OFF ON

C O N F I G  F A S T  M O D E  
RATE DATA-COUNT

CONFIGURE TRIGGER

回 回 を 用 い て ”FAST-MODE” に カ ー ソ ル  

( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □  を 押 し ま す 。 

回 回 を 用 い て ” 0N”に カ ー ソ ル を 移 動  

し 、 □  を 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て ”RATE”に カ ー ソ ル を 移

ENTER

動 し 、 □  を 押 し ま す 。
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回 0  を 用 い て 変 更 し た い 桁 に カ ー ソ  

ル を 移 動 し ま す 。

ENTER

固 回 で 数 値 を 変 更 し 、 □  を 押 す  

と 確 定 し ま す 。

コ ン プ リ ー ト 信 号 出 力 を 許 可 す る と 、 1回 の デ バ イ ス 動 作 ご と に 信 号 が 出 力 さ れ ま  

す （[ 図 8 - 1 3 ] を 参 照 し て 下 さ い ） 。 イ ベ ン ト • ソ ー ス 、 コ ン プ リ ー ト 信 号 出 力 の 設 定  

方 法 に つ い て は 、 〔8 . 3 . 3 項 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。

R A T E  = 1 0 0  / / S e c  

keyrCHANGE RATE TIME

連 続 測 定 動 作

« ------------- ----------------------------------- >

レ-卜時間

<--------------

コンプリ4 信 号 ]ンプ1卜卜信号

図 8 - 13 FASTモ ー ド 測 定 時 の コ ン プ リ ー ト 信 号
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8. 7 FASTモードにおけるデータの出力方法とデータ■フォーマット

内 部 メ モ リ に ス ト ア さ れ た FASTモ ー ド で の 測 定 結 果 を GPIBに よ り 読 み 出 す 場 合 、 デ ー タ  

の 出 力 形 態 と し て 生 デ ー タ を そ の ま ま 出 力 す る か 、 あ る い は 測 定 値 を 出 力 す る か の 2 つ が  

あ り ま す 。 生 デ ー タ か ら 測 定 値 を 求 め る た め に は 、 ゲ イ ン 定 数 と オ フ セ ッ ト 定 数 を 読 み 出  

し て 計 算 を 行 う 必 要 が あ り ま す 。

パ ネ ル 操 作 に よ り リ コ ー ル す る 場 合 は 、 測 定 値 が 出 力 さ れ ま す 。

8. 7.1 測定値の出力方法

デ ー タ 形 式 は ア ス キ ー • フ ォ ー マ ッ ト 、 ま た は REAL6 4 フ ォ ー マ ッ ト か ら 選 択 し ま す 。 こ 

れ ら の フ ォ ー マ ッ ト に 関 し て は 、 〔 9. 4 節 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。

( 1 )  SCPIコ マ ン ド に よ る 方 法

内 部 メ モ リ の デ ー タ 出 力 範 囲 を TRACe :N U M B e r〈数 値 1 > ，く 数 値 2 > で 指 定 し 、 

TRACe :DATA? コ マ ン ド で 読 み 出 し ま す 。

(2) A D C コ マ ン ド に よ る 方 法

内 部 メ モ リ の デ ー タ 出 力 範 囲 を IRD〈数 値 1 > ，く 数 値 2 > で 指 定 し 、 IRO? コ マ ン ド で 読 み  

出 し ま す 。

( 3 ) パ ネ ル 操 作 に よ る デ ー タ • リ コ ー ル

測 定 デ ー タ は 測 定 値 に 計 算 さ れ パ ネ ル に 表 示 さ れ ま す 。 デ ー タ • リ コ ー ル の 方 法 に  

つ い て は 、 〔 6. 4 節 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。

8.7.2 生データの出力方法

デ ー タ 形 式 は 、 2 の 補 数 形 式 の 2 進 数 を 1 6進 表 示 し た も の と な っ て い ま す 。 1 6進 表 示  

さ れ た 2進 数 と 1 0進 数 の 対 応 は 以 下 の よ う に な り ま す 。

表 8 - 3

デ ー タ 長 2 の 補 数 1 0進 数 デ ー タ 長 2 の 補 数 1 0進 数

7 FFF 3 2 7 6 7 7 FFFFFFF 2 1 4 7 4 8 3 6 4 7

0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1

1 6 ビ ッ ト 0 0 0 0 0 3 2 ビ ッ ト 0 0 0 0 0 0 0 0 0

FFFF -1 FFFFFFFF -1

8 0 0 0 - 3 2 7 6 8 8 0 0 0 0 0 0 0 - 2 1 4 7 4 8 3 6 4 8
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8 . 7  F A S T モ ー ド に お け る デ ー タ の 出 力 方 法 と デ ー タ • フ ォ ー マ ッ ト

⑴  SCPIコ マ ン ド に よ る 方 法

内 部 メ モ リ の デ ー タ 出 力 範 囲 を TRACe:NUMBer く 数 値 1 > ，く 数 値 2 > コ マ ン ド で 指 定 し 、 

TRACe :FAST :DATA? コ マ ン ド で 読 み 出 し ま す * 3 2 。

⑵  A D C コ マ ン ド に よ る 方 法

内 部 メ モ リ の デ ー タ 出 力 範 囲 を IRD く 数 値 1 > ，〈数 値 2 > コ マ ン ド で 指 定 し 、 IRFD? コマ  

ン ド で 読 み 出 し ま す * 3 2 。

* 3 2 こ の 場 合 、 測 定 時 の レ ー ト 時 間 に よ っ て 2進 数 の デ ー タ 長 と 有 効 桁 が 変 わ り ま す  

( [ 表 8 - 2 ] を 参 照 し て 下 さ い ） 。 全 デ ー タ が 連 続 し て 出 力 さ れ 、 最 終 デ ー タ • バ イ  

卜 と と も に に E O I が 出 力 さ れ ま す 。

①  測 定 レ ー ト が 2 0 / / s e c 〜 1 0 0 / /s e c の と き 、 デ ー タ 長 は 1 6 ビ ッ ト （2 バ イ ト ） と 

な り 、 以 下 の 順 で デ ー タ が 出 力 さ れ ま す 。 DATA 1 が 先 頭 デ ー タ を 表 し ま す 。

15 DATA 1 8 7 DATA 1 0 15 DATA2 8 7 DATA2 0

上 位 バ イ ト  下 位 バ イ ト

15 DATAn 8 7 DATAn 0

............... 、 1---------------- 1 、 1---------------1 (EOI)

②  測 定 レ ー ト が 2 0 0  / /s e c 〜 8 msecの と き 、 デ ー タ 長 は 3 2 ビ ッ ト （4 バ イ ト ） とな  

り 、 以 下 の 順 で デ ー タ が 出 力 さ れ ま す 。 DATA1 が 先 頭 デ ー タ を 表 し ま す 。

31 DATA 1 2 4 2 3 DATA 1 16 15 DATA 1 8 7 DATA 1
1

0
I

最 上 位 バ イ ト

л ヽ

最 下 位 バ イ ト

31 DATA2 24 23 DATA2 16 15 DATA2 8 7 DATA2 0

31 DATAn

N

24 23 DATAn

、

16 15 DATAn 8 7 DATAn 0

I- - - - - - - - - - - 1 、 I- - - - - - - - - - - 1 、 I- - - - - - - - 、 I- - - - - - - - - - - - - - - - ' ( EOI)

た だ し 、 nは TRACe :N U M B e r〈数 値 1 > ，〈数 値 2 > コ マ ン ド 、 ま た は IRD<数 値 1 > ,  

〈数 値 2 > コ マ ン ド で 設 定 さ れ た デ ー タ 数 を 表 し ま す 。
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8.7 F A S T モ ー ド に お け る デ ー タ の 出 力 方 法 と デ ー タ • フ ォ ー マ ッ ト

8.7.3 ゲイン定数、オフセット定数の出力方法

FASTモ ー ド の 測 定 デ ー タ を 生 デ ー タ で 読 み 出 し 、 外 部 で 計 算 を 行 う 場 合 、 生 デ ー タ を  

単 に 1 0進 数 に 変 換 す る だ け で な く 、 ゲ イ ン 定 数 と オ フ セ ッ ト 定 数 を 読 み 出 し て 、 以 下 の  

計 算 を 行 う 必 要 が あ り ま す 。

測 定 値 * 3 3 = ゲ イ ン 定 数 X 生 デ ー タ ー オ フ セ ッ ト 定 数

ゲ イ ン 定 数 と オ フ セ ッ ト 定 数 は 、 フ ァ ン ク シ ョ ン 、 レ ン ジ お よ び レ ー ト 時 間 の 組 み 合  

わ せ に よ り 1対 1 の 対 応 で 決 ま り ま す 。 し た が っ て 、 こ れ ら の 要 素 を 変 更 し た 場 合 に は  

ゲ イ ン 定 数 と オ フ セ ッ ト 定 数 も 変 わ る た め 、 定 数 の 再 読 み 出 し が 必 要 で す 。

た だ し 、 ゲ イ ン 定 数 と オ フ セ ッ ト 定 数 は 、 ア ス キ ー • フ ォ ー マ ッ ト で の み 読 み 出 し が  

可 能 で す 。 ア ス キ ー • フ ォ ー マ ッ ト に 関 し て は 、 〔 9 . 4 . 1項 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。 出 力  

フ ォ ー マ ッ ト は 以 下 の よ う に な り ま す 。

± 〇 . 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  E  ± 〇 〇  

D E

D : 仮 数 部 （極 性 + 小 数 点 +  9 桁 の 数 字 ）

E : 指 数 部 （E + 極 性 +  2 桁 の 数 字 ）

[ 例 8 - 21 ゲ イ ン 定 数 の 出 力 例 ]

+  6 . 1 0 3 5 1 5 6 2  E -  0 4

[ 例 8 - 2 2  オ フ セ ッ ト 定 数 の 出 力 例 ]

+  0 . 0 0 0 0 0 0 0 0  E +  0 0

* 3 3 こ の 計 算 で 求 め ら れ た 結 果 は [ 表 8 - 2 ] の そ れ ぞ れ の レ ー ト 時 間 （積 分 時 間 ） に 応 じ  

た 有 効 桁 し か 意 味 を も ち ま せ ん 。

以 下 に GPIBに よ り 定 数 を 読 み 出 す 方 法 を 示 し ま す 。

⑴  SCPIコ マ ン ド に よ る 方 法

①  ゲ イ ン 定 数

TRACe :FAST : GAIN? コ マ ン ド を 使 用 し ま す 。

②  オ フ セ ッ ト 定 数

TRACe : FAST : ZERO? コ マ ン ド を 使 用 し ま す 。

⑵  A D C コ マ ン ド に よ る 方 法

①  ゲ イ ン 定 数

IRFG? コ マ ン ド を 使 用 し ま す 。

②  オ フ セ ッ ト 定 数

IRFZ? コ マ ン ド を 使 用 し ま す 。
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9. GPIB 

9.1 概要

GPIB(General Purpose Interface Bus) を 用 い る と 、 本 器 の 各 種 測 定 フ ァ ン ク シ ョ  

ン の 設 定 、 測 定 パ ラ メ ー タ の 設 定 お よ び 測 定 デ ー タ の 読 み 込 み が 外 部 制 御 で き る の で 、 

自 動 計 測 シ ス テ ム が 容 易 に 構 成 で き ま す 。

本 器 か ら の G P IВ信 号 は 、 本 体 の 測 定 信 号 系 と は 電 気 的 に ア イ ソ レ ー ト さ れ て い る の  

で 、 外 部 接 続 機 器 に よ る 測 定 値 へ の 影 響 は 生 じ ま せ ん 。

* 一 般 仕 様

使 用 コ ー ド  ：A S C I I コ ー ド

論 理 レ ベ ル  ：論 理 0 “High” 状 態  + 2 . 4  V 以 上

論 理 1 “Low ” 状 態  + 0 . 4  V 以 下  

イ ン タ フ ュ ー ス 機 能  ： [ 表 9 - 1 ] 參 照

表 9 - 1 GPIBの 機 能

コ-ド フ ァ ン ク シ ョ ン

SH 1 ソ ー ス • ノ 、ン ド シ ヱ ー ク 機 能

AH 1 ア ク セ プ タ • ハ ン ド シ ヱ ー ク 機 能

T5 基 本 的 ト ー カ 機 能 、 リ ス ナ 指 定 に よ る 卜 一 力 解 除 機 能 、

ト ー ク • オ ン リ • モ ー ド 機 能 、 シ リ ア ル • ポ ー ル 機 能

L4 基 本 的 リ ス ナ 機 能 、 卜 一 力 指 定 に よ る リ ス ナ 解 除 機 能

SR 1 サ ー ビ ス 要 求 機 能

RL 1 リ モ ー ト / ロ ー カ ル 切 り 換 え 機 肯 泛

PP0 パ ラ レ ル • ポ ー ル 機 能 な し

DC 1 デ バ イ ス • ク リ ア 機 能 （SDC， D C Lコ マ ン ド が 使 用 で き る ）

DT 1 デ バ イ ス • ト リ ガ 機 能 （G E T コ マ ン ド が 使 用 で き る ）

СО コ ン ト ロ ー ラ 機 能 な し

Е2 3 ス テ ー ト • バ ス • ド ラ イ バ 使 用
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9.2 構成機器との接続

GPIBシ ス テ ム は 、 複 数 の 機 器 に よ っ て シ ス テ ム を 構 成 す る の で 、 以 下 の 点 に 注 意 し  

て 下 さ い 。

(1) 本 器 、 コ ン ト ロ ー ラ 、 周 辺 機 器 な ど を 接 続 す る 前 に 、 各 取 扱 説 明 書 に し た が っ  

て 各 機 器 の 状 態 （準 備 ） お よ び 動 作 を 確 認 し て 下 さ い 。

(2) 測 定 器 と の 接 続 ケ ー フ ル や 、 コ ン ト ロ ー フ な と と 接 続 す る バ ス • ケ ー フ ル は 、 

必 要 以 上 に 長 く し な い で 下 さ い 。 ケ ー ブ ル は 2 0 mを 超 え な い よ う に 注 意 し て 下 さ  

い 。 な お 、 当 社 で は 標 準 バ ス • ケ ー ブ ル と し て 以 下 の ケ ー ブ ル を 用 意 し て い ま す 。

表 9 - 2 標 準 バ ス • ケ ー ブ ル

長 さ 名 称

0. 5  m

1 m

2 m 

4 m

4 0 8 JE- 1 P5

4 0 8 JE- 1 0 1

4 0 8 JE- 1 0 2

4 0 8 JE- 1 0 4

⑶  バ ス • ケ ー ブ ル の コ ネ ク タ は 、 ピ ギ バ ッ ク 形 で 、 1 個 の コ ネ ク タ に male, 

femaleの 両 方 が あ り 、 重 ね て 使 用 で き ま す 0

バ ス • ケ ー ブ ル を 接 続 す る 場 合 は 、 3 個 以 上 の コ ネ ク タ を 重 ね て 使 用 し な い で  

下 さ い 。 ま た 、 コ ネ ク タ 止 め ね じ で 確 実 に 固 定 し て 下 さ い 。

⑷  各 構 成 機 器 の 電 源 条 件 、 接 地 状 態 、 ま た 必 要 に 応 じ て 設 定 条 件 な ど を 確 認 し て

か ら 、 各 構 成 機 器 の 電 源 を 投 人 し て 下 さ い 。

バ ス に 接 続 さ れ て い る す べ て の 機 器 の 電 源 は 、 必 ず 0 Nに し て 下 さ い 。 も し 、 電 

源 を 0 Nに し て い な い 機 器 が あ る と 、 シ ス テ ム 全 体 の 動 作 は 保 証 し か ね ま す 。
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鲁 ア ド レ ス の 設 定  

♦ ア ド レ ッ サ ブ ル / ト ー ク • オ ン リ の 選 択

參 リ ス ナ • フ ォ ー マ ッ ト の 選 択 ------------

鲁 デ ー タ 出 カ フ ォ ー マ ッ ト の 選 択 ----------

♦ 出 カ デ ー タ • エ レ メ ン ト の 設 定 ----------

( 注 ） （1)〜 (3)は 、 本 器 の パ ネ ノ レ • キ ー で の み 設 定 可 肯 ёで す 。

⑷ 〜 ⑸ は 、 本 器 の パ ネ ル • キ ー お よ び GPIBコ マ ン ド で 設 定 で き ま す 。

GPIBの 設 定 項 目 と 工 場 出 荷 状 態 を 、 以 下 に 示 し ま す 。

設 定 項 目 工 場 出 荷 状 態

ア ド レ ス

ア ド レ ッ サ ブ ル / ト ー ク • オ ン リ  

リ ス ナ • フ ォ ー マ ッ ト  

デ ー タ 出 カ フ ォ ー マ ッ ト  

出 カ デ ー タ • エ レ メ ン ト

8

ア ド レ ッ サ ブ ル

SCPI

ASCII

NONE

⑴ ア ド レ ス の 設 定

GPIBア ド レ ス は 、 0 〜 3 0 の 計 3 1 通 り 設 定 で き ま す 。 

〔設 定 方 法 〕 パ ネ ル よ り 以 下 の 設 定 を し て 下 さ い 。

MENU

□  を 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て ” GPIB”に カ ー ソ ル を 移 動 し 、

ENTER
□ を 押 す と 、 GPIB設 定 モ ー ド に 入 り ま  

す 0

回 0  を 用 い て ”ADDRESS” に カ ー ソ ル を 移

ENTER
動 し 、 口 を 押 す と 、 ア ド レ ス 設 定 モ ー  

ド に 入 り ま す 。

@ 回 を 用 い て GPIBア ド レ ス を 設 定 し て 下 さ い 。

ENTER
□ を 押 す と 確 定 さ れ ま す 。

HOME
測 定 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し ま す 。

C O N F I G U R E  G P I B  

ADDRESS MODE LANGUAGE

A D D R E S S  =  0 8

A T k e y : C H A N G E  GPIB ADDRESS

S E L E C T  M E N U  

◄  DISPLAY GPIB INTERNAL-TEMP ►

9. 3 GPIBの設定

こ の 節 で は 、 以 下 の 項 目 の 設 定 方 法 を 説 明 し ま す 。

___________________________________________________________________________ 9. 3 G P I B の 設 定

2
 

3
 

4
 

5
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⑵ ア ド レ ッ サ ブ ル / ト ー ク • オ ン リ の 選 択

ア ド レ ッ サ ブ ル と ト ー ク • オ ン リ の 一 方 を 選 択 す る こ と が で き ま す 。

ト ー ク • オ ン リ 選 択 時 は 、 バ ス ラ イ ン で 接 続 さ れ て い る 相 手 側 の 機 器 の ア ド レ ス • モ  

ー ド も オ ン リ • モ ー ド に 設 定 し て 下 さ い 。

〔設 定 方 法 〕 パ ネ ル よ り 以 下 の 設 定 を し て 下 さ い 。

MENU
S E L E C T  M E N U  □  を 押 し ま す 。

◄  DISPLAY GPIB INTERNAL-TEMP ►

-------------------------------------------------------- 1 回 回 を 用 い て ”GPIB”に カ ー ソ ル を 移 動 し 、

ENTER

□ を 押 す と 、 GPIB設 定 モ ー ド に 入 り ま

す 。

C O N F I G U R E  G P I B  回 回 を 用 い て ”MODE”に カ ー ソ ル を 移 動 し 、

ADDRESS MODE LANGUAGE e n t e r

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  □  を 押 す と 、 アドレッサブル/卜 -ク •オンリ選択モ

ー ド に 入 り ま す 。

S E L E C T  M O D E  回 回 を 用 い て 選 択 し た い 方 に カ ー ソ ル を

ADDRESSABLE TALK-ONLY 移 動 し て 下 さ い 。

ENTER
□ を 押 す と 確 定 さ れ ま す 。

HOME
测 定 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し ま す 。

⑶  リ ス ナ • フ ォ ー マ ッ ト の 選 択

SCPIコ マ ン ド と A D Cコ マ ン ド の 一 方 を 選 択 す る こ と が で き ま す 。 

〔設 定 方 法 〕 パ ネ ル よ り 以 下 の 設 定 を し て 下 さ い 。

' _ MENU

S E L E C T  M E N U  □  を 押 し ま す 。

◄  DISPLAY GPIB INTERNAL-TEMP ►

— ------------------------------------------------------ 回 回  を 用 い て ’’GPIB”に カ ー ソ ノ レ を 移 動 し 、

□ を 押 す と 、 GPIB設 定 モ ー ド に 入 り ま

す 。

C O N F I G U R E  G P I B  回 回 を 用 い て ” LANGUAGE”に カ ー ソ ル を 移

ADDRESS MODE LANGUAGE e n t e r

----------------------------------------------------- 1 動 し 、 □ を 押 す と 、 リ ス ナ • フ ォ ー マ

ッ ト 選 択 モ ー ド に 入 り ま す 。
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回 0  を 用 い て 選 択 し た い 方 に カ ー ソ ル を  

移 動 し て 下 さ い 。

□ を 押 す と 確 定 さ れ ま す 。

測 定 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し ま す 。

⑷ デ ー タ 出 カ フ ォ ー マ ッ ト の 選 択

A S C I I フ ォ ー マ ッ ト と REAL6 4 フ ォ ー マ ッ ト の 一 方 を 選 択 す る こ と が で き ま す 。

デ ー タ 出 カ フ ォ ー マ ッ ト の 説 明 は 〔9. 4 節 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。

〔パ ネ ル 設 定 方 法 〕

S E L E C T  L A N G U A G E  

SCPI ADC

S E L E C T  M E N U  

◄  CALIBRATION DATA-FORMAT
□ を 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て ” DATA- FORMAT” に カ ー ソ ル

ENTER

を 移 動 し 、 □ を 押 す と 、 デ ー タ 出 カ フ  

オ ー マ ッ ト 設 定 モ ー ド に 入 り ま す 。

C O N F I G D A T A - F O R M A T

DATA-FORMAT ELEMENTS

回 回 を 用 い て ” DATA- FORMAT” に カ ー ソ ル

ENTER
を 移 動 し 、 □ を 押 す と 、 デ ー タ 出 カ フ  

オ ー マ ッ ト 選 択 モ ー ド に 入 り ま す 。

S E L E C T  D A T A - F O R M A T  

ASCII REAL64

回 0  を 用 い て 選 択 し た い 方 に カ ー ソ ル を  

移 動 し て 下 さ い 。

ENTER

□ を 押 す と 確 定 さ れ ま す 。

HOME

測 定 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し ま す 。

〔GPIB設 定 方 法 〕

デ-夕出カフォ-マット選択 SCPIコ マ ン ド A D C コ マ ン ド

ASCII :FORMat:DATA ASCii DFOO

REAL64 :FORMat:DATA REAL, 64 DF01
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⑸ 出 カ デ ー タ • エ レ メ ン ト の 設 定

出 カ デ ー タ • エ レ メ ン ト の 設 定 に は 、 以 下 の 9項 目 が あ り ま す 。 

■ フ ァ ン ク シ ョ ン

❿ 補 助 測 定 フ ァ ン ク シ ョ ン （6 5 8 1 の み ）

• コ ン パ レ ー タ 結 果  

•  4 Wチ ェ ッ ク 結 果  

修 ス キ ャ ナ • チ ャ ン ネ ル 番 号  

修 NULL設 定

* デ ジ タ ル • フ ィ ル タ 設 定  

籲 フ ォ ー マ ッ ト 演 算 設 定  

❿ タ イ ム • ス タ ン プ

出 カ デ ー タ • エ レ メ ン ト の 説 明 は 〔9 . 4 節 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。 

〔パ ネ ル 設 定 方 法 〕

MENU

□ を 押 し ま す 。

回 0  を 用 い て ” DATA- FORMAT” に カ ー ソ ル

ENTER

を 移 動 し 、 □ を 押 す と 、 デ ー タ 出 カ フ  

オ ー マ ッ ト • モ ー ド に 入 り ま す 。

回 回 を 用 い て ”ELEMENTS”に カ ー ソ ル を 移

ENTER
動 し 、 □ を 押 す と 、 出 カ デ ー タ • エ レ  

メ ン ト 設 定 モ ー ド に 入 り ま す 。

•  6 5 8 1 の 場 合

C O N F I G  D A T A  —  F O R M A T  

DATA-FORMAT ELEMENTS

S E L E C T  M E N U  

◄  CALIBRATION DATA-FORMAT ►

S E T  E L E M E N T S  

NONE HEADER:OFF ►

S E T  E L E M E N T S  

◄  SUBMEAS- HEAD:OFF C0 M P : 0FF

S E T  E L E M E N T S  

◄  WIRE - CHECK:OFF CHANNEL:OFF

S E T E L E M E N T S

◄  NULL : 0 FF DFILTER:OFF ►

回 回 を 用 い て 選 択 し た い 項 目 に カ ー ソ ル

を 移 動 し 、 固 回 を 用 い て 0 N/ 0 F F を 選 択  

し て 下 さ い 。

ENTER

□ を 押 す と 確 定 さ れ ま す 。

HOME

測 定 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し ま す 。

S E T E L E M E N T S

◄  FORMAT:OFF TIMESTAMPiOFF
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•  R6 5 8 1 Dの 場 合

S E T  E L E M E N T S  

NONE HEADER:OFF C0 M P : 0FF

S E T  E L E M E N T S  

◄  WIRE - CHECK:OFF CHANNEL:OFF

S E T E L E M E N T S

◄  NULL : 0FF DFILTER:OFF ►

回 0  を 用 い て 選 択 し た い 項 目 に カ ー ソ ル

を 移 動 し 、 囚 0  を 用 い て 0 N/ 0 F F を 選 択  

し て 下 さ い 。

ENTER
□ を 押 す と 確 定 さ れ ま す 。

HOME
測 定 表 示 に 戻 る に は  口 を 押 し ま す 。

S E T E L E M E N T S

◄  F0 RMAT : 0FF TIMESTAMP:OFF

〔GPIB設 定 方 法 〕

出 カ デ ー タ • エ レ メ ン ト 設 定

SCPI • 6 5 8 1 の 場 合

:FORMat:ELEMents {NONE, HEADer, SHEader, LIMit, 4 WCHeck, CHANnel, 

NULL, DFILter, FORMat, TIMEstamp}

R6 5 8 1 Dの 場 合

:F0 RMat:ELEMents {NONE, HEADer, LIMit, 4 WCHeck, CHANnel, NULL, 

DFILter, FORMat, TIMEstamp}

ADC DFEn (n:0 〜 51 1 )

詳 細 は 、 〔9 . 1 3 、 9 . 1 4 節 〕 の コ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス を 参 照 し て 下 さ い 。
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♦ 出 カ デ ー タ • エ レ メ ン ト ——  

♦ 測 定 デ ー タ 出 カ フ ォ ー マ ッ ト

癱 ブ ロ ッ ク • テ リ ミ タ  ---------

參 ス ト リ ン グ • デ リ ミ タ ------

A S C I I フ ォ ー マ ッ ト 選 択 時 の 出 カ デ ー タ を 以 下 に 示 し ま す 。

測 定 値 〔+ 出カデ-夕•エレメント〕 + ブ 〇ック•デリミタ （注 ） 出 カ デ -夕 •エレメントは省略可能です。

( 1 ) 出 カ デ ー タ • エ レ メ ン ト

出 カ デ ー タ • エ レ メ ン ト の 設 定 は 、 デ ー タ 出 カ フ ォ ー マ ッ ト が ASCIIの と き に 有 効  

で す 。 各 設 定 項 目 を ONに 設 定 す る と 、 測 定 値 に 以 下 の 項 目 が 添 付 さ れ ま す 。

た だ し 、 O F F に し た 項 目 は 、 測 定 値 に 添 付 さ れ ま せ ん 。

(1 / 2)

設 定 項 目 添 付 項 目

① フ ァ ン ク シ ョ ン

直 流 電 圧 ” DCV”

交 流 電 圧  （6 5 8 1 の み ） ” АСГ

2 線 式 抵 抗 ”2 W 0 ”

4 線 式 抵 抗 ”棚 ”

直 流 電 流 ” D C F

交 流 電 圧  （6 5 8 1 の み ） ” АСド

周 波 数  （6 5 8 1 の み ） ” FRQ”

周 期  （6 5 8 1 の み ） ” PER”

②補助測定ファンクション（6 5 8 1 の み ）

周 波 数 ” FRQ”

周 期 ’’PER”

③ コ ン パ レ ー タ 結 果

PASS ” PAS”

FAIL ” FAL”

OFF ”0 FF”

設 定 エ ラ ー ” ERR”

9 . 4 出 カ デ ー タ • フ ォ ー マ ッ ト と ク エ リ

9. 4 出カデータ■フォーマットとクエリ

出 カ ゲ ー タ • フ ^  — マ ッ ト に は 、 ASCIIフ tI— マ ッ ト と REAL6 4 フ^  — マ ッ ト が あ り  

ま す 。

9. 4.1 ASCIIフォーマット

A S C I I フ ォ ー マ ッ ト は 、 ASCIIコ ー ド で 出 力 し ま す 。

以 下 の 項 目 は 、 デ ー タ 出 カ フ ォ ー マ ッ ト の 選 択 が ”A S C n ”の と き だ け 有 効 で す 。

2
 

3
 

4
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9 . 4  出 カ デ ー タ • フ ォ ー マ ッ ト と ク エ リ

(2/ 2)

設 定 項 目 添 付 項 目

④ 4 Wチ ェ ッ ク

断 線 な し ”0 K ”

測 定 電 流 HI端 子 が 断 線 ，’Ш ”

測 定 電 圧 HI端 子 が 断 線 ” v m ”

測 定 電 圧 LQ端 子 が 断 線 ” VL 0 ”

測 定 電 流 も る Иは 電 圧 L 0 端 子 が 断 線 ” VIL”

1 0 M Q ， 1 0 0 ，1 0 0 0 レ ン ジ

で は 結 線 チ ェ ッ ク を 行 わ な い ”N0 T”

OFF ”0 FF”

⑤スキtナ•チャンネル

チャンネル1 を 選 択 ”0 1 CH”

チャンネル2 を 選 択 ”0 2СН”

チャンネル1 0 を 選 択 （2 Wスキャナの場合） ，’1 0СН”

OFF ，，0 FF ”

( 注 ） 4 Wスキャナは、 最 大 5 チャンネルま

で し か 選 択 で き ま せ ん 。

⑥ NULL設 定

NULL機 能 0 N ” NUL”

OFF ”0 F F ，，

⑦ デ ジ タ ル • フ ィ ル タ 設 定

SMOOTHING 設 定 ” SM0 ”

AVERAGING 設 定 ” AVE”

NONE設 定 ，，N0 N”

OFF ”0 FF ”

⑧ フ ^ — マ ッ ト 演 算 設 定

ス ケ ー リ ン グ ” SCL”

% 偏 差 ” DEV”

デ ル タ ” DEI/

dB変 換 ” dB ”

RMS ” RMS”

d B m 変 換 ” dBm”

抵 抗 値 温 度 補 正 ” TMP”

RTD ，’RTD”

NONE ，，N0 N”

OFF ”0 F T’

⑨ タ イ ム • ス タ ン プ

タ イ ム • ス タ ン プ 設 定 ”年 / 月 / 日 時 ：分 ”

0 7 0 3 3 0



1 0 0 0 mV入 力  

ョン

ンクション（R6 5 8 1 のみ） 

夕

チ ャ ン ネ ル  

フ ィ ル タ

卜 演 算

0 N

OFF

ON

OFF

チ ャ ン ネ ル 1 を 選 択  

ON

SMOOTHING

SCALING

測 定 条 件 ：

出 力 例 ： ①  ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

DCV+ 1 0 0 0 .  0 0 0 0 E-03, PAS, Ш , 0 1 CH, NUL, SMO, SCL, 1 9 9 4 / 1 2 / 3 1  0 0 : 0 0

2. 出 カ デ ー タ • エ レ メ ン ト を す べ て OFFに し た 例

測 定 条 件 ： 直 流 電 圧 測 定 ， 1 0 0 0 mV入 力

フ ァ ン ク シ ョ ン

補助測定ファンクション（6 5 8 1 のみ）

コ ン パ レ ー タ

4 Wチ ニ ッ ク

ス キ ャ ナ • チ ャ ン ネ ル  

NULL

デ ジ タ ル • フ ィ ル タ  

フ ォ ー マ ッ ト 演 算  

タ イ ム • ス タ ン プ

OFF

OFF

OFF

OFF

OFF

OFF

OFF

OFF

OFF

出 力 例 * .  + 1 0 0 0 .  0 0 0 0 E- 0 3

〔内 部 メ モ リ お よ び メ モ リ • カ ー ド に 測 定 値 を ス ト ア / リ コ ー ル す る 場 合 〕

内 部 メ モ リ お よ び メ モ リ • カ ー ド に 測 定 値 を ス ト ア す る 場 合 、 出 カ デ ー タ • エ レ メ  

ン ト の 設 定 は 、 以 下 の 項 目 の み 有 効 で す 。

た だ し 、 測 定 値 を リ コ ー ル し た と き は 、 ス ト ア す る と き に 設 定 し た 出 カ デ ー タ • エ  

レ メ ン ト を 添 付 し ま す 。

• コ ン パ レ ー タ 結 果  

• 4 Wチ ニ ッ ク  

. ス キ ャ ナ • チ ャ ン ネ ル  

• タ イ ム • ス タ ン プ

___________________________ 9 • 4 一 出 カ デ ー タ • _フ ォ ー ー —マ 」ソ ー ト と ク エ リ

〔例 〕

1 . 出 カ デ ー タ • エ レ メ ン ト を す べ て 0 Nに し た 例

6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱 説 明 書
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9 . 4  出 カ デ ー タ • フ ォ ー マ ッ ト と ク エ リ

⑵ 測 定 デ ー タ 出 カ フ ォ ー マ ッ ト （ASCII出 カ フ ォ ー マ ッ ト ）

測 定 値 、 演 算 デ ー タ の デ ー タ 出 カ フ ォ ー マ ッ ト を 以 下 に 示 し ま す 。

± 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 E ± 〇 〇

D E

D .•仮 数 部 ( 極 性 + 小 数 点 +  3 〜 9 桁 の 数 字 ）

E :指 数 部 (E + 極 性 +  2 桁 の 数 字 ）

仮 数 部 と 指 数 部

測 定 値 の 仮 数 部 は 、 レ ン ジ 、 積 分 時 間 お よ び 表 示 桁 数 設 定 に 依 存 し ま す 。 小 数 点 は 、 

本 体 の 表 示 に 対 応 し て 出 力 さ れ ま す 。

指 数 部 の 表 示 は 測 定 フ ァ ン ク シ ョ ン お よ び 測 定 レ ン ジ に よ っ て 決 ま り 、 サ ブ 単 位  

(т， К, M， G， etc) に 対 応 し た 値 が 出 力 さ れ ま す 。

各 測 定 条 件 で の 仮 数 部 お よ び 指 数  （1/3)

ファンクション レンジ 最 大 表 示  

桁 数

仮 数 部 指 数 部

100 mV 7 /2 ± 1 1 9 . 9 9 9 9 9 Е- 0 3

1 0 0 0 mV 8 /2 ± 1 1 9 9 . 9 9 9 9 9 Е- 0 3

DCV 10 V 8 /2 ± 1 1 . 9 9 9 9 9 9 9 Е + 0 0

1 0 0 V 8 /2 ± 1 1 9 . 9 9 9 9 9 9 Е + 0 0

1 0 0 0 V 8 /2 ± 1 0 9 9 . 9 9 9 9 9 Е + 0 0

10 mV 5 /2 1 1 . 9 9 9 9 Е- 0 3

1 0 0 mV 6 % 1 1 9 . 9 9 9 9 Е- 0 3

ACV 1 0 0 0 mV 6 /2 1 1 9 9 . 9 9 9 Е- 0 3

( 6 5 8 1 のみ） 10 V 6 /2 1 1 . 9 9 9 9 9 Е + 0 0

1 0 0 V 6 /2 1 1 9 . 9 9 9 9 Е + 00

7 5 0 V 6 /2 7 9 9 . 9 9 9 Е + 0 0

10 Q 7  1А _ 1 1 . 9 9 9 9 9 9 Е + 0 0

1 0 0 Й 8  У2 _ 1 1 9 .  9 9 9 9 9 9 Е + 0 0

1 0 0 0 Q 8 /2 _ 1 1 9 9 . 9 9 9 9 9 Е + 0 0

10 k Q 8 /2 _ 1 1 . 9 9 9 9 9 9 9 ЕШ

2 W Q 1 0 0 кй 8 /2 _ 1 1 9 .  9 9 9 9 9 9 Е + 03

(Hi- P) 1 0 0 0 k Q 8 /2 _ 1 1 9 9 . 9 9 9 9 9 ЕШ

10 Mfi 7 /2 _ 1 1 . 9 9 9 9 9 9 Е + 0 6

1 0 0 M Q 7 /2 _ 1 1 9 .  9 9 9 9 9 Е + 0 6

1 0 0 0 M Q 了 ：/2 _ 1 1 9 9 . 9 9 9 9 Е + 0 6

11 0 7 0 3 3 0
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9 .  4  出 カ デ ー タ • フ ォ ー マ ッ ト

(2/3)

ファンクション レンジ 最 大 表 示  

桁 数

仮 数 部 指 数 部

10 Q 7 /2 _ 1 1 . 9 9 9 9 9 9 Е + 00

1 0 0  Q 7 /2 _ 1 1 9 .  9 9 9 9 9 Е + 00

1 0 0 0  Q 7 /2 _ 1 1 9 9 .  9 9 9 9 Е + 00

10 k Q 7 /2 _ 1 1 . 9 9 9 9 9 9 Е + 03

2 W Q 1 0 0  k Q 7 /2 _ 1 1 9 .  9 9 9 9 9 ЕШ

(Lo- P) 1 0 0 0  k Q 7 /2 _ 1 1 9 9 .  9 9 9 9 Е + 03

10 M Q 7 /2 J 1 . 9 9 9 9 9 9 Е + 06

1 0 0  M Q 7 /2 _ 1 1 9 .  9 9 9 9 9 Е + 06

1 0 0 0  M Q 7 /2 _ 1 1 9 9 .  9 9 9 9 Е + 06

10 Q 7 /2 И . 9 9 9 9 9 9 Е + 00

1 0 0  Q 8 /2 1 1 9 . 9 9 9 9 9 9 Е + 0 0

1 0 0 0  fi 8 И 1 1 9 9 . 9 9 9 9 9 Е + 00

10 k Q 8 /2 1 1 . 9 9 9 9 9 9 9 Е + 03

4 W Q 1 0 0  k Q 8 /2 1 1 9 . 9 9 9 9 9 9 Е + 03

(Hi - P) 1 0 0 0  k Q 8 /2 1 1 9 9 . 9 9 9 9 9 Е + 03

10 M Q 7 /2 1 1 . 9 9 9 9 9 9 Е + 06

1 0 0  M Q 7 У2 1 1 9 . 9 9 9 9 9 EI06

1 0 0 0  M Q 7 У2 1 1 9 9 . 9 9 9 9 Е + 0 6

10 fi 7  У2 1 1 . 9 9 9 9 9 9 Е + 00

1 0 0  Q 7 /2 1 1 9 . 9 9 9 9 9 Е + 00

1 0 0 0  Q 7 /2 1 1 9 9 . 9 9 9 9 Е1 0 0

10 k Q 7 /2 И . 9 9 9 9 9 9 Е + 03

4 W Q 1 0 0  k Q 7 У2 1 1 9 . 9 9 9 9 9 Е + 03

(Lo - P) 1 0 0 0  k Q 7 /2 1 1 9 9 . 9 9 9 9 Е + 03

10 M Q 7 /2 1 1 . 9 9 9 9 9 9 Е + 06

1 0 0  M Q 7 У2 1 1 9 . 9 9 9 9 9 Е + 06

1 0 0 0  M Q 7  1А 1 1 9 9 . 9 9 9 9 Е + 06

1 0 0  nA 6 /2 ± 119. 9 9 9 9 Е- 0 9

1 0 0 0  nA 7 /2 ' ± 1 1 9 9 . 9 9 9 9 Е- 0 9

l〇V A 7 /2 ± 1 1 . 9 9 9 9 9 9 Е- 0 6

DCI 1 0 0 /г A 7  % ± 1 1 9 . 9 9 9 9 9 Е- 0 6

1 0 0 0  // A 7 /2 ± 1 1 9 9 . 9 9 9 9 Е- 0 6

10 mA 7 /2 +  1 1 . 9 9 9 9 9 9 Е- 0 3

1 0 0  шА 7 У2 ± 1 1 9 . 9 9 9 9 9 Е- 0 3

1 0 0 0  шА 7 У2 土  1 1 9 9 . 9 9 9 9 Е- 0 3

1 0 0 1 i к 6 /2 1 1 9 . 9 9 9 9 Е- 0 6

ACI 1 0 0 0  д А 6 /2 1 1 9 9 . 9 9 9 Е- 0 6

( 6 5 8 1 のみ） 10 шА 6 % 1 1 . 9 9 9 9 9 Е- 0 3

1 0 0  шА 6 /2 1 1 9 . 9 9 9 9 Е- 0 3

1 0 0 0  шА 6 >2 1 1 9 9 • 9 9 9 Е- 0 3

と ク エ リ

9 - 1 2 0 7 0 3 3 0
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( 3 / 3 )

ファンクション レンジ 最 大 表 示  

桁 数

仮 数 部 指 数 部

1 0 0 0 mHz 了 9 9 9 . 9 9 9 9 E- 0 3

10 Hz 7 9, 9 9 9 9 9 9 E + 0 0

1 0 0  Hz 7 9 9 . 9 9 9 9 9 E + 00

FREQ 1 0 0 0  Hz 了 9 9 9 . 9 9 9 9 E + 0 0

( 6 5 8 1 のみ） 1 0 kHz 了 9 . 9 9 9 9 9 9 EI0 3

1 0 0 kHz 7 9 9 . 9 9 9 9 9 E + 03

1 0 0 0 kHz 了 9 9 9 . 9 9 9 9 E + 03

1 0 MHz 7 9 . 9 9 9 9 9 9 E + 06

1 0 0 MHz 7 9 9 . 9 9 9 9 9 E + 06

1 0 0  ns 7 9 9 . 9 9 9 9 9 E- 0 9

1 0 0 0  ns 7 9 9 9 . 9 9 9 9 E- 09

10 // s 7 9 . 9 9 9 9 9 9 E- 0 6

PERIOD 1 0 0  д s 7 9 9 . 9 9 9 9 9 E- 0 6

( 6 5 8 1 のみ） 1 0 0 0  pi s 7 9 9 9 . 9 9 9 9 E- 0 6

10 ms 7 9 . 9 9 9 9 9 9 E- 0 3

1 0 0  ms 7 9 9 . 9 9 9 9 9 E - 0 3

1 0 0 0  ms 7 9 9 9 . 9 9 9 9 E- 0 3

10 s 7 9 . 9 9 9 9 9 9 E + 00

0 L (才-バロ- F : 測 定 値 が 測 定 レ ン ジ の フ ル ス ケ - ル を 越 え る ） の 場 合 、 以 下 の よ う に デ ー タ 出  

力 さ れ ま す 。

士 9 . 9 Е +  3 7
L

指 数 部

仮 数 部

桁 数 は レ ン ジ 、 積 分 時 間 お よ び 表 示 桁 数 設 定 に 依 存 し ま す 。

⑶ ブ ロ ッ ク • デ リ ミ タ

ブ ロ ッ ク • デ リ ミ タ は 、 デ ー タ の 終 わ り を 示 す た め に 出 力 さ れ ま す 。 

ブ ロ ッ ク • デ リ ミ タ は 、 GPIBコ マ ン ド で 以 下 の 4 種 類 か ら 選 択 で き ま す 。

デ リ ミ タ 設 定 初 期 値

CR LF 

(E0 I)

CR ( 1 3 ( 1 0 ) ) ， L F ( 1 0 U O ) ) の 2バ イ ト の デ ー タ を 送 出 す る 。 

LFを 送 出 す る と き に 単 線 信 号 E0 Iも 同 時 に 出 力 す る 。

〇

LF L F ( 1 0 ( 1(1)) の 1 バ イ ト の デ ー タ を 送 出 す る 。

最 終 バ イ ト  

(E0 I)

単 線 信 号 “ E0 ド を デ ー タ の 最 終 バ イ ト と 同 時 に 出 力 す る 。

LF

(E0 I)

L F ( 1 0 (1〇 ) ) の 1 バ イ ト の デ ー タ を 送 出 す る 。

LFを 送 出 す る と き に 単 線 信 号 E0 I も 同 時 に 出 力 す る 。

9 - 1 3 0 7 0 3 3 0
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〔GPIB設 定 方 法 〕

デ リ ミ タ SCPIコ マ ン ド A D C コ マ ン ド

CR L F (EOI) :SYSTem：GPIB :DELImiter:BLOCk CRLF DLO

LF :SYSTem :GPIB :DELImiter:BLOCk LF DL 1

(E0 I) :SYSTern:GPIB:DELI miter：BL0 Ck EOI DL2

L F (EOI) ：SYSTem :GPIB：DELImiter:BLOCk LFEOi DL3

⑷ ス ト リ ン グ • デ リ ミ タ

ス ト リ ン グ • デ リ ミ タ は 、 ASCII出 カ フ ォ ー マ ッ ト の ス ト リ ン グ の 区 切 り を 示 す た  

め に 出 力 さ れ ま す 。

ス ト リ ン グ • デ リ ミ タ は 、 GPIBコ マ ン ド で 以 下 の 3種 類 か ら 選 択 で き ま す 。

ストリング•デリミタ S C P I コマンド A D C コ マ ン ド 初 期 値

”，”（カンマ） :SYSTem :GPIB :DELImiter:STRing COMMa SLO 〇

” ，，（スペ-ス） :SYSTem :GPIB :DELImiter:STRing SPACe SL 1

”CR/ LF” :SYSTem :GPIB:DELI mi ter:STRing CRLF SL2

ス ト リ ン グ • デ リ ミ タ は 、 以 下 の デ ー タ の 参 照 時 の み 有 効 で す 。

ストリング•デリミタが有効なデータ

有 効 コ マ :ノ ド、

參 照 先

SCPIコマンド A D C コ マ ン ド

内部メモリのストア•デ-夕•リコ-ル TRAC :DATA? IRO? 6 . 6 節

メモリ•力-ドのリコール•データ MMEM:DREC くファイル名〉 MRO くファイル名〉 了 • 1 0  節

メモリ•力-ドのストア•ファイル情報 M M E M :CAT? МСТ? 7 . 10 節

FASTモ - ド の 真 値 算 出 前 の デ - 夕 TRAC :FAST :DATA? IRFD? 8. 7. 2 項

外 部 校 正 実 行 結 果 CAL :E X T :ZERO :FRON :DATA? CALZF?

CAL :E X T :ZERO :REAR :DATA? CALZR? 13. 6 節

CAL :E X T :DC V :DATA? CALDC?

CAL :E X T :OH M :DATA? CALOH?

9 - 14 0 7 0 3 3 0
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た だ し 、 測 定 値 や 出 カ デ ー タ • エ レ メ ン ト の 区 切 り の ”，” （カンマ）は 変 更 す る こ と は  

で き ま せ ん 。

〔例 〕

1 .  測 定 条 件  ：交 流 電 圧 測 定 、 周 波 数 測 定 （補 助 測 定 ） （6 5 8 1 の み ）

出カデ-夕•エレメント ：フ ァ ン ク シ ョ ン お よ び 補 助 測 定 フ ァ ン ク シ ョ ン の み 設 定

出 力 例 ： ACV 1 000. 0 0 0 0 E + 0 3 LFRQ 100. 0 0 0 0Е + 03

L- 測 定 値 や 出 カ デ ー タ • エ レ メ ン ト の 区 切 り

2. 測 定 条 件  ：直 流 電 圧 測 定

出カデ-夕•エレメント ：フ ァ ン ク シ ョ ン お よ び タ イ ム • ス タ ン プ の み 設 定

出 力 例 ： DCV+ 1 0 0 0 .  0 0 0 0Е- 0 3 ^ 1 9 9 4 / 1 2 / 3 1  0 0 : 0 0

L • 測 定 値 や 出 カ デ ー タ • エ レ メ ン ト の 区 切 り

9. 4. 2 REAL6 4フォーマット

REAL6 4 フ ォ ー マ ッ ト は 、 IEEE- 7 5 4 規 格 に 準 拠 し た フ ォ ー マ ッ ト で 、 6 4 ビ ッ ト （8 バイ  

卜） で 構 成 さ れ て い ま す 。

S ЕЕЕ ЕЕЕЕ ЕЕЕЕ МШШ 丽 丽 丽 丽 丽 丽 丽 ММ

バイト0 バイト1 バイト2 バイト3

丽 丽 丽 丽  丽 丽 丽 丽 丽 丽 丽 丽 匪 丽 丽 丽

バイト4 バイト5 バイト6 バイト了

S 二 符 号 ビ ッ ト （1 =負 、 0 = 正 ）

E = 1 0 2 3 だ け バ イ ア ス さ れ た 底 2 の 指 数

仮 数 ビ ッ ト （計 5 2 ビ ッ ト ）

M S B ( 最 上 位 ビ ッ ト ） は 、 常 に ” Г で す 。

LS B ( 最 下 位 ビ ッ ト ） は 、 Г 52 に 重 み づ け さ れ ま す 。

REAL6 4 フ ォ ー マ ッ ト は 、 以 下 の デ ー タ に 対 し て 有 効 で す 。 

♦ 測 定 デ ー タ

♦ 内 部 メ モ リ の 測 定 デ ー タ

し の . 土 la 口 、

• 出 カ デ ー タ • エ レ メ ン ト は 出 力 さ れ ま せ ん 。

♦ ブ ロ ッ ク • デ リ ミ タ は 、 常 に 単 線 信 号 ГЕ0 П に な り ま す 。

9 - 1 5
0 7 0 3 3 0
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9 . 4  出 カ デ ー タ • フ ォ ー マ ッ ト と ク エ リ

ク エ リ • コ マ ン ド で デ ー タ を 出 力 す る 場 合 に は 、 同 一■行に REAL6 4 出 カ フ ^ — マ ッ ト  

• デ ー タ と ASCII出 カ フ ォ ー マ ッ ト • デ ー タ が 混 在 し な い よ う に し て 下 さ い 。

REAL6 4 出 カ フ ォ ー マ ッ ト で ASCIIフ ォ ー マ ッ ト • デ ー タ を 出 力 し よ う と し て も 、 エ 

ラ ー （”+ 1 1 1，Inval id ASCII data”）が 発 生 し 、 ASCIIフ ォ ー マ ッ ト • デ ー タ は 出 力 さ  

れ ま せ ん 。

〔例 〕 同 一 行 で 測 定 値 と そ の レ ン ジ を ク エ リ を 行 っ た 場 合 （SCPIコ マ ン ド ）

日 本 電 気 製 PC9 8 0 1 を 使 用 し た プ ロ グ ラ ム 例

PRINT @ DMM;”FORM REAL，6 4 ”

PRINT :READ?; : VOLT : DC : RANG? 71

REAL64  ASCII

説 明 ： REAL6 4 出 カ フ ォ ー マ ッ ト で 同 一 行 に 測 定 値 と 設 定 デ ー タ を 読 み 出 す と き 、 

設 定 デ ー タ は ASCII出 カ フ ォ ー マ ッ ト で 出 力 指 定 さ れ る た め 、 出 力 さ れ ま  

せ ん 。

上 記 の プ ロ グ ラ ム 例 で ”：VOLT :D C :RANG? ” は 、 ASCIIフ ォ ー マ ッ ト 出 力 指  

定 さ れ る た め 、 エ ラ ー が 発 生 し 、 測 定 値 の み REAL6 4 フ ォ ー マ ッ ト で 出 力 設  

定 さ れ ま す 。

コ ン ト ロ ー ラ 側 が IEEE- 7 5 4 規 格 に 準 拠 し て い な い 場 合 は 、 本 器 の デ ー タ 出 カ フ ォ ー  

マ ッ ト を ASCIIに 設 定 し て 下 さ い 。 REAL6 4 フ ォ ー マ ッ ト に 設 定 し た 場 合 は 、 デ ー タ 出  

力 後 に 実 数 に 変 換 す る 必 要 が あ り ま す （ 〔9 . 1 2  プ ロ グ ラ ム 例 〕 参 照 ） 。

9. 4. 3 クエリ

ク エ リ • コ マ ン ド が 設 定 さ れ る と 、 そ れ に 対 す る 応 答 メ ッ セ ー ジ が ア ウ ト プ ッ ト • 

キ ュ ー に セ ッ ト さ れ ま す 。 本 器 が 卜 一 力 に 指 定 さ れ る と 、 応 答 メ ッ セ ー ジ が ア ウ ト プ  

ッ ト • キ ュ ー か ら コ ン ト ロ ー ラ に 転 送 さ れ ま す 。

同 一 の プ ロ グ ラ ム 行 で 複 数 の ク エ リ • コ マ ン ド を 設 定 す る と 、 本 器 が ト ー カ に 設 定  

さ れ た と き 、 す べ て の ク エ リ に 対 す る 応 答 メ ッ セ ー ジ が コ ン トローラに 転 送 さ れ ま す 。 

ク エ リ • コ マ ン ド に 対 す る 応 答 は 、 ク エ リ • コ マ ン ド が 設 定 さ れ た 順 に ”；”（セミコ0ン）で 

区 切 ら れ て 出 力 さ れ ま す 。

〔例 〕 同 一 の プ ロ グ ラ ム 行 で 、 3 つ の ク エ リ • コ マ ン ド を 設 定 し た と き の 応 答  

” 0 ; 1 ; 0  ” + ブロック•デリミタ

9 16 0 7 0 3 3 0
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9.5 S C P Iステータス■システム

9. 5 . 1 SCPIステータス■システムの構成

本 器 の ス テ ー タ ス • シ ス テ ム は 、 以 下 の よ う に 5 つ の レ ジ ス タ • グ ル ー プ か ら 構 成  

さ れ て い ま す 。 各 レ ジ ス タ を 参 照 す る こ と に よ っ て 、 本 器 の 状 態 を 知 る こ と が で き ま  

す 。 本 器 の ス テ ー タ ス • シ ス テ ム を 〔図 9 - 1 〕 に 示 し ま す 。

•  Status Byte Register (ステ-タス•バイト•レジスタ） ------9 . 5 . 2 項

•  Standard Event Status Register(スタンタニド•イベント•ステ-タス4ジスタ） ------9 . 5 . 3 項

•  Measurement Event Register (メジャ-メント•イベント•レジスタ） ------9. 5. 4 項

•  Questionable Event Register (クエシヨナブル•イベント•いブスタ） ------9. 5. 5 項

•  Operation Event Register (オペレーンヨン•イベント•1/ジスタ） ------  ̂ 9. 5. 6 項

各 レ ジ ス タ • グ ル ー プ は 、 以 下 の 2 種 類 の レ ジ ス タ か ら 構 成 さ れ て い ま す 。

• イ ベ ン ト • レ ジ ス タ  ------①

• イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ ------②

①  イ ベ ン ト • レ ジ ス タ

イ ベ ン ト • レ ジ ス タ は 、 本 器 内 の 状 態 を 知 る た め の 読 み 出 し 専 用 の レ ジ ス タ で す 。 

イ ベ ン ト • レ ジ ス タ の ス テ ‘ タ ス は 保 持 さ れ 、 ク リ ア さ れ る ま で セ ッ ト さ れ た ま ま  

に な っ て い ま す 。

②  イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ

イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ は 、 イ ベ ン ト • レ ジ ス タ の ど の ビ ッ ト を 有 効 な ス テ ー タ ス  

と し て サ マ リ を 生 成 す る か を 指 定 し ま す 。 イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ は イ ベ ン ト • レ ジ  

ス タ と A N D を と り 、 A N Dし た 結 果 の ORが サ マ リ と し て 生 成 さ れ ま す 。

イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ は 読 み 出 し 書 き 込 み の 両 方 が 可 能 で す 。

イ ベ ン ト • レ ジ ス タ イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ

n-1

—  AND

-AND

■AND

►AND

n -1

OR ---- ^ サ マ リ （Summary)

図 9 - 1  

9 - 1 7 0 7 0 3 3 0



6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー

取 扱 説 明 書

) . 5 S C P  I ステ タス シ ス テ ム

Measurement Event 

Ref^ister

Measurement Event

0 FAIL

1 PASS

2

3

Ц U W チェック OK

5 U W チェック NG

6

7

8 測定終了

9 メモリ•ストアの終了

10 Smoothie 回数終了

1 1 統計処理終了

1 2 パリ•力-ドのストア準備完了

13
1U

1 5 チャンネル切り換え終了

Error Queue

STATus: MEASurement: EVENt?

Questional

Redial
ible Event 

iter

STATus:MEASurement:ENABle <n> 

STATus: MEASurement: ENABle?

Questionable Event

0 Voltage Overload

1 Current Overload

2

3

U Frequency Overload

5

6

7

8

9 Ohms Overload

10 Period Overload

11 Submeasure Overload

1 2アラ-ム発生

13

1U

15

CUtoit Queue

Status Byte Register _

STATus:QUEStionable:EVENt?

(^Deration Event 

Renter

STATus:QUEStionable:ENABle <n> 

STATus:QUEStionable: ENABle?

deration Event

0 calibrating

1

2

3
Д

5 waiting in /ШС Lay

6 waiting In ARM Lay

7

8 waiting in SCAN Lay

9 IDLE、

10

11

12

13
1U

15

0 Measurement Event

1

2 Error Available

3 Questionable Data

U Message Available

5 Standard Event

6 RQS/MSS

7 deration Event

Service Request 

Ehable Register

，，0Rh

Serial Poll(SPdL) 

*»STB? *SRE?

Standard Event Status 

Register

Standard Event Status

0 (deration Complete

1

2 Query Error

3 Device Error

U Execution Error

5 Command Error

6

7

*ESR? #ESE <n>

*ESE?

STATus:(FERation:EVENt? STATus:OPEKaticn:ENABle <n> 

STATus:OPERation:ENABle?

図 9 _ 2 SCPIス テ ー タ ス • シ ス テ ム
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9.5.2 ス テ ー タ ス ■バイト■レジスタ

⑴ Status Byte Reg is terが セ ッ ト さ れ る 条 件

bit 値 条 件

0 : Measurement Event 1 Measurement Event Reg is terの あ る ビ ッ ト に 1が 

セ ッ ト さ れ た と き に 、 対 応 す る Measurement Event 

Enable R e g i s t e rの ビ ッ ト に 1が セ ッ ト さ れ て い  

た 場 合

1 : 未 使 用 2 常 に 0

2 : Error Available 4 Error Q u e u e の 中 に エ ラ ー • デ ー タ が セ ッ ト さ れ  

た と き

3 ： Questionable Data 8 Questionable Eveiu Register の あ る ビ ッ ト に 1 

が セ ッ ト さ れ た と き に 、 対 応 す る Questionable 

Event Enable R e g i s t e rの ビ ッ ト に 1が セ ッ ト さ  

れ て い た 場 合

4 : Message Available 16 Output Queueの 中 に ク エ リ • デ ー タ が セ ッ ト さ れ  

た と き

5 : Standard Event 32 Standard Event Status Register の あ る ビ ッ ト に  

1 が セ ッ ト さ れ た と き に 、 対 応 す る Standard 

Event Status Enable Registerの ビ ッ ト に 1が セ  

ッ ト さ れ て い た 場 合

6 : RQS/MSS 64 Status Byte Registerの あ る ビ ッ ト に 1が セ ッ ト  

さ れ た と き に 、 対 応 す る Service Request Enable 

Registerの ビ ッ ト に 1が セ ッ ト さ れ て い た 場 合

7 : Operation Event 1 2 8 Operation Event Registerの あ る ビ ッ ト に 1が セ  

ッ ト さ れ た と き に 、 対 Й す る Operation Event 

Enable R e g i s t e rの ビ ッ ト に 1が セ ッ ト さ れ て い  

た 場 合

0 7 0 3 3 0
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⑵ Status Byte Registerが ク リ ア さ れ る 条 件  

* 電 源 投 入 時

•  * CLSコ マ ン ド を 実 行 し た と き

•  Measurement Event Register、 Questionable Event Register 、 Standard Event 

Status Register  ヽ Operation Event Register、Error Queue、Output Queueが す べ  

て ク リ ア さ れ た と き

⑶ Service Request Enable R e g i s t e rが ク リ ア さ れ る 条 件

* 電 源 投 入 時

•  *SRE 0 コ マ ン ド を 実 行 し た と き  

⑷  RQS/ M S S ビ ッ ト （bit 6 ) に つ い て

* STB? コ マ ン ド を 用 い て Status Byte Registerを 読 ん で い る と き 、 bit6 は M S Sビ ッ ト  

(Master Summary Status) と 呼 ば れ ま す 。

シ リ ア ル ポ ー ル を 用 い て Status Byte Registerを 読 ん で い る と き は 、 bit6 は R Q Sビ ッ ト  

(Request for Service) と 呼 ば れ ま す 。

M S S ビ ッ ト は * STB? コ マ ン ド を 用 い て 参 照 し て 下 さ い 。 ま た 、 R Q Sビ ッ ト は シ リ ア ル ポ  

ー ル を 用 い て 參 照 し て 下 さ い 。

①  M S S ビ ッ ト が ク リ ア さ れ る 条 件

•  Status Byte Register と Service Request Enable Register の 内 容 を  AND し た 結 果  

か̂ 0 に な っ た と き

♦ 電 源 投 入 時

•  * CLSコ マ ン ド を 実 行 し た と き

②  R Q S ビ ッ ト が ク リ ア さ れ る 条 件

•  Status Byte Register と Service Request Enable Register の 内 容 を  AND し た 結 果  

が' 0 に な っ た と き

參 シ リ ア ル ポ ー ル を 用 い て Status Byte Registerの 内 容 を 読 ん だ と き  

春 電 源 投 入 時

•  * CLSコ マ ン ド を 実 行 し た と き

9 - 2 0 0 7 0 3 3 0
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③  RQS/ M S S ビ ッ ト と サ ー ビ ス • リ ク エ ス ト 要 求 （SRQ) の 関 係

•  Status Byte Registerの あ る ビ ッ ト に 1が セ ッ ト さ れ た 場 合  

Status Byte Register と Service Request Enable Register を AND し た 結 果 、 どこ 

か の ビ ッ ト が 1つ で も 1 に な っ た と き に RQS/ M S Sビ ッ ト に 1が セ ッ ト さ れ ま す 。 こ 

の と き R Q Sビ ッ ト が 0 — 1 に 変 化 す れ ば 、 SRQ信 号 を 発 信 し ま す 。 （図 9 - 3 を 参 照 ）

Status Byte 

Register 

現 在 の デ ー タ

1 を セ ッ ト

RQS/ MSSに 1 を セ ッ

Service Request 

Enable Register 

現 在 の デ ー タ

0 1

0 — > 0

0 — 0

0 A
м

0

0 —>
IN

D 0

0 —> 0

0 X

0 —> 0

SRQ発 信

図 9 - 3
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•  Status Byte Registerの あ る ビ ッ ト に 1が セ ッ ト さ れ た 場 合  

す で に 1が セ ッ ト さ れ て い る ビ ッ ト に 1が セ ッ ト さ れ て も Service Request Enable 

Registerが イ ネ ー ブ ル に な っ て い れ ば 、 RQS/ M S S ビ ッ ト に 1が セ ッ ト さ れ ま す 。 

こ の と き R Q S ビ ッ ト が 0 — 1 に 変 化 す れ ば 、 SRQ信 号 を 発 信 し ま す 。 （図 9 - 4 を 参  

照 ）

Status Byte 

Register 

現 在 の デ ー タ

Service Request 

Enable Register 

現 在 の デ ー タ

図 9 - 4
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•  Service Request Enable R e g i s t e rの あ る ビ ッ ト を セ ッ ト し た 場 合  

対 応 す る Status Byte Registerの ビ ッ ト が 1で あ れ ば RQS/ M S Sビ ッ ト に 1が 它 ッ ト  

さ れ ま す 。 こ の と き R Q Sビ ッ ト が 0 — 1 に 変 化 す れ ば 、 SRQ信 号 を 発 信 し ま す 。

( 図 9 - 5 を 參 照 ）

Status Byte 

Register 

現 在 の デ ー タ

Service Request 

Enable Register 

現 在 の デ ー タ

1 を セ ッ ト

図 9 - 5
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•  Service Request Enable R e g i s t e rに あ る ビ ッ ト を セ ッ ト し た 場 合  

す で に 1が セ ッ ト さ れ て い る ビ ッ ト に 1を セ ッ ト し て も 、 そ れ に 対 応 す る Status 

Byte R e g i s t e rの ビ ッ ト が 1で あ れ ば RQS/ M S S ビ ッ ト に 1が セ ッ ト さ れ ま す 。 この 

と き R Q S ビ ッ ト が 0 — 1 に 変 化 す れ ば 、 SRQ信 号 を 発 信 し ま す 。 （図 9 - 6 を 参 照 ）

Status Byte 

Register 

現 在 の デ ー タ

RQS/ MSSに 1 を セ ッ ト

Service Request 

Enable Register 

現 在 の デ ー タ

1 —> 1

0 ——> 1

0 —> 0

0 A 0

0

IN
D 0

0 0

0 — X

0 —> 0

1を セ ッ ト

SRQ発 信

図 9 - 6
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9. 5. 3 スタンダード■イベント■ステータス■レジスタ

⑴ Standard Event Status Registerが セ ッ ト さ れ る 条 件

bit 値 条 件

0 : Operation Complete 1 * 0 P Cコ マ ン ド を 実 行 し た と き

1 : 未 使 用 2 常 に 0

2 : Query Error 4 - 4 1 0〜 - 4 4 0の エ ラ ー が 発 生 し た と き

3 : Device Error 8 - 3 1 1 〜 - 3 5 0 の エ ラ ー が 発 生 し た と き  

+ 1 4 0〜 + 6 0 0 の エ ラ ー が 発 生 し た と き

4 : Execution Error 16 - 2 1 0〜 - 2 6 1の エ ラ ー が 発 生 し た と き  

+ 1 0 0 〜 + 1 3 1 の エ ラ ー が 発 生 し た と き

5 : Command Error 32 - 1 0 0 〜 - 1 7 8の エ ラ ー が 発 生 し た と き

6 : 未 使 用 64 常 に 0

7 : 未 使 用 128 常 に 0

⑵ Standard Event Status Registerが ク リ ア さ れ る 条 件  

籲 電 源 投 入 時

•  *CLSコ マ ン ド を 実 行 し た と き

•  *ESR? コ マ ン ド を 用 い て レ ジ ス タ の 内 容 を 読 み 出 し た と き

⑶ Standard Event Status Enable Register が ク リ ア さ れ る 条 件  

* 電 源 投 入 時

•  *ESE 0 コ マ ン ド を 実 行 し た と き

0 7 0 3 3 0
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9.5.4 メジャーメント■イベント■レジスタ

⑴ Measurement Event Registerが セ ッ ト さ れ る 条 件

bit 値 条 件

0 : FAIL 1 測 定 値 が FAILの 範 囲 の と き

1 ： PASS 2 測 定 値 が PASSの 範 囲 の と き

2 : 未 使 用 4 常 に 0

3 : 未 使 用 8 常 に 0

4 : 4 W Q チ ニ ッ ク 0 K 16 4 W Q チ ヱ ッ ク の 結 果 が 0 Kの と き

5 : 4 W Q チ ニ ッ ク NG 32 4 W Q チ ェ ッ ク の 結 果 が NGの と き

6 : 未 使 用 64 常 に 0

7 : 未 使 用 128 常 に 0

8 : 測 定 終 了 256 真 値 算 出 後 、 ま た は  

演 算 終 了 後 （ア ベ レ ー ジ 含 む ）

9 : メ モ リ ス ト ア の 終 了 512 内 部 メ モ リ へ の ス ト ア が 終 了 し た と き  

メ モ リ • カ ー ド へ の ス ト ア が 終 了 し た と き

1 0 : ス ム ー ジ ン グ 回 数  

終 了

1024 ス ム ー ジ ン グ の 回 数 に 達 し た と き

1 1 : 統 計 処 理 終 了 204 8 統 計 処 理 が 終 了 し た と き

12: メ モ リ • カ ー ド の  

ス ト ア 準 備 完 了

409 6 メ モ リ • カ ー ド の ス ト ア の 準 備 が 完 了 し た と き

1 3 : 未 使 用 819 2 常 に 0

1 4 : 未 使 用 16 3 8 4 常 に 0

1 5 : チ ャ ン ネ ル 切 り 換 え  

終 了

32 7 6 8 ス キ ャ ナ の チ ャ ン ネ ル 切 り 換 え が 終 了 し た と き

⑵ Measurement Event Registerが ク リ ア さ れ る 条 件  

* 電 源 投 入 時

•  * CLSコ マ ン ド を 実 行 し た と き

•  STATus : MEASurement: EVENt? コ マ ン ド を 用 い て レ ジ ス タ の 内 容 を 読 み 出 し た と き

•  MSR ? コ マ ン ド を 用 い て レ ジ ス タ の 内 容 を 読 み 出 し た と き

9 - 2 6 0 7 0 3 3 0
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9 . 5  S C P I ス テ ー タ ス • シ ス テ ム

⑶ Measurement Event Enable R e g i s t e rが ク リ ア さ れ る 条 件  

• 電 源 投 入 時

•  STATus : MEASur ement: ENAB 1е 0 コ マ ン ド を 実 行 し た と き

•  MSE 0 コ マ ン ド を 実 行 し た と き

9.5.5 クエシヨナブル■イベント■レジスタ

⑴ Ques t ionab1e Event Reg is t e r が セ ッ ト さ れ る 条 件

bit 値 条 件

0 : Voltage Overload 1 DCV， ACV， （AC + DC)Vの 測 定 値 が オ ー バ ー ロ ー ド  

で あ る

1 : Current Overload 2 DCI， ACI， （AC + DC) Iの 測 定 値 が オ ー バ ー ロ ー ド  

で あ る

2 : 未 使 用 4 常 に 0

3 : 未 使 用 8 常 に 0

4 : Frequency Overload 16 F r e q u e n c yの 測 定 値 が オ ー バ ー ロ ー ド で あ る

5 : 未 使 用 32 常 に 0

6 : 未 使 用 64 常 に 0

7 : 未 使 用 128 常 に 0

8 : 未 使 用 256 常 に 0

9 : Ohms Overload 512 2W， 2W - LoP， 4 W， 4 W - L〇Pの 測 定 値 が オ ー バ ー  ロ 

ー ド で あ る

10: Period Overload 1024 Periodの 測 定 値 が オ ー バ ー ロ ー ド で あ る

1 1 : Submeasure 

Overload

2 0 4 8 Submeasureに お け る 測 定 値 が オ ー バ ー ロ ー ド で  

ある

12: Alarm 4 0 9 6 ア ラ ー ム が 発 生 し た と き

1 3 : 未 使 用 819 2 常 に 0

1 4 : 未 使 用 163 8 4 常 に 0

1 5 : 未 使 用 32 7 6 8 常 に 0

0 7 0 3 3 0
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9 . 5  S C P I ス テ ー タ ス • シ ス テ ム

⑵ Questionable Event R e g i s t e rがクリアされる条件  

©電 源 投 入 時

® * C L S コマンドを実行したとき

®  STATus :QUEStionable :EVENt? コマンドを用いてレジスタの内容を読み出したとき  

e QSR? コマンドを用いてレジスタの内容を読み出したとき

⑶ Ques t ionab 1 e Event Enab 1 e Reg i s terがクリアされる条件

©電 源 投 入 時

❾ STATus:QUEStionable:ENABle 0 コマンドを実行したとき 

© Q S E  0 コ マ ン ド を 実 行 し た と き '

9. 5. 6 オペレーション■イベント■レジスタ

⑴ Operat ion Event Reg i s terがセットされる条件

bit 値 条件

0 : Calibrating 1 C A L が終了したとき

1 :未 使 用 2 常 に 0

2 : 未使用 4 常 に 0

3 : 未使用 8 常 に 0

4 : 未使用 16 常 に 0

5 : Waiting in TRG Lay 32 Trigger L a y e rに進んだとき

6 : Waiting in ARM Lay 64 Arm L a y e rに進んだとき

7 : 未使用 128 常 に 0

8 : Waiting in SCAN 

Lay

256 Scan Layerに進んだとき

9 : Idle 512 Idle状態になったとき

1 0 : 未使用 1024 常 に 0

1 1 : 未使用 2 0 4 8 常 に 0

1 2 : 未使用 4 0 9 6 常 に 0

1 3 : 未使用 8 1 9 2 常 に 0

1 4 : 未使用 1 6 3 8 4 常 に 0

1 5 : 未使用 3 2 7 6 8 常 に 0
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9 . 5  S C P I ス テ ー タ ス • シ ス テ ム

⑵ Operat ion Event Reg isterが ク リ ア さ れ る 条 件

® 電 源 投 入 時

©  * CLSコ マ ン ド を 実 行 し た と き

®  STATus:OPERation:EVENt? コ マ ン ド を 用 い て レ ジ ス タ の 内 容 を 読 み 出 し た と き  

©  0 SR? コ マ ン ド を 用 い て レ ジ ス タ の 内 容 を 読 み 出 し た と き

⑶ Operat ion Event Enable Registerが ク リ ア さ れ る 条 件

© 電 源 投 入 時

®  STATus :0PERat ion: ENABle 0 コ マ ン ド を 実 行 し た と き  

© O S E  0 コ マ ン ド を 実 行 し た と き

0 7 0 3 3 0
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9 . 6  GP I Вバ ッ フ ァ の 説 明

9. 6 GPIBバッファの説明

GPIB処 理 に 関 す る キ ュ ー • バ ッ フ ァ は 、 以 下 の 3 種 類 で す 。

• イ ン プ ッ ト • キ ュ ー  ------- (1)

♦ ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ----------- (2)

參 エ ラ ー • キ ュ ー   (3)

( 1 )  イ ン プ ッ ト • キ ュ ー （Input Queue)

イ ン プ ッ ト • キ ュ ー は 、 コ マ ン ド を 解 析 す る と き に  一■時的にァ1' 一 夕 を 格 納 す る た め  

に 用 い ら れ ま す 。 イ ン プ ッ ト • キ ュ ー の サ イ ズ は 1 0 2 4 バ イ ト で す 。

〔初 期 化 さ れ る 条 件 〕

* 電 源 投 入 時

( 2 )  ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー （Output Queue)

ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー は 、 ク エ リ • コ マ ン ド が 送 ら れ た と き 、 そ の ク エ リ に 関 す る  
デ ー タ • メ ッ セ ー ジ を 格 納 す る た め に 用 い ら れ ま す 。

デ ー タ • メ ッ セ ー ジ が ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー に 格 納 さ れ た と き 、S t a t u s В у t e 

Reg is terの ”Mess age Ava ilab1е В i t” が セ ッ ト さ れ 、 ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー が 空 に な  

る と ”Message Available Bit” は ク リ ア さ れ ま す 。

ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー の サ イ ズ は 2 0 4 8 バ イ ト で す 。

〔初 期 化 さ れ る 条 件 〕

鲁 電 源 投 入 時

• ク エ リ • コ マ ン ド を 用 い て デ ー タ • メ ッ セ ー ジ の 内 容 を す べ て 読 み 出 し た と き

( 3 )  エ ラ ー • キ ュ ー （Error Queue)

エフ ー • キ ュ ー は 、 エ フ ー が 発 生 し た と き 、 そ の エ フ 1 一 • メ ッ セ ー ジ を 格 納 す る た  

め に 用 い ら れ ま す 。

エ ラ ー • メ ッ セ ー ジ が エ ラ ー • キ ュ ー に 格 納 さ れ た と き 、Status Byte Registerの 

” Error Ava i1a b 1e В i t” が セ ッ ト さ れ 、 エ ラ ー • キ ュ ー が 空 に な る と ” Error 

AvailableBit” は ク リ ア さ れ ま す 。

エ ラ ー • キ ュ ー は 、 最 大 10個 ま で エ ラ ー を 記 憶 す る こ と が 可 能 で 、 1 1個 以 上 の エ ラ  

一 が 発 生 し た と き は 、 10個 目 の エ ラ ー が 以 下 の よ う に 置 き 変 わ り ま す 。

- 3 5 0 ,，’ Queue overflow”

ま た 、 エ ラ ー • キ ュ ー は FIF0 (First In First Out) 方 式 で エ ラ ー を ス ト ア す る の で 、 

エ ラ ー を 発 生 し た 順 序 通 り に 1 個 ず つ 読 み 出 す こ と が で き ま す 。

エ フ ー • キ ュ ー か ら エ フ ー • メ ッ セ ー ジ を 1個 読 み 出 す と 、 1個のエラ^一  • メ ッ セ  

ー ジ が 削 除 さ れ ま す 。 エ ラ ー を 読 み 出 す コ マ ン ド を 以 下 に 示 し ま す 。 •

•  :SYSTem：ERRor?

•  ERR?
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エ ラ ー が な い 場 合 は 、 以 下 の よ う な メ ッ セ ー ジ を 出 力 し ま す 。

0, ”No error”

〔初 期 化 さ れ る 条 件 〕

♦ 電 源 投 人 時

♦  *CLSコ マ ン ド を 実 行 し た と き

♦  :SYSTem:ERRor? コ マ ン ド を 用 い て エ ラ ー の 内 容 を す べ て 読 み 出 し た と き

♦  :STATus:QUEue :C L E a r コ マ ン ド を 実 行 し た と き

♦  ERR? コ マ ン ド を 用 い て エラーの内 容 を す べ て 読 み 出 し た と き

E R R ?

• パ ネ ル  ロ で エラーの内 容 を 読 み 出 し た と き

♦  Q C L コ マ ン ド を 実 行 し た と き

9 - 3 1 0 7 0 3 3 0
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9. 了• 1 〜 9. 7. 5項 

9. 7 . 1 〜 9. 7. 5項

9 . 7  コ マ ン ド 文 法

9. 7 コマンド文法

コ マ ン ド 文 法 に は 、 以 下 の 3種 類 が あ り ま す 。

ADCコ マ ン ド 9. 7. 6 9. 7. 7項

9. 7 . 1 大文字と小文字の区別

コ マ ン ド （共 通 コ マ ン ド と SCPIコ マ ン ド ） に は 、 大 文 字 と 小 文 字 の 区 別 が あ り ま せ  

ん 。 大 文 字 、 小 文 字 、 ま た は そ の 組 合 せ も 可 能 で す 。

9. 7. 2 ロ ン グ ■ フ ォ ー ム と シ ョ ー ト ■ フ ォ ー ム （SCPIコマンドに適用）

4 文 字 以 上 の SCPIコ マ ン ド に は 、 ロ ン グ • フ ォ ー ム と シ ョ ー ト • フ ォ ー ム が 設 定 で  

き ま す 。

4 文 字 未 満 の SCPIコ マ ン ド と 共 通 コ マ ン ド に は 、 シ ョ ー ト • フ ォ ー ム は あ り ま せ ん 。 

ロ ン グ • フ ォ ー ム 、 シ ョ ー ト • フ ォ ー ム 、 ま た は そ の 組 合 せ も 可 能 で す 。

た だ し 、 ロ ン グ • フ ォ ー ム と シ ョ ー ト • フ ォ ー ム の 中 間 は エ ラ ー と な り ま す 。

以 降 の 説 明 で は 、 シ ョ ー ト • フ ォ ー ム は 大 文 字 で 示 し ま す 。

9. 7.

〔例 〕 CONFigure:VOLTage:DC 

CONF :VOLT:DC 

CONFigure:VOLT:DC

CONFig:VOLTage:DC

ロ ン グ • フ ォ ー ム

シ ョ ー ト • フ ォ ー ム

ロ ン グ • フ ォ - ム と シ ョ - 卜 • フ ォ - ム の 組 合 せ

ロ ン グ • フ ォ - ム と シ ョ - 卜 • フ ォ - ム の 中 間 な の で エ ラ ー

コ マ ン ド の 変 数 （共 通 コ マ ン ド と SCPIコマンドに適用）

本 器 の コ マ ン ド 文 法 は 、 以 下 の 2つ の フ ォ ー マ ッ ト で 定 義 さ れ て い ま す 。 

① パ ラ メ ー タ を 伴 わ な い コ マ ン ド

〔フ ォ ー マ ッ ト 〕

〔例 〕 氺 RST

コマンド*

プログラム•ヘッダ

こ の コ マ ン ド に パ ラ メ ー タ は 不 要

② パ ラ メ ー タ を 伴 う コ マ ン ド  

〔フ ォ ー マ ッ ト 〕 コマンド•プログラム•ヘッダ + スペ-ス（空 白 文 字 ） + パラメ-夕

〔例 〕 氺 SAV

コマンド• 

プログラム•ヘッダ

0

パラメータ

:ノ、。ラ メ ー タ 0 が 必 要
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9 . 7  コ マ ン ド 文 法

( 1 ) コマンド • プログラム • ヘッダ

コ マ ン ド • プ ロ グ ラ ム • ヘ ッ ダ は 、 コ ロ ン （：） で 区 切 ら れ た 複 数 の ニ ー モ ニ ッ ク か  

ら な る 階 層 構 造 を 持 ち ま す 。

コマ ン ド • プ ロ グ ラ ム • ヘッダの 直 後 に 、 ク エ ッ ションマーク（？） を 付 け る と ク エ リ  

• コマンドになります。

⑵ ス ペ ー ス （空 白 文 字 ）

1 文 字 以 上 の ス ペ ー ス が 必 要 で す 。 ス ペ ー ス 以 外 は エ ラ ー と な り ま す 。

⑶ パ ラ メ ー タ

パ ラ メ ー タ に は 、 文 字 定 数 （ON， O F F な ど ） 、 数 値 、 文 字 変 数 （DEF， MAX, M I N な 

ど ） が 設 定 で き ま す 。

パ ラ メ ー タ は 以 下 の 記 号 を 用 い て 記 述 し ま す 。

①  記 号 |

複 数 の 選 択 対 象 か ら 1 つ を 選 択 す る こ と を 示 し ま す 。

〔例 〕 デ ジ タ ル • フ ィ ル タ で ス ム ー ジ ン グ を 選 択 す る 。

コ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス ： CALCulate:DFILter {NONE | SMOothing | AVERage }

設 定 例  ： CALCulate:DFILter SMOothing

② <  ON I OFF >

本 器 の 動 作 の ON/ OFFを 設 定 す る と き に 用 い ら れ ま す 。

ONの と き  ： СШ または1

O F F の と き ： O F F または0

〔例 〕 オ ー ト ゼ ロ を 設 定 す る 。

コ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス ： ZER0 : AUT0 < 0 N | OFF > -

設 定 例  ： ZERO:AUTO ON

または

ZERO:AUTO 1

③ <  数 値 >

数 値 表 現 形 式 。 指 数 表 現 も 可 能 で す 。

〔例 〕 サ ー ビ ス • リ ク エ ス ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ を ク リ ア す る 。

コ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス ： * SRE く 数 値 〉

設 定 例  ： *SRE 0

9 - 3 3 0 7 0 3 3 0
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④ < 数 値 | 文 字 変 数 >

数 値 表 現 形 式 （前 記 ③ ） 、 ま た は 以 下 の 文 字 変 数 の 1 つ か ら 構 成 さ れ ま す 。

DEFault : パ ラ メ ー タ は * R S T 時 の デ フ ォ ル ト 値 に 設 定 さ れ る 。

MAXimum  : パ ラ メ ー タ は 上 限 値 に 設 定 さ れ る 。

MINimum  : パ ラ メ ー タ は 下 限 値 に 設 定 さ れ る 。

MEASurement  : パ ラ メ ー タ は 現 在 存 在 す る 測 定 値 に 設 定 さ れ る 。

〔例 〕 ス ケ ー リ ン グ 定 数 X を デ フ ォ ル ト 値 に 設 定 す る 。

コマンド•リファレンス： CALCulate:FORMaい X 〈 数 値 | 文 字 変 数 〉

設 定 例  ： CALCulate : FORMat:X  DEFault

ま た は

CALCulate : FORMat:X  + 1 . 0 0 0 0 0 0 0 0 Е+ОО

(スケ-リング定数X のデフォルト値が + 1 . 0 0 0 0 0 0 0 0 Е +  0 0 のため）

9. 7. 4 ク エ リ ■ コ マ ン ド （共通コマンドとSCPIコマンドに適用）

ク エ リ • コ マ ン ド は 、 現 在 の 設 定 状 態 を 読 み 出 す コ マ ン ド で 、 下 記 の フ ォ ー マ ッ ト  

で 定 義 さ れ て い ま す 。

① パ ラ メ ー タ を 伴 わ な い コ マ ン ド

〔 フ ォ ー マ ッ ト 〕

コマンド•プログラム•ヘッダ +  ク ェ ッ シ ョ ン ト ク （？）

〔 例 〕 * TST ?  : コ モ ン • ク エ リ • コ マ ン ド

コマンド*

プログラム•ヘッダ

② パ ラ メ ー タ を 伴 う コ マ ン ド

パ ラ メ ー タ く 数 値 I 文 字 変 数 > を 伴 う コ マ ン ド は 、 以 下 の パ ラ メ ー タ を 用 い る こ  

と が で き ま す 。

DEFault : *RST時 の デ フ ォ ル ト 値 を 読 み 出 す 変 数  

MAXimun  : 上 限 値 を 読 み 出 す 変 数  

MINimum  : 下 限 値 を 読 み 出 す 変 数

〔 フ ォ ー マ ッ ト 〕

コマンド•プログラム•ヘッダ + クエッションマ-ク（？） . + スペース + パラトタ

〔{ 列 〕 CALCu late : DFIL ter : SMQo thing ?  MAXimum  : _h 限イ直のクエリ•コマンド 
コマンド•プDグラム•ヘッダ パラメ-夕
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9.7 コマンド文法

9.7.5 階 層 構 造 と コ マ ン ド 記 述 （共通コマンドとSCPIコマンドに適用）

SCPIコ マ ン ド は 、 サ ブ シ ス テ ム 毎 に 分 類 さ れ 、 コ マ ン ド の パ ス と し て 組 み 合 わ さ れ  

ま す 。

А サブシステム（ル-トコマンド）

I J К L

V W

図 9 - 7

⑴ カ レ ン ト • パ ス • ポ イ ン タ の 移 動

カ レ ン ト • パ ス • ポ イ ン タ は 、 以 下 の 規 則 に 従 っ て 移 動 し ま す 。

❺ 電 源 投 入 時  ：カ レ ン ト • パ ス • ポ イ ン タ は 、 ル ー ト に セ ッ ト さ れ ま す 。

❽ タ ー ミ ネ ー タ  ：カ レ ン ト • パ ス • ポ イ ン タ は 、 ル ー ト に セ ッ ト さ れ ま す 。

(プログラム行の終了）

вコ ロ ン （：） ：カ レ ン ト • パ ス • ポ イ ン タ を コ マ ン ド • ツ リ ー の 中 で 1 階 層 下

に 移 動 し ま す 。

コ ロ ン （：） が コ マ ン ド の 先 頭 の 場 合

• カ レ ン ト • パ ス • ポ イ ン タ は 、 ル ー ト に セ ッ ト さ れ ま す 。 

• コ ロ ン （：） を 省 略 で き ま す 。

〔例 〕 ：CALC : NULL : DATA? = CALC : NULL : DATA?

❺ セ ミ コ ロ ン （；） ：カ レ ン ト • パ ス • ポ イ ン タ を 変 更 し ま せ ん 。 •

た だ し 、 セ ミ コ ロ ン （；）の す ぐ 後 に コ ロ ン （：） が あ る と 、 カレ 

ン ト • パ ス • ポ イ ン タ は 、 ル ー ト に セ ッ ト さ れ ま す 。

( 次 頁 の 正 し い 設 定 例 ① 參 照 ）

❶ 共 通 コ マ ン ド  ：セ ミ コ ロ ン （；） で 区 切 れ ば 、 共 通 コ マ ン ド は ど こ の パ ス で も 実

行 で き ま す 。

ま た 、 共 通 コ マ ン ド の 実 行 に よ っ て カ レ ン ト • パ ス • ポ イ ン タ  

は 、 何 の 影 響 も 受 け ま せ ん 。 （次 頁 の 正 し い 設 定 例 ④ 參 照 ）

カ レ ン ト • パ ス • ポ イ ン タ は 、 下 の 階 層 に し か 動 き ま せ ん 。

上 の 階 層 の コ マ ン ド の 実 行 は 、 ル ー ト • コ マ ン ド か ら 設 定 し な け れ ば な り ま せ ん 。

カレント•パスポインタ 

の移動

В サブシステム（ル-トコマンF

X Y Z -  :B :N:Z —
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正 し ぃ 設 定 例 （図 9 - 7 參 照 ）

2 つ 目 の コ マ ン ド （：В : M ) の コ ロ ン （：） は 、 セ ミ コ ロ ン （；） の す ぐ 後 に あ る の で 、 

カ レ ン ト • パ ス • ポ イ ン タ が ル ー ト に セ ッ ト さ れ ま す 。

2 つ の コ マ ン ド （：A :Iと ：В :М) は 正 し い 設 定 で す 。

②  ：А十 J;K

コ ロ ン （：） は 、 カ レ ン ト • パ ス • ポ イ ン タ を コ マ ン ド • ツ リ ー の 中 で 1 階 層 下 に 移  

動 す る の で 、 コ マ ン ド ：A : Iを 処 理 す る と カ レ ン ト • パ ス • ポ イ ン タ は 、 Aサ ブ シ ス  

テ ム の 下 の 階 層 に 移 動 し ま す 。

セ ミ コ ロ ン （；） は 、 カ レ ン ト • パ ス • ポ イ ン タ を 変 更 し な い の で 、 こ の 階 層 に あ る  

コ マ ン ド JとК は 正 し い 設 定 で す 。

:A :I ;J;K = :A :I ;:A :J ;:A:K

③  ：B :M ;レ W;V

コ ロ ン （：） は 、 カ レ ン ト • パ ス • ポ イ ン タ を コ マ ン ド • ツ リ ー の 中 で 1 階 層 下 に  

移 動 す る の で 、 コ マ ン ド ：B :Mを 処 理 す る と カ レ ン ト • パ ス • ポ イ ン タ は 、 Вサ ブ シ  

ス テ 厶 の 下 の 階 層 に 移 動 し ま す 。 パ ス L は こ の 階 層 に あ る の で 、 コ マ ン ド い • W は正 

し い 設 定 で す 。 コ マ ン ド L :W を 処 理 す る と カ レ ン ト • パ ス • ポ イ ン タ は 、 パ ス L の 

下 の 階 層 に 移 動 し ま す 。 コ マ ン ド V は こ の 階 層 に あ る の で 、 コ マ ン ド V は 正 し い 設  

定 で す 。

:B :M ;L :W;V - :B :M ;:B :L :W ;:B :L:V

④  ：A :I;*T R G ;J;K

コ ロ ン （：） は 、 カ レ ン ト • パ ス • ポ イ ン タ を コ マ ン ド • ツ リ ー の 中 で 1 階 層 下 に  

移 動 す る の で 、 コ マ ン ド ：A :：[ を 処 理 す る と カ レ ン ト • パ ス • ポ イ ン タ は 、 Aサ ブ シ  

ス テ ム の 下 の 階 層 に 移 動 し ま す 。

共 通 コ マ ン ド は 、 カ レ ン ト • パ ス • ポ イ ン タ の 階 層 に 関 係 な く 実 行 で き ま す 。

ま た 、 カ レ ン ト • パ ス • ポ イ ン タ を 変 更 し な い の で 、 コ マ ン ド Jお よ び К も 実 行 で  

き ま す 。 ■

:A :I ;*TRG ;J;K =  :A :I;^TR G ;:A :J ;:A:K

誤 っ た 設 定 例 （図 9 - 了 参 照 ）

① ：A  : I ; В : M

コ ロ ン （：） は 、 カ レ ン ト • パ ス • ポ イ ン タ を コ マ ン ド • ツ リ ー の 中 で 1 階 層 下 に 移  

動 す る の で 、 コ マ ン ド ：А:：[ を 処 理 す る と カ レ ン ト • パ ス • ポ イ ン タ は 、 Аサ ブ シ ス  

テ ム の 下 の 階 層 に 移 動 し ま す 。

セ ミ コ ロ ン （；） は 、 カ レ ン ト • パ ス • ポ イ ン タ を 変 更 し な い の で 、 こ の 階 層 で コ マ  

ン ド В : М を 探 す が 、 Вと い う ニ ー モ ニ ッ ク が な い の で エ ラ ー と な り ま す 。

:A :Iを 実 行 し た 後 に ：В を 実 行 し た い 場 合 は 、 以 下 の よ う に 設 定 し て 下 さ い 。

:А: I; : В : М
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② ：B :L :V ;N:Z

コ ロ ン （：） は 、 カ レ ン ト • パ ス • ポ イ ン タ を コ マ ン ド • ツ リ ー の 中 で 1 階 層 下 に 移  

動 す る の で 、 コ マ ン ド ：в a : vを 処 理 す る と カ レ ン ト • パ ス • ポ イ ン タ は 、 パ ス l の 

下 の 階 層 に 移 動 し ま す 。 こ の 階 層 で コ マ ン ド N :Z を 探 す が N と い う ニ ー モ ニ ッ ク が  

な い の で エ ラ ー と な り ま す 。

:B :い Vを 実 行 し た 後 に ：В :N :Zを 実 行 し た い 場 合 は 、 以 下 の よ う に 設 定 し て 下 さ い 。 

:B :L :V ;:B :N:Z

⑵ コ マ ン ド 記 述

NULLを 例 と し て 、 コ マ ン ド の 記 述 方 法 に つ い て 説 明 し ま す 。

NULLコ マ ン ド は 、 コ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス に 以 下 の よ う に 示 し て あ り ま す 。

上 記 3つ の コ マ ン ド は 、 以 下 の よ う に 設 定 で き ま す 。

:CALCulate:NULL:STATe ON ゆ NULLを 設 定 す る  

:CALCulate:NULL :STATe? NULL の 設 定 の ク エ リ

:CALCulate:NULL :DATA? ゆ NULL 値 の ク エ リ

上 記 の コ マ ン ド • パ ス は ：CALCu 1a t e サ ブ シ ス テ ム に 属 し 、 コ マ ン ド が ど の よ う な  

構 成 で 組 み 合 わ さ れ て い る か を 明 示 的 に 示 し て い ま す 。

こ れ を ツ リ ー 構 造 で 書 く と 、 以 下 の よ う に な り ま す 。

:CALCulate ( ル ー ト ） 第 1 レベル

:NULL

:STATe < 0 N I OFF) :STATe? :DATA?

第 2 レベル

第 3 レベル

各 プ ロ グ ラ ム は 、 カ レ ン ト • パ ス • ポ イ ン タ が ル ー ト • コ マ ン ド （：CALCul ate) か 

ら 始 ま り 、 下 の 階 層 に 順 に 移 動 さ せ な が ら コ マ ン ド を 実 行 し て い き ま す 。

CALCulate

:NULL

STATe < 0 N

STATe?

DATA?

OFF)

①
②
③

夕一メ

ド

ド
 

)
 

ランン

ト
 

パママ
 

一 

+
ココ

Л
 

ド

•

 

•

ゝ

У

リ

リ

ススマエエ 
パパコクク

-^
-^
-^
-^
-^
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⑶ 複 数 の コ マ ン ド 記 述

本 器 は 複 数 の コ マ ン ド を 、 セ ミ コ ロ ン （；） で 区 切 っ て 1 行 で 記 述 で き ま す 。

〔例 〕 デ ジ タ ル • フ ィ ル タ の ス ム ー ジ ン グ 回 数 の ク エ リ を 行 っ た 後 、 デ ジ タ ル • フ  

ィ ル タ の ア ベ レ ー ジ ン グ 回 数 の ク エ リ を 行 う 。

:CALCulate:DFILter :SMOothing? ; :CALCulate:DFILter :AVERage?

コ マ ン ド の 階 層 が 同 じ コ マ ン ド は 、 そ れ よ り 上 流 の コ マ ン ド • パ ス が 省 略 で  

き ま す 。

:CALCulate:DFILter:SMOothing? ;AVERage?

最 初 の コ マ ン ド （：SM〇othing? ) を 実 行 す る と 、 カ レ ン ト • パ ス • ポ イ ン タ は  

第 3 レ ベ ル に 移 動 し ま す 。 次 の コ マ ン ド （：AVER.age? ) も ま た 第 3 レ ベ ル に あ  

る の で 、 す べ て の コ マ ン ド • パ ス を 書 か な い で 実 行 で き ま す 。

た だ し 、 ：AVERage? に あ る 先 頭 の コ ロ ン （：）は プ ロ グ ラ ム に 含 み ま せ ん 。 

コ ロ ン （：）を 入 れ る と 、 カ レ ン ト • パ ス • ポ イ ン タ は ル ー ト に セ ッ ト さ れ 、 

:AVERage? が ル ー ト • コ マ ン ド と 解 釈 さ れ ま す 0 

:AVERage? は 、 ル ー ト • コ マ ン ド で な い の で エ ラ ー と な り ま す 。

⑷ コ マ ン ド 実 行 の 決 ま り

♦ コ マ ン ド は 、 プ ロ グ ラ ム 行 に 書 か れ た 順 に 実 行 さ れ ま す 。

❿ 無 効 な コ マ ン ド は エ ラ ー を 発 生 し 、 実 行 し ま せ ん 。

• プ ロ グ ラ ム 行 で 複 数 の コ マ ン ド を 記 述 し た と き 、 途 中 に エ ラ ー が あ っ た 場 合 は 、 

• エ ラ ー の 前 に あ る 有 効 な コ マ ン ド は 実 行 さ れ ま す 。

• エ ラ ー の 後 に あ る 有 効 な コ マ ン ド は 無 視 さ れ ま す 。
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〔例 〕 ” F 1R4 NL 1”

” Fl，R U L 1”

”FI R4 N L T

⑵ コ マ ン ド 実 行 の 決 ま り

癱 コ マ ン ド は 、 プ ロ グ ラ ム 行 に 書 か れ た 順 に 実 行 さ れ ま す 。

籲 無 効 な コ マ ン ド は エ ラ ー を 発 生 し 、 実 行 し ま せ ん 。

籲 プ ロ グ ラ ム 行 で 複 数 の コ マ ン ド を 記 述 し た と き 、 途 中 に エ ラ ー が あ っ た 場 合 は 、 

• エ ラ ー の 前 に あ る 有 効 な コ マ ン ド は 実 行 さ れ ま す 。

• エ ラ ー の 後 に あ る 有 効 な コ マ ン ド は 無 視 さ れ ま す 。

9. 7. 6 コマンド記述 （ADGコマンドに適用）

( 1 ) 複 数 の コ マ ン ド 記 述

本 器 は 複 数 の コ マ ン ド を 、 1 行 で 記 述 で き ま す 。

__________________________________________________________________________________________________________________ 9 . 7 マ ン ド 文 法
〇
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9.8 共通コマンドー覧

共 通 コ マ ン ド は 、 IEEE488. 2 の 規 格 に 定 義 さ れ て い る コ マ ン ド で す 。

こ の 節 で は 、 共 通 コ マ ン ド を 一 覧 表 で 示 し ま す 。

共 通 コ マ ン ド の 詳 細 説 明 は 〔9 . 1 3 節 〕 に 示 し ま す 。

(1 / 2 )

コ マ ン ド 内容

木CLS クリア•ステ-タス•コマンド(Clear Status)

イ ベ ン ト • レ ジ ス タ と エ ラ ー • キ ュ ー の ク リ ア

*ESE <数 値 〉 スタンダ-ド•イベント•ステ-タス•イネ-ブル•コマンド（Standard Event Status Enable Command) 

ス タ ン ダ ー ド • イ ベ ン ト • ス テ ー タ ス • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ の 設 定

ШЕ ? スタンダ-ド•イベント•ステ-タス•イネ-ブル•クエリ（Standard Event Status Enable Query) 

ス タ ン ダ ー ド • イ ベ ン ト • ス テ ー タ ス • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ の ク エ リ

*ESR? スタンダ'-ド•イベント•ステ-タス•!/ジスタ•クエリ(Standard Event Status Register Query) 

ス タ ン ダ ー ド • イ ベ ン ト • ス テ ー タ ス • レ ジ ス タ の ク エ リ

木 IDN? アイデンティフィケ-ション•クエリ（Identification Query) 

機 種 の 問 い 合 わ せ

本0 PC オペレーンヨン•コンプリ-卜•コマンド（Operation Complete Command) 

コ マ ン ド 動 作 終 了 の 通 知

木 0 PC ? オペレ-ション•コンブ1トト•クエリ(Operation Complete Query) 
コ マ ン ド 動 作 終 了 の 通 知

* 0РТ? オプション•アイデンティフィケーンョン•クエリ(Option Identification Query) 

オ プ シ ョ ン の 問 い 合 わ せ

*RCL <数 値 〉 リコ-ル•コマンF (Recall Command) 

機 器 の 設 定 の リ コ ー ル

ШТ リセット•コマンド(Reset Command) 

機 器 の リ セ ッ ト

*SAV く数値〉 セ-ブ•コマンド（Save Command) 

機 器 の 設 定 の セ ー ブ

*SRE <数 値 〉 サ-ビス•リクエスト•イネ-ブル•コマンド（Service Request Enable Command) 

サ ー ビ ス • リ ク エ ス ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ の 設 定

ШЕ ? サ-ビス•リクエスト•イネ-ブル•クエリ(Service Request Enable Query) 

サ ー ビ ス • リ ク エ ス ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ の ク エ リ

ШВ ? 1トド•ステ-タス•バイト•クヱ1j (Read Status Byte Query) 

ス テ ー タ ス • バ イ ト • レ ジ ス タ の ク エ リ
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(2/ 2)

コ マ ン ド 内 容

*TRG トリガ•コマンド（Trigger Command)
機 器 に ト リ ガ を か け る

*TST? セルフテスト•クエリ(Self-Test Query)

セ ル フ テ ス ト 結 果 の 問 い 合 わ せ

砸 I ウェイト•コンティニュ- •コマンド（Wait Continue Command)

コ マ ン ド 動 作 終 了 ま で 待 つ

9 - 4 1 0 7 0 3 3 0
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9. 9 SCPIコマンドー覧

SCPIコ マ ン ド は 、 SCPI標 準 フ ォ ー マ ッ ト に 準 拠 し て 設 計 さ れ て い ま す 。 

こ の 節 で は 、 SCPIコ マ ン ド を 一 覧 表 で 示 し ま す 。

SCPIコ マ ン ド の 詳 細 説 明 は 〔9 . 1 4 節 〕 に 示 し ま す 。

コ マ ン ド に 用 い る 記 号 説 明

• 記 号 〔 〕

囲 ま れ た 項 目 は オ プ シ ョ ン （省 略 可 能 ） を 示 し ま す 。

• 記 号 |

複 数 の 選 択 対 象 か ら 1 つ を 選 択 す る こ と を 示 し ま す 。

• 記 号 { }

囲 ま れ た 項 目 の 中 で 、 記 号 | で 区 切 ら れ た 複 数 の 項 目 を 1 つ 選  

択 す る こ と を 示 し ま す 。

• 記 号  < 0 N | OFF〉

本 器 の 動 作 の 0 N/ 0 FFを 設 定 す る と き に 用 い ら れ ま す 。

ON の と き ゅ  O N または1 

O F F の と き 哞  O F F または0

• 記 号 く 数 値 〉

数 値 表 現 形 式 。 指 数 表 現 も 可 能 で す 。

• 記 号 く 数 値 | 文 字 変 数 〉

数 値 表 現 形 式 （上 記 ） ま た は 以 下 の 文 字 変 数 の 1 つ か ら 構 成  

さ れ ま す 。

DEFault : パ ラ メ - 夕 は * R S T 時 の デ フ ォ ル ト 値 に 設 定 さ れ る

MAXimum : パ ラ メ - 夕 は 上 限 値 に 設 定 さ れ る

MIN imum : パ ラ メ - 夕 は 下 限 値 に 設 定 さ れ る

MEASurement: パ ラ メ - 夕 は 現 在 存 在 す る 測 定 値 に 設 定 さ れ る

0 7 0 3 3 0
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⑴ 測 定 に 関 す る コ マ ン ド (1/26)

コ マ ン ド

: F E T C h ?

: R E A D ?

: C O N F i g u r e
:VOLTage:DC

:VOLTage:AC ( 6 5 8 1の み ） 

:CURRent:DC

:CURRerU:AC ( 6 5 8 1の み ） 

:RES i s tance 

:FRES i stance 

:FREQuency ( 6 5 8 1の み ） 

:PERiod ( 6 5 8 1の み ）

: C O N F i g u r e ?

内容

測 定 デ ー タ の 読 み 出 し 設 定  

測 定 デ ー タ の 読 み 出 し 設 定

直 流 電 圧 フ ァ ン ク シ ョ ン の 設定 

交 流 電 圧 フ ァ ン ク シ ョ ン の 設定 

直 流 電 流 フ ァ ン ク シ ョ ン の 設定 

交 流 電 流 フ ァ ン ク シ ョ ン の 設定 

2 線 式 抵 抗 フ ァ ン ク シ ョ ン の 設定 

4 線 式 抵 抗 フ ァ ン ク シ ョ ン の 設定 

周 波 数 フ ァ ン ク シ ョ ン の 設定 

周 期 フ ァ ン ク シ ョ ン の 設定

フ ァ ン ク シ ョ ン の 設 定 の ク エ リ
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⑵ C A L C U L A T Eサブシステム (2/ 26)

コ マ ン ド 内容

: C A L C u l a t e

NULL:STATe < 0 N | OFF) 

NULL :STATe?

NULL :DATA?

NULLの ON/ OFF設 定

NULLの ON/ OFF設 定 の ク エ リ

NULL値 の ク エ リ

DFILter {NONE 

DFILter?

SMOothing | AVERage } デ ジ タ ル • フ ィ ル タ の 選 択  

デ ジ タ ル • フ ィ ル タ の 選 択 の ク エ リ

DFILter:STATe 

DFILter :STATe?

< 0 N | OFF) デ ジ タ ル • フ ィ ル タ の 0 N/ 0 FF設 定  

デ ジ タ ル • フ ィ ル タ の 0 N/ 0 FF設 定 の ク エ リ

DFILter :SM〇othing { 〈数 値 〉 MINimum 

MAXimum DEFault }

ス ム ー ジ ン グ 回 数 の 設 定

DFILter:SMOothing? [MINimum MAXimum 

| DEFault]

ス ム ー ジ ン グ 回 数 の 設 定 の ク エ リ

:DFILter:AVERage { く 数 値 〉 MINimum 

MAXimum DEFau 1 1 }

ア ベ レ ー ジ ン グ 回 数 の 設 定

:DFILter:AVERage [MINimum MAXimum 

| DEFault]

ア ベ レ ー ジ ン グ 回 数 の 設 定 の ク エ リ

:F0 RMat {NONE 

| DELTa | DB 

OTEMperature

FORMat?

SCALing DEViation 

RMS | DBM |

RTD }

フ ォ ー マ ッ ト 演 算 の 選 択  

フ ォ ー マ ッ ト 演 算 選 択 の ク エ リ

FORMat:STATe 

FORMat :STATe?

くON | OFF〉 フ ォ ー マ ッ ト 演 算 の 0 N/ 0 FF設 定  

フ ォ ー マ ッ ト 演 算 の 0 N/ 0 FF設 定 の ク エ リ

:FORMat :SCALing:X { 〈数 値  > | MINimum 

MAXimum DEFault MEASurement }

ス ケ ー リ ン グ 定 数 の X設 定

:FORMat :SCALing:X? [MINimum | MAXimum 

| DEFault]

ス ケ ー リ ン グ 定 数 の X設 定 の ク エ リ

:FORMat :SCALing:Y { 〈数 値 〉 | MINimum 

MAXimum DEFault MEASurement }

ス ケ ー リ ン グ 定 数 の Y設 定

:FORMat :SCALing:Y ? [MINimum | MAXimum 

DEFault]

ス ケ ー リ ン グ 定 数 の Y設 定 の ク エ リ

:FORMat :SCALing:Z {く 数 値  > | МШпиш 

MAXimum DEFault MEASurement }

ス ケ ー リ ン グ 定 数 の Z設 定

:FORMat :SCALing:Z? [MINimum | MAXimum 

| DEFault]

ス ケ ー リ ン グ 定 数 の Z設 定 の ク エ リ

:F0 RMat :DEViat ion { 〈数 値 〉 MINimum 

MAXimum DEFault MEASurement }

% 偏 差 定 数 の 設 定

:FORMat :DEViation? [MINimum MAXimum 

| DEFault]

% 偏 差 定 数 の 設 定 の ク エ リ

9 - 4 4 0 7 0 3 3 0



6 5 8 1 シリーズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱説明書

9 . 9  SCPIコ マ ン ド ー 覧

(C A L C U L A T Eサブシステム） （3/26)

コ マ ン ド 内 容

：C A  L С u 1 a t e

:F0 RMa い DB {く 数 値 〉 | MINimum dB変 換 定 数 の 設 定

I MAXimum I DEFault MEASurement }

:F0 RMat :DB? [MINimum MAXimum dB変 換 定 数 の 設 定 の ク エ リ

| DEFault]

:FORMat：RMS { く 数 値 〉 MINimum R M S サ ン プ ル 数 の 設 定

| MAXimum | DEFault }

：FORMat:RMS? [MINimum MAXimum R M S サ ン プ ル 数 の 設 定 の ク エ リ

| DEFault]

：FORMat:DBM {く 数 値 〉 MINimum d B m 変 換 定 数 の 設 定

MAXimum | DEFau 1 1 MEASurement }

:FORMat:DBM? [MINimum MAXimum d B m 変 換 定 数 の 設 定 の ク エ リ

| DEFault]

iFORMat: OTEMperature :TEMP {く 数 値 〉 室 温 の 設 定

MINimum MAXimum DEFault }

：FORMat:OTEMperature：TEMP? [MINimum 室 温 の 設 定 の ク エ リ

I MAXimum I DEFault]

:FORMa t : OTEMperature : LENGth { く 数 値 〉 被 測 定 電 線 長 の 設 定

MINimum MAXimum I DEFault }

:FORMat:OTEMperature：LENGth? [MINimum 被 測 定 電 線 長 の 設 定 の ク エ リ

| MAXimum | DEFault]

:FORMat：RTD { IPTS68 | ITS90 } R T D の 目 盛 設 定

：F0 RMat：RTD? R T D の 目 盛 設 定 の ク エ リ

:FORMat:RTD:UNIT {C | F | К } R T D の 単 位 設 定

:FORMat:RTD :UNIT? R T D の 単 位 設 定 の ク エ リ

:LIMit:STATe CON | OFF〉 コ ン パ レ ー タ の 0 N/ 0 FF設 定

:LIMit :STATe? コ ン パ レ ー タ の 0 N/ 0 FF設 定 の ク エ リ

:LIMit:LOWer {く 数 値 〉 I MINimum I コ ン パ レ ー タ の 下 限 値 設 定

MAXimum DEFault MEASurement }

:LIMit：LOWer? [MINimum MAXimum コ ン パ レ ー タ の 下 限 値 設 定 の ク エ リ

| DEFault]

:LIMit:UPPer {く 数 値 〉 I MINimum I コ ン パ レ ー タ の 上 限 値 設 定

MAXimum DEFault MEASurement }

:LIMit：UPPer? [MINimum MAXimum コ ン パ レ ー タ の 上 限 値 設 定 の ク エ リ

| DEFault]
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(C A L C U L A T Eサブシステム） (4/26)

コ マ ン ド 内容

: C A L C u l a t e

:LIMit:PASS:UPPer 〈ON | OFF〉 コ ン パ レ ー タ の 上 限 値 パ ス 設 定

:LIMit:PASS :UPPer? コ ン パ レ ー タ の 上 限 値 パ ス 設 定 の ク エ リ

:LIMit:PASS:MID < 0 N 0 FF > コ ン パ レ ー タ の 中 間 値 パ ス 設 定

:LIMit:PASS :MID ? コ ン パ レ ー タ の 中 間 値 パ ス 設 定 の ク エ リ

:LIMit:PASS:LOWer < 0 N | OFF) コ ン パ レ ー タ の 下 限 値 パ ス 設 定

:LIMit:PASS :LOWer? コ ン パ レ ー タ の 下 限 値 パ ス 設 定 の ク エ リ

:LIMit:BEEPer {OFF | FAIL | PASS} コ ン パ レ ー タ の ビ ー プ 設 定

:LIMi t :BEEPer? コ ン パ レ ー タ の ビ ー プ 設 定 の ク エ リ

:STATistics:STATe < 0 N ] OFF) 統 計 演 算 の 0 N/ 0 FF設 定

:STATistics:STATe? 統 計 演 算 の 0 N/ 0 FF設 定 の ク エ リ

:STATistics:DATA? 統 計 演 算 の 結 果 の ク エ リ

:STATistics:COUNt { 〈数 値 〉 |MINimum 統 計 演 算 の サ ン プ ル 数 設 定

| MAXimum | DEFault }

：STATistics:COUNt? [MINimum MAXimum 統 計 演 算 の サ ン プ ル 数 設 定 の ク エ リ

| DEFault]
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⑶ C A L I B R A T I O Nサブシステム (5/26)

コ マ ン ド 内容

: C A L i b r a t i o n

:EXTernal くON | OFF〉 外 部 校 正 の ON/ OFF設 定

:EXTerna1? 外 部 校 正 の ON/ OFF設 定 の ク エ リ

:EXTernal:ZERO:FRONt 外 部 ゼ ロ 校 正 （フDント入力） の 実 行

:EXTernal:ZERO:REAR 外 部 ゼ ロ 校 正 （リ了入力） の 実 行

:EXTernal:ZERO :FRONt :DATA? 外 部 ゼ ロ 校 正 （フDント入力） の 実 行 結 果 の

クエリ

:EXTernal:ZERO :REAR :DATA? 外 部 ゼ ロ 校 正 （リア入力） の実行結果のクエリ

:EXTernal:DCV { く 数 値 〉 | MINimum D C V 外 部 校 正 の 実 行

| MAXimum | DEFault }

:EXTernal:DCV? D C V 外 部 校 正 の 校 正 値 の ク エ リ

:EXTernal:DCV :DATA? D C V 外 部 校 正 の 実 行 結 果 の ク エ リ

:EXTernal:OHM { 〈数 値 〉 | MINimum O H M 外 部 校 正 の 実 行

MAXimum DEFault }

:EXTernal:OHM? O H M 外 部 校 正 の 校 正 値 の ク エ リ

:EXTernal:OHM :DATA? O H M 外 部 校 正 の 実 行 結 果 の ク エ リ

:INTernal:ALL DCV， AC， OHM内 部 校 正 の 実 行

: INTernal:DCV D C V 内 部 校 正 の 実 行

: INTernal:AC ( 6 5 8 1の み ） A C 内 部 校 正 の 実 行

: INTernal:OHM O H M 内 部 校 正 の 実 行

: INTernal:DCV :TEMPerature? D C V 内 部 校 正 実 行 時 の 内 部 温 度 の ク エ リ

: INTernal:A C :TEMPerature? ( 6 5 8 1の み ） A C 内 部 校 正 実 行 時 の 内 部 温 度 の ク エ リ

: INTernal:OHM TEMPerature? O H M 内 部 校 正 実 行 時 の 内 部 温 度 の ク エ リ
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⑷ D I S P L A Yサブシステム (6/26)

コ マ ン ド 内容

: D  I S P 1 а у くON | OFF〉 パ ネ ル 表 示 の ON/ OFF設 定

: D  I S P 1 а у ? パ ネ ル 表 示 の ON/ OFF設 定 の ク エ リ

(5) FORMATサブシステム (7/26)

コ マ ン ド 内容

: F 〇 R  M  a t

[ :DATA] くデ-夕•タイプ〉[，〈デ -夕長〉] デ ー タ 出 カ フ ォ ー マ ッ ト の 指 定

[:DATA]? デ ー タ 出 カ フ ォ ー マ ッ ト の 指 定 の ク エ リ

:ELEMents {HEADer, SHEader,LIMi t, デ ー タ 出 カ エ レ メ ン ト の 指 定

4 WCHeck, CHANnel, NULL, DFILter,

FORMat, TIMEstamp, NONE}

:ELEMents?

※ た だ し 、 S H E a d e rは 6 5 8 1 の み 有 効

(6) I N P U Tサブシステム (8/26)

コ マ ン ド 内容

: I  N  P  u t

:GUARd { FLOat | LOW } G U A R Dの 設 定

:GUARd? G U A R Dの 設 定 の ク エ リ

:T E R M i n a l { FRONt | REAR} 入 力 端 子 の 選 択

:TERMinal? 入 力 端 子 の 選 択 の ク エ リ
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(7) WIMEM 0 R Y サ ブ シ ス テ ム (9/26)

コ マ ン ド 内容

: М М Е М о г у

:CATalog? メモリ•カードのストア•ファイル状態のクエリ

:DELete くファイル名〉 指 定 フ ァ イ ル の 削 除

:DELete:ALL す べ て の フ ァ イ ル を 削 除

:FREE? メ モ リ • カ ー ド の 使 用 状 況 の ク エ リ

:INITialize メ モ リ • カ ー ド の 初 期 化

:DSTore くファイル名〉 デ ー タ • ス ト ア 時 の フ ァ イ ル 名 指 定

:DSTore:STATe < 0 N | OFF) デ ー タ • ス ト ア の 0 N/ 0 FF設 定

:DSTore :STATe? デ ー タ • ス ト ア の 0 N/ 0 FF設 定 の ク エ リ

:DSTore:POINts { く 数 値 〉 MINimum ス ト ア す る デ ー タ 数 の 設 定

| MAXimum | DEFault }

:DSTore:POINts? [MINimum MAXimum ス ト ア す る デ ー タ 数 の 設 定 の ク エ リ

| DEFault]

:DRECall:NUMBer {く 数 値 1> | メモリ•力-ドのデ-夕•リトル範囲設定

MINimum MAXimum DEFault,

<数 値 2> | MINimum | MAXimum |

DEFault }

:DRECall:NUMBer? [MINimum (MAXimum メモリ•力- F のデ-夕•リコ-ル範囲設定のクエリ

DEFault, MINimum MAXimum

DEFault]

: D R E C a l lくファイル名〉 メ モ リ • 力 - ド の デ ー タ • リ コ ー ル 実 行

: D R E C a l h H E A D e r〈ファイル名〉 メモリ•力-ドにセ-ブしてあるヘッダ部のリコール実行

:DRECall:POINts〈ファイル名〉 メモリ•力-ドにセ-ブしてあるデ-夕数のリコール実行

••PSTore くファイル名〉 パ ネ ル • ス ト ア 実 行

: P R E C a l lくファイル名〉 メ モ リ • 力 ^ ー  ド の パ ネ ル • リ コ ー ル 実 行

:TRANsfer くファイル名〉 内 部 メ モ リ か ら メ モ リ • カ ー ド へ の コ ピ - 実 行
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⑻ OUTPUTサブシステム （10/26)

コ マ ン ド 内容

: 〇 и T P u t
:ANALogout:STATe <0N OFF) ア ナ ロ グ 出 力 の 0N/0FF設 定

:ANALogout:STATe? ア ナ ロ グ 出 力 の 0N/0FF設 定 の ク エ リ

:C0Lumn { く 数 値 1>， く数値 2〉} ア ナ ロ グ 出 力 の カ ラ ム 設 定

:COLumn? ア ナ ロ グ 出 力 の カ ラ ム 設 定 の ク エ リ

:0FFSet <0N | 0FF> アナログ出力のオフセットの0N/0FF設 定

rOFFSet? アナログ出力のオフセットの0N/0FF設定のクエリ

:BCDout:STATe くON | OFF〉 BCD出 力 の 0N/0FF設 定

:BCDout:STATe? BCD出 力 の 0N/0FF設 定 の ク エ リ

:PRINter:STATe <0N | OFF) プ リ ン タ の 0N/0FF設 定

:PRINter:STATe? プ リ ン タ の 0N/0FF設 定 の ク エ リ

(9) R O U T E サブシステム (11/26)
コ マ ン ド 内容

:R 〇 U T  e
:CL0Se { 〈数 値 〉 MINinuim MAXimum ス キ ャ ナ • チ ャ ン ネ ル • ク ロ ー ズ の 設 定

| DEFault }
:CL0Se? ス キ ャ ナ • チ ャ ン ネ ル • ク ロ ー ズ の 設 定 の  

クエリ

:0PEN ス キ ャ ナ • チ ャ ン ネ ル • オ ー プ ン の 設 定

:SCAN:STATe <0N | OFF) ス キ ャ ナ の 0N/0FF設 定

:SCAN:STATe? ス キ ャ ナ の 0N/0FF設 定 の ク エ リ

:SCAN { <数 値 1> | MINimum | MAXimum スキャナのスタ-卜•チャンネルとストップ•チャンネルの設定

| DEFault, <数 値 2> |

MINimum MAXimum
DEFault }

:SCAN? [MINimum MAXimum | DEFault, スキャナのスタ-卜•チャンネルとストップ•チャンネルの設定

MINimum J MAXimum | の ク エ リ

DEFault]
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デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー  タ

取扱説 明 書

9. 9 S С Р Iコ マ ン ド ー 覧

(10) S E N S E サブシステム ( 1 2 / 2 6 )

コ マ ン ド 内容

C : S E N  S e ]

:VOLTage :DC:RANGe { 〈数 値 〉 | MINimum D C V ファンクションのレンジ設定

| MAXimum | DEFault }

:VOLTage:D C :RANGe? [MINimum | MAXimum D C V ファンクションのレンジ設定のクエリ

| DEFault]

:V 0 LTage :D C :RANGe :AUT0 < 0N | OFF) D C V ファンクションの才-卜•レンジ0 N/ 0 FF設 定

:V 0 LTage :D C :RANGe :AUT0? D C V ファンクションの才-卜•レンジ0 N/ 0 FF設定のクエリ

:VOLTage :DC:DIGits {く 数 値 〉 | MINimum | D C V ファンクションのレゾリューション設定

MAXimum DEFault }

:VOLTage :D C :DIGits? [MINimum ] D C V ファンクションのレゾリューション設定の

MAXimum DEFault] クエリ

:VOLTage:DC:NPLCycles {く 数 値  > | D C V ファンクションの積分時間（PLC)設 定

MINimum MAXimum DEFault }

:VOLTage :D C :NPLCycles? [MINimum | D C V ファンクションの積分時間（PLC)設定のクエリ

MAXimum DEFault]

:VOLTage:DC:APERture { 〈数 値  > | D C V ファンクションの積分時間（SEC)設 定

MINimum MAXimum DEFault }

:VOLTage :D C :APERture? [MINimum | D C V ファンクションの積分時間（SEC)設定のクエリ

MAXimum DEFault]

:V 0 LTage :D C :PR0 Tection < 0 N OFF) D C V ファンクションの過電圧入力保護0 N/ 0 FF 

設 定

:V 0 LTage :D C :PR0 Tection? D C V ファンクションの過電圧入力保護0 N/ 0 FF 

設 定 の ク エ リ

:VOLTage :DC:RATio < 0 N 0 FF> レ シ オ 測 定 の 0 N/ 0 FF設 定

:VOLTage :D C :RATio? レ シ オ 測 定 の 0 N/ 0 FF設 定 の ク エ リ
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取 扱 説 明 書

9 . 9  S С Р Iコ マ ン ド ー 覧

(S E N S E サ ブ シ ス テ ム 6581のみ） （13/26)

コ マ ン ド 内容

〔： S E N  S e 〕

:VOLTage:AC:RANGe { 〈数 値 〉 | MINimum A C V ファンクションのレンジ設定

1 MAXimum | DEFault }

:VOLTage:АС:RANGe? [MINimum MAXimum A C V ファンクションのレンジ設定のクエリ

| DEFault]

:VOLTage:A C :RANGe:AUTO < 0 N OFF) A C V ファンクションの才-卜•レンジ0 N/ 0 FF設 定

:VOLTage:A C :RANGe :AUTO? A C V ファンクションの才-卜•レンジ0 N/ 0 FF設定のクエリ

:VOLTage:AC:DIGits { く 数 値 〉 | MINimum | A C V ファンクションのレゾリューション設定

MAXimum DEFault }

:VOLTage:A C :DIGits? [MINimum | MAXimum | A C V ファンクションのレゾリューション設定の

DEFault] クエリ

:VOLTage:AC:NPLCycles { く 数 値 〉 A C V ファンクションの積分時間（PLC)設 定

MINimum MAXimum DEFault }

:VOLTage:A C :NPLCyc1es? [MINimum A C V ファンクションの積分時間（PLC)設定のクエリ

MAXimum DEFault]

:VOLTage:AC:APERture { 〈数 値  > | A C V ファンクションの積分時間（SEC)設 定

MINimum MAXimum DEFault }

:VOLTage:A C :APERture? [MINimum A C V ファンクションの積分時間（SEC)設定のクエリ

MAXimum DEFault]

:VOLTage:AC:FILTer {FAST | MID | SLOW} A C V ファンクションの周波数帯域設定

:VOLTage:A C :FILTer? A C V ファンクションの周波数帯域設定のクエリ

:VOLTage:AC:COUPling {AC | DC} A C V ファンクションのカップリング選択

:VOLTage:A C :COUPling? A C V ファンクションのカップリング選択のクエリ

:VOLTage:AC:SUBMeasure {FREQuency A C V ファンクションの補助測定の選択

| PERiod}

:VOLTage:A C :SUBMeasure? A C V ファンクションの補助測定の選択のクエリ

:VOLTage:A C :SUBMeasure:STATe < 0 N OFF) A C V ファンクションの補助測定の0 N/ 0 FF設 定

•• VOLTage : A C : SUBMeasure : STATe? A C V ファンクションの補助測定の0 N/ 0 FF設 定 の

クエリ
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6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱説明書

9. 9 SCPIコ マ ン ド ー 覧

( S E N S E サブシステム） (14/26)

コマンド 内容

С : S Е N  S е ]

:RES i stance : RANGe {く 数 値 〉 MINimum 2 W Q ファンクションのレンジ設定

MAXimum DEFault }

:RES istance:RANGe? [MINimum MAXimum 2 W Q ファンクションのレンジ設定のクエリ

DEFault]

:RESistance:RANGe:AUTO < 0 N | 0 FF > 2W Q ファンクションのオート•レンジ0 N/ 0 FF設 定

:RESistance:RANGe:AUTO? 2W Q ファンクションの才-卜•レンジ0 N/ 0 FF設定のクエリ

:RESistance:DIGits { く 数 値 〉 MINimum 2W Q ファンクションのレゾリューション設定

MAXimum DEFault }

:RESistance:DIGits? [MINimum MAXimum 2W Q ファンクションのレゾリューション設定の

DEFault] クエリ

:RESistance:NPLCycles { 〈数 値 〉 2W Q ファンクションの積分時間（PLC)設 定

MINimum | MAXimum DEFault }

:RESistance:NPLCycles? [MINimum 2W Q ファンクションの積分時間（PLC)設定のクエリ

MAXimum | DEFault]

:RESistance:APERture {く 数 値 〉 2W Q ファンクションの積分時間（SEC)設 定

MINimum MAXimum DEFault }

:RESistance:APERture? [MINimum 2W Q ファンクションの積分時間（SEC)設定のクエリ

MAXimum DEFault]

:RESistance:OCOMpensated < 0 N OFF) 2W Q ファンクションのオフセット電圧補正機能0 N/ 0 FF

設 定

:RESistance：OCOMpensated? 2W Q ファンクションのオフセット電圧補正機能0 N/ 0 FF

設 定 の ク エ リ

：RESistance:RANGe：LIMit {く レンジ下限値 〉 2W Q ファンクションのレンジ移動範囲の設定
I
I MINimum I MAXimum I DEFault } ,

{ 〈レンジ上限値 〉 MINimum MAXimum

DEFault }

:RESistance:RANGe:LIMi t? [MINimum 2W Q ファンクションのレンジ移動範囲の設定の

MAXimum DEFault],[MINimum クエリ

MAXimum DEFault]

:RESistance:POWer {HI | LOW } 2 WfiファンクションのHI/ L0Wパ ワ ー 選 択

:RESistance:POWer? 2W Q ファンクションのHI/ L0Wパワー選択のクエリ

:RESistance:PROTection < 0 N 0 FF> 2W Q ファンクションの過電圧入力保護0 N/ 0 FF

設 定

:RESistance:PROTect ion? 2Wfiファンクションの過電圧入力保護0 N/ 0 FF
設 定 の グ エ リ

9 - 5 3 0 7 0 3 3 0
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デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱説明書

9 . 9  S С Р Iコ マ ン ド ー 覧

(S E N S E サブシステム） (15/26)

コ マ ン ド  内容

S E N S e 〕

:FRESistance:RANGe { く 数 値 〉 |MINinium 

| MAXimum | DEFault }

:FRESistance:RANGe? [MINimum | MAXimum 

I DEFaul t]

:FRESistance:RANGe:AUTO くON | OFF〉 

iFRESistance:RANGe :AUTO?

:FRESistance:DIGi ts {く 数 値  > | 

MINimum | MAXimum | DEFault } 

:FRESistance:DIGits? [MINimum | 

MAXimum | DEFault]

:FRESistance:NPLCycles { く 数 値  > I 

MINimum | MAXimum | DEFault }

:FRESistance :NPLCyc1es? [MINimum | 

MAXimum | DEFault]

:FRESistance:APERture { く 数 値  > |

MINimum | MAXimum | DEFault } 

:FRESistance:APERture? [MINimum | 

MAXimum | DEFault]

:FRESistance:SOURce {OCOMpensated | 

CHECk }

:FRES i stance:SOURce?

:FRESistance:SOURce:STATe < 0 N | OFF) 

:FRESistance:SOURce :STATe?

:FRESistance:RANGe:LIMit { 〈レンジ下限値〉 

I MINimum | MAXimum | DEFault } ,

{くレンジ上限値〉 I MINimum I MAXimum 

DEFault }

:FRESistance:RANGe:LIMi t? [MINimum 

MAXimum DEFau 1 1 ] , [MINimum 

MAXimum DEFaul t]

:FRESistance:POWer {HI | LOW } 

:FRESistance :POWer?

4 Wfiファンクションのレンジ設定

4 W Q ファンクションのレンジ設定のクエリ

4W Q ファンクションの才-卜•レンジ0 N/ 0 FF設 定  

4 W Q ファンクションの才-卜•レンジ0 N/ 0 FF設定のクエリ

4 W Q ファンクションのレゾリューション設定

4 W Q ファンクションのレゾリューション設定の 

クエリ

4 W Q ファンクションの積分時間（PLC)設 定  

4 W Q ファンクションの積分時間（PLC)設定のクエリ

4 W Q ファンクションの積分時間（SEC)設 定  

4W Q ファンクションの積分時間（SEC)設定のクエリ

4 W Q ファンクションのオフセット電圧補正機能と4 W Q  

チェックの選択

4 W Q ファンクションのオフセット電圧補正機能と4W Q  

チェックの選択のクエリ 

4 W Q ファンクションの付加機能（”0 HM C0MP”， 

”4W チェック”） の 0 N/ 0 FF設 定  

4 W Q ファンクションの付加機能（”0 HM C0MP”， 

”4W チェック”） の 0 N/ 0 FF設 定 の ク エ リ

4 W Q ファンクションのレンジ移動範囲の設定

4 W Q ファンクションのレンジ移動範囲の設定の

クエリ

4 W Q ファンクションのHI/ L0Wパ ワ ー 選 択  

4 W D ファンクションのHI/ LOWパワー選択のクエリ
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9 . 9  SCPIコ マ ン ド ー 覧

( S E N S Eサブシステム） （16/26)

コ マ ン ド 内容

C : S E N  S e ]

:CURRent:DC:RANGe { 〈数 値  > | МШтиш D C I ファンクションのレンジ設定

| MAXimum | DEFault }

:CURRent:D C :RANGe? [MINimum | MAXimum D C I ファンクションのレンジ設定のクエリ

| DEFault]

:CURRent:D C :RANGe:AUTO < 0 N OFF) D C I ファンクションの才-卜•レンジ0 N/ 0 FF設 定

:CURRent:D C :RANGe :AUTO? D C I ファンクションの才-卜•レンジ0 N/ 0 FF設定のクエリ

:CURRent:DC:DIGits { 〈数 値 〉 | MINimum D C I ファンクションのレゾリューション設定

MAXimum DEFault }

' :CURRent:D C :DIGits? [MINimum | MAXimum D C I ファンクションのレゾリューション設定の

DEFault] クエリ

:CURRent :DC:NPLCycles { く 数 値  > | D C I ファンクションの積分時間（PLC)設 定

MINimum MAXimum DEFault }

:CURRent :D C :NPLCycles? [MINimum D C I ファンクションの積分時間（PLC)設定のクエリ

MAXimum DEFault]

:CURRent:DC:APERture {く 数 値  > | D C I ファンクションの積分時間（SEC)設 定

MINimum MAXimum DEFault }

:CURRent:D C :APERture? [MINimum D C I ファンクションの積分時間（SEC)設定のクエリ

MAXimum DEFau 1 1]
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デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱 説 明 書

9 . 9  S С Р Iコ マ ン ド ー 覧

(S E N S E サ ブ シ ス テ ム 6581のみ） (17/26)

コ マ ン ド  内 容

:CURRent:AC:RANGe { く 数 値  > | MINimum

| MAXimum | DEFault } 

:CURRent:A C :RANGe? [MINimum | MAXimum 

I DEFault]

:CURRent:A C :RANGe:AUTO < 0 N | OFF) 

:CURRent:A C :RANGe :AUTO?

:CURRent:AC:DIGits { く 数 値 〉 |MINimum 

I MAXimum | DEFault }

:CURRent:A C :DIGits? [MINimum | MAXimum 

I DEFault]

:CURRent :AC:NPLCycles { 〈数 値  > | 

MINimum | MAXimum | DEFault } 

:CURRent :A C :NPLCycles? [MINimum | 

MAXimum | DEFault]

:CURRent:AC:APERture { く 数 値  > I 

MINimum | MAXimum | DEFault } 

:CURRent :A C :APERture? [MINimum | 

MAXimum | DEFault]

:CURRent:AC:FILTer {FAST | MID | SLOW} 

:CURRent:A C :FILTer?

C U R R e n t :AC:COUPling {АС I DC} 

:CURRent:A C :COUPling?

:CURRent:A C :SUBMeasure {FREQuency 

I PERiod}

:CURRent:A C :SUBMeasure?

:CURRent :A C :SUBMeasure:STATe < 0 N | OFF) 

:CURRent :A C :SUBMeasure:STATe?

A C I フ ァ ン ク シ ョ ン の レ ン ジ 設 定

A C I フ ァ ン ク シ ョ ン の レ ン ジ 設 定 の ク エ リ

A C I ファンクションの才-卜•レンジ0 N/ 0 FF設 定  

A C I ファンクションの才-卜•レンジ0 N/ 0 FF設 定 の ク エ リ

A C I フ ァ ン ク シ ョ ン の レ ゾ リ ュ ー シ ョ ン 設 定

A C I フ ァ ン ク シ ョ ン の レ ゾ リ ュ ー シ ョ ン 設 定 の  

ク エ リ

A C I フ ァ ン ク シ ョ ン の 積 分 時 間 （PLC) 設 定  

A C I フ ァ ン ク シ ョ ン の 積 分 時 間 （PLC) 設 定 の ク エ リ

A C I フ ァ ン ク シ ョ ン の 積 分 時 間 （SEC) 設 定  

A C I フ ァ ン ク シ ョ ン の 積 分 時 間 （SEC) 設 定 の ク エ リ

A C I フ ァ ン ク シ ョ ン の 周 波 数 帯 域 設 定

A C I フ ァ ン ク シ ョ ン の 周 波 数 帯 域 設 定 の ク エ リ

A C I フ ァ ン ク シ ョ ン の カ ッ プ リ ン グ 選 択  

A C I フ ァ ン ク シ ョ ン の カ ッ プ リ ン グ 選 択 の ク エ リ

A C I フ ァ ン ク シ ョ ン の 補 助 測 定 の 選 択

A C I フ ァ ン ク シ ョ ン の 補 助 測 定 の 選 択 の ク エ リ

A C I フ ァ ン ク シ ョ ン の 補 助 測 定 0 N/ 0 FF設 定  

A C I フ ァ ン ク シ ョ ン の 補 助 測 定 0 N/ 0 FF設 定 の ク エ リ
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デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱 説 明 書

9 . 9  S C P I コ マ ン ド ー 覧

(S E N S E サ ブ シ ス テ ム 6581のみ） (1 8 / 2 6)

コ マ ン ド 内容

〔：S E N  S e 〕

:FREQuency:VOLTage:RANGe {く 数 値  > | 周波数ファンクションの測定ソ-ス（電 圧 ）のレンジ設

MINimum MAXimum DEFault } 定

:FREQuency :VOLTage:RANGe? [MINimum 周波数ファンクションの測定'ノ-ス（電 圧 ）のレンジ設

MAXimum DEFau 1 1] 定 の ク エ リ

:FREQuency:CURRent:RANGe {く 数 値  > | 周波数ファンクションの測定ソ-ス（電 流 ）のレンジ設

MINimum MAXimum DEFault } 定

:FREQuency:CURRent:RANGe? [MINimum 周波数ファンクションの測定'ノ-ス（電 流 ）のレンジ設

MAXimum DEFault] 定 の ク エ リ

:FREQuency:RANGe:AUTO < 0 N | OFF) 周波数ファンクションの測定ソ-スの才-卜•レンジ0 N/ 0 FF 

設 定

:FREQueиcy :RANGe :AUTO? 周波数ファンクションの測定ソ-スの才-卜•レンジ0 N/ 0 FF 

設 定 の ク エ リ

：FREQuency: APERture {く 数 値  | 周波数ファンクションのゲ-卜•タイム（SEC)設 定

MINimum MAXimum DEFault }

:FREQuency :APERture? [MINimum 周波数ファンクションのゲ-卜•タイム（SEC)設 定 の

MAXimum DEFault] クエリ

:FREQuency:L E V e l { く 数 値 〉 MINimum 周波数ファンクションのトリガ•レベル設定

MAXimum DEFau 1t }

：FREQuency：LEVe 1? [MINimum MAXimum 周波数ファンクションのトリガ•レベル設定の

| DEFault] クエリ

:FREQuency：COUPling {AC DC} 周波数ファンクションのカップリング選択

:FREQuency:COUP ling? 周波数ファンクションのカップリング選択のクエリ

:FREQuency:SOURce {VOLTag CURRent } 周波数ファンクションの測定ソースの選択

:FREQuency:SOURce? 周波数ファンクションの測定ソースの選択のクエリ
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取 扱 説 明 書

9 . 9  S C P I コ マ ン ド ー 覧

(S E N S E サ ブ シ ス テ ム 6581のみ） （19/26)

コ マ ン ド 内容

[ : S E N  S e )

:PERiod：VOLTage：RANGe {く 数 値  > | 周期ファンクションの測定ソ-ス（電 圧 ）のレンジ設定

MINimum MAXimum | DEFault }

:PERiod :VOLTage :RANGe? [MIN imum 周期ファンクションの測定ソ-ス（電 圧 ）のレンジ設定

MAXimum DEFault] の ク エ リ

:PERiod :CURRent：RANGe {く 数 値  > | 周期ファンクションの測定ソ-ス（電 流 ）のレンジ設定

MINimum MAXimum DEFault }

:PERiod：CURRent:RANGe? [MINimum | 周期ファンクションの測定ソ-ス（電 流 ）のレンジ設定

MAXimum DEFault] の ク エ リ

:PERiod :RANGe:AUTO < 0 N OFF) 周期ファンクションの測定ソ-スの才-トレンジ0 N/ 0 FF設 定

：PERiod：RANGe：AUTO? 周期フ 7ンクションの測定ソ-スの才-トレンジ0 N/ 0 FF設 定  

の ク エ リ

:PERiod:APERture {く 数 値  > | 周期ファンクションのゲ-卜•タイム（SEC)設 定

MINimum MAXimum DEFault }

:PERiod :APERture? [MINimum 周期ファンクションのゲ-卜•タイム（SEC)設定のクエリ

MAXimum DEFault]

：P E R i o d : L E V e l {く 数 値 〉 | MINimum 周期ファンクションのトリガ•レベル設定

MAXimum DEFault }

:PERiod：LEVel? [MINimum | MAXimum 周期ファンクションのトリガ•レベル設定のク

| DEFault] エリ

:PBRiod:COUPling {AC | DC} 周期ファンクションのカップリング選択

:PERiod :COUPling? 周期ファンクションのカップリング選択のクエリ

:PERiod :SOURce. {VOLTage | CURRent } 周期ファンクションの測定ソースの選択

:PERiod :SOURce? 周期ファンクションの測定ソースの選択のクエリ
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(S E N S Eサブシステム） (20/26)

コ マ ン ド 内容

〔：S E N  S e 〕

:ZER0 : AUT0 < 0 N | OFF) オ ー ト • ゼ ロ の ON/ OFF設 定

:ZER0 : AUT0? オ ー ト • ゼ ロ の 0 N/ 0 FF設 定 の ク エ リ

: ITEMperature? 内 部 温 度 測 定 の ク エ リ

:LFREquency? 電 源 周 波 数 測 定 の ク エ リ

(11) STATUSサブシステム (21/26)

コ マ ン ド 内容

: S T A T u s

:MEASurement:EVENt? メジヤメント•イベント•レジスタのクエリ

:MEASurement :ENABle く数値〉 メジャメント•イベント•イネ-ブル•レジスタの設定

:MEASurement:ENAB 1e? メジャメント•イベント•イネ-ブル•レジスタのクエリ

:QUEStionable:EVENt? クエツショナブル•イベント•いジスタのクエリ

:QUEStionable:ENABle〈数 値 〉 クエツショナブル•イベント•イネ-ブル•1/ジスタの設定

:QUEStionable:ENABle? クエツショナブル•イベント•イネ-ブル•レジスタのクエリ

:OPERation:EVENt? オペレ-ション•イベント•レジスタのクエリ

:OPERation:ENABle 〈数 値 〉 オペレ-ション•イベント•イネ-ブル•レジスタの設定

:OPERation:ENABle? オペレ-ション•イベント•イネ-ブル•レジスタのクエリ

:PRESet メジャメント•イベント•イネ-プル•レジスタ、

クエツショナブル•イベント•イネ1•'ブル•いジスタ、

オペレ-ション•イベント•イネ-ブル•レジスタの初期化

:QUEue:CLEar エ ラ ー • キ ュ ー の 初 期 化
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6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱 説 明 書

9 . 9  S С Р Гコ マ ン ド ー 覧

(12) SYSTEMサブシステム (22/ 26)

コ マ ン ド 内容

: S Y  S T  e m

:GPIB :DELImiter:STRing {COMMa | SPACe ス ト リ ン グ • デ リ ミ タ の 設 定

| CRLF}

:GPIB:DELImi ter :STRing? ス ト リ ン グ • デ リ ミ タ の 設 定 の ク エ リ

:GPIB :DELImiter:BLOCk {CRLF LF ブ ロ ッ ク • デ リ ミ タ の 設 定

EOI | LFEOi }

:GPIB :DELImiter:BLOCk? ブ ロ ッ ク • デ リ ミ タ の 設 定 の ク エ リ

:BEEPer:STATe くON | OFF〉 ブ ザ ー の 0 N/ 0 FF設 定

:BEEPer :STATe? ブ ザ ー の 0 N/ 0 FF設 定 の ク エ リ

:ERRor? エ ラ ー の ク エ リ

:VERSion? SCPIバ ー ジ ョ ン の ク エ リ

:DATE <年 〉， 〈月 〉， く日〉 年 月 日 の 設 定

:DATE? 年 月 日 の 設 定 の ク エ リ

:TIME く 時 間 〉， く分〉， く秒〉 時 間 の 設 定

：TIME? 時 間 の 設 定 の ク エ リ
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(13) T R A C E サブシステム （23/26 )

コ マ ン ド 内容

: T  R  А С e

:STATe < 0 N | OFF) デ ー タ • ス ト ア の ON/OFF設 定

:STATe? デ ー タ • ス ト ア の ON/OFF設 定 の ク エ リ

:CLEar 内 部 メ モ リ の 初 期 化

:BC0 Ntrol {FULL | PRETrigger} デ ー タ • ス ト ア 終 了 条 件 の 設 定

:BC0 Ntrol? デ ー タ • ス ト ア 終 了 条 件 の 設 定 の ク エ リ

:BCONtrol:PRETrigger {MANual | BUS プ リ ト リ ガ の ソ ー ス 設 定

| EXTernal}

:BCONt ro 1 :PRETrigger? プ リ ト リ ガ の ソ ー ス 設 定 の ク エ リ

:P0 INts { 〈数 値  > | MINimum | MAXimum ス ト ア • デ ー タ 数 の 設 定

| DEFault }

:P0 INts? [MINimum MAXimum DEFault] ス ト ア • デ ー タ 数 の 設 定 の ク エ リ

:NUMBer { 〈数 値 〉 MINimum MAXimum 内 部 メ モ リ の リ コ ー ル 範 囲 設 定

丨 DEFault, <数 値 > | MINimum |

MAXimum DEFault }

:NUMBer? 内 部 メ モ リ の リ コ ー ル 範 囲 設 定 の ク エ リ

:DATA? 内 部 メ モ リ の ス ト ア • デ ー タ の リ コ ー ル 実

行

:DATA :POINts? 内 部 メ モ リ に ス ト ア し て あ る デ ー タ 数 の リ

コ ー ル 実 行

:DATA :NUMBer? 内 部 メ モ リ に ス ト ア し て あ る デ ー タ 範 囲 の

リ コ ー ル 実 行

:FAST :DATA? FASTモ ー ド 時 の 真 値 算 出 前 の デ ー タ の ク エ リ

:FAST :GAIN? FASTモ ー ド 時 の GAINデ ー タ の ク エ リ

:FAST :ZER0? FASTモ ー ド 時 の OFFSETデ ー タ の ク エ リ
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(14) T R I G G E Rサブシステム (24/26)

コ マ ン ド  内容

ト リ ガ • シ ス テ ム の ス タ ー ト

トリガ•システム•コンティこュ-のON/ OFF設 定

トリガ•システム•コンティニュ-のON/ OFF設 定 の ク エ リ

: I  N I T i a t e

: I N I T i a t e
:CONTinuous < 0 N I OFF) 

:CONTinuous?

: A В 〇 R t

: A R M
:PASS < 0 N I OFF)

:PASS?

:S0 URce {IMMediate I MANual I BUS 

I EXTernal I LEVel I TLINk I TIMer } 

:S0 URce?

:DELay {く 数 値 〉 I MINimum I 

MAXimum I DEFault }

:DELay? [MINimum I MAXimum I 

DEFault]

:SOURce:TIMer {く 数 値 〉 I MINimum 

I MAXimum I DEFault }

:SOURce:TIMer ? [MINimum | MAXimum 

I DEFault]

:C0 UNt { <数 値 〉 I MINimum I 

MAXimum I DEFault I INFinite} 

:C0 UNt ? [MINimum I MAXimum I 

DEFault ]

:C0MPlete CON I OFF〉

:C0MPlete?

強 制 的 に IDLE状 態 に 移 る  

ア ー ム • レ イ ヤ

ア ー ム • レ イ ヤ の パ ス 0 N/ 0 FF設 定  

ア ー ム • レ イ ヤ の パ ス 0 N/ 0 FF設 定 の ク エ リ  

ア ー ム • レ イ ヤ の ソ ー ス の 選 択

ア ー ム • レ イ ヤ の ソ ー ス の 選 択 の ク エ リ

ア ー ム • レ イ ヤ の デ ィ レ イ 設 定

ア ー ム • レ イ ヤ の デ ィ レ イ 設 定 の ク エ リ

ア ー ム • レ イ ヤ の タ イ マ 設 定  

ア ー ム • レ イ ヤ の タ イ マ 設 定 の ク エ リ

ア ー ム • レ イ ヤ の カ ウ ン ト 設 定  

ア ー ム • レ イ ヤ の カ ウ ン ト 設 定 の ク エ リ

ア ー ム • レ イ ヤ の コ ン プ リ ー ト 0 N/ 0 FF設 定  

ア ー ム • レ イ ヤ の コ ン プ リ ー ト 0 N/ 0 FF設 定  

の ク エ リ
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レイヤ

レ イ ヤ の パ ス ON/OFF設 定  

レ イ ヤ の パ ス ON/OFF設 定 の ク ェ リ  

レ イ ヤ の ソースの選 択

(25/26)

内容

ス キ ャ ン • レ イ ヤ

ス キ ャ ン • レ イ ヤ の パ ス ON/OFF設 定  

ス キ ャ ン • レ イ ヤ の パ ス 0 N/ 0 FF設定のクエリ 

ス キ ャ ン • レ イ ヤ の ソ ー ス の 選 択

ス キ ャ ン • レ イ ヤ の ソ ー ス の 選 択 の ク エ リ

ス キ ャ ン • レ イ ヤ の デ ィ レ イ 設 定

ス キ ャ ン • レ イ ヤ の デ ィ レ イ 設 定 の ク エ リ

ス キ ャ ン • レ イ ヤ の タ イ マ 設 定

ス キ ャ ン • レ イ ヤ の タ イ マ 設 定 の ク エ リ

ス キ ャ ン • レ イ ヤ の カ ウ ン ト 設 定

ス キ ャ ン • レ イ ヤ の カ ウ ン ト 設 定 の ク エ リ

スキャン•レイヤのコンプリ-卜 0 N/ 0 FF設 定  

スキャン•レイヤのコンプリ-卜 0 N/ 0 FF設定のクェリ

______________________________ 9 . 9 — S С Р Iー コ マ ン ド ー 嘗

J ガ . レ イ ヤ の ソ ー ス の 選 択 の ク エ リ  

J ガ • レ イ ヤ の デ ィ レ イ 設 定  

J ガ • レ イ ヤ の デ ィ レ イ 設 定 の ク エ リ  

J ガ • レ イ ヤ の タ イ マ 設 定  

J ガ • レ イ ヤ の タ イ マ 設 定 の ク エ リ

J ガ • レ イ ヤ の カ ウ ン ト 設 定

J ガ • レ イ ヤ の カ ウ ン ト 設 定 の ク エ リ

J ガ • レ イ ヤ の コ ン プ リ ー ト 0 N/ 0 FF設 定  

J ガ • レ イ ヤ の コ ン プ リ ー ト 0 N/ 0 FF設 定

の ク エ リ

(T R I G G E Rサフシステム）

コマンド

A R M : L A Y e r 2 

:PASS < 0 N | OFF) 

PASS?

:SOURce { II^IMediate 

| EXTernal | LEVel 

:S0 URce?

MANual

TLINk

BUS

TIMer }

:DELay {く 数 値 〉 | MINinum | MAXimum 

| DEFault }

:DELay? [MINimum | MAXimum | DEFault]

:SOURce:TIMer {く 数 値 〉 | MINimum 

| MAXimum | DEFau 1 1 } 

:SOURce:TIMer? [MINimum | MAXimum 

I DEFault]

rCOUNt { 〈数値  > I MINimum j MAXimum 

I DEFault I INFinite}

:C0 UNt? [MINimum | MAXimum | DEFault]

:C0MPlete CON j OFF〉

:C0MPlete?

T  R  I G  g e r 

:PASS < 0 N I OFF) 

:PASS?

:S0 URce {mMediate 

I EXTernal | LEVel 

••SOURce?

MANual

LINE

BUS

TIMer }

:DELay {く 数値 > j MINimum j MAXimum 

I DEFault }

:DELay? [MINimum j MAXimum j DEFault]

:SOURce:TIMer { < 数 値 > | MINinum | 

MAXimum | DEFault }

:SOURce :TIMer? [MINimum | MAXimum | 

DEFault]

:C0 UNt {く 数値 > j MINimum j MAXimum 

I DEFault I INFinite}

:C0 UNt? [MINimum I MAXimum I DEFault]

:C0MPlete < 0 N | 0 FF> 

:C0MPlete ?

ガ

ガ

ガ

ガ
 

リ

リ

リ

リ
 

ь
 

ь
 

к-
г
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( T R I G G E Rサブシステム） (26/26)

コ マ ン ド 内容

: T  S Y  S t e m

:EXTernal:SLOPe {POS i t ive | NEGat ive} 外 部 ト リ ガ の ス ロ ー プ 設 定

:EXTernal:SLOPe? 外 部 ト リ ガ の ス ロ ー プ 設 定 の ク エ リ

: L E V e l { く 数 値 〉 MINimum MAXimum ト リ ガ • レ ベ ル 設 定

| DEFault }

:LEVel? [MINimum MAXimum DEFault] ト リ ガ • レ ベ ル 設 定 の ク エ リ

:LEVel:SLOPe {POSitive NEGative} レ ベ ル • ト リ ガ の レ ベ ル 設 定

:LEVel:SLOPe? レ ベ ル • ト リ ガ の レ ベ ル 設 定 の ク エ リ

:LAYer:DISPlay <0N | OFF) レ イ ヤ の 表 示 0N/0FF設 定

:LAYer:DISPlay? レ イ ヤ の 表 示 0N/0FF設 定 の ク エ リ

:FAST:STATe くON | OFF〉 FASTモ ー ド の 0N/0FF設 定

:FAST:STATe? FASTモ ー ド の 0N/0FF設 定 の ク エ リ

:FAST:RATE {く 数 値 〉 MINimum FASTモ ー ド の レ ー ト 設 定

MAXimum DEFau 11 }

:FAST:RATE? [MINimum | MAXimum | FASTモ ー ド の レ ー ト 設 定 の ク エ リ

DEFau 11]
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9 . 10 ADCコ マ ン ド ー 覧

ADCコマンドー覧

本 器 は コ ン ト ロ ー ラ に よ っ て 、 測 定 • 演 算 機 能 の 選 択 な ど を 外 部 設 定 す る こ と が で  

き ま す 。

コ マ ン ド の 種 類 と 、 参 照 先 を 以 下 に 示 し ま す 。

コ マ ン ド の 種 類 説 明 参 照 先

フ ァ ン ク シ ョ ン 測 定 フ ァ ン ク シ ョ ン 表 9-3

レンジ フ ァ ン ク シ ョ ン 毎 の 測 定 可 能 な レ ン ジ 表 9-4

積 分 時 間 積 分 時 間 の 設 定 表 9- 5 - 1

ゲ ー ト • タ イ ム ゲ ー ト • タ イ ム の 設 定 表 9 - 5 - 2

そ の 他 の 測 定 そ の 他 の 測 定 条 件 設 定 表 9 - 6

ト リ ガ • シ ス テ ム ト リ ガ • シ ス テ ム 設 定 表 9-7

FASTモ ー ド FASTモ ー ド 表 9 - 8

各 種 演 算 演 算 の 0 N/ 0 FFを 演 算 定 数 設 定 表 9-9

内 部 メ モ リ 、 メ モ リ • カ ー ド 内 部 メ モ リ 、 メ モ リ • カ ー ド の 各 種 設 定 表 9- 1 0

サ ー ビ ス • リ ク エ ス ト サ ー ビ ス • リ ク エ ス ト 表 9 - 11

各 種 出 力 条 件 各 種 出 力 条 件 表 9 - 1乙

校 正 校 正 表 9 - 13

オ プ シ ョ ン オ プ シ ョ ン 表 9 - 14

ク エ リ • コ マ ン ド 現 在 の 設 定 状 態 を 読 み 出 す 表 9- 1 5

9 - 6 5 0 7 0 3 3 0
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表 9 - 3 測 定 フ ァ ン ク シ ョ ン

コ ー ド フ ァ ン ク シ ョ ン 初 期 値

F 1 直 流 電 圧 測 定 （DCV) 〇

F2 交 流 電 圧 測 定 （ACV) ( 6 5 8 1の み ）

F3 2 線 式 抵 抗 測 定 （2W 0 HM)

F4 4 線 式 抵 抗 測 定 （4 W 0 HM)

F5 直 流 電 流 測 定 （DCI)

F6 交 流 電 流 測 定 （ACI) ( 6 5 8 1の み ）

FT 直 流 + 交 流 電 圧 測 定 （AC +  DCモ-ド） 

( 6 5 8 1の み ）

F8 直 流 + 交 流 電 流 測 定 （A C +  DCモ-ド） 

( 6 5 8 1の み ）

F20 低 電 流 2 線 式 抵 抗 測 定

F21 低 電 流 4 線 式 抵 抗 測 定

F50 周 波 数 （FREQ) ( 6 5 8 1の み ）

F51 周 期  （6 5 8 1 の み ）

A D C コ マ ン ド ー 覧

9 - 6 6 0 7 0 3 3 0
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表 9 - 4 測 定 レ ン ジ

コ ー ド F 1 F2, F7 

( 6 5 8 1のみ）

F3, F4 

F20, F21

F5 F6, F8 

( 6 5 8 1のみ）

R0 AUTO AUT0 AUTO AUTO AUTO

R 1 一 — 一 10 0 0  nA 一

R2 一 10 mV 10 Q 1 0 “ A —

R3 100 mV 100 mV 100 Q 100 д A 1 0 0 //A

R4 10 0 0  mV 1000 mV 1 000 Q 10 0 0  // A 1 000 //A

R5 10 V 10 V 10 k Q 10 mA 10 mA

R6 100 V 100 V 100 k Q 100 mA 100 mA

R7 10 0 0  V 750 V 1 000 k Q 10 0 0  mA 1 000 mA

R8 — — 10 M Q — 一

R9 一 — 100 M Q — —

R 10 —— — 10 0 0  M Q 一 —

R20 — 一 — 100 nA —

( 注 ） •一  は 存 在 し な い レ ン ジ を 示 し ま す 。

• 存 在 し な い フ ァ ク シ ョ ン 、 レ ン ジ を 設 定 し た 場 合 、 エ ラ ー に な り ま す 。 

• 単 ー レ ン ジ の フ ァ ン ク シ ョ ン で レ ン ジ を 設 定 し た 場 合 、 エ ラ ー に な り ま す 。

9 - 67 0 7 0 3 3 0



6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱 説 明 書

9 . 10 ADCコ マ ン ド ー 覧

表 9 - 5 - 1 積 分 時 間

積分 時 間 コ マ ン ド

1 // S IT1

2 // s IT2

3 // s IT3

4 д s IT4

5 // s IT5

6 // S IT6

7 д s IT7

8 // s IT8

9 // s IT9

10 // s IT10

20 /i s IT20

30 !j L s IT30

40 // s IT40

50 // s IT50

60 // s IT60

1 0  /и s IT70

80 // s IT80

90 // s IT90

100 // s IT100

200 // s IT200

300 s IT300

4 0 0  и s IT40 0

500 fi s 1 1 500

600 д s IT600

70 0  д s IT7 00

80 0  и s IT800

900 ц s IT900

1ms IT1000

2 ms IT2 0 0 0

3 ms IT3 0 0 0

4 ms IT4 0 0 0

5 ms IT5 0 0 0

6ms IT6 0 0 0

7 ms IT7 0 0 0

8 ms IT8 0 0 0

9 ms IT9 0 0 0

1 0 ms IT1 0 0 0 0

表 9 - 5 - 2 ゲ ー ト • タ イ ム （6581

ゲ-卜•タイム コ マ ン ド

1 0 0  ju s GT 1

1ms GT2

1 0ms GT3

1 0 0 ms GT4

Is GT5

積 分 時 間 コ マ ン ド

1PLC PLC1

2 PLC PLC2

3 PLC PLC3

4 PLC PLC4

5 PLC PLC5

6 PLC PLC6

7 PLC PLC7

8 PLC PLC8

9 PLC PLC9

1 0 PLC PLC10

2 0 PLC PLC.20

3 0 PLC PLC30

4 0 PLC PLC40

5 0 PLC PLC50

6 0 PLC PLC60

7 0 PLC PLC70

8 0 PLC PLC80

9 0 PLC PLC90

1 0 0 PLC PLC100

注）積分時間はファンクションS に 

設定する必要があります。

の み ）
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表 9 - 6 そ の 他 の 測 定 （1/2)

項目 コ マ ン ド 内容

オ ー ト • ゼ ロ AZ 0 OFF

AZ 1 ON

G U A R D設 定 LGU0 FLOAT

LGU1 LOW

入 力 端 子 の 選 択 IN0 フ ロ ン ト 入 力 選 択

IN1 リ ア 入 力 選 択

リ セッ ト Z 各 種 内 部 パ ラ メ ー タ の 初 期 化 を 行 う  

( パ ネ ル か ら の 初 期 化 と 同 等 ）

トリガ E ト リ ガ • シ ス テ ム の 各 レ イ ヤ の ソ ー ス が  

” BUS”を 選 択 し て い る と き 、 イ ベ ン ト 待  

ち か ら 抜 け る 。

表 示 桁 数 の 設 定 RE4 4 %  表 7K

注 ） 表 示 桁 数 は フ ァ ン ク シ ョ ン 毎 に
RE5

RE6

5 % 表 不

6 Ц表 示

設 定 す る 必 要 が あ り ま す 。 RE7 7 /2表 示

RE8 8 /2表 示

レ シ オ 测 定 の 設 定 RATO OFF

( DCV) RATI ON

過 電 圧 入 力 保 護 の 設 定

直 流 電 圧 フ ァ ン ク シ ョ ン PDVO OFF

( DCV) PDV1 ON

抵 抗 フ ァ ン ク シ ョ ン РОНО OFF

(2W Q  ) P0 H 1 ON

カ ッ プ リ ン グ の 選 択  （6 5 8 1 の み ） FPCO AC

( FREQUENCY, PERIOD) FPC1 ACDC

周 波 数 帯 域 の 設 定  （6 5 8 1 の み ） FL 1 FAST

( ACV, ACI) FL2 MID

FL3 SLOW

周 波 数 / 周 期 の 補 助 測 定 （6 5 8 1の み ） SUBO OFF

( ACV, ACI) SUB1 周 波 数

SUB2 周期
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(2/ 2)

項目 コ マ ン ド 内 容

抵 抗 測 定 付 加 機 能

オフセ、У卜 電 圧 補 正 機 能 設 定 0СМР0 OHM COMP OFF

( 2 W Q , 4 W Q ) 0 CMP1 OHM COMP ON

4 W Q  チ ヱ ッ ク 設 定 0СНК0 4 W Q チ ニ ッ ク OFF

( 4 W Q ) 0 CHK1 4 W Q チ ニ ッ ク ON

( 注）OHM COMPと 4 W Q チェックは、 ど ち ら か

一 方 し か 設 定 で き ま せ ん 。

レ ン ジ の 移 動 範 囲 の 設 定 RLnl, n2 nl= レンジ移動下限値（2 〜 10) 初 期 値 2

( 2 W Q , 4 W Q ) n 2 = レンジ移動上限値（2 〜 10) 初 期 値 10

周波数 /周期のトリガ •レベル（6 5 8 1 の み ） FPTn n = - 5 0 0  〜 500 〔％ 〕

( FREQUENCY, PERIOD) 初 期 値 0 、 2 0 ス テ ッ プ

測 定 ソ ー ス の 選 択  （6 5 8 1 の み ） FPIO 電 圧

( FREQUENCY, PERIOD) FPI1 電 流

※ 項 目 に （ ）が あ る 場 合 、 コ マ ン ド は （ ）内 に 記 述 し て あ る フ ァ ン ク シ ョ ン で の み 有 効 で す 。
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表 9 - 7 ト リ ガ • シ ス テ ム （1/2)

項目 コ マ ン ド 内容

ト リ ガ • シ ス テ ム の ス タ ー ト INI IDLE状 態 を 抜 け る 。

トリガ•システム•コンテイこ:^の設定 INIC0 CONTINOUS OFF

INIC1 CONTINOUS ON

ア ポ ー ト АВ0 強 制 的 に IDLE状 態 に 移 る

ア ー ム • レ イ ヤ 設 定

ソ ー ス 選 択 ARS0 IMMEDIATE 選 択

ARS 1 MANUAL選 択

ARS2 EXTERNAL 選 択

ARS3 B U S 選 択

ARS4 L E V E L選 択

ARS7 T I M E R選 択

パ ス 設 定 ARP0 OFF

ARP 1 ON

デ ィ レ イ 設 定 ARDn n = 0 〜 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E+05 〔SEC 〕 

初 期 値 0 、 1 . 0 E- 3 ス テ ッ プ

カ ウ ン ト 設 定 ARNn n = - 1 : INFINITE 

n 二 1〜 1 0 0 0 0 0 〔回 〕 

初 期 値 1 、 1 ス テ ッ プ

コ ン プ リ ー ト 設 定 ARCO OFF

ARC 1 ON

タ イ マ 設 定 ARTn и 二 1 . 0 E-03 〜 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E+05 〔SEC 〕 

初 期 値 1 、 1 . 0 E- 3 ス テ ッ プ

ス キ ャ ン • レ イ ヤ 設 定

ソ ー ス 選 択 SCSO IMMEDIATE 選 択

SCSI MANUAL選 択

SCS2 EXTERNAL 選 択

SCS3 B U S 選 択

SCS4 L E V E L選 択

SCS5 T L I N K選 択

SCS7 T I M E R選 択

パ ス 設 定 SCPO OFF

SCP1 ON

デ ィ レ イ 設 定 SCDn n = 0  〜 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E + 0 5 〔S E C 〕 

初 期 値 0 、 1 . OE- 3 ス テ ッ プ

9 - 7 1 0 7 0 3 3 0
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(2/ 2)

項目 コ マ ン ド 内容

カ ウ ン ト 設 定 SCNn n = - 1 : INFINITE 

n = 1 〜 1 0 0 0 0 0 〔回〕 

初 期 値 1 、 1ス テ ッ プ

コ ン プ リ ー ト 設 定 SCC0 OFF

SCC1 ON

タ イ マ 設 定 SCTn n = 1 . 0 E-03 〜 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E + 0 5 〔S E C 〕 

初 期 値 1 、 1 . 0 E- 3 ス テ ッ プ

ト リ ガ • レ イ ヤ 設 定  

ソ ー ス 選 択 TRSO IMIEDIATE 選 択

TRS1 MANUAL選 択

TRS2 EXTERNAL 選 択

TRS3 B U S 選 択

TRS4 L E V E L選 択

TRS6 LINE選 択

TRS7 T I M E R選 択

パ ス 設 定 TRPO OFF

TRP1 ON

デ ィ レ イ 設 定 TRDn n =  0 〜 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E+05 〔SEC 〕 

初 期 値 0 、 1 . OE- 3 ス テ ッ プ

カ ウ ン ト 設 定 TRNn n = - 1 : INFINITE 

n = 1 〜 1 0 0 0 0 0 〔回 〕 

初 期 値 1 、 1ス テ ッ プ

コ ン プ リ ー ト 設 定 TRCO OFF

TRC1 ON

タ イ マ 設 定 TRTn n = 1 . 0 E-03 〜 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E + 0 5 〔S E C 〕 

初 期 値 1 、 1 . OE- 3 ス テ ッ プ

外 部 ト リ ガ • ス ロ ー プ 設 定 TESO NEGATIVE

TES1 POSITIVE

ト リ ガ • レ ベ ル 設 定 TLn n = - 1 2 0  〜 120 〔％ 〕 

初 期 値 0 、 1ス テ ッ プ

レ ベ ル • ト リ ガ の レ ベ ル 設 定 TLSO NEGATIVE

TLS1 POSITIVE

レ イ ヤ 表 示 TLDO OFF

TLD1 ON
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6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー  タ

取 扱 説 明 書

9 . 10 ADCコ マ ン ド ー 覧

表 9 - 8 FASTモ ー ド

項目 コ マ ン ド 内容

FASTモ ー ド 設 定 FT0 OFF

FT1 ON

FASTモ ー ド • レ ー ト 設 定 FTR20 測 定 レ ー ト が  20 д S

FTR30 測 定 レ ー ト が  3 0 //S

FTR40 測 定 レ ー ト が  40 д S

FTR50 測 定 レ ー ト が  50// S

FTR60 測 定 レ ー ト が  60д S

FTR70 測 定 レ ー ト が  了0 /iS

FTR80 測 定 レ ー ト が  80// S

FTR90 測 定 レ ー ト が  9 0“ S

FTR100 測 定 レ ー ト が 10Од S

FTR200 測 定 レ ー ト が 200 д S

FTR300 測 定 レ ー ト が ЗООд S

FTR400 測 定 レ ー ト が 400 //S

FTR500 測 定 レ ー ト が 500 // S

FTR600 測 定 レ ー ト が 600 д S .

FTR700 測 定 レ ー ト が 700 // S

FTR800 測 定 レ ー ト が 800 // S

FTR900 測 定 レ ー ト が 900 //S

FTR.1000 測 定 レ ー ト が  lmS

FTR2000 測 定 レ ー ト が  2mS

FTR3000 測 定 レ ー ト が  3mS

FTR4000 測 定 レ ー ト が  4mS

FTR5000 測 定 レ ー ト が  5mS

FTR6000 測 定 レ ー ト が  6mS

FTR7000 測 定 レ ー ト が  7mS

FTR8000 測 定 レ ー ト が  8mS

FASTモ ー ド の ス ト ア す る デ ー INSn n二 1 〜 10000 初 期 値 ：1000

夕 数 の 設 定
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6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱 説 明 書

9 . 10 ADCコ マ ン ド ー 覧

表 9 - 9 各 種 演 算 （1/5)

項目 コマンド 内容

NULL NL0 OFF

NL 1 ON

デ ジ タ ル • フ ィ ル タ 設 定

ス ム ー ジ ン グ の 設 定 SM0 OFF

SM 1 ON

ス ム ー ジ ン グ 回 数 設 定 Tin n = 2 〜 1 0 0  〔回 〕 初 期 値 ：10

ア ベ レ ー ジ ン グ AVE0 OFF

AVE 1 ON

ア ベ レ ー ジ ン グ 回 数 設 定 AVNn n = 2 〜 1 0 0  〔回 〕 初 期 値 ：10

(注 ） スム-ジングと了べレ-ジングは、 ど ち ら か

一 方 し か 設 定 で き ま せ ん 。

フ ォ ー マ ッ ト 演 算 CFO OFF

CF 1 ス ケ ー リ ン グ

CF2 % 偏 差

CF3 デルタ

CF5 dB変 換

CF6 RMS

CF7 d B m 換 算

CF8 抵 抗 値 温 度 補 正

CF9 RTD

スケ-リング定数X の 設 定 KXn n = ± 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 E± 〇 〇

d ) (2) (3) @

① 省 略 可

② 1 • 〜 9 9 9 9 9 9 9 9 9 .の

1 〜 9桁 の 数 字 + 小 数 点

③ 省 略 可 、 指 数 部 全 て の 省 略 も 可

④ 0 〜 1 7の ：！〜 2 桁 の 数 字

設 定 範 囲 ：n = - 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E + 17 〜

+ 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E+17

( 0は 除 〈）

初 期 値 ：n = + l. 0 0 0 0 0 0 0 0 E + 00

スケ-リング定数X へ 测 定 値 を 設 定 KXMD スケ-リング定数X に 測 定 値 を セ ッ ト
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項目 コマンド 内容

スケ-リング定数Y の 設 定 KYn и = ± 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  E± 〇 〇

d ) ®  (I) @

①  省 略 可

② 0 .〜 9 9 9 9 9 9 9 9 9 .の

1 〜 9桁 の 数 字 + 小 数 点

③  省 略 可 、 指 数 部 全 て の 省 略 も 可

④  0 〜 1 7の 1 〜 2 桁 の 数 字

設 定 範 囲 ：n = - 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E + 17 〜

+ 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E+17 

初 期 値 ：n = + 0. 0 0 0 0 0 0 0 0 E + 00

スケ-リング定数Y へ 測 定 値 を 設 定 KYMD スケ-リング定数Y に 測 定 値 を セ ッ ト

スケ-リング定数Z の 設 定 KZn n = ± 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 E± 〇 〇

®  ®  (3) ©

①  省 略 可

② 0 .〜 9 9 9 9 9 9 9 9 9 •の

1 〜 9桁 の 数 字 + 小 数 点

③  省 略 可 、 指 数 部 全 て の 省 略 も 可

④  0 〜 1了 の 1 〜 2 桁 の 数 字

設 定 範 囲 ：n = - 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E + 17 〜

+ 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E +17 

初 期 値 ：и二+ 1 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E + 00

スケ-リング定数Z へ 測 定 値 を 設 定 KZMD スケ-リング定数Z に 測 定 値 を セ ッ ト

% 偏 差 定 数 設 定 KDEVn n = 土 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  Е± 〇 〇

'(1) (2) (3) i

①  省 略 可

② 0 .〜 9 9 9 9 9 9 9 9 9 •の

1 〜 9桁 の 数 字 + 小 数 点

③  省 略 可 、 指 数 部 全 て の 省 略 も 可

④  0 〜 1 7の 1 〜 2 桁 の 数 字

設 定 範 囲 ：n = -9. 9 9 9 9 9 9 9 9 E + 17 〜

+ 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E +17 

( 0は 除 く ）

初 期 値 ：n = + l. 0 0 0 0 0 0 0 0 E + 00

% 偏 差 定 数 へ 測 定 値 を 設 定 KDEVMD % 偏 差 定 数 に 測 定 値 を セ ッ ト
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項目 コマンド 内容

dB変 換 定 数 設 定 KDBn n = ± 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  E± 0 0

®  ©  i  @

①  省 略 可

②  1.〜 999999999•の

1 〜 9桁 の 数 字 + 小 数 点

③  省 略 可 、 指 数 部 全 て の 省 略 も 可

④  0 〜 17の 1 〜 2 桁 の 数 字

設 定 範 囲 ：n = -9. 99999999E + 17 〜

+9.99999999E+17 

(0は 除 く ）

初 期 値 ：n = + l. 00000000E + 00

dB変 換 定 数 へ 測 定 値 を 設 定 KDBMD dB変 換 用 定 数 D に 測 定 値 を セ ッ ト

R M S サ ン プ ル 数 設 定 KRMSn n = 〇 〇 〇 〇 〇 E +  0 〔回 〕

®  А
①  2 〜 100000の 1 〜 5 桁 の 数 字

②  省 略 可 、 指 数 部 全 て の 省 略 も 可

設 定 範 囲 ： 2.000Е + 0 〜

10000E+0 

初 期 値  ： 10

d B m 換 算 定 数 設 定 KDBMn n = 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  E +  〇 〇

Ф ®  ®

① 0.〜 999999999.の

1 〜 9桁 の 数 字 + 小 数 点

②  省 略 可 、 指 数 部 全 て の 省 略 も 可

③  0 〜 17の 1 〜 2 桁 の 数 字

設 定 範 囲 ：n= 9. 00000000Е-17 〜 

+9.99999999EI17 

(0は 除 く ）

初 期 値 ：n = + l. 00000000E + 00

d B m 変 換 定 数 へ 測 定 値 を 設 定 KDBMMD dB変 換 用 定 数 D に 測 定 値 を セ ッ ト

0 7 0 3 3 0
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項目 コマンド 内容

抵 抗 値 温 度 補 正

室 温 設 定 KOTTn n = ± 〇 〇 〇 〇 〇  E +  〇 〇  〔で 〕 

®  Ф Ф

①  - 1 0 0 . 0〜 1 0 0 •0 の

1 〜 4 桁 の 数 字 + 小 数 点

②  省 略 可 、 指 数 部 全 て の 省 略 も 可

③  0 〜 2 の 1桁 の 数 字

設 定 範 囲 ：n = - 1 . 0 0 0 E + 02 〜 + 1 . 0 0 0 E + 02

0 . 1 ス テ ッ プ

初 期 値 ：n = + 2. 0 0 0 E + 01

被 測 定 電 線 長 設 定 KOTLn n = 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  E +  〇 〇

①  A ③ 〔m 〕

①  1 .〜 9 9 9 9 9 9 9 9 9 .の

1 〜 9桁 の 数 字 + 小 数 点

②  省 略 可 、 指 数 部 全 て の 省 略 も 可

③  0 〜 1 7の 1 〜 2 桁 の 数 字

設 定 範 囲 ： 1 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E- 17 〜

1 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E+17 

初 期 値 ：n = + l. 0 0 0 0 0 0 0 0 E + 00

RTD

規 格 設 定 RTDO IPTS68

RTD1 ITS90

単 位 設 定 RTUO ° C

RTU1 0 F

RTU2 К

コ ン パ レ ー タ の 設 定 COO OFF

C01 ON

コンパレ-夕上限値設定（続 く ） HIn n = 士 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  E± 〇 〇

®  @  (3) ^
①  省 略 可

②  0 .〜 9 9 9 9 9 9 9 9 9 .の

1 〜 9桁 の 数 字 + 小 数 点

③  省 略 可 、 指 数 部 全 て の 省 略 も 可

④  0 〜 5 1 の 1 〜 2 桁 の 数 字

9 - 7 7 0 7 0 3 3 0
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項目 コマンド 内容

コンパレ-夕上限値設定（続 き ）

設 定 範 囲 ：n = - 9. 9 9 9 9 9 9 9 9 E + 5 1 〜 

+ 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E+51 

初 期 値 ： 0• 0 0 0 0 0 0 0 0 E + 00

コンパレ-夕上限値に測定値を設定 HIMD コンパレ-■夕定数H Iに 測 定 値 を セ ッ ト

コンパレ-夕下限値設定 LOn n =  ± 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  E± 〇 〇

(1) (2) ©  ©

①  省 略 可

② 0 .〜 9 9 9 9 9 9 9 9 9 .の

1 〜 9桁 の 数 字 + 小 数 点

③  省 略 可 、 指 数 部 全 て の 省 略 も 可

④  0 〜 5 1 の 1 〜 2 桁 の 数 字

設 定 範 囲 ：n = - 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E + 5 1 〜

+ 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E+51 

初 期 値 ：п= 0. 0 0 0 0 0 0 0 0 E + 00

コンパレ-夕下限値に測定値を設定 L0 MD コンパレ-夕定数L O W に 測 定 値 を セ ッ ト

コンパレ-夕のパス範囲設定

L0 P0 下 限 値 パ ス OFF

L0 P 1 下 限 値 パ ス ON

MIP0 中 間 値 パ ス OFF

MIP 1 中 間 値 パ ス ON

HIP0 上 限 値 パ ス OFF

HIP 1 上 限 値 パ ス ON

コンパレ-夕のビープ設定 BP0 OFF

BP 1 コンパレ-夕演算結果が”パスOFF”のときブザ'■出力

BP2 コンパレ-夕演算結果が”パス0Г のときブザ-出力

統 計 演 算 の 設 定 STA0 OFF

STA1 ON

統 計 演 算 サ ン プ ル 数 KNn и =  2〜 1 0 0 0 0  〔回 〕 

初 期 値 ：10

9 - 78 0 7 0 3 3 0
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表 9 - 10 内 部 メ モ リ 、 メ モ リ • カ ー ド （1/2)

項目 コマンド 内容

内 部 メ モ リ

内部メモリのデ -夕部の初期化 ICL 内 部 メ モ リ の デ - 夕 部 の 初 期 化 の 実 行

デ-夕•ストア終了条件の設定 ISE0 BUFFER FULL

ISE1 PRE TRIGGER

プ リ ト リ ガ の ソ ー ス 設 定 ISPS1 MANUAL

ISPS2 EXTERNAL

ISPS3 BUS

ス ト ア す る デ ー タ 数 設 定 INSn n= 1〜 1 0 0 0 0  初 期 値 1 0 0 0

デ ー タ • ス ト ア ST0 OFF

ST1 ON

内部メモリ•リコ-ル範囲設定 IRDn 1,n 2 nl二 - 9 9 9 9 〜 99 9 9  ( リコ-ル開始No .) 

初 期 値 0

n2= - 9 9 9 9  〜 9 9 9 9  ( リコ-ル終了 No.) 

初 期 値 999

メ モ リ • 力 ー ド

メ モ リ • カ ー ド の 初 期 化 MCI メ モ リ • カ ー ド の 初 期 化

フ ァ イ ル を す べ て 削 除 MADL フ ァ イ ル を す べ て 削 除

指 定 フ ァ イ ル の 削 除 M D L 〈ファイル名〉 指 定 フ ァ イ ル の 削 除

デ-夕•ストア時のファイル名指定 MSD くファイル名〉 デ-夕•ストア時のファイル名指定

ス ト ア す る デ ー タ 数 指 定 MNSn n 二 1 〜 1 0 0 0 0 0  初 期 値 1 0 0 0

デ ー タ • ス ト ア MSTO OFF

MST 1 ON

メモリ•力-ドのリコ-ル範囲設定 MRDni, n 2 nl二 0 〜9 9 9 9 9  (リコ-ル開始No.) 

初 期 値 0

n2= 0 〜 9 9 9 9 9  ( リコ-ル終了 No.) 

初 期 値 999

※くファイル名〉 はシングル•コ-テ-シヨン（’）で 囲 み 、 下 記 の よ う に 指 定 し て 下 さ い 。

データ情報ファイル ’ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 . 〇 1 a t ’

パ ネ ル 情 報 フ 7イル ’ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 . р П 1 ’
I___________  _______ I

最 大 8 文 字 （ア ル フ 7 べ 7 卜 、 数 字 、 了: /ダ-ス]了（ ) )

9 - 7 9 0 7 0 3 3 0
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(2/ 2)

項目 コマンド 内容

メ モ リ • カ ー ド

ストア•デ-夕のリコ-ル MR 0 くファイル名〉 デ ー タ • リ コ ー ル の 実 行

ストア•デ-夕のデ-夕•ポイント数の MRPCKファイル名〉 デ ー タ • ポ イ ン ト 数 の リ コ ー ル 実 行

参 照

パ ネ ル 設 定 内 容 の ス ト ア MSP くファイル名〉 パ ネ ル 設 定 内 容 の ス ト ア

パ ネ ル 設 定 内 容 の リ コ ー ル MRP くファイル名〉 パ ネ ル 設 定 内 容 の リ コ ー ル

内部メモリからメモリ•力-ドへ MCP くファイル名〉 内部メモリからメモリ •力 -ドへのコピー

の コ ピ ー

※くファイル名〉 はシングル•コ-テ-シヨン（’）で 囲 み 、 下 記 の よ う に 指 定 し て 下 さ い 。

データ情報ファイル ’ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 . 〇 l a  t ’

パネル情報フバル  ’ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 . P n 1 ’

最 大 8 文 字 （アルフバット、 数 字 、 了ンダ-ス]ァ（ ))

9 - 8 0 0 7 0 3 3 0
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表 9 - 11 サ ー ビ ス • リ ク エ ス ト （1/2)

項目 コマンド

サ-ビス•リクエスト•イネ-ブルスタ *S R E 〈数 値 〉 く数値〉

内容

の設定 7 6 5 4 3 2 1 0

スタンダ- F•イベント•ステ-タス•イネ-ブス• *ESE く数値〉 く数値〉 ：

0:レジスタのクリア

l:Measurement E v e n t ビットの許可 

4 :Error A v a i l a b l eビットの許可 

8 :Questionable D a t a ビットの許可 

16: Message Available ビットの許可 

3 2 :Standard E v e n t ビットの許可 

128: Operation E v e n t ビットの許可

1/ジスタの設定 7 6 5 4 3 2 1 0
〇:レジスタのクリ了

l :0peration Complete ビットの許可 

4 :Query E r r o r ビットの許可 

8: Device E r r o r ビットの許可 

1 6 :Execution E r r o r ビットの許可 

32: Command E r r o r ビットの許可

ハジャメント•イベント•イネ-ブル-1/ジスタ 

の設定

MSE <数 値 〉 く数値〉 ：

15 1413 121110 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

—̂ 1: F A I L ビットの許可 

—— 2: P A S S ビットの許可 

L 16:4Wチェック0K ビットの許可

— 32:4WチェックN G ビットの許可 

— — 2 5 6 :測定終了ビットの許可

---------512: メモリ•ストア終了ビットの許可

------  1024:スム-ジング回数終了ビットの許可

------ 2 048:統計処理終了ビットの許可

4096: メモリ•力-ドのスト了準備完了ビットの許可 

32768:チャンネル切り換え終了ビットの許可

クウヱッショナブル•イベント•イネ-ブル•いフスタ Q S E 〈数 値 〉 

の設定

〈数 値 〉 ：

15 14 13 121110 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

L  l:Voltage 0. L の許可

--- 2 :Current 0.L の許可

- 1 6 :Freqency 0.L の許可 

- 512:0HM 0. L の許可 

- 10 2 4 :Period 0. L の許可

20 4 8 :Submeasure 0.L の許可 

4096:了ラ-ム発生ビットの許可

才べレ-シ3 ン•イベント•イネ-ブル•いフスタ 

の設定

0S E 〈数 値 〉 〈数 値 〉 ：

15 14 13 121110 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

L  1 :Ca 1 i brat ing の許可 

L  3 2 :Waiting In TRG Lay.ビットの許可

--- 64 : W a丨t i ng I n ARM Lay.ビットの許可

— 2 5 6 :Waiting In SCAN Lay•ビットの許可 

— 5 1 2 : I D L E ビットの許可

9 - 8 1
0 7 0 3 3 0
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(2/2)

項目 コマンド 内容

各 種 イ ネ -ブ ル •レ ジ ス タ の 初 期 化 PRE メジャメント•イベント•イネ-ブル•レジスタ

クウェッショナブル•イベント•イネ-ブル•レジスタ

オペレ-ション•イベント•イネ-ブル•レジスタ の 初 期 化

アウトプ7 卜 • キ ュ ~ の 初 期 化 QCL エ ラ - • キ ュ - の 初 期 化

9 - 8 2 0 7 0 3 3 0



年月日の設定 DAT E n 1,п2, пз n l =  1980 〜2079 

n 2 = 1 〜 12 

n 3 = 1 〜31

時刻の設定 T IM B n 1,n 2, пз n 1 = 0 〜 2 3 ( 時 ）

n 2 = 0 〜 5 9 ( 分 ）

n 3 = 0 〜 5 9 ( 秒 ）
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表 9 - 12 各種出力条件

項目 コマンド 内容

イベント•レジスタと1ラ-キュ-の初期化 CS イベント•!/ジスタとエラ-キュ-を初期化する

ス ト リ ン グ • デ リ ミ タ の 指 定 SL0

S L 1

Sし2

ス ト リ ン グ • デ リ ミ タ を ” 、 ” に指定 

ス ト リ ン グ • デ リ ミ タ を ” スベ-ス”に指定 

ス ト リ ン グ • デ リ ミ タ を ”CR/ LF” に指定 

( 注 ） ス ト リ ン グ • デ リ ミ タ は 以 下 の デ ー タ で 有 効 で す с

①  内 部 メ モ リ の リ コ ー ル • デ ー タ

②  メ モ リ • カ ー ド の リ コ ー ル • デ ー タ

ブ ロ ッ ク • デ リ ミ タ • モ ー ド  

の指定

DL0

D L 1

DL2

DL3

ブ ロ ッ ク • デ リ ミ タ を ” CR/ LF” お よ び E0 Iに設定 

ブ ロ ッ ク • デ リ ミ タ を ”LF”に設定 

ブ ロ ッ ク • デ リ ミ タ を E0 I に設定 

ブ ロ ッ ク • デ リ ミ タ を ”LF”お よ び Е0 1に設定

デ ー タ 出 カ フ ォ ー マ ッ ト の 指  

定

DF00

DF01

ASCII

REAL64

出 カ デ ー タ • エ レ メ ン ト 指 定 bit 8 7 6 5 4 3 2 1 0

未使用

DFEn

]

- ファンクション出力設定  

_ 補助測定フ7クシ3ン出力設定 

(6581のみ）

コンパレータ結果出力指定  

4W チパク結果出力指定 

スキtナ•チtンネル出力指定 

NU L L機能 0N/ 0 F F出力指定 

デジタル•フィルタ設定状態出力指定 

FOR MAT演 算 設 定 状 態 出 力 指 定  

タ イ ム • ス タ ン プ

ビ ッ ト に 対 応 し て 複 数 の 項 目 の 設 定 が 可 能 で す 。

設定例

ファクシ3ン出力 DFE1 NULL 機能 0N/ 0 FF DFE32

補助測定 DFB2(6581のみ） デジタル•フィルタ設定 DFE64

コンパレ-夕 DFE4 フォ-7 7卜演算設定 DFE 128

ック結果 DFE8 タ イ ム • ス タ ン プ DFE256

スキャナ•チャンネル DFE16 フ7クシヨンとタイム•スタンプ DFE257

ブザー BZ0

B Z 1

OFF

ON

パネル表示 DS0

D S 1

表 示 OFF ( 測 定 デ ー タ を 表 示 し な い ） 

表 示 0N ( 測 定 デ ー タ を 表 示 す る ）

年
月
日

9 - 8 3
0 7 0 3 3 0
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表 9 - 13 校正

項目 コマンド 内容

外部校正

外部校正の設定 CAL0 OFFCAL1 ON
外部ゼロ校正(FRONT入力）実行 CALZF 外部ゼロ校正(FRONT入力）実行

外部ゼロ校正(REAR入力）実行 CALZR 外部ゼロ校正(REAR入力）実行

DCV外部校正実行 CALDCn и = 9. 00000000〜11.0000000 〔V〕 

(基準電圧値設定）初期値10. 00000000OHM外部校正実行 CALOHn n = 9000. 00000〜11000.0000 CQ] 
(基準抵抗値設定）初期値10000•⑻00

内部校正DCV，АС, 0丽 内部校正実行 I CAL DCV，АС，0НМ内部校正実行

DCV内部校正実行 ICALDC DCV内部校正実行AC内部校正実行(6581のみ） ICALAC AC内部校正実行OHM内部校正実行 ICALOH 0НМ内部校正実行

9 - 8 4
0 7 0 3 3 0
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表 9 - 1 4  オプション

項目 コマンド 内容

スキャナ

スキャナの設定 FS0 OFF
FS1 ON

スタ-卜•チャンネル/ストップ•チャンネルの FCnl,n2 n l ニ ス タ ー ト •チャンネル

設定 n2 =ストップ •チャンネル

2線 式 の 場 合 ：nl= 1 〜 10 初 期 値 1 

n2二 1 〜 10 初 期 値 1 0

4線 式 の 場 合 ：nl= 1 〜 5 初 期 値 1 

п2 = 1 〜 5 初 期 値 5

チャネル•クローズ Din n = チャンネル番号

n= 0  :全 チ ャ ネ ル •オープン

2線 式 の 場 合 ：n = 1 〜 10 

4線 式 の 場 合 ：n = 1 〜 5

アナログ出力

アナログ出力の設定 DAO OFF
DAI ON

出カカラムの設定 DACOnl,n2 n l =出 力 範 囲 指 定 （0 〜 8) 初 期 値 0

П2 =出 力 範 囲 指 定 （0 〜8) 初 期 値 1

桁 108 107 10(;105 104 103 102 101 10°

表示 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇I 1 1 1 1 1 1  I I
カラム設定番号 8 7 6 5 4 3 2 1 0

オフセット設定

B C D出力

ВС0
BC1

OFF
ON

プリンタ

PRI0
PRU

OFF
ON

”2 

設 

4

,

み 

со
の 

DA

合 
f
 

場

S

 

◦
の

”

す

2 

4
’
 
で 

11 

02
み

—
 

Ac

の

П2

1

桁
一 

-
3

111

合

は 

場

た

は 

る

ま

た 

す

桁

ま
 

力

2

1 

出

ヽ

II 

を

は

|

桁

数

П2
。 

G

桁

I

す 

10

能

nl

で 

~
可

—

能
 

4
力
ち
可 

10
出

即

定

例

注

OF
ON

V_
>

 

4

-1

о
 

о

А
 

А
 

D
 

D
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ク エ リ •コ マ ン ド は 、現在の設定状態や任意コマンドの実行結果を返答します。

表 9 - 15 ク エ リ •コ マ ン ド （1/4)

項目 クエリ•コマンド 結果

内部温度 TIN? 土〇 〇〇〇Е+ЛЛ

-------0.〜 9 9 9 9 . の 1 〜 3 桁の数字 + 小数点

電源周波数 LF? 50Hzのとき ”50Hz”
60Hzのとき ”60Hz”

NULL 値 NL? ±〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 E ±〇〇

し 0 〜 1 7 の 1〜 2桁の数字

----------------- — 0.〜199999999.の

1 〜 9桁の数字 + 小数点

表 示 桁 数 は 8 % で出力します。

統計演算結果 STAD?
S A M P L E ._ _  0 0 0 0 0 0  .

МАХаа〜 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 、

М I 〜 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 、

A V E R A G E ар  〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 、

M A X - M I 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 、

S I G M A 〜 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 、

TJ し L /~ \/~ v/ ~ 、「_ _  0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  .

L О t~M~ w~ \r 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
ヘッダ データ 区切り

ヘ ッ ダ ： 72バイト

デ ー タ ： 111バイト

区 切 り ： 7パイト 合 計 1 9 0 バイト

外部校正結果の参照

外部ゼD校 正 (FRONT入力）結果の CALZF? 13. 6節を参照

参照

外部ゼD校 正 (REAR入力）結果の САШ? 13. 6節を参照

参照

外部校正基準電圧値設定結果の CALDC? 13. 6節を参照

参照

外部校正基準抵抗値設定結果の CALOH? 13. 6節を参照

参照

内部校正実行時の内部温度の参照

D C V内部校正実行時の内部温度 ICALDCT? 13. 6節を参照

の參照

A C V内部校正実行時の内部温度 ICALACT? 13. 6節を参照

の 参照 (6581のみ）

O H M内部校正実行時の内部温度 ICALOHT? 13. 6節を参照

の参照

9 - 8 6 0 7 0 3 3 0
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(2/4)

項目

ステ-タス•バイト•レジスタの参照

クエリ〇マンド

Ш В ?
7 6 5 4 3 2 1 0

I  一

結果

1 :Measurement Event 

4 : Error Available 

8 :Q u e s 1 1onab 1 e Data 

1 6 :Message Available 

32: Standard Event 

6 4 :RQS/MSS 

128 O p e r a t i o n  Event

-ビスリクiスト•イネ-ブル•レジスタの参照 *SRE ?
7 6 5 4 3 2 1 0

l:Measurement E v e n t ビットの許可 

4 :Error A v a i l a b l eビットの許可 

8 :Questionable D a t a ビットの許可 

1 6 :Message Available ビットの許可 

32: Standard E v e n t ビットの許可 

128: Operation E v e n t ビットの許可

スタンダ-ド•イベント•ステ-タス•レジスタの 

参照

*ESR?
7 6 5 4 3 2 1 0

1 :Operat 1 on Complete 

4 : Query Error 

8 : Dev l ce Error 

16 : Execut i on Error 

3 2 :Command Error

スタンダ-ド•イベント•ステ-タス•イネ-ブル• 

いブスタの参照

*ESE?
7 6 5 4 3 2 1 0

l :0peration Complete ビットの許可 

4 :Query E r r o r ビットの許可 

8 :Device E r r o r ビットの許可 

1 6 :Execution E r r o r ビットの許可 

32: Command E r r o r ビットの許可

メジャメント•イベント•レジスタの参照 MSR ? 151413 121110 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

[ I I T M 1 1

1 :FAIL

2 :PASS

16:4W チェックOK

——  32:4W チヱックNG

——  2 5 6 :測定終了

——  512: メモリ•ストア終了

—— 1024:スム-ジング回数終了 

—— 2 0 4 8 :統計処理終了 

4096: メモリ•力-ドのストア準備完了 

32768:チャネル切り換え終了

9 - 8 7 0 7 0 3 3 0
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9 . 10 ADCコ マ ン ド ー 覧

(3/4)

項目 ク1リ•コマンド 結果

= •イベント•イネ-ブル•レジスタ ，

'— 1 :F A I L ビットの許可

------2 : P A S S ビットの許可

L  16:4W チェック0K ビットの許可

—  32:4WチェックN G ビットの許可

— - 25 6 :測定終了ビットの許可

------ 512: メモリ•ストア終了ビットの許可

------  1024:スム-ジング回数終了ビットの許可

------ 2 0 4 8 :統計処理終了ビットの許可

- 4096: メモリ•力-ドのストア準備完了ビットの許可 

-32768:チャネル切り換え終了ビットの許可

クウエツシヨナブル•イベントスタの参照 QS R ? 151413121110 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

1 :V о 11 a g e Over Load

--- 2: Current Over Load

16 : r reqency OverLoad 

5 1 2 :OHM OverLoad

1 0 2 4 :Period OverLoad

2 0 4 8 :Submeasure OverLoad 

4096: 了ラ-ム発生

クウェッショナブル•イベント•イネ-ブル•レジスタ 

の参照

QSE ? 15 14 13 12 1110 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

I

L  l:Voltage 0.L の許可 

—— 2 :Current 0 . L の許可 

1 6 :Freqency 0.L の許可 

512:0HM 0. L の許可 

102 4 :Period 0. L の許可 

2 0 4 8 :Submeasure 0.L の許可 

4096:アラ-ム発生ビットの許可

オペレ-シヨン•イベント•レジスタの参照 0SR ? 151413121110 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

L  1 :Ca 11 brat 1ng 

3 2 :Waiting In TRG Lay. 

6 4 :Wa i t i ng In ARM Lay. 

2 5 6 :Waiting In SCAN Lay 

5 1 2 :IDLE

才べレ-シヨン•イベント•イネ-ブル.1/ジスタの 0SE ?

参照
1514 13121110 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

L  l:Calibrating の許可 

L 3 2 :Waiting In TRG Lay. ビットの許可 

し  6 4 :Waiting In ARM Lay.ビットの許可 

— 2 5 6 :Waiting In SCAN Lay.ビットの許可 

—— 5 1 2 : I D L E ビットの許可

9 - 8 8 0 7 0 3 3 0
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9 . 10 ADCコ マ ン ド ー 覧

(4/4)

項目 クエリ•コマンド 結果

エ ラ ー ERR? ±〇〇〇、”コメント”

エ フ 奋 5

〔例〕本器で定義されていないコマンドを受け取ったとき

-113,"Undefined header”

日付 DATE?
年 月 日

〔例〕 1999年12月31日の場合

1999/12/31

時間 TIME?
^  W  W
〔例〕午 後 1 時30分 59秒の場合

13:30:59

内部メモリの参照

ストア•デ-夕のリコ-ル IRO? 6. 6 節を参照

ストア•デ-夕のデ-夕•ポイント数の参照 I削 ？ 6. 6 節を参照

ストア•デ-夕のデ-夕範囲の参照 IRNO? 6. 6 節を参照

FASTモ-ド時の真値算出前のデ-夕 

の参照

IRFD? 8. 7. 了項を参照

FASTモ- F 時の GAINデ-夕の参照 IRFG? 8. 7. 7 項を参照

F A S T b F時の OFFSETデ-夕の参照 IRFZ? 8. 7. 7 項を参照

メモリ •カードの参照  

メモリ•力-ドの使用状況の参照 MFR? ”〇〇〇〇〇〇〇〇〇”

メモリ •カードの空き領域のバイト数を最大 9 桁の整数値 

で出力します。

メモリ•力-ドのストア•ファイル情 

報の参照

MCT?

9 - 8 9
0 7 0 3 3 0
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9 . 1 1  動 作 上 の 注 意 事 項

9.1 1 動作上の注意事項

本 器 は 、 パ ネ ル 部 に GPIBに 関 す る 4 つ の イ ン ジ ケ ー タ が あ り ま す 。

電 源 を 役 人 し た と き や 、 各 コ マ ン ド を 受 信 し た と き の GPIВ関 連 イ ン ジ ケ ー タ の 状 態 を  

〔表 9 - 1 6〕 に 示 し ま す 。

表 9 - 16 各 コ マ ン ド に よ る GPIBイ ン ジ ケ ー タ の 変 化

コ マ ン ド リモート 卜一力 リスナ SRQ

POWER ON クリア クリア クリア ク リア

IFC クリア クリア クリア -

DCL, SDC * - - - —

本 器 に 対 す る 卜 一 力 指 定 - セット クリア -

ト ー カ 解 除 指 令 - ク リ ア - -

本 器 に 対 す る リ ス ナ 指 定 セット ク リア セット -

リ ス ナ 解 除 指 令 - - クリア 一

( 注 ） - は 以 前 の 状 態 が 変 化 し な い こ と を 示 し ま す 。

* : DCL^Device Clear, SDC=Selected Device Clear

デ バ イ ス • ク リ ア （DCL， SDC) は 以 下 に 示 す 処 理 を し ま す 。

鲁 強 制 的 に IDLE状 態 に す る 0

參 エ ラ ー • キ ュ ー 、 ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー を ク リ ア す る 。

•  *OPC， *OPC? コ マ ン ド を 無 効 に す る 。

♦ 現 在 、 有 効 な デ ー タ を 無 効 に す る 0

參 演 算 を 実 行 中 は 、 〔5 . 1 ⑷ 演 算 継 続 条 件 の 表 〕 に 示 す 動 作 を す る 。 

• ス キ ャ ナ の 設 定 が ONの と き 、 強 制 的 に ス タ ー ト • チ ャ ン ネ ル を 設 定 す る 。

9 - 9 0 0 7 0 3 3 0
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プ□グラム例

日 本 電 気 製 РС9 8 0 1 を 使 用 し た プ ロ グ ラ ム 例 （MS - DOS版 N 8 8 BASIC)

： S C P I コ マ ン ド を 用 い る  ——  9 . 1 2 . 1 項

: A D C コ マ ン ド を 用 い る  ——  9.12. 2 項

ヒュ-いソト•パッカ-ド社製HP3 0 0 シ リ - ズ を 使 用 し た プ ロ グ ラ ム 例 （HP BASIC)

： S C P I コ マ ン ド を 用 い る  ——  9 . 1 2 . 3 項

： A D C コ マ ン ド を 用 い る  ——  9 . 1 2 . 4 項

9 - 9 1 0 7 0 3 3 0
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9.12.1 РС9801を 使 用 し た プ ロ グ ラ ム （SCPIコマンド）

〔例 1 - 1 〕 READ? コ マ ン ド を 用 い て 测 定 デ ー タ を 読 み 出 す 。

100 DMM-8

110 ISET IFC

120 ISET REN

130 CMD DELIM=2

140 ’

150 PRINT @ DMM ;”*RST”

160 PRINT ® DMM ;”C0 N F :V 0 L T :DC”

170 PRINT gDMMj^VOLTiDCtRANG 0 . 1 ;NPLC 1，J

180 PRINT ㈣MM ;”AR M :S0 UR IMM”

190 PRINT M M M ;”AR M :LAY2 : S0 UR ШМ”

200 PRINT @ DMM ;”TRIG :S0 UR IMM”

210 PRINT ® DMM ;”INIT:C0 NT OFF”

220 PRINT ® D1M ;”AB[)RT”

230 ’

240 PRINT ® D匪 ；” READ?”

250 INPUT @ DMM ;A $

260 PRINT A $

270 GOTO 240

280 ’

290 END

♦ 解 説

100 6 5 8 1 の ア ド レ ス を 8 と し 、 変 数 D M M に 代 入 す る

110 イ ン タ フ ェ ー ス • ク リ ア を 送 出 す る

120 リ モ ー ト • イ ネ ー フ ル を trueにする

130 デ リ ミ タ を LFにする

140

150 6 5 8 1 の パ ラ メ ー タ を 初 期 化 す る

160 直 流 電 圧 測 定 に 設 定 す る

170 直 流 電 圧 測 定 の レ ン ジ を 1 0 0 m V 、積 分 時 間 を 1PLCに 設 定 す る

180 ア ー ム • ソ ー ス を IMMEDIATEに 設 定 す る

190 ス キ ャ ン • ソ ー ス を m M E D I A T Eに 設 定 す る

200 ト リ ガ • ソ ー ス を m M E D I A T Eに 設 定 す る

210 ト リ ガ • シ ス テ ム • コ ン テ ィ ニ ュ ー を OFFにする

220 ト リ ガ • ス テ ー ト を ア イ ド ル • ス テ ー ト に 強 制 的 に セ ッ ト す る

230

240 測 定 デ ー タ を ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー に 格 納 す る

250 ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー の 内 容 （測 定 デ ー タ ） を 読 み 込 む

260 測 定 デ ー タ を C R T へ 表 示 す る

270 行 番 号 2 4 0 へ 分 岐 す る

280

290 プ ロ グ ラ ム 終 了

9 - 92 0 7 0 3 3 0
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〔例 卜 2 〕 FETCH? コ マ ン ド を 用 い て 測 定 デ ー タ を 読 み 出 す 。

100
110
120
130

140

150

160

170

180

190

200

210
220

23 0

240

25 0

260

270

2 80

2 90

300

DMM-8

ISET IFC

ISET REN

CMD DELIM二2 
>

PRINT ® DMM ;”*RST”

PRINT @ DMM ;，，C0 N F :V 0 L T :DCJ，

PRINT @ DMM ;”VOLT :DC:RANG 0 . 1 ;NPLC Г 

PRINT ㈣MM ;”A R M :S0 UR IMM”

PRINT @ DMM ;”A R M :LAY2 : S0 UR IMM”

PRINT M M M ;”TRIG :S0 UR IMM”

PRINT @ DMM ;V INIT:C0 NT 0 FFM 

PRINT ㈣MM ;”AB0 RT”

PRINT ㈣MM ;”INIT”

PRINT ® DMM ;”FETCH?”

INPUT @ DMM ;A $

PRINT A $

GOTO 240

END

• 解 説

100 6 5 8 1 の ア ド レ ス を 8 と し 、 変 数 D M M に 代 入 す る

n o イ ン タ フ ェ ー ス • ク リ ア を 送 出 す る

120 リ モ ー ト • イ ネ ー フ ル を trueにする

130 デ リ ミ タ を LFにする

140

150 6 5 8 1 の パ ラ メ ー タ を 初 期 化 す る

160 直 流 電 圧 測 定 に 設 定 す る

170 直 流 電 圧 測 定 の レ ン ジ を 1 0 0 m V 、 積 分 時 間 を 1PLCに 設 定 す る

180 ア ー ム • ソ ー ス を m M E D I A T Eに 設 定 す る

190 ス キ ャ ン • ソ ー ス を IMMEDIATEに 設 定 す る

200 ト リ ガ • ソ ー ス を IMMEDIATEに 設 定 す る

210 ト リ ガ • シ ス テ ム • コ ン テ ィ ニ ュ ー を OFFにする

220 ト リ ガ • ス テ ー ト を ア イ ド ル • ス テ ー ト に 強 制 的 に セ ッ ト す る

230

240 ト リ ガ • シ ス テ ム を ス タ ー ト さ せ る

250 測 定 デ ー タ を ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー に 格 納 す る

260 ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー の 内 容 （測 定 デ ー タ ） を 読 み 込 む

270 測 定 デ ー タ を CRTへ 表 示 す る

280 行 番 号 2 4 0 へ 分 岐 す る

290

300 プ ロ グ ラ ム 終 了
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100
110
120
130

140

150

160

170

180

190

200

210
220

23 0

240

250

260

270

28 0

290

300

31 0

32 0

33 0

34 0

35 0

36 0

37 0

38 0

39 0

4 0 0

4 1 0

4 2 0

4 3 0

4 4 0

4 5 0

4 6 0

4 7 0

4 8 0

4 9 0

500

5 10

520

530

540

550

560
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9.12  プ ロ グ ラ ム 例

〔例 1 - 3 〕 8 バ イ ト 実 数 の デ ー タ • フ ォ ー マ ッ ト で 、 測 定 デ ー タ と 補 助 測 定 デ ー タ を 読 み  

出 す 。 （6 5 8 1の み ）

ММ 二 8 

ISET IFC 

ISET REN 

CMD DELIM:2

UNレ & H3 F : UNT = & H5 F : MTA4 H40 : MLA4 H20

PC98 = IEEE(l) AND & H 1F

TALK = MTA+DMI : LISTEN = MLA+ PC98

DIM DAT (8), R E A L K 8)

PRINT

PRINT

PRINT

PRINT

PRINT

PRINT

PRINT

МММ

@DMM

@DMM

@DMM

@DMM

@DMM

_ M

” ШТ”

”C0 N F :V 0 L T :AC”

”V 0 L T :AC:SUBM FREQ ;SUBM:STAT ON” 

’’FORM REAL, 6 4”

” ARM : SOUR ШМ”

”ARM :LAY2 : S0 UR IMM”

”TRIG :S0 UR IMM”

PRINT @ DMM ;M N I T :C0 NT OFF 

PRINT 麵 M ;”AB0 RT”

PRINT ◎腿M ;”READ?” 

WBYTB UNL, TALK, LISTEN; 

GOSUB 忭 DAT 

G0 SUB *PDAT 

END

tPDAT

FOR 1=0 TO 7 

RBYTE;DAT (I)

IF I > 1 AND DAT (I) < 0 THEN DAT (I) - DAT ( I) + 256 

REALfKI) = DAT (I)

NEXT I

G0 SUB *REAL64 

RETURN

*REAL64

SIGN - DAT (0) AND & H80

IF SIGN = & H80 THEN SIGN 二 - 1 ELSE SIGN 二 1

EX = ( ( (DAT (0) AND & H7 F) * 256) OR (DAT (l) AND & HF0)) / 16

EX - EX - 1 0 2 3

DAT (l) 二 （DAT (l) OR & H 10) AND & H 1F 

REAL# ( 1 ) = DAT (l)

DD#= REAL# ( l) * 2 ~ - 4  + REAL# ( 2 ) * 2 ~ - 1 2  + REAL# ( 3 ) * 2 ~ - 2 0  + REAL# ( 4 ) * 2 ~ - 2 8  + 

REAL# ( 5 ) * 2   ̂ -36 + REAL# ( 6 ) * 2 ^ - 4 4  + REAL# (7) л -52 

DD# = SIGN * 2  ̂ EX * DD#

PRINT DD#

RETURN
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* 解 説

100 6 5 8 1 の ア ド レ ス を 8 と し 、 変 数 D M M に 代 入 す る

110 イ ン タ フ ェ ー ス • ク リ ア を 送 出 す る

120 リ モ ー ト • イ ネ ー ブ ル を truеにする

130 デ リ ミ タ を LFにする

140

150 各 変 数 に 数 値 を 代 入 す る

160 コ ン ト ロ ー ラ （РС9 8 0 1 )の ア ド レ ス を 検 出 す る

170 卜 一 力 • ア ド レ ス を TALKに 、 マ イ リ ス ナ • ア ド レ ス を LISTENに 代 入 す る

180 配 列 変 数 D A T 、 倍 精 度 実 数 型 の 配 列 変 数 REALを 定 義 す る

190

200 6 5 8 1 の パ ラ メ ー タ を 初 期 化 す る

210 交 流 電 圧 測 定 に 設 定 す る

220 交 流 電 圧 測 定 の 補 助 測 定 を 周 波 数 に 設 定 し 、 補 助 測 定 を 0 Nにする

230 デ ー タ • フ ォ ー マ ッ ト を 8 バ イ ト 実 数 に 設 定 す る

240 ア ー ム • ソ ー ス を m M E D I A T Eに 設 定 す る

250 ス キ ャ ン • ソ ー ス を ШМЕ0 1АТЕに 設 定 す る

260 ト リ ガ • ソ ー ス を m M E D I A T Eに 設 定 す る

270 ト リ ガ • シ ス テ ム • コ ン テ ィ ニ ュ ー を OFFにする

280 ト リ ガ • ス テ ー ト を ア イ ド ル • ス テ ー ト に 強 制 的 に セ ッ ト す る

290

300 測 定 デ ー タ 、 補 助 測 定 デ ー タ を ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー に 格 納 す る

310 コ ン ト ロ ー ラ （PC9 8 0 1 )が 自 身 を リ ス ナ に 設 定

320 測 定 デ ー タ を 読 み 込 む

330 補 助 測 定 デ ー タ を 読 み 込 む

340 プ ロ グ ラ ム 終 了

350

360

370

8 バ イ ト 実 数 を 1 バ イ ト ず つ バ イ ナ リ • デ ー タ と し て 読 み 込 む

440

4 5 0

46 0

8 バ イ ト の バ イ ナ リ • デ ー タ を 倍 精 度 実 数 型 に 変 換 し 、 C R T へ 表 示 す る

560

95
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9 . 1 2  プ ロ グ ラ ム 例

〕 B U S ト リ ガ に よ っ て 測 定 を 開 始 し 、 S R Q 割 り 込 み を 使 用 し て 測 定 の 終 了 を 検 知 し 、 

測 定 デ ー タ を 読 み 出 す 。

100 腿 M二8

110 ISET IFC

120 ISET REN

130 CMD DELIM二2

140
9

150 PRINT @ DMM ;”*RST”

160 PRINT ® DMM ;”A R M :S0 UR IMM”

170 PRINT ® DMM ;”A RM :LAY2 : S0 UR ШМ”

180 PRINT ® DMM ;”TRIG :S0 UR BUS”

190 PRINT ABORT”

200 PRINT ® DMM ;，，*CLS”

210 PRINT ® DMM;”*SRE 1”

220 PRINT @ DMM;”*ESE 0”

230 PRINT @ DMM ;”STAT :MEAS:ENAB 256

240 PRINT @ M M ;”STAT :QUES:ENAB 0”

250 PRINT @ DMM ;”STAT :OPER:ENAB 0，’

260

270 DEF SEG= SEGPTR(7)

280 AX= PEEK (&H9 F3)

290 AX=AX AND &HBF

300 POKE & H 9 F3 , A^

310
>

320 ON SRQ GOSUB *MES

330 SRQ ON

340

350 WAITF二0

360 PRINT @ DMM ;”*TRG”

370 IF WAITF-1 THEN 350

380 GOTO 370

390
9

400 « E S

410 SRQ OFF

42 0 POLL DMM， S

43 0 IF S <> 65 THEN 4 80

44 0 PRINT ® DMM ;，’FETCH?”

450 INPUT §DMM ;A $

460 PRINT A $

470 WAITF二1

480 SRQ ON

490 RETURN

500

510 END

9 - 9 6 0 7 0 3 3 0
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Ф解 説

100 6 5 8 1 の ア ド レ ス を 8 と し 、 変 数 D M M に 代 入 す る

110 イ ン タ フ ェ ー ス • ク リ ア を 送 出 す る

120 リ モ ー ト • イ ネ ー ブ ル を truеにする

130 デ リ ミ タ を LFに する

140

150 6 5 8 1 の パ ラ メ ー タ を 初 期 化 す る

160 ア ー ム • ソ ー ス を m M E D I A T Eに 設 定 す る

170 ス キ ャ ン • ソ ー ス を m M E D I A T Eに 設 定 す る

180 ト リ ガ • ソ ー ス を BUSに 設 定 す る

190 ト リ ガ • ス テ ー ト を ア イ ド ル • ス テ ー ト に 強 制 的 に セ ッ ト す る

200 す べ て の イ ベ ン ト • レ ジ ス タ と エ ラ … • キ ュ ー を ク リ ア す る

210 サ ー ビ ス • リ ク エ ス ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ の Me as u r ement E v e n t ビ

ッ ト （bitO) を 許 可 す る

220 ス タ ン ダ ー ド • イ ベ ン ト • ス テ ー タ ス • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ を ク リ ア

する

230 メ ジ ャ ー メ ン ト • イ ベ ン ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ の 測 定 終 了 ビ ッ ト

(bit8 ) を 許 可 す る

240 ク エ シ ョ ナ ブ ル • イ ベ ン ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ を ク リ ア す る

250 オ ペ レ ー シ ョ ン • イ ベ ン ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ を ク リ ア す る

260

27 0

\ PC9 8 0 1 の GPIB内 の SRQ信 号 を ク リ ア す る

300

310

320 S R Q の 割 り 込 み に よ る サ ブ ル ー チ ン の 飛 び 先 を 指 定 す る

330 S R Q の 割 り 込 み を 許 可 す る

340

350 割 り 込 み 受 信 フ ラ グ を ク リ ア す る

360 B U S に よ る ト リ ガ を か け る

370 割 り 込 み 受 信 フ ラ グ が セ ッ ト さ れ て い る 場 合 は 、 3 5 0へ 分 岐 す る

380 行 番 号 3 7 0 へ 分 岐 す る

39.0

40 0 サ ブ ル ー チ ン の ラ ベ ル 名 を M E Sとする

410 S R Q の 割 り 込 み を 禁 止 す る

420 シ リ ア ル ポ ー ル を 行 い 、 6 5 8 1 の ス テ ー タ ス • バ イ ト • レ ジ ス タ の 内

容 を 変 数 S に 読 み 込 む

430 Measurement E v e n t ビ ッ ト （b i t0 ) が セ ッ ト さ れ て い な い 場 合 は 、 480

へ 分 岐 す る

440 測 定 デ ー タ を ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー に 格 納 す る

450 ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー の 内 容 （測 定 デ ー タ ） を 読 み 込 む

460 測 定 デ ー タ を C R T へ 表 示 す る

470 割 り 込 み 受 信 フ ラ グ を セ ッ ト す る

480 S R Q の 割 り 込 み を 許 可 す る

490 サ ブ ル ー チ ン 終 了

500

510 プ ロ グ ラ ム 終 了

9 - 9 7 0 7 0 3 3 0
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〔例 1 - 5 〕 *W A Iコ マ ン ド を 用 い て * TR Gコ マ ン ド の 実 行 を 終 了 （1回 の 測 定 が 終 了 す る ま で ）. 

さ せ 、 必 ず 測 定 の 終 了 後 に 測 定 デ ー タ を 読 み 出 す よ う に す る 。

( 例 1 - 5 は 、 例 1 - 4 と 同 じ 動 作 を し ま す 。 ）

100 DMM-8

110 ISET IFC

120 ISET REN

130 CMD DELIM=2

140 ’

150 PRINT @ DMM ;”*RST”

160 PRINT ® DMM ;”A R M :S0 UR IMM”

170 PRINT @ DMM ;”ARM :LAY2 : S0 UR IMM”

180 PRINT @ DMM ;”TRIG :S0 UR BUS”

190 PRINT ㈣MM ;”AB0 RT”

200 ’

2 1 0  PRINT ® DMM ;”*TRG ;*WAI”

220 PRINT ® DMM ;”FETCH?”

230 INPUT 0 DMM ;A $

24 0  PRINT A $

25 0  GOTO 210

260 ’

270 END

■解説

100 6 5 8 1 の ア ド レ ス を 8 と し 、 変 数 D M M に 代 入 す る

n o イ ン タ フ ェ ー ス • ク リ ア を 送 出 す る

120 リ モ ー ト • イ ネ ー ブ ル を trueにする

130 デ リ ミ タ を LFにする

140

150 6 5 8 1 の パ ラ メ ー タ を 初 期 化 す る

160 ア ー ム • ソ ー ス を m M E D I A T Eに 設 定 す る

170 ス キ ャ ン • ソ ー ス を m M E D I A T Eに 設 定 す る

180 ト リ ガ • ソ ー ス を BUSに 設 定 す る

190 ト リ ガ • ス テ ー ト を ア イ ド ル • ス テ ー ト に 強 制 的 に セ ッ ト す る

200

210 B U S に よ る ト リ ガ を か け 、 1回 の 測 定 が 終 了 す る ま で 待 つ

220 測 定 デ ー タ を ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー に 格 納 す る

230 ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー の 内 容 （測 定 デ ー タ ） を 読 み 込 む

240 測 定 デ ー タ を C R T へ 表 示 す る

250 行 番 号 2 1 0 へ 分 岐 す る

260

270 プ ロ グ ラ ム 終 了

0 7 0 3 3 0
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〕 1 回 の B U Sト リ ガ に よ っ て 1 0回 の 測 定 を 行 う 。 こ れ を 5 回 繰 り 返 す こ と に よ っ て  

全 部 で 5 0個 の 測 定 デ ー タ を 読 み 出 す 。 測 定 デ ー タ は 1回 ご と の 側 定 終 了 を S R Q 割 

り 込 み を 使 用 し て 読 み 出 す 。

100 DMM-8

110 ISET IFC

120 ISET REN

130 CMD DELIM-2

140

150 АШ二1 : SCNT = 5 : TCNT = 10

160 PRINT ® DMM ; 1 RST”

170 PRINT @ DMM ;”A R M :S(]UR ШМ”

180 PRINT @ DMM ;”A R M :LAY2 : S0 UR BUS”

190 PRINT ㈣M M r T R I G :S0 UR TIM”

200 PRINT ㈣MM ;”TRIG :SOUR:TIM 1 . 0”

210 PRINT 麵 M ，.，，A R M :C0 U N ，4 STR$ (ACNT)

220 PRINT ㈣MM ;”A R M :LAY2 : C0 UN ”+ STR$ ( SCNT)

230 PRINT @ DMM ;，，TRIG :C0 U N ，’+ STR$ ( TCNT)

240 PRINT @ DMM ;”AB0 RT”

250 PRINT ® DMM ;，’* CLS”

260 PRINT ® DMM;，’*SRE Г

270 PRINT ® DMM;”*ESE 0 ”

280 PRINT @ DMM ;”STAT :MEAS:ENAB 2 5 6”

290 PRINT ㈣MM ;”STAT :QUES:ENAB 0 ，’

300 PRINT _ 匪 ；” STAT :0PER:ENAB 0”

310
9

320 DEF SEG= SEGPTR (7)

330 A % 二PEEKC& H 9 F3)

340' AX-AX AND &HBF

350 POKE & H9 F3 ,AX

360

370 ON SRQ GOSUB *MES

380 SRQ ON

39 0
9

40 0 GSCNT-0

41 0 GTCNT二 0

420 PRINT ㈣MM ;”*TRG”

430 GSCNT: GSCNT+1

4 4 0 IF GSCNT>SCNT THEN 510

4 50
f

4 6 0 WAITF-0

47 0 IF GTCNT>:TCNT THEN 41 0

4 80 IF WAITF-1 THEN 46 0

4 90 GOTO 48 0

500

510 END

520

530

ル

続く

0 7 0 3 3 0
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540 木MES

550 SRQ OFF

560 POLL DMM, S

570 IF S < > 6 5  THEN 610

580 PRINT ® DMM ;”FETCH?”

590 INPUT 8 DMM ;A $

600 GTCNT二GTCNT+1

610 PRINT GTCNT, A $

620 WAITF二1

630 SRQ ON

640 RETURN

* 解 説 (1/2)

100 6 5 8 1 の ア ド レ ス を 8 と し 、 変 数 D M M に 代 入 す る

110 イ ン タ フ ェ ー ス • ク リ ア を 送 出 す る

120 リ モ ー ト • イ ネ ー ブ ル を trueにする

130 デ リ ミ タ を LFにする

140

150 ア ー ム • レ イ ヤ の ル ー プ 回 数 を 変 数 ACNT、 ス キ ャ ン • レ イ ヤ の ル ー プ 回

数 を 変 数 SCNT、 ト リ ガ • レ イ ヤ の ル ー プ 回 数 を 変 数 TCNTに 代 入 す る

160 6 5 8 1 の パ ラ メ ー タ を 初 期 化 す る

170 ア ー ム • ソ ー ス を m M E D I A T Eに 設 定 す る

180 ス キ ャ ン • ソ ー ス を BUSに 設 定 す る

190 ト リ ガ • ソ ー ス を TIMERに 設 定 す る

200 ト リ ガ • ソ ー ス の タ イ マ 時 間 を 設 定 す る

210 ア ー ム • レ イ ヤ の ル ー プ 回 数 を 設 定 す る

220 ス キ ャ ン • レ イ ヤ の ル ー プ 回 数 を 設 定 す る

230 ト リ ガ • レ イ ヤ の ル ー プ 回 数 を 設 定 す る

240 ト リ ガ • ス テ ー ト を ア イ ド ル • ス テ ー ト に 強 制 的 に セ ッ ト す る

250 す べ て の イ ベ ン ト • レ ジ ス タ と エ ラ ー • キ ュ ー を ク リ ア す る

260 サ ー ビ ス • リ ク エ ス ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ の Measurement E v e n t ビ

ッ ト （bi t0 ) を 許 可 す る

270 ス タ ン ダ ー ド • イ ベ ン ト • ス テ ー タ ス • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ を ク リ ア

する

280 メ ジ ャ ー メ ン ト • イ ベ ン ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ の 測 定 終 了 ビ ッ ト

(bit8 ) を 許 可 す る

290 ク エ シ ョ ナ ブ ル • イ ベ ン ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ を ク リ ア す る

300 オ ペ レ ー シ ョ ン • イ ベ ン ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ を ク リ ア す る

310

320

PC9 8 0 1 の GPIB内 の S R Q 信 号 を ク リ ア す る

350

360

370 S R Q の 割 り 込 み に よ る サ ブ ル ー チ ン の 飛 び 先 を 指 定 す る

380 S R Q の 割 り 込 み を 許 可 す る

390

4 0 0 ス キ ャ ン • レ イ ヤ の ル ー プ 回 数 を カ ウ ン ト す る フ ラ グ を ク リ ア す る

410 ト リ ガ • レ イ ヤ の ル ー プ 回 数 を カ ウ ン ト す る フ ラ グ を ク リ ア す る

1 0 0 0 7 0 3 3 0
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(2/ 2)

4 20 B U S に よ る ト リ ガ を か け る

430 ス キ ャ ン • レ イ ヤ の ル ー プ 回 数 を カ ウ ン ト す る フ ラ グ を カ ウ ン ト • ア ッ

プする

440 ス キ ャ ン • レ イ ヤ の ル ー プ 回 数 を カ ウ ン ト す る フ ラ グ が ス キ ャ ン • レ イ

ヤ の ル ー プ 回 数 の 設 定 値 よ り 大 き い 場 合 は 、 5 1 0へ 分 岐 す る

450

460 割 り 込 み 受 信 フ ラ グ を ク リ ア す る

470 ト リ ガ • レ イ ヤ の ル ー プ 回 数 を カ ウ ン ト す る フ ラ グ が ト リ ガ • レ イ ヤ の  

ル ー プ 回 数 の 設 定 値 よ り 大 き い 場 合 は 、 4 1 0 へ 分 岐 す る

480 割 り 込 み 受 信 フ ラ グ が セ ッ ト さ れ て い る 場 合 は 、 4 6 0へ 分 岐 す る

490 行 番 号 4 8 0 へ 分 岐 す る

500

510 プ ロ グ ラ ム 終 了

520

530

540 サ ブ ル ー チ ン の ラ ベ ル 名 を M E S とする

550 S R Q の 割 り 込 み を 禁 止 す る

560 シ リ ア ル ポ ー ル を 行 い 、 6 5 8 1 の ス テ ー タ ス • バ イ ト • レ ジ ス タ の 内

容 を 変 数 S に 読 み 込 む

570 Measurement E v e n t ビ ッ ト （b i t0 ) が セ ッ ト さ れ て い な い 場 合 は 、 610

へ 分 岐 す る

580 測 定 デ ー タ を ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー に 格 納 す る

590 ア ウ ト ブ ッ ト • キ ュ ー の 内 容 （測 定 デ ー タ ） を 読 み 込 む

600 ト リ ガ • レ イ ヤ の ル ー プ 回 数 を カ ウ ン ト す る フ ラ グ を カ ウ ン ト • ア ッ  

プする

610 測 定 デ ー タ を CRTへ 表 示 す る

620 割 り 込 み 受 信 フ ラ グ を セ ッ ト す る

630 S R Q の 割 り 込 み を 許 可 す る

640 サ ブ ル ー チ ン 終 了

0 7 0 3 3 0
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〔例 1 - 7 〕 1 チ ャ ン ネ ル に 対 し て 5 回 の 測 定 を 行 い 、 そ の 測 定 デ ー タ の ア ベ レ ー ジ ン グ 結  

果 を チ ャ ン ネ ル 番 号 と ア ベ レ ー ジ ン グ が 終 了 し た 時 間 と 一 緒 に 読 み 出 す 。 

こ れ を 1〜 1 0チ ャ ン ネ ル ま で チ ャ ン ネ ル を 切 り 換 え て 行 う 。

100 腿 М:8

110 ISET IFC

120 ISET REN

130 CMD DELIM二2

140 ’

150 ' ACNT- 1 : SCNT-10 : TCNT=5 

160 PRINT @ DMM ;”*RST”

170 PRINT ㈣M M ;”F0 RM ASCII”

180 PRINT @ DMM ;”F0 RM:ELEM CHAN, TIME”

190 PRINT ® DMM ;”A R M :S0 UR IMM”

200 PRINT A R M :LAY2 :SOUR TLINK”

210 PRINT ® DMM ;”TRIG :S0 UR IMM”

220 PRINT ® DMM ;”A R M :C0 UN ”+ STR$ (ACNT)

230 PRINT @ DMM ;”A R M :LAY2 : C0 UN ”+ STR$ ( SCNT)

240 PRINT ㈣MM ;”TRIG :C0 UN ”+ STR$ ( TCNT)

2 50 PRINT @ DMM ;”CALC:DFIL AVER ;DFIL:AVER ”+ STR$ ( TCNT)

2 60 PRINT CALC :DFIL:STAT ON”

270 PRINT ® DMM ;”R0 UT:SCAN 1 ,”+ STR$ ( SCNT)

2 80 PRINT ® DMM ;”ROUT :SCAN:STAT ON ”

290 PRINT ® DMM ;”INIT:C0 NT OFF”

300 PRINT ® DMM ;”AB0 RT”

310 PRINT ® DMM ;”ホCLS”

320 PRINT ® DMM;”*SRE 1”

330 PRINT ® DMM;”*ESE 0”

340 PRINT @ DMM ;，JSTAT :MEAS:ENAB 2 5 6 w

350 PRINT @ DMM ;”STAT :QUES:ENAB 0”

360 PRINT @ DMM ;”STAT :OPER:ENAB 0”

370 ’

380 DEF SEG- SEGPTRC7)

390 AX = PEEK (&H9 F3)

4 0 0  AX-AX AND &HBF

4 1 0  POKE & H9 F3 ,AX

4 2 0  ’

4 30 ON SRQ G0 SUB *MES

4 4 0  SRQ ON

4 50 ’

460 GSCNT=0

4 7 0  PRINT @ DMM ;”INIT”

480 ’

490 WAITF=0

5 00 IF GSCNT >= SCNT THEN 540

5 10 IF WAITF=1 THEN 49 0

5 20 GOTO 510

530 ’

540 END

550 , メ

Y
続く
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5 6 0  ’

570 _ S

5 8 0  SRQ OFF

5 90 POLL DMM, S

6 0 0  IF S< > 6 5  THEN 660

6 10 PRINT M M M ;”FETCH?”

620 INPUT @ DMM ;A $, B $, C $

6 3 0  GSCNT- GSCNT+1

64 0  PRINT A $ , B $, C$

6 5 0  WAITF二1

660 SRQ ON

670 RETURN

♦ 解 説  （1/2)

100 6 5 8 1 の ア ド レ ス を 8 と し 、 変 数 D M M に 代 入 す る

110 イ ン タ フ ェ ー ス • ク リ ア を 送 出 す る

120 リ モ ー ト • イ ネ ー フ ル を trueに す る

130 デ リ ミ タ を LFにする

140

150 ア ー ム • レ イ ヤ の ル ー プ 回 数 を 変 数 ACNT、 ス キ ャ ン . レ イ ヤ の ル ー プ 回

数 を 変 数 SCNT、 ト リ ガ • レ イ ヤ の ル ー プ 回 数 を 変 数 TCNTに 代 入 す る

160 6 5 8 1 の パ ラ メ ー タ を 初 期 化 す る

170 デ ー タ • フ ォ ー マ ッ ト を A S C I I に 設 定 す る

180 デ ー タ • エ レ メ ン ト の ス キ ャ ナ • チ ャ ン ネ ル と タ イ ム • ス タ ン プ を 0 Nに

する

190 ア ー ム • ソ ー ス を m M E D I A T Eに 設 定 す る

200 ス キ ャ ン • ソ ー ス を TLINKに 設 定 す る

210 ト リ ガ • ソ ー ス を IlMEDIATEに 設 定 す る

220 ア ー ム • レ イ ヤ の ル ー プ 回 数 を 設 定 す る

230 ス キ ャ ン • レ イ ヤ の ル ー プ 回 数 を 設 定 す る

240 ト リ ガ • レ イ ヤ の ル ー プ 回 数 を 設 定 す る

25 0 デ ジ タ ル • フ ィ ル タ の ア ベ レ ー ジ ン グ を 選 択 し 、 ア ベ レ ー ジ ン グ 回 数 を

設 定 す る

260 デ ジ タ ル • フ ィ ル タ を 許 可 す る

270 ス キ ャ ナ の ス タ ー ト • チ ャ ン ネ ル 、 ス ト ッ プ • チ ャ ン ネ ル を 設 定 す る

280 ス キ ャ ナ を 許 可 す る

290 ト リ ガ • シ ス テ ム • コ ン テ ィ ニ ュ ー を O F F に する

300 ト リ ガ • ス テ ー ト を ア イ ド ル • ス テ ー ト に 強 制 的 に セ ッ ト す る

310 す べ て の イ ベ ン ト • レ ジ ス タ と エ ラ ー • キ ュ ー を ク リ ア す る

320 サ ー ビ ス • リ ク エ ス ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ の Me as u r ement E v e n t ビ

ッ ト （bitO) を 許 可 す る

330 ス タ ン ダ ー ド • イ ベ ン ト • ス テ ー タ ス • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ を ク リ ア

する

340 メ ジ ャ ー メ ン ト • イ ベ ン ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ の 測 定 終 了 ビ ッ ト

(bit8 ) を 許 可 す る

103 0 7 0 3 3 0
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(2/ 2)

ク ェ シ ョ ナ ブ ル • イ ベ ン ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ を ク リ ア す る  

オ ペ レ ー シ ョ ン • イ ベ ン ト • イ ネ ー フ ル • レ ジ ス タ を ク リ ア す る

PC9 8 0 1 の GPIB内 の SRQ信 号 を ク リ ア す る

S R Q の 割 り 込 み に よ る サ ブ ル ー チ ン の 飛 び 先 を 指 定 す る  

S R Q の 割 り 込 み を 許 可 す る

ス キ ャ ン • レ イ ヤ の ル ー プ 回 数 を カ ウ ン ト す る フ ラ グ を ク リ ア す る  

ト リ ガ • シ ス テ ム を ス タ ー ト さ せ る

割 り 込 み 受 信 フ ラ グ を ク リ ア す る

ス キ ャ ン • レ イ ヤ の ル ー プ 回 数 を カ ウ ン ト す る フ ラ グ が ス キ ャ ン • レ イ  

ヤ の ル ー プ 回 数 の 設 定 値 よ り 大 き い 場 合 は 、 5 4 0へ 分 岐 す る  

割 り 込 み 受 信 フ ラ グ が セ ッ ト さ れ て い る 場 合 は 、 4 9 0へ 分 岐 す る  

行 番 号 5 1 0 へ 分 岐 す る

プ ロ グ ラ ム 終 了

サ ブ ル ー チ ン の ラ ベ ル 名 を ME Sとする 

S R Q の 割 り 込 み を 禁 止 す る

シ リ ア ル ポ ー ル を 行 い 、6 5 8 1 の ス テ ー タ ス • バ イ ト • レ ジ ス タ の 内  

容 を 変 数 S に 読 み 込 む

Measurement E v e n t ビ ッ ト （b i t0 ) が セ ッ ト さ れ て い な い 場 合 は 、 660 

へ 分 岐 す る

測 定 デ ー タ 、 ス キ ャ ナ • チ ャ ン ネ ル 、 タ イ ム • ス タ ン プ を ア ウ ト プ ッ  

卜 • キ ュ ー に 格 納 す る  

ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー の 内 容 を 読 み 込 む

ス キ ャ ン • レ イ ヤ の ル ー プ 回 数 を カ ウ ン ト す る フ ラ グ を カ ウ ン ト • ア  

ッ プす る

測 定 デ ー タ 、 ス キ ャ ナ • チ ャ ン ネ ル 、 タ イ ム • ス タ ン プ を CRTへ 表 示  

する

割 り 込 み 受 信 フ ラ グ を セ ッ ト す る  

S R Q の 割 り 込 み を 許 可 す る  

サ ブ ル ー チ ン 終 了

9 - 1 0 4 0 7 0 3 3 0
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9 . 12 プ ロ グ ラ ム 例

〔例 1 - 8 〕 測 定 デ ー タ を 一 番 速 く 内 部 メ モ リ に ス ト ア す る 。 ス ト ア 終 了 後 、 リ コ ー ル を 行 い  

リ コ ー ル • デ ー タ に 統 計 演 算 を か け 、 測 定 デ ー タ と 統 計 演 算 結 果 の 両 方 を 読 み 出  

す 。

腫 М二8

ISET IFC 

ISET REN 

CMD DELIM-2

UNL- & H3 F : UNT= & H 5 F : MTA- & H40 : MLA= feH20

PC98 - IEEE(l) AND & H 1F

TALK = MTA+DMM : LISTEN = MLA+ PC98

DIM DAT (8), R E A L H 8), A $(10)

CNT二1 0 0  

PRINT МММ;

PRINT

PRINT

PRINT

PRINT

PRINT

PRINT

PRINT

PRINT

PRINT

PRINT

PRINT

PRINT

PRINT

PRINT

PRINT

PRINT

PRINT

PRINT

PRINT

PRINT

PRINT

PRINT

@ DMM ; 

麵 M ; 

МММ; 

® DMM ; 

® D丽 ;  

㈣MM ; 

麵 M ; 

㈣MM 

@DMM 

麵 M ; 

МММ; 

0 DMM 

@DMM 

@DMM 

®DMM 

㈣MM 

®DMM 

® D匪
@DMM 

МММ 

⑽MM 

麵 M ;

，’ШТ”

”C0 N F :V 0 L T :DC”

”V0 L T :D C :RANG :AUT0 OFF”

”V 0 L T :DC:APER 1 . 0 0 E - 0 6 ;DIG 4 ” 

”ZER0 : AUT0 OFF”

”DISP OFF”

”FORM REAL， 6 4”

”F0 RM:ELEM NONE”

”SYST :GPIB :DELI :BL0 C E0 ド 

” ARM : SOUR ШМ”

”AR M :LAY2 : S0 UR IMM”

”TRIG :S0 UR IMM”

”TRIG :C0 UN INF”

”TRAC :BC0 N FULじ’

”TRAC :P0 IN ”+ STR$ ( CNT) 

”INIT:C0 NT OFF，，

”ABORT”

”*CLS”

，，*SRE 1”

，，*ESE 0”

”STAT :MEAS:ENAB 5 1 2” 

，，STAT :QUES:ENAB 0”

”STAT :0PER:ENAB 0”

DEF SEG= SEGPTR(7) 

A% 二 P E E K U H 9 F3)

AX二AX AND _ F  

POKE & H9 F3 ,AX

ON SRQ G0 SUB *MES

SRQ ON /
，

PRINT @ DMM ;”TRAC:STAT 0Г 

PRINT @ DMM ;”INIT”

9 - 1 0 5
0 7 0 3 3 0
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9 . 12 プ ロ グ ラ ム 例

WAITF-0

IF WAITF=1 THEN 600 

GOTO 570

END

*MES 

SRQ OFF 

POLL DMM, S 

IF S< > 6 5  THEN 820 

PRINT 0 DMM ;，? INIT:C0 NT 0 FF ;:AB0 RT?,

PRINT ® DMM ;”CALし STAT :C0 UN ”+ STR$ ( CNT)

PRINT @ DMM ;”TRAC:NUMB 0，”+ S T R U C N T - l)

PRINT @ DMM ;”CALC :STAT:,STAT ON”

PRINT 0 DMM ;，，TRAC :DATA?，J 

WBYTE UNL, TALK, LISTEN;

FOR К二0 TO CNT-1 

G0 SUB ^PDAT 

NEXT К

PRINT @ DMM ;”CALC :STAT :DATA?”

INPUT 0 DMM ;A $ ( O) , A $ ( l) , A $(2), A $(3), A $ ( 4 ) , A $ ( 5 ) , A $(6), A $(7) 

FOR KK=0 TO 7 

PRINT A $ ( KK)

NEXT KK 

WAITF二1 

SRQ ON 

RETURN

*PDAT

FOR I 二0 TO 7 

RBYTE;DAT (I)

IF I > 1 AND DAT (I) < 0 THEN DAT ( I) - DAT (I) + 256 

REALS (I) = DAT ( I)

NEXT I

GOSUB 《REAL64 

RETURN *

* REAL64

SIGN - DAT (O) AND & H80

IF SIGN 二 M 80 THEN SIGN = - 1  ELSE SIGN 二 1 

EX - ( ( (DAT (O) AND & H7 F) t 256) OR (DAT (l) AND & HF0)) / 16 

EX = EX - 1 0 2 3

DAT (l) = (DAT (l) OR & H 10) AND & H 1F 

R E A U (l) = DAT (l)

9 - 1 0 6 0 7 0 3 3 0
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DD #= REAL# ( l) * 2 > - 4  + REAL# ( 2 ) * 2 ~ - 1 2  + REAL# ( 3 ) * 2 ~ - 2 0  + REAL# ( 4 ) * 2 ' - 2 8  + 

REAL# ( 5 ) * 2 ~ - 3 6  + REAL# ( 6 ) * 2 ~ - 4 4  + REAL# ( 7 ) * 2 ' - 5 2  

DD # - SIGN * 2 ^ EX  ̂ DD#

PRINT DD #

RETURN

♦ 解 説  （1/2)

100 6 5 8 1 の ア ド レ ス を 8 と し 、 変 数 D M M に 代 入 す る

n o イ ン タ フ ェ ー ス • ク リ ア を 送 出 す る

120 リ モ ー ト • イ ネ ー ブ ル を trueに す る

130 デ リ ミ タ を LFにする

140

150 各 変 数 に 数 値 を 代 入 す る

160 コ ン ト ロ ー ラ （PC9 8 0 1 ) の ア ド レ ス を 検 出 す る

170 ト ー カ ア ド レ ス を TALKに 、 マ イ リ ス ナ • ア ド レ ス を LISTENに 代 入 す る

180 配 列 変 数 D A T 、 倍 精 度 実 数 型 の 配 列 変 数 REAL、 文 字 型 配 列 変 数 A $を 定 義

する

190

200 内 部 メ モ リ に ス ト ア す る デ ー タ 数 を 変 数 C N T に 代 入 す る

210 6 5 8 1 の パ ラ メ ー タ を 初 期 化 す る

220 直 流 電 圧 測 定 に 設 定 す る

230 直 流 電 圧 測 定 の オ ー ト レ ン ジ を OFFにする

240 直 流 電 圧 測 定 の 積 分 時 間 を l //s e c 、 表 示 桁 数 を 4 % に 設 定 す る

250 オ ー ト • ゼ ロ を OFFにする

260 測 定 デ ー タ 表 示 を OFFにする

270 デ ー タ • フ ォ ー マ ッ ト を 8バ イ ト 実 数 に 設 定 す る

280 デ ー タ • エ レ メ ン ト を 何 も 指 定 し な い

290 ブ ロ ッ ク • デ リ ミ タ を E0 Iに 設 定 す る

300 ア ー ム • ソ ー ス を m M E D I A T Eに 設 定 す る

310 ス キ ャ ン • ソ ー ス を m M E D I A T Eに 設 定 す る

320 ト リ ガ • ソ ー ス を m M E D I A T Eに 設 定 す る

330 ト リ ガ • レ イ ヤ の ル ー プ 回 数 を 無 限 大 に 設 定 す る

340 ス ト ア 終 了 条 件 を BUFFER FULLに 設 定 す る

350 ス ト ア す る デ ー タ 数 を 設 定 す る

360 ト リ ガ • シ ス テ ム • コ ン テ ィ ニ ュ ー を OFFにする

370 ト リ ガ • ス テ ー ト を ア イ ド ル • ス テ ー ト に 強 制 的 に セ ッ ト す る

380 す べ て の イ ベ ン ト • レ ジ ス タ と エ ラ ー • キ ュ ー を ク リ ア す る

390 サ ー ビ ス • リ ク エ ス ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ の Measurement E v e n t ビ

ッ ト （bitO) を 許 可 す る

400 ス タ ン ダ ー ド • イ ベ ン ト • ス テ ー タ ス • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ を ク リ ア

する

410 メ ジ ャ ー メ ン ト • イ ベ ン ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ の メ モ リ • ス ト ア 終  

了 ビ ッ ト （bit9 ) を 許 可 す る

420 ク エ シ ョ ナ ブ ル • イ ベ ン ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ を ク リ ア す る

430 オ ペ レ ー シ ョ ン • イ ベ ン ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ を ク リ ア す る

440

45 0

PC9 8 0 1 の GPIB内 の SRQ信 号 を ク リ ア す る

480

0 7 0 3 3 0
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(2/ 2)

49 0

500 S R Q の 割 り 込 み に よ る サ ブ ル ー チ ン の 飛 び 先 を 指 定 す る

510 S R Q の 割 り 込 み を 許 可 す る

520

530 内 部 メ モ リ へ の ス ト ア を 許 可 す る

540 ト リ ガ • シ ス テ ム を ス タ ー ト さ せ る

550

560 割 り 込 み 受 信 フ ラ グ を ク リ ア す る

570 割 り 込 み 受 信 フ ラ グ が セ ッ ト さ れ て い る 場 合 は 、 6 0 0へ 分 岐 す る

580 行 番 号 5 7 0 へ 分 岐 す る

590

600 プ ロ グ ラ ム 終 了

610

620

630 サ ブ ル ー チ ン の ラ ベ ル 名 を M E S とする

640 S R Q の 割 り 込 み を 禁 止 す る

650 シ リ ア ル ポ ー ル を 行 い 、 6 5 8 1 の ス テ ー タ ス • バ イ ト • レ ジ ス タ の 内

容 を 変 数 S に 読 み 込 む

660 Measurement E v e n t ビ ッ ト （bitO) が セ ッ ト さ れ て い な い 場 合 は 、 820

へ 分 岐 す る

670 ト リ ガ • シ ス テ ム • コ ン テ ィ ニ ュ ー を O F F に し 、 ト リ ガ • ス テ ー ト を

ア イ ド ル • ス テ ー ト に 強 制 的 に セ ッ ト す る （測 定 を 止 め る ）

680 統 計 演 算 サ ン プ ル 数 を 設 定 す る

690 リ コ ー ル す る デ ー タ の 範 囲 を 設 定 す る

700 統 計 演 算 を 許 可 す る

710 内 部 メ モ リ の 測 定 デ ー タ を ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー に 格 納 す る

720 コ ン ト ロ ー ラ （PC. 9801)が 自 身 を リ ス ナ に 設 定

730 リ コ ー ル す る デ ー タ 数 の 繰 り 返 し

740 ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー の 内 容 （内 部 メ モ リ の 測 定 デ ー タ ） を 読 み 込 む

750

760 統 計 演 算 の 結 果 を ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー に 格 納 す る

770 ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー の 内 容 （統 計 演 算 の 結 果 ） を 読 み 込 む

780

S 統 計 演 算 の 結 果 を C R T へ 表 示 す る

800

810 割 り 込 み 受 信 フ ラ グ を セ ッ ト す る

820 S R Q の 割 り 込 み を 許 可 す る

830 サ ブ ル ー チ ン 終 了

840

850

860

8 バ イ ト 実 数 を 1 バ イ ト ず つ バ イ ナ リ • デ ー タ と し て 読 み 込 む

930

940

95 0

960

8 バ イ ト の バ イ ナ リ • デ ー タ を 倍 精 度 実 数 型 に 変 換 し 、 C R T へ 表 示 す る

1060

108 0 7 0 3 3 0
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〔例 1 - 9 〕 ス ト ア 終 了 条 件 を プ リ ト リ ガ に 設 定 し て 内 部 メ モ リ に ス ト ア す る 。 ス ト ア 終 了  

後 、 リ コ ー ル を 行 い 測 定 デ ー タ を 読 み 出 す 。
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腿 М二8 

ISET IFC 

ISET REN 

CMD DELIM-2

Ш  二
PRINT

PRINT

PRINT

PRINT

PRINT

PRINT

PRINT

PRINT

PRINT

PRINT

PRINT

PRINT

PRINT

PRINT

PRINT

PRINT

PRINT

PRINT

PRINT

PRINT

PRINT

100

@DMM 

МММ 

®DMM 

@DMM 

МММ 
0 DMM 

®DMM 

@DMM 

㈣MM 

@DMM 

@ 腦  

@DMM 

@DMM 

@DMM 

@DMM 

@DMM 

麵 M 

麵 M 

@DMM 

@DMM

” ШТ”

，’C0 N F :V 0 L T :DC”

”V0 L T :DC:APER 1 . OOE- 6”

” FORM A S C n ”

”F0 RM:ELEM NONE”

”SYST :GPIB :DELI:STR SPAC” 

”ARM :S0 UR IMM”

”A RM :LAY2 : S0 UR IMM”

”TRIG:SOUR IMM”

”TRIG :C0 UN INF”

”TRAC :BC0 N PRET”

”TRAC :BC0 N:PRET BUS”

”TRAC :P0 IN ”+ STR$ ( CNT) 

”INIT:C0 NT OFF”

”ABORT”

”木CLS”

”*SRE 1”

，’ШЕ 0，，

，，STAT:MEAS:ENAB 5 1 2”

”STAT :QUES:ENAB 0”

”STAT :0PER:ENAB 0”

DEF SEG= SEGPTR(7) 

A% 二PEEKC& H9 F3) 

k % = k %  AND &HBF 

POKE & H9 F3 ,AX

ON SRQ G0 SUB *MES 

SRQ ON

PRINT @ DMM ;”TRAC:STAT ON” 

PRINT @ DMM ;”INIT”

FOR 1=0 TO 1 0 0 0 0  : NEXT I 

PRINT 0 DMM ;”*TRG”

WAITF=0

IF WAITF=1 THEN 550 

GOTO 520

END

9 - 1 0 9 0 7 0 3 3 0
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570 ’

580 _ S

590 SRQ OFF

60 0  POLL DMM, S

610 IF S< > 6 5  THEN 780

620 PRINT TRAC :DATA :NUMB?”

630 INPUT @ DMM ;B $(0), B $ ( l)

640 PRINT B $ ( 0 ) , B $ ( l)

650 X 1 =VA L (B $(0)) : X2 = V A L (B $(1))

660 0 FFS=20

670 Y 1 : X 1

680 ’

69 0  Y2 - Y 1 + 0 FFS

70 0  ' IF Y2 > X2 THEN Y2 二X2

71 0  PRINT ® DMM ;”TRAC:NUMB ”+ STR$ ( Yl) +”，”+ S T R U Y 2)

720 PRINT ® DMM ;”TRAC :DATA?”

730 INPUT @ DMM ;A $

740 PRINT A $

750 Y 1 : Y2+1

760 IF Y 1 > X2 THEN 770 ELSE 690

7 7 0  WAITF=1

780 SRQ ON

79 0  RETURN

« 解 説 (1/3)

100 6 5 8 1 の ア ド レ ス を 8 と し 、 変 数 D M M に 代 入 す る

n o イ ン タ フ ェ ー ス • ク リ ア を 送 出 す る

120 リ モ ー ト • イ ネ ー ブ ル を trueにする

130 デ リ ミ タ を LFにする

140

150 内 部 メ モ リ に ス ト ア す る デ ー タ 数 を 変 数 C N T に 代 入 す る

160 6 5 8 1 の パ ラ メ ー タ を 初 期 化 す る

170 直 流 電 圧 測 定 に 設 定 す る

180 直 流 電 圧 測 定 の 積 分 時 間 を 1/z s e c に 設 定 す る

190 デ ー タ • フ ォ ー マ ッ ト を A S C I I に 設 定 す る

200 デ ー タ • エ レ メ ン ト を 何 も 指 定 し な い

210 ス ト リ ン グ • デ リ ミ タ を S P A C E に 設 定 す る

220 ア ー ム • ソ ー ス を m M E D I A T Eに 設 定 す る

230 ス キ ャ ン • ソ ー ス を - MEDIATEに 設 定 す る

240 ト リ ガ • ソ ー ス を m M E D I A T Eに 設 定 す る

250 ト リ ガ • レ イ ヤ の ル ー プ 回 数 を 無 限 大 に 設 定 す る

260 ス ト ア 終 了 条 件 を プ リ • ト リ ガ に 設 定 す る

270 プ リ • ト リ ガ の ソ ー ス を B U S に 設 定 す る

280 ス ト ア す る デ ー タ 数 を 設 定 す る

290 ト リ ガ • シ ス テ ム • コ ン テ ィ ニ ュ ー を O F F にする

300 ト リ ガ • ス テ ー ト を ア イ ド ル • ス テ ー ト に 強 制 的 に セ ッ ト す る

310 す べ て の イ ベ ン ト • レ ジ ス タ と エ ラ ー • キ ュ ー を ク リ ア す る
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32 0 サ ー ビ ス • リ ク エ ス ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ の Me as u remen t E v e n t ビ

ッ ト （bitO) を 許 可 す る

330 ス タ ン ダ ー ド • イ ベ ン ト • ス テ ー タ ス • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ を ク リ ア

する

340 メ ジ ャ ー メ ン ト • イ ベ ン ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ の メ モ リ ス ト ア 終 了

ビ ッ ト （bit9 ) を 許 可 す る

350 ク エ シ ョ ナ ブ ル • イ ベ ン ト • イ ネ ー ブ ル . レ ジ ス タ を ク リ ア す る

360 オ ペ レ ー シ ョ ン • イ ベ ン ト • イ ネ ー フ ル • レ ジ ス タ を ク リ ア す る

370

38 0

PC9 8 0 1 の GPIВ内 の S R Q 信 号 を ク リ ア す る

410

4 2 0

4 3 0 S R Q の 割 り 込 み に よ る サ ブ ル ー チ ン の 飛 び 先 を 指 定 す る

440 S R Q の 割 り 込 み を 許 可 す る

450

46 0 内 部 メ モ リ へ の ス ト ア を 許 可 す る

470 ト リ ガ • シ ス テ ム を ス タ ー ト さ せ る

480 内 部 メ モ リ の ス ト ア の バ ッ フ ァ が 一 杯 に な る ま で 待 つ

490 内 部 メ モ リ へ の ス ト ア を 終 了 す る た め の ト リ ガ を か け る

500

510 割 り 込 み 受 信 フ ラ グ を ク リ ア す る

520 割 り 込 み 受 信 フ ラ グ が セ ッ ト さ れ て い る 場 合 は 、 5 5 0 へ 分 岐 す る

530 行 番 号 5 2 0 へ 分 岐 す る

540

55 0 プ ロ グ ラ ム 終 了

560

57 0

580 サ ブ ル ー チ ン の ラ ベ ル 名 を M E Sとする

590 S R Q の 割 り 込 み を 禁 止 す る

600 シ リ ア ル ポ ー ル を 行 い 、 6 5 8 1 の ス テ ー タ ス • バ イ ト • レ ジ ス タ の 内

容 を 変 数 S に 読 み 込 む

610 Measurement E v e n t ビ ッ ト （b i t0 ) が セ ッ ト さ れ て い な い 場 合 は 、 780

へ 分 岐 す る

620 ス ト ア さ れ た デ ー タ 範 囲 を ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー に 格 納 す る

630 ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー の 内 容 （ス ト ア さ れ た デ ー タ 範 囲 ）を 読 み 込 む

640 ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー の 内 容 （ス ト ア さ れ た デ ー タ 範 囲 ）を C R T へ 表 示

する

650 ス ト ア さ れ た 先 頭 の デ ー タ 番 号 を XI、 最 後 の デ ー タ 番 号 を X2 に代入する

660 リ コ ー ル す る デ ー タ 数 を 0 FFSに 代 入 す る

670 リ コ ー ル す る ス タ ー ト 番 号 を Y 1 に 代 入 す る

680

690 リ コ ー ル す る 終 了 番 号 を Y2 に 代 入 す る

700 リ コ ー ル す る 終 了 番 号 が 最 後 の デ ー タ 番 号 よ り 大 き い 場 合 は 、 リコー

ル す る 終 了 番 号 に 最 後 の デ ー タ 番 号 を 代 入 す る

710 リ コ ー ル す る デ ー タ の 範 囲 を 設 定 す る

720 内 部 メ モ リ の 測 定 デ ー タ を ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー に 格 納 す る
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730 ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー の 内 容 （内 部 メ モ リ の 測 定 デ ー タ ）を 読 み 込 む

740 ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー の 内 容 （内 部 メ モ リ の 測 定 デ ー タ ）を CRTへ 表 示

する

750 リ コ ー ル す る ス タ ー ト 番 号 を Y 1代 入 す る

760 リ コ ー ル す る ス タ ー ト 番 号 が 最 後 の デ ー タ 番 号 よ り 大 き い 場 合 は 、

7 7 0 へ 、 そ れ 以 外 は 6 9 0へ 分 岐 す る

770 割 り 込 み 受 信 フ ラ グ を セ ッ ト す る

780 S R Q の 割 り 込 み を 許 可 す る

790 サ ブ ル ー チ ン 終 了

9 - 1 1 2 0 7 0 3 3 0
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BLOC ЕСИ” 

”+ STR$ ( RATE)

$(CNT)

RATE ::.0002

FLG 二 l

CNT = 100

PRINT 麵 M; ” шт”

PRINT ㈣ 丽 ;”C0NF:V0LT:DC”

PRINT 麵 M; ”SYST:GPIB:DELI

PRINT @1ШМ;”TSYS:FAST:RATE

PRINT 麵 м;”TRIG:S0UR ШМ”

PRINT МММ;”TRAC:P0IN ，4 S T

PRINT _мм;”INIT:C0NT OFF”

PRINT 麵 м;”ABORT”

PRINT ㈣мм;”*CLS”

PRINT МММ;”*SRE Г

PRINT ㈣мм;，’ШЕ 0”

PRINT _мм; ，’STAT:MEAS:ENAB

PRINT 麵 м;”STAT:QUES:ENAB

PRINT 麵 м;”STAT:0PER:ENAB

DEF SEG=SEGPTR(7)

AX 二 PEEK(M9F3)

AX二АЖ AND &HBF 

POKE &H9F3,A%
j

ON SRQ GOSUB *MES 

SRQ ON

PRINT @DMM;”TSYS:FAST:STAT ON” 

PRINT МММ;” INIT”

WAITF=0

IF WAITF=1 THEN 1430

9 . 1 2  プ ロ グ ラ ム 例

〔例 1-10〕 測 定 を 一 番 速 く し て 内 部 メ モ リ に ス ト ア す る た め に FASTモ ー ド に 設 定 す る 。 

FASTモ ー ド 終 了 後 （ス ト ア 終 了 後 ） 以 下 に 示 す 処 理 を す る 。

FLG = 1 の 場 合 、 真 値 算 出 前 の デ ー タ と ゲ イ ン 、 オ フ セ ッ ト • デ ー タ を 読 み 出  

し、 パ ソ コ ン 上 で 真 値 算 出 を 行 い 、 測 定 値 を 算 出 す る 。

FLG = 2 の 場 合 、 本 器 内 で 真 値 算 出 を 行 い 、 測 定 デ ー タ を 読 み 出 す 。

DMM-8

ISET IFC

ISET REN

CMD DELIM-2
，

UNL-&H3F : UNT=&H5F : MTA-&H40 : MLA=&H20

PC98 - IEEE(l) AND &H1F

TALK = MTA+DMM : LISTEN = MLA+PC98

DIiM DAT (8), REAL1K 8)

21丄
»
»

5
 

0
 

0
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GOTO 1400
，

END

*MES 

SRQ OFF 

POLL DMM, S 

IF S<>65 THEN 1530

IF FLG-1 THEN GOSUB *CAL 

IF FLG二2 THEN G0SUB 纟 CAL0UT 

WAITF二1 

SRQ ON 

RETURN

*CAL

PRINT @Dlffl;”TRAC:FAST:GAIN?”

INPUT @DMM;GAIN$

PRINT @DMI;”TRAC:FAST:ZERO?”

INPUT @DMM;ZER0$

PRINT ’’GAIN : ，4 G A I N $， ”ZER0 : ，，Ш Ш  

PRINT @DMM;”TRAC:NUMB 0，”+STR$(CNT-l)

PRINT ®DMM;”TRAC:FAST:DATA?”

WBYTE UNL,TALK,LISTEN;

IF RATE <= .0001 THEN GOSUB H N T 1 6  ELSE GOSUB *INT32 

RETURN

ШТ16

FOR 1:0 TO CNT-1 

RBYTE;DAT(0)

RBYTE;DAT(1)

RDAT# = DAT(O)

RDAT# = R D A T "  256 + DAT(l)

IF RDAT#>32768! THEN RDAT#=RDAT»-65536! 

REAL# - RDAT# * VAL(GAIN$) - VAL(ZER0$) 

PRINT RDAT#, REAL#

NEXT I 

RETURN

木INT32

FOR 1=0 TO CNT-1 

RBYTE;DAT(0)

RBYTE;DAT(1)

RBYTB;DAT(2)

RBYTE;DAT(3)

REALK0)=DAT(0) :REAUf(l)=DAT(l) :REAL#(2)=DAT(2) :REAL#(3)-DAT(3)
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RDATff - R E A L K 0 ) * 2   ̂ 24 + REAL# ( l) * 2   ̂ 16 + REAL# ( 2 ) * 2   ̂ 8 + R E A L K 3) 

IF RDAT# > = 2 1 4 7 4 8 3 6 4 8 #  THEN RDAT# : RDAT# _ 4 2 9 4 9 6 7 2 96#

REAL# = RDAT# * V A L (GAIN$) - V A L (ZER0$)

PRINT RDAT#,REALS 

NEXT I 

RETURN

* CAL0 UT

PRINT @ DMM ;”F0 RM ASCI ド 

FOR J=0 TO CNT-1

PRINT @ DMM ;”TRAC:NUMB ”+ STR$ ( J) + ”，”+ STR$ ( J)”

PRINT @ DMM ;”TRAC :DATA?”

INPUT 8 DMM ;DAT$

PRINT DATS 

NEXT J 

RETURN

♦ 解 説  （1/3)

1000 6 5 8 1 の ア ド レ ス を 8 と し 、 変 数 D M M に 代 入 す る

1010 イ ン タ フ ェ ー ス • ク リ ア を 送 出 す る

1020 リ モ ー ト • イ ネ ー フ ル を tг*ueにする

1030

1 040

デ リ ミ タ を LFにする

1050 各 変 数 に 数 値 を 代 入 す る

1060 コ ン ト ロ ー ラ （PC9 8 0 1 )の ア ド レ ス を 検 出 す る

1070 卜 一 力 • ア ド レ ス を TALKに 、 マ イ リ ス ナ • ア ド レ ス を LISTENに 代 入 す る

1080

1 090

配 列 変 数 D A T 、 倍 精 度 実 数 型 の 配 列 変 数 REALを 定 義 す る

1100 レ ー ト 時 間 を 変 数 RATEに 代 入 す る

1110 リ コ ー ル 方 法 を 選 択 す る

1120 FASTモ ー ド に お け る ト リ ガ • シ ス テ ム の ル ー プ 回 数 （内 部 メ モ リ に ス ト  

ア す る デ ー タ 数 ） を 変 数 C N T に 代 入 す る

1130 6 5 8 1 の パ ラ メ ー タ を 初 期 化 す る

1140 直 流 電 圧 測 定 に 設 定 す る

1150 ブ ロ ッ ク • デ リ ミ タ を E0 I に 設 定 す る

1160 レ ー ト 時 間 を 設 定 す る

1170 ト リ ガ • ソ ー ス を I M M E D I A T Eに 設 定 す る

1180 ト リ ガ • レ イ ヤ の ル ー プ 回 数 （ス ト ア す る デ ー タ 数 ） を 設 定 す る

1190 ト リ ガ • シ ス テ ム • コ ン テ ィ ニ ュ ー を O F F に する

1200 ト リ ガ • ス テ ー ト を ア イ ド ル ス テ ー ト に 強 制 的 に セ ッ ト す る

1210 す べ て の イ ベ ン ト • レ ジ ス タ と エ ラ ー • キ ュ ー を ク リ ア す る

1220 サ ー ビ ス • リ ク エ ス ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ の Measurement E v e n t ビ 

ッ ト （bitO) を 許 可 す る

1230 ス タ ン ダ ー ド • イ ベ ン ト • ス テ ー タ ス • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ を ク リ ア  

する

1240 メ ジ ャ ー メ ン ト • イ ベ ン ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ の メ モ リ • ス ト ア 終  

了 ビ ッ ト （bit9 ) を 許 可 す る
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1250 ク エ シ ョ ナ ブ ル • イ ベ ン ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ を ク リ ア す る

1260 オ ペ レ ー シ ョ ン • イ ベ ン ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ を ク リ ア す る

1270

1280

РС9 8 0 1 の GPIB内 の S R Q 信 号 を ク リ ア す る

1310

1320

1330 S R Q の 割 り 込 み に よ る サ ブ ル ー チ ン の 飛 び 先 を 指 定 す る

1340 S R Q の 割 り 込 み を 許 可 す る

1350

1360 FASTモ ー ド に 設 定 す る

1370 ト リ ガ • シ ス テ ム を ス タ ー ト さ せ る

1380

1 390 割 り 込 み 受 信 フ ラ グ を ク リ ア す る

1400 割 り 込 み 受 信 フ ラ グ が セ ッ ト さ れ て い る 場 合 は 、 1 4 3 0 へ 分 岐 す る

1410 行 番 号 1 4 0 0 へ 分 岐 す る

1420

1430 プ ロ グ ラ ム 終 了

1440

1450

1460 サ ブ ル ー チ ン の ラ ベ ル 名 を M E S とする

1470 S R Q の 割 り 込 み を 禁 止 す る

1480 シ リ ア ル ポ ー ル を 行 い 、6 5 8 1 の ス テ ー タ ス • バ イ ト • レ ジ ス タ の 内

容 を 変 数 S に 読 み 込 む

1490 Measurement E v e n t ビ ッ ト （bitO) が セ ッ ト さ れ て い な い 場 合 は 、 1530

へ 分 岐 す る

1500 FLG = 1 の 場 合 は 、 サ ブ ル ー チ ン C A L へ 分 岐 す る

1510 FLG = 2 の 場 合 は 、 サ ブ ル ー チ ン CAL0 UTへ 分 岐 す る

1520 割 り 込 み 受 信 フ ラ グ を セ ッ ト す る

1530 S R Q の 割 り 込 み を 許 可 す る

1540 サ ブ ル ー チ ン 終 了

1550

1560

1570 サ ブ ル ー チ ン の ラ ベ ル 名 を C A L とする

1580 ゲ イ ン • デ ー タ を ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー に 格 納 す る

1590 ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー の 内 容 （ゲ イ ン • デ ー タ ） を 読 み 込 む

1600 オ フ セ ッ ト • デ ー タ を ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー に 格 納 す る

1610 ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー の 内 容 （オ フ セ ッ ト • デ ー タ ） を 読 み 込 む

1620 ゲ イ ン • デ ー タ 、 オ フ セ ッ ト • デ ー タ を C R T へ 表 示 す る

1630 リ コ ー ル す る デ ー タ の 範 囲 を 設 定 す る

1640 FASTモ ー ド の 真 値 算 出 前 の デ ー タ を ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー に 格 納 す る

1650 コ ン ト ロ ー ラ （PC9 8 0 1 ) が 自 身 を リ ス ナ に 設 定

1660 レ ー ト 時 間 が 1 0 0 / / S 以 下 の 場 合 は 2バ イ ト • デ ー タ 、 そ れ 以 外 は 2

バ イ ト • デ ー タ を 読 み 込 む ル ー チ ン へ 分 岐 す る

1670 サ ブ ル ー チ ン 終 了

1680

1690

0 7 0 3 3 0
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1700 サ ブ ル ー チ ン の ラ ベ ル 名 を INT1 6 とする

1710 リ コ ー ル す る デ ー タ 数 の 繰 り 返 し

1720 真 値 算 出 前 の 1バ イ ト • デ ー タ を 読 み 込 む

1730 真 値 算 出 前 の 1バ イ ト • デ ー タ を 読 み 込 む

1740 倍 精 度 実 数 型 の 変 数 に 変 換 す る

1750 読 み 込 ん だ 2個 の 1バ イ ト • デ ー タ を 2バ イ ト • デ ー タ に 変 換 す る

1760 2 バ イ ト • デ ー タ が 3 2 7 6 8以 上 の 場 合 は 、 マ イ ナ ス の デ ー タ に 変 換

する

1770 真 値 算 出 を 行 う

1780 真 値 算 出 前 の デ ー タ と 真 値 算 出 結 果 を CRTへ 表 示 す る

1790

1 800 サ ブ ル ー チ ン 終 了

1810

1 820

1 830 サ ブ ル ー チ ン の ラ ベ ル 名 を INT3 2 とする

1840 リ コ ー ル す る デ ー タ 数 の 繰 り 返 し

1850 真 値 算 出 前 の 1バ イ ト • デ ー タ を 読 み 込 む

1860 真 値 算 出 前 の 1バ イ ト • デ ー タ を 読 み 込 む

1870 真 値 算 出 前 の 1バ イ ト • デ ー タ を 読 み 込 む

1880 真 値 算 出 前 の 1バ イ ト • デ ー タ を 読 み 込 む

1890 倍 精 度 実 数 型 の 変 数 に 変 換 す る

1900 読 み 込 ん だ 4個 の 1バ イ ト • デ ー タ を 4バ イ ト • デ ー タ に 変 換 す る

1910 2 バ イ ト • デ ー タ が 2 1 4 7 4 8 3 6 4 8 以 上 の 場 合 は 、 マ イ ナ ス の デ ー タ に

変 換 す る

1920 真 値 算 出 を 行 う

1930 真 値 算 出 前 の デ ー タ と 真 値 算 出 結 果 を CRTへ 表 示 す る

1940

1 950 サ ブ ル ー チ ン 終 了

1960

1970

1980 サ ブ ル ー チ ン の ラ ベ ル 名 を CAL0 U Tとする

1990 デ ー タ • フ ォ ー マ ッ ト を A S C I I に 設 定 す る

200 0 リ コ ー ル す る デ ー タ 数 の 繰 り 返 し

201 0 リ コ ー ル す る デ ー タ の 範 囲 を 設 定 す る

202 0 内 部 メ モ リ の 測 定 デ ー タ を ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー に 格 納 す る

203 0 ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー の 内 容 （内 部 メ モ リ の 測 定 デ ー タ ）を 読 み 込 む

204 0 ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー の 内 容 （内 部 メ モ リ の 測 定 デ ー タ ）を C R T へ 表

示 す る

205 0

2 0 6 0 サ ブ ル ー チ ン 終 了
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D丽 二8 

ISET IFC 

ISET REN 

CMD DELIM = 2  

DIM А$ ( ГОО)

Ш = 100

F $ = ’’R 6 5 8 1 . DAT”

PRINT ® DMM ; ，，ШТ”

PRINT @ DMM ; ”C0 N F :V 0 L T :DC”

PRINT ® DMM ; ”V 0 L T :D C :RANG :AUT 0  OFF”

PRINT ® DMM ; ”VOLT :DC:APER 1 . 0 E - 3 ”

PRINT @ DMM ; ，’F 0 RM ASCI ド

PRINT ® DMM ; ”F 0 RM:ELEM NONE”

PRINT @ DMM ; ”A R M : S0 UR IMM”

PRINT 麵 M ; ”A R M a A Y 2 : S0 UR IMM”

PRINT ® DMM ; ”TRIG : S0 UR IMM”

PRINT ® DMM ; ”TRIG : C0 UN ”+ STR $ ( CNT)

PRINT @ DMM ; ”MME M : DST:POIN ”+ STR $ ( CNT)

PRINT @ DMM ; ”INIT : C0 NT OFF”

PRINT ® DMM ; ”AB 0 RT”

PRINT ® DMM ; ”* CLS”

PRINT ホSRE 1 ”

PRINT @ DMM;”*ESE 0 ”

PRINT @ DMM ; ”STAT :MEAS:ENAB 5 1 2 ”

PRINT @ DMM ; ”STAT : QUES:ENAB 0 ”

PRINT @ DiMM; ”STAT :OPER:ENAB 0 ”
>

DEF SEG - SEGPTR (T )

AX二PEEKC & H 9 F 3 )

AX=AX AND &HBF 

POKE & H 9 F3 ,AX

ON SRQ G 0 SUB *MES '

SRQ ON

PRINT ® DMM ; ”MMEM:DST ”+ F $

PRINT ® DMM ; ”MMEM :DST:STAT ON”

PRINT @ DMM ; ”INIT”
9

WAITF - 0

IF WAITF = 1  THEN 5 4 0  

GOTO 5 1 0

END

12 プ ロ グ ラ ム 例

〔例 1 - 1 1 〕 測 定 デ ー タ を メ モ リ • 力  

测 定 デ ー タ を 読 み 出 す 。

ド に ス ト ア す る 。 ス ト ア 終 了 後 、 リ コ ー ル を 行 い 、
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56 0  ’

570 *MES

580 SRQ OFF

590 POLL DMM, S

600 IF S< > 6 5  THEN 710

610 PRINT ㈣M M ;”MM E M :DREC:POIN ”+ F $

620 INPUT

63 0  POIN = V AL (B $)-1

64 0  FOR 1=0 TO POIN

65 0  PRINT ® DMM ;”MMEM :DREC:NUMB ”+ STR$ ( I) +”，”+ STR$ ( I)

6 6 0  PRINT @ DMM ;”MMEM:DREC ”+ F $

67 0  INPUT @ DMM ;A $ ( I)

68 0  PRINT A $ ( I)

69 0  NEXT I

70 0  WAITF二1

71 0  SRQ ON

72 0  RETURN

♦解説 (1/ 2)

100 6 5 8 1 の ア ド レ ス を 8 と し 、 変 数 D M M に 代 入 す る

n o イ ン タ フ ェ ー ス • ク リ ア を 送 出 す る

120 リ モ ー ト • イ ネ ー ブ ル を trueにする

130 デ リ ミ タ を LFにする

140

150 文 字 型 配 列 変 数 A $を 定 義 す る

160 メ モ リ . • カ ー ド に ス ト ア す る デ ー タ 数 を 変 数 C N T に 代 入 す る

170 フ ァ イ ル 名 を 変 数 F $ に 代 入 す る

180 6 5 8 1 の パ ラ メ ー タ を 初 期 化 す る

190 直 流 電 圧 測 定 に 設 定 す る

200 直 流 電 圧 測 定 の オ ー ト レ ン ジ を O F F にする

210 直 流 電 圧 測 定 の 積 分 時 間 を 1m s e c に 設 定 す る

220 デ ー タ • フ ォ ー マ ッ ト を ASCIIに 設 定 す る

230 デ ー タ • エ レ メ ン ト を 何 も 指 定 し な い

240 ア ー ム • ソ ー ス を m M E D I A T Eに 設 定 す る

250 ス キ ャ ン • ソ ー ス を IMMEDIATEに 設 定 す る

260 ト リ ガ • ソ ー ス を IMMEDIATEに 設 定 す る

270 ト リ ガ • レ イ ヤ の ル ー プ 回 数 を 設 定 す る

280 ス ト ア す る デ ー タ 数 を 設 定 す る

290 ト リ ガ • シ ス テ ム • コ ン テ ィ ニ ュ ー を O F F にする

300 ト リ ガ • ス テ ー ト を ア イ ド ル ス テ ー ト に 強 制 的 に セ ッ ト す る

310 す べ て の イ ベ ン ト • レ ジ ス タ と エ ラ ー • キ ュ ー を ク リ ア す る

320 サ ー ビ ス • リ ク エ ス ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ の Measurement E v e n t ビ

ッ ト （bitO) を 許 可 す る

330 ス タ ン ダ ー ド • イ ベ ン ト • ス テ ー タ ス • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ を ク リ ア

する

340 メ ジ ャ ー メ ン ト • イ ベ ン ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ の メ モ リ • ス ト ア 終

了 ビ ッ ト （bit9 ) を 許 可 す る

350 ク エ シ ョ ナ ブ ル • イ ベ ン ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ を ク リ ア す る
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(2/ 2)

360 オ ペ レ ー シ ョ ン • イ ベ ン ト • イ ネ ^ ー  フ ル • レ ジ ス タ を ク リ ア す る

370

380

S PC9 8 0 1 の GPIВ内 の S R Q 信 号 を ク リ ア す る

410

42 0

4 3 0 S R Q の 割 り 込 み に よ る サ ブ ル ー チ ン の 飛 び 先 を 指 定 す る

440 S R Q の 割 り 込 み を 許 可 す る

450

46 0 メ モ リ • カ ー ド へ の デ ー タ • ス ト ア を す る フ ァ イ ル を 指 定 す る

470 メ モ リ • カ ー ド へ の デ ー タ • ス ト ア を 許 可 す る

480 ト リ ガ • シ ス テ ム を ス タ ー ト さ せ る

490

500 割 り 込 み 受 信 フ ラ グ を ク リ ア す る

510 割 り 込 み 受 信 フ ラ グ が セ ッ ト さ れ て い る 場 合 は 、 5 4 0へ 分 岐 す る

520 行 番 号 5 1 0 へ 分 岐 す る

530

540 プ ロ グ ラ ム 終 了

550

560

570 サ ブ ル ー チ ン の ラ ベ ル 名 を M E S とする

580 S R Q の 割 り 込 み を 禁 止 す る

590 シ リ ア ル ポ ー ル を 行 い 、 6 5 8 1 の ス テ ー タ ス • バ イ ト • レ ジ ス タ の 内

容 を 変 数 S に 読 み 込 む

600 Measurement E v e n t ビ ッ ト （b i t0 ) が セ ッ ト さ れ て い な い 場 合 は 、 700

へ 分 岐 す る

610 ス ト ア さ れ た デ ー タ 数 を ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー に 格 納 す る

620 ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー の 内 容 （ス ト ア さ れ た デ ー タ 数 ） を 読 み 込 む

630 ス ト ア さ れ た デ ー タ 数 を 数 値 に 変 換 す る

640 リ コ ー ル す る デ ー タ 数 の 繰 り 返 し

650 リ コ ー ル す る デ ー タ の 範 囲 を 設 定 す る

660 メ モ リ カ ー ド の 測 定 デ ー タ を ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー に 格 納 す る

670 ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー の 内 容 （メ モ リ • カ ー ド の 側 定 デ ー タ ） を 読 み

込 む

680 ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー の 内 容 （メ モ リ • カ ー ド の 測 定 デ ー タ ） を CRT

へ 表 ボ す る

690

700 割 り 込 み 受 信 フ ラ グ を セ ッ ト す る

710 S R Q の 割 り 込 み を 許 可 す る

720 サ ブ ル ー チ ン 終 了
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9.12.2 РС9801を 使 用 し た プ ロ グ ラ ム （A D C コマンド）

〔例 2 - 1 〕 測 定 デ ー タ を 読 み 出 す 。

100 謂 М二8

110 ISET IFC

120 ISET REN

130 CMD DELIM-2

140
，

150 PRINT ® DMM ;，’*RST”

160 PRINT

170 PRINT @ DMM ;”R3 PLC1

180
9

190 INPUT @ DMM ;A $

200 PRINT A $

210 GOTO 190

220
9

230 END

解 説

100 6 5 8 1 の ア ド レ ス を 8 と し 、 変 数 D M M に 代 入 す る

110 イ ン タ フ ェ ー ス • ク リ ア を 送 出 す る

120 リ モ ー ト • イ ネ ー フ ル を trueにする

130 デ リ ミ タ を LFにする

140

150 6 5 8 1 の パ ラ メ ー タ を 初 期 化 す る

160 直 流 電 圧 測 定 に 設 定 す る

170 直 流 電 圧 測 定 の レ ン ジ を 1 0 0 m V 、 積 分 時 間 を 1PLCに 設 定 す る

180

190 測 定 デ ー タ を 読 み 込 む

200 測 定 デ ー タ を CRTへ 表 示 す る

210 行 番 号 1 9 0 へ 分 岐 す る

220

230 プ ロ グ ラ ム 終 了

1 2 1
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DMM 二 8 

ISET IFC 

ISET REN 

CMD DELIM=2

PRINT ® DMM ;”*RST” 

PRINT ® DMM ;”F 1” 

PRINT @ DMM ;”R3 PLC1 

PRINT ® DMM ;”ARSO” 

PRINT ® DMM ;”SCSO” 

PRINT @ DMM ;”TRSO” 

PRINT ® DMM ;”INICO” 

PRINT @ DMM ;”ABO”
9

PRINT @ DMM ;”INド 

INPUT @ DMM ;A $

PRINT A $

GOTO 240

END

* 解説

100 6 5 8 1 の ア ド レ ス を 8 と し 、 変 数 D M M に 代 入 す る

110 イ ン タ フ ェ ー ス • ク リ ア を 送 出 す る

120 リ モ ー ト • イ ネ ー フ ル を trueにする

130 デ リ ミ タ を LFにする

140

150 6 5 8 1 の パ ラ メ ー タ を 初 期 化 す る

160 直 流 電 圧 測 定 に 設 定 す る

170 直 流 電 圧 測 定 の レ ン ジ を l O O m V、 積 分 時 間 を 1PLCに 設 定 す る

180 ア ー ム • ソ ー ス を . MEDIATEに 設 定 す る

190 ス キ ャ ン • ソ ー ス を m M E D I A T Eに 設 定 す る

200 ト リ ガ • ソ ー ス を IMMEDIATEに 設 定 す る

210 ト リ ガ • シ ス テ ム • コ ン テ ィ ニ ュ ー を OFFにする

220 ト リ ガ • ス テ ー ト を ア イ ド ル • ス テ ー ト に 強 制 的 に セ ッ ト す る

230

240 ト リ ガ • シ ス テ ム を ス タ ー ト さ せ る

250 測 定 デ ー タ を 読 み 込 む

260 測 定 デ ー タ を CRTへ 表 示 す る

270 行 番 号 2 4 0 へ 分 岐 す る

280

290 プ ロ グ ラ ム 終 了

9 . 1 2  プ ロ グ ラ ム 例

〔例 2 - 2 〕 ト リ ガ • シ ス テ ム を ス タ ー ト さ せ て 、 測 定 デ ー タ を 読 み 出 す 。
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〔例 2 - 3 〕 8 バ イ ト 実 数 の デ ー タ • フ ォ ー マ ッ ト で 測 定 デ ー タ と 補 助 測 定 デ ー タ を 読 み 出  

す 。 （6 5 8 1 の み ）

DMM-8 

ISET IFC 

ISET REN 

CMD DELIM二2

UNL- & H 3 F : UNT= & H 5 F : MTA- & H40 : MLA- & H 20 

PC98 = IEEE(l) AND & H 1F 

TALK = MTA+DMM : LISTEN = MLA+ PC98 

DIM DAT ( 8 )， REALJK8)

PRINT

PRINT

PRINT

PRINT

PRINT

PRINT

PRINT

PRINT

PRINT

㈣MM 

@DMM 

㈣MM 

®DMM 

@DMM 

麵 Ш 

㈣MM 

®DMM 

@DMM

” ШТ”

” F2 ”

”SUB1”

”DF0 1 ”

”ARSO”

，’SCSO”

”TRSO”

，’ШС0”

，，АВ0 ”

PRINT ㈣ММ;” Ш ”

WBYTE UNL, TALK, LISTEN; 

GOSUB 纟PDAT 

G0 SUB *PDAT 

END

tPDAT

FOR I 二0 TO 7 

RBYTE;DAT ( I)

IF I > 1 AND DAT (I) < 0 THEN DAT (I) - DAT (I) + 256 

REAL# ( I) - DAT ( I)

NEXT I

G0 SUB *REAL64 

RETURN

*REAL64

SIGN = DAT (0) AND & H80

IF SIGN = & H80 THEN SIGN 二 - 1 ELSE SIGN = 1

EX 二 （（（DAT (0) AND & H了F) * 256) OR (DAT (l) AND & HF0)) / 16

EX 二 EX - 1 0 2 3

DAT (l) = (DAT (l) OR & H 10) AND & H 1F 

R E A L K l ) = DAT (l)

DD#= REAL# ( 1 ) * 2 ^  -4 + REAL# (2) * 2  ̂ -1 2 I REAL# (3) * 2  ̂ -2 0 I REAL# (4) ^ 2  ̂ -2 8 + 

REAL# ( 5 ) * 2 ~ - 3 6  + REAL# ( 6 ) * 2 ~ - 4 4  + REAL# ( 7 ) * 2 ~ - 5 2  

DD# = SIGN * 2 "E X  * DD#

PRINT DD#

RETURN
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Ф解 説

100 6 5 8 1 の ア ド レ ス を 8 と し 、 変 数 D M M に 代 入 す る

110 イ ン タ フ ヱ ー ス • ク リ ア を 送 出 す る

120 リ モ ー ト • イ ネ ー フ ル を truеに す る

130 デ リ ミ タ を LFにする

140

150 各 変 数 に 数 値 を 代 人 す る

160 コ ン ト ロ ー ラ （PC9 8 0 1 ) の ア ド レ ス を 検 出 す る

170 卜 一 力 • ア ド レ ス を TALKに 、 マ イ リ ス ナ • ア ド レ ス を LISTENに 代 入 す る

180 配 列 変 数 D A T 、 倍 精 度 実 数 型 の 配 列 変 数 REALを 定 義 す る

190

200 6 5 8 1 の パ ラ メ ー タ を 初 期 化 す る

210 交 流 電 圧 測 定 に 設 定 す る

220 交 流 電 圧 測 定 の 補 助 測 定 を 周 波 数 に 設 定 に す る

230 デ ー タ • フ ォ ー マ ッ ト を 8バ イ ト 実 数 に 設 定 す る

240 ア ー ム • ソ ー ス を IMMEDIATEに 設 定 す る

250 ス キ ャ ン • ソ ー ス を m M E D I A T Eに 設 定 す る

260 ト リ ガ • ソ ー ス を m M E D I A T Eに 設 定 す る

270 ト リ ガ • シ ス テ ム • コ ン テ ィ ニ ュ ー を OFFに する

280 ト リ ガ • ス テ ー ト を ア イ ド ル • ス テ ー ト に 強 制 的 に セ ッ ト す る

290

300 ト リ ガ • シ ス テ ム を ス タ ー ト さ せ る

310 コ ン ト ロ ー ラ （PC9 8 0 1 )が 自 身 を リ ス ナ に 設 定

320 測 定 デ ー タ を 読 み 込 む

330 補 助 測 定 デ ー タ を 読 み 込 む

340 プ ロ グ ラ ム 終 了

350

360

370

8 バ イ ト 実 数 を 1バ イ ト ず つ バ イ ナ リ • デ ー タ と し て 読 み 込 む

440

450

460

8 バ イ ト の バ イ ナ リ • デ ー タ を 倍 精 度 実 数 型 に 変 換 し 、 CRTへ 表 示 す る

560

9 - 1 2 4
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9 . 12 プ ロ グ ラ ム 例

〕 B U S ト リ ガ に よ っ て 測 定 を 開 始 し 、 

し、 測 定 デ ー タ を 読 み 出 す 。

SRQ割 り 込 み を 使 用 し て 測 定 の 終 了 を 検 知

100 D丽 二8

110 ISET IFC

120 ISET REN

130 CMD DELIM二2

140

150 PRINT @ DMM ;”*RST”

160 PRINT @ DMM ;，’ARS0”

170 PRINT ® DMM ;，，SCS0”

180 PRINT ® DMM ;，，TRS3”

190 PRINT ® DMM ;”AB0”

200 PRINT ® DMM ;”*CLS”

210 PRINT МММ;” *SRE 1，’

220 PRINT ® DMM;”*ESE 0”

230 PRINT @ DMM ;,,MSE2 5 6 J,

240 PRINT @ DMM ;，，QSE0 >,

250 PRINT @ DMM ;”0 SE0”

260

270 DEF SEG= SEGPTR(7)

280 AX 二 P E E K U H 9 F3)

290 k % - k %  AND &HBF

300 POKE & H9 F3 ,AX

310
f

320 ON SRQ GOSUB *MES

330 SRQ ON

340
9

350 WAITF-0

360 PRINT @ DMM ;”*TRG”

370 IF WAITF-1 THEN 350

380 GOTO 370

390

400 木MES

410 SRQ OFF

420 POLL DMM, S

430 IF S <> 65 THEN 4

440
9

450 INPUT @ DMM ;A $

460 PRINT A $

470 WAITF二1

480 SRQ ON

490 RETURN

500
9

510 END
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9 . 12 プ ロ グ ラ ム 例

♦ 解説

100 6 5 8 1 の ア ド レ ス を 8 と し 、 変 数 D M M に 代 入 す る

110 イ ン タ フ ェ ー ス • ク リ ア を 送 出 す る

120 リ モ ー ト • イ ネ ー ブ ル を truеにする

130 デ リ ミ タ を LFにする

140

150 6 5 8 1 の パ ラ メ ー タ を 初 期 化 す る

160 ア ー ム • ソ ー ス を m M E D I A T Eに 設 定 す る

170 ス キ ャ ン • ソ ー ス を IMIEDIATEに 設 定 す る

180 ト リ ガ • ソ ー ス を BUSに 設 定 す る

190 ト リ ガ • ス テ ー ト を ア イ ド ル • ス テ ー ト に 強 制 的 に セ ッ ト す る

200 す べ て の イ ベ ン ト • レ ジ ス タ と エ ラ ー • キ ュ ー を ク リ ア す る

210 サ ー ビ ス • リ ク エ ス ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ の Measurement E v e n t ビ

ッ ト （bitO) を 許 可 す る

220 ス タ ン ダ ー ド • イ ベ ン ト • ス テ ー タ ス • イ ネ ー ブ ル . • レ ジ ス タ を ク リ ア

する

230 メ ジ ャ ー メ ン ト • イ ベ ン ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ の 測 定 終 了 ビ ッ ト

(bit8 ) を 許 可 す る

240 ク エ シ ョ ナ ブ ル • イ ベ ン ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ を ク リ ア す る

250 オ ペ レ ー シ ョ ン • イ ベ ン ト • イ ネ ー フ ル • レ ジ ス タ を ク リ ア す る

260

270

PC9 8 0 1 の GPIB内 の S R Q 信 号 を ク リ ア す る

300

310

320 S R Q の 割 り 込 み に よ る サ ブ ル ー チ ン の 飛 び 先 を 指 定 す る

330 S R Q の 割 り 込 み を 許 可 す る

340

350 割 り 込 み 受 信 フ ラ グ を ク リ ア す る

360 B U S に よ る ト リ ガ を か け る

370 割 り 込 み 受 信 フ ラ グ が セ ッ ト さ れ て い る 場 合 は 、 3 5 0へ 分 岐 す る

380 行 番 号 3 7 0 へ 分 岐 す る

390

400 サ ブ ル ー チ ン の ラ ベ ル 名 を M E Sとする

410 S R Q の 割 り 込 み を 禁 止 す る

420. シ リ ア ル ポ ー ル を 行 い 、 6 5 8 1 の ス テ ー タ ス • バ イ ト • レ ジ ス タ の 内

容 を 変 数 S に 読 み 込 む

430 Measurement Even t ビ ッ ト （b i t0 ) が セ ッ ト さ れ て い な い 場 合 は 、 480

へ 分 岐 す る

440

450 測 定 デ ー タ を 読 み 込 む

460 測 定 デ ー タ を CRTへ 表 示 す る

470 割 り 込 み 受 信 フ ラ グ を セ ッ ト す る

480 S R Q の 割 り 込 み を 許 可 す る

490 サ ブ ル ー チ ン 終 了

500

510 プ ロ グ ラ ム 終 了

9 - 126 0 7 0 3 3 0



6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー  タ

取 扱説明書

9 . 1 2  プ ロ グラム例

〔例 2 - 5 〕 《 А1 コ マ ン ド を 用 い て * TRGコ マ ン ド の 実 行 を 終 了  （1回 の 測 定 が 終 了 す る ま で ）

さ せ 、 必 ず 測 定 の 終 了 後 に 測 定 デ ー タ を 読 み 出 す よ う に す る 。

( 例 2 - 5 は 、 例 2 - 4 と 同 じ 動 作 を し ま す 。 ）

100 DMM=8

110 ISET IFC

120 ISET REN

130 CMD DELIM=2

140 ’

150 PRINT @ DMM ;，，*RST”

160 PRINT ® DMM ;，，ARS0”

170 PRINT @ DMM ;”SCS0”

180 PRINT @ DMM ;”TRS3”

190 PRINT @ DMM ;”AB0”

200 ’

21 0  PRINT @ DMM;”*TRG *WAI”

220 ’

230 INPUT 0 DMM ;A $

2 4 0  PRINT A $

25 0  GOTO 210

26 0  ’

270 END

♦ 解 説

100 6 5 8 1 の ア ド レ ス を 8 と し 、 変 数 D M M に 代 入 す る

110 イ ン タ フ ェ ー ス • ク リ ア を 送 出 す る

120 リ モ ー ト • イ ネ ー ブ ル を trueにする

130 デ リ ミ タ を LFにする

140

150 6 5 8 1 の パ ラ メ ー タ を 初 期 化 す る

160 ア ー ム • ソ ー ス を m M E D I A T Eに 設 定 す る

170 ス キ ャ ン • ソ ー ス を m M E D I A T Eに 設 定 す る

180 ト リ ガ • ソ ー ス を BUSに 設 定 す る

190 ト リ ガ • ス テ ー ト を ア イ ド ル • ス テ ー ト に 強 制 的 に セ ッ ト す る

200

210 B U S に よ る ト リ ガ を か け 、 1回 の 測 定 が 終 了 す る ま で 待 つ

220

230 測 定 デ ー タ を 読 み 込 む

240 測 定 デ ー タ を CRTへ 表 示 す る

250 行 番 号 2 1 0 へ 分 岐 す る

260

270 プ ロ グ ラ ム 終 了
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9 . 1 2  プ ロ グ ラ ム 例

〔例 2 - 6 〕 1 回 の B U Sト リ ガ に よ っ て 1 0回 の 測 定 を 行 う 。 こ れ を 5回 繰 り 返 す こ と に よ っ  

て 、 全 部 で 5 0個 の 測 定 デ ー タ を 読 み 出 す 。

測 定 デ ー タ は 1回 ご と の 測 定 終 了 を SRQ割 り 込 み を 使 用 し て 読 み 出 す 。

100 画 二  8

110 ISET IFC

120 ISET REN

130 CMD DELIM二2

140 ’

150 ACNT二1 : SCNT二5 : T C N T M 0

160 PRINT ® DMM ;，，*RST”

170 PRINT @ DMM， ARS0”

180 PRINT ® DMM ;”SCS3 ”

190 PRINT @ DMM ;”TRS7 ”

200 PRINT @ DMM ;，，TRT 1 . 0 ”

210 PRINT МММ;，，ARN”+ STR$ ( ACNT)

22 0  PRINT ® DMM ;”SCN”+ STR$ ( SCNT)

23 0  PRINT МММ;”T R r + STR$ ( TCNT)

240 PRINT ® DMM ;”AB0 ”

250 PRINT ® DMM ;”* CLS”

260 PRINT ® DMM;，，*SRE Г

2 7 0  PRINT ® DMM;，’*ESE 0 ，’

280 PRINT @ DMM ;”MSE2 5 6 ”

290 PRINT ® DMM ;”QSE0”

300 PRINT @ DMM ;”0 SE0”

310 ’

320 DEF SEG= SEGPTR(7)

330 A L P E E K C & H9 F3)

340 AX-AX AND &HBF

350 POKE & H9 F3 ,AX

360 ’

370 ON SRQ GOSUB *MES

380 SRQ ON

390 ’

400 GSCNT=0 .

4 1 0  GTCNT二0

420 PRINT МММ;” m G ”

430 GSCNT= GSCNT+1

4 4 0  IF GSCNT>SCNT THEN 510

4 5 0  ’

460 WAITF=0

47 0  IF GTCNT>=TCNT THEN 4 1 0

48 0  IF WAITF-1 THEN 4 60

49 0  GOTO 48 0

50 0  ’

510 END

52 0  ’

530 ’

ル

続く
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3.12 プ ロ グ ラ ム 例

540 本MES

550 SRQ OFF

560 POLL DMM, S

570 IF S< > 6 5  THEN 610

580

590 INPUT @ DMM ;A $

600 GTCNT= GTCNT+1

610 PRINT GTCNT,A $

620 WAITF二1

630 SRQ ON

640 RETURN

* 解 説 (1/2)

100 6 5 8 1 の ア ド レ ス を 8 と し 、 変 数 D M M に 代 入 す る

110 イ ン タ フ ェ ー ス • ク リ ア を 送 出 す る

120 リ モ ー ト • イ ネ ー ブ ル を trueに する

130 デ リ ミ タ を LFにする

140

150 ア ー ム • レ イ ヤ の ル ー プ 回 数 を 変 数 ACNT、 ス キ ャ ン • レ イ ヤ の ル ー プ 回

数 を 変 数 SCNT、 ト リ ガ • レ イ ヤ の ル ー プ 回 数 を 変 数 TCNTに 代 入 す る

160 6 5 8 1 の パ ラ メ ー タ を 初 期 化 す る

170 ア ー ム • ソ ー ス を m M E D I A T Eに 設 定 す る

180 ス キ ャ ン • ソ ー ス を BUSに 設 定 す る

190 ト リ ガ • ソ ー ス を TIMERに 設 定 す る

200 ト リ ガ • ソ ー ス の タ イ マ 時 間 を 設 定 す る

210 ア ー ム • レ イ ヤ の ル ー プ 回 数 を 設 定 す る

220 ス キ ャ ン • レ イ ヤ の ル ー プ 回 数 を 設 定 す る

230 ト リ ガ • レ イ ヤ の ル ー プ 回 数 を 設 定 す る

240 ト リ ガ • ス テ ー ト を ア イ ド ル • ス テ ー ト に 強 制 的 に セ ッ ト す る

250 す べ て の イ ベ ン ト • レ ジ ス タ と エ ラ ー • キ ュ ー を ク リ ア す る

260 サ ー ビ ス • リ ク エ ス ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ の Me as u remen t E v e n t ビ

ッ ト （bitO) を 許 可 す る

270 ス タ ン ダ ー ド • イ ベ ン ト • ス テ ー タ ス • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ を ク リ ア

する

280 メ ジ ャ ー メ ン ト • イ ベ ン ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ の 测 定 終 了 ビ ッ ト

(bit8 ) を 許 可 す る

290 ク エ シ ョ ナ ブ ル • イ ベ ン ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ を ク リ ア す る

300 オ ペ レ ー シ ョ ン • イ ベ ン ト • イ ネ ー フ ル • レ ジ ス タ を ク リ ア す る

310

320

PC9 8 0 1 の GPIB内 の SRQ信 号 を ク リ ア す る

350

360

370 S R Q の 割 り 込 み に よ る サ ブ ル ー チ ン の 飛 び 先 を 指 定 す る

380 S R Q の 割 り 込 み を 許 可 す る

390

40 0 ス キ ャ ン • レ イ ヤ の ル ー プ 回 数 を カ ウ ン ト す る フ ラ グ を ク リ ア す る

410 ト リ ガ • レ イ ヤ の ル ー プ 回 数 を カ ウ ン ト す る フ ラ グ を ク リ ア す る
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(2/ 2)

420 B U S に よ る ト リ ガ を か け る

430 ス キ ャ ン • レ イ ヤ の ル ー プ 回 数 を カ ウ ン ト す る フ ラ グ を カ ウ ン ト • ア ッ

プする

440 ス キ ャ ン • レ イ ヤ の ル ー プ 回 数 を カ ウ ン ト す る フ ラ グ が ス キ ャ ン • レ イ

ヤ の ル ー プ 回 数 の 設 定 値 よ り 大 き い 場 合 は 、 5 1 0へ 分 岐 す る

450

460 割 り 込 み 受 信 フ ラ グ を ク リ ア す る

470 ト リ ガ • レ イ ヤ の ル ー プ 回 数 を カ ウ ン ト す る フ ラ グ が ト リ ガ • レ イ ヤ の

ル ー プ 回 数 の 設 定 値 よ り 大 き い 場 合 は 、 4 1 0へ 分 岐 す る

480 割 り 込 み 受 信 フ ラ グ が セ ッ ト さ れ て い る 場 合 は 、 4 6 0へ 分 岐 す る

490 行 番 号 4 8 0 へ 分 岐 す る

500

510 プ ロ グ ラ ム 終 了

520

530

540 サ ブ ル ー チ ン の ラ ベ ル 名 を M E Sとする

550 S R Q の 割 り 込 み を 禁 止 す る

560 シ リ ア ル ポ ー ル を 行 い 、 6 5 8 1 の ス テ ー タ ス • バ イ ト • レ ジ ス タ の 内

容 を 変 数 S に 読 み 込 む

570 Measurement E v e n t ビ ッ ト （bitO) が セ ッ ト さ れ て い な い 場 合 は 、 610

へ 分 岐 す る

580 測 定 デ ー タ を ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー に 格 納 す る

590 ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー の 内 容 （測 定 デ ー タ ） を 読 み 込 む

600 ト リ ガ • レ イ ヤ の ル ー プ 回 数 を カ ウ ン ト す る フ ラ グ を カ ウ ン ト • ア ッ

プする

610 測 定 デ ー タ を CRTへ 表 示 す る

620 割 り 込 み 受 信 フ ラ グ を セ ッ ト す る

630 S R Q の 割 り 込 み を 許 可 す る

640 サ ブ ル ー チ ン 終 了
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9.12 プログ ラ ム 例

〔例 2 - 7 〕 1 チ ャ ン ネ ル に 対 し て 5 回 の 測 定 を 行 い 、 そ の 測 定 デ ー タ の ア ベ レ ー ジ ン グ 結  

果 を チ ャ ン ネ ル 番 号 と ア ベ レ ー ジ ン グ が 終 了 し た 時 間 と 一 緒 に 読 み 出 す 。 

こ れ を 1〜 1 0チ ャ ン ネ ル ま で チ ャ ン ネ ル を 切 り 換 え て 行 う 。

100 ММ 二 8

110 ISET IFC

120 ISET REN

130 CMD DELIM=2

140 ’

150 ACNT二1 : SCNT二10 : TCNT = 5

160 PRINT МММ;” *RST”

170 PRINT @ DMM ;，,DF0 0 ，>

180 PRINT @ DMM ;,,DFE2 7 2 ,>

190 PRINT @ DMM ;”ARS0”

200 PRINT @ DMM ;”SCS5”

210 PRINT ® DMM ;”TRS0”

220 PRINT ® DMM ;”ARN”+ STR$ (ACNT)

2 3 0  PRINT МММ;”SCN”+ STR$ ( SCNT)

24 0  PRINT ® DMM ;”TRN，4 STR$ ( TCNT)

25 0  PRINT @ DMM ;”AVN”+ STR$ ( TCNT)

26 0  PRINT 0 DMM ;，，AVEr，

270 PRINT ® DMM ;”FC 1， ”+ STR$ ( SCNT)

28 0  PRINT 0 DMM ;,,F Sr，

290 PRINT МММ;” INICO”

300 PRINT @ DMM ;”AB0”

310 PRINT @ DMM ;”* CLS”

320 PRINT ® DMM;”*SRE Г

33 0  PRINT @ DMM;”*ESE 0”

340 PRINT @ DMM ;”MSE2 5 6”

350 PRINT @ DMM ;”QSE0”

360 PRINT @ DMM ;”0 SE0”

370 ’

380 DEF SEG= SEGPTR(7)

39 0  AX= PEEK (&H 9 F3)

4 0 0  k % - k %  AND &HBF

4 1 0  POKE & H9 F3 ,AX

4 2 0  ，

4 3 0  ON SRQ GOSUB *MES

4 4 0  SRQ ON

4 5 0  ’

460 GSCNT二0

47 0  PRINT ㈣ММ;” Ш ”

480  ，

4 9 0  WAITF二0

500 IF GSCNT >= SCNT THEN 540

5 1 0  IF WAITF^l THEN 4 90

520 GOTO 510

530 ’

540 END

I

続く

0 7 0 3 3 0



6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱 説 明 書

9 . 1 2  プ ロ グ ラ ム 例

550 ’

560 ’

570 _ S

58 0  SRQ OFF

59 0  POLL DMM, S

60 0  IF S< > 6 5  THEN 660

61 0  ’

620 INPUT @ DMM ;A $ , B $, C $

630 GSCNT- GSCNT+1

640 PRINT A $, B $, C $

6 50 WAITF二1

660 SRQ ON

6 70 RETURN

參解説 （1/2)

100 6 5 8 1 の ア ド レ ス を 8 と し 、 変 数 に 代 入 す る

110 イ ン タ フ ェ ー ス • ク リ ア を 送 出 す る

120 リ モ ー ト • イ ネ ー ブ ル を trueに す る

130 デ リ ミ タ を LFにする

140

150 ア ー ム • レ イ ヤ の ル ー プ 回 数 を 変 数 ACNT、 ス キ ャ ン • レ イ ヤ の ル ー プ 回

数 を 変 数 SCNT、 ト リ ガ • レ イ ヤ の ル ー プ 回 数 を 変 数 TCNTに 代 入 す る

160 6 5 8 1 の パ ラ メ ー タ を 初 期 化 す る

170 デ ー タ • フ ォ ー マ ッ ト を ASCIIに 設 定 す る

180 デ ー タ • エ レ メ ン ト の ス キ ャ ナ • チ ャ ン ネ ル と タ イ ム • ス タ ン プ を 0 Nに

する

190 ア ー ム • ソ ー ス を m M E D I A T Eに 設 定 す る

200 ス キ ャ ン • ソ ー ス を TL INKに 設 定 す る

210 ト リ ガ • ソ ー ス を m M E D I A T Eに 設 定 す る

220 ア ー ム • レ イ ヤ の ル ー プ 回 数 を 設 定 す る

230 ス キ ャ ン • レ イ ヤ の ル ー プ 回 数 を 設 定 す る

240 ト リ ガ • レ イ ヤ の ル ー プ 回 数 を 設 定 す る

250 デ ジ タ ル • フ ィ ル タ の ア ベ レ ー ジ ン グ を 選 択 し 、 ア ベ レ ー ジ ン グ 回 数 を

設 定 す る

260 デ ジ タ ル • フ ィ ル タ を 許 可 す る

270 ス キ ャ ナ の ス タ ー ト • チ ャ ン ネ ル 、 ス ト ッ プ • チ ャ ン ネ ル を 設 定 す る

280 ス キ ャ ナ を 許 可 す る

290 ト リ ガ • シ ス テ ム • コ ン テ ィ ニ ュ ー を OFFに す る

300 ト リ ガ • ス テ ー ト を ア イ ド ル • ス テ ー ト に 強 制 的 に セ ッ ト す る

310 す べ て の イ ベ ン ト • レ ジ ス タ と エ ラ ー • キ ュ ー を ク リ ア す る

320 サ ー ビ ス • リ ク エ ス ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ の Measurement E v e n t ビ

ッ ト （bitO) を 許 可 す る

330 ス タ ン ダ ー ド • イ ベ ン ト • ス テ ー タ ス • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ を ク リ ア

する

340 メ ジ ャ ー メ ン ト • イ ベ ン ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ の 測 定 終 了 ビ ッ ト

(bit8 ) を 許 可 す る

350 ク エ シ ョ ナ ブ ル • イ ベ ン ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ を ク リ ア す る

360 オ ペ レ ー シ ョ ン • イ ベ ン ト • イ ネ ー フ ル • レ ジ ス タ を ク リ ア す る

132 0 7 0 3 3 0
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(2/ 2)

370

380

РС9 8 0 1 の GPIB内 の SRQ信 号 を ク リ ア す る

410

420

43 0 S R Q の 割 り 込 み に よ る サ ブ ル ー チ ン の 飛 び 先 を 指 定 す る

440 S R Q の 割 り 込 み を 許 可 す る

450

460 ス キ ャ ン • レ イ ヤ の ル ー プ 回 数 を カ ウ ン ト す る フ ラ グ を ク リ ア す る

470 ト リ ガ • シ ス テ ム を ス タ ー ト さ せ る

480

490 割 り 込 み 受 信 フ ラ グ を ク リ ア す る

500 ス キ ャ ン • レ イ ヤ の ル ー プ 回 数 を カ ウ ン ト す る フ ラ グ が ス キ ャ ン • レ イ

ヤ の ル ー プ 回 数 の 設 定 値 よ り 大 き い 場 合 は 、 5 4 0へ 分 岐 す る

510 割 り 込 み 受 信 フ ラ グ が セ ッ ト さ れ て い る 場 合 は 、 4 9 0へ 分 岐 す る

520 行 番 号 5 1 0 へ 分 岐 す る

530

540 プ ロ グ ラ ム 終 了

550

560

570 サ ブ ル ー チ ン の ラ ベ ル 名 を M E Sとする

580 S R Q の 割 り 込 み を 禁 止 す る

590 シ リ ア ル ポ ー ル を 行 い 、 6 5 8 1 の ス テ ー タ ス • バ イ ト • レ ジ ス タ の 内

容 を 変 数 S に 読 み 込 む

600 Measurement E v e n t ビ ッ ト （bit0 )が セ ッ ト さ れ て い な い 場 合 は 、 660

へ 分 岐 す る

610

620 測 定 デ ー タ 、 ス キ ャ ナ • チ ャ ン ネ ル 、 タ イ ム • ス タ ン プ を 読 み 込 む

630 ス キ ャ ン • レ イ ヤ の ル ー プ 回 数 を カ ウ ン ト す る フ ラ グ を カ ウ ン ト • ア

ッ プ す る

640 測 定 デ ー タ 、 ス キ ャ ナ • チ ャ ン ネ ル 、 タ イ ム • ス タ ン プ を CRTへ 表 示

する

650 割 り 込 み 受 信 フ ラ グ を セ ッ ト す る

660 S R Q の 割 り 込 み を 許 可 す る

670 サ ブ ル ー チ ン 終 了

9 - 133 0 7 0 3 3 0



100
n o
120
130

140

150

160

170

180

190

200

210
220

230

240

250

260

27 0

280

290

300

310

320

33 0

340

350

36 0

3 70

380

390

4 00

4 1 0

4 2 0

43 0

44 0

4 5 0

4 6 0

4 7 0

4 8 0

4 9 0

500

5 10

520

5 30

540

550

I
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〔例 2 - 8 〕 測 定 デ ー タ を 一 番 速 く 内 部 メ モ リ に ス ト ア す る 。 ス ト ア 終 了 後 、 リ コ ー ル を 行  

い 、 リ コ ー ル • デ ー タ に 統 計 演 算 を か け 、 測 定 デ ー タ と 統 計 演 算 結 果 の 両 方 を  

抗 み 出 す 。

DMM-8 

ISET IFC 

ISET REN 

CMD DELIM=2

UNL- & H3 F : UNT- & H5 F : MTA- & H40 : MLA= & H 20

PC98 - IEEE(l) AND feHlF

TALK = MTA+DMM : LISTEN = MLA+ PC98

DIM DAT (8), R E A L K 8), A $(10)

Ш = 100

PRINT @ DM M ;”*RST”

PRINT ® DMM ;”F r’

PRINT ㈣M M ;”R0”

PRINT @ DMM ;”IT1 RE4 ”

PRINT @ DMM ;”AZ0”

PRINT @ DMM ;”DS0”

PRINT 0 DMM ;，，DFO1，>

PRINT ® DMM ;”DFE0”

PRINT @ DMM ;”DL2”

PRINT ® DMM ;”ARS0”

PRINT @ DMM ;”SCS0 ”

PRINT @ DMM ;”TRS0”

PRINT @ DMM ;”ARN- 1”

PRINT @ DMM ;”ISE0”

PRINT @ _ M ;”INS”+ STR$ ( CNT)

PRINT CO”

PRINT ㈣M M ;”AB0”

PRINT @ DMM ;”*CLS”

PRINT @ DMM;”*SRE 1”

PRINT 木ESE 0”

PRINT @ DMM ;”MSE5 1 2”

PRINT @ DMM ;”QSE0 ”

PRINT @ DMM ;”0 SE0”
>

DEF SEG= SEGPTR(7)

A和 PEEKC& H 9 F3) 

k % - k %  AND &HBF 

POKE & H9 F3 ,AX

ON SRQ GOSUB *MES 

SRQ ON

PRINT @ DMM ;”ST1”

PRINT @ DMM ; 4 NIM

9 - 1 3 4 0 7 0 3 3 0



560

570

580

590

600

610

620

630

640

650

660

670

680

690

700

710

720

730

740

了 50

760

77 0

780

79 0

800

810

820

830

840

850

860

870

880

890

900

910

92 0

930

940

950

96 0

970

980

99 0

1000
1010
1020
10 3 0

10 4 0

10 5 0
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WAITF=0

IF WAITF-1 THEN 600 

GOTO 570

END

*MES 

SRQ OFF 

POLL D匪 ，S 

IF S< > 6 5  THEN 820 

PRINT МММ;，，ШС 0 ABO”

PRINT ® DMM ;，，KN”+ STR$ ( CNT)

PRINT @ DMM ;”IRD0, ”+ STR$ ( CNT- l)

PRINT @ DMM ;”STA1”

PRINT ® DMM ;”IR0 ?”

WBYTE UNL, TALK, LISTEN;

FOR К二0 TO CNT-1 

G0 SUB *PDAT 

NEXT К

PRINT @ DMM ;”STAD?”

INPUT @ DMM ;A $ ( 0 ) , A $ ( l) , A $(2), A $(3), A $(4), A $(5), A $(6), A $(7) 

FOR KK=0 TO 7 

PRINT A $ (KK)

NEXT KK 

WAITF^l 

SRQ ON 

RETURN

W A T
FOR I二0 TO 7 

RBYTE ;DAT ( I)

IF I > 1 AND DAT ( I) < 0 THEN DAT (I) こ DAT (I) + 256 

REALff( I) = DAT ⑴

NEXT I

GOSUB 纟REAL64 

RETURN

*REAL64

SIGN 二 DAT (O) AND & H 80

IF SIGN 二 & H80 THEN SIGN 二 - 1 ELSE SIGN 二 1 

EX = ( ( (DAT (O) AND & H7 F) * 256) OR (DAT (l) AND M F O )) / 16 

EX 二 EX - 1 0 2 3

DAT (l) = (DAT (l) OR & H 10) AND & H 1F 

R E A L K 1 ) = DAT (l)

DD #= REAL# ( l) * 2 ~ - 4  + REAL# ( 2 ) * 2 ~ - 1 2  + REAL# ( 3 ) * 2 ~ - 2 0  + REAL# ( 4 ) * 2 ' - 2 8  + 

R E A L H 5 ) * 2   ̂ -36 + REAL# (6) *2 л -44 + REAL# (7) *2  ̂ -52 

DD# - SIGN * 2  ̂EX * DD#

PRINT DD#

RETURN

9 - 1 3 5 0 7 0 3 3 0
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* 解 説 (1/2)

100 6 5 8 1 の ア ド レ ス を 8 と し 、 変 数 D M M に 代 入 す る

110 イ ン タ フ ェ ー ス • ク リ ア を 送 出 す る

120 リ モ ー ト • イ ネ ー ブ ル を trueに する

130 デ リ ミ タ を LFにする

140

150 各 変 数 に 数 値 を 代 入 す る

160 コ ン ト ロ ー ラ （PC9 8 0 1 ) の ア ド レ ス を 検 出 す る

170 ト ー カ • ア ド レ ス を TALKに 、 マ イ リ ス ナ • ア ド レ ス を LISTENに 代 入 す る

180 配 列 変 数 D A T 、 倍 精 度 実 数 型 の 配 列 変 数 REAL、 文 字 型 配 列 変 数 A $を 定 義

する

190

200 内 部 メ モ リ に ス ト ア す る デ ー タ 数 を 変 数 C N T に 代 入 す る

210 6 5 8 1 の パ ラ メ ー タ を 初 期 化 す る

220 直 流 電 圧 測 定 に 設 定 す る

230 直 流 電 圧 測 定 の オ ー ト レ ン ジ を OFFにする

240 直 流 電 圧 測 定 の 積 分 時 間 を 1/z s e c 、 表 示 桁 数 を 4 % に 設 定 す る

250 オ ー ト ゼ ロ を OFFにする

260 測 定 デ ー タ 表 示 を OFFにする

270 デ ー タ • フ ォ ー マ ッ ト を 8バ イ ト 実 数 に 設 定 す る

280 デ ー タ • エ レ メ ン ト を 何 も 指 定 し な い

290 ブ ロ ッ ク • デ リ ミ タ を E0 Iに 設 定 す る

300 ア ー ム • ソ ー ス を IMMEDIATEに 設 定 す る

310 ス キ ャ ン • ソ ー ス を m M E D I A T Eに 設 定 す る

320 ト リ ガ • ソ ー ス を m M E D I A T Eに 設 定 す る

330 ト リ ガ • レ イ ヤ の ル ー プ 回 数 を 無 限 大 に 設 定 す る

340 ス ト ア 終 了 条 件 を BUFFER FULLに 設 定 す る

350 ス ト ア す る デ ー タ 数 を 設 定 す る

360 ト リ ガ • シ ス テ ム • コ ン テ ィ ニ ュ ー を OFFにする

370 ト リ ガ • ス テ ー ト を ア イ ド ル ス テ ー ト に 強 制 的 に セ ッ ト す る

380 す べ て の イ ベ ン ト • レ ジ ス タ と エ ラ ー • キ ュ ー を ク リ ア す る

390 サ ー ビ ス • リ ク エ ス ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ の Measurement E v e n t ビ

ッ ト （bitO) を 許 可 す る

400 ス タ ン ダ ー ド • イ ベ ン ト • ス テ ー タ ス • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ を ク リ ア

する

410 メ ジ ャ ー メ ン ト • イ ベ ン ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ の メ モ リ ス ト ア 終 了

ビ ッ ト （bit9 ) を 許 可 す る

420 ク エ シ ョ ナ ブ ル • イ ベ ン ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ を ク リ ア す る

430 オ ペ レ ー シ ョ ン • イ ベ ン ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ を ク リ ア す る

440

45 0

\ PC9 8 0 1 の GPIB内 の SRQ信 号 を ク リ ア す る

480

49 0

500 S R Q の 割 り 込 み に よ る サ ブ ル ー チ ン の 飛 び 先 を 指 定 す る

510 S R Q の 割 り 込 み を 許 可 す る

520

530 内 部 メ モ リ へ の ス ト ア を 許 可 す る

9 - 1 3 6 0 7 0 3 3 0
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(2/ 2)

540 ト リ ガ • シ ス テ ム を ス タ ー ト さ せ る

550

560 割 り 込 み 受 信 フ ラ グ を ク リ ア す る

570 割 り 込 み 受 信 フ ラ グ が セ ッ ト さ れ て い る 場 合 は 、 6 0 0へ 分 岐 す る

580 行 番 号 5 7 0 へ 分 岐 す る

590

600 プ ロ グ ラ ム 終 了

610

620

630 サ ブ ル ー チ ン の ラ ベ ル 名 を M E Sとする

640 S R Q の 割 り 込 み を 禁 止 す る

650 シ リ ア ル ポ ー ル を 行 い 、 6 5 8 1 の ス テ ー タ ス • バ イ ト • レ ジ ス タ の 内

容 を 変 数 S に 読 み 込 む

660 Measurement E v e n t ビ ッ ト （b i t0 ) が セ ッ ト さ れ て い な い 場 合 は 、 820

へ 分 岐 す る

670 ト リ ガ • シ ス テ ム • コ ン テ ィ ニ ュ ー を OFFに し 、 ト リ ガ • ス テ ー ト を

ア イ ド ル • ス テ ー ト に 強 制 的 に セ ッ ト す る （測 定 を 止 め る ）

680 統 計 演 算 サ ン プ ル 数 を 設 定 す る

690 リ コ ー ル す る デ ー タ の 範 囲 を 設 定 す る

700 統 計 演 算 を 許 可 す る

了 10 内 部 メ モ リ の 測 定 デ ー タ を ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー に 格 納 す る

720 コ ン ト ロ ー ラ （PC9 8 0 1 ) が 自 身 を リ ス ナ に 設 定

730 リ コ ー ル す る デ ー タ 数 の 繰 り 返 し

740 ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー の 内 容 （内 部 メ モ リ の 測 定 デ ー タ ） を 読 み 込 む

750

760 統 計 演 算 の 結 果 を ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー に 格 納 す る

770 ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー の 内 容 （統 計 演 算 の 結 果 ） を 読 み 込 む

780

統 計 演 算 の 結 果 を CRTへ 表 示 す る

800

810 割 り 込 み 受 信 フ ラ グ を セ ッ ト す る

820 S R Q の 割 り 込 み を 許 可 す る

830 サ ブ ル ー チ ン 終 了

840

850

860

\ 8 バ イ ト 実 数 を 1バ イ ト ず つ バ イ ナ リ • デ ー タ と し て 読 み 込 む

930

940

950

960

8 バ イ ト の バ イ ナ リ • デ ー タ を 倍 精 度 実 数 型 に 変 換 し 、 CRTへ 表 示 す る

1060
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ア 終 了 条 件 を プ リ ト リ ガ に 設 定 し て 内 部 メ モ リ に ス ト ア す る 。 ス ト ア 終 了  

リ コ ー ル を 行 い 測 定 デ ー タ を 読 み 出 す 。

腿 М = 8 

ISET IFC 

ISET REN 

CMD DELIM=2

CNT= 100

PRINT @ DMM ;”*RST”

PRINT M M M ;”F 1”

PRINT ㈣M M ;”IT1”

PRINT @ DMM ;”DF0 0”

PRINT @ DMM ;，，DFE0”

PRINT ® DMM ;”DL0 SL1”

PRINT @ DMM ;”ARS0”

PRINT @ DMM ;”SCS0”

PRINT @ DMM ;”TRS0”

PRINT ㈣MM ;，，TRN- 1”

PRINT @ DMM ;”ISE1”

PRINT ® DMM ;”ISPS3”

PRINT INS,4 STR$ ( CNT)

PRINT @ DMM ;”INIC0”

PRINT МММ;”ABO”

PRINT МММ;” *CLS”

PRINT ® DMM;”*SRE 1”

PRINT ® DMM;”*ESE 0”

PRINT @ DMM ;，，MSE5 1 2，>

PRINT ® DMM ;”QSE0”

PRINT ㈣M M ;”0 SE0”
9

DEF SEG= SEGPTR(7)

AX= PEEK(&H9 F3)

AX-AX AND &HBF 

POKE & H9 F3 ,AX

ON SRQ GOSUB *MES '

SRQ ON
9

PRINT @ DMM ;”ST1”

PRINT INI”

FOR I二0 TO 1 0 0 0 0 : NEXT I 

PRINT @ DMM ;”*TRG”

WAITF二0

IF WAITF二1 THEN 550 

GOTO 520

END

0
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56 0  ’

570 ’

580 *MES

59 0  SRQ OFF

6 0 0  POLL DMM, S

61 0  IF S< > 6 5  THEN 780

62 0  PRINT ® DMM ;”IRN0 ? ”

630 INPUT @ DMM ;B $(0), B $ ( l)

6 4 0  PRINT B $ ( 0 ) , B $(1)

65 0  X 1 = VAL (B $(0)) : X2 二VA L (B $(1))

66 0  0 FFS-20

67 0  Y 1 = X 1

6 80 ’

690 Y2 = Y 1 + 0 FFS

7 0 0  IF Y2 > X2 THEN Y2 = X2

7 1 0  PRINT МШ1;” IRD”+ STR$ ( Y 1 ) +”，”+ STR$ (Y2)

7 2 0  PRINT МММ;” IRO?”

730 INPUT @ DMM ;A $

7 4 0  PRINT A $

7 5 0  Y 1二Y2+1

76 0  IF Y 1 > X2 THEN 770 ELSE 690

7 7 0  WAITF-1

7 8 0  SRQ ON

7 9 0  RETURN

鲁 解説 (1/3)

100 6 5 8 1 の ア ド レ ス を 8 と し 、 変 数 D M M に 代 入 す る

110 イ ン タ フ ェ ー ス • ク リ ア を 送 出 す る

120 リ モ ー ト • イ ネ ー フ ル を trueにする

130 デ リ ミ タ を LFにする

140

150 内 部 メ モ リ に ス ト ア す る デ ー タ 数 を 変 数 C N T に 代 入 す る

160 6 5 8 1 の パ ラ メ ー タ を 初 期 化 す る

170 直 流 電 圧 測 定 に 設 定 す る

180 直 流 電 圧 測 定 の 積 分 時 間 を l / / s e cに 設 定 す る

190 デ ー タ • フ ォ ー マ ッ ト を ASCIIに 設 定 す る

200 デ ー タ • エ レ メ ン ト を 何 も 指 定 し な い

210 ブ ロ ッ ク • デ リ ミ タ を E0 I 、 ス ト リ ン グ • デ リ ミ タ を SPACEに 設 定 す る

220 ア ー ム • ソ ー ス を m M E D I A T Eに 設 定 す る

230 ス キ ャ ン • ソ ー ス を m M E D I A T Eに 設 定 す る

240 ト リ ガ • ソ ー ス を m M E D I A T Eに 設 定 す る

250 ト リ ガ • レ イ ヤ の ル ー プ 回 数 を 無 限 大 に 設 定 す る

260 ス ト ア 終 了 条 件 を プ リ • ト リ ガ に 設 定 す る

270 プ リ • ト リ ガ の ソ ー ス を BUSに 設 定 す る

280 ス ト ア す る デ ー タ 数 を 設 定 す る

290 ト リ ガ • シ ス テ ム • コ ン テ ィ ニ ュ ー を OFFにする

300 ト リ ガ • ス テ ー ト を ア イ ド ル ス テ ー ト に 強 制 的 に セ ッ ト す る
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(2/3)

310 す べ て の イ ベ ン ト • レ ジ ス タ と エ ラ ー • キ ュ ー を ク リ ァ す る

320 サ ー ビ ス • リ ク エ ス ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ の Measurement E v e n t ビ

ッ ト （bitO) を 許 可 す る

330 ス タ ン ダ ー ド • イ ベ ン ト • ス テ ー タ ス • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ を ク リ ァ

する

340 メ ジ ャ ー メ ン ト • イ ベ ン ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ の メ モ リ • ス ト ァ 終

了 ビ ッ ト （bit9 ) を 許 可 す る

350 ク エ シ ョ ナ ブ ル • イ ベ ン ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ を ク リ ァ す る

360 オ ペ レ ー シ ョ ン • イ ベ ン ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ を ク リ ァ す る

370

380

PC9 8 0 1 の GPIB内 の SRQ信 号 を ク リ ァ す る

410

420

430 S R Q の 割 り 込 み に よ る サ ブ ル ー チ ン の 飛 び 先 を 指 定 す る

440 S R Q の 割 り 込 み を 許 可 す る

450

460 内 部 メ モ リ へ の ス ト ァ を 許 可 す る

470 ト リ ガ • シ ス テ ム を ス タ ー ト さ せ る

480 内 部 メ モ リ の ス ト ァ の バ ッ フ ァ が 一 杯 に な る ま で 待 つ

490 内 部 メ モ リ へ の ス ト ァ を 終 了 す る た め の ト リ ガ を か け る

500

510 割 り 込 み 受 信 フ ラ グ を ク リ ァ す る

520 割 り 込 み 受 信 フ ラ グ が セ ッ ト さ れ て い る 場 合 は 、 5 5 0へ 分 岐 す る

530 行 番 号 5 2 0 へ 分 岐 す る

540

550 プ ロ グ ラ ム 終 了

560

570

580 サ ブ ル ー チ ン の ラ ベ ル 名 を M E S とする

590 S R Q の 割 り 込 み を 禁 止 す る

600 シ リ ァ ル ポ ー ル を 行 い 、 6 5 8 1 の ス テ ー タ ス • バ イ ト • レ ジ ス タ の 内

容 を 変 数 S に 読 み 込 む

610 Measurement E v e n t ビ ッ ト （b i t0 )が セ ッ ト さ れ て い な い 場 合 は 、 780

へ 分 岐 す る

620 ス ト ァ さ れ た デ ー タ 範 囲 を ァ ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー に 格 納 す る

630 ァ ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー の 内 容 （ス ト ァ さ れ た デ ー タ 範 囲 ）を 読 み 込 む

640 ァ ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー の 内 容 （ス ト ァ さ れ た デ ー タ 範 囲 ）を CRTへ 表 示

する

650 ス ト ァ さ れ た 先 頭 の デ ー タ 番 号 を XI、 最 後 の デ ー タ 番 号 を X2 に代入する

660 リ コ ー ル す る デ ー タ 数 を 0 FFSに 代 人 す る

670 リ コ ー ル す る ス タ ー ト 番 号 を Y 1 に 代 入 す る

680

690 リ コ ー ル す る 終 了 番 号 を Y2 に 代 入 す る

700 リ コ ー ル す る 終 了 番 号 が 最 後 の デ ー タ 番 号 よ り 大 き い 場 合 は 、 リコー

ル す る 終 了 番 号 に 最 後 の デ ー タ 番 号 を 代 入 す る

710 リ コ ー ル す る デ ー タ の 範 囲 を 設 定 す る
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(3/3)

720 内 部 メ モ リ の 測 定 デ ー タ を ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー に 格 納 す る

730 ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー の 内 容 （内 部 メ モ リ の 測 定 デ ー タ ）を 読 み 込 む

740 ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー の 内 容 （内 部 メ モ リ の 測 定 デ ー タ ）を CRTへ 表 示

する

750 リ コ ー ル す る ス タ ー ト 番 号 を Y 1代 入 す る

760 リ コ ー ル す る ス タ ー ト 番 号 が 最 後 の デ ー タ 番 号 よ り 大 き い 場 合 は 770

へ 、 そ れ 以 外 は 6 9 0 へ 分 岐 す る

770 割 り 込 み 受 信 フ ラ グ を セ ッ ト す る

780 S R Q の 割 り 込 み を 許 可 す る

790 サ ブ ル ー チ ン 終 了
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〔例 2 - 1 0〕 測 定 を 一 番 速 く し て 内 部 メ モ リ に ス ト ア す る た め に FASTモ ー ド に 設 定 す る 。 

FASTモ ー ド 終 了 後 （ス ト ア 終 了 後 ） 以 下 に 示 す 処 理 を す る 。

FLG = 1 の 場 合 、 真 値 算 出 前 の デ ー タ と ゲ イ ン 、 オ フ セ ッ ト • デ ー タ を 読 み 出  

し、 パ ソ コ ン 上 で 真 値 算 出 を 行 い 、 測 定 値 を 算 出 す る 。

FLG = 2 の 場 合 、 本 器 内 で 真 値 算 出 を 行 い 、 測 定 デ ー タ を 読 み 出 す 。

腫 M二8

ISET IFC 

ISET REN 

CMD DELIM=2

UNL- & H3 F : UNT= & H5 F : MTA = & H40 : MLA= & H 20

PC98 = IEEE(l) AND & H 1F

TALK = MTA+DMM : LISTEN = MLA+ PC98

DIM DAT (8), R E A L K 8)

RATE = 20 

FLG - 2 

CNT = 100 

PRINT ® DMM ;”*RST”

PRINT @ DMM ;”F 1”

PRINT @ DMM ;”DL0”

PRINT ® DMM ;”FTR”+ STR$ ( RATE)

PRINT @ DMM ;”TRS0”

PRINT ® DMM ;”INS”+ STR$ ( CNT)

PRINT @ DMM ;”INIC0”

PRINT 麵 M ;”AB0”

PRINT @ DMM ;”* CLS”

PRINT ® DMM;”*SRE Г 

PRINT ® DMM;”*ESE 0”

PRINT ® DMM ;”MSE5 1 2”

PRINT ® DMM ;”QSE0”

PRINT @ DMM ;”0 SE0 ”

DEF SEG= SEGPTR(7)

A% = PEEK (&H9 F3) 

k % - k %  AND &HBF 

POKE & H 9 F3 ,AX

ON SRQ GOSUB *MES 

SRQ ON

PRINT ® DMM ;”FT 1” 

PRINT @ DMM ;”IN「
f

WAITF二0

IF WAITF=1 THEN 1430

9 - 1 4 2 0 7 0 3 3 0



1 410

1 4 2 0

1 4 3 0

1 440

1 450

14 6 0

1 470

1 480

1490

15 0 0

1 510

1 520

1 5 3 0

1540

15 5 0

15 6 0

1 570

1580

1 590

1 600

16 1 0

16 2 0

1 630

16 4 0

1 650

1 660

1 670

16 8 0

16 9 0

1 700

1 710

1 720

1 7 3 0

1 740

1 750

1 760

1 7 7 0

17 8 0

1 7 9 0

1 8 0 0

18 1 0

1 820

1 8 3 0

1 840

1 850

18 6 0

1 870

1 880

18 9 0
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GOTO 14 0 0  

END

_ S  

SRQ OFF 

POLL DMM, S 

IF S< > 6 5  THEN 15 3 0  

IF FLG-1 THEN GOSUB *CAL 

IF FLG=2 THEN G0 SUB ^CALOUT 

WAITF二1 

SRQ ON 

RETURN

*CAL

PRINT ® DMM ;”IRFG?”

INPUT @ DMM ;GAIN$

PRINT МММ;” IRFZ?”

INPUT @ DMM ;ZER0$

PRINT ”GAIN : ”+ GAIN$， ”ZER0 ノ 4 ZER0$

PRINT ® DMM ;”IRD0, ”+ STR$ ( CNT- l)

PRINT МММ;” IRFD?”

WBYTE UNL，TALK, LISTEN;

IF RATE < = 100 THEN GOSUB * INT16 ELSE GOSUB * INT32 

RETURN

ШТ 16

FOR 1=0 TO CNT-1 

RBYTE ;DAT (0)

RBYTE ;DAT (1)

RDAT# = DAT (O)

RDATい  RDAT"  256 " A T (1)

IF RDAT# > 3 2 7 6 8 !  THEN RDAT# = RDAT# - 6 5 5 3 6 ! 

REAL# = RDAT# * VAL (GAIN$) - VAL (ZER0$) 

PRINT RDAT# , REAL#

NEXT I 

RETURN

H N T 32

FOR I二0 TO CNT-1 

RBYTE ;DAT (0)

RBYTE ;DAT (1)

RBYTE ;DAT (2)

RBYTE ;DAT (3)

R E A L K O ) - DAT (O) :REAL# ( 1 ) = DAT (1) :REAL# ( 2 ) = DAT (2) :REAL# ( 3 ) - DAT (3)

9 - 1 4 3 0 7 0 3 3 0
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RDAT# - REAL# ( 0 ) * 2   ̂ 24 + REAL# ( l)* 2  л 16 + REALff( 3 )*2  ̂ 8 + REAL#(3) 

IF RDATff> = 2 1 4 7 4 8 3 6 4 8 #  THEN RDAT# = RDAT# - 4 2 9 4 9 6 7 2 96#

REAL# こ RDAT# * V A L (GAIN$) - V A L (ZER0$)

PRINT RDAT#，REAL#

NEXT I 

RETURN

* CAL0 UT

PRINT @ DMM ;”DF0 0”

FOR J-0 TO CNT-1

PRINT @ DMM ;”IRD”+ STR$ ( J) ;”，”+ STR$ ( J)

PRINT ® DMM ;”IR0 ?”

INPUT @ DMM ;DAT$

PRINT DATS 

NEXT J 

RETURN

參 解 説  (1/3)

1000 6 5 8 1 の ア ド レ ス を 8 と し 、 変 数 D M M に 代 入 す る

1010 イ ン タ フ ェ ー ス • ク リ ア を 送 出 す る

1020 リ モ ー ト • イ ネ ー ブ ル を trueにする

1030

1040

デ リ ミ タ を LFにする

1050 各 変 数 に 数 値 を 代 入 す る

1060 コ ン ト ロ ー ラ （PC9 8 0 1 ) の ア ド レ ス を 検 出 す る

1070 卜 一 力 • ア ド レ ス を TALKに 、 マ イ リ ス ナ • ア ド レ ス を LISTENに 代 入 す る

1080

1090

配 列 変 数 D A T 、 倍 精 度 実 数 型 の 配 列 変 数 REALを 定 義 す る

1100 リ ー ト 時 間 を 変 数 RATEに 代 入 す る

1110 リ コ ー ル 方 法 を 選 択 す る

1120 FASTモ ー ド に お け る ト リ ガ • シ ス テ ム の ル ー プ 回 数 （内 部 メ モ リ に ス ト  

ア す る デ ー タ 数 ） を 変 数 C N T に 代 入 す る

1130 6 5 8 1 の パ ラ メ ー タ を 初 期 化 す る

1140 直 流 電 圧 測 定 に 設 定 す る

1150 ブ ロ ッ ク • デ リ ミ タ を E0 Iに 設 定 す る

1160 レ ー ト 時 間 を 設 定 す る

1170 ト リ ガ • ソ ー ス を IMMEDIATEに 設 定 す る

1180 ト リ ガ • レ イ ヤ の ル ー プ 回 数 （ス ト ア す る デ ー タ 数 ） を 設 定 す る

1190 ト リ ガ • シ ス テ ム • コ ン テ ィ ニ ュ ー を OFFに する

1200 ト リ ガ • ス テ ー ト を ア イ ド ル • ス テ ー ト に 強 制 的 に セ ッ ト す る

1210 す べ て の イ ベ ン ト • レ ジ ス タ と エ ラ ー • キ ュ ー を ク リ ア す る

1220 サ ー ビ ス • リ ク エ ス ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ の Me as u r ement E v e n t ビ 

ッ ト （bitO) を 許 可 す る

1230 ス タ ン ダ ー ド • イ ベ ン ト • ス テ ー タ ス • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ を ク リ ア  

する

1240 メ ジ ャ ー メ ン ト • イ ベ ン ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ の メ モ リ • ス ト ア 終  

了 ビ ッ ト （bit9 ) を 許 可 す る
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(2/3)

12 5 0 ク エ シ ョ ナ ブ ル • イ ベ ン ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ を ク リ ア す る

1260 オ ペ レ ー シ ョ ン • イ ベ ン ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ を ク リ ア す る

1270

12 8 0

РС9 8 0 1 の GPIB内 の SRQ信 号 を ク リ ア す る

131 0

1 3 2 0

1 3 3 0 S R Q の 割 り 込 み に よ る サ ブ ル ー チ ン の 飛 び 先 を 指 定 す る

134 0 S R Q の 割 り 込 み を 許 可 す る

135 0

13 6 0 FASTモ ー ド に 設 定 す る

1370 ト リ ガ • シ ス テ ム を ス タ ー ト さ せ る

1380

1 3 9 0 割 り 込 み 受 信 フ ラ グ を ク リ ア す る

140 0 割 り 込 み 受 信 フ ラ グ が セ ッ ト さ れ て い る 場 合 は 、 1 4 3 0 へ 分 岐 す る

141 0 行 番 号 1 4 0 0へ 分 岐 す る

1420

1 4 3 0 プ ロ グ ラ ム 終 了

1440

14 5 0

1 4 6 0 サ ブ ル ー チ ン の ラ ベ ル 名 を M E Sとする

147 0 S R Q の 割 り 込 み を 禁 止 す る

1480 シ リ ア ル ポ ー ル を 行 い 、 6 5 8 1 の ス テ ー タ ス • バ イ ト • レ ジ ス タ の 内

容 を 変 数 S に 読 み 込 む

1490 Measurement E v e n t ビ ッ ト （bitO) が セ ッ ト さ れ て い な い 場 合 は 、 1530

へ 分 岐 す る

1500 FLG二1 の 場 合 は 、 サ ブ ル ー チ ン C A L へ 分 岐 す る

151 0 FLG = 2 の 場 合 は 、 サ ブ ル ー チ ン CAL0 UTへ 分 岐 す る

152 0 割 り 込 み 受 信 フ ラ グ を セ ッ ト す る

1530 S R Q の 割 り 込 み を 許 可 す る

1540 サ ブ ル ー チ ン 終 了

155 0

1 5 6 0

1 5 7 0 サ ブ ル ー チ ン の ラ ベ ル 名 を CALとする

158 0 ゲ イ ン • デ ー タ を ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー に 格 納 す る

1590 ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー の 内 容 （ゲ イ ン • デ ー タ ） を 読 み 込 む

160 0 オ フ セ ッ ト • デ ー タ を ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー に 格 納 す る

161 0 ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー の 内 容 （オ フ セ ッ ト • デ ー タ ） を 読 み 込 む

162 0 ゲ イ ン • デ ー タ 、 オ フ セ ッ ト • デ ー タ を CRTへ 表 示 す る

1630 リ コ ー ル す る ァ 1一 夕 の 範 囲 を 設 定 す る

1640 FASTモ ー ド の 真 値 算 出 前 の デ ー タ を ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー に 格 納 す る

1650 コ ン ト ロ ー ラ （PC9 8 0 1 )が 自 身 を リ ス ナ に 設 定

1660 レ ー ト 時 間 が 1 0 0 / / S以 下 の 場 合 は 2バ イ ト • デ ー タ 、 そ れ 以 外 は 2

バ イ ト • デ ー タ を 読 み 込 む ル ー チ ン へ 分 岐 す る

167 0 サ ブ ル ー チ ン 終 了

168 0

1 6 9 0
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(3/3)

1700 サ ブ ル ー チ ン の ラ ベ ル 名 を INT1 6 とする

1710 リ コ ー ル す る デ ー タ 数 の 繰 り 返 し

1720 真 値 算 出 前 の 1バ イ ト • デ ー タ を 読 み 込 む

1730 真 値 算 出 前 の 1バ イ ト • デ ー タ を 読 み 込 む

1740 倍 精 度 実 数 型 の 変 数 に 変 換 す る

1750 読 み 込 ん だ 2個 の 1バ イ ト • デ ー タ を 2バ イ ト • デ ー タ に 変 換 す る

1760 2 バ イ ト • デ ー タ が 32 了 6 8 以 上 の 場 合 は 、 マ イ ナ ス の デ ー タ に 変 換

する

1770 真 値 算 出 を 行 う

1780 真 値 算 出 前 の デ ー タ と 真 値 算 出 結 果 を CRTへ 表 示 す る

1790

1800 サ ブ ル ー チ ン 終 了

1810

1820

1830 サ ブ ル ー チ ン の ラ ベ ル 名 を INT3 2 とする

1840 リ コ ー ル す る デ ー タ 数 の 繰 り 返 し

1850 真 値 算 出 前 の 1バ イ ト • デ ー タ を 読 み 込 む

1860 真 値 算 出 前 の 1バ イ ト • デ ー タ を 読 み 込 む

1870 真 値 算 出 前 の 1バ イ ト • デ ー タ を 読 み 込 む

1880 真 値 算 出 前 の 1バ イ ト • デ ー タ を 読 み 込 む

1890 倍 精 度 実 数 型 の 変 数 に 変 換 す る

1900 読 み 込 ん だ 4個 の 1バ イ ト • デ ー タ を 4バ イ ト • デ ー タ に 変 換 す る

1910 2 バ イ ト • デ ー タ が 2 1 4  了 4 8 3 6 4 8 以 上 の 場 合 は 、 マ イ ナ ス の デ ー タ に

変 換 す る

1920 真 値 算 出 を 行 う

1930 真 値 算 出 前 の デ ー タ と 真 値 算 出 結 果 を CRTへ 表 示 す る

1940

1950 サ ブ ル ー チ ン 終 了

1960

1970

1980 サ ブ ル ー チ ン の ラ ベ ル 名 を CAL0 U Tとする

1990 デ ー タ • フ ォ ー マ ッ ト を A S C I I に 設 定 す る

200 0 リ コ ー ル す る デ ー タ 数 の 繰 り 返 し

201 0 リ コ ー ル す る デ ー タ の 範 囲 を 設 定 す る

202 0 内 部 メ モ リ の 測 定 デ ー タ を ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー に 格 納 す る

203 0 ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー の 内 容 （内 部 メ モ リ の 測 定 デ ー タ ） を 読 み 込  

む

ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー の 内 容 （内 部 メ モ リ の 測 定 デ ー タ ） を C R T へ2040

表 示 す る

2050

2 0 6 0 サ ブ ル ー チ ン 終 了

0 7 0 3 3 0
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腿 М二8 

ISET IFC 

ISET REN 

CMD DELIM二2 

DIM A $(100)
f

CNT= 100

F $ = ，’，R6 5 8 1 . DAT，”

PRINT @ DMM ;，，*RST”

PRINT 麵 M ;，，FI”

PRINT ® DMM ;，，R0”

PRINT @ DMM ;，’IT1 0 0 0”

PRINT @ DMM ;”DF0 0”

PRINT @ DMM ;”DFE0”

PRINT @ DMM ;”ARS0”

PRINT ® DMM ;，，SCS0”

PRINT @ DMM ;，’TRS0”

PRINT @ DMM ;，，TRN，4 STR$ ( CNT) 

PRINT @ DÎ M ;”MNS”+ STR$ ( CNT) 

PRINT МММ;” ШС 0”

PRINT ® DMM ;”AB0”

PRINT ㈣MM ;”* CLS”

PRINT ® DMM;”*SRE Г 

PRINT ® DMM;”*ESE 0”

PRINT @ DMM ;”MSE5 1 2”

PRINT ® DMM ;”QSE0 ”

PRINT @ DMM ;”0 SE0”

DEF SEG= SEGPTR(7)

AX= PEEK (&H 9 F3)

k % - k %  AND &HBF

POKE & H9 F3 , A %
>

ON SRQ GOSUB *MES 

SRQ ON
9

PRINT @ DMM;”MSD ”+ F $

PRINT @ DMM ;”MST 1”

PRINT МММ;” INド

WAITF二0

IF WAITF-1 THEN 540 

GOTO 510

END

〔例 2 - 1 1〕 测 定 デ ー タ を メ モ リ • カ ー ド に ス ト ア す る 。 ス ト ア 終 了 後 、 

定 デ ー タ を 読 み 出 す 。

リ コ ー ル を 行 い 测

9 . 1 2  プ ロ グ ラ ム 例
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560 ’

570 謂 ES

58 0  SRQ OFF

59 0  POLL DMM, S

60 0  IF S< > 6 5  THEN 710

61 0  PRINT ® DMM ;”MRP0 ”+ F $

62 0  INPUT

63 0  POIN - VAL (B $)-1

64 0  FOR 1=0 TO POIN

65 0  PRINT ® DMM ;”MRD，4 STR$ ( I) +”，，4 STR$ ( I)

66 0  PRINT ® DMM ;”MR0 ”+ F $

67 0  INPUT @ DMM ;A $ ( I)

68 0  PRINT A $ ( I)

69 0  NEXT I

7 0 0  WAITF-1

71 0  SRQ ON

7 2 0  RETURN

參解説 （1/2)

100 6 5 8 1 の ア ド レ ス を 8 と し 、 変 数 D M M に 代 入 す る

110 イ ン ダ フ ヱ ー ス • ク リ ア を 送 出 す る

120 リ モ ー ト • イ ネ ー フ ル を trueにする

130 デ リ ミ タ を LFにする

140

150 文 字 型 配 列 変 数 A $を 定 義 す る

160 メ モ リ カ ー ド に ス ト ア す る デ ー タ 数 を 変 数 C N T に 代 入 す る

170 フ ァ イ ル 名 を 変 数 F $ に 代 入 す る

180 6 5 8 1 の パ ラ メ ー タ を 初 期 化 す る

190 直 流 電 圧 測 定 に 設 定 す る

200 直 流 電 圧 測 定 の オ ー ト レ ン ジ を O F F に す る

210 直 流 電 圧 測 定 の 積 分 時 間 を 1m s e c に 設 定 す る

220 デ ー タ • フ ォ ー マ ッ ト を A S C I I に 設 定 す る

230 デ ー タ • エ レ メ ン ト を 何 も 指 定 し な い

240 ア ー ム • ソ ー ス を m M E D I A T Eに 設 定 す る

250 ス キ ャ ン • ソ ー ス を m M E D I A T Eに 設 定 す る

260 ト リ ガ • ソ ー ス を IMMEDIATEに 設 定 す る

270 ト リ ガ • レ イ ヤ の ル ー プ 回 数 を 設 定 す る

280 ス ト ア す る デ ー タ 数 を 設 定 す る

290 ト リ ガ • シ ス テ ム • コ ン テ ィ ニ ュ ー を OFFにする

300 ト リ ガ • ス テ ー ト を ア イ ド ル • ス テ ー ト に 強 制 的 に セ ッ ト す る

310 す べ て の イ ベ ン ト • レ ジ ス タ と エ ラ ー • キ ュ ー を ク リ ア す る

320 サ ー ビ ス • リ ク エ ス ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ の Measurement E v e n t ビ

ッ ト （bitO) を 許 可 す る

330 ス タ ン ダ ー ド • イ ベ ン ト • ス テ ー タ ス • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ を ク リ ア

する

340 メ ジ ャ ー メ ン ト • イ ベ ン ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ の メ モ リ • ス ト ア 終

了 ビ ッ ト （bit9 ) を 許 可 す る

350 ク エ シ ョ ナ ブ ル • イ ベ ン ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ を ク リ ア す る

148 0 7 0 3 3 0
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(2/ 2)

360 オ ペ レ ー シ ョ ン • イ ベ ン ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ を ク リ ア す る

370

380

РС9 8 0 1 の GPIB内 の SRQ信 号 を ク リ ア す る

410

420

4 30 S R Q の 割 り 込 み に よ る サ ブ ル ー チ ン の 飛 び 先 を 指 定 す る

440 S R Q の 割 り 込 み を 許 可 す る

450

46 0 メ モ リ • カ ー ド へ の デ ー タ • ス ト ア を す る フ ァ イ ル を 指 定 す る

470 メ モ リ • カ ー ド へ の デ ー タ • ス ト ア を 許 可 す る

480 ト リ ガ • シ ス テ ム を ス タ ー ト さ せ る

490

500 割 り 込 み 受 信 フ ラ グ を ク リ ア す る

510 割 り 込 み 受 信 フ ラ グ が セ ッ ト さ れ て い る 場 合 は 、 5 4 0へ 分 岐 す る

520 行 番 号 5 1 0 へ 分 岐 す る

530

540 プ ロ グ ラ ム 終 了

550

560

570 サ ブ ル ー チ ン の ラ ベ ル 名 を M E Sとする

580 S R Q の 割 り 込 み を 禁 止 す る

590 シ リ ア ル ポ ー ル を 行 い 、 6 5 8 1 の ス テ ー タ ス • バ イ ト • レ ジ ス タ の 内

容 を 変 数 S に 読 み 込 む

600 Measurement Even t ビ ッ ト （b i t0 ) が セ ッ ト さ れ て い な い 場 合 は 、 700

へ 分 岐 す る

610 ス ト ア さ れ た デ ー タ 数 を ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー に 格 納 す る

620 ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー の 内 容 （ス ト ア さ れ た デ ー タ 数 ） を 読 み 込 む

630 ス ト ア さ れ た デ ー タ 数 を 数 値 に 変 換 す る

640 リ コ ー ル す る デ ー タ 数 の 繰 り 返 し

650 リ コ ー ル す る デ ー タ の 範 囲 を 設 定 す る

660 メ モ リ • カ ー ド の 測 定 デ ー タ を ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー に 格 納 す る

670 ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー の 内 容 （メ モ リ • カ ー ド の 測 定 デ ー タ ）を 読 み 込

む

680 ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー の 内 容 （メ モ リ • カ ー ド の 測 定 デ ー タ ）を C R T へ

表 示 す る

690

700 割 り 込 み 受 信 フ ラ グ を セ ッ ト す る

710 S R Q の 割 り 込 み を 許 可 す る

720 サ ブ ル ー チ ン 終 了
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9.12 プロ グ ラ ム 例

3 НР300シリ -ズを使用したプログラムラム（SCPIコマンド）

〔例 3 - 1 〕 READ? コ マ ン ド を 用 い て 測 定 デ ー タ を 読 み 出 す 。

100 Dmm= 7 0 8

110 I

120 OUTPUT Dmm ;”*RST”

130 OUTPUT Dmm ;”C[]N F :V 0 L T :DC”

140 OUTPUT Dmm ;”VOLT :DC:RANG 0 . 1 ;NPLC 1”

150 OUTPUT Dmm ;”ARM:SQUR IMM”

160 OUTPUT Dmm ;,,A R M :LAY2 : S0 UR IMMM

170 OUTPUT Dmni;”TRIG :S0 UR IMM”

180 OUTPUT Dinm;”INIT:C[)NT OFF”

190 OUTPUT Dmm ;”ABORT”

200 !

210 OUTPUT Dmm ;”READ?”

220 ENTER Dmm ;A $

230 PRINT A $

240 GOTO 210

250 !

260 END

* 解 説

100 6 5 8 1 の ア ド レ ス を 8 と し 、 変 数 D M M に 代 入 す る

110

120 6 5 8 1 の パ ラ メ ー タ を 初 期 化 す る

130 直 流 電 圧 測 定 に 設 定 す る

140 直 流 電 圧 測 定 の レ ン ジ を 10 0 m V 、 積 分 時 間 を 1PLCに 設 定 す る 。

150 ア ー ム • ソ ー ス を ШМЕМАТЕに 設 定 す る

160 ス キ ャ ン • ソ ー ス を m M E D I A T Eに 設 定 す る

170 ト リ ガ • ソ ー ス を IMMEDIATEに 設 定 す る

180 ト リ ガ • シ ス テ ム • コ ン テ ィ ニ ュ ー を O F F にする

190 ト リ ガ • ス テ ー ト を ア イ ド ル ス テ ー ト に 強 制 的 に セ ッ ト す る

200

210 测 定 デ ー タ を ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー に 格 納 す る

220 ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー の 内 容 （測 定 デ ー タ ） を 読 み 込 む

230 測 定 デ ー タ を CRTへ 表 示 す る

240 行 番 号 2 1 0 へ 分 岐 す る

250

260 プ ロ グ ラ ム 終 了
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〔例 3 - 2 〕 FETCH? コ マ ン ド を 用 い て 測 定 デ ー タ を 読 み 出 す 。

100 Dmm= 7 0 8

110 !

120 OUTPUT Dmm ; ”ШТ”

130 OUTPUT Dmni;，’C0 N F :V 0 L T :DC”

140 OUTPUT Di m ; ”V 0 L T :DC:RANG 0 . 1 ;NPLC 1，?

150 OUTPUT Dmm ;”A RM :SOUR IMM”

160 OUTPUT Dmm ; ”A R M :LAY2 : S0 UR IMM”

170 OUTPUT Dmm ; ”TRIG :S0 UR IMMM

180 OUTPUT Dmm ; ”INIT:C0 NT OFF”

190 OUTPUT Dmm ;，’ABORT”

200 i

210 OUTPUT Dmm ; ”ШТ”

220 OUTPUT Dmm ; ”FETCH?”

230 ENTER Dmm ;A $

240 PRINT A $

250 GOTO 210

260 !

270 END

解 説

100 6 5 8 1 の ア ド レ ス を 8 と し 、 変 数 D M M に 代 入 す る

110

120 6 5 8 1 の パ ラ メ ー タ を 初 期 化 す る

130 直 流 電 圧 測 定 に 設 定 す る

140 直 流 電 圧 測 定 の レ ン ジ を 1 0 0 m V 、 積 分 時 間 を 1PLCに 設 定 す る 。

150 ア ー ム • ソ ー ス を m M E D I A T Eに 設 定 す る

160 ス キ ャ ン • ソ ー ス を BIMEDIATEに 設 定 す る

170 ト リ ガ • ソ ー ス を I ^ E D I A T Eに 設 定 す る

180 ト リ ガ • シ ス テ ム • コ ン テ ィ ニ ュ ー を OFFにする

190 ト リ ガ • ス テ ー ト を ア イ ド ル • ス テ ー ト に 強 制 的 に セ ッ ト す る

200

210 ト リ ガ • シ ス テ ム を ス タ ー ト さ せ る

220 測 定 デ ー タ を ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー に 格 納 す る

230 ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー の 内 容 （測 定 デ ー タ ） を 読 み 込 む

240 測 定 デ ー タ を CRTへ 表 示 す る

250 行 番 号 2 1 0 へ 分 岐 す る

260

270 プ ロ グ ラ ム 終 了
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〔例 3 - 3 〕 8 バ イ ト 実 数 の デ ー タ • フ ォ ー マ ッ ト で 測 定 デ ー タ と 補 助 測 定 デ ー タ を 読 み 出 す 。 

( 6 5 8 1の み ）

100 REAL Trd (2) BUFFER

110 ASSIGN @Dmm TO 708

120 !

130 OUTPUT @ Dimi;”*RST”

140 OUTPUT ⑶ N F :V0 L T :AC”

150 OUTPUT @ Dmm ;”V0 L T :AC:SUBM FREQ :SUBM:STAT ON”

160 OUTPUT @ Dmm;”FQRM REAL, 6 4”

170 OUTPUT @ Dmni;”AR M :S[IUR ШМ”

180 OUTPUT @ Dmm ;,，AR M :LAY2 : S0 UR IMM,J

190 OUTPUT @ Dmm ;”TRIG :S0 UR IMM”

200 OUTPUT INIT:C0 NT OFF”

210 OUTPUT M imi;”AB0 RT”

220 f

230 OUTPUT ® Dmm ;”READ?”

240 ASSIGN ®Trd TO BUFFER Trd⑴

250 TRANSFER 0 Dmm TO @ Trd ;END,WAIT

260 PRINT Trd ( 0 ) ,Trd (l)

2 70 !

280 END

解 説

100 浮 動 小 数 点 の 配 列 の た め の 記 憶 エ リ ア を 確 保 す る

n o 6 5 8 1 の ア ド レ ス を 8 とする

120

130 6 5 8 1 の パ ラ メ ー タ を 初 期 化 す る

140 交 流 電 圧 測 定 に 設 定 す る

150 交 流 電 圧 測 定 の 補 助 測 定 を 周 波 数 に 設 定 し 、 補 助 測 定 を 0 Nに す る

160 デ ー タ • フ ォ ー マ ッ ト を 8バ イ ト 実 数 に 設 定 す る

170 ア ー ム • ソ ー ス を IMMEDIATEに 設 定 す る

180 ス キ ャ ン • ソ ー ス を m M E D I A T Eに 設 定 す る

190 ト リ ガ • ソ ー ス を m M E D I A T Eに 設 定 す る

200 ト リ ガ • シ ス テ ム • コ ン テ ィ ニ ュ ー を OFFにする

210 ト リ ガ • ス テ ー ト を ア イ ド ル • ス テ ー ト に 強 制 的 に セ ッ ト す る

220

230 測 定 デ ー タ 、 補 助 測 定 デ ー タ を ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー に 格 納 す る

240 デ ー タ 転 送 の た め の バ ッ フ ァ を 割 り 当 て る

250 6 5 8 1 か ら コ ン ト ロ ー ラ に デ ー タ 転 送 を す る

260 測 定 デ ー タ 、 補 助 測 定 デ ー タ を CRTへ 表 示 す る

270

280 プ ロ グ ラ ム 終 了
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〔例 3-4

9 . 1 2  プ ロ グ ラ ム 例

〕 B U S ト リ ガ に よ っ て 側 定 を 開 始 し 、 SRQ割 り 込 み を 使 用 し て 測 定 の 終 了 を 検 知 し 、 

測 定 デ ー タ を 読 み 出 す 。

100 Dmm= 708

110 i

120 OUTPUT Dmm ;”ШТ”

130 OUTPUT Dmm ;，，ARM:SOUR IMM”

140 OUTPUT Dmm ;”AR M :LAY2 : S0 UR ШМ”

150 OUTPUT Dmm ;”TRIG :S0 UR BUS”

160 OUTPUT Di m ;”ABORT”

170 OUTPUT Dim ;”*CLS”

180 OUTPUT Dmm ;”*SRE 1 ，’

190 OUTPUT Dmm ;”木ESE 0 ”

200 OUTPUT Dmm ;”STAT :MEAS:ENAB 256

210 OUTPUT Dmm ;”STAT :QUES:ENAB 0

220 OUTPUT Dmm， STAT :0PER:ENAB 0

230 I

240 ON INTR 7 G0 SUB Srq

250 ENABLE INTR T ;2

260 1

270 Waitf二0

280 OUTPUT Dmm ;”*TRG”

290 IF Waitf-1 THEN 270

300 GOTO 290

310 !

320 S e q : !

330 S 二 SPOLL(Di m )

340 IF S< > 6 5  THEN 390

350 OUTPUT Di m ;”FETCH?”

360 ENTER Dmm ;A $

370 PRINT A $

380 Waitf二1

390 ENABLE INTR 7;2

40 0 RETURN

41 0 !

420 END
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9.12 プログラム例

♦ 解 説

100 6 5 8 1 の ア ド レ ス を 8 と し 、 変 数 D M M に 代 入 す る

110

120 6 5 8 1 の パ ラ メ ー タ を 初 期 化 す る

130 ア ー ム • ソ ー ス を IMMEDIATEに 設 定 す る

140 ス キ ャ ン • ソ ー ス を IMMEDIATEに 設 定 す る

150 ト リ ガ • ソ ー ス を BUSに 設 定 す る

160 ト リ ガ • ス テ ー ト を ア イ ド ル • ス テ ー ト に 強 制 的 に セ ッ ト す る

170 す べ て の イ ベ ン ト • レ ジ ス タ と エ ラ ー • キ ュ ー を ク リ ア す る

180 サ ー ビ ス • リ ク エ ス ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ の Measurement E v e n t ビ

ッ ト （bitO) を 許 可 す る

190 ス タ ン ダ ー ド • イ ベ ン ト • ス テ ー タ ス • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ を ク リ ア

する

200 メ ジ ャ ー メ ン ト • イ ベ ン ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ の 測 定 終 了 ビ ッ ト

(bit8 ) を 許 可 す る

210 ク エ シ ョ ナ ブ ル • イ ベ ン ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ を ク リ ア す る

220 オ ペ レ ー シ ョ ン • イ ベ ン ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ を ク リ ア す る

230

240 S R Q の 割 り 込 み に よ る サ ブ ル ー チ ン の 飛 び 先 を 指 定 す る

250 S R Q の 割 り 込 み を 許 可 す る

260

270 割 り 込 み 受 信 フ ラ グ を ク リ ア す る

280 B U S に よ る ト リ ガ を か け る

290 割 り 込 み 受 信 フ ラ グ が セ ッ ト さ れ て い る 場 合 は 、 2 7 0へ 分 岐 す る

300 行 番 号 2 9 0 へ 分 岐 す る

310

320 サ ブ ル ー チ ン の ラ ベ ル 名 を M E Sとする

330 シ リ ア ル ポ ー ル を 行 い 、 6 5 8 1 の ス テ ー タ ス • バ イ ト • レ ジ ス タ の 内

容 を 変 数 S に 読 み 込 む

340 Measurement Even t ビ ッ ト （b i t0 ) が セ ッ ト さ れ て い な い 場 合 は 、 390

へ 分 岐 す る

350 測 定 デ ー タ を ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー に 格 納 す る

360 ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー の 内 容 （測 定 デ ー タ ） を 読 み 込 む

370 測 定 デ ー タ を CRTへ 表 示 す る

380 割 り 込 み 受 信 フ ラ グ を セ ッ ト す る

390 S R Q の 割 り 込 み を 許 可 す る

400 サ ブ ル ー チ ン 終 了

410

42 0 プ ロ グ ラ ム 終 了
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9.12 プ ロ グ ラ ム 例

〔例 3 - 5 〕 *W A Iコ マ ン ド を 用 い て * T R Gコ マ ン ド の 実 行 を 終 了  （1回 の 測 定 が 終 了 す る ま で ） 

さ せ 、 必 ず 測 定 の 終 了 後 に 測 定 デ ー タ を 読 み 出 す よ う に す る 。

( 例 3 - 5 は 、 例 3 - 4 と 同 じ 動 作 を し ま す 。 ）

100 Dmm= 7 0 8

n o !

120 OUTPUT Dmm ;，’

130 OUTPUT Dmm ; ”

140 OUTPUT Dmm ;，’

150 OUTPUT Dmm ; ”

160 OUTPUT Dmm ;，’

170 !

180 OUTPUT Dmm ; ”

190 OUTPUT Dmin; ”

200 ENTER Dmm ;A $

210 PRINT ./U

220 GOTO 180

230 !

240 END

ШТ”

A R M : SOUR ШМ” 

A R M :LAY2 : S0 UR IMM: 

TRIG :S0 UR BUS” 

ABORT”

*TR G ;纟W Aド 

FETCH?”

解 説

100 6 5 8 1 の ア ド レ ス を 8 と し 、 変 数 D M M に 代 入 す る

n o

120 6 5 8 1 の パ ラ メ ー タ を 初 期 化 す る

130 ア ー ム • ソ ー ス を m M E D I A T Eに 設 定 す る

140 ス キ ャ ン • ソ ー ス を IMMEDIATEに 設 定 す る

150 ト リ ガ • ソ ー ス を BUSに 設 定 す る

160 ト リ ガ • ス テ ー ト を ア イ ド ル • ス テ ー ト に 強 制 的 に セ ッ ト す る

170

180 B U S に よ る ト リ ガ を か け 、 1回 の 測 定 が 終 了 す る ま で 待 つ

190 測 定 デ ー タ を ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー に 格 納 す る

200 ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー の 内 容 （測 定 デ ー タ ） を 読 み 込 む

210 測 定 デ ー タ を CRTへ 表 示 す る

220 行 番 号 1 8 0 へ 分 岐 す る

230

240 プ ロ グ ラ ム 終 了
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9 . 12 プ ロ グ ラ ム 例

9.12. 4 НР300シリ-ズを使用したプログラムラム （ADCコマンド）

〔例 4 - 1 〕 測 定 デ ー タ を 読 み 出 す 。

100 Dmm=7 0 8

110 !
120 OUTPUT Dm i ;”*RST，，

130 OUTPUT Dmm ;”Fl”

140 OUTPUT Dmm ;”R3 PLC1”

150 !

160 ENTER Dmm ;A $

170 PRINT A $

180 GOTO 160

190 !

20 0 END

> 參解説

100 6 5 8 1 の ア ド レ ス を 8 と し 、 変 数 D M M に 代 入 す る

110

120 6 5 8 1 の パ ラ メ ー タ を 初 期 化 す る

130 直 流 電 圧 測 定 に 設 定 す る 。

140 直 流 電 圧 測 定 の レ ン ジ を 10 0 m V 、 積 分 時 間 を 1PLCに 設 定 す る 。

150

160 測 定 デ ー タ を 読 み 込 む

170 測 定 デ ー タ を CRTへ 表 示 す る

180 行 番 号 1 6 0 へ 分 岐 す る

190

200 プ ロ グ ラ ム 終 了
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9 . 1 2  プ ロ グ ラ ム 例

〔例 4 - 2 〕 ト リ ガ • シ ス テ ム を ス タ ー ト さ せ て 測 定 デ ー タ を 読 み 出 す 。

100 Dmm= 7 0 8

110 !
120 OUTPUT Dmm ;”*RST”

130 OUTPUT Dmm;”F r

140 OUTPUT Dmm ;，’R3 PLC1”

150 OUTPUT Dmm ;”ARS0 ”

160 OUTPUT Dmni;”SCS0”

170 OUTPUT Dmm ;，’TRS0”

180 OUTPUT Dmm ;”INIC0”

190 OUTPUT Dmm ;”AB0 ”

200 !
210  OUTPUT Dmm ;”INド

220 ENTER Dmm ;A $

23 0 PRINT A $

24 0 GOTO 210

25 0 !

26 0  END

♦ 解説

100 6 5 8 1 の ア ド レ ス を 8 と し 、 変 数 D M M に 代 人 す る

n o

120 6 5 8 1 の パ ラ メ ー タ を 初 期 化 す る

130 直 流 電 圧 測 定 に 設 定 す る 。

140 直 流 電 圧 測 定 の レ ン ジ を 10 0 m V 、 積 分 時 間 を 1PLCに 設 定 す る 。

150 ア ー ム • ソ ー ス を m M E D I A T Eに 設 定 す る

160 ス キ ャ ン • ソ ー ス を IMMEDIATEに 設 定 す る

170 ト リ ガ • ソ ー ス を m M E D I A T Eに 設 定 す る

180 ト リ ガ • シ ス テ ム • コ ン テ ィ ニ ュ ー を OFFにする

190 ト リ ガ • ス テ ー ト を ア イ ド ル • ス テ ー ト に 強 制 的 に セ ッ ト す る

200

210 ト リ ガ • シ ス テ ム を ス タ ー ト さ せ る

220 測 定 デ ー タ を 読 み 込 む

230 測 定 デ ー タ を CRTへ 表 示 す る

240 行 番 号 2 1 0 へ 分 岐 す る

250

260 プ ロ グ ラ ム 終 了
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OUTPUT @Dmm 

OUTPUT ㈣mm 

OUTPUT @Dmm 

OUTPUT @Dmm 

OUTPUT @Dmm 

OUTPUT @Dmm 

OUTPUT @Dmm 

OUTPUT @Dnun 

OUTPUT ㉘Dim

OUTPUT ド

ASSIGN @Trd TO BUFFER T r d ( 0  

TRANSFER @Dmm TO @ Tr d ;END,WAIT 

PRINT Tr d ( 0 ) ,Trd (l)
!

END

REAL Tr d (2) BUFFER 

ASSIGN @Dmm TO 70 8

100
1 10
120
130

140

150

160

170

180

190

200

21 0
220

230

240

250

260

270

280

• 解 説

12 プ ロ グ ラ ム 例

〔例 4 - 3 〕 8 バ イ ト 実 数 の デ ， 

( 6 5 8 1の み ）

夕 • フ ォ ー マ ッ ト で 測 定 デ ー タ と 補 助 測 定 デ ー タ を 読 み 出 す 。

100 浮 動 小 数 点 の 配 列 の た め の 記 憶 エ リ ア を 確 保 す る

n o 6 5 8 1 の ア ド レ ス を 8 とする

120

130 6 5 8 1 の パ ラ メ ー タ を 初 期 化 す る

140 交 流 電 圧 測 定 に 設 定 す る

150 交 流 電 圧 測 定 の 補 助 測 定 を 周 波 数 に 設 定 し 、 補 助 測 定 を 0 Nにする

160 デ ー タ • フ ォ ー マ ッ ト を 8バ イ ト 実 数 に 設 定 す る

170 ア ー ム • ソ ー ス を m M E D I A T Eに 設 定 す る

180 ス キ ャ ン • ソ ー ス を IMMEDIATEに 設 定 す る

190 ト リ ガ • ソ ー ス を m M E D I A T Eに 設 定 す る

200 ト リ ガ • シ ス テ ム • コ ン テ ィ ニ ュ ー を OFFにする

210 ト リ ガ • ス テ ー ト を ア イ ド ル • ス テ ー ト に 強 制 的 に セ ッ ト す る

220

230 ト リ ガ • シ ス テ ム を ス タ ー ト さ せ る

240 デ ー タ 転 送 の た め の バ ッ フ ァ を 割 り 当 て る

250 6 5 8 1 か ら コ ン ト ロ ー ラ に デ ー タ 転 送 を す る

260 測 定 デ ー タ 、 補 助 測 定 デ ー タ を CRTへ 表 示 す る

270

280 プ ロ グ ラ ム 終 了
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〔例 4-

9 . 12 プ ロ グ ラ ム 例

〕 B U S ト リ ガ に よ っ て 測 定 を 開 始 し 、 SRQ割 り 込 み を 使 用 し て 測 定 の 終 了 を 検 知  

し、 測 定 デ ー タ を 読 み 出 す 。

100 Dmm二708

110 !

120 OUTPUT Dmm ;，，ШТ”

130 OUTPUT Dmm ; ”ARS0 ”

140 OUTPUT Dmm ;，’SCSO”

150 OUTPUT Di m ;”TRS3”

160 OUTPUT Dmm ;，’ABO”

170 OUTPUT Dmm ; ”*CLS”

180 OUTPUT Dmm ;，’*SRE 1 ”

190 OUTPUT Dmm ;，’*ESE 0 ”

200 OUTPUT Dmm ; ”MSE2 5 6 ”

210 OUTPUT

220 OUTPUT Dmm ;，，0 SE0”

230 I

240 ⑽ i m ：7 G0 SUB Srq

250 ENABLE INTR 7;2

26 0 f

270 Waitf二Ci

280 OUTPUT Dmm ; ”*TRG”

290 IF Waitf-1 THEN 27 0

300 GOTO 290

310 !

320 Srq : !

330 S- SPOLL (Dmm)

340 IF S< > 6 5  THEN 390

350 !

360 ENTER Dmm ;A $

370 PRINT A $

380 Waitf二1

390 ENABLE INTR 7; 2

40 0 RETURN

41 0 i

420 END
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* 解説

100 6 5 8 1 の ア ド レ ス を 8 と し 、 変 数 D M M に 代 入 す る

110

120 6 5 8 1 の パ ラ メ ー タ を 初 期 化 す る

130 ア ー ム • ソ ー ス を m M E D I A T Eに 設 定 す る

140 ス キ ャ ン • ソ ー ス を m M E D I A T Eに 設 定 す る

150 ト リ ガ • ソ ー ス を BUSに 設 定 す る

160 ト リ ガ • ス テ ー ト を ア イ ド ル • ス テ ー ト に 強 制 的 に セ ッ ト す る

170 す べ て の イ ベ ン ト • レ ジ ス タ と エ ラ ー • キ ュ ー を ク リ ア す る

180 サ ー ビ ス • リ ク エ ス ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ の Me as u remen t E v e n t ビ

ッ ト （bitO) を 許 可 す る

190 ス タ ン ダ ー ド • イ ベ ン ト • ス テ ー タ ス • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ を ク リ ア

する

200 メ ジ ャ ー メ ン ト • イ ベ ン ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ の 測 定 終 了 ビ ッ ト

(bit8 ) を 許 可 す る

210 ク エ シ ョ ナ ブ ル • イ ベ ン ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ を ク リ ア す る

220 オ ペ レ ー シ ョ ン • イ ベ ン ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ を ク リ ア す る

230

240 S R Q の 割 り 込 み に よ る サ ブ ル ー チ ン の 飛 び 先 を 指 定 す る

250 S R Q の 割 り 込 み を 許 可 す る

260

270 割 り 込 み 受 信 フ ラ グ を ク リ ア す る

280 B U S に よ る ト リ ガ を か け る

290 割 り 込 み 受 信 フ ラ グ が セ ッ ト さ れ て い る 場 合 は 、 2 7 0へ 分 岐 す る

300 行 番 号 2 9 0 へ 分 岐 す る

310

320 サ ブ ル ー チ ン の ラ ベ ル 名 を M E Sとする

330 シ リ ア ル ポ ー ル を 行 い 、 6 5 8 1 の ス テ ー タ ス • バ イ ト • レ ジ ス タ の 内

容 を 変 数 S に 読 み 込 む

340 Measurement E v e n t ビ ッ ト （b i t0 ) が セ ッ ト さ れ て い な い 場 合 は 、 390

へ 分 岐 す る

350

360 測 定 デ ー タ を 読 み 込 む

370 測 定 デ ー タ を CRTへ 表 示 す る

380 割 り 込 み 受 信 フ ラ グ を セ ッ ト す る

390 S R Q の 割 り 込 み を 許 可 す る

400 サ ブ ル ー チ ン 終 了

410

420 プ ロ グ ラ ム 終 了
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9 . 1 2  プ ロ グ ラ ム 例

〔例 4 - 5 〕 *W A Iコ マ ン ド を 用 い て * T R Gコ マ ン ド の 実 行 を 終 了  （1回 の 測 定 が 終 了 す る ま で ） 

さ せ 、 必 ず 測 定 の 終 了 後 に 測 定 デ ー タ を 読 み 出 す よ う に す る 。

(例 4 - 5 は 、 例 4 - 4 と 同 じ 動 作 を し ま す 。 ）

100 Dmm二708

110 !
120 OUTPUT Dmm ;l R S T ”

130 OUTPUT Dmm ;”ARS0”

140 OUTPUT Dmm ;”SCS0”

150 OUTPUT Dmm ;”TRS3”

160 GUTPUT Dmm ;”AB0”

170 !

180 OUTPUT Dmm;”*TRG *WAI

190 !

20 0 ENTER Dmm ;A $

21 0 PRINT A $

2 20 GOTO 180

2 30 !

2 40 END

* 解 説

100 6 5 8 1 の ア ド レ ス を 8 と し 、 変 数 D M M に 代 入 す る

n o

120 6 5 8 1 の パ ラ メ ー タ を 初 期 化 す る

130 ア ー ム • ソ ー ス を m M E D I A T Eに 設 定 す る

140 ス キ ャ ン • ソ ー ス を m M E D I A T Eに 設 定 す る

150 ト リ ガ • ソ ー ス を BUSに 設 定 す る

160 ト リ ガ • ス テ ー ト を ア イ ド ル • ス テ ー ト に 強 制 的 に セ ッ ト す る

170

180 B U S に よ る ト リ ガ を か け 、 1回 の 測 定 が 終 了 す る ま で 待 つ

190

200 測 定 デ ー タ を 読 み 込 む

210 測 定 デ ー タ を CRTへ 表 示 す る

220 行 番 号 1 8 0 へ 分 岐 す る

230

240 プ ロ グ ラ ム 終 了
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9 . 13 共 通 コ マ ン ド

9.13 共通コマンド

氺 C L S

〔機 能 〕 イ ベ ン ト • レ ジ ス タ と エ ラ ー • キ ュ ー の ク リ ア

〔パ ラ メ ー タ 〕 なし

〔説 明 〕 以 下 に 示 す レ ジ ス タ と キ ュ ー を ク リ ア し ま す 。

Standard Event Status Register 

Measurement Event Register 

Questionable Event Register 

Operation Event Register 

Error Queue

ま た 、 以 下 に 示 す コ マ ン ド を 無 効 に し ま す 。

木0 PC 

■  C ?

木CLSコ マ ン ド は ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー を ク リ ア し な い の で 、 ア ウ ト プ  

ッ ト • キ ュ ー に デ ー タ • メ ッ セ ー ジ が あ る 場 合 、 ス テ ー タ ス • バ イ ト  

• レ ジ ス タ の 诞 6 3 3 “ 6八 ソ &丨 1 & 1 ] 1 6ビ ッ ト （1 )丨 1 4 )は ク リ ァ し ま せ ん 。

*  E S E く 数 値 >

〔機 能 〕 スタンダ-ド•イベント•ステ-タス•イネ-ブル•レジスタの設定

〔パ ラ メ ー タ 〕

7 6 5 4 3 2 1 0

0 : レ ジ ス タ の ク リ ア

丨 ： ： ： ：... 1 : Operation Completeビットの許可

： ; ： :.................. 4 : Query E r r o r ヒットの許可

： ： ...................... 8 : Device Errorヒットのi午 口了

: :............................16 : Execution Error ビットの許可

:................................ 32 : Command E r r o r ヒットの許可

〔説 明 〕 ス タ ン ダ ー ド • イ ベ ン ト • ス テ ー タ ス • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ を 設 定

し ま す 。 こ の レ ジ ス タ で 1 に 設 定 さ れ た ビ ッ ト に 対 応 す る ス タ ン ダ ー  

ド • イ ベ ン ト • レ ジ ス タ が 、 有 効 ビ ッ ト と し て ス テ ー タ ス • バ イ ト • 

レ ジ ス タ に 反 映 し ま す 。

〔参 考 〕 9 . 5 . 3 スタンダ-ド•イベント•ステ-タス4ジスタを参照
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氺 E S Е ?

〔機 能 〕

〔パ ラ メ ー タ 〕 

〔ク エ リ の 応 答 〕

〔説 明 〕

〔参 考 〕

氺 E S R  ?

〔機 能 〕

〔パ ラ メ ー タ 〕 

〔ク エ リ の 応 答 〕

〔説 明 〕

6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱 説 明 書

9 . 1 3  共 通 コ マ ン ド

スタンダ-ド•イベント•ステ-タス•イネ-ブル•!/ジスタのクエリ

なし

整 数 値

7 6 5 4 3 2 1 0

1 Operation Complete
4 Query Error
8 Device Error
16 Execution Error
32 Command Error

ス タ ン ダ ー ド • イ ベ ン ト • ス テ ー タ ス • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ の 設 定  

値 を 読 み 出 し ま す 。

9.5.3スタンダ-ド•イベント•ステ-タス•!/ジスタを参照 

木ESE <n> コ マ ン ド

スタンダ-ド•イベント•ステ-タス•レジスタのクエリ

なし 

整 数 値

7 6 5 4 3 2 1 0

： ： : ： ... 1 : Operation Complete
： ： : :......... 4 : Query Error
： ： ............  8 : Device Error
: ...............16 : Execution Error
..................32 : Command Error

ス タ ン ダ ー ド • イ ベ ン ト • ス テ ー タ ス • レ ジ ス タ の 値 を 読 み 出 し ま す 。 

〔例 1 〕Operation Comp 1ete (b i t0 ) に 1が セ ッ ト さ れ て い る 場 合

〔例 1 〕Query Error (bit2 ) と Command Error(bitS) に 1が セ ッ ト さ  

れ て い る 場 合

” 36，，
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9 . 1 3  共 通 コ マ ン ド

ス タ ン タ ー ド • イ ベ ン ト • ス ァ ー タ ス • レ ジ ス タ は 読 み 出 す と ク リ ア  

さ れ 、 対 Йす る ス テ ー タ ス • バ イ ト • レ ジ ス タ の Standard Eventビッ 

卜（bit5 ) を ク リ ア し ま す 。

ス タ ン ダ ー ド • イ ベ ン ト • ス テ ー タ ス • レ ジ ス タ が セ ッ ト さ れ る 条 件  

を 以 下 に 示 し ま す 。

bit 値 条 件

0 : Operation Complete 1 * 0 P C コ マ ン ド を 実 行 し た と き

1 : 未 使 用 2 常 に 0

2 : Query Error 4 - 4 1 0 — 4 4 0 の エ ラ ー が 発 生 し た と き

3 ： Device Error 8 - 3 1 1 〜 - 3 5 0 の エ ラ ー が 発 生 し た と き

+ 1 4 0〜 + 6 0 0の エ ラ ー が 発 生 し た と き

4 : Execution Error 16 - 2 1 0〜 - 2 6 1の エ ラ ー が 発 生 し た と き

+ 1 0 0 〜 + 1 3 1 の エ ラ ー が 発 生 し た と き

5 : Command Error 32 - 1 0 0 〜 - 1 7 8の エ ラ ー が 発 生 し た と き

6 : 未 使 用 64 常 に 0

7 : 未 使 用 128 常 に 0

〔参 考 〕 9 . 5 . 3 スタンダ-ド•イベント•ステ'クス.Иスタを参照

*  I D  N  ?

〔機 能 〕 機 器 の 問 い 合 わ せ

〔パ ラ メ ー タ 〕 なし

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”く manufacture〉，く mo del〉，く serial number〉，〈firmware level〉，’ 

〈manufacture〉 二 ADC Corp.

〈model〉 = R65 8 1

R6 5 8 1 D

<seria 1 number) 二 0

〈firmware level) = システム•ノベ' ー ジョン

〔説 明 〕 本 器 の 識 別 情 報 を 取 り 出 し ま す 。 上 記 の 応 答 形 式 の 項 目 で 記 述 し て い

る 4項 目 を 文 字 列 形 式 で 出 力 し ま す 。

9 - 164
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氺 〇 Р С

〔機 能 〕 

〔パ ラ メ ー タ  

〔説 明 〕

〔参 考 〕

9 . 1 3  共 通 コ マ ン ド

コ マ ン ド 動 作 終 了 の 通 知

〕 なし

*ОРСコマンドまでのすべてのコマンド動 作 が 終 了 し た と き に 、 スタン 

ダ ー ド • イ ベ ン ト • レ ジ ス タ の Operation Comp 1e t eビット（b i tO) を 1 

に 設 定 し ま す 。

[ 表 9 - 1 7 ] に 示 す コマンド以 外 は 、 コマンドの次 に 設 定 さ れ る コマン 

ド が 実 行 さ れ る 前 に 実 行 が 完 了 し 、Operation Completeビ ッ ト （bitO) 

に 1を 設 定 し ま す 。

し か し 、 [ 表 9 - 1 7 ] に 示 す コ マ ン ド は [ 表 9 - 1 7 ] に 示 す 終 了 条 件 に な  

る ま で 実 行 は 完 了 し ま せ ん 。

[ 表 9 - 1 7 ] に 示 す 条 件 を 満 足 し た 状 態 に な っ た 時 点 で 実 行 が 完 了 し 、 

Operation Completeビ ッ ト （bitO) に 1を 設 定 し ま す 。

表 9 - 17

共 通 コ マ ン ド  

SCPIコ マ ン ド
A D C コ マ ン ド

コ マ ン ド 設 定 終 了 条 件

*TRG E 1回 の 測 定 が 終 了 す る ま で

INITiate INI I D L E に 戻 る ま で

*0 P Cコ マ ン ド は 1行 の プ ロ グ ラ ム 行 の 最 後 に 記 述 し な け れ ば な り ま せ  

ん 。 以 下 に 記 述 例 を 示 し ま す 。

〔例 1 〕 *T R Gコ マ ン ド を 使 用 し た 場 合  

PRINT @ 8 ; ”*TRG ; * 0PC”

〔例 2 〕 E コ マ ン ド を 使 用 し た 場 合  

PRINT ® 8 ; ，，E, * 0 PC”

〔例 3 〕 INITiateコ マ ン ド を 使 用 し た 場 合  

PRINT @ 8 ; ”INIT; * 0PC”

〔例 4 〕 I N I コ マ ン ド を 使 用 し た 場 合  

PRINT @ 8 ; ”Ш ，* 0 PC”

木0 PC? コマンド 

*WAIコマンド
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9 . 1 3  共 通 コ マ ン ド

氺 〇 Р С ?

〔機 能 〕 コ マ ン ド 動 作 終 了 の 通 知 の ク エ リ

〔パ ラ メ ー タ 〕 なし 

〔ク エ リ の 応 答 〕 ” г

〔説 明 〕 *ОРС? コ マ ン ド ま で の す べ て の コ マ ン ド 動 作 が 終 了 し た と き に ア ウ ト

プ ッ ト • キ ュ ー に 1を 書 き 込 み 、 ク エ リ の 応 答 と し て ” г を 出 力 し ま

す 。

[ 表 9 - 1 8 ] に 示 す コ マ ン ド 以 外 は 、 コ マ ン ド の 次 に 設 定 さ れ る コ マ ン  

ド が 実 行 さ れ る 前 に 実 行 が 完 了 し 、 ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー に 1を 書 き  

込 み ま す 。

し か し 、 [ 表 9 - 1 8 ] に 示 す コ マ ン ド は [ 表 9 - 1 8 ] に 示 す 終 了 条 件 に な  

る ま で 実 行 は 完 了 し ま せ ん 。 [ 表 9 - 1 8 ] に 示 す 条 件 を 満 足 し た 状 態 に  

な っ た 時 点 で 実 行 が 完 了 し 、 ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー に 1を 書 き 込 み ま  

す 。

表 9 - 18

共 通 コ マ ン ド  

SCPIコ マ ン ド A D C コ マ ン ド
コ マ ン ド 設 定 終 了 条 件

*TRG E 1回 の 測 定 が 終 了 す る ま で

INITiate INI I D L E に 戻 る ま で

*ОРС? コ マ ン ド は 1行 の プ ロ グ ラ ム 行 の 最 後 に 記 述 し な け れ ば な り ま  

せ ん 。 以 下 に 記 述 例 を 示 し ま す 。

〔例 1 〕 *TR Gコ マ ン ド を 使 用 し た 場 合

PRINT @ 8 ; ”*T R G ;* 0 PC ?” .

〔例 2 〕 E コ マ ン ド を 使 用 し た 場 合  

PRINT @ 8 ; ，，E，*OPC?，’

〔例 3 〕 INITiateコ マ ン ド を 使 用 し た 場 合  

PRINT @ 8 ; ”INIT; * 0PC ?”

〔例 4 〕 I N I コ マ ン ド を 使 用 し た 場 合  

PRINT @ 8 ; ，’ Ш ，*OPC?”

〔参 考 〕 *OPCコ マ ン ド

本W A Iコ マ ン ド
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9 . 13 共 通 コ マ ン ド

氺 〇 Р Т ?

〔機 能 〕 オ プ シ ョ ン の 問 い 合 わ せ

〔パ ラ メ ー タ 〕 なし

〔ク エ リ の 応 答 〕О I ANALOG OUTPUT | PRINTER I BCD OUTPUT | SCANNER

” 0” ： 何 も 接 続 さ れ て い な い

”ANALOG OUTPUT” ： ア ナ ロ グ 出 カ ボ ー ド が 接 続 さ れ て い る  

” PRINTER ” ： プ リ ン タ • ボ ー ド が 接 続 さ . れ て い る

”BCD OUTPUT ” ： B C D 出 カ ボ ー ド が 接 続 さ れ て い る  

” SCANNER ” ： ス キ ャ ナ • ボ ー ド が 接 続 さ れ て い る

〔説 明 〕 本 器 に 接 続 さ れ て い る オ プ シ ョ ン の 内 容 を 文 字 列 形 式 で 出 力 し ま す 。

*  R  C  L く 数 値 >

〔機 能 〕 機 器 の 設 定 の リ コ ー ル

〔パ ラ メ ー タ 〕 0 〜 3 の 整 数 値

〔説 明 〕 * SAVコ マ ン ド に よ っ て 記 憶 さ れ た 本 器 の 設 定 条 件 を 指 定 し た 番 号 の 内

部 レ ジ ス タ か ら 呼 び 出 し 、 本 器 に 設 定 し ま す 。

設 定 条 件 の 内 容 は * RSTコ マ ン ド に よ っ て 影 響 さ れ る も の と 同 じ で す 。 

(3. 2 イ ニ シ ャ ラ イ ズ を 参 照 ）

*SAVコ マ ン ド に よ っ て ス ト ア し て い な い 内 部 レ ジ ス タ か ら リ コ ー ル す  

る と 、 *RSTコ マ ン ド と 同 じ 設 定 条 件 の 内 容 を 本 器 に 設 定 し ま す 。

〔参 考 〕 6.3 設 定 条 件 の リ コ ー ル を 参 照

*SAV < n > コ マ ン ド  

*RSTコ マ ン ド
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9 . 1 3  共 通 コ マ ン ド

氺 R  S Т

〔機 能 〕 機 器 の リ セ ッ ト

〔パ ラ メ ー タ 〕 なし

〔説 明 〕 本 器 の リ セ ッ ト を 実 行 し ま す 。 実 際 に は 以 下 の こ と を 実 行 し ま す 。

♦ 本 器 の 設 定 を 初 期 状 態 に す る 。 （3 . 2 イ ニ シ ャ ラ イ ズ を 参 照 ）

•  *ОРС、 *ОРС? を 無 効 に す る 。

以 下 へ の 影 響 は あ り ま せ ん 。

•  GPIBバ ス の 状 態

•  GPIBア ド レ ス

籲 ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ ー

• イ ベ ン ト • レ ジ ス タ と イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ  

籲 C A L デ ー タ

• デ ー タ • メ モ リ と パ ネ ル • メ モ リ の 内 容

〔参 考 〕 3.2 イ ニ シ ャ ラ イ ズ を 参 照

*SAV くn> コ マ ン ド

氺 S A  V  く 数 値 >

〔機 能 〕 機 器 の 設 定 の セ ー ブ

〔パ ラ メ ー タ 〕 0 〜 3 の 整 数 値

〔説 明 〕 本 器 の 設 定 条 件 を 指 定 し た 番 号 の 内 部 レ ジ ス タ に 記 憶 し ま す 。

記 憶 す る 設 定 条 件 の 内 容 は * R S Tコ マ ン ド に よ っ て 影 響 さ れ る も の と 同  

じ で す 。 （3 . 2 イ ニ シ ャ ラ イ ズ を 参 照 ）

こ の コ マ ン ド を 実 行 す る と 、 記 憶 さ れ た 内 容 に オ ー バ ー ラ イ ト し ま す 。

〔参 考 〕 6.3 設 定 条 件 の ス ト ア を 参 照

木RCL < n > コ マ ン ド

ШТ コ マ ン ド
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Measurement Event 

Error Available 

Questionable Data 

Message Available 

Standard Event 

Operation Event

〔説 明 〕 サ ー ビ ス • リ ク エ ス ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ を 設 定 し ま す 。

こ の レ ジ ス タ で 1 に 設 定 さ れ た b i t に 対 応 す る ス テ ー タ ス • バ イ ト • 

レ ジ ス タ が 有 効 ビ ッ ト と し て RQS/ M S Sビ ッ ト に 反 映 し ま す 。

〔参 考 〕 9. 5. 2 ステ-タス•パイト4ジスタを参照

*  S R  E ?

〔機 能 〕 サ ー ビ ス • リ ク エ ス ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ の ク エ リ

〔パ ラ メ ー タ 〕 なし

〔ク エ リ の 応 答 〕 整 数 値

7 6 5 4 3 2 1 0

0 : レ ジ ス タ の ク リ ア

Measurement Event ビットの言干口J* 

Error A v a i l a b l eビットの許可 

Questionable D a t a ビットの許可 

Message A v a i l a b l eビットの許可 

Standard Eventビットの許可 

Operation E v e n t ビットの許可

〔説 明 〕 サ ー ビ ス • リ ク エ ス ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ の 設 定 値 を 読 み 出 し ま

す 。

〔参 考 〕 9. 5. 2 ス テ ー タ ス • バ イ ト • レ ジ ス タ を 参 照

*SRE < n > コ マ ン ド

6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー  タ

取 扱 説 明 書

9 . 1 3  共 通 コ マ ン ド

*  S R  E < 数 値 >

〔機 能 〕 サ ー ビ ス • リ ク エ ス ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ の 設 定
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: Measurement Event 

: Error Available 

: Questionable Data 

: Message Available 

: Standard Event 

: RQS/MSS 

: Operation Event

〔説 明 〕 ス テ ー タ ス • バ イ ト • レ ジ ス タ の 値 を 読 み 出 し ま す 。

〔例 1 〕Measurement Event (bitO) に 1が セ ッ ト さ れ て い る 場 合

〔例 2 〕Error Available(bit2 ) と Operation Event (bit7 ) に 1がセ  

ッ ト さ れ て い る 場 合  

”1 3 2”

ス テ ー タ ス • バ イ ト • レ ジ ス タ は 読 み 出 し て も ク リ ア さ れ ま せ ん 。 

ス テ ー タ ス • バ イ ト • レ ジ ス タ が セ ッ ト さ れ る 条 件 を 以 下 に 示 し ま す 。

(1 / 2 )

bit 値 条 件

0 : Measurment Event 1 Measurement Event Register の あ る ビ ッ ト

に 1が セ ッ ト さ れ た と き に 、 対 応 す る

Measurement Event Enable Register のヒ

ッ ト に 1が セ ッ ト さ れ て い た 場 合

1 : 未 使 用 2 常 に 0

2  : Error Available 4 Error Q u e u eの 中 に エ ラ ー デ ー タ が セ ッ ト

さ れ た と き

氺 S т В ?

〔機 能 ]  ス テ ー タ ス • バ イ ト • レ ジ ス タ の ク エ リ

〔パ ラ メ ー タ 〕 なし

〔ク エ リ の 応 答 〕 整 数 値

7 6 5 4 3 2 1 0

6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱 説 明 書

____________________________________________________________________________________________ 9 . 13 共 通 コ マ ン ド
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6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー  タ

取 扱 説 明 書

9 . 1 3  共 通 コ マ ン ド

(2/ 2 )

bit 値 条 件

3 : Questionable Data 8 Questionable Event Register の あ る ビ ッ  

卜 に 1が セ ッ ト さ れ た と き に 、 対 応 す る  

Questionable Event Enable Register の 

ビ ッ ト に 1が セ ッ ト さ れ て い た 場 合

4 : Message Available 16 Output Queueの 中 に ク エ リ • デ ー タ が セ ッ  

卜 さ れ た と き

d : Standard Event 32 Standard Event Status Registerの あ る ビ  

ッ ト に 1が セ ッ ト さ れ た と き に 、 対 応 す る  

Standard Event Status Enable Register 

の ビ ッ ト に 1が セ ッ ト さ れ て い た 場 合

6 : RQS/MSS 64 Status Byte Registerの あ る ビ ッ ト に 1が 

セ ッ ト さ れ た と き に 、 対 応 す る Service 

Request Enable Register の ビ ッ ト に 1が 

セ ッ ト さ れ て い た 場 合

7 : Operation Event 128 Operation Event Register の あ る ビ ッ ト に  

1 が セ ッ ト さ れ た と き に 、 対 応 す る  

Operation Event Enable Register のヒッ  

卜 に 1が セ ッ ト さ れ て い た 場 合

〔参 考 〕 9 . 5 . 2 ステ-タス•パイト•[/ジスタを参照

*  T  R  G

〔機 能 〕 機 器 に ト リ ガ を か け る

〔パ ラ メ ー タ 〕 なし

〔説 明 〕 ト リ ガ シ ス テ ム の 各 レ イ ヤ の ソ ー ス が BUSを 選 択 し て い て イ ベ ン ト 待

ち を し て い る と き に 、 こ の コ マ ン ド を 実 行 す る と イ ベ ン ト 待 ち か ら 抜  

け ま す 。

〔参 考 〕 9.1 2  プ ロ グ ラ ム 例 〔例 1 - 4〕 、 〔例 1 - 5〕 、 〔例 1 - 6〕 、 

〔例 2 - 4 〕 、 〔例 2 - 5〕 、 〔例 2 - 6〕 、 

〔例 3 - 4〕 、 〔例 3 - 5〕 、

〔例 4 - 4〕 、 〔例 4 - 5〕 を 参 照
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6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱 説 明 書

9 . 1 3  共 通 コ マ ン ド

氺 T  S Т ?

〔機 能 〕 セ ル フ テ ス ト 結 果 の 問 い 合 わ せ

〔パ ラ メ ー タ 〕 なし

〔ク エ リ の 応 答 〕 整 数 値

15 14 13 12 1 1 1 0  9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0  : セ ル フ テ ス ト の 成 功

i i i I i i ； ； ； :--------  1 :メインとアナログの通信

! ! ! ! 1 !  | ! ! チ ェ ッ ク の エ ラ -

： ； ； ； ; ； ; | '-------------  2 : A/ Dの基本動作

i | ； ； ； ； ； ； チ ェ ッ ク の ェ ラ -

; ; : : 丨 ； 1-----------------  4 : 内 部 Zero
丨 丨 丨 丨 ！ 丨 丨  チ ェ ッ ク の エ ラ -

I ： ： ： ; ;   8 : 内 邰 Referance
丨 ； | ; 丨 チ ェ ッ ク の エ ラ -

； ； ； ； ； '---------------------------- 16 :レベル•トリガ回路

; ; ; ; ;  チ ェ ッ ク の エ ラ -

; ; ; 丨 1------    32 : Internal CALfil
丨 丨 丨 I チ ェ ッ ク の エ ラ -

; : ； !------------------------------------  64 : AC測 定

! ! I チ ェ ッ ク の エ ラ -

丨 i L--------------------------------------- 128 :オプション•インタフェ-ス•

; ;  チ ェ ッ ク の エ ラ -

I 1---------------------------------------------- 25 6 : CALデ-夕•

丨 チ ェ ッ ク の エ ラ -

:------------------------------------------------- 51 2 :バックアップ変数

チ ェ ッ ク の エ ラ -

〔説 明 〕 本 器 に セ ル フ テ ス ト を 実 行 さ せ 、 そ の 結 果 を 応 答 し ま す 。 0 の 応 答 は

セ ル フ テ ス ト の 成 功 を 意 味 し 、 そ れ 以 外 は エ ラ ー を 意 味 し ま す 。 

エ ラ ー は 複 数 発 生 す る 場 合 が あ り ま す が 、 こ の 場 合 は 上 記 に 示 す エ ラ  

一 • コ ー ド の 0 R し た 結 果 を 出 力 し ま す 。

〔例 〕 ノ く ッ ク ア ッ プ 変 数 チ ェ ッ ク の エ ラ ー と オ プ シ ョ ン • イ ン タ フ ェ  

ー ス • チ ヱ ッ ク の エ ラ ー が 発 生 し た 場 合

”6 4 0，，

〔参 考 〕 4 . 11 セ ル フ テ ス ト を 参 照
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6 5 8 1 シ リ ー ズ
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9 . 1 3  共 通 コ マ ン ド

氺W  А I

〔機 能 〕 コ マ ン ド 動 作 終 了 ま で 待 つ

〔パ ラ メ ー タ 〕 なし

〔説 明 〕 *W A Iコ マ ン ド ま で の す べ て の コ マ ン ド 動 作 が 終 了 す る ま で 待 ち ま す 。

[ 表 9 - 1 9 ] に 示 す コ マ ン ド 以 外 は 、 コ マ ン ド の 次 に 設 定 さ れ る コ マ ン  

ド が 実 行 さ れ る 前 に 実 行 が 完 了 し ま す 。 従 っ て 、 *W A Iコ マ ン ド を 使 用  

す る 必 要 は あ り ま せ ん 。

し か し 、 [ 表 9 - 1 9 ] に 示 す コ マ ン ド は [ 表 9 - 1 9 ] に 示 す 終 了 条 件 を 満  

足 す る ま で 実 行 は 完 了 し ま せ ん 。

[ 表 9 - 1 9 ] に 示 す コ マ ン ド と * W A Iコ マ ン ド を 組 み 合 わ せ て 使 用 す る と 、 

[ 表 9 - 1 9 ] に 示 す 条 件 を 満 足 す る ま で 待 ち 、 そ の 後 * W A Iコ マ ン ド 以 降  

の コ マ ン ド を 実 行 し ま す 。

表 9 - 19

共 通 コ マ ン ド  

SCPIコ マ ン ド

ADC

コ マ ン ド

コ マ ン ド 設 定 終 了 条 件

*TRG E 1回 の 測 定 が 終 了 す る ま で

INITiate INI IDLEに 戻 る ま で

*W A Iコ マ ン ド は 1 行 の プ ロ グ ラ ム 行 の 最 後 に 記 述 し な け れ ば な り ま せ  

ん 。 以 下 に 記 述 例 を 示 し ま す 。

〔例 1 〕 *T R Gコ マ ン ド を 使 用 し た 場 合  

PRINT @ 8 ; ”*TR G ;*WAI，’

〔例 2 〕 E コ マ ン ド を 使 用 し た 場 合  

PRINT @ 8 ; ”E，砸 ド

〔例 3 〕 INITiateコ マ ン ド を 使 用 し た 場 合  

PRINT @ 8 ; ”INIT;*W Aド

〔例 4 〕 I N I コ マ ン ド を 使 用 し た 場 合  

PRINT ® 8 ; ”INI， *W Aド

〔参 考 〕 *OPCコマンド

木OPC? コマンド

9 . 1 2  プ ロ グ ラ ム 例 〔例 1 - 5〕 、 〔例 2 - 5〕 、

〔例 3 - 5〕 、 〔例 4 - 5 〕 を 参 照
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6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ
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9 . 14 S C P I コ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

9 . 14 S C P丨コマンド■リファレンス 

( 1 ) 測定値に関するコマンド

F E T C h ?

〔機 能 〕 測 定 デ ー タ の 読 み 出 し の み を 行 い ま す 。

〔説 明 〕 測 定 デ ー タ の 読 み 出 し の み 行 い 、 ト リ ガ • シ ス テ ム へ の 操 作 を 行 い ま

せ ん 。 そ の た め 、 1 回 の 測 定 で 得 た デ ー タ を 複 数 回 読 み 出 す こ と が で  

き ま す 。 デ ー タ 読 み 出 し は 、 デ ー タ が 有 効 状 態 の と き の み 可 能 で す 。 

有 効 な デ ー タ が な い 場 合 は 、 以 下 の エ ラ ー が 発 生 し ま す 。

— 2 3 0 ， D a t a  c o r r u p t  o r  s t a l e

現 在 有 効 な デ ー タ が 無 効 に な る の は 、 以 下 の 状 態 の と き で す 。

•  *RSTを 実 行 し た と き

參 INITiateを 実 行 し た と き

•  A B O R t を 実 行 し た と き  

♦ フ ァ ン ク シ ョ ン を 変 更 し た と き

. 現 在 設 定 し て あ る フ ァ ン ク シ ョ ン の レ ン ジ 、 積 分 時 間 な ど 、 フ ァン  

ク シ ョ ン に 関 係 す る も の を 変 更 し た と き  

籲 演 算 が 0 Nの と き に 、 現 在 設 定 し て あ る 演 算 の パ ラ メ ー タ 等 を 変 更 し  

たとき

籲 ト リ ガ • シ ス テ ム に 関 す る 設 定 を 変 更 し た と き  

♦ 新 し い 測 定 を 開 始 し た と き

• 内 部 温 度 の ク エ リ （[:SENSe] : ITEMperature? ) を 実 行 し た と き  

• デ バ イ ス • ク リ ア を 実 行 し た と き

以 下 に FETCh? コ マ ン ド と 測 定 デ ー タ 出 力 の タ イ ミ ン グ を 示 し ま す 。

(注 ） FASTモ ー ド で は 、 FETCh? は 実 行 で き ま せ ん 。
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9 . 1 4  S C P I コ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

R E A D ?

〔機 能 〕 測 定 デ ー タ の 読 出 し を 行 い ま す 。

〔説 明 〕 以 下 の コ マ ン ド • シ ー ケ ン ス と 同 等 な 動 作 で 、 測 定 デ ー タ を 読 み 出 し

ま す 。

ABORt;
INITiate;
FETCh?;

READ?コ マ ン ド を 実 行 す る に は 、 以 下 の よ う に 設 定 し ま す 。

トリ ガ • シ ス テ ム • コ ン テ ィ ニ ュ ー  ：OFF 
ア ー ム • レ イ ヤ の ソ ー ス  ：IMMEDIATE
ス キ ャ ン • レ イ ヤ の ソ ー ス  ：IMMEDIATE
ト リ ガ • レ イ ヤ の ソ ー ス  ：IMMEDIATE

以 下 に READ?コ マ ン ド と 測 定 デ ー タ 出 力 の タ イ ミ ン グ を 示 し ま す 。

READ? コマンド

測 定 動 作

側 定 値 出 力  

( 卜 一 力 指 定 ）

(注 ） FASTモ ー ド で は 、 READ?は 実 行 で き ま せ ん 。
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9 . 14

:CONF igure:VOLTage:DC

〔機 能 〕 直 流 電 圧 フ ァ ン ク シ ョ ン の 設 定

〔パ ラ メ ー タ 〕 なし

〔ク エ リ 〕 ：CONFigure?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”” VOLT : DC””

:CONF igure: VOLTage : АС ( 6 5 8 1の み ）

〔機 能 〕

〔パ ラ メ ー タ 〕 

〔ク エ リ 〕

〔ク エ リ の 応 答 〕

交 流 電 圧 フ ァ  

なし

:CONF igure? 

，，” VOLT : АС”，，

ク シ ヨ ン の 設 定

:CONF igure:CURRent:DC

〔機 能 〕 直 流 電 流 フ ァ ン ク シ ョ ン の 設 定

〔パ ラ メ ー タ 〕 なし

〔ク エ リ 〕 ：CONFigure?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”” CURRzDC””

:CONF igure:CURRent:АС

〔機 能 〕 交 流 電 流 フ ァ ン ク シ ョ ン の 設 定

〔パ ラ メ ー タ 〕 なし

〔ク エ リ 〕 ：CONFigure?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ””CURR :AC””

S G P I コ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス
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9 . 14 S C P I コ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

:CONFigure:RESistance

〔機 能 〕
с
2 線 式 抵 抗 フ ァ ン ク シ ョ ン の 設 定

〔パ ラ メ ー タ 〕 なし

〔ク エ リ 〕 ：CONFigure?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ，’，’RES ””

：C ON Figure :'FRESistance

〔機 能 〕 4 線 式 抵 抗 フ ァ ン ク シ ョ ン の 設 定

〔パ ラ メ ー タ 〕 なし

〔ク エ リ 〕 :CONFigure?

〔ク エ リ の 応 答 〕
，，
，’FRES ，，”

:CONF igure:FREQuency ( 6 5 8 1の み ）

〔機 能 〕 周 波 数 フ ァ ン ク シ ョ ン の 設 定

〔パ ラ メ ー タ 〕 なし

〔ク エ リ 〕 CONF igure?

〔ク エ リ の 応 答 〕
，，
”FREQ ””

:CONF igure:PER i od ( 6 5 8 1の み ）

〔機 能 〕 周 期 フ ァ ン ク シ ョ ン の 設 定

〔パ ラ メ ー タ 〕 なし

〔ク エ リ 〕 :CONFigure?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”” PER
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: NULL機 能  ON 

: NULL機 能  OFF

〔ク エ リ 〕 ：CALCulate:NULL :STATe?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”0” （O F F 時 ）

T  ( 0 P 寺）

:CALCulate:NULL :DATA?

〔機 能 〕 NULL値 の ク エ リ

〔ク エ リ の 応 答 〕 浮 動 小 数 点 型 指 数 表 記

” 土〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 E  ±〇〇”

し ~ 1 〜 2桁 の 3 の 倍 数 の 数 字  

----------------0 . 〜 1 9 9 9 9 9 9 9 9 . の 9桁 の 数 字 + 小 数 点

〔説 明 〕 NULL値 を 文 字 列 形 式 で 出 力 し ま す 。

表 示 桁 数 は 8 % で 出 力 し ま す 。

9 . 14 S C P I コ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

(2) C A L C U L A T Eサブシステム

:CALCulate:NULL:STATe < 0 N I OFF)

〔機 能 〕 NULL機 能 の 0 N/ 0 FF設 定

ま
ま 

F>

た
た 

O F

ま
まN

 

F

о 

о

夕メラ
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9 . 14 S C P I コ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

:CALCulate:DFILter {NONE I SMOothing I AVERage }

〔機 能 〕 デ ジ タ ル • フ ィ ル タ の 選 択

〔パ ラ メ ー タ 〕 {NONE | SMOothing | AVERage }

NONE : NONEを 選 択

SMOothing : ス ム ー ジ ン グ を 選 択  

AVERage : ア ベ レ ー ジ ン グ を 選 択

〔ク エ リ 〕 ：CALCulate:DFILter?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”N0 NE” ： NONE時

” SM0 ” ： ス ム ー ジ ン グ 時

”AVER” ：ア ベ レ ー ジ ン グ 時

〔説 明 〕 デ ジ タ ル • フ ィ ル タ の 選 択 を 指 定 し ま す 。

NONE、 ス ム ー ジ ン グ お よ び ア ベ レ ー ジ ン グ の う ち の 一 つ し か 設 定 で き  

ま せ ん 。

:CALCulate :DFILter:STATe < 0 N I 0 FF >

〔機 能 〕 デ ジ タ ル • フ ィ ル タ の ON/ OFF設 定

〔パラメ  ー タ 〕 <СШ | OFF〉

ON ま た は  1 : デ ジ タ ル • フ ィ ル タ ON

O F F ま た は  0 : デ ジ タ ル • フ ィ ル タ OFF

〔ク エ リ 〕 ：CALCulate:DFILter:STATe?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”0” （O F F 時 ）

T  ( 0 N 時 ）
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〔パ ラ メ ー タ 〕 { < 数 値 > MINimum

< 数 値 > : 2 へ

MINimum : 2

MAXimum : 1 0 0

DEFault : 10

〔パ ラ メ ー タ 〕 { < 数 値 >

< 数 値 >  

MINimum 

MAXimum 

DEFaul t

I DEFault }

〔ク エ リ 〕 ：CALCulate:DFILter :AVERage? [MINimum | MAXimum | DEFault]

〔ク エ リ の 応 答 〕 整 数 値 （”2” 〜 ”1 0 0”）

ォプシ3ン指定時

MINimum : 2”

MAXimum : ” 1 0 0，，

DEFault : ，， 1 0，’

〔ク エ リ 〕 ：CALCulate:DFILter:SMOothing? LMINimum | MAXimum | DEFault]

〔ク エ リ の 応 答 〕 整 数 値 （”2” 〜 ”1 0 0”）

オプシ3ン指定時

MINimum : ” 2”

MAXimum バ ， 1 0 0，，

DEFault : ，’ 1 0，，

:CALCulate:DFILter:AVERage {く 数 値  >  | MINimum | MAXimum | DEFault }

〔機 能 〕 ア ベ レ ー ジ ン グ 回 数 の 設 定

9 . 14 S C P I コ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

:CALCulate:DFILter:SMOothing {く 数 値  >  | МШпкш | MAXimum | DEFault }

〔機 能 〕 ス ム ー ジ ン グ 回 数 の 設 定
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: フ ォ ー マ ッ ト 演 算 ON 

: フ ォ ー マ ッ ト 演 算 OFF

〔ク エ リ の 応 答 〕

〔パ ラ メ ー タ 〕

NONE 時

ス ケ ー リ ン グ 時  

% 偏 差 時  

デ ル タ 時  

dB変 換 時  

R M S 時 

d B m 変 換 時  

抵 抗 値 温 度 補 正 時  

R T D 時

〔ク エ リ 〕 ：CALCulate:FORMat:STATe?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”0” （O F F 時 ）

T  ( 0 N 時 ）

〔説 明 〕 NONE、 ス ケ ー リ ン グ 、 ％ 偏 差 、 デ ル タ 、 dB変 換 、 R M S 、 d B m 変 換 、

抵 抗 値 温 度 補 正 お よ び R T D の う ち の 一 つ し か 設 定 で き ま せ ん 。

:CALCulate :FORMat:STATe < ON I OFF)

〔機 能 〕 フ ォ ー マ ッ ト 演 算 の 0 N/ 0 FF設 定

9 . 14 S С P Iコ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

:CALCulate:FORMat {NONE | SCALing |DEViation | DELTa | DB | RMS | DBM |

OTEMperature I RTD }

〔機 能 〕 フ ォ ー マ ッ ト 演 算 の 選 択

〔パ ラ メ ー タ 〕 {NONE I SCALing iDEViation I DELTa I DB

NONE

SCALing

DEVi at i on

DELTa

DB

RMS

DBM

OTEMperature

RTD

NONEを 選 択  

ス ケ ー リ ン グ を 選 択  

% 偏 差 を 選 択  

デ ル タ を 選 択  

dB変 換 を 選 択  

R M S を 選 択  

d B m 変 換 を 選 択  

抵 抗 値 温 度 補 正 を 選 択  

RTD

RMS | DBM | 

OTEMperature I RTD }

〔ク エ リ 〕 :CALCulate:FORMat?
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:CALCulate:FORMat:SCALing:X { <  数 値  >  | MINimum | MAXinuim | DEFault |

MEASurement }

〔機 能 〕 ス ケ ー リ ン グ 定 数 X の 設 定

〔パラメ  ー タ 〕 { <  数 値  >  |MINi mum | MAX imum | DEFau 1 1 | MEASurement }

<  数 値  >  :-9. 9 9 9 9 9 9 9 9 E + 17 〜 +9. 9 9 9 9 9 9 9 9 E + 17 ( 0 を 除 く ）

MINimum : - 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E+1 7

MAXimum : + 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 EI 17

DEFault : + 1 . 0 0 0 0 0 0 0 OE+OO

MEASurement : 測 定 値

〔ク エ リ 〕 ：CALCulate:FORMat:SCALing:X ? [MINimum | MAXimum | DEFault]

〔ク エ リ の 応 答 〕 固 定 小 数 点 型 指 数 表 記  

ォプシ3ン 指 定 時

MINimum ノ’- 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E + 1 7”

MAXimum ノ’+ 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E + 1 7”

DEFault : ，4 1 • 0 0 0 0 0 0 0 0 E + 0 0”

〔説 明 〕 パ ラ メ ー タ を ”MEASurement”に 設 定 し た 場 合 、 測 定 値 が 存 在 し な い と

エ ラ ー に な り ま す 。

:CALCulate:FORMat :SCALing:Y { <  数 値  >  | MINimum | MAXimum | DEFau 1 1 |

MEASurement }

〔機 能 〕 ス ケ ー リ ン グ 定 数 Y の 設 定

〔パラメ  ー タ 〕 { <  数 値  > |  MINimum | MAXimum | DEFault | MEASurement }

<  数 値  >  : -9. 9 9 9 9 9 9 9 9 E + 17 〜 + 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E + 17

MINimum : - 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E +17

MAXimum : 1 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E +17

DEFault : + 0 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E +00

MEASurement : 測 定 値

〔ク エ リ 〕 ：CALCul at e : FORMat : SCAL ing : Y ? [MINimu | MAXimum | DEFault]

〔ク エ リ の 応 答 〕 固 定 小 数 点 型 指 数 表 記

オプション指定時 

MINimum 

MAXimum 

DEFault

- 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E + 1 7” 

+ 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E + 1 7” 

+ 0. 0 0 0 0 0 0 0 0ЕШ”

〔説 明 〕 パ ラ メ ー タ を ”MEASurement”に 設 定 し た 場 合 、 測 定 値 が 存 在 し な い と  

エ ラ ー に な り ま す 。
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:CALCulate:FORMat:SCALing:Z {く 数値 >  | MINimum | MAXimum | D E F a u U  |

MEASurement }

〔機 能 〕 ス ケ ー リ ン グ 定 数 Z の設定

〔パ ラ メ ー タ 〕 {く 数 値 〉 MINimum MAXimum DEFault MEASurement } 

く 数 値 〉 ：-9. 9 9 9 9 9 9 9 9 E + 17 〜 +9. 9 9 9 9 9 9 9 9 E + 17 

MINimum : - 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E+17 

MAXimum : + 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E+17 

DEFault : + 1 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E+00 

MEASurement : 測定値

〔クエリ〕 :CALCu1 ate :FORMat:SCALing:Z? [MINimum MAXimum DEFault]

〔クエリの応答〕 固定小数点型指数表記  

ォプシ3ン指定時

MINimum : ”- 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E+ 1 7” 

MAXimum : ”+9. 9 9 9 9 9 9 9 9ЕШ” 

DEFault : ”+ 1 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E+ 0 0”

〔説 明 〕 パ ラ メ ー タ を ”ME AS urement”に 設 定 し た 場 合 、 測定値が存在しないと 

エ ラ ー に な り ま す 。

:CALCu late: FORMa t : DEViat ion {く 数 値 〉 | MINimum MAXimum DEFault |

MEASurement }

〔機 能 〕 % 偏差定数の設定

〔パ ラ メ ー タ 〕 {く 数値 >  | MINimum MAXimum | DEFault MEASurement }

く 数 値 〉 ：-9. 9 9 9 9 9 9 9 9 E + 1 了 〜 +9. 9 9 9 9 9 9 9 9 E + 1 7 C0 は除く）

MINimum : - 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E+17

MAXimum : + 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E +17

DEFault : + 1 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E+00

MEASurement : 測定値

〔クエリ〕 :CALCulate:FORMat:DEViation? [MINimum MAXimum DEFault]

〔クエリの 応 答 〕 固定小数点型指数表記

オプション指定時 

MIN imum 

MAXimum 

DEFau 1 1

- 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E+ 1 7” 

+ 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E+ 1 7” 

+ 1 . OOOOOOOOE+ OO”

〔説 明 〕 パ ラ メ ー タ を ”MEASurement”に 設 定 し た 場 合 、 測 定 値 が 存 在 し な い と

エ ラ ー に な り ま す 。
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:CALCulate :FORMat:DB {く 数 値  >  | MINimum | MAXimum | DEFault | MEASurement }

〔機 能 〕 dB変 換 定 数 の 設 定

〔パラメ  ー タ 〕 {く 数 値  >  | MINimum | MAXimum | DEFault | MEASurement }

<  数 値  >  : -9. 9 9 9 9 9 9 9 9 E + 17 〜 +9. 9 9 9 9 9 9 9 9 E + 1 7 ( 0 は 除 く ）

MINimum : - 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E+17

MAXimum : + 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E+17

DEFault : + 1 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E+00

MEASurement : ffl定 値

〔ク エ リ 〕 ：CALCulate:FORMat:DB? [MINimum | MAXimum | DEFault]

〔ク エ リ の 応 答 〕 固 定 小 数 点 型 指 数 表 記

ォプシ3ン 指 定 時

MINimum : ”- 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E+ 1 7”

MAXimum : ”+9. 9 9 9 9 9 9 9 9 E + 1 7”

DEFault : 4 1 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E + 0 0 J,

〔説 明 〕 パ ラ メ ー タ を ”MEASurement”に 設 定 し た 場 合 、 測 定 値 が 存 在 し な い と

エ ラ ー に な り ま す 。

:CALCulate:FORMat:RMS {く 数 値  >  | MINimum | MAXimum | DEFau It '}

〔機 能 〕

〔パ ラ メ ー タ 〕

〔ク エ リ 〕

〔ク エ リ の 応 答 〕

R M S サ ン プ ル 数 の 設 定

{く 数 値  >  | MINimum | MAXimum | DEFault }

く 数 値 >  : 2〜 1 0 0 0 0

MINimum : 2

MAXimum : 1 0 0 0 0

DEFault : 10

:CALCulate:FORMat:RMS? [MINimum | MAXimum | DEFault] 

整 数 値 Г 2” 〜 ”1 0 0”）

オプション指疋時

MINimum : ” 2”

MAXimum : ” 1 0 0 0 0”

DEFault : ” 1 0”
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:CALCu 1 atе :FORMat:DBM { <  数 値  >  | MINimum | MAXimum | DEFaul t | MEASurement }

〔機 能 〕 d B m 変 換 定 数 の 設 定

〔パ ラ メ ー タ 〕 { <  数 値  >  |MINimum I MAXimum I DEFau It I MEASurement }

<  数 値 〉 ： 1 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E-17 〜 9. 9 9 9 9 9 9 9 9 E + 1 了

MINimum : 1 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E-17

MAXimum : 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E+17

DEFault : 1 . 0 0 0 0 0 0 0 0 EI00

MEASurement : 測 定 値

〔ク エ リ 〕 ：CALCulate:FORMat:DBM? [MINimum I MAXimum I DEFault]

〔ク エ リ の 応 答 〕 固 定 小 数 点 型 指 数 表 記

オプション指定時 

MINimum 

MAXimum 

DEFault

+ 1 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E- 1 7” 

+ 9. 9 9 9 9 9 9 9 9 E + 1 7 ,> 

+1.00000000Е+ОО̂

〔説 明 〕 パ ラ メ ー タ を ”MEASurement”に 設 定 し た 場 合 、 測 定 値 が 存 在 し な い と  

エ ラ ー に な り ま す 。

:CALCu late: FORMa t : OTEMperature : TEMP {く 数 値 〉 | MINimum | MAXimum | DEFau 1 1 }

〔機 能 〕 室 温 の 設 定 （抵 抗 値 温 度 補 正 ）

〔パ ラ メ ー タ 〕 { <  数 値 〉 | MINimum | MAXimum | DEFault }

<  数 値 〉 ：- 1 . 0 0 0 E + 0 2〜 + 1 . 0 0 0 E + 02 [°C ]

MINimum : - 1 . 0 0 0 E+02 [°C ]

MAXimum : + 1 . 0 0 0 E + 02 [°C ]

DEFault : +2. 0 0 0 E + 01 [°C ]

〔ク エ リ 〕

〔ク エ リ の 応 答 〕

:CALCulate:FORMat:OTEMperature:TEMP? [MINimum 

固 定 小 数 点 型 指 数 表 記

MAXimum |

DEFa.u 1 1]

オプション指定時 

MINimum 

MAXimum 

DEFault

- 1 . 0 0 0ЕШ” 

+ 1 . 0 0 0 E+ 0 2” 

+ 2. 0 0 0ЕШ”
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〔クエ リ の 応答〕

0 7 0 3 3 0
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:CALCu 1 at е : FORMat : OTEMperature : LENG th {く 数 値 〉 | MINimum | MAXimum | DEFaul t }

〔機 能 〕

〔パ ラ メ ー タ 〕

〔ク エ リ 〕

〔ク エ リ の 応 答 〕

被 測 定 電 線 長 の 設 定 （抵 抗 値 温 度 補 正 ）

{ <  数 値  >  | MINimum | MAXimum | DEFault }

<  数 値  >  : 1 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E-17 〜 9. 9 9 9 9 9 9 9 9 E + 17

MINimum : 1 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E-17

MAXimum : 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E+17

DEFault : 1 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E + 00

:CALCu1 ate :FORMat:OTEMperature:LENGth? [MINimum | MAXimum |

DEFault]

固 定 小 数 点 型 指 数 表 記

オプション指定時 

MINimum 

MAXimum 

DEFault

4 1 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E- 1Г 

4 9 .  9 9 9 9 9 9 9 9 E U 7，) 

4 1 .OOOOOOOOE + OO”

:CALCulate:F0 RMat：:RTD { IPTS68 | ITS90 }

〔機 能 〕 R T D の 目 盛 設 定

〔パ ラ メ ー タ 〕 { IPTS68 | ITS90 }

IPTS68 : 目 盛 を IPTS6 8 に 選 択  

ITS90 : 目 盛 を ITS9 0 に 選 択

〔ク エ リ 〕 :CALCulate:F0 RMat :RTD?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”IPTS” （IPTS68 選 択 時 ） 

”ITS ” （ITS9 0選 択 時 ）

:CALCulate:FORMat :RTD:UNIT {C | F | К }

〔機 能 〕 R T D の 単 位 設 定

〔パ ラ メ ー タ 〕 {C | F | К } 

С : 単 位 を ° С に 選 択

F : 単 位 を ° F に 選 択

К : 単 位 を К に 選 択

〔ク エ リ 〕 :CALCulate:FORMat:RTD :UNIT?

寺
专
ノ 択

択
時 

選
選
択 
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: コ ン パ レ ー タ ON
: コ ン パ レ ー タ OFF

〔ク エ リ 〕 :CALCulate:LIMit :STATe?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”0” （O F F 時 ） 

”1，， （0 N時 ）

:CALCulate:LIMit:UPPer { <  数 値  >  | MINimum | MAXimum | DEFault | MEASurement }

〔機 能 〕

: パ ラ メ ー タ 〕

〔ク エ リ 〕

〔ク エ リ の 応 答 〕

〔説 明 〕

コンパレータ上 限 値 の 設 定

{く 数値 >  | MINimum | MAXimum | DEFault | MEASurement } 

く 数値 >  : -9. 9 9 9 9 9 9 9 9 E + 5 1 〜 +9. 9 9 9 9 9 9 9 9 E + 51

MINimum : - 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E+51

MAXimum : + 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E+51

DEFault : + 0 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E+00

MEASurement : 測定値

:CALCu1 ate :LIMit :UPPer? [MINimum | MAXimum | DEFault] 

固定小数点型指数表記

オプション指定時 

MINimum 

MAXimum 

DEFault

’-9. 9 9 9 9 9 9 9 9Е + 5Г 

4 9 .  9 9 9 9 9 9 9 9Е + 5 Г, 

4 0 .  0 0 0 0 0 0 0 0Е + ОО̂

パ ラ メ ー タ を ”MEASurement”に 設 定 し た 場 合 、 測 定 値 が 存 在 し な い と  

エ ラ ー に な り ま す 。
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:CALCulate:LIMit:STATe < 0 N I 0 FF>

〔機 能 〕 コ ン パ レ ー タ の 0 N/ 0 FF設 定
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: コ ン パ レ ー タ 上 限 値 パ ス ON 

• • コ ン パ レ ー タ 上 限 値 パ ス OFF

:CALCulate:LIMi t :PASS :UPPer?

”0” （OFF 時 ）

”1，， （ON 時 ）

コ ン パ レ ー タ 上 限 値 パ ス の 設 定〔機 能 〕

〔パ ラ メ ー タ 〕

〔ク エ リ 〕

〔ク エ リ の 応 答 〕

9 . 14 SCPIコ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

:CALCulate:LIMit:LOWer {く 数 値  >  | MINinuim | MAXimum | DEFault | MEASurement }

〔機 能 〕

〔パ ラ メ ー タ 〕

〔ク エ リ 〕

〔ク エ リ の 応 答 〕

コ ン パ レ ー タ 下 限 値 の 設 定

{く 数 値  >  | MINimum | MAXimum | DEFault | MEASurement } 

<  数 値  >  : -9. 9 9 9 9 9 9 9 9 E + 5 1 〜 +9. 9 9 9 9 9 9 9 9 E + 51

MINimum : - 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E+51

MAXimum : 1 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E+51

DEFault : + 0 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E+00

MEASurement : 測 定 値

:CALCulate:LIMit :L0Wer ? [MINimum | MAXimum | DEFault] 

固 定 小 数 点 型 指 数 表 記

オプション指定時 

MINimum 

MAXimum 

DEFault

”-9. 9 9 9 9 9 9 9 9Е + 5Г 

”+9. 9 9 9 9 9 9 9 9Е + 5 Г 

”+ 0 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E + 0 0”

〔説 明 〕 パ ラ メ ー タ を ”MEASurement”に 設 定 し た 場 合 、 測 定 値 が 存 在 し な い と  

エ ラ ー に な り ま す 。

:CALCulate:LIMit :PASS:UPPer < 0 N I 0 FF>

オま

F >

た
た 

OF

ま
ま

F
 

N
 

F
 

N
 

о
 

о
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: コ ン パ レ ー タ 下 限 値 パ ス ON 

: コ ン パ レ ー タ 下 限 値 パ ス OFF

: コ ン パ レ ー タ 中 間 値 パ ス ON 

: コ ン パ レ ー タ 中 間 値 パ ス OFF

〔ク エ リ 〕 :CALCulate:LIMit :PASS :LOWer?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”0” （O F F 時 ） 

”1，’ （0 N 時 ）

:CALCulate:LIMit:BEEPer {OFF I FAIL I PASS}

〔機 能 〕

〔パ ラ メ ー タ 〕

コ ン パ レ ー タ • ビ ー プ の 設 定

〔ク エ リ 〕

〔ク エ リ の 応 答 〕

{OFF

OFF

FAIL

PASS

FAIL I PASS}

コンパレ-夕•ビ-プOFF

コンパレ-夕演算結果が”パ ス OFF”の と き ブ ザ ー 出 力  

コンパレ-夕演算結果が”パ ス 0Г の と き ブ ザ ー 出 力

:CALCulate:LIMit :BEEPer?

”0 FF ” （コンパレ-夕•ビ-プOFF時 ）

”FAII/  (コンパレ-夕•ビ-プF A I L 時 ） 

”PASS” （コンパレ-夕•ビープP A S S 時 ）

- 189 0 7 0 3 3 0

〔ク エ リ 〕 ：CALCu 1 ate :LIMit : PASS : MID ?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”0” （O F F 時 ）

，T ’ （ON 時 ）

:CALCulate:LIMit:PASS:LOWer • < 0 N | 0 FF>

〔機 能 〕 コ ン パ レ ー タ 下 限 値 パ ス の 設 定

9 . 14 SCPIコ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

:CALCulate:LIMit:PASS:MID < 0 N I OFF)

〔機 能 〕 コ ン パ レ ー タ 中 間 値 パ ス の 設 定

才ま
F >

た
た 

O F

ま
ま

F
 

N
 

F
 

N
 

о
 

о

夕メラ
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: 統 計 演 算 ON 

: 統 計 演 算 OFF

〔ク エ リ 〕 :CALCulate:STATi s t i c s :STATe?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”〇” （O F F 時 ） 

T  Ш 時 ）

:CALCulate:STATistics:DATA?

〔機 能 〕

〔ク エリ の 応 答 〕

統 計 演 算 結 果 の ク エ リ

，’ S A M P L E ^ a a  

MA X /^r-vA-Л̂-Л/—Л/-Л 
M I
A V E R A G E 
M A X - M I N a a  
S I U M А л-\ /-Л /—Ч Г-Л
U  N_/ L /~ V  /~~V /~ \  /~ ^  /~ \  /~ ~、

L С/ L /~~\ /~、/~、/~、/~~ v /~、 
ヘッダ

〔説 明 〕

, 000000 、
, 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 、

. 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 、

. 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 、

. 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  、

. 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 、

、 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 、

, 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ”

データ 区切り

ヘッダ7 2バイト、デ-夕111バイト、区切り了バイト、 合 計 1 9 0バ イ ト を 出 力 し ま す 。

:CALCulate:STATistics:COUNt {く 数 値  >  | MINimum | MAXimum | DEFaul t }

〔機 能 〕

〔パ ラ メ ー タ 〕

〔ク エ リ 〕

〔クエ リ の 応答〕

統 計 演 算 サ ン プ ル 数 の 設 定

{ く 数 値 >  

< 数 値 >  

MINimum 

iMAXimum 

DEFault

MINimum | MAXimum 

2 〜 1 0 0 0 0

10000
10

DEFault }

:CALCulate:STATistics:COUNt? [MINimum | MAXimum | DEFault] 

整 数 値 Г 2 ” 〜 ”1 0 0”）

オプション指定時 

MINimum 

MAXimum 

DEFault

2 ，，
10000，，

1 0 ”

190 0 7 0 3 3 0
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:CALCulate:STATistics:STATe < 0 N I 0 FF>

〔機 能 〕 統 計 演 算 の ON/ OFF設 定

まま
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⑶ CALI B R A T I O Nサブシステム

rCALibration：EXTernal < 0 N 0 FF>

〔機 能 〕 外 部 校 正 の ON/ OFF設 定

〔パ ラ メ ー タ 〕 < 0 N | 0 FF>

ON ま た は 1 : 外 部 校 正 ON

O F F ま た は 0 : 外 部 校 正 OFF

〔ク エ リ 〕 :CALibration:EXTernal?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”0” （OFF 時 ）

T  ( ON時 ）

:CAL ibration:EXTernal:ZERO:FRONt

〔機 能 〕 外 部 ゼ ロ 校 正 ( フ ロ ン ト 入 力 ） 実 行

〔パ ラ メ ー タ 〕 なし

:CAL ibration:EXTernal:ZERO:REAR

〔機 能 〕 外 部 ゼ ロ 校 正 ( リ ア 入 力 ） 実 行

〔パ ラ メ ー タ 〕 なし

:CALibration:EXTernal:ZERO :FR0 N t :DATA?

〔機 能 〕 外 部 ゼ ロ 校 正 ( フ ロ ン ト 入 力 ） 実 行 結 果 の

〔ク エ リ の 応 答 〕 〔1 3 . 6節 〕 を 参 照

:CAL ibration:EXTernal:ZERO :REAR :DATA?

〔機 能 〕 外 部 ゼ ロ 校 正 ( リ ア 入 力 ） 実 行 結 果 の ク エ

〔クエリの応答〕 〔13.6節〕を参照
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:CALibration:EXTernal:DCV {く 数 値 〉 | MINinuun | MAXimum | DEFault }

〔機 能 〕 D C V 外 部 校 正 実 行

〔パ ラ メ ー タ 〕 {く 数 値 〉 MINimum MAXimuni DEFault }

< 数 値 > : + 9 . 0 0 0 0 0 0 0 0Б+00 〜 + 1 . 1 0 0 0 0 0 0 0ЕШ

MINimum : + 9 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E+00 〔V 〕

MAXimum : + 1 . 1 0 0 0 0 0 0 0 E+01 〔V 〕

DEFault : + 1 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E+01 〔V 〕

〔ク エ リ 〕 :CALibration:EXTernal:DCV?

〔ク エ リ の 応 答 〕 固 定 小 数 点 型 指 数 表 記

ォプシ3ン 指 定 時

MINimum : 4 9 .  0 0 0 0 0 0 0 0Е + ОО̂

MAXimum : ，Ч1. 1 0 0 0 0 0 0 0Е + 0 1”

DEFault : ” + 1 . 0 0 0 0 0 0 0 0ЕШ”

:CALibration:EXTernal:DCV :DATA?

〔機 能 〕 D C V 外 部 校 正 実 行 結 果 の ク エ リ

〔ク エ リ の 応 答 〕 〔13. 6節 〕 を 参 照

:CAL ibration:EXTernal: OHM {く 数 値 〉 | MINimum MAXimum DEFault }

〔機 能 〕 O H M 外 部 校 正 実 行

〔パ ラ メ ー タ 〕 { < 数 値 >  

< 数 値 >  

MINimum 

MAXimum 

DEFau1t

MINimum | MAXimum | DEFault }

+ 9 . 0 0 0 0 0 0 0 0 EI03 〜 И . 1 0 0 0 0 0 0 0 E+04

1 9 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E+03 C Q ]

+ 1 . 1 0 0 0 0 0 0 0 E +04 〔fi〕

+ 1 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E +04 〔fi〕

〔ク エ リ 〕 :CALibration:EXTernal:OHM?

〔ク エ リ の 応 答 〕 固 定 小 数 点 型 指 数 表 記  

オプシ3ン 指 定 時

MINimum ノ’+ 9 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E + 0 3”

MAXimum : ”+ 1 . 1 0 0 0 0 0 0 0 E+ 0 4”

DEFault : ，Ч1. 0 0 0 0 0 0 0 0ЕШ”

リ フ ァ レ ン ス

〔V 〕

0 7 0 3 3 0
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:CAL ibration:EXTernal:OHM :DATA?

〔機 能 〕 O H M 外 部 校 正 実 行 結 果 の ク エ リ

〔ク エ リ の 応 答 〕 〔13. 6節 〕 を 参 照

:CALibrat ion:INTernal:ALL

〔機 能 〕 DCV， A C ( 6 5 8 1の み ）， OHM内 部 校 正 の 実 行

〔パ ラ メ ー タ 〕 なし

:CALibrat ion:INTernal:DCV

〔機 能 〕 D C V 内 部 校 正 の 実 行

〔パ ラ メ ー タ 〕 なし

:CALibrat ion:INTernal:АС ( 6 5 8 1の み ）

〔機 能 〕

〔パ ラ メ ー タ 〕

AC内 部 校 正 の 実 行  

なし

:CALibrat ion: INTernal:0HM

〔機 能 〕

〔パ ラ メ ー タ 〕

O H M 内 部 校 正 の 実 行  

なし

:CALibrat ion:INTernal:DCV :TEMPerature?

〔機 能 〕 D C V 内 部 校 正 実 行 時 の 内 部 温 度 の ク エ リ

〔クエリの応答〕 〔13.6節〕を参照

マ ン ド * リ フ ァ レ ン ス
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:CALibration:INTernal:OHM :TEMPerature?

〔機 能 〕 O H M 内 部 校 正 実 行 時 の 内 部 温 度 の ク エ リ

〔ク エ リ の 応 答 〕 〔13. 6節 〕 を 参 照

:CALibration:INTernal:A C : TEMPe ra t ur e? ( 6 5 8 1の み ）

〔機 能 〕 AC内 部 校 正 実 行 時 の 内 部 温 度 の ク エ リ

〔ク エ リ の 応 答 〕 〔13. 6節 〕 を 参 照

9 - 1 9 4 0 7 0 3 3 0
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⑷ D I S P L A Yサブシステム

:DISPlay くON | OFF〉

パ ネ ル 表 示 の 0 N/ 0 FF設 定〔機 能 〕

〔パ ラ メ ー タ 〕

〔ク エ リ 〕

〔ク エ リ の 応 答 〕

< 0 N | OFF)

ON ま た は  1 

O F F ま た は  О

:DISPlay?

”0” （OFF 時 ）

”1，， （O P 寺）

パ ネ ル 表 示 ON 

パ ネ ル 表 示 OFF

0 7 0 3 3 0
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(5) FORMATサブシステム

FORMat[:DATA] 〈デ-夕•タイプ〉[，く 長 さ 〉]

〔機 能 〕 デ ー タ 出 カ フ ォ ー マ ッ ト の 指 定

〔パ ラ メ ー タ 〕 くデ-夕•タイプ〉[，〈長 さ 〉]

ASCii : 1 6バイト ASCII 

REAL, 64 : 8バイト実数

〔ク エ リ 〕 ■ :FORMat[:DATA]?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”ASC ” （1 6バイト ASCII時 ） 

”REAL6 4” （ 8パ イ ト 実 数 時 ）

〔説 明 〕 デ ー タ 出 カ フ ォ ー マ ッ ト を 指 定 し ま す 。

こ の フ ォ ー マ ッ ト は 、 内 部 メ モ リ と GPIB出 力 に 限 り 適 用 さ れ ま す 。
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:FORMat:ELEMents {HEADer, SHEader，LIMit，4WCHeck, CHANnel，NULL, DFILter，FORMat 

, TIMEstamp,NONE }

〔機 能 〕 デ ー タ 出 カ エ レ メ ン ト の 指 定

〔パ ラ メ ー タ 〕 {HEADer, SHEader，LIMit,指 CHeck, CHANnel，NULL, DFILter，FORMat

, TIMEstamp, NONE}

HEADer : フ ァ ン ク シ ョ ン 出 力 指 定

SHEader : 補 助 測 定 フ ァ ン ク シ ョ ン 出 力 指 定 （6 5 8 1 の み ）

LIMit : コ ン パ レ ー タ 出 力 指 定

4WCHeck : 4 Wチ ニ ッ ク 結 果 出 力 指 定

CHANnel : ス キ ャ ナ • チ ャ ン ネ ル 出 力 指 定

NULL : NULL機 能 0 N/ 0 FF出 力 指 定

DFILter : デ ジ タ ル • フ ィ ル タ 設 定 状 態 出 力 指 定

FORMat : FORMAT演 算 設 定 状 態 出 力 指 定

TIMEstamp : タ イ ム • ス タ ン プ

NONE : す べ て OFF

〔例 〕 全 項 目 （HEADer, SHEader, LIMit, 4 WCHeck, CHANnel, NULL, 

DFILter, FORMat,TIMEstamp ) を 指 定 し た 場 合

ACV 1 0 0 . 0 0 0 0 0 EI0 0 ,FREQ 100. 0 0 0 0 E + 03, PAS, OFF, 0 1 CH, NUL, SMO, SCL, 1 9 9 9 / 0 1 / 0 1  0 0 : 0 0
I ,__[ U —1 L.-r I I_ _ _ _ I l_ _ J  1 I I_______________________ 1

HEADer SHEader LIMit

4 WCHeck

NULL 

DFILter 

CHANnel FORMat

TIMEstamp

〔ク エ リ 〕 ：F0 RMat :ELEMents?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”HEAD” （フ ァ ン ク シ ョ ン 出 力 指 定 時 ）

” SHE ” （補 助 測 定 フ ァ ン ク シ ョ ン 出 力 指 定 時 ）

” LIM ” （コ ン パ レ ー タ 出 力 指 定 時 ）

”4 WCH” （■ チ ニ ッ ク 結 果 出 力 指 定 時 ）

” CHAN” （ス キ ャ ナ • チ ャ ン ネ ル 出 力 指 定 時 ）

”NULL；’（NULL機 能 0 N/ 0 FF出 力 指 定 時 ）

” DFIじ’（デ ジ タ ル • フ ィ ル タ 設 定 状 態 出 力 指 定 時 ）

” FORM” （FORMAT演 算 設 定 状 態 出 力 指 定 時 ）

”TIME” （タ イ ム • ス タ ン プ 設 定 ）

”N 0 NE” （す べ て O F F 時 ）

〔説 明 〕 デ ー タ 出 力 • エ レ メ ン ト を 指 定 し ま す 。

た だ し 、 デ ー タ 出 カ フ ォ ー マ ッ ト 指 定 が ” ASCII”で G P I B 出 力 時 と メ  

モ リ • カ ー ド 出 力 時 に 限 り 有 効 で す 。

メ モ リ • カ ー ド 出 力 時 は 、 ” LIMit”，”4WCHeck”，”CHANnel”，”TIMEs tamp” 

の み 出 力 可 能 で す 。
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⑹ I N P U T サブシステム

:INPut:GUARd { FLOat | LOW }

〔機 能 〕 G U A R D設 定

〔パラメ  ー タ 〕 { FLOat | LOW }

FLOat : Lo-GUARD OPEN 設 定

LOW : L〇-GUARD SHORT 設 定

〔ク エ リ 〕 ：INPut:GUARd?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ” FLO” （Lo-GUARD O P E N 設 定 時 ）

” LOW” （Lo-GUARD SHORT 設 定 時 ）

:INPut:T E R M i n a l { FRONt | REAR}

〔機 能 〕 入 力 端 子 の 選 択

〔パ ラ メ ー タ 〕 { FRONt | REAR}

FRONt : フ ロ ン ト 入 力 選 択

REAR : リ ア 入 力 選 択

〔ク エ リ 〕 ：INPut:TERMinal?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ” FR0 N” （フ ロ ン ト 入 力 選 択 時 ） 

”REAR” （リ ア 入 力 選 択 時 ）

マ ン ド * リ フ ァ レ ン ス
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⑺ M M E M O R Yサブシステム

:IMEMory :CATalog?

〔機 能 〕 メ モ リ • カ ー ド の ス ト ア • フ ァ イ ル 情 報 の ク エ リ

〔ク エ リ の 応 答 〕

R6 5 8 1  .DAT 1 9 9 9 / 1 2 / 3 1  00:00, S6581 .DAT 1 9 9 9 / 1 2 / 3 1  0 0 : 0 0 , R6 5 8 1 .PNL 1 9 9 9 /  

1 2 / 3 1  0 0 : 0 0  ....

:MMEMory:DELete 〈 ファイル名〉

〔機 能 〕 指 定 フ ァ イ ル の 削 除

〔パ ラ メ ー タ 〕 く フ ァ イ ル 名 〉

〈 ファイル名〉は 、 アルファベット、 数字およびアンダ-スコア（ ） の 組 合 せ で 、 最 大  

8 文 字 ま で 記 述 可 能 で す 。

:MMEMory :DELete:ALL

〔機 能 〕 す べ て の フ ァ イ ル 削 除

〔パ ラ メ ー タ 〕 なし

:MMEMory :FREE?

〔機 能 〕 • メ モ リ • カ ー ド の 使 用 状 況 の ク エ リ

〔ク エ リ の 応 答 〕 整 数 値

”〇〇〇〇〇〇〇〇〇”

〔例 〕 約 1 2 4 Kの 領 域 が 空 い て い る 場 合  

^  1 2 5 9 5 2 ”

〔説 明 〕 メ モ リ • カ ー ド の 空 き 領 域 の バ イ ト 数 を 、 最 大 9桁 の 整 数 値 で 出 し ま

す 。
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:MMEMory:INITialize

〔機 能 〕 メ モ リ • カ ー ド の 初 期 化

〔パ ラ メ ー タ 〕 なし

:MMEMory:DSTore く ファイル名〉

〔機 能 〕 デ ー タ • ス ト ア 時 の フ ァ イ ル 名 の 指 定

〔パ ラ メ ー タ 〕 〈 ファイル名〉

〈 ファイル名〉は 、 アルファベット、 数字およびアンタニスコア（ ） の 組 合 せ で 、 最 大  

8 文 字 ま で 記 述 可 能 で す 。

:MMEMory :DSTore:STATe < 0 N I OFF)

〔機 能 〕 デ ー タ • ス ト ア ON/ OFF設 定

〔パラメ  ー タ 〕 < 0 N | OFF〉

ON ま た は  1 : デ ー タ ス ト ア ON

O F F ま た は  0 : デ ー タ ス ト ア OFF

〔ク エ リ 〕 ：MMEMory :DSTore:STATe?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”0” （O F F 時 ）

”1，， （0 N 時 ）
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:MMEMory :DSTore:POINts {く 数 値 〉 | MINimum I MAXinum | DEFault }

〔機 能 〕 ス ト ア す る デ ー タ 数 の 設 定

〔パ ラ メ ー タ 〕 { < 数 値 >

< 数 値 >  

MINimum 

MAXimum 

DEFaul t

MINimum | MAXimum | DEFault } 

: 1 〜 1 0 0 0 0 0  

: 1

: 1 0 0 0 0 0  
: 1 0 0 0

〔ク エ リ 〕 :MMEMory:DSTore:POINts? [MINimum | MAXimum | DEFault]

〔ク エ リ の 応 答 〕 整 数 値 （”Г〜 ”1 0 0 0 0 0”）

オプション指定時 

MINimum 

MAXimum 

DEFaul t

1”

100000，， 
1000”

iMMEMory : DRECa 1 1 :NUMB e r {く 数 値 1 >  | MINimum | MAXimum | DEFau 1 1，

<  数 値  2 >  I MINimum I MAXimum I DEFault }

〔機 能 〕 メ モ リ • カ ー ド の リ コ ー ル 範 囲 の 設 定

〔パ ラ メ ー タ 〕 { < 数 値 1 > MINimum MAXimum DEFault,

く 数 値  2 >  MINimum | MAXimum DEFaul t

< 数 値 1 > 0 〜 9 9 9 9 9

MINimum 0

MAXimum 9 9 9 9 9

DEFaul t 0

く 数 値 2 > 0 〜 9 9 9 9 9

MINimum 0

MAXimum 9 9 9 9 9

DEFaul t 999

〔ク エ リ 〕 :MMEMory:DRECall:NUMBer? [MINimum I MAXimum I DEFault,

MINimum MAXimum | DEFault]

〔ク エ リ の 応 答 〕 ” 整 数 値 （0 〜 9 9 9 9 9 )、 整 数 値 （0 〜 9 9 9 9 9 ) ”

ォプシ3ン指定時

MINimum ，， 0，’

MAXimum ” 9 9 9 9 9，，

DEFault ，， 0”

MINimum ，’ 0”

MAXimum ” 9 9 9 9 9”

DEFault ，’ 9 9 9，，

2 0 1 0 7 0 3 3 0
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:MMEMory:DRECall く ファイル名〉

〔機 能 〕 メ モ リ • カ ー ド の デ ー タ • リ コ ー ル の 実 行

〔パ ラ メ ー タ 〕 〈 ファイル名〉

くファイル名〉は 、 アルファベット、 数字およびアンダ-スコア（ ） の 組 合 せ で 、 最 大  

8 文 字 ま で 記 述 可 能 で す 。

:MMEMory :DRECall:POINts く ファイル名〉

〔機 能 〕 メ モ リ • カ ー ド に セ ー ブ し て あ る デ ー タ 数 の リコール実 行

〔パ ラ メ ー タ 〕 〈 ファイル名〉

〈 ファイル名〉は 、 アルファベット、 数字およびアンダ-スコア（ ） の 組 合 せ で 、 最 大  

8 文 字 ま で 記 述 可 能 で す 。

:MMEMory:PSTore く ファイル名〉

〔機 能 〕 パ ネ ル • ス ト ア の 実 行

〔パ ラ メ ー タ 〕 くファイル名〉

くファイル名〉は 、 アルファベット、 数字およびアンダ-スコア（ ） の 組 合 せ で 、 最 大  

8 文 字 ま で 記 述 可 能 で す 。

:MMEMory :P R E C a l l〈 ファイル名〉

〔機 能 〕 メ モ リ • カ ー ド の パ ネ ル • リ コ ー ル の 実 行

〔パ ラ メ ー タ 〕 〈 ファイル名〉

くファイル名〉は 、 アルファベット、 数字およびアンダ-スコア（ ） の 組 合 せ で 、 最 大  

8 文 字 ま で 記 述 可 能 で す 。

:MMEMory:TRANsfer く ファイル名〉

〔機 能 〕 内 部 メ モ リ か ら メ モ リ • カ ー ド へ の コ ピ ー 実 行

〔パ ラ メ ー タ 〕 〈 ファイル名〉

くファイル名〉は 、 アルファベット、 数字およびアンダ-スコア（ ） の 組 合 せ で 、 最 大  

8 文 字 ま で 記 述 可 能 で す 。

〔説 明 〕 内 部 メ モ リ の フ ォ ー マ ッ ト （REAL6 4 ) に か か わ ら ず A S C I I フ ォ ー マ ッ

卜 で コピーしま す 。
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⑻ OUTPUTサブシステム

:0UTPut :ANALogout:STATe. < 0 N | OFF)

〔機 能 〕 ア ナ ロ グ 出 力 の ON/ OFF設 定

〔パ ラ メ ー タ 〕 〈ON | OFF〉

ON ま た は  1 : ア ナ ロ グ 出 力 ON

O F F ま た は  0 : ア ナ ロ グ 出 力 OFF

〔ク エ リ 〕 ：0 UTPut :ANALogout:STATe?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”0” （O F F 時 ）

”1，’ （0 N時 ）

:0UTPut :C0 Lunm { く 数 値 1 > ， < 数 値  2 > }

〔機 能 〕 ア ナ ロ グ 出 カ カ ラ ム の 設 定

〔パ ラ メ ー タ 〕 { < 数 値 1 > ， く 数 値 2 > }

< 数 値 1 >  : 0〜 8

く 数 値 2 >  : 0〜 8

桁 1 0 8 1 0 7 1 0 6 1 0 5 1 0 4 1 0 3 1 0 2 1 0 1 10

表 示 〇
1

〇
1

〇
1

〇
1

〇
1

〇
1

〇
1

〇
1

〇
1

カラム設定番号
1
8

1
7

1
6

1
5

1
4

1
3

1
2

1
1

1
0

〔例 〕 1 0 4 〜 1 0 s 桁 を 出 力 す る 場 合

:OUTPut: COLumn 2, 4 ま た は ：OUTPu t : COLumn 4, 2

〔ク エ リ 〕 ：0 UTPut :C0 Lumn?

〔ク エ リ の 応 答 〕 整 数 値  （0〜 8)

〔説 明 〕 出 カ カ ラ ム を 設 定 し ま す 。

出 力 可 能 桁 数 は 、 2桁 ま た は 3桁 の み で す 。

即 ち 、 | 数 値 1 — 数 値 2 | = 1 ま た は | 数 値 1 — 数 値 2 | = 2 の 場 合  

の み 設 告 可 能 で す 。

203 0 7 0 3 3 0



: ア ナ ロ グ 出 力 の オ フ セ ッ ト ON 

: ア ナ ロ グ 出 力 の オ フ セ ッ ト OFF

〔ク エ リ 〕 :0UTPut :0FFSet?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”0” （O F F 時 ） 

T  ( 0 N 時 ）

:0UTPut :BCDout:STATe くON | OFF〉

〔機 能 〕

〔パ ラ メ ー タ 〕

〔ク エ リ 〕

〔ク エ リ の 応 答 〕

B C D 出 力 の 0 N/ 0 FF設 定

< 0 N | OFF)

ON ま た は  

O F F ま た は

1 : BCD出力  ON

0 : BCD出力  OFF

:0UTPut :BCDout:STATe?

”0” （OFF 時 ）

T  (ON 時 ）

:OUTPut:PRINter:STATe くON | OFF〉

〔機 能 〕

〔パ ラ メ ー タ 〕

〔ク エ リ 〕

〔ク エ リ の 応 答 〕

プ リ ン タ の 0 N/ 0 FF設 定

< 0 N | 0 FF>

ON ま た は  

O F F ま た は

1 : プ リ ン タ ON

0 : プ リ ン タ OFF

:0UTPut :PRINter:STATe?

”0” （OFF 時 ）

”1” （ON 時 ）
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:0UTPut :0FFSet < 0 N | OFF)

〔機 能 〕 ア ナ ロ グ 出 力 の オ フ セ ッ ト の 0 N/ 0 FF設 定

まま 
た
た 

ま
ま

I

F

N
 

F

о
 

о

夕メラ
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⑼ R O U T Eサブシステム

:R0 UT e :CL0 Se { <  数 値  >  | MINimum | MAXimum | DEFau It }

〔機 能 〕 ス キ ャ ナ • チ ャ ン ネ ル • ク ロ ー ズ の 設 定

〔パ ラ メ ー タ 〕 { く 数 値 〉 | MINimum | MAXimum | DEFault }

〔ク エ リ 〕

〔ク エ リ の 応 答 〕

2 線 式 の 場 合

< 数 値 > 1〜 10

MINimum 1

MAXimum 10

DEFault 1

4 線 式 の 場 合

< 数 値 > 1〜 5

MINimum 1

MAXimum 5

DEFault 1

:R0 UTe :CL0 Se? [MINimum | MAXimum | DEFault]

整 数 値 （2 線 式 ノ ’Г 〜 ”10”、 4 線 式 ：”Г 〜 ”5”）

オプション指定時

2 線 式 の 場 合

MINimum : ” 1

MAXimum : ” 1 0”

DEFault : ” 1

4 線 式 の 場 合  

MINimum : 1”

MAXimum : 'э

DEFault : ，， Г

:R0 U Te :0PEN

〔機 能 〕 ス キ ャ ナ • チ ャ ン ネ ル • オ ー プ ン の 設 定

〔パ ラ メ ー タ 〕 なし
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: ス キ ャ ナ ON

: ス キ ャ ナ OFF

〔ク エ リ 〕 ：ROUTe :SCAN :STATe?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”0” （O F F 時 ）

”ド （0 P 寺）
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:ROUTe :SCAN:STATe < 0 N I OFF)

〔機 能 〕 ス キ ャ ナ の 0 N/ 0 FF設 定

まま

F

た
た 

O F

ま
ま
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2 線 式 の 場 合  

MIN imuin 

MAXimum 

DEFau 1 1 

MINimum 

MAXimum 

DEFau 1 1

4 線 式 の 場 合

MINimum : ，’ 1”

MAXimum : ” 5”

DEFault : ，， 1，，

MINimum : ” 1，，

MAXimum : ，’ 5”

DEFault ノ， 5，，

9 . 14 SCPIコ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

:R0 UTe:SCAN { <  数 値 1 〉 | MINimum MAXimum DEFault,

< 数 値 2 > | MINimum MAXimum | DEFault }

〔機 能 〕 ス キ ャ ナ の ス タ ー ト • チ ャ ン ネ ル と ス ト ッ プ • チ ャ ン ネ ル の 設 定

〔パ ラメ  ー タ 〕 {く 数 値 l > | M I N i  mum I MAXimum I DEFault,

<  数 値 2 >  I MINimum I MAXimum I DEFault }

2 線 式 の 場 合

く 数 値 1 > 1〜 10

MINimum 1

MAXimum 10

DEFau 1 1 1

< 数 値 2 > 1〜 10

MINimum 1

MAXimum 10

DEFault 10

線 式 の 場 合

< 数 値 1 > 1〜 5

MINimum 1

MAXimum 5

DEFau 1 1 1

< 数 値 2 > 1〜 5

MINimum 1

MAXimum 5

DEFault 5

〔ク エ リ 〕 ：ROUTe:SCAN? [MINimum | MAXimum | DEFault,

MINimum | MAXimum | DEFault]

〔ク エ リ の 応 答 〕 ” 整 数 値 （1 〜 1 0 ) 、 整 数 値 （1 〜 1 0 ) ” （2線 式 の 場 合 ）

” 整 数 値 （1 〜 5 )、 整 数 値 （1 〜 5 ) ” （4線 式 の 場 合 ）

ォプシ3ン 指 定 時

1

—

-

A
u 

1
X 

1

—

-

n
u
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⑽ S E N S E サブシステム

[:SENSe] :VOLTage:DC:RANGe {く 数 値 〉 | MINimum | MAXimum | DEFault }

〔機 能 〕 DCVフ ァ ン ク シ ョ ン の レ ン ジ 設 定

〔パ ラ メ ー タ 〕 { < 数 値 >

< 数 値 >  MINimum 
MAXimum 
DEFau 11

MINimum | MAXimum | DEFault } 

: 1 . 0 0 E- 0 1 〜 1 . 0 0ЕШ 

: 1 . 0 0 E-01 

: 1 . 0 0 E + 03 

: 1 . 0 0 E + 01

〔ク エ リ 〕 [:SENSe] :VOLTage:DC:RANGe? [MINimum I MAXimum I DEFault]
〔ク エ リ の 応 答 〕 固 定 小 数 点 型 指 数 表 記  

ォプシ3ン指定時

MINimum : 1.00E-01”
MAXimum : ”+1.00E+03”
DEFault : ”+1.00E+01”

〔説 明 〕 パ ラ メ ー タ を 設 定 す る と 、 本 器 は 設 定 さ れ た パ ラ メ ー タ の 範 囲 に よ

り レ ン ジ を 決 定 し ま す 。

以 下 に パ ラ メ ー タ 設 定 範 囲 と 決 定 レ ン ジ を 示 し ま す 。

パ ラ メ ー タ 設 定 範 囲 決 定 レ ン ジ

10 1 ^  パラメ-夕 <  1 1 . 2 0 E- 0 1 I 

1 1 . 2 0 E- 0 1 I ^  Лラメ-夕く 1 1 . 2 0 E + 0 0 I 

1 1 . 2 0 E + 0 0 I ^  Лラメ-夕 <  1 1 . 2 0 E + 0 1 I 

1 1 . 2 0 E + 0 1 I ^  Лラメ-夕 <  | 1 . 2 0 E + 0 2 I 

11 . 2 0 EI0 2 I ^  Лラメ-夕 < 1  1 . 1 0 E + 0 3 I

1 0 0mV ( 1 . 0 0 E- 0 1 ) レンジ 

10001nV ( 1 . 0 0 E + 0 0 ) レンジ 

10 V ( 1 . 0 0ЕШ ) レンジ 

100 V ( 1 . 0 0 E+ 0 2 ) レンジ 

1 0 0 0 V ( 1 . 0 0ЕШ ) レンジ
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OFF)

ま た は  1 : DCVフ ァ ン ク シ ョ ン の オ ー ト • レ ン ジ ON

ま た は  0 : DCVフ ァ ン ク シ ョ ン の オ ー ト • レ ン ジ OFF

〔ク エ リ の 応 答 〕 固 定 小 数 点 表 記

オプション指定時 

MIN imurn 

MAXimum 

DEFau 1 1

〔ク エ リ 〕 [ :SENSe] : VOLTage:D C :RANGe :AUTO?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”0” （O F F 時 ）

T  ( 0 N 時 ）

[:SENSe] : VOLTage:DC:DIGits { く 数 値  >  | MINimum | MAXimum | DEFault }

〔機 能 〕 D G V フ ァ ン ク シ ヨ ン の レ ソ リ ユ ー シ ョ ン の 設 定

〔パ ラ メ ー タ 〕 { < 数 値 > MINimum | MAXimum | DEFault }

< 数 値 > : 4 . 0 0  〜 8 . 0 0 〔桁 〕

MINimum : 4. 00 〔桁 〕

MAXimum : 8. 00 〔桁 〕

DEFau 1 1 : 7. 00 〔桁 〕

〔ク エ リ 〕 [ :SENSe] :VOLTage:D C :DIGits? [MINimum I MAXimum I DEFault]

6 5 8 1 シリーズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱説明書

9 . 14 SCPIコ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

[ :SENSe] : V 0 LTage :D C :RANGe :AUT0 < 0 N I 0 FF>

〔機 能 〕 D C V フ ァ ン ク シ ョ ン の オ ー ト • レ ン ジ 0 N/ 0 FF設 定

N
 

N
 

F
 

О

О

О

夕メラ
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[ :SENSe] :VOLTage:DC:NPLCycles {く 数 値  >  | MINimum | MAXimum | DEFau 1 1 }

〔機 能 〕 D C V フ ァ ン ク シ ョ ン の 積 分 時 間 （PLC) の 設 定

〔パラメ  ー タ 〕 {く 数 値 〉 | MINimum | MAXimum | DEFault }

< 数 値  >  : 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき+5. 0 0 0 0 0 E- 0 5〜 + 1 . 0 0 0 0 0 E + 02

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき+ 6 . 0 0 0 0 0 E- 0 5〜 + 1 . 0 0 0 0 0 E + 02 

( 設 定 ス テ ッ プ に つ い て は [ 表 9 - 2 0 ] 、 [ 表 9-22] 

を 参 照 ）

MINimum : 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき+5. 0 0 0 0 0 E-05 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき+ 6 . 0 0 0 0 0 E-05 

MAXimum : 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき+ 1 . 0 0 0 0 0 E + 02 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき+ 1 . 0 0 0 0 0 E + 02 

DEFault : 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき+ 1 . 0 0 0 0 0 E + 01

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき+ 1 . 0 0 0 0 0 E + 01

〔クエ リ 〕 [:SENSe] : VOLTage:D C :NPLCycles? [MINimum | MAXimum | DEFault]

〔ク エ リの応答〕 固定小数点表記 

オプシ3ン指定時

MINimum : 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき”+5. 0 0 0 0 0 E- 0 5”

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき”+ 6 . 0 0 0 0 0 E - 0 5”

MAXimum : 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき”+ 1 . 0 0 0 0 0 E + 0 2”

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき”+ 1 . 0 0 0 0 0Е + 0Г 

DEFault : 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき”+ 1 . 0 0 0 0 0Е + 0 Г

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき”+ 1 . 0 0 0 0 0Е + 0Г

〔説 明 〕 D C V フ ァ ン ク シ ョ ン の 積 分 時 間 （PLC) を 設 定 し ま す 。

電 源 周 波 数 に よ り 、 設 定 ス テ ッ プ が 異 な る の で 注 意 し て 下 さ い 。

9 - 2 1 0 0 7 0 3 3 0



6 5 8 1 シリーズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱説明書

9 . 14 S C P 1 コ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

[ :SENSe] : VOLTage:DC:APERture { <  数 値  >  | MINimum | MAXimum | DEFault }

〔機 能 〕 D C V フ ァ ン ク シ ョ ン の 積 分 時 間 （SEC) の 設 定

〔パ ラ メ ー タ 〕 { ぐ 数 値 >  

< 数 値 >

MIN пиит

MAXimum

DEFau 1 1

MINimum | MAXimum | DEFault }

: 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき+ 1 . 0 0 0 0 0 E- 0 6〜 + 2 . 0 0 0 0 0 E + 00 

電 源 周 波 数 が  6 0 Hzのとi + 1 . 0 0 0 0 0 E- 0 6〜 Н.бббббЕ + ОО 

( 設 定 ス テ ッ プ に つ い て は [ 表 9 - 2 1 ] 、 [ 表 9-23] 

を 参 照 ）

: 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき+ 1 . 0 0 0 0 0Е-06 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき+ 1 . 0 0 0 0 0 E -06 

: 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき+ 2 . 0 0 0 0 0 E + 00 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき+ 1 . 6 6 6 6 6 E + 00 

: 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき+ 2 . 0 0 0 0 0 E-01 

電 源 周 波 数 が 6 0 HzのときH . 6 6 6 6 6 E-01

〔ク エ リ 〕

〔ク エ リ の 応 答 〕

[:SENSe] : VOLTage:D C :APERture? [MINimum | MAXimum | DEFault] 

固 定 小 数 点 表 記

〔説 明 〕

オプション指定時 

MINimum

MAXimum

DEFault

電 源 周 波 数 が  

電 源 周 波 数 が  

電 源 周 波 数 が  

電 源 周 波 数 が  

電 源 周 波 数 が  

電 源 周 波 数 が

5 0 Hzのとき 

6 0 Hzのとき 

5 0 Hzのとき 

6 0 Hzのとき 

5 0 Hzのとき 

6 0 Hzのとき

4 1 • 0 0 0 0 0 E- 0 6” 

”+ 1 . 0 0 0 0 0 E- 0 6” 

，，+2. 0 0 0 0 0 E + 0 0” 

”+ 1 . 6 6 6 6 6 E+ 0 0” 

”+ 2 . 0 0 0 0 0 E- 0 1” 

” + 1 . 6 6 6 6 6 E- 0 1”

D C V フ ァ ン ク シ ョ ン の 積 分 時 間 （SEC) を 設 定 し ま す 。

電 源 周 波 数 に よ り 、 設 定 ス テ ッ プ が 異 な る の で 注 意 し て 下 さ い 。

9 - 2 1 1 0 7 0 3 3 0



6 5 8 1 シリーズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱説明書

: D C V フ ァ ン ク シ ョ ン の 過 電 圧 入 力 保 護 ON 

: D C V フ ァ ン ク シ ョ ン の 過 電 圧 入 力 保 護 OFF

〔ク エ リ 〕 L :SENSe」：VOLTage:D C :PROTection?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”0” （O F F 時 ）

T  ( 0 N 時 ）

[:SENSe] : VOLTage:DC:RATio < 0 N | OFF)

〔機 能 〕 レ シ オ 測 定 の 0 N/ 0 FF設 定

〔パラメ  ー タ 〕 〈0 N | OFF〉

O N ま た は  1 : レ シ オ 測 定 ON

O F F ま た は  0 : レ シ オ 測 定 OFF

〔ク エ リ 〕 [:SENSe] :VOLTage :D C :RATio?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”〇” （O F F 時 ）

T  ( 0 N 時 ）

9 . 14 SCPIコ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

[ :SENSe] : V 0 LTage :D C :PR0 Tection < 0 N I OFF)

〔機 能 〕 D C V フ ァ ン ク シ ョ ン の 過 電 圧 入 力 保 護 0 N/ 0 FF設 定
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6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱説明書

9 . 14 SCPIコ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

[ :SENSe] :VOLTage :AC:RANGe {く 数 値  >  | MINimum | MAXimum | DEFault } ( 6 5 8 1の み ）

〔機 能 〕 A C V フ ァ ン ク シ ョ ン の レ ン ジ 設 定

〔パ ラ メ ー タ 〕 { < 数 値 >

< 数 値 >  

MIN imum 

MAX imum 

DEFau 1 1

I MINimum | MAXimum | DEFault } 

: 1 . 0 0 E-02 〜 7 . 5 0 E + 02 

: 1 . 0 0 E-02 

: 7 . 5 0 E + 02 

: 1 . 0 0 E + 01

〔ク エ リ 〕 [:SENSe] :VOLTage:A C :RANGe? [MINimum I MAXimum I DEFault]

〔ク エ リ の 応 答 〕 固 定 小 数 点 型 指 数 表 記

オプシ3ン 指 定 時

MINimum : ”+ 1 . 0 0 E_ 0 2”

MAXimum : ”+ 7 . 5 0 E+ 0 2”

DEFault : + 1 . 0 0 E + 0 1”

〔説 明 〕 パ ラ メ ー タ を 設 定 す る と 、 本 器 は 設 定 さ れ た パ ラ メ ー タ の 範 囲 に よ

り レ ン ジ を 決 定 し ま す 。

以 下 に パ ラ メ ー タ 設 定 範 囲 と 決 定 レ ン ジ を 示 し ま す 。

ノへ。ラメ 一 夕 設 定 範 囲 決 定 レ ン ジ

0 パラトタ < 1 . 2 0 E-02 1011iV ( 1 . 0 0 E - 0 2 ) レンジ

1 . 2 0 E-02 パラメ-夕 < 1 . 2 0 E-01 1 0 0mV ( 1 . 0 0 E- 0 1 ) レンジ

1. 2 0 E-01 パラメ-夕 < 1 . 2 0 E+00 10001nV ( 1 .OOE+ OO) レンジ

1 . 2 0 E+00 パラメ-夕 < 1 . 2 0 E+01 10 V ( 1 . 0 0 E+ 0 1 ) レンジ

1 . 2 0 EI01 パラメ-夕 < 1 . 2 0 E+02 100 V (L 0 0 E + 0 2 ) レンジ

1 . 2 0 E+02 パラメ-夕 7 . 5Б+02 750 V ( 7 . 5 E + 0 2 ) レンジ
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MAXimum 

〜 6. 00

214 0 7 0 3 3 0

〔パ ラ メ ー タ 〕 { < 数 値 >

< 数 値 >  

MINimum 

MAXimum 

DEFau 1 1

: ACVフ ァ ン ク シ ョ ン の オ ー ト • レ ン ジ ON 

: ACVフ ァ ン ク シ ョ ン の オ ー ト • レ ン ジ OFF

〔ク エ リ の 応 答 〕 固 疋 小 数 点 表 記

オプション指定時 

MINimum 

MAXimum 

DEFau 1 1

〔ク エ リ 〕 [:SENSe] :VOLTage:A C :RANGe :AUTO?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”0” （O F F 時 ）

T  (ON 時 ）

[:SENSe] : VOLTage :AC:DIGits {く 数 値  >  | MINimum | MAXimum | DEFault } ( 6 5 8 1のみ )

〔機 能 〕 A C V フ ァ ン ク シ ョ ン の レ ゾ リ ュ ー シ ョ ン の 設 定

9 . 14 S C P I コ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

[ :SENSe] :V 0 LTage :A C :RANGe :AUT0 < 0 N I OFF) ( 6 5 8 1の み ）

〔機 能 〕 A C V フ ァ ン ク シ ョ ン の オ ー ト • レ ン ジ 0 N/ 0 FF設 定

〔ク エ リ 〕 [:SENSe] :V 0 LTage :A C :DIGits? [MINimum | MAXimum | DEFault]

0 
0 
0 
0
 

0 
0 
0 
0

4

 

4

 

6

 

6

О

О

О

О

О

О

4

 

6

 

6

w 

w 

w

D
r i

—

\ 

~
\

 

~
\

 一 —
\

DE

桁
桁
桁
桁

V—
f 

\—
f 

N_
f 

V_
f

まま

F >

た
た 

F

-

二
*--
/

c

ヽ

о
 

1
t
6

 

W

F
 

N
 

F
 

N
 

о
 

о

夕メラ



6 5 8 1 シリーズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱説明書

9 . 14 S C P I コ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

[ :SENSe] : VOLTage:AC:NPLCycles {く 数 値  >  | MINimum | MAXimum | DEFau It } ( 6 5 8 1の み ）

〔機 能 〕 A C V フ ァ ン ク シ ョ ン の 積 分 時 間 （PLC) の 設 定

〔パ ラ メ ー タ 〕 {く 数 値  >  | MINimum | MAXimum | DEFault }

< 数 値  >  : 電 源 周 波 数 が 5 0 HzのとI +5. 0 0 0 0 0 E- 0 5〜 + 1 . 0 0 0 0 0 E + 02

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき+ 6 . 0 0 0 0 0 E- 0 5〜 + 1 . 0 0 0 0 0 E + 02 

( 設 定 ス テ ッ プ に つ い て は [ 表 9 - 2 0 ] 、 [表 9-22] 

を 参 照 ）

MINimum : 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき+5. 0 0 0 0 0 E-05 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのと〗 + 6 . 0 0 0 0 0 E-05 

MAXimum : 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき+ 1 . 0 0 0 0 0 E + 02 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき+ 1 . 0 0 0 0 0 E + 02 

DEFault : 電 源 周 波 数 が 5 0 HzのときH . 0 0 0 0 0 E + 01

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき+ 1 . 0 0 0 0 0 E + 01

〔ク エ リ 〕 [:SENSe] :VOLTage:A C :NPLCycles? [MINimum | MAXimum | DEFault]

〔ク エ リ の 応 答 〕 固 定 小 数 点 表 記

オプション指定時 

MINimum

MAXimum

DEFault

電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき”+5. 0 0 0 0 0 E- 0 5” 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき”+ 6 . 0 0 0 0 0 E- 0 5” 

電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのと纟 ”+ 1 . 0 0 0 0 0 E + 0 2” 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき”+ 1 . 0 0 0 0 0 E + 0 2” 

電 源 周 波 数 が 50 Hzのとき”+ 1 . 0 0 0 0 0 E + 0 1” 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき”+ 1 . 0 0 0 0 0Е + 0Г

〔説 明 〕 A C V フ ァ ン ク シ ョ ン の 積 分 時 間 （PLC) を 設 定 し ま す 。

電 源 周 波 数 に よ り 、 設 定 ス テ ッ プ が 異 な る の で 注 意 し て 下 さ い 。
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6 5 8 1 シリーズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱説明書

9 . 1 4  S C P I コ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

[ :SENSe] : VOLTage :AC:APERture {く 数 値 〉 | MINimum | MAXinum | DEFault } ( 6 5 8 1の み ）

〔機 能 〕 A C V フ ァ ン ク シ ョ ン の 積 分 時 間 （SEC) の 設 定

〔パラメ  ー タ 〕 { く 数 値  >  | MINimum | MAXimum i DEFault }

< 数 値  >  : 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのと〗 + 1 . 0 0 0 0 0 E- 0 6〜 +2. OOOOOE + OO

電 源 周 波 数 が 6 0 HzのときН .ОООООЕ-Об〜 + 1 . 6 6 6 6 6 E + 00 

( 設 定 ス テ ッ プ に つ い て は [ 表 9 - 2 1 ] 、 [表 9-23] 

を 参 照 ）

MINimum : 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき+ 1 . 0 0 0 0 0 E-06

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき+ 1 . 0 0 0 0 0 E-06 

MAXimum : 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき+2. 0 0 0 0 0 E + 00 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき+ 1 . 6 6 6 6 6 E + 00 

DEFault : 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき+2. 0 0 0 0 0 E-01

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき+ 1 . 6 6 6 6 6 E-01

〔ク エ リ 〕

〔ク エ リ の 応 答 〕

[:SENSe] : VOLTage :A C :APERture? [MINimum | MAXimum | DEFault] 

固 定 小 数 点 表 記

ォプシ3ン 指 定 時

MINimum : 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき”+ 1 . 0 0 0 0 0 E - 0 6”

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき”+ 1 . 0 0 0 0 0 E - 0 6” 

MAXimum : 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき”+2. 0 0 0 0 0 E + 0 0”

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき”+ 1 . 6 6 6 6 6 E + 0 0” 

DEFault : 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき”+2. 0 0 0 0 0Е- 0Г

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき”+ 1 . 6 6 6 6 6Е- 0Г

〔説 明 〕 A C V フ ァ ン ク シ ョ ン の 積 分 時 間 （SEC) を 設 定 し ま す 。

電 源 周 波 数 に よ り 、 設 定 ス テ ッ プ が 異 な る の で 注 意 し て 下 さ い 。
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: АСを 選 択  

: A C D C を 選 択

〔ク エ リ 〕 [:SENSe] :VOLTage :A C : COUP ling?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”АС” （A C 選 択 時 ）

”DC” （ACDC 選 択 時 ）

6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱 説 明 書

9 . 1 4  SCPIコ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

[ :SENSe] :VOLTage :AC:FILTer {FAST | MID | SLOW} ( 6 5 8 1の み ）

〔機 能 〕 A C V ファンク シ ョ ン の 周 波 数 帯 域 の 設 定

〔パ ラ メ ー タ 〕 {FAST | MID | SLOW}

FAST : FASTを 選 択

MID : M I D を 選 択

SLOW : SLOWを 選 択

〔ク エ リ 〕 [:SENSe] :VOLTage :A C :FILTer?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”FAST” （FAST選 択 時 ）

”MID ”（MID 選 択 時 ）

” SLOW” （SLOW選 択 時 ）

[:SENSe] :VOLTage :AC:COUPling {АС ( DC} ( 6 5 8 1の み ）

〔機 能 〕 A C V フ ァ ン ク シ ョ ン の カ ッ プ リ ン グ の 選 択

c
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A C V フ ァ ン ク シ ョ ン の 補 助 測 定 ON 

A.C V フ ァ ン ク シ ョ ン の 補 助 側 定 OFF

〔パ ラ メ ー タ 〕

〔ク エ リ 〕 L :SENSe」：VOLTage :A C :SUBMeasure:STATe?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”0” （O F F 時 ）

T  ( 0 N 時 ）

14 S СP I コ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

[ :SENSe] :VOLTage:A C :SUBMeasure {FREQuency I PERiod} ( 6 5 8 1の み ）

〔機 能 〕

〔パ ラ メ ー タ 〕

〔ク エ リ 〕

〔ク エ リ の 応 答 〕

A C V フ ァ ン ク シ ョ ン の 補 助 測 定 の 選 択

{FREQuency | PERiod}

FREQuency : FREQUENCY を 選 択

PERiod : PERIOD を 選 択

[ :SENSe] :VOLTage :A C :SUBMeasure?

” FREQ” （FREQUENCY選 択 時 ）

” PER ” （PERIOD 選 択 時 ）

[:SENSe] : VOLTage:A C :SUBMeasure:STATe < 0 N I OFF) ( 6 5 8 1の み ）

〔機 能 〕 A C V フ ァ ン ク シ ョ ン の 補 助 測 定 の 0 N/ 0 FF設 定
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- 9 . 1 4  S C P I コ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

[ :SENSe] :RESistance: RANGe {く 数 値 〉 | MINimum | MAXimum | DEFault }

〔機 能 〕 2W Q フ ァ ン ク シ ョ ン の レ ン ジ 設 定

〔パ ラ メ ー タ 〕 { < 数 値 >

< 数 値 >  

MINimum 

MAXimum 

DEFau 1 1

MINimum | MAXimum I DEFault } 
: 1.00ЕШ 〜 1.00E + 09 
: 1.00E + 01 
: 1.00E + 09 
: 1.00E + 03

〔ク エ リ 〕 [:SENSe] :RESistance:RANGe? [MINimum I MAXimum I DEFault]

〔ク エ リ の 応 答 〕 固 定 小 数 点 型 指 数 表 記  

ォプシ3ン 指 定 時

MINimum : ”+ L 0 0 E + 0 1”

MAXimum : ”+ 1 . 0 0 E+ 0 9”

DEFault : 4 1 . 0 0 E + 0 3 >,

〔説 明 〕 パ ラ メ ー タ を 設 定 す る と 、 本 器 は 設 定 さ れ た パ ラ メ ー タ の 範 囲 に よ

り レ ン ジ を 決 定 し ま す 。

以 下 に パ ラ メ ー タ 設 定 範 囲 と 決 定 レ ン ジ を 示 し ま す 。

パ ラ メ ー タ 設 定 範 囲

0 I ^  パラメ-夕 <  I1 . 2 0 E + 01 I 10

1 . 2 0 E + 0 1 I ^  Лラ厂夕 <  I1 . 2 0 E + 0 2 I 100

決 定 レ ン ジ

Q  ( 1 . 0 0ЕШ ) レンジ 

Q (l. 0 0 E + 0 2 ) レンジ

1 . 2 0 E+ 0 2 I ^  

1 . 2 0 E+ 0 3 I ‘ 

1 . 2 0 E+ 0 4 I ^  

1 . 2 0 E+ 0 5 I ^  

1 . 2 0 E+ 0 6 I ^  

1 . 2 0 E+ 0 7 I ^  

1 . 2 0 E + 0 8 I ^

パラメ-夕<  

パラメ-夕<  

パラメ-夕く 

パラメ-夕く 

パラメ-夕<  

パラメ-夕<  

パラメ-夕<

I1 . 2 0 E+ 0 3 I 

I1 . 2 0 E+ 0 4 I 

I1 . 2 0 E+ 0 5 I 

I1 . 2 0 E+ 0 6 I 

11.20ЕШ1 

I1 . 2 0 E+ 0 8 I 

I 1 . 2 0 E + 0 9 I

1000  Q  ( 1 . 0 0ЕШ ) レンジ 

10 k Q  ( 1 . 0 0 E + 0 4 ) レンジ 

100 k Q  ( 1 . 0 0 E + 0 5 ) レンジ 

1 0 0 0 k Q  ( 1 . 0 0 E + 0 6 ) レンジ 

10 ( 1 . 0 0 E + 0 7 ) レンジ

100 M Q  (L 0 0ЕШ ) レンジ 

1000 M Q  ( 1 . 0 0 E + 0 9 ) レンジ
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: 2W Q フ ァ ン ク シ ョ ン の オ ー ト • レ ン ジ ON 

: 2 W Q フ ァ ン ク シ ョ ン の オ ー ト • レ ン ジ OFF

〔ク エ リ の 応 答 〕 固定小数点表記

オプション指定時 

MINimum 

MAXimum 

DEFau 1 1

〔パ ラ メ ー タ 〕 { < 数 値 > 1 MINimum | MAXimum

< 数 値 > : 4 .  0 0 '〜 8. 00

MINimum : 4 . 0 0

MAXimum : 8 .  00

DEFau 1 1 : 7 .  00

〔ク エ リ 〕 [:SENSe] : RESistance :RANGe : AUTO?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”0” （O F F 時 ）

T  (ON 時 ）

[:SENSe] :RESistance:DIGi ts {く 数値 >  I MINimum I MAXimum I DEFault } 

〔機 能 〕 2W Q フ ァ ン ク シ ョ ン の レ ゾ リ ュ ー シ ョ ン の 設 定

6 5 8 1 シ リ ー ズ
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[ :SENSe] : RESistance:RANGe:AUTO < 0 N I OFF)

〔機 能 〕 2W Q フ ァ ン ク シ ョ ン の オ ー ト • レ ン ジ 0 N/ 0 FF設 定

〔ク エ リ 〕 [:SENSe] : RESistance:DIGits? [MINimum MAXimum DEFault]

F >

たた 
OF

ま
ま

F
 

N
 

F
 

N
 

о
 

о

夕メラ

О

О

О

О
О
О

4

 

8

 

7

桁
桁
桁
桁

N—
f 

N—
f 

N—
f 

V—
f

9 - 220 0 7 0 3 3 0



6 5 8 1 シリーズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱説明書

9 . 14 S C P I コ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

[ :SENSe] : RESistance:NPLCycles {く 数 値  >  | MINimum | MAXimum | DEFau It }

〔機 能 〕 2W Q フ ァ ン ク シ ョ ン の 積 分 時 間 （PLC) の 設 定

〔パ ラ メ ー タ 〕 { < 数 値 >  

< 数 値 >

MINimum

MAXimum

DEFau 1 1

I MINimum | MAXimum | DEFault }

: 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのと〗 + 5 . 0 0 0 0 0 E- 0 5〜 + 1 . 0 0 0 0 0 E + 02 

電 源 周 波 数 が  6 0 Hzのと！ + 6 . 0 0 0 0 0 E- 0 5〜 + 1 . 0 0 0 0 0 E + 02 

( 設 定 ス テ ッ プ に つ い て は [ 表 9 - 2 0 ] 、 [ 表 9- 22 ] 

を 参 照 ）

: 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき+ 5 . 0 0 0 0 0 E-05 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき+ 6 . 0 0 0 0 0 E-05 

: 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき+ 1 . 0 0 0 0 0 E + 02 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき+ 1 . 0 0 0 0 0 E + 02 

: 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき+ 1 . 0 0 0 0 0 E + 01 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき+ 1 . 0 0 0 0 0 E + 01

〔ク エ リ 〕 [:SENSe] : RESistance:NPLCycles? [MINimum | MAXimum | DEFault]

〔ク エ リ の 応 答 〕 固 定 小 数 点 表 記

オブシ3ン指定時 MINimum

MAXimum 

DEFau 1 1

: 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのと！ 4 5 . 0 0 0 0 0 E- 0 5” 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき”+ 6 . 0 0 0 0 0 E- 0 5” 

: 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき”+ 1 . 0 0 0 0 0 E + 0 2” 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき” H . 0 0 0 0 0 E + 0 2” 

: 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき”+ 1 . 0 0 0 0 0Е + 0 Г 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzの と き 4 1 . 0 0 0 0 0Е + 0 Г

〔説 明 〕 2W Q ファンクションの積分時間（PLC) を 設 定 し ま す 。

電 源 周 波 数 に よ り 、 設 定 ス テ ッ プ が 異 な る の で 注 意 し て 下 さ い 。
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[ :SENSe] : RESistance:APERture {く 数 値 〉 | MINimum | MAXimum | DEFault }

〔機 能 〕 2W D フ ァ ン ク シ ョ ン の 積 分 時 間 （SEC) の 設 定

〔パラメ  ー タ 〕 { く 数 値 〉 | MINimum | MAXimum | DEFault }

く 数 値  >  : 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき+ 1 . 0 0 0 0 0 E- 0 6〜 +2. 0 0 0 0 0 E + 00

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき+ 1 . 0 0 0 0 0 E - 0 6〜 H . 6 6 6 6 6 E + 00 

( 設 定 ス テ ッ プ に つ い て は [ 表 9 - 2 1 ] 、 [ 表 9-23] 

を 参 照 ）

MINimum : 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき+ 1 . 0 0 0 0 0 E -06

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき+ 1 . 0 0 0 0 0 E-06 

MAXimum : 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき+2. 0 0 0 0 0 E + 00 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき+ 1 . 6 6 6 6 6 E + 00 

DEFault : 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき+2. 0 0 0 0 0 E -01

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき+ 1 . 6 6 6 6 6 E-01

〔ク エ リ 〕 [:SENSe] : RESistance:APERture? [MINimum | MAXimum | DEFault]

〔ク エ リ の 応 答 〕 固 定 小 数 点 表 記

オプション指定時 MINimum • • 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき”+ 1 . 0 0 0 0 0 E- 0 6”

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき” H . 0 0 0 0 0 E - 0 6”

MAXimum : 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのときn+2. 0 0 0 0 0 E + 0 0”

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき”+ 1 . 6 6 6 6 6 E + 0 0”

DEFault : 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき”+2. 0 0 0 0 0Е- 0Г

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき”+ 1 . 6 6 6 6 6Е- 0Г

〔説 明 〕 2W Q フ ァ ン ク シ ョ ン の 積 分 時 間 （SEC) を 設 定 し ま す 。

電 源 周 波 数 に よ り 、 設 定 ス テ ッ プ が 異 な る の で 注 意 し て 下 さ い 。

[:SENSe] : RESistance:OCOMpensated < 0 N I 0 FF>

〔機 能 〕

〔パ ラ メ ー タ 〕

〔ク エ リ 〕

2W Q フ ァ ン ク シ ョ ン の オ フ セ ッ ト 電 圧 補 正 機 能 0 N/ 0 FF設 定  

< 0 N | OFF)

ON ま た は  1 : 2W f iフ ァ ン ク シ ョ ン の OHM COMP (Ш

O F F ま た は  0 : 2W Q フ ァ ン ク シ ョ ン の OHM COMP OFF

[ :SENSe] : RESistance:OCOMpensated?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”0” （O F F 時 ） 

”1” （ON時 ）
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[ :SENSe] : RESistance: RANGe : LIMi t {く レンジ下限値 >  | MINimum | MAXimum | DEFaul t } ，

{ <  レンジ上限値 > | M I N i m u m  |MAXiniuin | D E F a u l t }

〔機 能 〕 2W Q フ ァ ン ク シ ョ ン の レ ン ジ の 移 動 範 囲 の 設 定

〔パ ラ メ ー タ 〕

〔ク エ リ 〕

{くレンジ下限値〉 MINimum MAXimum 

{くレンジ上限値〉 MINimum MAXimum

DEFault } , 

DEFault }

< レンジ下限値>  

MINimum 

MAXimum 

DEFault 

< レンジ上限値>  

MINimum 

MAXimum 

DEFault

1 . 0 0ЕЖ 〜 L 0 0 E + 09 

+ 1 . 0 0 E+01 

+ 1 . 0 0 E+09 

+ 1 . 0 0 E+01

1 . 0 0ЕШ 〜 1 . 0 0 E + 09 

+ 1 . 0 0 E+01 

+ 1 . 0 0 E+09 

+ 1 . 0 0 E+09

[ :SENSe] : RESistance:RANGe:LIMit? [MINimum | MAXimum | DEFault]

, [MINimum I MAXimum I DEFault]

〔ク エ リ の 応 答 〕 固 定 小 数 点 型 指 数 表 記

オプション指定時 

MINimum 

MAXimum 

DEFault 

MINimum 

MAXimum 

DEFault

+ 1 . 0 0 E+ 0 1” 

H . 0 0 E + 0 9” 

II. 0 0 EI0 1 >, 

+ 1 . 0 0ЕШ” 

+ 1 . 0 0 E + 0 9” 

+ 1 . 0 0 E + 0 9”

〔説 明 〕 パ ラ メ ー タ を 設 定 す る と 、 本 器 は 設 定 さ れ た パ ラ メ ー タ の 範 囲 に よ

り レ ン ジ を 決 定 し ま す 。

以 下 に パ ラ メ ー タ 設 定 範 囲 と 決 定 レ ン ジ を 示 し ま す 。

パラメ 一 夕 設 定 範 囲 決 定 レ ン ジ

10 I s パラメ-夕 < 1 1 . 2 0 E + 0 1 I 10 D  ( 1 . 0 0 E+ 0 1 ) レンジ

! 1 . 2 0 E+ 0 1 I ^ パラメ-夕 < 11 . 2 0 E+ 0 2 I 100 Q  ( 1 . 0 0 E + 0 2 ) レンジ

1 1 . 2 0 E+ 0 2 I ^ パラトタ < 1 1 . 2 0 E + 0 3 I 1000 D  ( 1 . 0 0 E + 0 3 ) レンジ

1 1 . 2 0 E+ 0 3 I ^ パラメ-夕 < 11 . 2 0 E+ 0 4 I 10 k Q  ( 1 . 0 0 E + 0 4 ) レンジ

1 1 . 2 0 EI0 4 I ^ パラメ-夕 < 11 . 2 0 E+ 0 5 I 100 k Q  ( 1 . 0 0 E + 0 5 ) レンジ

1 1 . 2 0 E + 0 5 I ^ パラメ-夕 < 11 . 2 0 E + 0 6 I 1000 k f H l . 0 0 E + 0 6 ) レンジ

1 1 . 2 0 EI0 6 I ^ パラメ-夕 < 1 1 . 2 0 E + 0 7 I 10 M Q  ( 1 . 0 0 E + 0 7 ) レンジ

1 1 . 2 0 EI0 7 I ^ パラメ-夕 < 11 . 2 0 E+ 0 8 I 100 M Q  ( 1 . 0 0 E + 0 8 ) レンジ

1 1 . 2 0 E + 0 8 I ^ パラメ-夕 < 11 . 2 0 BI0 9 I 1 000 ( 1 . 0 0 E+ 0 9 ) レンジ
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[ :SENSe] : RESistance:POWer {HI | LOW }

〔機 能 〕 2W Q フ ァ ン ク シ ョ ン の HI/ L0W パ ワ ー の 選 択

〔パラメ  ー タ 〕 {HI | LOW }

HI : HIを 選 択

LOW : L O W を 選 択

〔ク エ リ 〕 [:SENSe] :RESistance:POWer?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”HI ” （H I 選 択 時 ）

” LOW” （LOW選 択 時 ）

[:SENSe] : RESistance:PROTection < 0 N I OFF)

〔機 能 〕 2W Q フ ァ ン ク シ ョ ン の 過 電 圧 入 力 保 護 ON/ OFF設 定

〔パラメ  ー タ 〕 < 0 N | OFF〉

ON ま た は  1 : 2W Q フ ァ ン ク シ ョ ン の 過 電 圧 入 力 保 護 ON

O F F ま た は  0 : 2 W Q フ ァ ン ク シ ョ ン の 過 電 圧 入 力 保 護 OFF

〔ク エ リ 〕 [:SENSe] : RES istance :PR0 Tect ion?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”0” （O F F 時 ） 

”1，， （ON 時 ）
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[ :SENSe] : FRESistance:RANGe {く 数 値 〉 |MINimum |MAXinum |DEFault }

〔機 能 〕 4 W Q フ ァ ン ク シ ョ ン の レ ン ジ 設 定

〔パ ラ メ ー タ 〕 { く 数 値 >

< 数 値 >  

MINimum 

MAX imuin 

DEFau 1 1

MINimum I MAXimum I DEFault } 

: 1 . 0 0ЕШ 〜 1 . 0 0 E + 09 

: 1 . 0 0 E + 01 

: 1 . 0 0 E + 09 

: 1 . 0 0 E + 03

〔ク エ リ 〕 [:SENSe] : FRESistance :RANGe? [MINimum I MAXimum I DEFault]

〔ク エ リ の 応 答 〕 固 定 小 数 点 型 指 数 表 記

オプション指定時 

MINimum 

MAXimum 

DEFau 1 1

+ 1.ООЕ + ОГ 

+ 1 . 0 0 E+ 0 9” 

+ 1 .ООЕШ”

〔説 明 〕 パ ラ メ ー タ を 設 定 す る と 、 本 器 は 設 定 さ れ た パ ラ メ ー タ の 範 囲 に よ

り レ ン ジ を 決 定 し ま す 。

以 下 に パ ラ メ ー タ 設 定 範 囲 と 決 定 レ ン ジ を 示 し ま す 。

ノくラメ 一 夕 設 定 範 囲 決 定 レ ン ジ

0 パラメ-夕 < 1 . 2 0 EI01 10 f H l . 0 0ЕШ ) レンジ

1 . 2 0Е+01 パラメ-夕 < 1 . 2 0Е+02 100 f H l . 0 0 E + 0 2 )レンジ

1 . 2 0Е+02 パラメ-夕 < L 2 0 E + 03 1 000 Й ( 1 . 0 0 E+ 0 3 )レンジ

1 . 2 0Е+03 パラメ-夕 < 1 . 2 0Е+04 10 k Q  ( 1 . 0 0 E + 0 4 )レンジ

1 . 2 0Е+04 パラトタ < 1 . 2 0Е+05 100 k Q  ( 1 . 0 0 E + 0 5 )レンジ

1 . 2 0Е+05 パラメ-夕 < 1 . 2 0Е+06 1 000 k Q  ( 1 . 0 0 E + 0 6 )レンジ

1 . 2 0Е+06 パラメ-夕 < 1 . 2 0Е+07 10 МЙ ( 1 . 0 0 E + 0 7 )レンジ

1 . 2 0Е+07 パラメ-夕 < 1 . 2 0Е+08 100 M Q  ( 1 . 0 0 E + 0 8 )レンジ

1 . 2 0 EI08 パラメ-夕 < 1 . 2 0Е + 09 ' 1 000 МЙ ( 1 . 0 0 E + 0 9 )レンジ

9 - 2 2 5 0 7 0 3 3 0



〔ク エ リ 〕 [:SENSe] :FRESistance :RANGe : AUTO?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”0” （O F F 時 ）

T  ( ON時 ）

[:SENSe] : FRESistance:DIGits {く 数 値 〉 | MINimum | MAXimum | DEFau 1 1 }

〔機 能 〕 4W Q ファン ク シ ヨ ン の レ ゾ リ ュ ー シ ョ ン の 設 定

〔パ ラ メ ー タ 〕 { < 数 値 > j MINimum MAXimum I DEFault }

< 数 値 > : 4 . 0 0  〜 8 . 0 0 '〔桁 〕

MINimum : 4. 00 〔桁 〕

MAXimum : 8. 00 〔桁 〕

DEFau 1 1 : 7. 00 〔桁 〕

〔ク エ リ 〕 [:SENSe] :FRESistance:DIGits? [MINimum | MAXinuim | DEFault]

〔ク エ リ の 応 答 〕 固 定 小 数 点 表 記

: 4W Q フ ァ ン ク シ ョ ン の オ ー ト • レ ン ジ 0 N 

: 4 W Q フ ァ ン ク シ ョ ン の オ ー ト • レ ン ジ OFF

オプション指定時 

MINimum 

MAX iinum 

DEFau 1t
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[ :SENSe] : FRESistance:RANGe:AUTO < 0 N I OFF)

〔機 能 〕 4W Q フ ァ ン ク シ ョ ン の オ ー ト • レ ン ジ 0 N/ 0 FF設 定
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[ :SENSe] : FRESistance:NPLCycles {く 数 値  >  |MINimum |MAXimum |DEFault }

〔機 能 〕 4 W Q フ ァ ン ク シ ョ ン の 積 分 畤 間 （PLC) の 設 定

〔パラメ  ー タ 〕 {く 数 値  >  | MINimum | MAXimum | DEFault }

< 数 値  >  : 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのと纟 +5. 0 0 0 0 0 E- 0 5〜 + 1 . 0 0 0 0 0 E + 02

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき+ 6 . 0 0 0 0 0 E- 0 5〜 + 1 . 0 0 0 0 0 E + 02 

( 設 定 ス テ ッ プ に つ い て は [ 表 9 - 2 0 ] 、 [ 表 9-22] 

を 参 照 ）

MINimum : 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき+5. 0 0 0 0 0 E-05 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき+6. 0 0 0 0 0 E-0 5 

MAXimum : 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき+ 1 . 0 0 0 0 0 E + 02 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき+ 1 . 0 0 0 0 0 E + 02 

DEFault : 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき+ 1 . 0 0 0 0 0 E + 01

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき+ 1 . 0 0 0 0 0 E + 01

〔ク エ リ 〕 [:SENSe] : FRESistance:NPLCycles? [MINimum | MAXimum | DEFault]

〔ク エ リ の 応 答 〕 固 定 小 数 点 表 記

オプション指定時 MINinuim 

MAXimum 

DEFault

• • 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき”+5. 0 0 0 0 0 E- 0 5” 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき” + 6 . 0 0 0 0 0 E- 0 5” 

: 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき”+ 1 . 0 0 0 0 0 E + 0 2 ” 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき” H . 0 0 0 0 0 E + 0 2 ” 

: 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzの と き 4 1 . 0 0 0 0 0Е + 0 Г 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとi ”+ 1 . 0 0 0 0 0 E + 0 1 ”

〔説 明 〕 4 W Q フ ァ ン ク シ ョ ン の 積 分 時 間 （PLC) を 設 定 し ま す 。

電 源 周 波 数 に よ り 、 設 定 ス テ ッ プ が 異 な る の で 注 意 し て 下 さ い 。
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[ :SENSe] :FRESistance:APERture {く 数 値 〉 | MINimum | MAXimum | DEFaul t }

〔機 能 〕 4W Q フ ァ ン ク シ ョ ン の 積 分 時 間 （SEC) の 設 定

〔パ ラ メ ー タ 〕 { < 数 値 >  

< 数 値 >

MINimum

MAXimum

DEFau 1 1

I MINimum | MAXimum | DEFault }

: 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき+ 1 . 0 0 0 0 0 E- 0 6へ 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき41.0 0000E- 0 6へ 

( 設 定 ス テ ッ プ に つ い て は [ 表 9-21] 

を 参 照 ）

: 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき+ 1 . 0 0 0 0 0 E-06 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき+ 1 . 0 0 0 0 0 E-0 6 

: 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき+ 2 . 0 0 0 0 0 E + 00 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき+ 1 . 6 6 6 6 6 E + 00 

: 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき+ 2 . 0 0 0 0 0 E-01 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき+ 1 . 6 6 6 6 6 E -01

+ 2 . 0 0 0 0 0 EtOO 

+ 1 . 6 6 6 6 6 E+0 0 

、 [表 9-2 3 ]

〔ク エ リ 〕 [:SENSe] : FRESistance:APERture? [MINimum | MAXimum | DEFault]

〔ク エ リ の 応 答 〕 固 定 小 数 点 表 記

オプション指定時 

MINimum

MAXimum

DEFault

電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき 

電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき 

電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき

”+ 1 . 0 0 0 0 0 E - 0 6” 

，Ч1. 0 0 0 0 0 E - 0 6” 

”+ 2 . 0 0 0 0 0 E + 0 0” 

，Ч1. 6 6 6 6 6 E + 0 0 ” 

，Ч2. 0 0 0 0 0Е- 0Г 

，Ч1. 6 6 6 6 6Е- 0 1”

〔説 明 〕 4 W Q フ ァ ン ク シ ョ ン の 積 分 時 間 （SEC) を 設 定 し ま す 。

電 源 周 波 数 に よ り 、 設 定 ス テ ッ プ が 異 な る の で 注 意 し て 下 さ い 。
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: 4W Q フ ァ ン ク シ ョ ン の 付 加 機 能 ON 

: 4 W Q フ ァ ン ク シ ョ ン の 付 加 機 能 OFF

〔ク エ リ 〕 [:SENSe] : FRESistance:SOURce:STATe?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”0” （O F F 時 ）

T  ( 0 N 時 ）

9 . 14 S C P I コ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

[ :SENSe] : FRESistance:SOURce {OCOMpensated I CHECk }

〔機 能 〕 4 W Q フ ァ ン ク シ ョ ン の オ フ セ ッ ト 電 圧 補 正 機 能 と 4 W Q チ ヱ ッ ク の 選 択

〔パラメ  ー タ 〕 {OCOMpensated | CHECk }

OCOMpensated : OHM COMPを 選 択

CHECk : 4 W Q チ ェ ッ ク を 選 択

〔ク エ リ 〕

〔ク エ リ の 応 答 〕

[:SENSe] : FRESistance:SOURce?

”0С0М” （オ フ セ ッ ト 電 圧 補 正 機 能 を 選 択 時 ） 

” СНЕС” （4 W Q チ ェ ッ ク を 選 択 時 ）

[:SENSe] : FRESistance:S0 URce:STATe < 0 N I OFF)

〔機 能 〕 4W Q フ ァ ン ク シ ョ ン の 付 加 機 能 （” OHM COMP”，”4計ェック”）0 N/ 0 FF設 定
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9 . 14 S С Р Iコ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

[ :SENSe] : FRESistance:RANGe:LIMit {く レンジ下限値〉 | MINimum I MAXimim | DEFault } ，

{ < レ ン ジ 上 限 値 〉 I MINimum I MAXinuun I DEFault }

〔機 能 〕 4 W Q フ ァ ン ク シ ョ ン の レ ン ジ の 移 動 範 囲 の 設 定

〔パ ラ メ ー タ 〕

〔ク エ リ 〕

〔ク エ リ の 応 答 〕

{ < レンジ下限値〉 MINimum MAXimum 

{ くレンジ上限値〉 MINinum MAXimum

DEFault } , 

DEFault }

くレンジ下限値 > 1 . 0 0 E + 0 1 〜 1 . 0 0 E + 09

MINimum + 1 . 0 0 E+01

MAXimum + 1 . 0 0 E +09

DEFault + 1 . 0 0 E+01

< レンジ上限値> 1 . 0 0 E + 0 1 〜 1 . 0 0 E + 09

MINimum + 1 . 0 0 E+01

MAXimum + 1 . 0 0 E+09

DEFault + 1 . 0 0 E+09

[ :SENSe] : FRESistance:RANGe :LIMit? [MINimum | MAXimum | DEFault]

, [MINimum | MAXimum [ DEFault]

固 定 小 数 点 型 指 数 表 記

オプション指定時 

MINimum 

MAXimum 

DEFault 

MINimum 

MAXimum 

DEFault

H . 0 0 E + 0 1” 

+ 1 . 0 0 E + 0 9” 

+ 1.ООЕ + ОГ 

+ 1 . 0 0 E + 0 1” 

+ 1 . 0 0 E + 0 9” 

+ 1 . 0 0 E + 0 9”

〔説 明 〕 パ ラ メ ー タ を 設 定 す る と 、 本 器 は 設 定 さ れ た パ ラ メ ー タ の 範 囲 に よ

り レ ン ジ を 決 定 し ま す 。

以 下 に パ ラ メ ー タ 設 定 範 囲 と 決 定 レ ン ジ を 示 し ま す 。

ノ、。ラメ 一 夕 設 定 範 囲 決 定 レ ン ジ

0 パラメ-夕 < 1 . 2 0 E+01 10 Q  ( 1 . 0 0 E + 0 1 ) レンジ

1 . 2 0 E + 01 < パラメ-夕 < 1 . 2 0 E +02 100 Q  ( 1 . 0 0 E+ 0 2 ) レンジ

1 . 2 0 E+02 パラメ-夕 < 1 . 2 0 E +03 1000 Q  ( 1 . 0 0 E+ 0 3 ) レンジ

1 . 2 0 E+03 パラメ-夕 < 1 . 2 0 E +04 10 k Q  ( 1 . 0 0 E + 0 4 ) レンジ

1 . 2 0 E+04 パラメ-夕 < 1 . 2 0 E +05 100 k Q  ( 1 . 0 0 E + 0 5 ) レンジ

1 . 2 0 E+05 パラメ-夕 < 1 . 2 0 E +06 10 00 k Q  ( 1 . 0 0 E + 0 6 ) レンジ

1 . 2 0 E+06 パラメ-夕 < 1 . 2 0 E+07 10 M Q  ( 1 . 0 0 E + 0 7 ) レンジ

1. 2 0 E+07 パラメ-夕 < 1 . 2 0 B+08 100 M Q  ( 1 . 0 0 E + 0 8 ) レンジ

1 . 2 0 E+08 パラメ-夕 < 1 . 2 0 E+09 10 00 Mfi ( 1 . 0 0 E + 0 9 ) レンジ
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9 . 1 4  SCPIコ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

[ :SENSe] : FRESistance:POWer {HI I LOW

〔機 能 〕 4 W Q フ ァ ン ク シ ョ ン の HI/ L0W ノ、。ワ ー の 選 択

〔パ ラ メ ー タ 〕 {HI | LOW }

HI : HI を 選 択  

LOW : L O W を 選 択

〔ク エ リ 〕 [:SENSe] : FRESistance:POWer?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”HI ” （H I 選 択 時 ） 

” LOW” （LOW選 択 時 ）
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9 . 14 SCPIコ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

[ :SENSe] :CURRent:DC:RANGe {く 数 値 〉 | MINinunn | MAXimum | DEFau 1 1 }

〔機 能 〕 D C I ファン

〔パ ラ メ ー タ 〕 { く 数 値 >

< 数 値 >  

MIN imum 

MAXimum 

DEFau 1 1

シ ヨ ン の レ ン ジ 設 定

| MINimum | MAXimum j DEFault } 

1 . 0 0 E-07 〜 1 . 0 0 E + 00 

1 . 0 0 E-07 

1 . 0 0 E+00 

1 . 0 0 E-02

〔ク エ リ 〕 [:SENSe] :CURRent:D C :RANGe? [MINimum | MAXimum | DEFault]

〔ク エ リ の 応 答 〕 固 定 小 数 点 型 指 数 表 記  

ォプシ3ン指定時

MINimum : ”+ 1 . 0 0 E- 0 7”

MAXimum : Ч 1 . 0 0Е + 0 0”

DEFault : Ч 1 . 0 0Е- 0 2”

〔説 明 〕 パ ラ メ ー タ を 設 定 す る と 、 本 器 は 設 定 さ れ た パ ラ メ ー タ の 範 囲 に よ

り レ ン ジ を 決 定 し ま す 。

以 下 に パ ラ メ ー タ 設 定 範 囲 と 決 定 レ ン ジ を 示 し ま す 。

ノ、。ラ メ 一 夕 設 定 範 囲 決 定 レ ン ジ

10 1 < パラメ-夕 <  | 1 . 2 0 E- 0 7 I 100 nA ( 1 . 0 0Е- 0 7 ) レンジ

1 1 . 2 0 E- 0 7 I パラメ-夕 く 1 1 . 2 0 E - 0 6 I 1000 nA ( 1 . 0 0Е- 0 6 ) レンジ

1 1 . 2 0 E- 0 6 I パラメ-夕 <  I 1 . 2 0 E- 0 5 I 1 0 д A ( 1 . 0 0Е- 0 5 ) レンジ

1 1 . 2 0 E- 0 5 I< パラトタ <  1 1 . 2 0 E- 0 4 I 1 0 0 //A ( 1 . 0 0E- 0 4 ) レンジ

1 1 . 2 0 E- 0 4 I パラメ-夕 <  I 1 . 2 0 E- 0 3 I 1000 и А ( 1 . 0 0E- 0 3 ) レンジ

1 1 . 2 0 E- 0 3 I< パラメ-夕 <  | 1 . 2 0 E- 0 2 I 10 шА ( 1 . 0 0E- 0 2 ) レンジ

1 1 . 2 0 E- 0 2 I パラメ-夕 <  | 1 . 2 0Б-011 100 тА ( 1 . 0 0E- 0 1 ) レンジ

1 1 . 2 0 E- 0 1 I パラメ-夕 <  I 1 . 2 0 E+ 0 0 I 10 00 тА ( 1 . 0 0E+ 0 0 ) レンジ
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〔パ ラ メ ー タ 〕 { < 数 値 > | MINimum | MAXimum

< 数 値 〉 : 4 . 0 0  〜 7 . 0 0

MINimum : 4. 00

MAXimum : 7. 00

DEFau 1 1 : 6 .  00

〔ク エ リ の 応 答 〕 固 定 小 数 点 表 記

オプション指定時 

MINimum 

MAXimum 

DEFau 1 1

〔ク エ リ 〕 [ :SENSe] :CURRent :D C :DIGits? [MINimum I MAXimum I DEFault]

9 . 1 4  SCPIコ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

[ :SBNSe] : CURRent:D C :RANGe:AUTO < 0 N | OFF)

〔機 能 〕 D C I フ ァ ン ク シ ョ ン の オ ー ト • レ ン ジ ON/ OFF設 定

〔パラメ  ー タ 〕 < 0 N | 0 FF>

ON ま た は  1 : DCIフ ァ ン ク シ ョ ン の オ ー ト • レ ン ジ ON

O F F ま た は  0 : DCIフ ァ ン ク シ ョ ン の オ ー ト • レ ン ジ OFF

〔ク エ リ 〕 [:SENSe] : CURRent:D C :RANGe :AUTO?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”0” （O F F 時 ）

，T ’ （0 N時 ）

[:SENSe] : CURRent:DC:DIGits {く 数 値 〉 | MINimum | MAXimum | DEFault }

〔機 能 〕 D C I フ ァ ン ク シ ョ ン の レ ゾ リ ュ ー シ ョ ン の 設 定

FE

桁
桁
桁
桁
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О
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9 . 14 S С Р I コ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

[ :SENSe] :CURRent :DC:NPLCycles {く 数 値 〉 | MINimum | MAXimum | DEFau 1 1 }

〔機 能 〕 D C I フ ァ ン ク シ ョ ン の 積 分 時 間 （PLC) の 設 定

〔パ ラ メ ー タ 〕 {く 数 値  >  | MINimum | MAXimum | DEFault }

< 数 値 >

MINimum

MAXimum

DEFau 1 1

電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとさ+ 5 . 0 0 0 0 0 E- 0 5〜 + 1 . 0 0 0 0 0 E + 02 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき+ 6 . 0 0 0 0 0 E- 0 5〜 + 1 . 0 0 0 0 0 E + 02 

( 設 定 ス テ ッ プ に つ い て は [ 表 9 - 2 0 ] 、 [ 表 9-22 ] 

を 参 照 ）

+ 5 . 0 0 0 0 0 E-05 

+ 6 . 0 0 0 0 0 E -05 

+ 1 . 0 0 0 0 0 E+02 

+ 1 . 0 0 0 0 0 E+02 

+ 1 . 0 0 0 0 0 E+01 

+ 1 . 0 0 0 0 0 EI01

電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき 

電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき 

電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき

〔ク エ リ 〕 [:SENSe] :CURRent:D C :NPLCycles? [MINimum | MAXimum | DEFault]

〔ク エ リ の 応 答 〕 固 定 小 数 点 表 記

オプション指定時 

MINimum

MAXimum

DEFault

電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとさ”+ 5 . 0 0 0 0 0 E- 0 5” 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき”+ 6 . 0 0 0 0 0 E - 0 5” 

電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのと纟 ”+ 1 . 0 0 0 0 0 E + 0 2 ” 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき”+ 1 . 0 0 0 0 0 E + 0 2” 

電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき”+ 1 . 0 0 0 0 0Е + 0 1” 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき”+ 1 . 0 0 0 0 0Е + 0 1 ”

〔説 明 〕 D C I フ ァ ン ク シ ョ ン の 積 分 時 間 （PLC) を 設 定 し ま す 。

電 源 周 波 数 に よ り 、 設 定 ス テ ッ プ が 異 な る の で 注 意 し て 下 さ い 。
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9 . 14 S С Р I コ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

[ :SENSe] : CURReiU:DC:APERture {く 数 値  >  | MINinum | MAXimum | DEFault }

〔機 能 〕 D C I フ ァ ン ク シ ョ ン の 積 分 時 間 （SEC) の 設 定

〔パラメ  ー タ 〕 {く 数 値 〉 | MINimum | MAXimum | DEFault }

< 数 値 >  • • 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき+ 1 . 0 0 0 0 0 E- 0 6〜 + 2 . 0 0 0 0 0 E + 00 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのと〗 + 1 . 0 0 0 0 0 E- 0 6〜 + 1 . 6 6 6 6 6 E + 00 

( 設 定 ス テ ッ プ に つ い て は [ 表 9 - 2 1 ] 、 [ 表 9-23]  

を 参 照 ）

MINimum : 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき+ 1 . 0 0 0 0 0 E-06

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのと〗 + 1 . 0 0 0 0 0 E-06 

MAXimum : 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき+2. 0 0 0 0 0 E + 00 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき+ 1 . 6 6 6 6 6 E + 00 

DEFault : 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき+2. 0 0 0 0 0 E-01

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき+ 1 . 6 6 6 6 6 E-01

〔ク エ リ 〕 [:SENSe] :CURRent:D C :APERture? [MINimum | MAXinum | DEFault]

〔ク エ リ の 応 答 〕 固 定 小 数 点 表 記

オプション指定時 MINimum 

MAXimum 

DEFault

電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのと！ ” + 1 . 0 0 0 0 0 E- 0 6” 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのと纟 ”+ 1 . 0 0 0 0 0 E- 0 6” 

電 源 周 波 数 が 5 0 Hzの と き 4 2 . 0 0 0 0 0 E + 0 0” 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき”+ 1 . 6 6 6 6 6 E + 0 0 ” 

電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき”+2. 0 0 0 0 0Е- 0Г 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき”+ 1 . 6 6 6 6 6Е- 0Г

〔説 明 〕 D C I フ ァ ン ク シ ョ ン の 積 分 時 間 （SEC) を 設 定 し ま す 。

電 源 周 波 数 に よ り 、 設 定 ス テ ッ プ が 異 な る の で 注 意 し て 下 さ い 。
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9 . 14 S C P I コ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

[ :SENSe] :CURRent:AC:RANGe {く 数 値  >  | MINimum | MAXimum | DEFau 1 1 } ( 6 5 8 1の み ）

〔機 能 〕 A C I フ ァ ン ク シ ョ ン の レ ン ジ 設 定

〔パ ラ メ ー タ 〕 { < 数 値 >

< 数 値 >  

MINimum 

MAX inium 

DEFau 1 1

MINimum | MAXimum | DEFault } 

: 1 . 0 0 E-04 〜 l.OOE + OO 

: 1 . 0 0 E-04 

: 1 . 0 0 E + 00 

: 1 . 0 0 E-02

〔ク エ リ 〕 [:SENSe] :CURRent:A し RANGe? [MINimum I MAXimum I DEFault]

〔ク エ リ の 応 答 〕 固 定 小 数 点 型 指 数 表 記

オプション指定時

MINimum : ” + 1 . 0 0Е_ 0Г

MAXimum : ” + 1 . 0 0 E_ ，，

DEFault : ”+ 1 . 0 0 E- 0 2”

〔説 明 〕 パ ラ メ ー タ を 設 定 す る と 、 本 器 は 設 定 さ れ た パ ラ メ ー タ の 範 囲 に よ

り レ ン ジ を 決 定 し ま す 。

以 下 に パ ラ メ ー タ 設 定 範 囲 と 決 定 レ ン ジ を 示 し ま す 。

パ ラ メ ー タ 設 定 範 囲 決 定 レ ン ジ

0 ^  パラメ-夕く 1 . 2 0 E-04 

1 . 2 0 E-04 ^  Лラメ-夕 <  1 . 2 0 E-03 

1 . 2 0 E-03  ^  Л ラトタく 1 . 2 0 E-02 

1 . 2 0 E-02 ^  Лラメ-夕 <  1 . 2 0 E-01 

1 . 2 0 E-01 ^  Лラメ-夕 <  1 . 2 0 E + 00

1 0 0 //A ( 1 . 0 0 E- 0 4 ) レンジ 

1000 дА ( 1 . 0 0 E- 0 3 ) レンジ 

10 mA ( 1 . 0 0Е- 0 2 ) レンジ 

100 mA ( 1 . 0 0 E- 0 1 ) レンジ 

1000 mA ( 1 . 0 0 E+ 0 0 ) レンジ
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〔パ ラ メ ー タ 〕 { < 数 値 > MINimum I MAXimum

< 数 値 > : 4 .  00 〜 6. 00

MINimum : 4 .  00

MAXimum : 6 .  00

DEFau 1 1 : 6 .  00

オプション指定時 

MINimum 

MAXimura 

DEFau 1 1

〔ク エ リ 〕 [:SENSe] : CURRent:A C :DIGits? [MINimum I MAXimum I DEFau 1 1]

〔ク エ リ の 応 答 〕 固 定 小 数 点 表 記

9 . 14 S С P I コ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

[ :SENSe] :CURRent :A C :RANGe:AUTO < 0 N | OFF) ( 6 5 8 1の み ）

〔機 能 〕 A C I フ ァ ン ク シ ョ ン の オ ー ト • レ ン ジ 0 N/ 0 FF設 定

〔パラメ  ー タ 〕 くON | OFF〉

ON ま た は  1 : АС Iフ ァ ン ク シ ョ ン の オ ー ト • レ ン ジ ON

O F F ま た は  0 : ACIフ ァ ン ク シ ョ ン の オ ー ト • レ ン ジ OFF

〔ク エ リ 〕 [:SENSe] :CURRent:A C :RANGe:AUTO?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”0” （O F F 時 ）

”1” （0 N 時 ）

[ :SENSe] : CURRerU :A C : DIG i ts {く 数 値 〉 | MINimum | MAXimum | DEFau H  } ( 6 5 8 1の み ）

〔機 能 〕 A C I フ ァ ン ク シ ョ ン の レ ゾ リ ュ ー シ ョ ン の 設 定

FE
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取 扱説明書

9 . 14 S C P I コ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

[ :SENSe] : CURRent:AC:NPLCycles {く 数 値 〉 | MINimum | MAXiimm | DEFau 11 } ( 6 5 8 1の み ）

〔機 能 〕 A C I フ ァ ン ク シ ョ ン の 積 分 時 間 （PLC) の 設 定

〔パ ラメ  ー タ 〕 { く 数 値 〉 | MINimum | MAXimum | DEFault }

く 数 値 〉 ：電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき+5. 0 0 0 0 0 E- 0 5〜 + 1 . 0 0 0 0 0 E + 02 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき+ 6 . 0 0 0 0 0 E - 0 5〜 + 1 . 0 0 0 0 0 E + 02 

( 設 定 ス テ ッ プ に つ い て は [ 表 9 - 2 0 ] 、 [表 9-22] 

を 参 照 ）

MINimum : 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき+5. 0 0 0 0 0 E -05 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき+ 6 . 0 0 0 0 0 E-05 

MAXimum : 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき+ 1 . 0 0 0 0 0 E + 02 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとi + 1 . 0 0 0 0 0 E + 02 

DEFault : 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzの と き 0 0 0 0 0 E + 01 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき+ 1 . 0 0 0 0 0Е + 01

〔ク エ リ 〕 [:SENSe]:CURRenい A C :NPLCycles? [MINimum | MAXimum | DEFault]

〔ク エ リ の 応 答 〕 固 定 小 数 点 表 記

オプシ3ン指定時 MINimum 

MAXimum 

DEFault

電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき”+ 5 . 0 0 0 0 0 E- 0 5” 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき”+ 6 . 0 0 0 0 0 E- 0 5” 

電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき”+ 1 . 0 0 0 0 0 E + 0 2” 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき”+ 1 . 0 0 0 0 0 E + 0 2” 

電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき” Н . 0 0 0 0 0Е + 0Г 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき”+ 1 . 0 0 0 0 0 E + 0 1”

〔説 明 〕 A C I フ ァ ン ク シ ョ ン の 積 分 時 間 （PLC) を 設 定 し ま す 。

電 源 周 波 数 に よ り 、 設 定 ス テ ッ プ が 異 な る の で 注 意 し て 下 さ い 。
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9 . 1 4  S C P I コ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

[ :SENSe] : CURReiU:AC:APERture {く 数 値  >  | MINimum | MAXimum | DEFault } ( 6 5 8 1の み ）

〔機 能 〕 A C I フ ァ ン ク シ ョ ン の 積 分 時 間 （SEC) の 設 定

〔パ ラ メ ー タ 〕

〔ク エ リ 〕

〔ク エ リ の 応 答 〕

{ < 数 値 >  

< 数 値 >

MINimum

MAXimum

DEFau 1 1

MINimum | MAXimum | DEFault }'

: 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき+ 1 . 0 0 0 0 0 E- 0 6〜 +2. OOOOOE + OO 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき+ 1 . 0 0 0 0 0 E - 0 6〜 U . 6 6 6 6 6 E + 00 

( 設 定 ス テ ッ プ に つ い て は [ 表 9 - 2 1 ] 、 [表 9- 23 ] 

を 参 照 ）

: 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのと纟 + 1 . 0 0 0 0 0 E -06 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき+ 1 . 0 0 0 0 0 E-06 

: 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき+2. 0 0 0 0 0 E + 00 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき+ 1 . 6 6 6 6 6 E + 00 

: 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき+ 2 . 0 0 0 0 0 E-01 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき+ 1 . 6 6 6 6 6 E -01

[ :SENSe] : CURRent:A C :APERture? [MINimum | MAXimum | DEFault] 

固 定 小 数 点 表 記

オプション指定時 MINimum 

MAXimum 

DEFault

: 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき 

: 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき 

: 電 源 周 波 数 が 5 0 Hzのとき 

電 源 周 波 数 が 6 0 Hzのとき

+ 1 . 0 0 0 0 0 E - 0 6” 

+ 1 . 0 0 0 0 0 E- 0 6” 

+ 2 . 0 0 0 0 0 E+ 0 0” 

+ 1 . 6 6 6 6 6 E+ 0 0” 

+ 2 . 0 0 0 0 0 E- 0 1” 

+ 1 . 6 6 6 6 6Е- 0Г

〔説 明 〕 A C I フ ァ ン ク シ ョ ン の 積 分 時 間 （SEC) を 設 定 し ま す 。

電 源 周 波 数 に よ り 、 設 定 ス テ ッ プ が 異 な る の で 注 意 し て 下 さ い 。
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9 . 14 S C P I コ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

[ :SENSe] :CURRent :AC:FILTer {FAST I MID I SLOW} ( 6 5 8 1の み ）

〔機 能 〕 A C I フ ァ ン ク シ ョ ン の 周 波 数 帯 域 の 設 定

〔パラメ  ー タ 〕 {FAST | MID | SLOW}

FAST : FASTを 選 択

MID : M I D を 選 択

SLOW : SLOWを 選 択

〔ク エ リ 〕 [:SENSe] :CURRent:A C :FILTer?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”FAST” （FAST選 択 時 ） 

”MID ”（MID 選 択 時 ） 

” SLOW” （SLOW選 択 時 ）

[:SENSe] : CURRent :AC:COUPling {АС I DC} ( 6 5 8 1の み ）

〔機 能 〕

〔パ ラ メ ー タ 〕

〔ク エ リ 〕

〔ク エ リ の 応 答 〕

A C I フ ァ ン ク シ ョ ン の カ ッ プ リ ン グ の 選 択  

: A C を 選 択

{AC | DC} 

АС 

DC : A C D C を 選 択

[:SENSe] : CURRent:A C :COUPling?

”АС” （АС選 択 時 ）

”DC” （ACDC 選 択 時 ）
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OFF〉

ま た は  1 : A C I フ ァ ン ク シ ョ ン の 補 助 測 定 ON

ま た は  0 : A C I フ ァ ン ク シ ョ ン の 捕 助 測 定 OFF

〔ク エ リ 〕 L :SENSe」：CURRent:A C :SUBMeasure:STATe?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”0” （O F F 時 ）

T  ( 0 N 時 ）

9 . 1 4  S C P I コ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

[ :SENSe] : CURRent:AC:SUBMeasure {FREQuency I PERiod} ( 6 5 8 1の み ）

〔機 能 〕

〔パ ラ メ ー タ 〕

〔ク エ リ 〕

〔ク エ リ の 応 答 〕

A C I フ ァ ン ク シ ョ ン の 補 助 測 定 の 選 択

{FREQuency | PERiod}

FREQuency : FREQUENCY を 選 択

PERiod : PERIOD を 選 択

[:SENSe] : CURRent:A C :SUBMeasure?

” FREQ” （FREQUENCY選 択 時 ）

”PER ” （PERIOD 選 択 時 ）

[:SENSe] : CURRent:A C :SUBMeasure:STATe < 0 N | OFF) ( 6 5 8 1の み ）

〔機 能 〕 A C I フ ァ ン ク シ ョ ン の 補 助 測 定 の СШ/ OFF設 定

0く

N
 

F

о
 

о

夕ラ
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9 . 1 4  S C P I コ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

[ :SENSe] : FREQuency:VOLTage:RANGe { く 数 値 〉 | MINinum | MAXimum | DEFault} ( 6 5 8 1の み ）

〔機 能 〕 周 波 数 フ ァ ン ク シ ョ ン の 測 定 ソ ー ス （電 圧 ） の レ ン ジ 設 定

: パ ラ メ ー タ 〕

〔ク エ リ 〕

〔ク エ リ の 応 答 〕

{ <  数 値  > | M I N i m u m  |MAXimum |DEFault

< 数 値 >  

MINimum 

MAXimum 

DEFau 1 1

1 . 0 0 E-02 

1 . 0 0 E-02 

7 . 5 0 E+02 

1 . 0 0 E + 01

7. 5 0ЕШ

[ :SENSe] :FREQuency:VOLTage :RANGe? [MINimum | MAXimum | DEFault] 

固 定 小 数 点 型 指 数 表 記

オプション指定時 

MINimum 

MAXimum 

DEFault

4 1 . 0 0Е- 0Г 

4 7 .  5 0 E + 0 2 ” 

4 1 . 0 0Е + 0 Г

〔説 明 〕 パ ラ メ ー タ を 設 定 す る と 、 本 器 は 設 定 さ れ た パ ラ メ ー タ の 範 囲 に よ

り レ ン ジ を 決 定 し ま す 。

以 下 に パ ラ メ ー タ 設 定 範 囲 と 決 定 レ ン ジ を 示 し ま す 。

ノくラメ 一 夕 設 定 範 囲 決 定 レ ン ジ

0 パラメ-夕 < 1 . 2 0Е-02 lOmV ( 1 . 0 0 E- 0 2 ) レンジ

1. 2 0Е-02 バラトタ < 1 . 2 0Е-01 1001nV ( 1 . 0 0 E- 0 1 ) レンジ

1 . 2 0Е-01 パラメ-夕 < 1 . 2 0Е+00 1 0 0 0 mV ( 1 .OOE+ OO) レンジ

1 . 2 0Е+00 パラメ-夕 < 1 . 2 0Е+01 10 V ( 1 . 0 0 E+ 0 1 ) レンジ

1 . 2 0Е+01 パラメ-夕 < 1 . 2 0ЕШ 100 V ( 1 . 0 0 E+ 0 2 ) レンジ

1 . 2 0Е+02 パラメ-夕 7 . 5Е+02 7 5 0  V ( 7 . 5 E + 0 2 ) レンジ
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:周波数ファンクションの測定ソ-スの才-卜•レンジON 

:周波数ファンクションの測定ソ-スの才-卜•レンジOFF

〔ク エ リ 〕 [:SENSe] :FREQency:RANGe :AUTO?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”0” （O F F 時 ）

”1” Ш 時 ）

9 . 1 4  S С P I コ マ ン ド フ ァ レ ン ス

[ :SENSe] : FREQuency:CURRent:RANGe {く 数 値  > | M I N i m u m  |MAXimum | DEFault} ( 6 5 8 1の み ）

〔機 能 〕

〔パ ラ メ ー タ 〕

〔ク エ リ 〕

〔ク エ リ の 応 答 〕

〔説 明 〕

周 波 数 フ ァ ン ク シ ョ ン の 測 定 ソ ー ス （電 流 ） の レ ン ジ 設 定  

{く 数 値  >|MINiniuin iMAXimum | D E F a u l t }

< 数 値 〉 

MIN imum 

MAXimum 

DEFau1t

1 . 0 0 E-04 

1 . 0 0 E-04 

1 . 0 0 EI00 

1 . 0 0 E-02

1 . 0 0 E+00

[ :SENSe] :FREQuency:CURRent:RANGe? [MINimum | MAXimum | DEFault] 

固 定 小 数 点 型 指 数 表 記

オプション指定時 

MINimum 

MAXimum 

DEFault

，Ч1 . 0 0 E- 0 4” 

”+ 1 . 0 0 E_ ” 

，Ч1. 0 0 E - 0 2”

パ ラ メ ー タ を 設 定 す る と 、 本 器 は 設 定 さ れ た パ ラ メ ー タ の 範 囲 に よ  

り レ ン ジ を 決 定 し ま す 。

以 下 に パ ラ メ ー タ 設 定 範 囲 と 決 定 レ ン ジ を 示 し ま す 。

パ ラ メ ー タ 設 定 範 囲 決 定 レ ン ジ

0 ^  パ ラ ト タ く 1 . 2 0Е-04 

1 . 2 0Е-04 ^  Лラメ-夕 <  1 . 2 0Е-03 

1 . 2 0Е-03 ^  Лラメ-夕 <  1 . 2 0Е-02 

1 . 2 0Е-02 ^  Л ラトタく 1 . 2 0Е-01 

1 . 2 0Е-01 ^  パラメ-夕 <  1 . 2 0Е + 00

1 0 0дА ( 1 . 0 0Е- 0 4 ) レンジ 

1000 дА ( 1 . 0 0Е- 0 3 ) レンジ 

10 шА ( 1 . 0 0Е- 0 2 ) レンジ 

100 mA ( 1 . 0 0Е- 0 1 ) レンジ 

1 0 0 0 mA ( 1 . 0 0 E + 0 0 ) レンジ

[:SENSe] : FREQuency:RANGe:AUTO < 0 N I OFF) ( 6 5 8 1の み ）

〔機 能 〕 周 波 数 フ ァ ン ク シ ョ ン の 測 定 ソ ー ス （電 圧 お よ び 電 流 ） の オ ー ト  

レ ン ジ 0 N/ 0 FF設 定

F >

たた 
OF

ま
ま
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N
 

о
 

о
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9 . 14 SCPIコ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

[ :SENSe] :FREQuency:APERture {く 数 値  | MINimum | MAXimum | DEFau It } ( 6 5 8 1の み ）

〔機 能 〕 周波数ファンクションの積分時間（SEC) の 設 定

〔パラメ  ー タ 〕 {く 数 値  >  | MINimum | MAXimum | DEFault }

<  数 値  >  : + 1 . 0 0 0 0 0 E - 0 4〜 + 1 . OOOOOE + OO

MINimum : + 1 . 0 0 0 0 0 E-04

MAXimum : + 1 . OOOOOE+OO

DEFault : + 1 . 0 0 0 0 0 E-01

〔ク エ リ 〕 [:SENSe] : FREQuency:APERture? [MINimu I MAXimum I DEFault]

〔ク エ リ の 応 答 〕 固 定 小 数 点 表 記

オプシ3ン指定時 MINimum 

MAXimum 

DEFault

+ 1 . 0 0 0 0 0 E- 0 4” 

H . O O O O O E  + OO” 

+ 1 .ОООООЕ-ОГ，

〔説 明 〕 周波数ファンクションの積分時間（SEC) を 設 定 し ま す 。

以 下 に 、 パ ラ メ ー タ 設 定 範 囲 と 決 定 さ れ る 積 分 時 間 を 示 し ま す 。

パ ラ メ ー タ 設 定 範 囲 （SEC) 決 定 さ れ る 積 分 時 間 （SEC)

0 S  パラトタ <  1 . 0 0 0 0 0 E-03 

1 . 0 0 0 0 0 E-03 S  Лラメ-夕<  1 . 0 0 0 0 0 E-02 

1 . 0 0 0 0 0 E-02 S  Лラメ-夕<  1 . 0 0 0 0 0 E-01 

1 . 0 0 0 0 0 E-01 S  Лラメ-夕<  1 . 0 0 0 0 0 E+00 

1 . 0 0 0 0 0 E +00 S  Лラメ-夕<  4 . 0 0 0 0 0 E+00

+ 1 . 0 0 0 0 0 E-04 

И . 0 0 0 0 0 E-0 3 

+ 1 . 0 0 0 0 0 E-02 

+ 1 . 0 0 0 0 0 E-01 

+ 1 . 0 0 0 0 0 E-00
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9 . 14 SCPIコ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

[ :SENSe] : FREQuency:L E V e l { <  数 値 〉 |МШппш |MAXimum |DEFault } ( 6 5 8 1の み ）

〔機 能 〕

〔パ ラ メ ー タ 〕

〔ク エ リ 〕

〔ク エ リ の 応 答 〕

周 波 数 フ ァ ン ク シ ョ ン の ト リ ガ • レ ベ ル の 設 定

<  数 値 〉 | MINimum | MAXinum | DEFault }

く 数 値 〉 ： -50 0  〜 + 5 0 0  〔％ 〕

2 0 〔％ 〕 ス テ ッ プ

MIN imum 

MAXimum 

DEFau 1 1

- 500 

+ 500 

0

〔％ 〕

〔％ 〕

〔幻

[:SENSe] :FREQuency:LEVe 1? [MINimum | MAXimum | DEFault] 

整 数 値 （ - 5 0 0 〜 +500  )

: АСを 選 択  

: A C D C を 選 択

オプシ3ン指定時 

MINimum 

MAXimum 

DEFault

〔ク エ リ 〕

〔ク エ リ の 応 答 〕

_:SENSeJ :FREQuency:COUP 1 ing?

”АС” （АС選 択 時 ）

”DC” （ACDC 選 択 時 ）

[:SENSe] : FREQuency:SOURce {VOLTage I CURRent } ( 6 5 8 1の み ）

〔機 能 〕

〔パ ラ メ ー タ 〕

〔ク エ リ 〕

〔クエリの応答〕

周 波 数 フ ァ ン ク シ ョ ン の 測 定 ソ ー ス の 選 択

{VOLTage | CURRent }

VOLTage : 電 圧 を 選 択

CURRent : 電 流 を 選 択

[:SENSe] : FREQuency:S0 URce?

”VOLT” （電 圧 選 択 時 ）

”CURR” （電 流 選 択 時 ）

[:SENSe] :FREQuency:C0 UPling {AC | DC} ( 6 5 8 1の み ）

〔機 能 〕 周 波 数 フ ァ ン ク シ ョ ン の カ ッ プ リ ン グ 選 択

c
 

c
 

C
 

A
 

A
 

D
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9 . 1 4  SCPIコ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

[ :SENSe] : PERiod:VOLTage:RANGe { く 数 値 〉 | MINimum | MAXimum | DEFaul t } ( 6 5 8 1の み ）

〔機 能 〕 周 期 フ ァ ン ク シ ョ ン の 測 定 ソ ー ス （電 圧 ） の レ ン ジ 設 定

〔パ ラ メ ー タ 〕 { < 数 値 >

< 数 値 >  

MINimum 

MAXimum 

DEFau 1 1

I MINimum | MAXimum | DEFault } 

: 1 . 0 0 E-02 〜 了 . 5 0 E + 02 

: 1 . 0 0 E-02 

: 7 . 5 0 E+02 

: 1 . 0 0 E + 01

〔ク エ リ 〕 [:SENSe] :PERiod:VOLTage:RANGe? [MINimum I MAXimum I DEFault]

〔ク エ リ の 応 答 〕 固 定 小 数 点 型 指 数 表 記

オプション指定時

MINimum : 1 . 0 0 E- 0 2”

MAXimum : Ч 7 . 5 0ЕШ”

DEFault : ” + 1 . 0 0ЕШ”

〔説 明 〕 パ ラ メ ー タ を 設 定 す る と 、 本 器 は 設 定 さ れ た パ ラ メ ー タ の 範 囲 に よ

り レ ン ジ を 決 定 し ま す 。

以 下 に パ ラ メ ー タ 設 定 範 囲 と 決 定 レ ン ジ を 示 し ま す 。

ノくラメ 一 夕 設 定 範 囲 決 定 レ ン ジ

0 パラメ-夕 < 1 . 2 0Е-02 lOmV ( 1 . 0 0 E- 0 2 ) レンジ

1 . 2 0Е-02 パラトタ < 1 . 2 0Е-01 1 0 0 mV ( 1 . 0 0 E- 0 1 ) レンジ

1 . 2 0Е-01 パラメ-夕 < 1 . 2 0Е+00 10001nV ( 1 .OOE+ OO) レンジ

1 . 2 0Е+00 パラメ-夕 < 1 . 2 0Е + 01 10 V ( 1 . 0 0 E+ 0 1 ) レンジ

L 2 0 E + 01 < パラメ-夕 < 1 . 2 0Е+02 100 V ( 1 . 0 0 E+ 0 2 ) レンジ

1 . 2 0Е+02 < パラトタ 7 . 5 EI02 75 0  V ( 7 . 5 E + 0 2 ) レンジ

9 - 246 0 7 0 3 3 0



6 5 8 1 シリーズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ
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:周期ファンクションの測定、ノ-スの才-卜•レンジON 

:周期ファンクションの測定ソ-スの才-卜•レンジOFF

〔ク エ リ 〕 [:SENSe] : PER iod:RANGe : AUTO ?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”0” （O F F 時 ）

T  ( 0 N 時 ）

9 - 247 0 7 0 3 3 0

h 14 S C P I コ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

[ :SENSe] : PERiod:CURRen い RANGe { く 数 値 〉 | MINinum | MAXimum | DEFaul t } ( 6 5 8 1の み ）

〔機 能 〕

〔パ ラ メ ー タ 〕

〔ク エ リ 〕

〔ク エ リ の 応 答 〕

〔説 明 〕

周 期 フ ァ ン ク シ ョ ン の 測 定 ソ ー ス （電 流 ） の レ ン ジ 設 定  

{ <  数 値  >  | MINimum | MAXimim | DEFault }

< 数 値 >  

MINimum 

MAX imum 

DEFau 1 1

1 . 0 0 E-04 

1 . 0 0 E-04 

1 . 0 0 E+00 

1 . 0 0 E-02

1 . 0 0 E+00

[ :SENSe] : PERiod:CURRent:RANGe? [MINimum | MAXimum | DEFault] 

固 定 小 数 点 型 指 数 表 記

オプション指定時 

MINimum 

MAXimum 

DEFau 1 1

4 1 • 0 0 E- 0 4” 

”+ 1 . 0 0 E_ ” 

4 1 • 0 0 E- 0 2”

パ ラ メ ー タ を 設 定 す る と ， 本 器 は 設 定 さ れ た パ ラ メ ー タ の 範 囲 に よ  

り レ ン ジ を 決 定 し ま す 。

以 下 に パ ラ メ ー タ 設 定 範 囲 と 決 定 レ ン ジ を 示 し ま す 。

パ ラ メ ー タ 設 定 範 囲 決 定 レ ン ジ

0 ‘ ノ f ラメ-夕く 1 . 2 0Е-04 

1 . 2 0 E-0 4 ^  パラメ-夕く 1 . 2 0 E-03 

1 . 2 0 E-0 3 ^  Лラトタ <  1 . 2 0 E-02 

1 . 2 0 E-0 2 ^  Лラトタ <  1 . 2 0 E-01 

1 . 2 0 E-01 ^  Лラメ-夕 <  1 . 2 0 E + 00

1 0 0дА ( 1 . 0 0 E- 0 4 ) レンジ 

1000 дА ( 1 . 0 0 E- 0 3 ) レンジ 

10 mA ( 1 .ООЕ- 0 2 ) レンジ 

100 mA ( 1 . 0 0 E- 0 1 ) レンジ 

1 0 0 0 mA ( 1 . 0 0 E+ 0 0 ) レンジ

[:SENSe] : PERiod :RANGe:AUTO < 0 N I 0 FF> ( 6 5 8 1の み ）

〔機 能 〕 周 期 フ ァ ン ク シ ョ ン の 測 定 ソ ー ス （電 圧 お よ び 電 流 ） の オ ー ト • レ  

ン ジ 0 N/ 0 FF設 定

まま

F >

たた 
O F

ま
ま

F
 

N
 

F
 

N
 

о
 

о

夕メラ
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[:SENSe]:PERiod:APERture {く数値〉 | MINimum | MAXimum | DEFault } (6581のみ）

〔機能〕 周期ファンクションの積分時間（SEC.)の設定

〔パラメ ータ〕 {く 数 値 〉 | MINimum | MAXimum | DEFaul t }

く 数値 > : +1.00000E-04〜 + 1.OOOOOE + OO

MINimum ■ : +1.00000E-04

MAXimum : +1.OOOOOE+OO

DEFault : +1.00000E-01

〔クエリ〕 [:SENSe]:PERiod:APERture? [MINimum I MAXimum I DEFault]

〔クエリの応答〕 固定小数点表記

オプシ3ン指定時 MINimum 

MAXimum 

DEFault

+1.00000E-04” 

+1.OOOOOE+OO” 

+1.00000E-01”

〔説明〕 周期ファンクションの積分時間（SEC)を設定します。
以下に、パラメータ設定範囲と決定される積分時間を示します。

パラメータ設定範囲（SEC) 決定される積分時間（SEC)

0 S  Лラメ-夕く 1.00000E-03 

1.00000E-03 S  パラトタ < 1.00000E-02

1.00000E-02 S  ノ?ラメ-夕く 1.00000E-01

1.00000E-01 S  Лラトタ < 1.00000E + 00 

1.00000E + 00 S  Лラトタ < 4.00000E + 00

+1.00000E-04 

11.00000E-03 

+1.00000E-02 

+1.00000E-01 

+1.00000E-00

9 - 248 0 7 0 3 3 0
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[ :SENSe.]:PERiod:L E V e l {く 数 値  >  | MINimum | MAXimum | DEFaul t } ( 6 5 8 1の み ）

〔機 能 〕 周 期 フ ァ ン ク シ ョ ン の ト リ ガ • レ ベ ル の 設 定

〔パラメ  ー タ 〕 <  数 値  >  | MINimum 丨 MAXinum | DEFault }

<  数 値 〉 ： -50 0  〜 +5 0 0  〔％ 〕

2 0 〔％ 〕 ス テ ッ プ

MINimum 

MAXimum 

DEFau 1 1

-5 0 0  

+ 500 

0

〔％ 〕

〔％ 〕

〔ク エ リ 〕

〔ク エ リ の 応 答 〕

[:SENSe] : PERiod:LEVel? [MINimum I MAXimum I DEFault]

整 数 値 -500 + 500

オブシ3ン指定時

MINimum

MAXimum

DEFault

[ :SENSe] : PERiod:COUPling {АС I DC} ( 6 5 8 1の み ）

〔機 能 〕

〔パ ラ メ ー タ 〕

〔ク エ リ 〕

〔ク エ リ の 応 答 〕

周 期 フ ァ ン ク シ ョ ン の カ ッ プ リ ン グ 選 択  

{AC | DC}

АС : АСを 選 択

DC •• A C D C を 選 択

[:SENSe] : PERiod:COUPling?

”АС” （АС選 択 時 ）

”DC” （ACDC 選 択 時 ）

[:SENSe] :PERiod:SOURce {VOLTage I CURRent } ( 6 5 8 1の み ）

〔機 能 〕

〔パ ラ メ ー タ 〕

〔ク エ リ 〕

〔クエリの応答〕

周 期 ファンクションの測 定 ソースの選 択

{VOLTage | CURRent }

VOLTage : 電 圧 を 選 択

CURRent : 電 流 を 選 択

[:SENSe] : PERiod:SOURce?

”VOLT” （電 圧 選 択 時 ）

”CURR” （電 流 選 択 時 ）

%
 
%
 
%о

 

о
 

о
 

о
 

о

5
 

5
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〔ク エ リ 〕 [:SENSe] : ZERO :AUTO?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”0” （O F F 時 ）

”1” （0 N 時 ）

[ :SENSe] : ITEMperature?

〔機 能 〕 内 部 温 度 測 定 の ク エ リ

〔ク エ リ の 応 答 〕 ” ± 〇 〇 〇 〇 E +

-------- 0 .〜 9 9 9 9 . の 1 〜 3 桁 の 数 字 + 小 数 点

[ :SENSe] :LFREquency?

' 〔機 能 〕 電 源 周 波 数 測 定 の ク エ リ

〔ク エ リ の 応 答 〕

”5 0 Hz” （5 0 Hz の 時 ）

”6 0 Hz” （6 0 Hz の 時 ）

6 5 8 1 シリーズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱説明書

9 . 1 4  S C P I コ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

[ :SENSe] : ZER0 : AUT0 < 0 N | OFF)

〔機 能 〕 オ ー ト • ゼ ロ の 0 N/ 0 FF設 定

N
 

F

о
 

0

口口
ゼゼ才

才まま

F >

たた 
O F

ま
ま

0く

N
 

F

о
 

о

夕ラ
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(11) STATUSサブシステム

:STATus:MEASurement:EVENt?

〔機能〕 メジャメント•イベント•レジスタのクエリ

〔ク エリの応 答 〕 整 数 値

15 14 13 12 1 1 1 0  9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

； M  丨 丨 丨  丨 I 丨 し - 1 :FAIL

: I i ； i I ； i L--------  2 :PASS

i i 丨 丨 i i I ;----------------  1 6 : 4 WチェックOK

! ； ； ； ； I --------------------  3 2 : 4 W チェック NG

I i l l ! :-----------------------------------  2 5 6 : 測 定 終 了

； 丨 i i L---------------------------------------  512: メモリ•ストア終了

； ； ； ''-------------------- -----------------------  1024:スム"•ジング回数終了

i i :------------------------------------------------- 2 0 4 8 :統 計 処 理 終 了

; 1-----------------------------------------------------  4 0 9 6 : メモリ•力-ドのスト了準備完了

'------------------------------------------------------------------ 3 2 7 6 8 :チャネル切り換え終了

〔説 明 〕 メ ジ ャ メ ン ト • イ ベ ン ト • レ ジ ス タ の 値 を 文 字 列 形 式 で 出 力 設 定 し ま

す0

:STATus:MEASurement:ENABle く 数 値 〉

〔機 能 〕 メ ジ ヤ メ ン ト • イ ベ ン ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ の 設 定

〔パ ラ メ ー タ 〕

15 14 13 12 1 1 1 0  9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

； 1 J A I L ビットの許可 

L—— 2 : P A S S ビットの許可

■ 1 6 : 4 W b 7ク0 Kビットの許可

• 3 2 : 4 WチェックNGビットの許可

■ 2 5 6 :測 定 終 了 ビ 、y卜の許可

• 512: メモリ•ストア終了ビットの許可

• 1 0 2 4 :スム-ジング回数終了ビットの許可

• 2 0 4 8 :統 計 処 理 終 了 ビ 7 卜の許可

■ 4 0 9 6 : メモリ•力-ドのストア準備完了ビットの許可

• 327 6 8 :チ tネル切り換え終了ビ7 卜の許可

〔クエリ〕 ：STATus :MEASurement: ENAB 1 e?

〔クエリの応答〕 整数値

251 0 7 0 3 3 0
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:STATus:QUEStionable:EVENt ?

〔機 能 〕 ク エ ッ シ ョ ナ ル • イ ベ ン ト • レ ジ ス タ の ク エ リ

〔ク エ リ の 応 答 〕 整 数 値

15 14 13 12 1 1 1 0  9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

丨丨 i | I I '-----l:Voltage OverLoad

; ; ： I ; L--------  2 :Cur rent OverLoad

1 1 1 1  1------------------- 1 6 :Frequency OverLoad

I ： ； -------- -------------------------------  5 1 2 :ohm OverLoad

I I :--------------------------------------------1 0 2 4 :Period OverLoad

'； '------------------------------------------------ 2048 : Submeasure OverLoad

1--------------------------- -------------------------  4 0 9 6 :アラーム発生

〔説 明 〕 ク ウ ェ ッ シ ョ ナ ル • イ ベ ン ト • レ ジ ス タ の 値 を 文 字 列 形 式 で 出 力 設 定

し ま す 。

:STATus:QUEStionable:E N A B l e〈数 値 〉

〔機 能 〕 ク ェ ッ シ ョ ナ ル • イ ベ ン ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ の 設 定

〔パ ラ メ ー タ 〕

15 14 13 12 1 1 1 0  9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

… • 1 :Voltage 0. L の 許 可  

2 : Ciirrent 0. L の 許 可  

1 6 :Frequency 0 .L の 許 可  

5 1 2 : ohm 0• L の 許 可  

1 0 2 4 :Period 0 . Lの 許 可  

2 0 4 3 :Submeasure 0. Lの 許 可  

4 0 9 6 : 了ラ-ム発生ビ7 卜の許可

〔ク エ リ 〕 ：STATus :QUEStionable:ENABle?

〔ク エ リ の 応 答 〕 整 数 値

252 0 7 0 3 3 0
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:STATus:OPERation:EVENt?

〔機 能 〕 オ ペ レ ー シ ョ ン • イ ベ ン ト • レ ジ ス タ の ク エ リ

〔クエリの 応答〕 整数値

15 14 13 12 1 1 1 0  9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

----1 :Calibrating 

- 3 2 :Waiting In TRG Lay.

• 6 4 :Waiting In ARM Lay.

- 2 5 6 :Waiting In SCAN Lay. 

- 5 1 2 :IDLE

:STATus:OPERation:ENABle〈数 値 〉

〔機 能 〕 オ ペ レ ー シ ョ ン • イ ベ ン ト • イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ の 設 定

〔パ ラ メ ー タ 〕

15 14 13 12 1 1 1 0  9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 1

1—— 1 :C a 1 i bratingビットの許可

• 3 2 :Waiting In TRG Lay.ビットの許可

■ 64 :Wai ting In ARM Lay.ビットの許可

• 256: Waiting In SCAN Lay. ビットの許可 

- 5 1 2 : I D L Eビットの許可

〔クエリ〕 ：STATus :0PERation :ENABle?

〔ク エ リの 応答〕 整数値

9 - 253 0 7 0 3 3 0
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:STATus:PRESet

〔機 能 〕 メジャメント•イベント•イネーブル•レジスタ， クエッシヨナブル•イベント•イネーブル•レジスタ，オペレ'•*シヨン•イベント 

•イネ-ブル•レジスタの初期化

〔パ ラ メ ー タ 〕 なし

STATus:QUEue:CLEar

〔機 能 〕 エ ラ ー • キ ュ ー の 初 期 化

〔パ ラ メ ー タ 〕 なし

9 - 254 0 7 0 3 3 0
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: ブ ザ ー ON

: ブ ザ ー OFF

〔ク エ リ 〕 ：SYSTem:BEEPer：STATe?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”0” （O F F 時 ） 

，，ド （ON時 ）

255 0 7 0 3 3 0

(12) SYSTEMサブシステム

:SYSTem:GPIB ：DELImiter：STRing {COMMa | SPACe | CRLF}

〔機 能 〕 ス ト リ ン グ • デ リ ミ タ の 設 定

〔パ ラ メ ー 夕 〕 {COMMa SPACe | CRLF}

СОММа : カ ン マ （，） を 選 択

SPACe : ス ペ ー ス （ ）を 選 択

CRLF : CR/ L F を 選 択

〔ク エ リ 〕 :SYSTem:GPIB :DELImiter:STRing?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”⑶ 丽 ” ( カ ン マ 選 択 時 ）

”SPAC” ( ス ペ ー ス 選 択 時 ）

”CRLF” (CR/ L F 選 択 時 ）

：SYSTem:GPIB：DELImiter：BL0 Ck {CRLF | LF | E0 I | LFEOi }

〔機 能 〕 ブ ロ ッ ク • デ リ ミ タ の 設 定

〔パ ラ メ ー タ 〕 {CRLF | LF | EOI }

CRLF : C R / L Fを 選 択

LF : LFを 選 択

EOI : E O I を 選 択

LFEOi : LF + E0 Iを 選 択

〔ク エ リ 〕 :SYSTem：GPIB :DELImiter:BLOCk?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”CRLF” (C R / L F選 択 時 ）

” LF ” (LF 選 択 時 ）

” EOI ” (E0 I 選 択 時 ）

”LFEO” (LFお よ び E0 I)

:SYSTem:BEEPer:STATe < 0 N I OFF)

〔機 能 〕 ブ ザ ー の 0 N/ 0 FF設 定

9 . 14 S C P I コ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス
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:SYSTem:ERRor?

〔機 能 〕 エ ラ ー の ク エリ

〔ク エ リ の 応 答 〕 ±〇〇〇、 ” コメン ト ”

--------エ ラ ー 番 号

〔例 〕 シ ン タ ッ ク ス • エ ラ ー  

-102, ”Syntax error”

〔説 明 〕 エ ラ ー の 内 容 を 文 字 列 形 式 で 出 力 設 定 し ま す 。

:SYSTem :VERSion?

〔機 能 〕 SCPIバージョンのクエリ

〔クエリの応 答 〕 ” 1 9 9 1 . 0 ”

:SYSTem:DATE く 年 〉，く月〉，く 日 〉

〔機 能 〕 年 月 日 の 設 定

〔パ ラ メ ー タ 〕 く年〉，く月〉，〈日 〉

く年〉 ： 

〈月 〉 ： 

く日〉 ：

1 9 8 0〜 20 7 9  

1 〜 12 

1 〜 31

〔ク エ リ 〕 :SYSTem:DATE?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”〇 〇 〇 〇 /△ △ /□ □ ”

年 月 日

〔例 〕 1 9 9 9 年 1 2 月 3 1 日 の 場 合 ： ” 1 9 9 9 / 1 2 / 3 1

9 - 2 5 6 0 7 0 3 3 0
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:S Y S T e n K T I M E〈時 間 〉，く分〉，く 秒 〉

〔機 能 〕 時 間 の 設 定

〔パ ラ メ ー タ 〕 〈時 間 〉，く分〉，〈秒 〉

〈時 間 〉 ：

〈分 〉 ：

〈秒 〉 ：

〔クエリ〕 ：SYSTem:TIME?

〔ク エリ の 応 答 〕 ” 〇 〇 ：△ △ : □ □ ”

時 分 秒

〔例 〕 午 後 1 時 3 0分 5 9秒 の 場 合 ： ”1 3 : 3 0 : 5 9”

9 . 14 S C P 1 コ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス
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: デ ー タ • ス ト ア O N

: デ ー タ • ス ト ア OFF

〔ク エ リ 〕 :TRACe :STATe?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”0” （O F F 時 ） 

T  ( 0 N 時 ）

:TRACe:CLEar

〔機 能 〕 内 部 メ モ リ の デ ー タ 部 の 初 期 化

〔パ ラ メ ー タ 〕 なし

:TRACe :BC0 Ntrol {FULL I PRETrigger}

〔機 能 〕

〔パ ラ メ ー タ 〕

〔ク エ リ 〕

〔ク エ リ の 応 答 〕

デ ー タ • ス ト ア 終 了 条 件 の 設 定

{FULL | PRETrigger}

FULL : ノ<ッ フ ァ • フ ル を 選 択

PRETrigger : プ リ ト リ ガ を 選 択

:TRACe :BC0 Ntrol?

”FULI；’ （バ ッ フ ァ • フ ル 選 択 時 ）

”PRET” （プ リ ト リ ガ 選 択 時 ）

9 . 14 S СP Iコ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

(13) T R A C E サブシステム

:TRACe:STATe < 0 N | 0 FF>

〔機 能 〕 測 定 デ ー タ • ス ト ア の 0 N/ 0 FF設 定
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取 扱 説 明 書

9 . 14 S C P I コ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

:TRACe :BCONtrol:PRETrigger {MANual | BUS I EXTernal}

〔機 能 〕 プ リ ト リ ガ の ソ ー ス 設 定

〔パ ラ メ ー タ 〕 {MANual | BUS | EXTernal}

MANual : MANUALを 選 択

BUS : B U S を 選 択

E X T e r n a l : EXTERNALを 選 択

〔ク エ リ 〕 ：TRACe :BCONtrol :PRETrigger?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”MAN” （MANUAL選 択 時 ）

” BUS”（BUS 選 択 時 ）

”EXT” （EXTERNAL選 択 時 ）

:TRACe:POINts {く 数 値 〉 | MINimum | MAXimum | DEFaul t }

〔機 能 〕 ス ト ア • デ ー タ 数 の 設 定

〔パ ラ メ ー タ 〕 {く 数 値  >  | MINimum | MAXimum 

く 数 値  >  1〜 1 0 0 0 0  〔個 〕

MIN imum 1 〔個 〕

MAXimum 1 0 0 0 0  〔個 〕

DEFault 1 000 〔個 〕

| DEFault }

〔ク エ リ 〕 ：TRACe :P0 INts? [MINimum | MAXimum | DEFault]

〔ク エ リ の 応 答 〕 整 数 値 ГГ〜 ”1 0 0 0 0”）

オプション指定時

MINimum : ” Г

MAXimum : ” 1 0 0 0 0”

DEFault : ，， 1 0 0 0”

9 - 2 5 9 0 7 0 3 3 0
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MINimum | MAXimum | DEFault,

<  数 値  2 >  | MINimum | MAXimum | D E F a u U  } 

: - 9 9 9 9  〜 + 9 9 9 9

: - 9 9 9 9  

: + 9 9 9 9

〔パ ラ メ ー タ 〕 { く 数 値 1 >

< 数 値 1 >  

MINimum 

MAXimum 

DEFau 1 1 

< 数 値 2 >  

MINimum 

MAXimum 

DEFau 1 1

〔ク エ リ 〕 :TRACe :NUMBer? [MINimum | MAXimum | DEFault,

MINimum I MAXimum I DEFault]

〔ク エ リ の 応 答 〕 ” 整 数 値 （- 9 9 9 9〜 9 9 9 9 ) 、 整 数 値 （- 9 9 9 9〜 9999)

:TRACe :DATA?

オプション指定時 

MINimum 

MAXimum 

DEFau 1t 

MINimum 

MAXimum 

DEFau1t

- 9 9 9 9”

9 9 9 9”

0”

- 9 9 9 9”

9 9 9 9”

9 9 9”

〔機 能 〕 内 部 メ モ リ の ス ト ア • デ ー タ の リ コ ー ル 実 行

〔ク エ リ の 応 答 〕 6.6 GPIBに よ る 情 報 参 照 を 参 照

) . 1 4  S С P I コ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

:TRACe:NUMBer {く 数 値 1 > MINimum MAXimum DEFau 1t,

< 数 値 2 >  MINimum | MAXimum DEFault }

〔機 能 〕 内 部 メ モ リ の リ コ ー ル 範 囲 設 定
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取 扱説明書

9 . 1 4  S C P I コ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

:TRACe :DATA :POINts?

〔機 能 〕 内 部 メ モ リ に ス ト ア し て あ る デ ー タ 数 の リ コ ー ル 実 行

〔ク エ リ の 応 答 〕 6.6 GPIBに よ る 情 報 参 照 を 参 照

:TRACe :DATA :NUMBer?

〔機 能 〕 内 部 メ モ リ に ス ト ア し て あ る デ ー タ 範 囲 の リ コ ー ル 実 行

〔ク エ リ の 応 答 〕 6.6  GPIBに よ る 情 報 参 照 を 参 照

:TRACe :FAST :DATA?

〔機 能 〕 FASTモ ー ド 時 の 真 値 算 出 前 の デ ー タ の ク エ リ

〔ク エ リ の 応 答 〕 8. 7 . 2  生 デ ー タ を 出 力 す る 場 合 を 参 照

:TRACe :FAST :GAIN?

〔機 能 〕 FASTモ ー ド 時 の GAINデ ー タ の ク エ リ

〔ク エ リ の 応 答 〕 8. 7 . 3  定 数 を 出 力 す る 場 合 を 参 照

:TRACe :FAST :ZERO?

〔機 能 〕 FASTモ ー ド 時 の OFFSETデ ー タ の ク エ リ

〔ク エ リ の 応 答 〕 8. 7 . 3  定 数 を 出 力 す る 場 合 を 参 照

9 - 2 6 1 0 7 0 3 3 0
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OFF〉

ま た は  1 : ト リ ガ • シ ス テ ム • コ ン テ ィ ニ ュ ー ON

ま た は  0 : ト リ ガ • シ ス テ ム • コ ン テ ィ ニ ュ ー OFF

〔ク エ リ 〕 ：INITiate:CONTinuous?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”0” （O F F 時 ）

T  ( 0 N時 ）

:AB0 Rt

〔機 能 〕 強 制 的 に IDLE状 態 に 戻 る

〔パ ラ メ ー タ 〕 なし

(14) T R I G G E Rサブシステム

:INITiate

〔機 能 〕 ト リ ガ • シ ス テ ム の ス タ ー ト

〔パ ラ メ ー タ 〕 なし

___________________________________________________________________________  9 . 14 S C P I コ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

:INITiate:CONTinuous < 0 N | OFF)

〔機 能 〕 ト リ ガ • シ ス テ ム • コ ン テ ィ ニ ュ ー の 0 N/ 0 FF設 定
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: ア ー ム • レ イ ヤ の パ ス ON

: ア ー ム • レ イ ヤ の パ ス OFF

〔ク エ リ 〕 :A R M :PASS?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”0” （O F F 時 ） 

T  ( 0 N 時 ）

:A R M :S0 URce {IMMediate | MANual | BUS | EXTernal | LEVel | ТШег }

〔機 能 〕

〔パ ラ メ ー タ 〕

〔ク エ リ 〕

〔ク エ リ の 応 答 〕

ア ー ム • レ イ ヤ の ソ ー ス の 選択

{mMediate  I MANual | BUS | EXTernal | LEVel | ТШег }

IMMediate

MANual

BUS

EXTernal

LEVel

TIMer

:A R M :S0 URce?

m M E D I A T Eを 選 択  

M A N U A Lを 選 択  

BUSを 選 択  

E X T E R N A Lを 選 択  

LEVELを 選 択  

TIMERを 選 択

”IMM ” （IMMEDIATE選 択 時 ）

”MAN ” （MANUAL 選 択 時 ）

” BUS ” （BUS選 択 時 ）

”EXT ” （EXTERNAL 選 択 時 ）

’’LEV ” (LEVEL選 択 時 ）

”TIM ” （TIMER選 択 時 ）

9 . 14 S C P I コ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

:ARM:PASS < 0 N I 0 FF>

〔機 能 〕 ア ー ム • レ イ ヤ の パ ス の 0 N/ 0 FF設定
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〔クエ リの応答〕 固定小数点型指数表記  

オプシ3ン指定時

MINimum : 4 0 .  0 0 0 0 0 0 0 0 E + 0 0 ?,

MAXimum : ”+ 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E + 0 5”

DEFault : ”+〇.〇〇〇〇〇〇〇〇E + 0 0”

9 . 14 S СP I コ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

:ARM:DELay { <  数 値  >  | MINimum | MAXimum | DEFault }

〔機 能 〕 ア ー ム • レ イ ヤ の デ ィ レ イ 設 定

〔パ ラ メ ー タ 〕 { <  数 値  >  | MINimum | MAXimum | DEFault }

< 数 値 >  

MINimum 

MAXimum 

DEFault

〇.〇〇〇〇〇〇〇〇E +00 〜 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E+0 5 〔sec〕 

0 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E +00 〔sec〕

9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E+05 〔sec〕

〇.〇〇〇〇〇〇〇0 E+00 〔sec〕

〔クエリ〕 :A R M :DELay? [MINimum I MAXimum I DEFault]

:A R M :SOURce:TIMer {く 数 値 〉 MINiniuin MAXimum DEFault }

〔機 能 〕

〔パ ラ メ ー タ 〕

〔クエリ〕

〔クエ リの応 答〕

ア ー ム • レ イ ヤ の タ イ マ 設 定

{ <  数 値  >  | MINimum | MAXimum | DEFault }

く 数 値  >  : 1 . 0 0⑼ 0 0 0 0 E-0 3  〜 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E + 05 〔sec〕

MINimum : 1 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E-03 〔sec〕

MAXimum : 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E +0 5 〔sec〕

DEFault : 1 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E+0 0  〔sec〕

:A R M :SOURce:TIMer? [MINimum | MAXimum | DEFault]

固 定 小 数 点 型 指 数 表 記

オプション指定時 

MINimum 

MAXimum 

DEFault

4 1 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E- 0 3” 〔sec〕 

Ч9 . 9 9 9 9 9 9 9 9Е + 0 5 ” 〔sec〕 

4 1 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E + 0 0” 〔sec〕
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9 . 14 S C P I コ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

:ARM:COUNt {く 数 値  >  | MINimum | MAXimum | DEFault | INFinite}

〔機 能 〕 ア ー ム • レ イ ヤ の カ ウ ン ト 設 定

〔パラメ  ー タ 〕 { <  数 値  >  | MINimuni | MAXimum | DEFault | INFinite}

< 数 値 >  

MIN imurn 

MAXimum 

DEFau 1 1 

INFinite

1〜 1 0 0 0 0 0  〔回 〕

1 〔回 〕

10 0 0 0 0  〔回 〕

1 〔回 〕

-1

〔ク エ リ 〕

〔ク エ リ の 応 答 〕

:A R M :C0 UNt? [MINimum | MAXimum | DEFault ]

固 定 小 数 点 型 指 数 表 記 （ ”1 . 0 0 0 0 0 E + 0 0”〜 ” 1 . 0 0 0 0 0 E + 0 5”

”9 . 9 0 0 0 0ЕШ” ： INFinite )

オプション指定時

MINimum 

MAXimum 

DEFau 1 1

”+ 1 . 0 0 0 0 0 E + 0 0” 〔回 〕

”+ 1 . 0 0 0 0 0 E + 0 5 ” 〔回 〕

，，+ l. 0 0 0 0 0 E + 0 0” 〔回 〕

:A R M :C0MPlete < 0 N I 0 FF>

〔機 能 〕 ア ー ム • レ イ ヤ の コ ン プ リ ー ト の 0 N/ 0 FF設 定

: ス キ ャ ン • レ イ ヤ の パ ス ON 

: ス キ ャ ン • レ イ ヤ の パ ス OFF

〔ク エ リ 〕 ：A R M :LAYer2 : PASS?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”0” （O F F 時 ）

”1，’ （0 N 時 ）

〔ク エ リ 〕 ：AR M :C0MPlete?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”0” （O F F 時 ）

”1” （0 N 時 ）

:A R M :LAYer2 :PASS < 0 N | OFF)

〔機 能 〕 ス キ ャ ン • レ イ ヤ の パ ス の 0 N/ 0 FF設 定
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9 . 14 S С Р I コ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

:A R M :LAYer2 : S0 URce UMMediate  | MANual | BUS | EXTernal | LEVel | TLINk | TIMer }

〔機 能 〕

〔パ ラ メ ー タ 〕

ス キ ャ ン • レ イ ヤ の ソ ー ス の 選 択{ WMediate 
IMMediate 

MANual 

BUS

EXTerna1

MANual I BUS | EXTernal | LEVel 

IifflEDIATEを 選 択  

M A N U A Lを 選 択  

BUSを 選 択  

E X T E R N A Lを 選 択

TLINk I TIMer }

LEVel : LEVELを 選 択

TLINk : TLINKを 選 択

TIMer : TIMERを 選 択

〔ク エ リ 〕 :A R M :LAYer2 : S0 URce?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ” ШМ ” (IMMEDIATE 選 択 時 ）

” MAN ” (MANUAL選 択 時 ）

” BUS ” (B U S 選 択 時 ）

” EXT ” (EXTERNAL 選 択 時 ）

” LEV ” (L E V E L選 択 時 ）

”TLIN” (T L I N k選 択 時 ）

”TIM ” (T I M E R選 択 時 ）

:A R M :LAYer2 :DELay { <  数 値  >  | MINimum | MAXimum | DEFault }

〔機 能 〕 スキャン • レ イ ヤ の デ ィ レ イ 設 定

〔パ ラ メ ー タ 〕 { <  数 値  >  I MINimum I MAXimum I DEFault }

< 数 値 >  

MINimum 

MAX m u m  

DEFau1t

0 . 0 0 0 0 0 0 0 0 EI00 

0 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E+00 

9 . 9 9 9 9 9 9 9 9Б+05 

0 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E+00

9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 EI05 [ sec] 

〔sec〕

〔sec〕

〔sec〕

〔ク エ リ 〕

〔ク エ リ の 応 答 〕

:A R M :LAYer2 : DELay? [MINimum | MAXimum | DEFault] 

固 定 小 数 点 型 指 数 表 記

オプション指定時 

MINimum 

MAXimum 

DEFau 1 1

”+ O. OOOOOOOOE+ OO” 〔sec〕 

”+ 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E+ 0 5” 〔sec〕 

”+ 0 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E+ 0 0” 〔sec〕
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:ARM:LAYer2 : C0UNt {く 数 値 〉 MIN imum MAX imum | DEFau 1 1 | INF i n i t e}

〔機 能 〕

〔パ ラ メ ー タ 〕

〔クエリ〕

ス キ ャ ン • レ イ ヤ の カ ウ ン ト 設 定

{ <  数値 >|MINimum |MAXimum |DEFault | INFinite}
< 数 値 >  

MINimum 
MAXimum 
DEFau 1 1 
INFini te

1〜 1 0 0 0 0 0  〔回〕

1 〔回 〕

〔回〕

〔回 〕

1 0 0 0 0 0  
1

-1

:ARM:LAYer2 : C0UNt? [MINimum I MAXimum I DEFault]
〜 ” 1 . 0 0 0 0 0E + 0 5 ，，， 

: INFinite )

〔ク エ リ の 応 答 〕 固 定 小 数 点 型 指 数 表 記 （ ”1.00000E + 00”

” 9. 9 0 0 0 0Е + ЗГ
オプション指定時

MINimum : ”+ 1 . OOOOOE+ OO”

MAXimum バ  4 1 • 0 0 0 0 0 E + 0 5”

DEFault •• ” + l.OOOOOE + OO”

〔ク エ リ の 応 答 〕 固定小数点 型指数表 記  

オプシ3ン指定時

MINimum : 4 1 . 0 0 0 0 0 0 0 0E- 0 3 ”

MAXimum : ”+ 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9E+ 0 5 ”

DEFault : 4 1 . 0 0 0 0 0 0 0 0E + 0 0 ”

9 . 14 SCPIコ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

:ARM:LAYer2 : S0URce:TIMer {く 数値 >  | MINimum | MAXimum | DEFault }

〔機 能 〕 ス キ ャ ン • レ イ ヤ の タ イ マ 設 定

〔パ ラ メ  ー タ 〕 { <  数 値 〉 | MINimum | MAXimum | DEFault }

< 数 値 > : 1 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E-03 〜 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E+05 〔sec〕

MINimum : 1 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E-03 〔sec〕

MAXimum : 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E+05 〔sec〕

DEFault : 1 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E+00 〔sec〕

〔ク エ リ 〕 :A R M :LAYer2 : S0 URce :TIMer? [MINimum 1 MAXimum 1 DEFault]
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9 . 14 S C P I コ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

A R M :LAYer2 : C0MPlete < 0 N I OFF)

〔機 能 〕 ス キ ャ ン • レ イ ヤ の コ ン プ リ ー ト 0 N/ 0 FF設 定

〔パ ラ メ ー タ 〕 < 0 N | OFF)

ON ま た は  1 : ス キ ャ ン • レ イ ヤ の コ ン プ リ ー ト ON 

O F F ま た は  0 : ス キ ャ ン • レ イ ヤ の コ ン プ リ ー ト OFF

〔ク エ リ 〕 :A R M :LAYer2 : C0MPlete?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”0” （OFF 時 ） 

T  (ON 時 ）
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: ト リ ガ • レ イ ヤ の パ ス ON 

: ト リ ガ • レ イ ヤ の パ ス OFF

(IMMEDIATE 選 択 時 ） 

(MANUAL選 択 時 ）

(BUS 選 択 時 ） 

(EXTERNAL 選 択 時 ） 

(L E V E L選 択 時 ） 

(LINE選 択 時 ）

(T I M E R選 択 時 ）

〔ク エ リ の 応 答 〕

〔ク エ リ 〕 :TRIGger:PASS?

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”0” （O F F 時 ） 

”1，’ （0 N 時 ）

:TRIGger:SOURce {IMMediate | MANual | BUS | EXTernal | LEVel | LINE | TIMer }

〔機 能 〕 ト リ ガ • レ イ ヤ の ソ ー ス の 選 択

〔パ ラ メ ー タ 〕 {ШМебiate 

I丽 ed iate 

MANual 

BUS

EXTerna 1 

LEVel 

LINE 

TIMer

MANual I BUS | EXTernal 

m M E D I A T Eを 選 択  

M A N U A Lを 選 択  

BUSを 選 択  

E X T E R N A Lを 選 択  

LEVELを 選 択  

L I N E を 選 択  

TIMERを 選 択

LEVel | LINE | TIMer

〔ク エ リ 〕 :TRIGger:SOURce?

9 . 14 SCPIコ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

:TRIGger:PASS < 0 N | 0 FF>

〔機 能 〕 ト リ ガ • レ イ ヤ の パ ス 0 N/ 0 FF設 定
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〔クエ リ の 応 答 〕 固定小数点型指数表記  

オプシ3ン指定時

MINimura : ”+〇.〇〇〇〇〇〇〇〇E + 0 0”

MAXimum : ”+ 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E+ 0 5”

DEFault : 〇.〇〇〇〇〇〇0 0ЕШ”

オプシ3ン指定時

MINimum : 4 1 . 0 0 0 0 0 0 0 0Е-ОЗ̂

MAXimum : ”+ 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E+ 0 5”

DEFault : ”+ 1 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E + 0 0”

9 . 14 S С P I コ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

:TRIGger:DELay {く 数 値 〉 | MINimum | MAXimum | DEFault }

〔機 能 〕 ト リ ガ •レ イ ヤ の デ ィ レ イ 設 定

ラメータ〕 {く 数値 >  | MINimum | MAXimum I DEFault

< 数 値 >  

MINimum 

MAXimum 

DEFault

0 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E+0 0 〜 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E +05 〔sec〕 

0 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E+0 0 〔sec〕

9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 EI05 [ sec]

〇.〇〇〇〇〇〇〇0 E+0 0 〔sec〕

〔クエリ〕 :TRIGger:DELay? [MINimum I MAXimum I DEFault]

:TRIGger: SOURce :TIMer {く 数 値 〉 MINimum MAXimum | DEFault }

〔機 能 〕

:パ ラ メ ー タ 〕

〔クエリ〕

〔クエ リ の 応 答 〕

リ ガ •レ イ ヤ の タ イ マ 設 定

{< 数値 >  | MINimum | MAXimum | DEFault }

< 数 値 > 

MINimum 

MAXimum 

DEFault

1 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E-03 〜 9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E+05 〔sec〕 

1 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E-03 〔sec〕

9 . 9 9 9 9 9 9 9 9 E+05 〔sec〕

1 . 0 0 0 0 0 0 0 0 E+00 〔sec〕

:TRIGger:SOURce:TIMer? [MINimum [MAXimum [ DEFault] 

固定小数点型指数表記
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卜 1 0 0 0 0 0  

1

100000
1

-1

I MINimum | MAXimum | DEFaui{ < 数 値 >  

< 数 値 >  

MINimum 

MAXimum 

DEFau 1t 

INFinite

:TRIGger:COMP 1e te?

”0” （OFF 時 ）

，T ， （ON 時 ）

9 - 271

ト リ ガ • レ イ ヤ の コ ン プ リ ー ト 0 N/ 0 FF設 定

:TRIGger:C0 UNt? [MINimum I MAXimum I DE

固 定 小 数 点 型 指 数 表 記 ”1.00000E + 00，、
” 9. 9 0 0 0 0ЕШ”

ォプシ3ン指定時

MINimum : ”+ 1 . 0 0 0 0 0 E+ 0 0”

MAXimum : ”+ 1 . 0 0 0 0 0 E + 0 5”

DEFau 1 1 : ”+ 1 . 0 0 0 0 0 E+ 0 0”

〔回

〔回

〔回

ト リ ガ • レ イ ヤ の カ ウ ン ト 設 定

t I INFinite}

Fault]

”1 . 0 0 0 0 0 E+ 0 5” 

INFinite )

]

]

)

ン プ リ ー ト ON 

ン プ リ ー ト OFF

0 7 0 3 3 0

一 夕 〕

〕

の 応 答 〕

一 夕 〕

〕

の 応 答 〕

〔機 能 〕

〔パラメ

〔クエリ 

〔クエリ

〔機 能 〕

〔パラメ

〔クエリ 

〔クエリ

:TRIGger:C0MPlete < 0 N I 0 FF>

9 . 1 4  SCPIコ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

:TRIGger:C0 U N t { <  数 値  >|MINinunn  |MAXimum |DEFault | INFinite}

回
回
叵
回

n

 

n
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9 . 14 S C P I コ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

:TSYStem :EXTernal:SLOPe {Positive I NEGative}

〔機 能 〕

〔パ ラ メ ー タ 〕

〔ク エ リ 〕

〔ク エ リ の 応 答 〕

外 部 ト リ ガ • ス ロ ー プ 設 定

{POS i t ive I NEGat ive} 

POSitive : POSITIVE選 択

NEGative : NEGATIVE選 択

:TSYStem:EXTernal:SLOPe?

” POS” （POSITIVE 選 択 時 ）

” MEG” （NEGATIVE 選 択 時 ）

:TSYStem :L E V e l {く 数 値  > | M I N i m u m  iMAXimum | DEFault. }

〔機 能 〕

〔パ ラ メ ー タ 〕

〔ク エ リ 〕

〔ク エ リ の 応 答 〕

-120 + 120 〔％〕

ト リ ガ • レ ベ ル 設 定

{く 数 値  >  | MINimum | MAXimum | DEFault }

< 数 値 >

MINimum 

MAXimum 

DEFau 1 1

:TSYStem:LEVel? [MINimum | MAXimum [ DEFault] 

整 数 値 （ - 1 2 0 〜 +120  )

1 〔％ 〕 ス ア ッ プ

-120 〔％ 〕+ 120 〔％ 〕

0 〔％ 〕

オプシзン 指 定 時  

MINimum 

MAXimum 

DEFault

:TSYStem :LEVel:SLOPe {POSitive I NEGative}

〔機 能 〕

〔パ ラ メ ー タ 〕

〔ク エ リ 〕

〔ク エ リ の 応 答 〕

レ ベ ル • ト リ ガ の ス ロ ー プ 設 定

{POSitive | NEGative} 

POSitive : POSITIVE選 択

NEGative : NEGATIVE選 択

:TSYStem:LEVel:SLOPe?

” POS” （POSITIVE 選 択 時 ）

” NEG” （NEGATIVE 選 択 時 ）
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: FASTモ-ド ON 

: FASTモ4  OFF

〔ク エ リ 〕

〔ク エ リ の 応 答 〕

:TSYStem:FAST :STATe?

”0” （OFF 時 ）

”1” （ON 時 ）

:TSYStem:FAST:RATE {く 数値 >  | MINimum | MAXimum | DEFault }

〔機 能 〕

〔パ ラ メ ー タ 〕

FASTモ ー ド の レ ー ト 設 定

{ < 数 値 >  

< 数 値 >

MINimum 

MAXimum 

DEFau 1 1

MINimum | MAXimum 

: 2 . 0 0 0 0 0 E-05, 

5 . 0 0 0 0 0 E -05, 

8 . 0 0 0 0 0 E -05, 

1 . 0 0 0 0 0 E-04, 

4 . 0 0 0 0 0 E-04, 

7 . 0 0 0 0 0 E-04, 

1 . 0 0 0 0 0 E-03, 

4 . 0 0 0 0 0 E -03, 

7 . 0 0 0 0 0 E-03, 

2 . 0 0 0 0 0 E -05 

8 . 0 0 0 0 0 E -03 

1 . 0 0 0 0 0 E -04

I DEFault } 

3 . 0 0 0 0 0 E-05, 

6 . 0 0 0 0 0 E-05, 

9 . 0 0 0 0 0 E-05, 

2 . 0 0 0 0 0 E-04, 

5 . 0 0 0 0 0Б-04, 

8 . 0 0 0 0 0 E-04, 

2 . 0 0 0 0 0 E-03, 

5 . 0 0 0 0 0 E-03, 

8 . 0 0 0 0 0 E-03 

〔sec〕

〔sec〕

〔sec〕

4 . 0 0 0 0 0 E-05, 

7 . 0 0 0 0 0 E-05,

3 . 0 0 0 0 0 E-04, 

6 . 0 0 0 0 0 E-04, 

9 . 0 0 0 0 0 E-04, 

3 . 0 0 0 0 0 E-03, 

6 . 0 0 0 0 0 E-03,

9 - 2 7 3 0 7 0 3 3 0

9 . 1 4  S С P Iコ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

:TSYStem:LAYer:DISPlay < 0 N 0 FF>

〔機 能 〕 レ イ ヤ 表 示 の 設 定

〔パ ラ メ ー タ 〕 く0 N | 0 FF>

O N ま た は  1 

O F F ま た は  0

〔ク エ リ 〕 :TSYStem:LAYer:C

〔ク エ リ の 応 答 〕 ”0” （OFF 時 ） 

”1” （O P  寺）

:TSYStem:FAST:STATe < 0 N | OFF)

: レ イ ヤ 表 示 ON

〔機 能 〕 FASTモ ー ド の 0 N/ 0 FF設 定
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オプシ3ン指定時

MIN imum 

MAXimum 

DEFau 1 1

+ 2 . OOOOOE- 0 5” 

+ 8 . 0 0 0 0 0 E- 0 3” 

H . 0 0 0 0 0 E- 0 4”

〔説 明 〕 FASTモ ー ド ON時 の レ ー ト 時 間 を 設 定 し ま す 。

以 下 に 、 パ ラ メ ー タ 設 定 範 囲 と 決 定 さ れ る レ ー ト 時 間 を 示 し ま す 。

ノ、。ラメ 一 夕 設 定 範 囲 (SEC) 決定されるレ-卜時間

0 パラメ-夕 < + 3 . 0 0 0 0 0 E-05 20 fi SEC

+ 3 . 0 0 0 0 0 E -05 パラメ-夕 < + 4 . 0 0 0 0 0 E-05 3〇e SEC

+ 4 . 0 0 0 0 0 E-05 パラメ-夕 < + 5 . 0 0 0 0 0 E-05 40// SEC

1 5 . 0 0 0 0 0 E-05 パラトタ < + 6 . 0 0 0 0 0 E -05 50 д SEC

+ 6 . 0 0 0 0 0 E -05 パラメ-夕 < + 7 . 0 0 0 0 0 E -05 60 д SEC

+ 7 . 0 0 0 0 0 E -05 パラメ-夕 < + 8 . 0 0 0 0 0 E -05 70 д SEC

+ 8 . 0 0 0 0 0 E -05 パラメ-夕 < 1 9 . 0 0 0 0 0 E-05 80 д SEC

+ 9 . 0 0 0 0 0 E -05 パラメ-夕 < + 1 . 0 0 0 0 0 E -04 90 д SEC

+ 1 . 0 0 0 0 0 E-04 パラメ-夕 < 1 2 . 0 0 0 0 0 E-04 100// SEC

+ 2 . 0 0 0 0 0 E-04 パラメ-夕 < + 3 . 0 0 0 0 0 E-04 2 0 0 д SEC

+ 3 . 0 0 0 0 0 E-04 パラトタ < + 4 . 0 0 0 0 0 E-04 Ш ц  SEC

+ 4 . 0 0 0 0 0 E -04 パラメ-夕 < + 5 . 0 0 0 0 0 E-04 40 0 “ SEC

+ 5 . 0 0 0 0 0 E-04 パラメ-夕 < + 6 . 0 0 0 0 0 E-04 5 0 0 д SEC

+ 6 . 0 0 0 0 0 E -04 パラメ-夕 < + 7 . 0 0 0 0 0 E -04 6 0 0 д SEC

+ 7 . 0 0 0 0 0 E-04 パラトタ < + 8 . 0 0 0 0 0 E -04 7 0 0 д SEC

+ 8 . 0 0 0 0 0 E -04 パラトタ < + 9 . 0 0 0 0 0 E -04 8 0 0 д SEC

+ 9 . 0 0 0 0 0 E-04 パラメ-夕 < + 1 . 0 0 0 0 0 E -03 900 “ SEC

+ 1 . 0 0 0 0 0 E-03 パラトタ < + 2 . 0 0 0 0 0 E-03 1 mSEC

+ 2 . 0 0 0 0 0 E-03 パラメ-夕 < + 3 . 0 0 0 0 0 E-03 2 mSEC

+ 3 . 0 0 0 0 0 E-03 パラメ-夕 < + 4 . 0 0 0 0 0 E-03 3 mSEC

+ 4 . 0 0 0 0 0 E-03 パラメ-夕 < + 5 . 0 0 0 0 0 E-03 4 mSEC

+ 5 . 0 0 0 0 0 E-03 パラメ-夕 < + 6 . 0 0 0 0 0 E-03 5 mSEC

+ 6 . 0 0 0 0 0 E-03 パラトタ < + 7 . 0 0 0 0 0 E -03 6 mSEC

+ 7 . 0 0 0 0 0 E-03 パラトタ < + 8 . 0 0 0 0 0 E -03 7 mSEC

+ 8 . 0 0 0 0 0 E -03 パラメ-夕 < 1 9 . 0 0 0 0 0 E-03 8 mSEC

9 . 14 _ S С P I コ マ ン _ド • リ フ ァ レ ン ス

〔ク エ リ 〕 ：TSYStem:FAST :RATE? [MINimum | MAXimum | DEFault]

〔ク エ リ の 応 答 〕 固 定 小 数 点 型 指 数 表 記 （2. 0 0 0 0 0 E- 0 5〜 8. 0 0 0 0 0 E-03)
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II. 0 0 0 0 0Е-04 

+ 1 . 5 0 0 0 0Е-04 

+ 2 . 0 0 0 0 0Е-04 

+ 2 . 5 0 0 0 0Е-04 

+ 3 . 0 0 0 0 0Е-04 

+ 3 . 5 0 0 0 0Е-04 

+ 4 . 0 0 0 0 0Е-0 4 

+ 4 . 5 0 0 0 0Е-04 

+ 5 . 0 0 0 0 0Е-04 

+ 1 . 0 0 0 0 0Е-03 

+ 1 . 5 0 0 0 0Е-03 

1 2 . 0 0 0 0 0Е-03 

+ 2 . 5 0 0 0 0Е-0 3 

+ 3 . 0 0 0 0 0Е-03 

+ 3 . 5 0 0 0 0Е-03 

1 4 . 0 0 0 0 0Е-0 3 

+ 4 . 5 0 0 0 0Е-03 

+ 5 . 0 0 0 0 0Е-03 

+ 1 . 0 0 0 0 0Е-02 

И . 5 0 0 0 0В-02 

+ 2 . 0 0 0 0 0Е-0 2 

+ 2 . 5 0 0 0 0Е-0 2 

+ 3 . 0 0 0 0 0Е-02 

+ 3 . 5 0 0 0 0Е-02 

+ 4 . 0 0 0 0 0Е-02 

+ 4 . 5 0 0 0 0Е-02 

+ 5 . 0 0 0 0 0Е-02

1 д SECC5 . 0 0 0 0 0 E - 0 5 PLC)

2 и SEC ( 1 . 0 0 0 0 0 E - 0 4 PLC)

3 ц SEC ( 1 . 5 0 0 0 0 E- 0 4 PLC)

4 я SEC ( 2 . 0 0 0 0 0 E- 0 4 PLC)

5 ц SEC ( 2 . 5 0 0 0 0 E - 0 4 PLC)

6 //SEC (3. 0 0 0 0 0 E - 0 4 PLC)

7 //SEC (3. 5 0 0 0 0 E- 0 4 PLC)

8 //SEC (4. 0 0 0 0 0 E- 0 4 PLC)

9 //SEC (4. 5 0 0 0 0 E- 0 4 PLC) 

10 //SEC (5. 0 0 0 0 0 E - 0 4 PLC) 

20 /г SEC (1. 0 0 0 0 0 E- 0 3 PLC) 

30 и SEC ( 1 . 5 0 0 0 0 E- 0 3 PLC) 

40 n SEC ( 2 . 0 0 0 0 0 E- 0 3 PLC) 

50 д SEC ( 2 . 5 0 0 0 0 E- 0 3 PLC) 

60 ix SEC (3. 0 0 0 0 0 E- 0 3 PLC) 

70 д SEC ( 3 . 5 0 0 0 0 E - 0 3 PLC) 

80 //SEC (4. 0 0 0 0 0 E- 0 3 PLC) 

90 //SEC (4. 5 0 0 0 0 E- 0 3 PLC)

100 /г SECC5. 0 0 0 0 0 E - 0 3 PLC) 

200 д SEC ( 1 . 0 0 0 0 0 E- 0 2 PLC) 

30 0 и SEC ( 1 . 5 0 0 0 0 E- 0 2 PLC) 

4 0 0  д SEC ( 2 . 0 0 0 0 0 E- 0 2 PLC) 

50 0  // SEC (2. 5 0 0 0 0 E - 0 2 PLC) 

600 //SEC (3. 0 0 0 0 0 E- 0 2 PLC) 

700 //SEC (3. 5 0 0 0 0 E - 0 2 PLC) 

80 0 //SEC (4. 0 0 0 0 0 E - 0 2 PLC) 

90 0 a SEC ( 4 . 5 0 0 0 0 E- 0 2 PLC)

<

く

<

<

<

<

く

く

<

<

<

<

<

<

<

<

<

<

<

<

<

<

<

<

<

<

<

パラメ-夕 

パラメ-夕 

パラメ-夕 

パラメ-夕 

パラメ-夕 

パラメ-夕 

パラメ-夕 

パラメ-夕 

パラメ-夕 

パラメ-夕 

パラメ-夕 

パラメ-夕 

パラメ-夕 

パラメ-夕 

パラメ-夕 

パラメ-夕 

パラメ-夕 

パラメ-夕 

パラメ-夕 

パラメ-夕 

パラメ-夕 

パラメ-夕 

パラメ-夕 

パラメ-夕 

パラメ-夕 

パラメ-夕 

パラメ-夕

+ 1 . 0 0 0 0 0 E-04 

+ 1 . 5 0 0 0 0 E-04 

+ 2 . 0 0 0 0 0 E-04 

+ 2 . 5 0 0 0 0 E-04 

+ 3 . 0 0 0 0 0 E -04 

+ 3 . 5 0 0 0 0 E-04 

+ 4 . 0 0 0 0 0 E-04 

+ 4 . 5 0 0 0 0 E-04 

+ 5 . 0 0 0 0 0 E-04 

+ 1 . 0 0 0 0 0 E-03 

+ 1 . 5 0 0 0 0 E-03 

+ 2 . 0 0 0 0 0 E-03 

+ 2 . 5 0 0 0 0 E-03 

+ 3 . 0 0 0 0 0 E-03 

+ 3 . 5 0 0 0 0 E-03 

+ 4 . 0 0 0 0 0 E-03 

+ 4 . 5 0 0 0 0 E-03 

+ 5 . 0 0 0 0 0 E-03 

+ 1 . 0 0 0 0 0 E-02 

+ 1 . 5 0 0 0 0 E -02 

+ 2 . 0 0 0 0 0 E-02 

+ 2 . 5 0 0 0 0 E-02 

+ 3 . 0 0 0 0 0 E-02 

+ 3 . 5 0 0 0 0 E-02 

+ 4 . 0 0 0 0 0 E-02 

+ 4 . 5 0 0 0 0 E-02

9 . 14 SCPIコ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

Фパ ラ メ ー タ を 設 定 す る と 、 本 器 は 設 定 さ れ た パ ラ メ ー タ の 範 囲 に よ り 積 分 時 間 を 決 定  

し ま す 。

以 下 に 電 源 周 波 数 （5 0 Hz，6 0 Hz) と 積 分 時 間 の 単 位 毎 （NPLCYCLES，SEC) に パ ラ メ ー タ 設  

定 範 囲 と 決 定 さ れ る 積 分 時 間 を 示 し ま す 。

電 源 周 波 数 が 5 0 Hzの 場 合

①  積 分 時 間 の 単 位 が ” PLC”の と き

②  積 分 時 間 の 単 位 が ” SEC”の と き

[表 9-20] 

[表 9-21]

2. 電 源 周 波 数 が 6 0 Hzの 場 合

③  積 分 時 間 の 単 位 が ” PLC”の と き

④  積 分 時 間 の 単 位 が ” SEC”の と ぎ

[表 9-22 ] 

[表 9-23 ]

表 9 - 20 電 源 周 波 数 ：5 0 H z 、 積 分 時 間 単 位 ：PLC (1/2)

パ ラ メ ー タ 設 定 範 囲 （PLC) 決 定 さ れ る 積 分 時 間
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(2/ 2)

パラメ 一 夕 設 定 範 囲 （PLC) 決 定 さ れ る 積 分 時 間

+ 5 . 0 0 0 0 0Е-02 パラトタ < + 1 . 0 0 0 0 0Е-01 1 mSEC ( 5 . 0 0 0 0 0 E- 0 2 PLC)

+ 1 . 0 0 0 0 0Е-01 パラトタ < + 1 . 5 0 0 0 0Е-01 2 m S E C d . 0 0 0 0 0 E- 0 1 PLC)

+ 1 . 5 0 0 0 0Е-01 パラメ-夕 < + 2 . 0 0 0 0 0Е-01 3 inSECCl. 5 0 0 0 0 E- 0 1 PLC)

+ 2 . 0 0 0 0 0Е-01 パラメ-夕 < + 2 . 5 0 0 0 0Е-01 4 mSEC ( 2 . 0 0 0 0 0 E - 0 1 PLC)

+ 2 . 5 0 0 0 0Е-01 パラメ-夕 < + 3 . 0 0 0 0 0Е-01 5 mSBC ( 2 . 5 0 0 0 0 E- 0 1 PLC)

+ 3 . 0 0 0 0 0Е-01 < パラトタ < + 3 . 5 0 0 0 0Е-01 6 mSEC ( 3 . 0 0 0 0 0 E - 0 1 PLC)

+ 3 . 5 0 0 0 0Е-01 パラメ-夕 < + 4 . 0 0 0 0 0Е-01 7 mSEC ( 3 . 5 0 0 0 0 E - 0 1 PLC)
+ 4 . 0 0 0 0 0Е-01 パラメ-夕 < + 4 . 5 0 0 0 0Е-01 8 mSEC ( 4 . 0 0 0 0 0 E - 0 1 PLC)

+ 4 . 5 0 0 0 0Е-01 パラメ-夕 < + 5 . 0 0 0 0 0Е-01 9 mSEC ( 4 . 5 0 0 0 0 E - 0 1 PLC)

+ 5 . 0 0 0 0 0Е-01 パラメ-夕 < + 1 . 0 0 0 0 0Е+00 10 mSEC ( 5 . 0 0 0 0 0 E- 0 1 PLC)

+ 1 . 0 0 0 0 0Е+00 パラメ-夕 < + 2 . 0 0 0 0 0Е+00 1PLC

+ 2 . 0 0 0 0 0Е+00 パラメ-夕 < + 3 . 0 0 0 0 0Е+00 2 PLC

+ 3 . 0 0 0 0 0Е+00 パラメ-夕 < + 4 . 0 0 0 0 0Е+00 3 PLC

+ 4 . 0 0 0 0 0Е+00 パラメ-夕 < + 5 . 0 0 0 0 0Е+00 4 PLC

+ 5 . 0 0 0 0 0Е+00 パラメ-夕 < + 6 . 0 0 0 0 0Е+00 5 PLC

+ 6 . 0 0 0 0 0Е+00 パラメ-夕 < + 7 . 0 0 0 0 0Е+00 6 PLC

+ 7 . 0 0 0 0 0Е+00 パラメ-夕 < + 8 . 0 0 0 0 0Е+00 7 PLC

+ 8 . 0 0 0 0 0Е+00 パラトタ < + 9 . 0 0 0 0 0Е+00 8 PLC

+ 9 . 0 0 0 0 0Е+00 パラメ-夕 < + 1 . 0 0 0 0 0Е+01 9 PLC

+ 1 . 0 0 0 0 0 EI01 < パラメ-夕 < + 2 . 0 0 0 0 0Е+01 1 0 PLC

+ 2 . 0 0 0 0 0Е+01 パラメ-夕 < + 3 . 0 0 0 0 0Е+01 2 0 PLC

+ 3 . 0 0 0 0 0Е+01 パラメ-夕 < + 4 . 0 0 0 0 0Е+01 3 0 PLC

+ 4 . 0 0 0 0 0Е+01 < パラメ-夕 < + 5 . 0 0 0 0 0Е+01 4 0 PLC

+ 5 . 0 0 0 0 0Е+01 パラメ-夕 < + 6 . 0 0 0 0 0Е+01 5 0 PLC

+ 6 . 0 0 0 0 0Е+01 パラメ-夕 < + 7 . 0 0 0 0 0Е+01 6 0 PLC

+ 7 . 0 0 0 0 0Е+01 パラメ-夕 < + 8 . 0 0 0 0 0Е+01 7 0 PLC

+ 8 . 0 0 0 0 0Е+01 パラメ-夕 < + 9 . 0 0 0 0 0Е+01 8 0 PLC

+ 9 . 0 0 0 0 0Е+01 パラメ-夕 < + 1 . 0 0 0 0 0 EI02 9 0 PLC

+ 1 . 0 0 0 0 0Е+02 パラメ-夕 < + 2 . 0 0 0 0 0Е+02 1 0 0 PLC
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パラメ-夕 < + 2 . 0 0 0 0 0 E-06

パラメ-夕 < + 3 . 0 0 0 0 0 E-06

パラメ-夕 < + 4 . 0 0 0 0 0 E-06

パラメ-夕 < + 5 . 0 0 0 0 0 E-06

パラメ-夕 < + 6 . 0 0 0 0 0 E-06
パラメ-夕 < + 7 . 0 0 0 0 0 E-06
パラメ-夕 < + 8 . 0 0 0 0 0 E-06

パラメ-夕 < + 9 . 0 0 0 0 0 E-06

パラメ-夕 < + 1 . 0 0 0 0 0 E -05

パラメ-夕 < + 2 . 0 0 0 0 0 E-05
パラメ-夕 < + 3 . 0 0 0 0 0 E-05

パラメ-夕 < + 4 . 0 0 0 0 0 E-05

パラメ-夕 < + 5 . 0 0 0 0 0 E-05

パラメ •"夕 < + 6 . 0 0 0 0 0 E-05

パラメ-夕 < + 7 . 0 0 0 0 0 E-05

パラメ-夕 < + 8 . 0 0 0 0 0 E-05

パラメ-夕 < + 9 . 0 0 0 0 0 E-05

パラメ-夕 < + 1 . 0 0 0 0 0 E-04

パラメ-夕 < + 2 . 0 0 0 0 0 E-04

パラメ-夕 < + 3 . 0 0 0 0 0 E-04

パラメ-夕 < + 4 . 0 0 0 0 0 E-04

パラメ-夕 < 1 5 . 0 0 0 0 0 E-04

パラメ-夕 < + 6 . 0 0 0 0 0 E-04

パラメ-夕 < + 7 . 0 0 0 0 0 E-04

パラメ-夕 < + 8 . 0 0 0 0 0 E-04

パラメ-夕 < + 9 . 0 0 0 0 0 E -04

パラメ-夕 < + 1 . 0 0 0 0 0 E-03

パラメ-夕 < + 2 . 0 0 0 0 0 E-03

パラメ-夕 < + 3 . 0 0 0 0 0 E -03

パラメ-夕 < + 4 . 0 0 0 0 0 E-03

パラメ-夕 < + 5 . 0 0 0 0 0 E -03

パラメ-夕 < + 6 . 0 0 0 0 0 E-03
パラメ-夕 < + 7. 0 0 0 0 0 E - 0.3

パラメ-夕 < + 8 . 0 0 0 0 0 E-03

パラメ-夕 < + 9 . 0 0 0 0 0 E-03

パラメ-夕 < + 1 . 0 0 0 0 0 E-02

パラメ-夕 < + 2 . 0 0 0 0 0 E-02

パラメ-夕 < + 4 . 0 0 0 0 0 E-02

パラメ-夕 < 1 6 . 0 0 0 0 0 E-02

パラメ-夕 < + 8 . 0 0 0 0 0 E-02

パラメ-夕 < + 1 . 0 0 0 0 0 E-01

パラメ-夕 < + 1 . 2 0 0 0 0 E-01

パラメ-夕 < 1 1 . 4 0 0 0 0 E-01

パラメ-夕 < 1 1 . 6 0 0 0 0 E-01

パラメ-夕 < + 1 . 8 0 0 0 0 E-01

1 H SEC

2 pi SEC

3 U SEC

4 И SEC

5 д SEC

6 U SEC

7 U SEC

8 ц SEC

9 U SEC

10 li SEC

20 Ц, SEC

30 H SEC

40 U SEC

50 U SEC

60 U SEC

70 U SEC

80 U SEC

90 U SEC

100 H SEC

20 0 U SEC

300 U SEC

4 0 0 H SEC

500 U SEC

60 0 д SEC

70 0 li SEC

800 U SEC

900 U SEC

1 mSEC

2 mSEC

3 mSEC

4 mSEC

5 mSEC

6 mSEC

7 mSEC

8 mSEC

9 mSEC

10 mSEC

1PLCC+ 2 . 0 0 0 0 0 E- 0 2 SEC) 

2 P L C ( + 4 . 0 0 0 0 0 E - 0 2 SEC) 

3 P L C ( + 6 . 0 0 0 0 0 E - 0 2 SEC) 

4 PLCC+ 8 . 0 0 0 0 0 E - 0 2 SEC) 

5 P L C ( + 1 . 0 0 0 0 0 E - 0 1 SEC) 

6 P L C ( + 1 . 2 0 0 0 0 E- 0 1 SEC) 

7 P L C ( + 1 . 4 0 0 0 0 E- 0 1 SEC) 

8 P L C ( + 1 . 6 0 0 0 0 E - 0 1 SEC)

+ 2 . 0 0 0 0 0 E-06 

+ 3 . 0 0 0 0 0 E -06 

+ 4 . 0 0 0 0 0 E-06 

+ 5 . 0 0 0 0 0 E-06 

+ 6 . 0 0 0 0 0 E-06 

+ 7 . 0 0 0 0 0 E-06 

+ 8 . 0 0 0 0 0 E-06 

+ 9 . 0 0 0 0 0 E-06 

+ 1 . 0 0 0 0 0 E-05 

1 2 . 0 0 0 0 0 E -05 

+ 3 . 0 0 0 0 0 E-05 

+ 4 . 0 0 0 0 0 E-05 

+ 5 . 0 0 0 0 0 E-05 

+ 6 . 0 0 0 0 0 E -05 

+ 7 . 0 0 0 0 0 E-05 

+ 8 . 0 0 0 0 0 E-05 

+ 9 . 0 0 0 0 0 E-05 

+ 1 . 0 0 0 0 0 E-04 

+ 2 . 0 0 0 0 0 E-04 

+ 3 . 0 0 0 0 0 E-04 

+ 4 . 0 0 0 0 0 E-04 

+ 5 . 0 0 0 0 0 E- 04 

+ 6 . 0 0 0 0 0 E-04 

+ 7 . 0 0 0 0 0 E-04 

+ 8 . 0 0 0 0 0 E-04 

+ 9 . 0 0 0 0 0 E-04 

+ 1 . 0 0 0 0 0 E-03 

+ 2 . 0 0 0 0 0 E-03 

+ 3 . 0 0 0 0 0 E-03 

+ 4 . 0 0 0 0 0 E -03 

+ 5 . 0 0 0 0 0 E-03 

+ 6 . 0 0 0 0 0 E-03 

+ 7 . 0 0 0 0 0 E-03 

+ 8 . 0 0 0 0 0 E-03 

+ 9 . 0 0 0 0 0 E -03 

+ 1 . 0 0 0 0 0 E -02 

+ 2 . 0 0 0 0 0 E -02 

+ 4 . 0 0 0 0 0 E -02 

+ 6 . 0 0 0 0 0 E-02 

+ 8 . 0 0 0 0 0 E-02 

+ 1 . 0 0 0 0 0 E-01 

+1.20000E-01 
+ 1 . 4 0 0 0 0 E-01 

+ 1 . 6 0 0 0 0 E-01

9 . 1 4  S C P I コ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

表 9 - 21 電 源 周 波 数 ：5 0 H z 、 積 分 時 間 単 位 ：SEC (1/2) 

パ ラ メ ー タ 設 定 範 囲 （SEC) 決定される 積分時間
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H SECC6 . 0 0 0 0 0 E- 0 5 PLC) 

U SEC ( 1 . 2 0 0 0 0 E- 0 4 PLC) 

pi SEC (1. 8 0 0 0 0 E- 0 4 PLC) 

U SEC ( 2 . 4 0 0 0 0 E- 0 4 PLC) 

H SEC ( 3 . 0 0 0 0 0 E- 0 4 PLC) 

U SEC ( 3 . 6 0 0 0 0 E- 0 4 PLC) 

д SEC ( 4 . 2 0 0 0 0 E- 0 4 PLC) 

U SEC ( 4 . 8 0 0 0 0 E- 0 4 PLC) 

H SEC ( 5 . 4 0 0 0 0 E- 0 4 PLC) 

U SEC ( 6 . 0 0 0 0 0 E- 0 4 PLC) 

PL SEC ( 1 . 2 0 0 0 0 E - 0 3 PLC) 

a SEC ( 1 . 8 0 0 0 0 E - 0 3 PLC) 

H SEC ( 2 . 4 0 0 0 0 E - 0 3 PLC) 

H SEC ( 3 . 0 0 0 0 0 E- 0 3 PLC) 

U SEC ( 3 . 6 0 0 0 0 E- 0 3 PLC) 

pi SEC (4. 2 0 0 0 0 E- 0 3 PLC) 

H SEC ( 4 . 8 0 0 0 0 E- 0 3 PLC) 

//SEC ( 5 . 4 0 0 0 0 E- 0 3 PLC) 

U SEC ( 6 . 0 0 0 0 0 E - 0 3 PLC) 

H SEC ( 1 . 2 0 0 0 0 E- 0 2 PLC) 

U SEC ( 1 . 8 0 0 0 0 E - 0 2 PLC) 

д SEC ( 2 . 4 0 0 0 0 E - 0 2 PLC) 

" SEC ( 3 . 0 0 0 0 0 E- 0 2 PLC) 

U SEC ( 3 . 6 0 0 0 0 E- 0 2 PLC) 

U SEC ( 4 . 2 0 0 0 0 E- 0 2 PLC) 

ix SEC (4. 8 0 0 0 0 E- 0 2 PLC) 

" SEC ( 5 . 4 0 0 0 0 E- 0 2 PLC) 

mSEC ( 6 . 0 0 0 0 0 E- 0 2 PLC)

+ 1 . 2 0 0 0 0 E-04 

И . 8 0 0 0 0 E-04 

+ 2 . 4 0 0 0 0 E-04 

+ 3 . 0 0 0 0 0 E-04 

+ 3 . 6 0 0 0 0 E-04 

+ 4 . 2 0 0 0 0 E -04 

+ 4 . 8 0 0 0 0 E-04 

+ 5 . 4 0 0 0 0 E-04 

+ 6 . 0 0 0 0 0 E-04 

+ 1 . 2 0 0 0 0 E-03 

И . 8 0 0 0 0 E-03 

+ 2 . 4 0 0 0 0 E-03 

+ 3 . 0 0 0 0 0 E-03 

+ 3 . 6 0 0 0 0 E-03 

+ 4 . 2 0 0 0 0 E-03 

+ 4 . 8 0 0 0 0 E-03 

+ 5 . 4 0 0 0 0 E-03 

+ 6 . 0 0 0 0 0 E-03 

+ 1 . 2 0 0 0 0 E-02 

+ 1 . 8 0 0 0 0 E -02 

+ 2 . 4 0 0 0 0 E-02 

+ 3 . 0 0 0 0 0 E -02 

+ 3 . 6 0 0 0 0 E-02 

H . 20000E-02 

+ 4 . 8 0 0 0 0 E -02 

+ 5 . 4 0 0 0 0 E-02 

+ 6 . 0 0 0 0 0 E -02

パラメ-夕 <

パラメ-夕 <

パラメ-夕 <

パラメ- 夕 <

パラメ-夕 <

パラメ-夕 <

パラメ-夕 <

< パラメ-夕 <

< パラメ-夕 <

パラメ-夕 <

パラメ-夕 <

パラメ-夕 <

パラメ-夕 <

パラメ-夕 <

パラメ-夕 <

パラメ-夕 <

パラメ-夕 <

パラメ-夕 <

パラメ-夕 <

パラメ-夕 <

パラメ-夕 <

パラメ-夕 <

パラメ-夕 <

パラメ-夕 <

パラメ-夕 <

パラメ-夕 <

パラメ-夕 <

く パラメータ <

+ 1 . 2 0 0 0 0 E-04 

+ 1 . 8 0 0 0 0 E -04 

+ 2 . 4 0 0 0 0 E-04 

+ 3 . 0 0 0 0 0 E-04 

+ 3 . 6 0 0 0 0 E -04 

+ 4 . 2 0 0 0 0 E -04 

+ 4 . 8 0 0 0 0 E-04 

+ 5 . 4 0 0 0 0 E -04 

1 6 . 0 0 0 0 0 E-04 

+ 1 . 2 0 0 0 0 E-03 

+ 1 . 8 0 0 0 0 E-03 

1 2 . 4 0 0 0 0 E -03 

+ 3 . 0 0 0 0 0 E-03 

+ 3 . 6 0 0 0 0 E -03 

+ 4 . 2 0 0 0 0 E-03 

+ 4 . 8 0 0 0 0 E-03 

+ 5 . 4 0 0 0 0 E -03 

+ 6 . 0 0 0 0 0 E -03 

+ 1 . 2 0 0 0 0 E-02 

+ 1 . 8 0 0 0 0 E -02 

+ 2 . 4 0 0 0 0 E-02 

+ 3 . 0 0 0 0 0 E-02 

+ 3 . 6 0 0 0 0 E-02 

+ 4 . 2 0 0 0 0 E-02 

+ 4 . 8 0 0 0 0 E -02 

1 5 . 4 0 0 0 0 E -02 

+ 6 . 0 0 0 0 0 E -02 

+ 1 . 2 0 0 0 0 E-01

14 S С P Iコ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

(2/ 2)

パ ラ メ ー タ 設 定 範 囲 （SEC) 決 定 さ れ る 積 分 時 間

U . 8 0 0 0 0 E-01 

+ 2 . 0 0 0 0 0 E-01 

1 4 . 0 0 0 0 0 E-01 

+ 6 . 0 0 0 0 0 E-01 

+ 8 . 0 0 0 0 0 E-01 

+ 1 . 0 0 0 0 0 E+00 

+ 1 . 2 0 0 0 0 E+00 

+ 1 . 4 0 0 0 0 E+00 

+ 1 . 6 0 0 0 0 E+00 

+ 1 . 8 0 0 0 0 E+00 

+ 2 . 0 0 0 0 0 E+00

パラメ-夕く 

パラメ-夕く 

パラメ-夕く 

パラメ-夕<  

パラメ-夕く 

パラメ-夕<  

パラメ-夕<  

パラメ-夕く 

パラメ-夕<  

パラメ-夕く 

パラメ-夕く

+ 2. 0 0 0 0 0 E-01 

+4. 0 0 0 0 0 E-01 

+ 6 . 0 0 0 0 0 E -01 

+ 8 . 0 0 0 0 0 E-01 

+ 1 . 0 0 0 0 0 E+00 

+ 1 . 2 0 0 0 0 E+00 

+ 1 . 4 0 0 0 0 E+00 

+ 1 . 6 0 0 0 0 E+00 

+ 1 . 8 0 0 0 0 E+00 

+ 2 . 0 0 0 0 0 E+00 

+ 4 . 0 0 0 0 0 E+00

9 PL C (I 1 . 8 0 0 0 0 E- 0 1 SEC) 

1 0 PLCC+ 2 . 0 0 0 0 0 E- 0 1 SEC) 

2 0 PL C ( + 4 . 0 0 0 0 0 E- 0 1 SEC) 

3 0 PLC ( + 6 . 0 0 0 0 0 E- 0 1 SEC) 

4 0 PLC ( + 8 . 0 0 0 0 0 E- 0 1 SEC) 

5 0 PL C ( + 1 . 0 0 0 0 0 E+ 0 0 SEC) 

6 0 PLC ( + 1 . 2 0 0 0 0 E+ 0 0 SEC) 

7 0 PL C ( + 1 . 4 0 0 0 0 E+ 0 0 SEC) 

8 0 PL C ( + 1 . 6 0 0 0 0 E+ 0 0 SEC) 

9 0 PLC ( + 1 . 8 0 0 0 0 E+ 0 0 SEC) 

1 0 0 PL C ( + 2 . 0 0 0 0 0 E+ 0 0 SEC)

表 9 - 22 電 源 周 波 数 ：6 0 H z 、 積 分 時 間 単 位 ：PLC (1/2)

パ ラ メ ー タ 設 定 範 囲 （PLC) 決 定 さ れ る 積 分 時 間

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
0
0
0
0
0
0
0
0

1
2
3
4
5
6
7
8
9

278 0 7 0 3 3 0



6 5 8 1 シリーズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱説明書

9 . 14 S G Р Iコ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス

(2/ 2)

ノくラメ 一 夕 設 定 範 囲 （PLC) 決 定 さ れ る 積 分 時 間

+ 1 . 2 0 0 0 0 E-01 パラメ-夕 < + 1 . 8 0 0 0 0 E -01 2 m S E C d . 2 0 0 0 0 E - 0 1 PLC)

+ 1 . 8 0 0 0 0 E -01 パラメ-夕 < + 2 . 4 0 0 0 0 E-01 3 mSEC(L  8 0 0 0 0 E- 0 1 PLC)

+ 2 . 4 0 0 0 0 E-01 パラメ-夕 < + 3 . 0 0 0 0 0 E -01 4 mSEC ( 2 . 4 0 0 0 0 E - 0 1 PLC)

+ 3 . 0 0 0 0 0 E-01 パラトタ < + 3 . 6 0 0 0 0 E-01 5 mSEC ( 3 . 0 0 0 0 0 E- 0 1 PLC)

+ 3 . 6 0 0 0 0 E-01 パラメ-夕 < + 4 . 2 0 0 0 0 E-01 6 mSEC ( 3 . 6 0 0 0 0 E - 0 1 PLC)

+ 4 . 2 0 0 0 0 E -01 パラトタ < + 4 . 8 0 0 0 0 E-01 7 mSEC ( 4 . 2 0 0 0 0 E- 0 1 PLC)

+ 4 . 8 0 0 0 0 E-01 パラメ-夕 < + 5 . 4 0 0 0 0 E-01 8 mSEC ( 4 . 8 0 0 0 0 E- 0 1 PLC)

+ 5 . 4 0 0 0 0 E-01 パラメ-夕 < + 6 . 0 0 0 0 0 E-01 9 mSEC ( 5 . 4 0 0 0 0 E- 0 1 PLC)

+ 6 . 0 0 0 0 0 E-01 パラメ-夕 < + 1 . 0 0 0 0 0 E+00 10 mSEC ( 6 . 0 0 0 0 0 E- 0 1 PLC)

+ 1 . 0 0 0 0 0 E +00 パラメ-夕 < + 2 . 0 0 0 0 0 E +00 1PLC

+ 2 . 0 0 0 0 0 E+00 パラメ-夕 < + 3 . 0 0 0 0 0 E +00 2 PLC

+ 3 . 0 0 0 0 0 E+00 パラメ-夕 < + 4 . 0 0 0 0 0 E+00 3 PLC

+ 4 . 0 0 0 0 0 E+00 パラメ-夕 < + 5 . 0 0 0 0 0 E+00 4 PLC

+ 5 . 0 0 0 0 0 E+00 パラメ-夕 < 1 6 . 0 0 0 0 0 E +00 5 PLC

+ 6 . 0 0 0 0 0 E +00 パラメ-夕 < + 7 . 0 0 0 0 0 E+00 6 PLC

+ 7 . 0 0 0 0 0 E +00 パラトタ < + 8 . 0 0 0 0 0 E+00 7 PLC

+ 8 . 0 0 0 0 0 E十00 パラメ-夕 < + 9 . 0 0 0 0 0 E+00 8 PLC

+ 9 . 0 0 0 0 0 E+00 パラメ-夕 < + 1 . 0 0 0 0 0 E+01 9 PLC

+ 1 . 0 0 0 0 0 E+01 パラメ-夕 < + 2 . 0 0 0 0 0 E+01 1 0PLC

+ 2. 0 0 0 0 0ЕШ パラトタ < + 3 . 0 0 0 0 0 E+01 2 0 PLC

+ 3 . 0 0 0 0 0 E+01 パラトタ < + 4 . 0 0 0 0 0 E+01 3 0 PLC

+ 4 . 0 0 0 0 0 E+01 パラメ-夕 < + 5 . 0 0 0 0 0 E +01 4 0 PLC

+ 5 . 0 0 0 0 0 E+01 パラメ-夕 < + 6 . 0 0 0 0 0 E+01 5 0 PLC

+ 6 . 0 0 0 0 0 E+01 パラメ-夕 < + 7 . 0 0 0 0 0 E+01 6 0 PLC

+ 7 . 0 0 0 0 0 E+01 パラメ-夕 < + 8 . 0 0 0 0 0 E+01 7 0 PLC

+ 8 . 0 0 0 0 0 E+01 パラメ-夕 < 1 9 . 0 0 0 0 0 E+01 8 0 PLC

+ 9 . 0 0 0 0 0 E+01 パラメ-夕 < + 1 . 0 0 0 0 0ЕШ 9 0 PLC

+ 1 . 0 0 0 0 0ЕШ パラメ-夕 < + 2 . 0 0 0 0 0 E+02 1 0 0 PLC

表 9- 2 3 電 源 周 波 数 ：6 0 H z 、 積 分 時 間 単 位 ：SEC (1/2)

パ ラ メ ー タ 設 定 範 囲 （SEC) 決 定 さ れ る 積 分 時 間

0 ^  パラトタ <  + 2 . 0 0 0 0 0 E -06 1 /г SEC

+ 2 . 0 0 0 0 0 E-06 S  パラメ-夕 <  + 3 . 0 0 0 0 0 E -06 2 и SEC

+ 3 . 0 0 0 0 0 E-06 ^  Лラトタ <  + 4 . 0 0 0 0 0 E -06 3 д SEC

+ 4 . 0 0 0 0 0 E-06 ^  Лラメ-夕 <  + 5 . 0 0 0 0 0 E-06 4 ц SEC

+ 5 . 0 0 0 0 0 E-06 ^  Лラトタ <  + 6 . 0 0 0 0 0 E-06 5 ^ S E C

+ 6 . 0 0 0 0 0 E -06 S  ノfラトタ <  + 7 . 0 0 0 0 0 E-06 6 и SEC

+ 7 . 0 0 0 0 0 E-06 S  パラメ-夕く + 8 . 0 0 0 0 0 E-06 7 //SEC

+ 8 . 0 0 0 0 0 E-06 ^  パラメ-夕 <  + 9 . 0 0 0 0 0 E-06 8 и SEC

+ 9 . 0 0 0 0 0 E-06 ^  Лラトタ <  + 1 . 0 0 0 0 0 E -05 9 ^ S E C

+ 1 . 0 0 0 0 0 E-05 ^  Лラメ-夕 <  + 2 . 0 0 0 0 0 E-05 10 //SEC
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パラメ 一 夕 設 定 範 囲 （SEC) 決 定 さ れ る 積 分 時 間

+ 2 . 0 0 0 0 0Е-05 パラメ-夕 < + 3 . 0 0 0 0 0 E-05 20 д SEC

+ 3 . 0 0 0 0 0Е-05 パラトタ < + 4 . 0 0 0 0 0 E-05 30 //SEC

+ 4 . 0 0 0 0 0Е-05 < パラメ-夕 < + 5 . 0 0 0 0 0 E-05 40 //SEC

1 5 . 0 0 0 0 0Е-05 パラメ-夕 < + 6 . 0 0 0 0 0 E-05 50 //SEC

+ 6 . 0 0 0 0 0Е-05 パラメ-夕 < + 7 . 0 0 0 0 0 E-05 60 д SEC

+ 7 . 0 0 0 0 0Е-05 パラトタ < + 8 . 0 0 0 0 0 E-05 70 д SEC

+ 8 . 0 0 0 0 0Е-05 パラメ-夕 < + 9 . 0 0 0 0 0 E -05 80 дSEC

+ 9 . 0 0 0 0 0Е-05 パラメ-夕 < + 1 . 0 0 0 0 0 E-04 90 д SEC

+ 1 . 0 0 0 0 0Е-04 パラメ-夕 < + 2 . 0 0 0 0 0 E-04 100 щ SEC

+ 2 . 0 0 0 0 0Е-04 パラメ-夕 < + 3 . 0 0 0 0 0 E-04 20 0  д SEC

+ 3 . 0 0 0 0 0Е-04 パラメ-夕 < + 4 . 0 0 0 0 0 E-04 300 //SEC

1 4 . 0 0 0 0 0Е-04 パラメ-夕 < + 5 . 0 0 0 0 0 E-04 40 0  //SEC

+ 5 . 0 0 0 0 0Е-04 パラメ-夕 < + 6 . 0 0 0 0 0 E-04 500 д SEC

+ 6 . 0 0 0 0 0Е-04 パラメ-夕 < + 7 . 0 0 0 0 0 E -04 600 //SEC

+ 7 . 0 0 0 0 0Е-04 パラメ-夕 < + 8 . 0 0 0 0 0 E-04 70 0  д SEC

+ 8 . 0 0 0 0 0Е-04 パラメ-夕 < + 9 . 0 0 0 0 0 E -04 800 д SEC

+ 9 . 0 0 0 0 0Е-04 パラメ-夕 < + 1 . 0 0 0 0 0 E-03 900 a SEC

+ 1 . 0 0 0 0 0Е-03 パラメ-夕 < + 2 . 0 0 0 0 0 E-03 1 mSEC

+ 2 . 0 0 0 0 0Е-03 パラトタ < + 3 . 0 0 0 0 0 E-03 2 mSEC

+ 3 . 0 0 0 0 0Е-03 パラメ-夕 < + 4 . 0 0 0 0 0 E-03 3 mSEC

+ 4 . 0 0 0 0 0Е-03 パラメ-夕 < + 5 . 0 0 0 0 0 E-03 4 mSEC

+ 5 . 0 0 0 0 0Е-03 パラメ-夕 < + 6 . 0 0 0 0 0 E-03 5 mSEC

+ 6 . 0 0 0 0 0Е-03 パラメ-夕 < + 7 . 0 0 0 0 0 E -03 6 mSEC

+ 7 . 0 0 0 0 0Е-03 パラトタ < + 8 . 0 0 0 0 0 E-03 7 mSEC

+ 8 . 0 0 0 0 0Е-03 パラメ-夕 < + 9 . 0 0 0 0 0 E-03 8 mSEC

1 9 . 0 0 0 0 0Е-03 パラメ-夕 < + 1 . 0 0 0 0 0 E-02 9 mSEC

+ 1 . 0 0 0 0 0Е-02 パラメ-夕 < + 1 . 6 7 0 0 0 E-02 10 mSEC

+ 1 . 6 6 6 6 6Е-02 パラメ-夕 < + 3 .ЗЗЗЗЗЕ-02 l P L C O l . 6 6 6 6 6 E- 0 2 SEC)

+ 3 .ЗЗЗЗЗЕ-02 パラメ-夕 < + 5 . 0 0 0 0 0Е-02 2 PLC ( + 3 . 3 3 3 3 3 E- 0 2 SEC)

+ 5 . 0 0 0 0 0Е-02 < パラメ-夕 < + 6 . 6 6 6 6 6Е-02 3 PLC ( + 5 . 0 0 0 0 0 E- 0 2 SEC)

+ 6 . 6 6 6 6 6Е-02 パラメ-夕 < + 8 .ЗЗЗЗЗЕ-02 4 PLC ( + 6 . 6 6 6 6 6 E- 0 2 SEC)

+ 8 .ЗЗЗЗЗЕ-02 パラメ-夕 < + 1 . 0 0 0 0 0Е-01 5 PLC ( + 8 . 3 3 3 3 3 E- 0 2 SEC)

+ 1 . 0 0 0 0 0Е-01 パラメ'■"夕 < + 1 . 1 6 6 6 6Е-01 6 PLC ( + 1 . 0 0 0 0 0 E- 0 1 SEC)

+ 1 . 1 6 6 6 6Е-01 パラメ-夕 < + 1 .ЗЗЗЗЗЕ-01 7 PL C ( + 1 . 1 6 6 6 6 E- 0 1 SEC)

+ 1 .ЗЗЗЗЗЕ-01 パラメ-夕 < + 1 . 5 0 0 0 0Е-01 8 PLCC+ 1 . 3 3 3 3 3 E- 0 1 SEC)

+ 1 . 5 0 0 0 0Е-01 パラメ-夕 < + 1 . 6 6 6 6 6Е-01 9 P L C a i . 5 0 0 0 0 E- 0 1 SEC)

1 1 . 6 6 6 6 6Е-01 パラメ-夕 < + 3 .ЗЗЗЗЗЕ-01 l O P L C d l . 6 6 6 6 6 E- 0 1 SEC)

+ 3 .ЗЗЗЗЗЕ-01 パラメ-夕 < + 5 . 0 0 0 0 0Е-01 2 0 PLC ( + 3 . 3 3 3 3 3 E- 0 1 SEC)

+ 5 . 0 0 0 0 0Е-01 パラメ-夕 < + 6 . 6 6 6 6 6Е-01 3 0 PLC ( + 5 . 0 0 0 0 0 E- 0 1 SEC)

+ 6 . 6 6 6 6 6Е-01 パラメ-夕 < + 8 .ЗЗЗЗЗЕ-01 4 0 PLC ( + 6 . 6 6 6 6 6 E- 0 1 SEC)

+ 8 .ЗЗЗЗЗЕ-01 パラメ-夕 < + 1 . 0 0 0 0 0Е+00 5 0 PLC ( + 8 . 3 3 3 3 3 E- 0 1 SEC)

+ 1 . 0 0 0 0 0Е+00 パラメ-夕 < + 1 . 1 6 6 6 6Е + 00 6 0 PL C ( + 1 . 0 0 0 0 0 E+ 0 0 SEC)

+ 1 . 1 6 6 6 6Е+00 パラメ-夕 < + 1 .ЗЗЗЗЗЕ+00 7 0 PL C ( + 1 . 1 6 6 6 6 E+ 0 0 SEC)

+ 1 . 3 3 3 3 3 E +00 パラメ-夕 < + 1 . 5 0 0 0 0Е+00 8 0 PLC ( + 1 . 3 3 3 3 3 B + 0 0 SEC)

+ 1 . 5 0 0 0 0 EI00 パラメ-夕 < + 1 . 6 6 6 6 6Е+00 9 0 PLC ( + 1 . 5 0 0 0 0 E+ 0 0 SEC)

+ 1 . 6 6 6 6 6Е+00 パラトタ < + 3 .ЗЗЗЗЗЕ+00 l O O P L C d l . 6 6 6 6 6 E + 0 0 SEC)

9 - 280* 0 7 0 3 3 0



6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー  タ

取 扱説明書

1 0 . 1  BCD デ ー タ 出 力 • ユ ニ ッ ト  1 3 0 1 9

10. 各種インタフ I ース

10.1 B C D データ出力■ユニット 13019

1 0 . 1 . 1 概要

B C D デ ー タ 出 カ ユ ニ ッ ト 1 3 0 1 9 は 、 デ ジ タ ル • マ ル チ メ ー  タ 65 8 1 /D に 装 着 し 、 測 定  

結 果 （表 示 値 ） を B C D パ ラ レ ル • コ ー ド に 変 換 し て 、 外 部 機 器 に 出 力 ら の 測 す る こ と が  

で き ま す 。

ま た 、 外 部 ス タ ー ト 入 力 信 号 端 子 を 備 え て い る た め 、 測 定 器 か ら 離 れ た 場 所 か ら の 測  

定 定 入 力 開 始 も 可 能 で す 。

こ れ ら の デ ー タ 出 力 お よ び 外 部 ス タ ー ト 信 号 は 、 デ ジ タ ル • マ ル チ メ ー タ の 測 定 入 力  

信 号 系 と は 電 気 的 に ア イ ソ レ ー ト さ れ 、 外 部 機 器 を 接 続 し て 測 定 シ ス テ ム を 構 成 す る と  

き に も 測 定 値 に 影 響 を 与 え な い よ う に 設 計 さ れ て い ま す 。

図 10 - 1 BCDデ ー タ 出 カ ユ ニ ッ ト  13 0 1 9  

デ ー タ 出 カ コ ネ ク タ  ： 5 0 ピ ン • ア ン フ エ ノ ー  ル • コ ネ ク タ

第 一 電 子 工 業 社 製  5 了-405 

同 社 製  5 7 - 3 0 5 0 0 と 同 等

当 社 製 デ ジ タ ル • レ コ ー ダ と 接 続 時 の 適 合 接 続 ケ ー ブ ル は 、 

M 0 - 0 1 で す 。

10 0 7 0 3 3 0
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10.1.2 1 3 0 1 9 の装着方法

-------------------------------------------- 汪 意 -----------------------------------------------

1 .  作 業 を す る 前 に デ ジ タ ル • マ ル チ メ ー タ （疆 M ) の 電 源 を O F F に し て 下 さ い 。

2. 本 器 の 電 気 回 路 を 静 電 気 か ら 守 る た め に 、 必 ず ア ー ス バ ン ド を 用 い て 下 さ い 。 

B C D デ ー タ 出 カ ユ ニ ッ ト 1 3 0 1 9 は 、 CMOS等 の 静 電 気 に 対 し て 弱 い 部 品 で 構 成  

さ れ て い ま す 。

① ア ク セ サ リ 用 の パ ネ ル を 止 め て い る ビ ス （Зпш+ ネ ジ ） を 2 力 所 外 し 、 メ ク ラ 板 を  

取 り 外 し て 下 さ い 。

② 1 3 0 1 9 を ガ イ ド レ ー ル の 間 に 乗 せ 、 そ の ま ま 差 し 込 ん で 下 さ い 。

0 7 0 3 3 0
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③ ア ク セ サ リ 用 の パ ネ ル を 止 め て い た ビ ス （3匪 + ネ ジ ） で 2 力 所 を 締 め て 下 さ い 。

13019

〇

3 m m  + ネジ D ММ背面パネル

10.1.3 仕様

動 作 許 可  ： 本 体 正 面 パ ネ ル ま た は GPIBイ ン タ フ ヱ ー ス よ り 設 定

出 力 対 象 デ ー タ  ： 測 定 値 （表 示 値 ） のみ

内 部 メ モ リ お よ び メ モ リ • カ ー ド か ら の リ コ ー ル • デ ー タ 、 

統 計 演 算 結 果 、 交 流 測 定 時 の 補 助 測 定 結 果 は 、 出 力 対 象 に  

は な り ま せ ん 。

出 カ コ ー ド  ： BCD(Binary Coded Decimal) パ ラ レ ル • コ ー ド

出 カ デ ー タ 内 容  ： 測 定 デ ー タ 、 小 数 点 、 極 性 、 単 位 、 B C D フ ァ ン ク シ ョ ン

B C D フ ァ ン ク シ ョ ン ： Over Load

コ ン パ レ ー タ 演 算 結 果  

(HIGH,MID, LOW)

印 字 指 令 出 力 信 号  ： T T L レ ベ ル 正 パ ル ス

(PRINT CMD) 出 カ デ ー タ が 更 新 さ れ 確 定 し た こ と を 示 す 信 号 で す 。

PRINT CMD

------------------------- +2. 7 V〜 +5. 2 5 V

0 V 〜 +0• 5 V

約 450 д S

1 0 - 3 0 7 0 3 3 0
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外 部 ス タ ー ト 入 力 信 号  ： HCM0 S レ ベ ル 正 パ ル ス （立 ち 上 が り エ ッ ジ で 動 作 し ま す 。 ） 

(EXT ST)
EXT ST

a---------------------------  + 3 . 5V〜 + 5 . 2 5 V

0V〜 + 0 . 6V

約 1 0 0 /г S 〜 1 0ms

内部回路へ
4  8 ピン

EXT ST

1 , 5 0 ピン

GND

図 10 - 2 外 部 ス タ ー ト 信 号 入 力 回 路

出 カ コ ネ ク タ  ： 5 0 ピ ン • ア ン フ エ ノ ー ル • コ ネ ク タ

( 第 一 電 子 工 業 社 製  5 7 - 4 0 5 0 0 )

電 源  ： DMM本 体 か ら 供 給

( 外 部 機 器 等 の 電 源 は 供 給 し ま せ ん 。 ）

使 用 環 境  ： 0 °C 〜 +  40°C 、 RH8 5 % 以 下 、 た だ し 結 露 の な い こ と

保 存 環 境  ： -25°C 〜 + 7 0°C

10 0 7 0 3 3 0
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10.1.4 出カデータ

( 1 ) ピ ン 配 列

デ ー タ 出 カ コ ネ ク タ の ピ ン 配 列 を 下 記 に 示 し ま す 。

表 10 - 1 デ ー タ 出 カ コ ネ ク タ の ピ ン 配 列

ピンNo. 機 能 ピンNo. 機 能

1 SIGNAL GND 26 2 ° 、

2 2 ° 、 27 2 1 10 8桁

3 2 1 1 0 ° 桁 28 2 2

4 2 2 29 2 3 ノ

5 2 3 」 30 2 ° 、

6 2° 1 31 2 1 l〇7 桁

7 2 1 ⑼ 桁 32 2 2

8 2 2 33
2з ,

9 2 3 J 34 2 ° 、丨BCD

10 2° 1 35 2 1 ン フ ァ ン ク シ ョ ン

11 2 1 1〇2 桁 36 H I G Hレ ベ ル 木1

12 2 2 37 HI G Hレ ベ ル 木1

13 2 3 」 38 2 2 、丨BCD

14 2 ° 〕 39 2 3 ノ フ ァ ン ク シ ョ ン

15 2 1 1〇3 桁 40 2 ° 、

16 2 2 41 2 1 単 位

17 2 3 」 42 2 2

18 2° 〕 43 2 3 ノ

19 2 1 1〇4 桁 44 2 ° 、

20 2 2 45 2 1 小 数 点  *3

21 2 3 」 46
2 2ン

22 2 ° 〕 47 印 字 指 令 出 力 信 号 （PRINT CMD)

23 2 1 1 0 5 桁 48 外 部 ス タ ー ト 入 力 信 号 （EXT ST)
24 2 2 49 N. С. 木2

25 2 3 J 50 SIGNAL GND

N. C. : No Conection

П ： 3 6 、 3 7 ピ ン の HI G Hレ ベ ル は 、 D M M 内 部 電 源 +  5 Vに l O k Q で プ ル ア ッ プ さ れ て

い ま す 。

*2 : 4 9 ピ ン は 空 き ピ ン で す が 、 中 継 端 子 と し て 使 用 し な い で 下 さ い 。

*3 : 表 示 値 に 対 応 し た 小 数 点 コ ー ド を 以 下 に 示 し ま す 。

表 示 値 1 . 1 . 9 . 9. 9. 9. 9. 9. 9.

小 数 点 コ ー ド 1 0 8 1 0 7 1 0 6 1 0 5 1 0 4 1 0 3 1 0 2 1 0 1 100

10 - 5 0 7 0 3 3 0
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⑵ 出 カ デ ー タ • コ ー ド

出 カ デ ー タ • コ ー ド を 下 記 に 示 し ま す 。

1 0 - 6 0 7 0 3 3 0
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表 10 - 2 BCD出 カ デ ー タ • コ ー ド (2/ 2 )

出 カ ピ ン 名

出 力 信 号  

(TR6 1 9 8 印 字 例 ）

а -- ド、

2 3 2 2 2 1 2°

(8) (4) (2) (1)

単 位 /г V U  V ) 0 1 0 1

mV (mV) 0 0 0 0

V (V ) 0 0 1 0

inQ (inQ ) 1 1 0 0

Q ( Q ) 0 1 0 0

k Q (k Q ) 0 1 0 1

МЙ (M Q ) 1 0 1 1

nA ( ス ペ ー ス ） 1 1 1 1

!l A (и A ) 1 0 0 0

шА (шА) 1 0 1 0

A ( ス ペ ー ス ） 1 1 1 1

mHz ( ス ペ ー ス ） 1 1 1 1

Hz ( ス ペ ー ス ） 1 1 1 1

kHz (kHz) 0 0 0 1

MHz ( ス ペ ー ス ） 1 1 1 1

nS ( ス ペ ー ス ） 1 1 1 1

!1 S ( ス ペ ー ス ） 1 1 1 1

mS ( mS) 0 1 1 1

S ( ス ペ ー ス ） 1 1 1 1

°C (°C ) 0 0 1 1

% ( % ) 0 1 1 0

dB (dB) 1 1 1 0

そ の 他 ( ス ペ ー ス ） 1 1 1 1

1 0 - 7 0 7 0 3 3 0
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⑶ 出 カ フ ォ ー マ ッ ト  

① 小 数 点 位 置

表 示 桁 と 小 数 点 位 置 の 関 係 を 下 記 に 示 し ま す 。

4 % 桁 表 示 値 1. 1. 9. 9. 9.

桁 表 示 値 1. 1. 9. 9. 9. 9.

6 % 桁 表 示 値 1. 1. 9. 9. 9. 9. 9.

7 % 桁 表 示 値 1 . 1 . 9. 9. 9. 9. 9. 9.

8 % 桁 表 示 値 1 . 1 . 9 . 9. 9. 9. 9. 9. 9.

小 数 点 コ ー ド 1 0 8 1 0 7 1 0 6 1 0 5 1 0 4 1 0 3 1 0 2 1 0 1 10°

( 注 ） 小 数 点 コ ー ド 1 0 8 は 、 小 数 点 コ ー ド 1 0 Q と 同 じ コ ー ド が 出 力 さ れ ま す の で 、 注 意  

が 必 要 で す 。 （表 10-2 BCD出 カ デ ー タ • コ ー ド を 参 照 し て 下 さ い 。 ）

1 0 - 8 0 7 0 3 3 0



6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱 説 明 書

1 0 . 1  BCD デ ー タ 出 力 • ユ ニ ッ ト  1 3 0 1 9

② 出 カ フ ォ ー マ ッ ト と 出 カ ピ ン

表 10 - 3 表 ж桁 に よ る 出 カ フ ォ ー マ ッ ト と 対 iS出 カ ピ ン

U
BCD
フ了ンクション

デ ー タ

単 位 小数点
107 桁 10s 桁 105 桁 1074 桁 1〇3 桁 102 桁 101 桁 l〇Q 桁

4 % 桁表示の場合 *1 幸1

通常時 OverLoad
コンパレ -夕

極性 数値⑨ 数値⑧ 数値⑦ 数値⑥ 数値⑤ スペース スペース 単位 小数点

Overload. OverLoad 極性 9 9 9 9 9 スペース ス ベ -ス 単位 小数点

桁数表示デ-夕の 
OverLoad

OverLoad 極性 9 9 9 9 9 ス ぺ -ス ス ぺ -ス 又 べ -ス 102

5ゾ2桁表示の場合 U

通常時 OverLoad
コンパレ -夕

極性 数値⑨ 数値⑧ 数値⑦ 数値⑥ 数値⑤ 数値④ スペース 単位 小数点

OverLoad OverLoad 極性 9 9 9 9 9 9 ス ペ -ス 単位 小数点

桁数表示デ-夕の 
OverLoad

OverLoad 極性 9 9 9 9 9 9 スペース スペース 101

6 % 桁表示の場合

通常時 OverLoad
コンパレ -夕

極性 数値⑨ 数値⑧ 数値⑦ 数値⑥ 数値⑤ 数値④ 数値③ 単位 小数点

OverLoad OverLoad 極性 9 9 9 9 9 9 9 単位 小数点

桁数表示デ-夕の 
OverLoad

OverLoad 極性 9 9 9 9 9 9 9 スベース 101

7 ゾ2桁表示の場合

通常時 OverLoad
コンパレ -夕

数値⑨ 数値⑧ 数値⑦ 数値⑥ 数値⑤ 数値④ 数値③ 数値② 単位 小数点

OverLoad OverLoad 9 9 9 9 9 9 9 9 単位 小数点

桁数表示デ-夕の 
OverLoad

Overload 9 9 9 9 9 9 9 9 ス ぺ -ス 10°

8ゾ2桁表示の場合

通常持 OverLoad
コンパレ -夕

数値⑧ 数値⑦ 数値⑥ 数値⑤ 数値④ 数値③ 数値② 数値① 単位 小数点

OverLoad OverLoad 9 9 9 9 9 9 9 9 単位 小数点

珩数表示デ-夕の 
OverLoad

OverLoad 9 9 9 9 9 9 9 9 スペース 10°

〔表 1 0 - 3の 説 明 〕

♦ 指 数 表 示 デ ー タ の OverLoad

ス ケ ー リ ン グ 演 算 等 を 実 行 し た 場 合 に 、 表 示 値 は 指 数 表 示 デ ー タ に な り ま す 。 

例 、 +100. 0 0 0 0 E-03 VDC

こ の よ う な 場 合 で 発 生 し た ”OverLoad”の こ と で す 。

0 7 0 3 3 0
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* 極 性 、 数 値 ① 〜 ⑨ 、 単 位  

本 体 正 面 パ ネ ル の 表 示 に 対 応 し て い ま す 。

4 K 桁 表 示 値 + /- 1 1 9 9 9 mV DC

5 % 桁 表 示 値 +/- 1 1 9 9 9 9 mV DC

6丨/2桁 表 示 値 4 - 1 1 9 9 9 9 9 mV DC

7 K 桁 表 示 値 +/- 1 1 9 9 9 9 9 9 mV DC

8 % 桁 表 示 値 +/- 1 1

t

9 9 9 9 9 9 9 mV DC

極 性 数 値

1
1

数 値 数 値 数 値 数 値 数 値 数 値 数 値 数 値 単 位

符号彳

L スペース」
⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①

( 注 ） 1. 4 % 桁 表 示 値 で は 、 出 カ ピ ン 1 0 1 桁 、 1 0 Q 桁 は 「スぺ ース」 に な り ま す ,0
同 様 に 、 5 % 表 不 値 で は 、 出 カ ピ ン 1 0 0 桁 は 「スペー ス 」 に な り ま す 。

2. 7 % 桁 表 示 値 お よ び 8 % 桁 表 示 値 で は 、 出 カ ピ ン B C D フ ァ ン ク シ ョ ン に は 、 ” コ

ン パ レ ー タ 演 算 結 果 ” は 出 力 さ れ ま せ ん 。

”0 verLoad”お よ び ” 極 性 ” が 出 力 さ れ ま す 。

3. 8;/2桁 表 示 値 で は 、 出 カ ピ ン デ ー タ （1 0 7 桁 〜 1 0 ° 桁 ） に 表 示 値 の 下 8桁 が 出 力

さ れ ま す 。

4. 出 カ ピ ン B C D フ ァ ン ク シ ョ ン に 出 力 さ れ る デ ー タ の 優 先 順 位 は 下 記 の と お り で す 。 

4 % 桁 〜 6 / 2桁 表 示 値

OverLoad〉 コ ン パ レ ー タ 演 算 結 果 （HIGH，MID, LOW) > そ の 他

7 % 桁 、 8 % 桁 表 示 値

0 verLoad> 極 性  >  そ の 他

商い 低い

1 0 - 1 0 0 7 0 3 3 0
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10.1.5 操作方法

(1)BCDデ ー タ 出 カ ユ ニ ッ ト の 動 作 許 可 、 禁 止 の 設 定  

正 面 パ ネ ル か ら の 設 定 方 法 を 下 記 に 示 し ま す 。

GPIBイ ン タ フ ヱ ー ス か ら の 設 定 方 法 は 、 〔 9章 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。

S E L E C T  M E N U  

ACCESS0RY:BCD BEEPER AT
M E N U
□ を 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て ”ACCESSORY” に カ ー ソ

E N T E R
ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を押  

し ま す 。

SET BCD O U T P U T
OFF ON

動 作 を 許 可 す る 場 合

回 回 を 用 い て ”0Гに カ ソ ル （点

滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を 押 し ま  

す0

BCDデ ー タ 出 カ ユ ニ ッ ト の 動 作  

が 許 可 さ れ 、 デ ー タ 出 力 、 外 部  

ス タ ー ト が 可 能 に な り ま す 。

② 動 作 を 禁 止 す る 場 合

回 回 を 用 い て ”OFF” に カ ー ソ

E N T E R
ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □

を 押 し ま す 。BCDデ ー タ 出 カ ユ ニ ッ ト の 動 作  

が 禁 止 さ れ 、 デ ー タ 出 力 が 停 止  

し ま す 。

ま た 、 外 部 ス タ ー ト 入 力 信 号 は  

無 視 さ れ ま す 。

H O M E
測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を 

押 し ま す 。

1 0 - 1 1 0 7 0 3 3 0
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1 0 . 2  ア ナ ロ グ 出 カ ユ ニ ッ ト  1 3 0 2 0

10. 2 ア ナ □ グ 出 カ ユ ニ ッ ト 1 3 0 2 0

10. 2.1 概要

ア ナ ロ グ 出 力 • ユ ニ ッ ト 1 3 0 2 0 は 、 デ ジ タ ル • マ ル チ メ ー タ 6 5 8 1 / D に 装 着 し 、 測 定  

結 果 （表 示 値 ） を D/А変 換 （デ ジ タ ル / ア ナ ロ グ 変 換 ） し て 、 外 部 機 器 に ア ナ ロ グ 電 圧  

と し て 出 力 す る こ と が で き ま す 。

ア ナ ロ グ 出 力 信 号 は 、 デ ジ タ ル • マ ル チ メ ー タ の 測 定 入 力 信 号 系 と は 、 電 気 的 に ア イ  

ソ レ ー ト さ れ 、 外 部 機 器 を 接 続 し て も 測 定 値 に 影 響 を 与 え な い よ う に 設 計 さ れ て い ま す 。

ア ナ ロ グ 出 力 端 子 ： バ イ ン デ ィ ン グ ポ ス ト

* ア ナ ロ グ 出 力 L0端 子 は シ ャ ー シ と イ ン ダ ク タ ン ス 素 子 で 短 絡 さ れ て い ま す

1 0 - 1 2 0 7 0 3 3 0
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1 0 . 2  ア ナ ロ グ 出 カ ユ ニ ッ ト  1 3 0 2 0

10. 2. 2 1  3020の装着方法

---------------------------------------------- - 注 意 ------------------------------------------------

1 .  作 業 す る 前 に デ ジ タ ル • マ ル チ メ ー タ （腿 М) の 電 源 を O F F に し て 下 さ い 。

2. 本 器 の 電 気 回 路 を 静 電 気 か ら 守 る た め に 、 必 ず ア ー ス バ ン ド を 用 い て 下 さ い 。 

ア ナ ロ グ 出 カ ユ ニ ッ ト 1 3 0 2 0 は CiMOS等 の 静 電 気 に 対 し て 弱 い 部 品 で 構 成 さ れ  

て い ま す 。

① ア ク セ サ リ 用 の パ ネ ル を 止 め て い る ビ ス （3匪 + ネ ジ ） を 2 力 所 外 し 、 メ ク ラ 板 を  

取 り 外 し て 下 さ い 。

② 1 3 0 2 0 を ガ イ ド レ ー ル の 間 に 乗 せ 、 そ の ま ま 奥 ま で 差 し 込 ん で 下 さ い 。

1 0 - 1 3 0 7 0 3 3 0
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1 0 . 2  ア ナ ロ グ 出 カ ユ ニ ッ ト  1 3 0 2 0

③ ア ク セ サ リ 用 の パ ネ ル を 止 め て い た ビ ス （3匪 + ネ ジ ）を 2 力 所 締 め ま す 。

10. 2. 3 仕様および性能

動 作 許 可  : 本 体 正 面 パ ネ ル ま た は GPIBイ ン タ フ ェ ー ス よ り 設 定

出 力 対 象 デ ー タ  ： 測 定 値 （表 示 値 ） のみ

内 部 メ モ リ お よ び メ モ リ • 力 ー ド か ら の リ コ ー ル • デ ー タ 

統 計 計 演 算 結 果 、 交 流 測 定 時 の 補 助 測 定 結 果 は 出 力 対 象 に  

は な り ま せ ん

出 力 電 圧  ： 0 V 〜 + 0 . 9 9 9 V

( た だ し 、 1VFS校 正 時 は + 1 V出 力 ）

出 力 桁 選 択  ： 本 体 正 面 パ ネ ル ま た は GP- IBイ ン タ フ ニ ー ス よ り 選 択 （下 記 の

1 5 5通 り ）

1 0 - 1 4 0 7 0 3 3 0



6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱 説 明 書

オ フ セ ッ

変 換 電 圧

1 0 . 2  ア ナ ロ グ 出 カ ユ ニ ッ ト  1 3 0 2 0

卜设 定  ： 本 体 正 面 パ ネ ル ま た は GP- IBイ ン タ フ ヱ ー ス  

よ り 設 定 （0 Nま た は OFF)

ON : 選 択 さ れ た 数 値 に ”5 0 0” を 加 算 （選 択 桁 3桁 ）

”5 0”を 加 算 （選 択 桁 2桁 ） 

OFF : 選 択 さ れ た 数 値 に 加 算 し ま せ ん 。

： 選 択 桁 3桁 lmVス テ ッ プ  

選 択 桁 2桁 1 0m Vス テ ッ プ

選 択 桁 3桁 、 オ フ セ ッ ト OFF

10 - 15 0 7 0 3 3 0
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変 換 確 度

出 カ イ ン ピ ー ダ  

出 カ コ ネ ク タ

電 源

使 用 環 境  

保 存 環 境

1 0 . 2  ア ナ ロ グ 出 カ ユ ニ ッ ト  1 3 0 2 0

た だ し 、 表 示 値 が

「+  OverLoad」 の と き は 、 ” 9 9 9” （選 択 桁 3桁 ）

” 9 9” （選 択 桁 2桁 ）

「一 OverLoad」 の と き は 、 ”- 9 9 9” （選 択 桁 3桁 ）

”- 9 9” （選 択 桁 2桁 ）

の 表 示 値 と し て 処 理 さ れ ま す 。

ま た 、 選 択 さ れ た 出 力 桁 の 表 示 値 が 、 「空 白 （ブ ラ ン ク ） 」 や 

指 数 部 の と き は 、 ” 0”と し て 処 理 さ れ ま す 。

: ±0 . 2 X of Full Scale

(0°C 〜 +  40°C 、 RH8 5 % 以 下 、 1年 間 ）

ス ： 約 1 8 0 Q

: バ イ ン デ ィ ン グ ポ ス ト

ア ナ ロ グ 出 力 L0端 子 は イ ン ダ ク タ ン ス 素 子 で シ ャ ー シ と 短  

絡 さ れ て い ま す 。

D M M 本 体 か ら 供 給

( 外 部 機 器 等 の 電 源 は 供 給 し ま せ ん 。 ）

0°C 〜 +  40°C 、 RH8 5 % 以 下 、 た だ し 結 露 の な い こ と  

— 2 5°C 〜 +  7 0°C

1 0 - 1 6 0 7 0 3 3 0
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1 0 . 2  ア ナ ロ グ 出 カ ユ ニ ッ ト  1 3 0 2 0

10.2.4 出力値変換

⑴ 出 力 選 択 桁 と 表 示 値

出 力 選 択 桁 は 本 体 正 面 パ ネ ル の 表 示 に 対 応 し て い ま す 。

4 % 桁 表 示 値 +/- 1 1 9 9 9
* 1 * 1 木 1 +1 mV DC

5 К桁 表 示 値 +/- 1 1 9 9 9 9
* 1 本 1 * 1 mV DC

6 % 桁 表 示 値 +/- 1 1 9 9 9 9 9
本 1 * 1 mV DC

7 % 桁 表 示 値 + /- 1 1 9 9 9 9 9 9 mV DC

8 % 桁 表 示 値 +Л 1 1 9 9 9 9 9 9 9 mV DC

出 力 選 択 桁 1 1 9 9 9 9 9 9 9

( 注 ） * 1 : 選 択 さ れ た 出 力 桁 の 表 示 値 が 空 白 （ブ ラ ン ク ） の と き は 、 ”〇” と し て  

処 理 さ れ ま す 。

同 様 に 、 指 数 表 示 デ ー タ の 場 合 も 出 力 選 択 桁 は 本 体 正 面 パ ネ ル の 表 示 に 対 応 し て い  

ま す 。

指 数 表 示 デ ー タ

4 桁 表 7K 値 + / - 1 1 9 9 9 E * 2 _  * 2 (Г2 3* 2 VDC

5 K 桁 表 示 値  + / - 1 1 9 9 9 9 E *
2 _ 木 2 0* 2 3 VDC

6 % 桁 表 示 値  4 - 1 1 9 9 9 9 9 E * 2 „ *
2 03 VDC

7 % 桁 表 示 値  4 - 1 1 9 9 9 9 9 9 E * 2 -03 VDC

8  % 桁 表 7K値 + / - 1 1 9 9 9 9 9 9 9 E -3 VDC

出 力 選 択 桁 1 1 9 9 9 9 9 9 9

( 注 ）

*2 : 選 択 さ れ た 出 力 桁 の 表 示 値 が 指 数 部 の と き は 、 ” 0” と し て 処 理 さ れ ま す 。

例 、 + 1 0 0 .  0 0 0 0  Е —  0 3  V D C

指 数 部仮 数 部

1 0 - 1 7 0 7 0 3 3 0
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1 0 . 2  ア ナ ロ グ 出 カ ユ ニ ッ ト  1 3 0 2 0

⑵ 出 力 値 変 換

ア ナ ロ グ 出 力 に 変 換 す る フ ロ ー を 下 記 に 示 し ま す 。

Ф選 択 桁 3 桁 の 場 合

① 表 示 値 か ら 選 択 さ れ た 3 桁 の 数 値 と 極 性 （符 号 ） を 取 り 出 し ま す 。

表 示 値 が 「+ OverLoad」 の と き は 、 ” 9 9 9” に な り ま す 。

同 様 に 、 「- OverLoad」 の と き は 、 ”- 9 9 9 ’に な り ま す 。

② ① の 結 果 に オ フ セ ッ ト を 加 算 し ま す 。

オ フ セ ッ ト 0 N — - + 5 0 0加 算  

オ フ セ ッ ト OFF ---- ^ 0

③ ② の 結 果 が 「+ 1 0 0 0 以 上 」 の 場 合 は 、 ② の 結 果 か ら ”1 0 0 0”を 減 算 し ま す 。

同 様 に 、 ② の 結 果 が 「マ イ ナ ス 」 の 場 合 は 、 ② の 結 果 に ”10 0 0 ”を 加 算 し ま す 。 

こ れ は 、 ア ナ ロ グ 出 カ ユ ニ ッ ト 1 3 0 2 0 の 出 力 電 圧 範 囲 が 0V〜 +  0 . 9 9 9 Vの た め 、 出

力 電 圧 を 範 囲 内 に 抑 え る 処 理 で す 。

④ ③ の 結 果 を ”lmV倍 ” し て 出 力 し ま す 。

♦ 選 択 桁 2 桁 の 場 合

① 表 示 値 か ら 選 択 さ れ た 2 桁 の 数 値 と 極 性 （符 号 ） を 取 り 出 し ま す 。

表 示 値 が 「+  OverLoad」 の と き は 、 ” 9 9”に な り ま す 。

同 様 に 、 「一 OverLoad」 の と き は 、 ”-9 9” に な り ま す 。

② ① の 結 果 に オ フ セ ッ ト を 加 算 し ま す 。

オ フ セ ッ ト 0 N + 5 0 加 算

オ フ セ ッ ト OFF 0

③ ② の 結 果 が 「+ 1 0 0 以 上 」 の 場 合 は 、 ② の 結 果 か ら ”1 0 0”を 減 算 し ま す 。

同 様 に 、 ② の 結 果 が 「マ イ ナ ス 」 の 場 合 は 、 ② の 結 果 に ”1 0 0”を 加 算 し ま す 。 

こ れ は 、 ア ナ ロ グ 出 カ ユ ニ ッ ト 1 3 0 2 0 の 出 力 電 圧 範 囲 が 0 V〜 +  0 . 9 9 9 Vの た め 、 出

力 電 圧 を 範 囲 内 に 抑 え る 処 理 で す 。

1 0 - 1 8 0 7 0 3 3 0
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1 0 . 2  ア ナ ロ グ 出 カ ユ ニ ッ ト

④ ③ の 結 果 を ”10m V 倍 ” し て 出 力 し ま す 。

例 、 表 示 値 + 1 0 0 0 . 123 mVDC

出 力 選 択 桁 （3桁 ） 1 1 9 9 9 9 9 9 9

オフセ ット ON

①より + 12.3

②より + 1 2 3 + 5 0 0 = 6 2 3

④より 623 X  lmV= 6 2 3 mV

例 、 表 ボ 値 - 1 0 0 0 . 123 mVDC

出 力 選 択 桁 （3桁 ） 1 1 9 9 9 9 9 9 9

オフセ ット OFF

① より -123

②より -123 + 0 - 1 2 3

③より - 1 2 3 + 1 0 0 0 = 8 7 7

④より 8 7 T X  lmV= 8 7 7 mV

1 3 0 2 0

1 0 - 1 9 0 7 0 3 3 0
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10. 2 ア ナ ロ グ 出 カ ユ ニ ッ ト  1 3 0 2 0

10.2.5 操作方法

( 1 ) ア ナ ロ グ 出 力 • ユ ニ ッ ト の 動 作 許 可 、 禁 止 の 設 定  

正 面 パ ネ ル か ら の 設 定 方 法 を 下 記 に 示 し ま す 。

GPIBイ ン タ フ ヱ ー ス か ら の 設 定 方 法 は 、 〔9 章 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。

S E L E C T  M E N U  

ACCESS0 R Y :ANAL0 G BEEPER

□ を 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て ” ACCESSORY” に カ ー ソ

E N T E R
ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を押  

し ま す 。

S E T  A N A L O G  O U T P U T  
OFF ON

① 動 作 を 許 可 す る 場 合

回 回 を 用 い て ” 0 N”に カ ー ソ ル

( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を 

押 し ま す 。

ア ナ ロ グ 出 カ ユ ニ ッ ト の 動 作 が  

許 可 さ れ 、 ア ナ ロ グ 出 力 が 可 能  

に な り ま す 。

② 動 作 を 禁 止 す る 場 合

回 回 を 用 い て ” OFF” に カ ー ソ ル

E N T E R
( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を 

押 し ま す 。

ア ナ ロ グ 出 カ ユ ニ ッ ト の 動 作 が 禁  

止 さ れ 、 出 力 電 圧 値 が ” 約 OmV” 

に な り ま す 。

H O M E
測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を 

押 し ま す 。

1 0 - 2 0 0 7 0 3 3 0
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1 0 . 2  ア ナ ロ グ 出 カ ユ ニ ッ ト  1 3 0 2 0

⑵ 出 力 桁 の 選 択

正 面 パ ネ ル か ら の 設 定 方 法 を 下 記 に 示 し ま す 。

G P I B イ ン タ フ ヱ ー ス か ら の 設 定 方 法 は 、 〔9 節 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。

S E L E C T  M E N U  

A C C E S S 0 R Y :A N A L 0 G  B E E P E R

S E T  A N A L O G  O U T P U T  
O F F  O N

C O N F I G  A N A L O G  O U T  
C O L U M N  O F F S E T  U N I T - C A L  ►

1 1 9 9 9 9 9 9 9

◄  ► k e y : S E L E C T  C O L U M N  ►

M E N U
□ を 押 し ま す 。

回回を用いて”A C C E S S O R Y ” にカーソ

E N T E R
ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を押  

し ま す 。

動 作 を 許 可 し ま す 。

回 回 を 用いて”0 N ”に カ ー ソ ル （点 滅

E N T E R
部 ） を 移 動 し 、 □ を 押 し ま す 。

出 力 桁 選 択 モ ー ド 選 び ま す 。

回 回 を を 用いて” C O L U M N ”にカーソル

E N T E R
( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を 押 し  

ま す 。

希 望 す る 出 力 桁 を 選 択 し ま す 。

回 E を 用 い て 希 望 す る 出 力 桁 に カ ー

ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を 

押 し ま す 。

H O M E
測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し  

ま す 。

1 0 - 2 1 0 7 0 3 3 0
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1 0 . 2  ア ナ ロ グ 出 カ ユ ニ ッ ト  1 3 0 2 0

⑶ オ フ セ ッ ト の 設 定

正 面 パ ネ ル か ら の 設 定 方 法 を 下 記 に 示 し ま す 。

GPIBイ ン タ フ ヱ ー ス か ら の 設 定 方 法 は 、 〔9 章 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。

S E L E C T  M E N U  

ACCESS0RY:ANAL0G BEEPER

□ を 押 し ま す 。

回 0 を 用 い て ” ACCESSORY” に カ ー ソ

ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、

ENTER

□ を押

し ま す 。

S E T  A N A L O G  O U T P U T  
OFF ON

動 作 を 許 可 し ま す 。

回 回 を 用 い て ” ON”に カ ー ソ ル （点 滅

E N T E R
部 ） を 移 動 し 、 □ を 押 し ま す 。

C O N F I G  A N A L O G  O U T  オ フ セ ッ ト 選 択 モ ー ド 選 び ま す 。

COLUMN OFFSET UNIT-CAL ►  回 0  を 用 い て ” OFFSET” に カ ー ソ ル

( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を 押 し  

ま す 。

S E L E C T  O F F S E T  
OFF ON ►

オ フ セ ッ ト を 選 択 し ま す 。

回 回 を 用 い て 希 望 す る 設 定 に カ ー ソ

E N T E R
ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を押  

し ま す 。

測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を 押 し  

ま す 。

⑷ 使 用 上 の 注 意

-----------------------------------------------注 意 --------------------------------------------------

1 .  ア ナ ロ グ 出 力 HI/ L0 端 子 （バ イ ン デ ィ ン グ ポ ス ト HI/ L0 端 子 ） は 出 力 専 用 端  

子 で す 。

機 器 の 破 損 、 誤 動 作 を 引 き 起 こ す こ と が あ り ま す の で 、 HI端 子 と L0端 子 間 に  

外 部 か ら 電 圧 や 電 流 を 印 加 し な い で 下 さ い 。

2 .  ア ナ ロ グ 出 力 L0端 子 （バ イ ン デ ィ ン グ ポ ス ト L0端 子 ） は 、 シ ャ ー シ と イ ン ダ  

ク タ ン ス 素 子 で 短 絡 さ れ て い ま す 。

機 器 の 破 損 、 誤 動 作 を 引 き 起 こ す こ と が あ り ま す の で 、 シ ャ ー シ と L0端 子 間  

に 電 圧 や 電 流 を 印 加 し な い で 下 さ い 。

3. 機 器 の 破 損 、 誤 動 作 を 引 き 起 こ す こ と が あ り ま す の で 、 ア ナ ロ グ 出 力 L0端 子

( バ イ ン デ ィ ン グ ポ ス ト L0端 子 ） を 保 護 接 地 端 子 と し て 使 用 し な い で 下 さ い 。

1 0  - 2 2 0 7 0 3 3 0
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1 0 . 2  ア ナ ロ グ 出 カ ユ ニ ッ ト  1 3 0 2 0

10. 2. 6 校正方法

( 1 ) 校 正 モ ー ド の 設 定

正 面 パ ネ ル か ら の 設 定 方 法 を 下 記 に 示 し ま す 。

GPIBイ ン タ フ ェ ー ス か ら の 設 定 方 法 は 、 〔9 章 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。

S E L E C T  M E N U  

ACCESS0RY:ANAL0G BEEPER

□ を 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て ”ACCESSORY” に カ ー ソ

E N T E R
ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を押  

し ま す 。

S E T  A N A L O G  O U T P U T  

OFF ON

動 作 を 許 可 し ま す 。

回 回 を 用 い て ”ON”に カ ー ソ ル （点 滅

ENTER

部 ） を 移 動 し 、 □ を 押 し ま す 。

C O N F I G  A N A L O G  O U T  校 正 モ ー ド を 選 び ま す 。

COLUMN OFFSET UNIT-CAL ►  回 0 を 用 い て ”UNIT-CAじ に カ ー ソ ル

E N T E R
( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を 押 し  

ま す 。

A  D  J U  S т V O L U M E  ( I V )

PUSH EXIT OR HOME KEY

校 正 モ ー ド が 選 択 さ れ 、 ア ナ ロ グ 出  

H I / L 0端 子 間 に ”約 +  1V”が 出 力 さ  

れ ま す 。

1 0 - 2 3 0 7 0 3 3 0
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10. 2 ア ナ ロ グ 出 カ ユ ニ ッ ト  1 3 0 2 0

⑵ 校 正 の 実 行

A D J U S T  V O L U M E  ( I V ) 校 正 モ ー ド 中 は 、 HI/ L0 端 子 間 に  

PUSH EXIT OR HOME KEY ”約 + 1Г が 出 力 さ れ ま す 。

ア ナ ロ グ 出 力 端 子 の 電 圧 を 直 流 電 圧 計 で 測 定 し 、 ”+10 0 0  ±0. 2шГに な る よ う に ア ク  

セ サ リ パ ネ ル （D丽 背 面 パ ネ ル ） の ボ リ ュ ー ム を 調 整 し ま す 。

ま す 。

1 0 24 0 7 0 3 3 0
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1 0 . 3  プ リ ン タ • イ ン タ フ ェ ー ス • ユ ニ ッ ト  R1 3 2 2 4

10.3 プ リ ン タ ■ イ ン タ フ ェ ー ス ■ユニット R 13224 

1 0 . 3 . 1 概要

プ リ ン タ • イ ン タ フ ェ ー ス • ユ ニ ッ ト R 1 3 2 2 4 は 、 デ ジ タ ル • マ ル チ メ ー タ 6 5 8 1 / D に 

装 着 し 、 測 定 結 果 （表 示 値 ） を セ ン ト ロ ニ ク ス 対 応 の 外 部 プ リ ン タ に 印 字 す る こ と が で  

き ま す 。

プ リ ン タ • イ ン タ フ ヱ ー ス 部 は 、 デ ジ タ ル • マ ル チ メ ー タ の 測 定 入 力 信 号 系 と は 、 電 

気 的 に ア イ ソ レ ー ト さ れ 、 外 部 プ リ ン タ を 接 続 し た と き に も 測 定 値 に 影 響 を 与 え な い よ  

う に 設 計 さ れ て い ま す 。

図 1 0 - 5  プ リ ン タ • イ ン タ フ ェ ー ス • ユ ニ ッ ト R1 3 2 2 4

デ ー タ 出 カ コ ネ ク タ  ： 1 4 ピ ン • ア ン フ ェ ノ ー ル • コ ネ ク タ

第 一 電 子 工 業 社 製  5 7 - 4 0 1 4 0  

同 社 製  5 7 - 3 0 1 4 0 と 同 等 品

10 - 25 0 7 0 3 3 0
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1 0 . 3  プ リ ン タ • イ ン タ フ ェ ー ス • ユ ニ ッ ト  R 1 3 2 2 4

10. 3. 2 R1 3224の装着方法

------------------------------------------------ 注 意 --------------------------------------------------

1 .  作 業 す る 前 に デ ジ タ ル • マ ル チ メ ー  タ （DMM) の 電 源 を OFFに し て 下 さ い 。

2. 本 器 の 電 気 回 路 を 静 電 気 か ら 守 る た め に 、 必 ず ア ー ス バ ン ド を 用 い て 下 さ い 。 

プ リ ン タ • イ ン タ フ ェ ー ス • ユ ニ ッ ト R 1 3 2 2 4 は 、 CMOS等 の 静 電 気 に 対 し て 弱  

い 部 品 で 構 成 さ れ て い ま す 。

① ア ク セ サ リ 用 の パ ネ ル を 止 め て い る ビ ス （3mm + ネ ジ ） を 2 力 所 外 し 、 メ ク ラ 板 を  

取 り 外 し て 下 さ い 。

② R 1 3 2 2 4を ガ イ ド レ ー ル の 間 に 乗 せ 、 そ の ま ま 奥 ま で 差 し 込 ん で 下 さ い 。

10 - 26 0 7 0 3 3 0
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10.3 プ リ ン タ • イ ン タ フ エ ー ス • ユ ニ ッ ト  R 13224

③ ア ク セ サ リ 用 の パ ネ ル を 止 め て い た ビ ス （3匪 + ネ ジ ） で 2 力 を 締 め て 下 さ い 。

10.3.3 仕様

動 作 許 可  ： 本 体 正 面 パ ネ ル ま た は GPIвイ ン タ フ ェ ー ス に よ り 設 定

出 力 対 象 デ ー タ  ： 測 定 値 （表 示 値 ） お よ び 交 流 測 定 時 の 補 助 測 定 値

出 カ デ ー タ • エ レ メ ン ト が 設 定 さ れ た 場 合

; コ ン パ レ ー タ 演 算 結 果 、 4 W Q チ ヱ ッ ク  

結 果 、 タ イ ム • ス タ ン プ  

本 体 正 面 パ ネ ル か ら リ コ ー ル し た 場 合 の み

; 内 部 メ モ リ お よ び メ モ リ カ ー ド か ら の  

リ コ ー ル デ ー タ 、 統 計 演 結 果

出 カ コ ー ド  ： セ ン ト ロ ニ ク ス 準 拠

(^STROBE -~ ~ - BUSYハ ン ド シ ヱ ー ク 転 送 ）

A S C I I コ ー ド

出 カ デ ー タ 内 容  ： 測 定 デ ー タ 、 小 数 点 、 極 性 、 単 位

出 カ デ ー タ • エ レ メ ン ト が 設 定 さ れ た 場 合

; コ ン パ レ ー タ 演 算 結 果 、 4W Q チ ヱ ッ ク

結 果 、 タ イ ム • ス タ ン プ  

本 体 正 面 パ ネ ル か ら リ コ ー ル し た 場 合 の み

; ス キ ャ ナ • チ ャ ン ネ ル 番 号 （リ コ ー ル  

デ ー タ ） 、 統 計 演 算 結 果

出 カ デ ー タ 信 号 レ ベ ル ： T T L レ ベ ル 正 論 理

(DB0〜 DB7) パ ラ レ ル • 出 カ デ ー タ （8 ビ ッ ト ）

”1，， : HIGH、 + 2 . 7  〜 +  5. 2 5 V

”0” : L0W 、 0 〜 +  0 . 5 V

1 0 - 2 7 0 7 0 3 3 0
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1 0 . 3  プ リ ン タ • イ ン タ フ ェ ー ス • ユ ニ ッ ト  R 1 3 2 2 4

*STR0 B E 出 力 信 号  ： T T L レ ベ ル 負 パ ル ス

(*STB) 出 カ デ ー タ （DB0〜DB 了）が 更 新 さ れ 確 定 し た こ と を 示 す 信

号 で す 。

ネSTROBE

--------  -------- + 2 . 7 V〜 +  5 . 2 5 V

0V〜 +  0. 5V

約 10 д S

HCMOSレ ベ ル 入 力

プ リ ン タ 側 か ら の 受 信 動 作 可 否 信 号 （BUSY信 号 ） を 入 力  

し ま す 。

”1” ： HIGH、 + 3 . 1 5〜 +  5. 2 5 V

プ リ ン タ 側 が 出 カ デ ー タ を 受 け 取 れ な い 状  

態 で あ る こ と を 示 し て い ま す 。

D  M  M 側 は デ ー タ 送 信 を 行 い ま せ ん 。

，，0” ： L O W 、 0〜 +  0 . 6 V

プ リ ン タ 側 が 出 カ デ ー タ を 受 け 取 れ る 状 態  

で あ る こ と を 示 し て い ま す 。

DMM側 は デ ー タ 送 信 を 行 い ま す 。

BUSY入 力 信 号  

(BUSY)

DB0〜 DB7 

( 出 力 ）

ШВ

( 出 力 ）

BUSY

( 入 力 ）

本 器 は 、 *STR0 B E U S T B ) 信 号 の 立 ち 上 が り か ら 約 5 0 / / S 後 に 、 プ リ ン タ か ら の  

BUSY信 号 を 認 識 し 処 理 し ま す 。 こ の た め 、 * STR0 B E O S T B )信 号 に 対 し て 約 5 0 / / S 以 

内 に BUSY信 号 が ”H”に な る プ リ ン タ を 使 用 し て 下 さ い 。 文 字 印 字 抜 け の 原 因 に な り  

ま す 。

10 - 28 0 7 0 3 3 0



6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱説明書

10. 3

1 0 . 3  プ リ ン タ • イ ン タ フ エ ー ス • ユ ニ ッ ト  R 1 3 2 2 4

出 カ コ ネ ク タ  ： 1 4 ピ ン • ア ン フ エ ノ ー  ル • コ ネ ク タ

( 第 一 電 子 工 業 社 製  5 7 - 4 0 1 4 0 )

表 10 - 4 プ リ ン タ • イ ン タ フ ヱ ー ス 端 子 配 列

端 子 No. 信 号 名 称 端 子 No. 信 号 名 称

1 *STB 8 DB6

2 DB0 9 DB7

3 DB 1 10 N . C.

4 DB2 11 BUSY

5 DB3 12 N. C.

6 DB4 13 N. C.

7 DB5 14 GND

電 源  ： 腿 М本 体 か ら 供 給

( 外 部 機 器 等 の 電 源 は 供 給 し ま せ ん ）

使 用 環 境  ： 0°С〜 +  40°C 、 RH8 5 % 以 下 、 た だ し 結 露 の な い こ と

保 存 環 境  ： — 25°С〜 +  7 0°С

.4 出カデータ■フォーマット

測 定 値 を そ の ま ま 外 部 プ リ ン タ に 印 字 し た り 、 内 部 メ モ リ や メ モ リ • カ ー ド に ス ト ア  

し て い た 測 定 デ ー タ を 本 体 正 面 パ ネ ル か ら リ コ ー ル * し て 印 字 す る こ と が 可 能 で す 。

本 体 正 面 パ ネ ル か ら リ コ ー ル * さ れ た 測 定 デ ー タ は 、 測 定 デ ー タ が リ コ ー ル さ れ る 毎  

に 印 字 さ れ ま す 。

ま た 、 統 計 演 算 結 果 * も 印 字 す る こ と が 可 能 で 、 統 計 演 算 結 果 の 各 項 目 が 表 示 さ れ る  

毎 に 1 項 目 印 字 さ れ ま す 。

測 定 デ ー タ の リ コ ー ル に つ い て は 、 〔6 . 5 節 〕 や 〔了. 了 節 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。 

ま た 、 統 計 演 算 に つ い て は 、 〔5 . 5 節 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。

1 0 - 2 9 0 7 0 3 3 0
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1 0 . 3  プ リ ン タ • イ ン タ フ ス • ユ ニ ッ ト  R13 2 2 4

( 1 ) 測 定 結 果 の 印 字 フ ォ ー マ ッ ト

外 部 プ リ ン タ へ 測 定 結 果 を 出 力 す る デ ー タ • フ ォ ー マ ッ ト は 、 下 記 の よ う に な り ま  

す 。

リコ-ル 主 測 定

No. データ

補 助 测 定  

データ

コンパレ-夕

演 算 結 果

4W Q チェ スキャナ タイム• フトマット演 CR

ック結果 CHNo. スタンプ 算 の 設 定 LF

表 示 値

( 注 ） 測 定 デ ー タ * の リ コ ー ル や 出 カ デ ー タ • エ レ メ ン ト * 、 演 算 * の 設 定 に よ り  

出 力 さ れ な い 項 目 は 、 省 略 さ れ 左 詰 め さ れ ま す 。

* : 測 定 デ ー タ の リ コ ー ル に つ い て は 、 〔6. 5 節 〕 や 〔7. 7 節 〕 を 参 照 し

て 下 さ い 。

出 カ デ ー タ • エ レ メ ン ト に つ い て は 、 〔9 . 4 節 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。 

演 算 に つ い て は 、 〔 5章 〕 や 〔6. 5. 3 項 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。

( 注 ）

① リ コ ー ル No.

出 力 さ れ る 各 項 目 の 間 に は 、 ス ペ ー ス （1文 字 分 ） が 挿 入 さ れ ま す 。 

た だ し 、”CR LF”の 直 前 に は 、 ス ペ ー ス は 挿 入 さ れ ま せ ん 。

リ コ ー ル さ れ た 測 定 デ ー タ の 「デ ー タ 番 号 」 を 出 力 し ま す 。

本 体 正 面 パ ネ ル か ら 測 定 デ ー タ を リ コ ー ル し た 場 合 の み 出 力 し ま す 。

出 カ フ ォ ー マ ッ ト N  о 0 0 0 0 0 0

時
時

レ
レ
ノ
ノ

ら
らか

かリ
ド

モ

ー

メカ 
部

•桁 
内
リ
1

^
モ
>

桁
メ
|

4

 

r

v

字

桁

+ ,

数

5

C

I

字
号
桁 

L

数
符
？
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1 0 . 3  プ リ ン タ • イ ン タ フ エ ー ス • ユ ニ ッ ト  R1 3 2 2 4

② 主 測 定 デ ー タ お よ び 補 助 測 定 デ ー タ の 数 値 部  

測 定 デ ー タ の 「数 値 」 を 出 力 し ま す 。

本 体 正 面 パ ネ ル か ら 測 定 デ ー タ を リ コ ー ル し た 場 合 も 同 様 に 出 力 し ま す 。

♦ 通 常 時 （指 数 表 示 デ ー タ で な い 場 合 ）

出 カ フ ォ ー マ ッ ト ： 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

数 字  3桁 〜 9桁 と 小 数 点  1桁

一 符 巧 * 、 + ， — ， ス へ ー ス ノ  1和了

鲁 指 数 表 示 デ ー タ の 場 合

仮 数 部  指 数 部

出 カ フ ォ ー マ ッ ト ： 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 Е 〇〇〇

L - 数 字  2桁

— 符 万 * ( + ， - ノ Uf了

，’E” 1桁

L 数 字  3桁 〜 9桁 と 小 数 点  1桁

— 符 万 *( + ， — ， ス へ ー ス ノ  1啊丁

( 注 ） 1. 「OverLoad」 の 場 合 に は 、 出 カ フ ォ ー マ ッ ト は 下 記 の よ う に な り ま す 。 

出 カ フ ォ ー マ ッ ト ： 〇 〇 V E R L 〇 A D

”OVERLOAD” 8桁

—— 符万*( + ， — ， ス ペ ー ス ） 1啊了

2. 本 体 正 面 パ ネ ル か ら リ コ ー ル さ れ た 測 定 デ ー タ に 対 し て 「R M S 演 算 」 を 

実 行 し た 場 合 、 R M S サ ン プ ル 数 に 達 す る ま で は デ ー タ を 出 力 し ま せ ん 。

R M S サ ン プ ル 数 に 達 し て 、 デ ー タ を 出 力 し た 場 合 の 出 力 結 果 ”リ コ ー ル  

No.”， ”補 助 測 定 デ ー タ ”， ”コ ン パ レ ー タ 演 算 結 果 ”， ” 4W Q チ ニ ッ ク 結

果 ”， ”ス キ ャ ナ CHNo.”，”タ イ ム • ス タ ン プ ” は 、 演 算 対 象 デ ー タ の 一  

番 最 後 の 測 定 デ ー タ に 対 す る も の で す 。

同 様 に 、 デ ル タ 演 算 で は 、 2番 目 に リ コ ー ル さ れ た 測 定 デ ー タ に 対 す る  

出 力 結 果 を 出 力 し ま す 。

1 0 - 3 1 0 7 0 3 3 0



6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー  タ

取 扱説明書

1 0 . 3  プ リ ン タ • イ ン タ フ ェ ー ス • ユ ニ ッ ト  R1 3 2 2 4

③ 主 測 定 デ ー タ お よ び 補 助 測 定 デ ー タ の 単 位 部

測 定 デ ー タ の 「単 位 」 を 下 記 の よ う に 変 換 し て 出 力 し ま す 。

本 体 正 面 パ ネ ル か ら 測 定 デ ー タ を リ コ ー ル し た 場 合 も 同 様 に 出 力 し ま す 。

出 カ フ ォ ー マ ッ ト ： 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

L- 基 本 単 位  3桁 〜 5桁 

一 補 助 単 位  1桁

— ス へ ー ス  1If 了
補 助 単 位 出 カ コ ー ド ： IbU* 1,!!!,ス ペ ー ス ，к，м

基 本 単 位 出 カ コ ー ド ： VDC

0 HM4 W 

VAC 

ADC 

AAC 

Hz 

SEC 

l

dB 

dBm 

OHM

К J

( 注 ） * 1 ： 補 助 単 位 「/ / ( マ イ ク ロ ） 」 は 、 「u (ア ル フ ァ ベ ッ ト Uの 小 文 字 ）」 

と し て 出 力 さ れ ま す 。

* 2 : 基 本 単 位 「° С」 「° F 」 は 、 そ れ ぞ れ 下 記 の よ う な コ ー ド で 出

力 さ れ ま す 。

使 用 す る プ リ ン タ に よ っ て は 、 .『° 』 の 部 分 が 印 字 さ れ な い こ と  

が あ り ま す の で 注 意 が 必 要 で す 。

0 HM2W 彳 5桁 

0 HM4W J

文 字 出 カ コ ー ド （16進 ）

° С DFh 4 3 h

° F DFh 4 6 h

10 - 32 0 7 0 3 3 0



6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱 説 明 書

1 0 . 3  プ リ ン タ • イ ン タ フ エ ー ス • ユ ニ ッ ト  R1 3 2 2 4

④  コ ン パ レ ー タ 演 算 結 果

測 定 デ ー タ の 「コ ン パ レ ー タ 演 算 結 果 」 を 出 力 し ま す 。

出 カ デ ー タ • エ レ メ ン ト の コ ン パ レ ー タ 演 算 結 果 出 力 が 「0 N」 の 場 合 に 出 力 し ま  

す 。

ま た 、 本 体 正 面 パ ネ ル か ら リ コ ー ル さ れ た 測 定 デ ー タ に コ ン パ レ ー タ 演 算 結 果 が  

添 付 さ れ て い た 場 合 に も 出 力 し ま す 。

出 カ フ ォ ー マ ッ ト  ： Q O O

I— コ ン パ レ ー タ 演 算 結 果  3桁

出 カ コ ー ド ： PAS，FAL，OFF, ERR

* : 出 カ コ ー ド に つ い て は 、 〔9. 4節 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。

⑤ 4 W Q チ ェ ッ ク 結 果

測 定 デ ー タ の 「4 W Q チ ェ ッ ク 結 果 」 を 出 力 し ま す 。

出 カ デ ー タ • エ レ メ ン ト の 4 W Q チ ェ ッ ク 結 果 出 力 が 「0 N」 の 場 合 に 出 力 し ま す 。 

ま た 、 本 体 正 面 パ ネ ル か ら リ コ ー ル さ れ た 測 定 デ ー タ に 4 W Q チ ェ ッ ク 結 果 が 添 付 さ  

れ て い た 場 合 に も 出 力 し ま す 。

出 カ フ ォ ー マ ッ ト ： 〇 〇 〇

L  4 W Q チ ェ ッ ク 結 果  3 桁 

出 カ コ ー ド * :  OK, IHI, VHI, VLO, VIL, NOT, OFF

* : 出 カ コ ー ド に つ い て は 、 〔9. 4 節 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。

⑥  ス キ ャ ナ C H N o .

リ コ ー ル さ れ た 測 定 デ ー タ の 「ス キ ャ ナ の チ ャ ン ネ ル 番 号 」 を 出 力 し ま す 。 .

本 体 正 面 パ ネ ル か ら リ コ ー ル さ れ た 測 定 デ ー タ （メ モ リ • カ ー ド の み ） に ス キ ャ  

ナ の チ ャ ン ネ ル 番 号 が 添 付 さ れ て い た 場 合 の み 出 力 し ま す 。

出 カ フ ォ ー マ ッ ト ： 0 0 0 0

L 数 字  2桁 と ” CH” （計 4桁 ）

ま た は 、 ” OFF” 4桁

出 カ コ ー ド * :  0 1 CH, 0 2 CH, •••, 1 0 CH, OFF

* : 出 カ コ ー ド に つ い て は 、 〔9. 4 節 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。

1 0 - 3 3 0 7 0 3 3 0



6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー  タ

取 扱 説 明 書

1 0 . 3  プ リ ン タ • イ ン タ フ ェ ー ス • ユ ニ ッ ト  R1 3 2 2 4

⑦ タ イ ム • ス タ ン プ

測 定 デ ー タ が 取 得 さ れ た 「時 刻 」 を 出 力 し ま す 。

出 カ デ ー タ • エ レ メ ン ト の タ イ ム • ス タ ン プ 出 力 が 「0 N」 の 場 合 に 出 力 し ま す 。 

ま た 、 本 体 正 面 パ ネ ル か ら リ コ ー ル さ れ た 測 定 デ ー タ に タ イ ム • ス タ ン プ 結 果 が  

添 付 さ れ て い た 場 合 に も 出 力 し ま す 。

出 カ フ ォ ー マ ッ ト 〇 〇 〇 〇 / 〇 〇 / 〇 〇 〇 〇 ：〇〇

2桁 

1桁

1桁

⑧ フ ォ ー マ ッ ト 演 算 の 設 定

リ コ ー ル さ れ た 測 定 デ ー タ に 対 し て 実 行 し た 「フ ォ ー マ ッ ト 演 算 の 設 定 」 を 出 力  

し ま す 。

本 体 正 面 パ ネ ル か ら リ コ ー ル さ れ た 側 定 デ ー タ に 対 し て 実 行 し た フ ォ ー マ ッ ト 演  

算 の 設 定 を 、 出 カ デ ー タ • エ レ メ ン ト の フ ォ ー マ ッ ト 演 算 設 定 出 力 が 「0 N」 の 場 合  

の み 出 力 し ま す 。

出 カ フ ォ ー マ ッ ト  ： O O Q

L- フ ォ ー マ ッ ト 演 算 の 設 定  3桁

出 カ コ ー ド *  ： SCL, DEV, DEL, dB, RMS, dBm, TMP, RTD, NON, OFF

* : 出 カ コ ー ド に つ い て は 、 〔 9 . 4節 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。

⑨ CR LF

プ リ ン タ を 改 行 さ せ る た め の 出 カ コ ー ド （印 字 さ れ ま せ ん ） で 、 出 カ デ ー タ の 最  

後 に 送 出 さ れ ま す 。

出 カ フ ^ — マット  ： C R L F

L - ラ イ ン • フ ィ ー ド '  ( 1 6進 OAh)

L- キ ャ リ ッ ジ • リ タ ー ン （16進 ODh)

1 0 - 3 4
0 7 0 3 3 0



6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱 説 明 書

1 0 . 3  プ リ ン タ • イ ン タ フ エ ー ス • ユ ニ ッ ト  R 1 3 2 2 4

⑵ 統 計 演 算 結 果 の 印 字 フ ォ ー マ ッ ト

外 部 プ リ ン タ へ 統 計 演 算 結 果 を 出 力 す る デ ー タ • フ ォ ー マ ッ ト は 、 下 記 の よ う に な  

り ま す 。

① サ ン プ ル 数

出 カ フ ォ ー マ ッ ト

② 最 大 値

出 カ フ ォ ー マ ッ ト

③ 最 小 値

出 カ フ ォ ー マ ッ ト

④ 平 均 値

出 カ フ ：i マット

⑤ バ ラ ツ キ 幅

出 カ フ ォ ー マ ッ ト

* 1 +1

S A M P L E 〇〇〇〇〇〇〇 C R  L  F

L 数 値 1桁 〜 5桁

一 - ス ペ ー ス  2桁

L-  ”SAMPLE” 6桁

M A X 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 • • 〇 〇 C R L F

■ー スペース

MAX” 3桁

数 値 部 ， 

5桁

単 位 部

* 1 +1

M I  N 〇〇〇〇〇〇〇 ••  〇 〇 C R L F

^ ス ペ ー ス

MIN” 3桁

数 値 部 ， 

5桁

単 位 部

★ 1 本 1

A V E R A G E  〇 〇 〇 • •  〇 〇 C R L F

^ 数 値 部 ，

ー ス べ ー ス  1析了

”AVERAGE” 了桁

単 位 部

* 1 木 1

M A X - M I N O O O  •• O O C R L F

^ 数 値 部 ， 

L— ス ペ ー ス  1桁

し ”MAX -MIN” 7桁

単 位 部

10 - 35 0 7 0 3 3 0



⑥ 標 準 偏 差  

出カフォ

⑦ UCLOJpper

出カフォ

⑧ LCL(Lower

出 カ フ ォ

6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー  タ

取 扱 説 明 書

1 0 . 3  プ リ ン タ • イ ン タ フ ェ ー ス • ユ ニ ッ ト  R1 3 2 2 4

ー マ ッ ト  ： S I G M A 〇 〇 〇 〇 〇 • • 〇 〇 C R L F

L  ”SIGMA”

固 定 小 数 点 の 指 数 表 記  

ス ペ ー ス  3桁 

5桁

*3 : 固 定 小 数 点 の 指 数 表 記

〇 〇 . 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 E 〇 〇 〇

数 字  2桁

~ ~  符  5 、 + ， - ） 1 和了

L -  ”E” 1桁

L ■ 数 字  9桁 と 小 数 点 1桁 

し 符 号 （+ ， 一 ， ス ペ ー ス ） 1桁

Control Line)

ー マ ッ ト

* 1 * 1

U C L 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 • • 〇 〇 C R L F

— ス ペ ー ス

し ” UCI/  3桁

数 値 部 ， 

5桁

単 位 部

Control Line)

ー マ ツ ト

本 1 木 1

L C L 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 • • 〇 〇 C R L F

— ス ペ ー ス

LCI；’ 3 桁

数 値 部 ,  

5桁

単 位 部

* 1 : プ リ ン タ を 改 行 さ せ る た め の 出 カ コ ー ド （印字  

さ れ ま せ ん ） で 、 出 カ デ ー タ の 最 後 に 送 出 さ れ  

ま す 。

CR. • . キ ャ リ ッ ジ • リ タ ー ン （16進 ODh )

LF. . • ラ イ ン • フ ィ ー ド （16進 0АЮ

*2 : 〔1 0 . 3 . 4 節 〕 ② ， ③ 主 測 定 デ ー タ お よ び 補 助 測

定 デ ー タ の 数 値 部 、 単 位 部 を 参 照 し て 下 さ い 。

1 0 - 3 6 0 7 0 3 3 0
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取 扱説明書

10. 3.

1 0 . 3  プ リ ン タ • イ ン タ フ エ ー ス • ユ ニ ッ ト  R1 3 2 2 4

操作方法

プ リ ン タ • イ ン タ フ л; —  ス • ユ ニ ッ ト の 動 作 許 可 、 禁 止 の 設 定  

正 面 パ ネ ル か ら の 設 定 方 法 を 下 記 に 示 し ま す 。

GPIBイ ン タ フ ヱ ー ス か ら の 設 定 方 法 は 、 〔 9章 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。

□ を 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て ” ACCESSORY” に カ ー ソ

E N T E R

ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を押  

し ま す 0

①  動 作 を 許 可 す る 場 合

回 回 を 用 い て ”0 N”に カ ソ ル （点

ENTER

滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を 押 し  

ま す 。

プリンタ • インタフェース • ユ  

ニ ッ ト の 動 作 が 許 可 さ れ 、 デー 

夕 出 力 が 可 能 に な り ま す 。

②  動 作 を 禁 止 す る 場 合

回 回 を 用 い て ”OFF” に カ ー ソ ル

E N T E R

( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を 

押 し ま す 。

プ リ ン タ • イ ン タ フ ェ ー ス • ユ  

ニ ッ ト の 動 作 が 禁 止 さ れ 、 デー 

夕 出 力 が 停 止 し ま す 。

H O M E

測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を 

押 し ま す 。

S E L E C T M E N U

ACCESS0 RY:PRINTER BEEPER ►

S E T  P R I N T E R  
OFF ON

1 0 - 3 7 0 7 0 3 3 0
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1 0 . 3  プ リ ン タ • イ ン タ フ ェ ー ス • ユ ニ ッ ト  R1 3 2 2 4

⑵ 使 用 上 の 注 意

( 注 ） プ リ ン タ • イ ン タ フ ヱ ー ス • ユ ニ ッ ト R 1 3 2 2 4 は 、 セ ン ト ロ ニ ク ス （* STROBE

— — BUSY ノ、ン ド シ ヱ ー ク 転 送 ） で ポ ー リ ン グ 動 作 し て い ま す 。

接 続 さ れ る 外 部 プ リ ン タ が 停 止 し て い た り 、 動 作 ス ピ ー ド が 遅 い 場 合 に は 、 

デ ジ タ ル • マ ル チ メ ー タ 6 5 8 1 / D も 影 響 を 受 け て 、 測 定 が 停 止 し た り 、 規 定  

の 測 定 ス ピ ー ド を 満 足 で き な く な り ま す 0

プ リ ン タ を 使 用 す る 場 合 に は 、 不 用 意 に 停 止 し た り し な い で 下 さ い 。

ま た 、 動 作 ス ピ ー ド の 遅 い プ リ ン タ と デ ジ タ ル • マ ル チ メ ー  タ を 接 続 す る  

場 合 に は 、 高 速 の プ リ ン タ • ノ く ッ フ ァ を 用 い て 、 デ ジ タ ル • マ ル チ メ ー タ へ  

の 影 響 が 小 さ く な る よ う に し て 下 さ い 。

1 0 - 3 8 0 7 0 3 3 0
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取 扱説明書

1 0 . 4  ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト （フ オ ト M0 S リ レ ー ） R 1 9 0 0 2

10.4 ス キ ャ ナ ■ ユ ニ ッ ト （フォト M O S リレー） R 19002

10. 4 . 1 概要

ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト （フ ォ ト M 0 S リ レ ー ） R 1 9 0 0 2 は 、 デ ジ タ ル • マ ル チ メ ー タ 6 5 8 1 /D 

に 装 着 し 、 2 線 式 1 0チ ャ ン ネ ル ま た は 4 線 式 5 チ ャ ン ネ ル の ス キ ャ ナ と し て 入 力 信 号 を  

切 り 換 え る こ と が で き ま す 。

チ ャ ン ネ ル の 切 り 換 え は 、 本 体 正 面 パ ネ ル ま た は GPIВイ ン タ フ ェ ー ス か ら コ ン ト ロ ー  

ル で き ま す 。

ま た 、 接 点 部 と コ ン ト ロ ー ル 部 は 電 気 的 に ア イ ソ レ ー ト さ れ て い ま す 。

R19002 SCANNER CARD (PHOTO MOS RELAY)

図 10 - 6 ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト （フ ォ ト M O S リ レ ー ） R 1 9 0 0 2

1 0 - 3 9 0 7 0 3 3 0
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取 扱説明書

10. 4 ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト （フ ォ ト M0 S リ レ ー ） R1 9 0 0 2

10. 4. 2 R19002のケーブル結線方法

-------------------------------------------- 汪 意 -----------------------------------------------

1 .  作 業 す る と き は 被 試 験 物 か ら 電 圧 や 電 流 を 印 加 し な い で 下 さ い 。

感 電 や 電 気 的 衝 撃 を 受 け る な ど 非 常 に 危 険 で す 。

ま た 、 本 器 や 被 試 験 物 を 破 損 す る 恐 れ が あ り ま す 。

2. 本 器 の 電 気 回 路 を 静 電 気 か ら 守 る た め に 、 必 ず ア ー ス バ ン ド を 用 い て 下 さ い 。 

ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト R 1 9 0 0 2 は CMOS等 の 静 電 気 に 対 し て 弱 い 部 品 で 構 成 さ れ て  

い ま す 。

被試験物へ デジタル.マルチメータの人力端子へ

図 10 - 7 R 1 9 0 0 2 の ケ ー ブ ル 結 線 図

1 0 - 4 0
0 7 0 3 3 0
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10. 4 ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト （ フ ォ ト M 0 S リ レ ー ） R 1 9 0 0 2

① 2 線 式 / 4線 式 切 り 換 え ス イ ッ チ

マ ル チ プ レ ク サ 結 線 の 線 式 を 切 り 換 え る た め の ス イ ッ チ で す 。

2 接 点 マ ル チ プ レ ク サ 1 0チ ャ ン ネ ル 、 4 接 点 マ ル チ プ レ ク サ 5 チ ャ ン ネ ル の 選 択  

を 行 い ま す 。

2W… … 2 線 式  

4 W…… 4 線 式

②  ケ ー ブ ル 押 さ え 用 小 窓

ケ ー ブ ル は 、 必 ず ケ ー ブ ル 押 さ え 用 小 窓 の 中 を 通 し て 下 さ い 。

③  コ モ ン 用 端 子 台

マ ル チ プ レ ク サ 結 線 の 共 通 信 号 の 端 子 台 で す 。 •

通 常 は 、 デ ジ タ ル • マ ル チ メ ー タ の 入 力 端 子 と 接 続 し ま す 。

④  各 チ ャ ン ネ ル 用 端 子 台

マ ル チ プ レ ク サ 結 線 の 各 チ ャ ン ネ ル 信 号 の 端 子 台 で す 。

被 試 験 物 か ら の 信 号 を 希 望 す る チ ャ ン ネ ル 番 号 の 端 子 台 と 接 続 し ま す 。

-------------------------------------------------------------注 意 --------------- ------------------------------------------------

端 子 台 に ケ ー ブ ル を 接 続 す る と き は 、 ケ ー ブ ル の 芯 線 が 端 子 台 か ら 外 れ な い よ う  

に 、 芯 線 押 さ え ネ ジ で し っ か り と 押 さ え て 下 さ い 。

ケ ー ブ ル の 芯 線 が は ず れ て 、 他 の 端 子 や ボ ー ド 上 の 部 品 と 接 触 す る と 本 器 や 被 試  

験 物 を 破 損 す る 恐 れ が あ り ま す 。
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6 5 8 1 シリーズ
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取 扱説明書

1 0 . 4  ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト （ フ ォ ト M 0 S リ レ ー ） R 1 9 0 0 2

10. 4. 3 R 19002の装着方法

-----------------------------------------------------------注 意 ---------------------------------------------------------------

1 .  作 業 す る 前 に デ ジ タ ル • マ ル チ メ ー タ （謂 М) の 電 源 を O F F に し て 下 さ い 。

2. 本 器 の 電 気 回 路 を 静 電 気 か ら 守 る た め に 、 必 ず ア ー ス バ ン ド を 用 い て 下 さ い 。 

ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト R 1 9 0 0 2 は 、 CMOS等 の 静 電 気 に 対 し て 弱 い 部 品 で 構 成 さ れ  

て い ま す 。

① ア ク セ サ リ 用 の パ ネ ル を 止 め て い る ビ ス （3 m m + ネ ジ ） を 2 力 所 外 し 、 メ ク ラ 板 を  

取 り 外 し て 下 さ い 。

1 0 - 4 2 0 7 0 3 3 0



6 5 8 1 シリーズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー  タ

取扱説明書

10.4 ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト （フ オ ト M0 S リ レ ー ） R 19002

② R 1 9 0 0 2 を ガ イ ド レ ー ル の 間 に 乗 せ 、 そ の ま ま 奥 ま で 差 し 込 ん で 下 さ い 。

③ ア ク セ サ リ 用 の パ ネ ル を 止 め て い た ビ ス （3匪 + ネ ジ ） で 2 力 所 を 締 め て 下 さ い (

10 - 43
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6 5 8 1 シリーズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー  タ

取 扱説明書

1 0 . 4  ス キ ヤ ナ • ユ ニ ッ ト （ フ ォ ト M 0 S リ レ ー ） R 1 9 0 0 2

10.4. 4 仕様

動 作 許 可 : 本 体 正 面 パ ネ ル ま た は GPIBイ ン タ フ ヱ ー ス よ り 設 定

チ ャ ン ネ ル • ス イ ッ チ ： フ ォ ト M 0 S リレー

チ ャ ン ネ ル 数 ： 1 0 ch/ 2線 式 ま た は 5 ch/ 4線 式

線 式 切 り 換 え : ア ク セ サ リ • ボ ー ド 上 の ス ラ イ ド • ス イ ッ チ よ り 設 定

接 点 最 大 定 格 : DC 1 1 0 V , 5 0шА

AC 1 2 5 Vrms, 1 7 5 Vpeak, 5 0 mA

L0信 号 ー シ ャ ー シ 間  

最 大 定 格

: DC 3 0 V

AC 3 0 Vrms, 4 0 Vpeak

接 点 性 能 : 熱 起 電 力 約 2 // V 

絶 縁 抵 抗 1 0 8 Й以 上  

信 号 路 抵 抗 *  60 Q 以 下

ス イ ッ チ ン グ • タ イ ミ ン グ  В. B. M (Break-Bef orе-Маке) 

ス イ ッ チ ン グ 時 間  3 m S 以 下

# : 接 点 性 能 （信 号 路 抵 抗 ） の 影 響 で 、 抵 抗 測 定 1 0 Q / 

100 Й レ ン ジ で は 測 定 不 能 に な り ま す の で 注 意 が 必  

要 で す 。
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1 0 . 4  ス キ ヤ ナ • ユ ニ ッ ト （フ オ ト M 0 S リ レ ー ） R 1 9 0 0 2

接 点 構 成  ： 1 0 ch/ 2線 式 ま た は 5 ch/ 4 線 式 マ ル チ プ レ ク サ 結 線

2線織択時 

CH1

C H 2

C H 9

CH1 0

COM

1 〇 -

2

4

〇 -

广

1 〇 -

2 〇 -

1 〇 -

2 〇 -

s

1 〇 -

2 〇 -

1 〇 -

2 〇 -

4線纖択時

CH1

CH5

1 〇-

2 о -

3 о -

4 о -
4

г

1 о -

2 о -

3 о -

4 о -
4

COM

1 O

2  〇-

3 〇-

4 O

* : CH1 〜 CH 1 0 ( 2線 式 時 ），CH1 〜 CH5 (4線 式 時 ） の い ず れ か を O N (CLOSE) する 

こ と に よ り 、ON (CLOSE) チ ャ ン ネ ル と C O M の 各 端 子 （1，2, 3, 4 ) を 導 通 す る  

こ と が で き ま す 。

入 出 力 端 子  ： ス ク リ ュ ー • 式 ブ ロ ッ ク • タ ー ミ ナ ル

10 - 45
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6 5 8 1 シリーズ
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1 0 . 4  ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト （フ オ ト M0 S リ レ ー ） R1 9 0 0 2

10. 4. 5 操作方法

( 1 ) シ ー ケ ン シ ャ ル • ス キ ャ ン • モ ー ド

シ ー ケ ン シ ャ ル • ス キ ャ ン • モ ー ド は 、 設 定 さ れ た ス タ ー ト • チ ャ ン ネ ル か ら ス ト  

ッ プ • チ ャ ン ネ ル ま で リ レ ー 接 点 を 順 次 切 り 換 え る こ と が で き ま す 。

シ ー ケ ン シ ャ ル • ス キ ャ ン • モ ー ド は 下 記 の 3 項 目 を 設 定 す る こ と に よ り 、 指 定 さ  

れ た リ レ ー 接 点 を ス キ ャ ン ニ ン グ し ま す 。

•  シ ー ケ ン シ ャ ル • ス キ ャ ン • モ ー ド 動 作 の 許 可

•  ス タ ー ト • チ ャ ン ネ ル の 指 定

•  ス ト ッ プ • チ ャ ン ネ ル の 指 定

正 面 パ ネ ル か ら の 設 定 方 法 を 下 記 に 示 し ま す 。

GPIBイ ン タ フ ェ ー ス か ら の 設 定 方 法 は 、 〔9 章 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。

① シ ー ケ ン シ ャ ル • ス キ ャ ン • モ ー ド 動 作 の 設 定

S E L E C T  M E N U  
ACCESSORY:2WSCA關 ER BEEPER ►

M E N U

□ を 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て ” ACCESSORY” に カ ー

E N T E R

ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を 

押 し ま す 。

( 注 ） ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト の ボ ー ド 上 の 切 り 換 え ス イ ッ チ の 設 定 に よ り 、 表 示 内  

容 が 異 な り ま す 。

2W S C A N N E R… … 2線 式 設 定 時  

4 W S C A N N E R… … 4線 式 設 定 時

シーケンシャノレ•スキャン•モー  

ド の 設 定 を 選 択 し ま す 0  

回 0  を 用 い て ” SCANNER” に カ ー

ENTER

ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を 

押 し ま す 。

① シ ー ケ ン シ ャ ル • ス キ ャ ン 動 作  

を 許 可 し ま す 。

回 回 を 用 い て ”0Г に カ ー ソ ル

E N T E R

( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を 押 し  

ま す 。

シ ー ケ ン シ ャ ル • ス キ ャ ン 動  

作 が 許 可 さ れ 、 指 定 さ れ た スター 

卜 • チ ャ ン ネ ル か ら 順 次 ス キ ャ ン  

ニ ン グ さ れ ま す 。

SET S C A N N E R  
OFF ON

C O N F I G U R E  S C A N N E R  

SCANNER OPEN CLOSE
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6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱説明書

1 0 . 4  ス キ ヤ ナ • ユ ニ ッ ト （フ オ ト M 0 S リ レ ー ） R 1 9 0 0 2

② シ ー ケ ン シ ャ ル • ス キ ャ ン 動 作  

を 禁 止 し ま す 。

回 Е1 を 用 い て ” OFF”に カ ー ソ ル

E N T E R

( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を 押 し  

ま す 。

シ ー ケ ン シ ャ ル • ス キ ャ ン 動 作  

が 禁 止 さ れ 、 全 チ ャ ン ネ ル ”OPEN” 

に な り ま す 。

H O M E

測 定 値 表 ボ に 民 る に は  □ を 

押 し ま す 。 .

② ス タ ー ト • チ ャ ン ネ ル の 設 定 と ス ト ッ プ • チ ャ ン ネ ル の 設 定

S E L E C T  M E N U  

ACCESSORY:2WSCANNER BEEPER ►

M E N U

□ を 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て ” ACCESSORY” に カ ー

E N T E R

ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を押  

し ま す 。

( 注 ） ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト の ボ ー ド 上 の 切 り 換 え ス イ ッ チ の 設 定 に よ り 、 表 示 内  

容 が 異 な り ま す 。

2W S C A N N E R…… 2線 式 設 定 時  

4W S C A N N E R…… 4線 式 設 定 時

C O N F I G U R E  S C A N N E R  

SCANNER OPEN CLOSE

シ ー ケ ン シ ャ ノ レ •ス キ ャ ン • モ ー  

ド の 設 定 を 選 択 し ま す 。

回 0  を 用 い て ” SCANNER” に カ ー

E N T E R

ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を押 

し ま す 。

S E T  S C A N N E R

OFF ON

シ ー ケ ン シ ャ ル • ス キ ャ ン 動 作 を  

許 可 し ま す 。

回 回 を 用 い て ”0 N” に カ ー ソ ル

E N T E R

( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を 押 し ま す 。

S T A R T -  C H  N o 0 1
ATkey:CHANGE NUMBER

ス タ ー ト • チ ャ ン ネ ル を 設 定 し ま

す0

@ 回 を 用 い て 希 望 す る ス タ ー ト •

E N T E R

チ ャ ン ネ ル に 数 値 を あ わ せ て 、 口 

を 押 し ま す 。

1 0 - 4 7 0 7 0 3 3 0



6 5 8 1 シリーズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱説明書

1 0 . 4  ス キ ヤ ナ • ユ ニ ッ ト （フ オ ト M 0 S リ レ ー ） R 1 9 0 0 2

ス ト ッ プ • チ ャ ン ネ ル を 設 定 し ま

す 。

囚 回 を 用 い て 希 望 す る ス ト ッ プ •

チ ャ ン ネ ル に 数 値 を あ わ せ て 、 口 

を 押 し ま す 。

( 注 ） ス タ ー ト • チ ャ ン ネ ル と ス ト ッ プ • チ ャ ン ネ ル の 設 定 に は 、

2 線 式 …… 1СН〜 1 0СН 

4 線 式 …… 1СН〜 5СН

が 設 定 で き ま す 。

測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を押  

し ま す 。

⑵ 全 チ ャ ン ネ ル ”OPEN”

全 チ ャ ン ネ ル ” OPEN”を 設 定 す る と 、 ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト の 全 チ ャ ン ネ ル が ” OPEN”に 

な り ま す 。

( 注 ） 全 チ ャ ン ネ ル ” 0РЕГは 、 シ ー ケ ン シ ャ ル • ス キ ャ ン • モ ー ド 動 作 中 に は 設  

定 で き ま せ ん 。

正 面 パ ネ ル か ら の 設 定 方 法 を 下 記 に 示 し ま す 。

GPIBイ ン タ フ ヱ ー ス か ら の 設 定 方 法 は 、 〔9 章 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。

□ を 押 し ま す 。

回 0  を 用 い て ”ACCESSORY” に カ ー

ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を押  

し ま す 。

( 注 ） ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト の ボ ー ド 切 り 換 え ス イ ッ チ の 設 定 に よ り 、 表 示 内 容 が  

異 な り ま す 。

2W S C A N N E R…… 2線 式 設 定 時  

4W S C A N N E R… … 4線 式 設 定 時

全 チ ャ ン ネ ル ” OPEN”を 選 択 し ま す 。 

回 回 を 用 い て ” OPEN”に カ ー ソ ル

( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を 押 し ま

す 。

H O M E

測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を押  

し ま す 。

C O N F I G U R E  S C A N N E R  

SCANNER OPEN CLOSE

S E L E C T  M E N U  

ACCESSORY:2WSCA關 ER BEEPER ►

S T  О P -  С H  N o  0 1

A T k e y : C H A N G E  NUMBER

10 - 48 0 7 0 3 3 0



6 5 8 1 シリーズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱説明書

1 0 . 4  ス キ ヤ ナ • ユ ニ ッ ト （フ オ ト M 0 S リ レ ー ） R 1 9 0 0 2

⑶ 指 定 チ ャ ン ネ ル ” CLOSE”

指 定 チ ャ ン ネ ル ” CLOSE” を 設 定 す る と 、 ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト の 指 定 し た チ ャ ン ネ ル  

だ け ” CLOSE” に で き ま す 。

( 注 ） 指 定 チ ャ ン ネ ル ” CLOSE” は 、 シ ー ケ ン シ ャ ル • ス キ ャ ン • モ ー ド 動 作 中 に は  

設 定 で き ま せ ん 。

正 面 パ ネ ル か ら の 設 定 方 法 を 下 記 に 示 し ま す 。

GPIBイ ン タ フ ヱ ー ス か ら の 設 定 方 法 は 、 〔9 章 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。

S E L E C T  M E N U  

ACCESSORY :2WSCANNER BEEPER ►

M E N U

□ を 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て ”ACCESSORY” に カ ー

E N T E R

ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 口 を押  

し ま す 。

( 注 ） ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト の ボ ー ド 切 り 換 え ス イ ッ チ の 設 定 に よ り 、 表 示 内 容 が  

異 な り ま す 。

2W S C A N N E R…… 2線 式 設 定 時  

4 W S C A N N E R… … 4線 式 設 定 時

指 定 チ ャ ン ネ ル ” CLOSE” を 選 択 し  

ま す 。

回 回 を 用 い て ” CLOSE” に カ ー ソ ル

E N T E R

( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を 押 し ま  

す 。

C O N F I G U R E  S C A N N E R  

SCANNER OPEN CLOSE

--------------------------------------------  クロース • チ ヤ ン ィ、ノレを5受疋しま

C L O S E  —  C H  N o  0 1  す 。

A T k e y r C H A N G E  NUMBER 0 回 を 用 い て 希 望 す る ク ロ ー ズ •

チ ャ ン ネ ル に 数 値 を 合 わ せ て 、 口 

を 押 し ま す 。

( 注 ） 1 . ク ロ ー ズ • チ ャ ン ネ ル に ” 0”チ ャ ン ネ ル を 指 定 し た 場 合 に は 、 全 チ ャ ン

ネ ル ” OPEN”に な り ま す 。

2. ク ロ ー ズ • チ ャ ン ネ ル の 設 定 に は 、

2線 式 … … 1CH〜 1 0 CH 

4線 式 … … 1C.H〜 5 CH

が 設 定 で き ま す 。

測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を押  

し ま す 。

1 0 - 4 9 0 7 0 3 3 0



6 5 8 1 シリーズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱説明書

1 0 . 4  ス キ ヤ ナ • ユ ニ ッ ト （フ オ ト M 0 S リ レ ー ） R 1 9 0 0 2

⑷ 使 用 上 の 注 意

■---------------------------------------------- 注 意 -------------------------------------------------

1 .  デ ジ タ ル • マ ル チ メ ー タ  6 5 8 1 / D に 電 源 が 投 入 さ れ て い な い 場 合 に は 、 ス 

キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト の 接 点 状 態 は 不 定 に な り ま す の で 、 被 試 験 物 か ら 電 圧 や 電  

流 を 印 加 し な い で 下 さ い 。

機 器 や 被 試 験 物 の 破 損 、 誤 動 作 を 引 き 起 こ す こ と が あ り ま す 。

2 .  ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト に 接 点 最 大 定 格 を 越 え る 電 圧 や 電 流 が 印 加 さ れ た 場 合 に  

は 、 ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト の 接 点 状 態 を 正 確 に 保 つ こ と が で き ま せ ん の で 、 接 

点 最 大 定 格 を 越 え る 電 圧 や 電 流 を 印 加 し な い で 下 さ い 。

機 器 や 被 試 験 物 の 破 損 、 誤 動 作 を 引 き 起 こ す こ と が あ り ま す 。

3 .  ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト で 使 用 す る L0信 号 ー シ ャ ー シ 間 に 最 大 定 格 を 越 え る 電 圧  

が 印 加 さ れ た 場 合 に は 、 ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト の 接 点 状 態 を 正 確 に 保 つ こ と が  

で き ま せ ん の で 、 最 大 定 格 を 越 え る 電 圧 を 印 加 し な い で 下 さ い 。

機 器 や 被 試 験 物 の 破 損 、 誤 動 作 を 引 き 起 こ す こ と が あ り ま す 。 *

* 不 要 な 熱 起 電 力 の 発 生 や 熱 起 電 力 の 変 化 を 防 ぐ た め 、 温 度 変 化 の 大 き な 環 境 で の 使 用  

は 避 け て 下 さ い 。

籲 湿 度 お よ び ほ こ り は 絶 縁 抵 抗 の 低 下 の 要 因 に な り ま す 。

• ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト に は 、 g u a r d 専 用 端 子 は あ り ま せ ん 。

高 精 度 測 定 や 誘 導 の の り や す い 測 定 に は 注 意 が 必 要 で す 。

• ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト の ス イ ッ チ ン グ • タ イ ミ ン グ は 、 В. B. M (Break- Before-Make) で す 。 

チ ャ ン ネ ル 切 り 換 え の 場 合 に は 、 一 度 全 チ ャ ン ネ ル が ”OPEN”さ れ 、 次 に 指 定 チ ャ ン ネ  

ル が ” CLOSE” し ま す 。

負 荷 変 動 に 弱 い 被 試 験 物 を チ ャ ン ネ ル 切 り 換 え す る 場 合 に は 注 意 が 必 要 で す 。

• ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト を 使 用 し て シ ー ケ ン シ ャ ル • ス キ ャ ン • モ ー ド を 実 行 し た 場 合 に  

は 、 デ ジ タ ル • マ ル チ メ ー タ  6 5 8 1 / D の 測 定 シ ス テ ム と 同 期 を と ら な い と 正 確 な 測  

定 が で き ま せ ん 。

ト リ ガ • シ ス テ ム ス キ ャ ン • レ イ ヤ イ ベ ン ト • ソ ー ス に ”TLINK” を 設 定 し て 下 さ  

い0

6 5 8 1 /D

ト リ ガ • シ ス テ ム ---
—— ス キ ャ ン • レ イ ヤ ー 丁 ー  イ ベ ン ト •ソ ー ス ー Г-

TLINK

10 - 50
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1 0 . 4  ス キ ヤ ナ • ユ ニ ッ ト （フ オ ト M 0 S リ レ ー ） R 1 9 0 0 2

• ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト の シ ー ケ ン シ ャ ル • ス キ ャ ン • モ ー ド を 使 用 し な い 場 合 （下 記 項  

目 参 照 ） に は 、 デ ジ タ ル • マ ル チ メ ー タ  6 5 8 1 / D の ト リ ガ • シ ス テ ム ス キ ャ ン *  

レ イ ヤ イ ベ ン ト • ソ ー ス に ”TL INK” を 設 定 し な い で 下 さ い 。

チ ャ ン ネ ル 切 り 換 え イ ベ ン ト ” TL INK” が 発 生 し な い た め 、 ト リ ガ • シ ス テ ム が イ ベ ン  

卜 待 ち 状 態 に な り ま す 。

• シ ー ケ ン シ ャ ル • ス キ ャ ン • モ ー ド 動 作 の 禁 止 時  

• 全 チ ャ ン ネ ル ” OPEN”時 

• 指 定 チ ャ ン ネ ル ” CLOSE” 時

• ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト が シ ー ケ ン シ ャ ル • ス キ ャ ン • モ ー ド 動 作 中 に 、 強 制 的 に ” IDLE” 

状 態 に な っ た 場 合 （下 記 項 目 参 照 ） に は 、 ス タ ー ト チ ャ ン ネ ル か ら 再 ス タ ー ト さ れ ま  

す 。

• 電 源 投 入 時  

• 設 定 リ コ ー ル 実 行 時

• FASTモ ー ド ” ON — OFF”設 定 時

• ト リ ガ • シ ス テ ム ス キ ャ ン • レ イ ヤ イ ベ ン ト • ソ ー ス に ”TL INK” 設 定 時  

• ト リ ガ • シ ス テ ム ”ABORT” 実 行 時

• ス キ ャ ナ の シ ー ケ ン シ ャ ル • ス キ ャ ン • モ ー ド の ス タ ー ト お よ び ス ト ッ プ • チ ャ  

• ン ネ ル 変 更 時

• GPIBイ ン タ フ ェ ー ス か ら デ バ イ ス ク リ ア ”DCじ ，” SDC” コ マ ン ド 実 行 時  

• 校 正 実 行 時

• セ ル フ テ ス ト 実 行 時

1 0 - 5 1
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1 0 . 5  ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト （メ カ ニ カ ル • リ レ ー ） R 1 9 0 0 3

10. 5 ス キ ャ ナ ■ ユ ニ ッ ト （メカニカル■リレー） R19003 

1 0 . 5 . 1 概要

ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト （メ カ ニ カ ル • リ レ ー ） R 1 9 0 0 3 は 、 デ ジ タ ル • マ ル チ メ ー  タ 

6 5 8 1 / D に 装 着 し 、 2 線 式 1 0チ ャ ン ネ ル ま た は 4 線 式 5 チ ャ ン ネ ル の ス キ ャ ナ と し て 入  

力 信 号 を 切 り 換 え る こ と が で き ま す 。

チ ャ ン ネ ル の 切 り 換 え は 、 本 体 正 面 パ ネ ル ま た は GPIBイ ン タ フ ヱ ー ス か ら コ ン ト ロ ー  

ル で き ま す 。

ま た 、 接 点 部 と コ ン ト ロ ー ル 部 は 電 気 的 に ア イ ソ レ ー ト さ れ て い ま す 。

図 1 0 - 8  ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト （メ カ ニ カ ル • リ レ ー ） R 1 9 0 0 3

1 0 - 5 2 0 7 0 3 3 0
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1 0 . 5  ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト （メ カ ニ カ ル • リ レ ー ） R1 9 0 0 3

10. 5. 2 R19003のケーブル結線方法

-------------------------------------------- 汪 意 ------------------------------ ：----------------

1 .  作 業 す る と き は 被 試 験 物 か ら 電 圧 や 電 流 を 印 加 し な い で 下 さ い 。

感 電 や 電 気 的 衝 撃 を 受 け る な ど 非 常 に 危 険 で す 。

ま た 、 本 器 や 被 試 験 物 を 破 損 す る 恐 れ が あ り ま す 。

2. 本 器 の 電 気 回 路 を 静 電 気 か ら 守 る た め に 、 必 ず ア ー ス バ ン ド を 用 い て 下 さ い 。 

ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト R 1 9 0 0 3 は CMOS等 の 静 電 気 に 対 し て 弱 い 部 品 で 構 成 さ れ て  

い ま す 。

被試験物へ デジタル.マルチメータの入力端子へ

図 10 - 9 R 1 9 0 0 3 の ケ ー ブ ル 結 線 図

1 0 - 5 3
0 7 0 3 3 0
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1 0 . 5  ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト （メ カ ニ カ ル • リ レ ー ） R1 9 0 0 3

① 2 線 式 / 4線 式 切 り 換 え ス イ ッ チ

マ ル チ プ レ ク サ 結 線 の 線 式 を 切 り 換 え る た め の ス イ ッ チ で す 。

2 接 点 マ ル チ プ レ ク サ 1 0チ ャ ン ネ ル 、 4 接 点 マ ル チ プ レ ク サ 5 チ ャ ン ネ ル の 選 択  

を 行 い ま す 。

2W…… 2 線 式  

4 W… … 4 線 式

②  ケ ー ブ ル 押 さ え 用 小 窓

ケ ー ブ ル は 、 必 ず ケ ー ブ ル 押 さ え 用 小 窓 の 中 を 通 し て 下 さ い 。

③  コ モ ン 用 端 子 台

マ ル チ プ レ ク サ 結 線 の 共 通 信 号 の 端 子 台 で す 。

通 常 は 、 デ ジ タ ル • マ ル チ メ ー タ の 入 力 端 子 と 接 続 し ま す 。

④  各 チ ャ ン ネ ル 用 端 子 台

マ ル チ プ レ ク サ 結 線 の 各 チ ャ ン ネ ル 信 号 の 端 子 台 で す 。

被 試 験 物 か ら の 信 号 を 希 望 す る チ ャ ン ネ ル 番 号 の 端 子 台 と 接 続 し ま す 。

----------------------------------------------— 注 意 ------------------------------------------------

端 子 台 に ケ ー ブ ル を 接 続 す る と き は 、 ケ ー ブ ル の 芯 線 が 端 子 台 か ら 外 れ な い よ う  

に 、 芯 線 押 さ え ネ ジ で し っ か り と 押 さ え て 下 さ い 。

ケ ー ブ ル の 芯 線 が は ず れ て 、 他 の 端 子 や ボ ー ド 上 の 部 品 と 接 触 す る と 本 器 や 被 試  

験 物 を 破 損 す る 恐 れ が あ り ま す 。
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1 0 . 5  ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト （メ カ ニ カ ル • リ レ ー ） R1 9 0 0 3

10. 5. 3 R19003の装着方法

-----------------------------------------------汪 意 --------------------------------------------------

1 .  作 業 す る 前 に デ ジ タ ル • マ ル チ メ ー タ （DMM) の 電 源 を O F F に し て 下 さ い 。

2. 本 器 の 電 気 回 路 を 静 電 気 か ら 守 る た め に 、 必 ず ア ー ス バ ン ド を 用 い て 下 さ い 。 

ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト R 1 9 0 0 3 は 、 CMOS等 の 静 電 気 に 対 し て 弱 い 部 品 で 構 成 さ  

れ て い ま す 。

① ア ク セ サ リ 用 の パ ネ ル を 止 め て い る ビ ス （3賴 + ネ ジ ） を 2 力 所 外 し 、 メ ク ラ 板 を  

取 り 外 し て 下 さ い 。

1 0 - 5 5 0 7 0 3 3 0
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1 0 . 5  ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト （メ カ ニ カ ル • リ レ ー ） R 1 9 0 0 3

② R 1 9 0 0 3 を ガ イ ド レ ー ル の 間 に 乗 せ 、 そ の ま ま 奥 ま で 差 し 込 ん で 下 さ い 。

③ ア ク セ サ リ 用 の パ ネ ル を 止 め て い た ビ ス （3匪 + ネ ジ ） で 2 力 所 を 締 め て 下 さ い 0

1 0 - 5 6 0 7 0 3 3 0
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1 0 . 5  ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト （メ カ ニ カ ル • リ レ ー ） R 1 9 0 0 3

10.5. 4 仕様

動 作 許 可 : 本 体 正 面 パ ネ ル ま た は GPIBイ ン タ フ ヱ ー ス よ り 設 定

チ ャ ン ネ ル • ス イ ッ チ : メ カ ニ カ ル • リ レ ー

チ ャ ン ネ ル 数 : 1 0 ch/ 2線 式 ま た は 5 ch/ 4線 式

線 式 切 り 換 え : ア ク セ サ リ • ボ ー ド 上 の ス ラ イ ド • ス イ ッ チ よ り 設 定

接 点 最 大 定 格 : DC 1 1 0 V， 1A , 3 0 V A ( 抵 抗 負 荷 ） 

AC 1 2 5 Vrms, 1 7 5 Vpeak, 1 A 

62. 5V A ( 抵 抗 負 荷 ）

L0信 号 ー シ ャ ー シ 間  

最 大 定 格

: DC 3 0 V

AC 3 0 Vrms, 4 0 Vpeak

接 点 性 能 : 熱 起 電 力 約 2 д V 

絶 縁 抵 抗 1 0 8 Q 以 上  

信 号 路 抵 抗 *  5 0 0 m Q 以 下

ス イ ッ チ ン グ • タ イ ミ ン グ  В. B. M (Break- Before-Make) 

ス イ ッ チ ン グ 時 間  6 m S 以 下

* : 接 点 性 能 （信 号 路 抵 抗 ） の 影 響 で 、 抵 抗 測 定 1 0 Q / 

100 Q レ ン ジ で は 測 定 不 能 に な り ま す の で 注 意 が 必  

要 で す 。
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1 0 . 5  ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト （メ カ ニ カ ル • リ レ ー ) R 1 9 0 0 3

接 点 構 成  ： 1 0 ch/ 2線 式 ま た は 5 ch/ 4 線 式 マ ル チ プ レ サ 結 線

2線纖択時

CH1

C H 2

2

1

2

C H 9
2

CH1 0
2

1 О
COM

2 О

4線細択時

СН1

С Н 5

COM

1 〇-

2 〇-

3 〇-

4 〇-

1 〇-

2 〇-

3 〇-

4 Q -

1 〇-

2 〇-

3 О -

4 〇-

* : CH 1 〜 СНИК2線 式 時 ），CH 1 〜 CH5 (4線 式 時 ） の い ず れ か を O N (CLOSE) する  

こ と に よ り 、ON (CLOSE) チ ャ ン ネ ル と C O M の 各 端 子 （1，2, 3, 4 ) を 導 通 す る  

こ と が で き ま す 。

人 出 力 端 子  ： ス ク リ ュ ー 式 ブ ロ ッ ク • タ ー ミ ナ ル

10 - 58
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1 0 . 5  ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト （メ カ ニ カ ル • リ レ ー ） R 1 9 0 0 3

10. 5.5 操作方法

( 1 ) シ ー ケ ン シ ャ ル • ス キ ャ ン • モ ー ド

シ ー ケ ン シ ャ ル • ス キ ャ ン • モ ー ド は 、 設 定 さ れ た ス タ ー ト • チ ャ ン ネ ル か ら ス ト  

ッ プ • チ ャ ン ネ ル ま で リ レ ー 接 点 を 順 次 切 り 換 え る こ と が で き ま す 。

シ ー ケ ン シ ャ ル • ス キ ャ ン • モ ー ド は 下 記 の 3 項 目 を 設 定 す る こ と に よ り 、 指 定 さ  

れ た リ レ ー 接 点 を ス キ ャ ン ニ ン ダ し ま す 。

•  シ ー ケ ン シ ャ ル • ス キ ャ ン • モ ー ド 動 作 の 許 可

•  ス タ ー ト • チ ャ ン ネ ル の 指 定

•  ス ト ッ プ • チ ャ ン ネ ル の 指 定

正 面 パ ネ ル か ら の 設 定 方 法 を 下 記 に 示 し ま す 。

GPIBイ ン タ フ ェ ー ス か ら の 設 定 方 法 は 、 〔9 章 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。

① シ ー ケ ン シ ャ ル • ス キ ャ ン • モ ー ド 動 作 の 設 定

S E L E C T  M E N U  

ACCESSORY :2WSCANNER BEEPER ►

M E N U
□ を 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て ” ACCESSORY” に カ ー

E N T E R
ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を押 

し ま す 。

( 注 ） ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト の ボ ー ド 切 り 換 え ス イ ッ チ の 設 定 に よ り 、 表 示 内 容 が  

異 な り ま す 。

2W S C A N N E R…… 2線 式 設 定 時  

4 W S C A N N E R…… 4線 式 設 定 時

--------------------------- 1 シ ー ケ ン シ ャ ル •ス キ ャ ン . モ ー

C O N F I G U R E  S C A N N E R  ド の 設 定 を 選 択 し ま す 。

SCANNER OPEN CLOSE 回 回 を 用 い て  ” SCANNER” に カ ー

E N T E R
ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を押  

し ま す 。

S E T  S C A N N E R  

OFF ON

① シ ー ケ ン シ ャ ル • ス キ ャ ン 動 作  

を 許 可 し ま す 。

回 0  を 用 い て ” 0 N” に カ ー ソ ル

E N T E R
( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を 押 し  

ま す 。

シ ー ケ ン シ ャ ル • ス キ ャ ン 動  

作 が 許 可 さ れ 、 指 定 さ れ た ス タ ー  

卜 • チ ャ ン ネ ル か ら 順 次 ス キ ャ ン  

ニ ン グ さ れ ま す 。
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1 0 . 5  ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト （メ カ ニ カ ル • リ レ ー ） R 1 9 0 0 3

② シ ー ケ ン シ ャ ル • ス キ ャ ン 動 作  

を 禁 止 し ま す 。

回 回 を 用 い て ”OFF”に カ ー ソ ル

E N T E R
( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を 押 し  

ま す 。

シ ー ケ ン シ ャ ル • ス キ ャ ン 動 作  

が 禁 止 さ れ 、 全 チ ャ ン ネ ル ” OPEN” 

に な り ま す 。

測 定 値 表 不 に 民 る に は  □ を 

押 し ま す 。

② ス タ ー ト • チ ャ ン ネ ル の 設 定 と ス ト ッ プ • チ ャ ン ネ ル の 設 定

S E L E C T  M E N U  

ACCESSORY :2WSCANNER BEEPER ►

M E N U
□ を 押 し ま す 。

回 0  を 用 い て ” ACCESSORY” に カ ー

E N T E R
ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を 押 し  

ま す 。

( 注 ） ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト の ボ ー ド 上 の 切 り 換 え ス イ ッ チ の 設 定 に よ り 、 表 示 内  

容 が 異 な り ま す 。

2W S C A N N E R… … 2線 式 設 定 時  

4 WSCA丽 E R … … 4線 式 設 定 時

シ ー ケ ン シ ャ ノ レ • ス キ ャ ン • モ ー  

ド の 設 定 を 選 択 し ま す 。

回 0  を 用 い て  ” SCANNER” に カ ー

ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を押  

し ま す 。

C O N F I G U R E  S C A N N E R  

SCANNER OPEN CLOSE

シ ー ケ ン シ ャ ル • ス キ ャ ン 動 作 を  

許 可 し ま す 。

回 0  を 用 い て ” 0 N” に カ ー ソ ル

E N T E R
( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 口 を 押 し ま  

す 。

ス タ ー ト • チ ャ ン ネ ル を 設 定 し ま

す0

0 回 を 用 い て 希 望 す る ス タ ー ト •

チ ャ ン ネ ル に 数 値 を あ わ せ て 、 口 

を 押 し ま す 。

1 0 - 6 0  0 7 0 3 3 0

S T A R T  -  C H  N o  0 1  
ATkey:CHANGE NUMBER

S E T  S C A N N E R

OFF ON
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1 0 . 5  ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト （メ カ ニ カ ル • リ レ ー ） R 1 9 0 0 3

ス ト ッ プ • チ ャ ン ネ ル を 設 定 し ま

す0

固 回 を 用 い て 希 望 す る ス ト ッ プ •

ENTER
チ ャ ン ネ ル に 数 値 を あ わ せ て 、 口 

を 押 し ま す 。

( 注 ） ス タ ー ト • チ ャ ン ネ ル と ス ト ッ プ • チ ャ ン ネ ル の 設 定 に は 、

2線 式 … … 1C H 〜 1 0 CH 

4線 式 … … 1C H 〜 5 CH

が 設 定 で き ま す 。

H O M E
測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を押  

し ま す 。

S T O P - C H  N o  0 1

A T k e y ：CHANGE NUMBER

⑵ 全 チ ャ ン ネ ル ”OPEN”

全 チ ャ ン ネ ル ” OPEN”を 設 定 す る と 、 ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト の 全 チ ャ ン ネ ル が ” OPEN”に 

な り ま す 。

( 注 ） 全 チ ャ ン ネ ル ”OPEN”は 、 シ ー ケ ン シ ャ ル • ス キ ャ ン • モ ー ド 動 作 中 に は 設  

定 で き ま せ ん 。

正 面 パ ネ ル か ら の 設 定 方 法 を 下 記 に 示 し ま す 。

GPIBイ ン タ フ ヱ ー ス か ら の 設 定 方 法 は 、 〔9 章 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。

M E N U
□ を 押 し ま す 。

回 0  を 用 い て ” ACCESSORY” に カ ー

E N T E R
ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を押  

し ま す 。

( 注 ） ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト の ボ ー ド 切 り 換 え ス イ ッ チ の 設 定 に よ り 、 表 示 内 容 が  

異 な り ま す 。

S E L E C T  M E N U  

ACCESSORY :2WSCANNER BEEPER ►

2W S C A N N E R… … 2線 式 設 定 時  

4 W S C A N N E R…… 4線 式 設 定 時

全 チ ャ ン ネ ル ” OPEN”を 選 択 し ま す 。 

回 回 を 用 い て ” OPEN”に カ ー ソ ル

E N T E R
( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を 押 し ま  

す 。

測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を押  

し ま す 。

C O N F I G U R E  S C A N N E R  

SCANNER OPEN CLOSE

1 0 - 6 1 0 7 0 3 3 0
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1 0 . 5  ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト （メ カ ニ カ ル • リ レ ー ） R 1 9 0 0 3

⑶ 指 定 チ ャ ン ネ ル ” CLOSE”

指 定 チ ャ ン ネ ル ” CLOSE” を 設 定 す る と 、 ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト の 指 定 し た チ ャ ン ネ ル  

だ け ” CLOSE” に で き ま す 。

( 注 ） 指 定 チ ャ ン ネ ル ” CLOSE” は 、 シ ー ケ ン シ ャ ル • ス キ ャ ン • モ ー ド 動 作 中 に は  

設 定 で き ま せ ん 。

正 面 パ ネ ル か ら の 設 定 方 法 を 下 記 に 示 し ま す 。

GPIBイ ン タ フ ヱ ー ス か ら の 設 定 方 法 は 、 〔9 章 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。

M E N U
□ を 押 し ま す 。

回 0  を 用 い て ” ACCESSORY” に カ ー

ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 口 を押  

し ま す 。

( 注 ） ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト の ボ ー ド 切 り 換 え ス イ ッ チ の 設 定 に よ り 、 表 示 内 容 が  

異 な り ま す 。

2W S C A N N E R…… 2線 式 設 定 時  

4 W S C A N N E R…… 4線 式 設 定 時

指 定 チ ャ ン ネ ル ” CLOSE” を 選 択 し  

ま す 。

回 回 を 用 い て ” CLOSE” に カ ー ソ ル

E N T E R
( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を 押 し ま

す 。

ク ロ ー ズ • チ ャ ン ネ ル を 設 定 し ま

す 。

固 @  を 用 い て 希 望 す る ク ロ ー ズ .

チ ャ ン ネ ル に 数 値 を 合 わ せ て 、 □

を 押 し ま す 。

( 注 ） 1 . ク ロ ー ズ • チ ャ ン ネ ル に ”0”チ ャ ン ネ ル を 指 定 し た 場 合 に は 、 全 チ ャ ン

ネ ル ” OPEN”に な り ま す 。

2 . ク ロ ー ズ • チ ャ ン ネ ル の 設 定 に は 、

2線 式 … … 1C H 〜 1 0 CH 

4線 式 … … 1C H 〜 5 CH

が 設 定 で き ま す 。 •

測 定 値 表 示 に 戻 る に は  □ を押  

し ま す 。

C L O S E  -  C H  N o  0 1  

A T k e y : C H A N G E  NUMBER

C O N F I G U R E  S C A N N E R  

SCANNER OPEN CLOSE .

S E L E C T  M E N U  

ACCESS0 R Y：2WSCANNER BEEPER ►

10 - 62 0 7 0 3 3 0
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1 0 . 5  ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト （メ カ ニ カ ル • リ レ ー ） R 1 9 0 0 3

⑷ 使 用 上 の 注 意

---------------------------------------------- 注 意 -------------------------------------------------

1 .  デ ジ タ ル • マ ル チ メ ー タ  6 5 8 1 / D に 電 源 が 投 入 さ れ て い な い 場 合 に は 、 ス 

キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト の 接 点 状 態 は 不 定 に な り ま す の で 、 被 試 験 物 か ら 電 圧 や 電  

流 を 印 加 し な い で 下 さ い 。

機 器 や 被 試 験 物 の 破 損 、 誤 動 作 を 引 き 起 こ す こ と が あ り ま す 。

2 .  ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト に 接 点 最 大 定 格 を 越 え る 電 圧 や 電 流 が 印 加 さ れ た 場 合 に  

は 、 ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト の 接 点 状 態 を 正 確 に 保 つ こ と が で き ま せ ん の で 、 接 

点 最 大 定 格 を 越 え る 電 圧 や 電 流 を 印 加 し な い で 下 さ い 。

機 器 や 被 試 験 物 の 破 損 、 誤 動 作 を 引 き 起 こ す こ と が あ り ま す 。

3 .  ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト で 使 用 す る L0信 号 ー シ ャ ー シ 間 に 最 大 定 格 を 越 え る 電 圧  

が 印 加 さ れ た 場 合 に は 、 ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト の 接 点 状 態 を 正 確 に 保 つ こ と が  

で き ま せ ん の で 、 最 大 定 格 を 越 え る 電 圧 を 印 加 し な い で 下 さ い 。

機 器 や 被 試 験 物 の 破 損 、 誤 動 作 を 引 き 起 こ す こ と が あ り ま す 。 *

* 不 要 な 熱 起 電 力 の 発 生 や 熱 起 電 力 の 変 化 を 防 ぐ た め 、 温 度 変 化 の 大 き な 環 境 で の 使 用  

は 避 け て 下 さ い 。

е湿 度 お よ び ほ こ り は 絶 縁 抵 抗 の 低 下 の 要 因 に な り ま す 。

• ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト に は 、 G U A R D専 用 端 子 は あ り ま せ ん 。

高 精 度 測 定 や 誘 導 の の り や す い 測 定 に は 注 意 が 必 要 で す 。

• ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト の ス イ ッ チ ン グ • タ イ ミ ン グ は 、 В. B. M (Break-Bef ore-Make) で す 。 

チ ャ ン ネ ル 切 り 換 え の 場 合 に は 、 一 度 全 チ ャ ン ネ ル が ”OPEN”さ れ 、 次 に 指 定 チ ャ ン ネ  

ル が ” CLOSE” し ま す 。

負 荷 変 動 に 弱 い 被 試 験 物 を チ ャ ン ネ ル 切 り 換 え す る 場 合 に は 注 意 が 必 要 で す 。

• ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト を 使 用 し て シ ー ケ ン シ ャ ル • ス キ ャ ン • モ ー ド を 実 行 し た 場 合 に  

は 、 デ ジ タ ル • マ ル チ メ ー タ  6 5 8 1 / D の 測 定 シ ス テ ム と 同 期 を と ら な い と 正 確 な 測  

定 が で き ま せ ん 。

ト リ ガ • シ ス テ ム ス キ ャ ン • レ イ ヤ イ ベ ン ト • ソ ー ス に ” TLINK” を 設 定 し て 下 さ  

6 5 8 1 /D

ト リ ガ • シ ス テ ム ー|—

—— ス キ ャ ン •レ イ ヤ ー ]— イ ベ ン ト • ソ ー ス ー ー

し  TLINK

1 0 - 6 3 0 7 0 3 3 0
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1 0 . 5  ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト （メ カ ニ カ ル • リ レ ー ） R 1 9 0 0 3

• ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト の シ ー ケ ン シ ャ ル • ス キ ャ ン • モ ー ド を 使 用 し な い 場 合 （下 記 項  

目 参 照 ） に は 、 デ ジ タ ル • マ ル チ メ ー タ  6 5 8 1 / D の ト リ ガ • シ ス テ ム  ス キ ャ ン .  

レ イ ヤ イ ベ ン ト • ソ ー ス に ”TL INK” を 設 定 し な い で 下 さ い 。

チ ャ ン ネ ル 切 り 換 え イ ベ ン ト ”TL INK” が 発 生 し な い た め 、 ト リ ガ • シ ス テ ム が イ ベ ン  

卜 待 ち 状 態 に な り ま す 。

• シ ー ケ ン シ ャ ル • ス キ ャ ン • モ ー ド 動 作 の 禁 止 時  

• 全 チ ャ ン ネ ル ” OPEN”時 

• 指 定 チ ャ ン ネ ル ” CLOSE” 時

春 ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト が シ ー ケ ン シ ャ ル • ス キ ャ ン • モ ー ド 動 作 中 に 、 強 制 的 に ” IDLE” 

状 態 に な っ た 場 合 （下 記 項 目 参 照 ） に は 、 ス タ ー ト チ ャ ン ネ ル か ら 再 ス タ ー ト さ れ ま  

す 。

• 電 源 投 入 時  

• 設 定 リ コ ー ル 実 行 時

• FASTモ ー ド ” ON — OFF”設 定 時

• ト リ ガ • シ ス テ ム ス キ ャ ン • レ イ ヤ イ ベ ン ト • ソ ー ス に ”TL INK” 設 定 時  

• ト リ ガ • シ ス テ ム ”ABORT” 実 行 時

• ス キ ャ ナ の シ ー ケ ン シ ャ ル • ス キ ャ ン • モ ー ド の ス タ ー ト お よ び ス ト ッ プ • チ ャ  

• ン ネ ル 変 更 時

• GPIBイ ン タ フ ヱ ー ス か ら デ バ イ ス ク リ ア ”DCl/ ，”SDC” コ マ ン ド 実 行 時  

• 校 正 実 行 時

• セ ル フ テ ス ト 実 行 時

1 0 - 6 4 * 0 7 0 3 3 0
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11. 困 っ た と き に

11. 困ったときに

現 象 確 認 事 項 処 置

電 源 が 入 ら な い 奉 電 源 ケ ー ブ ル は 正 し く 接 続 さ れ て い  

る か 。

搴 電 源 ヒ ュ ー ズ は 切 れ て い な い か 。

_ 電 源 ケ ー フ ル を 接 続 す る 。 

籲 電 源 ヒ ュ ー ズ を 交 換 す る 。

キ ー が き か な い 籲 リ モ ー ト に な っ て い な い か 。

T R M T”インジケ-夕が点灯していないか。 ）

•  □ を 押 し て リ モ ー ト  

を 解 除 す る 。

設 定 し た 表 示 桁 が 出  

ない

♦ファンクション、レンジ、積 分 時 間 の 設 定 で 表 示  

桁 が 制 限 さ れ て い な い か 。

♦ [ 表 3 - 1 2 ] を 参 照 し て 、 必 

要 な 表 示 桁 が 得 ら れ る 積 分  

時 間 に 設 定 す る 。

入 力 信 号 を 測 定 し な

い

♦ 入 カ ケ ー ブ ル が 正 し く 接 続 さ れ て い  

る か 。

* 入 力 端 子 （FRONT/ REAR) の 設 定 は 間  

違 っ て い な い か 。

• 入 カ ケ ー ブ ル は 断 線 し て い な い か 。

* 接 続 を や り 直 す 。

_ 正 し く 設 定 を す る 。

♦ 入 カ ケ ー ブ ル を 交 換 す る 。

測 定 値 が 不 安 定 、 ま 

た は 異 常 値 を 示 す

•適切なファンクション、 レンジに設定されてい 

る か 。

春正しいファンクション、 レンジに設定 

し 直 す 。

電 流 を 測 定 し な い 春 電 流 測 定 保 護 ヒ ュ ー ズ が 切 れ て い な  

い か 。

暴 保 護 ヒ ュ ー ズ を 交 換 す る 。

4 線 式 抵 抗 測 定 で 測  

定 結 果 が い つ も ゼ ロ  

で あ る

參 入 カ ケ ー ブ ル は 断 線 し て い な い か 、 

結 線 チ ニ ッ ク 機 能 で 確 認 す る 。

籲 入 カ ケ ー ブ ル を 交 換 す る 。

測 定 開 始 し な い 籲 ト リ ガ が 正 し く 設 定 さ れ て い る か 。 籲 各 レ イ ヤ の ト リ ガ を 正 し く  

設 定 し 直 す 。

困 っ た と き に の 処 置 を 行 っ て も 現 象 が 解 消 し な い 場 合 、弊 社 ま た は 代 理 店 に 連 絡 し て く だ さ い 。

11 0 7 0 3 3 0
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1 2 . 1  概 要

12. 動作説明 

1 2 . 1 概要

本 器 は 、 3 つ の レ イ ヤ （ア ー ム • レ イ ヤ 、 ス キ ャ ン • レ イ ヤ 、 ト リ ガ • レ イ ヤ ） を 持 つ  

ト リ ガ • シ ス テ ム に よ り 、 測 定 タ イ ミ ン グ の 制 御 が 柔 軟 に 行 え ま す 。 測 定 結 果 は 各 出 力 系  

( デ ー タ • メ モ リ 、 表 示 、 GPIB、 ア ク セ サ リ ） へ 出 力 す る ま で に 、 必 要 に よ り 様 々 な デ ー  

夕 処 理 が 可 能 で す 。

こ の 章 で は 、 こ の よ う な 本 器 の 動 作 概 要 を 図 を 用 い て 説 明 し ま す 。

[ 図 1 2 - 1 ] に 本 器 の 測 定 開 始 か ら デ ー タ 出 力 ま で の 動 作 概 念 図 、 [ 図 1 2 - 2 ] に 本 器 の 構  

成 ブ ロ ッ ク 図 を 示 し ま す 。

12.2 動作説明

[ 図 1 2 - 1 ] を 參 照 し て 下 さ い 。

本 器 は 、 3 層 の レ イ ヤ を 持 つ ト リ ガ • シ ス テ ム に よ り 測 定 開 始 の タ イ ミ ン グ と 測 定 終 了  

の パ ル ス 出 方 の 制 御 を 行 い ま す 。 各 ソ ー ス の 発 生 を 検 出 し 、 レ イ ヤ を 通 過 し て 測 定 を 開 始  

し ま す 。

イ ベ ン ト 検 出 後 、 レ イ ヤ を 通 過 す る ま で 遅 延 時 間 の 設 定 が 可 能 で す 。 こ れ に よ り 、 測 定  

信 号 の レ ス ポ ン ス を 考 慮 し た 測 定 が 行 え ま す 。

1 回 の イ ベ ン ト 当 た り N 回 の 測 定 は 、 下 層 の レ イ ヤ 回 数 を N に 設 定 す る こ と に よ り 可 能  

で す 。 測 定 が 終 了 す る と 、 必 要 な デ ー タ 処 理 を 行 い 、 各 出 力 系 に 出 力 し ま す 。 パ ル ス 出 力  

を ONに す る と 、 デ ー タ 出 力 時 COMPLETE出 力 信 号 を 発 生 さ せ ま す 。

NULL、 デ ジ タ ル • フ ィ ル タ 、 フ ォ ー マ ッ ト 演 算 、 コ ン パ レ ー タ 、 統 計 等 の デ ー タ 処 理 は 、 

0 N/ 0 FF機 能 に よ り 選 択 し ま す 。

内 部 デ ー タ • メ モ リ 機 能 が ⑽ で あ れ ば 、 測 定 値 ま た は NULL、 デ ジ タ ル • フ ィ ル タ 演 算 後  

の デ ー タ を デ ー タ • メ モ リ へ ス ト ア し ま す 。

デ ー タ • メ モ リ の リ コ ー ル • ァ ^ 一  夕は、 フ ？j — マ ッ ト 演 算 、 コンパレ ー タ 、統計のゲー

夕 処 理 が 可 能 で す 。
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13. 校正

本 器 の 測 定 確 度 を 満 足 す る た め に は 、 校 正 を 行 う こ と が 必 要 で す 。 校 正 に は 、 外 部 校 正  

(EXT CAL) と 内 部 自 動 校 正 （INT CAL) が あ り ま す 。 校 正 周 期 は 使 用 環 境 に も よ り ま す が 、 年 

に 1回 程 度 の 外 部 校 正 （EXT CAL) を 奨 励 し ま す 。 本 器 は 、 正 面 パ ネ ル の 各 キ ー 操 作 ま た は リ  

モ ー ト • コ ン ト ロ ー ル に て 校 正 を 行 う こ と が で き ま す 。

13.1 校正を行うにあたっての注意事項

試 験 に お い て の 注 意 点

テ ス ト • リ ー ド ： 低 レ ベ ル の 信 号 を 測 定 す る た め 、 付 属 の ケ ー ブ ル も し く は 、 ハ イ .

イ ン ピ ー ダ ン ス で 低 誘 電 吸 収 の ケ ー ブ ル （テ フ ロ ン 等 ） を 使 用 し て  

下 さ い 。

ま た 、 定 期 的 に 接 点 を ア ル コ ー ル 等 で き れ い に し て お く こ と が 重 要

で す 。

本 器 付 属 の 入 カ ケ ー ブ ル AAA-АО1 0 3 5 を 使 用 す る 場 合 、 み の 虫 ク リ ッ  

プ 部 は 、 熱 起 電 力 低 減 の た め 銅 を 使 用 し て い ま す 。 銅 は 、 酸 化 す る  

と 接 触 抵 抗 が 大 き く な る 傾 向 が あ る た め 、 校 正 前 に 、 接 触 部 の 酸 化  

を 取 り 除 き 、 銅 の 表 面 が 現 れ る よ う に し て 下 さ い 。

バズ•リジェクシヨン ： DCV，DCI，0НМ測 定 に お い て は 、NMR (NORMAL MODE NOISE REJECTION) 

が 重 要 と な る た め 、 電 源 周 波 数 の 設 定 を 商 用 電 源 の 周 波 数 に 合 わ せ  

て 下 さ い 。

電 源 周 波 数 の 設 定 に っ い て は 、 〔4. 8 電 源 周 波 数 〕 を 参 照 し て 下 さ

い 0

ガ ー ド  ： D M M の ガ ー ド 端 子 を 被 測 定 物 の LOW側 に 接 続 し 、 ガ ー ド • ス イ ッ チ

を ” 0РЕГ に す る と 最 大 の  CMRCCOMMON MODE NOISE REJECTION) が 得  

ら れ ま す 。

こ の と き 被 測 定 物 の ガ ー ド は 、 被 測 定 物 の LOW側 ま た は 本 体 に 接 続  

し て 下 さ い 。

熱 起 電 力  ： 熱 起 電 力 は 異 な っ た 導 電 性 の 金 属 を 接 続 し 、 そ の 2つ の 接 点 を 異 な

っ た 温 度 に 保 っ と 、 こ の 回 路 に 起 電 力 が 発 生 し て 電 流 が 流 れ ま す 。

熱 起 電 力 に よ る 影 響 を 最 小 限 に す る に は 、 付 属 の ケ ー フ ル を 使 い 、 

接 点 に 風 が 当 た ら な い よ う に し て 下 さ い 。

ノ イ ズ  ： 強 い 磁 界 の 発 生 す る 物 （モ ー タ 等 ） を 遠 ざ け て 下 さ い 。

グ ラ ン ド • ル ー プ は DMM ( デ ジ タ ル • マ ル チ メ ー タ ） と 被 測 定 回 路  

が 異 な っ た 点 で 接 地 さ れ た 場 合 に 起 こ り ま す 。

D M M と 被 測 定 回 路 を 同 一 点 に て 接 地 す る こ と に て 、 影 響 を 小 さ く で  

き ま す 。
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13. 2 校正に必要な機器

本 器 の 外 部 校 正 に は 、 以 下 の 機 器 が 必 要 で す 。

Ф基 準 直 流 電 圧 発 生 器 ： 9 〜 Ш

鲁 基 準 抵 抗 器  ： 9 〜 llkQ

❿ ケ ー ブ ル  ： 入 カ ケ ー ブ ル （A 0 1 0 3 5 5  2本

本 器 の 測 定 確 度 は 、 相 対 確 度 に て 示 し て あ り ま す 。 校 正 機 器 の 確 度 は 追 加 誤 差 と な る の  

で 、 で き る 限 り 高 い 精 度 に て 校 正 さ れ た 物 を 使 用 し て 下 さ い 。

日 本 の 国 家 標 準 に 対 す る 株 式 会 社 エ ー デ ィ ー シ ー の ト レ ー サ ビ リ テ ィ は 、 以 下 の よ う に な り ま す 。

直 流 電 圧 ： 0.9 PPM 

抵 抗  ： 3.1 PPM

13. 3 校正手順

13. 3.1 校正を行う前に

⑴ 電 源 お よ び 周 波 数

電 源 は 9 0 3 〜 1 1 0 V， 1 0 3 V〜 1 3 2 V， 10 MV〜 2 4 2 V， 2 0 3 V〜 2 5 0 Vの 範 囲 、 周 波 数 は 5 0 3 z 

ま た は 6 0 3 zの 交 流 電 源 を 使 用 し て 下 さ い 。

⑵ 校 正 時 の 環 境

校 正 は 以 下 の 環 境 に て 行 っ て 下 さ い 。

温 度  ： + 2 0°С ±3°C 以 内 で 安 定 し て い る と こ ろ

湿 度  ： 6 6 0 R H 以 下

ほ こ り 、 振 動 、 風 、 雑 音 （AMI等 ） の 生 じ な い 場 所

⑶ 予 熱 時 間

校 正 を 行 う 前 に 4 時 間 以 上 の 予 熱 時 間 を と っ て 下 さ い 。

ま た 、 校 正 に 必 要 な 機 器 も 規 定 の 予 熱 時 間 を と っ て 下 さ い 。

13. 3. 2 外 部 校 正 （EXT. CAL)

〔校 正 項 目 〕

外 部 校 正 は 、 以 下 の の 4 つ の ル ー チ ン よ り な り ま す 。

•  FRONT ZEMH ------------------------ ⑴

•  RHM0 ZEMH ------------------------- ⑵

•  DCV ---------------------------------- ⑶

•  0НМ ---------------------------------- ⑷

”0НМ” は 、 抵 抗 測 定 、 直 流 電 流 測 定 、 交 流 電 流 測 定 用 の 校 正 デ ー タ の 作 成 を 行 う の で 、 

そ れ 以 外 の 測 定 フ ァ ン ク シ ョ ン に て 使 用 す る 場 合 は 、 省 略 す る こ と が で き ま す 。
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⑴ FRONT ZERO

FRONT ZERO外 部 校 正 は 、 本 器 の F R O N T入 力 部 分 の 誤 差 を 取 り 除 く た め に 行 い ま す 。

① F R O N Tの 入 力 端 子 に 入 カ ケ ー ブ ル を 差 し 込 み 、 ケ ー ブ ル の 先 端 を ワ イ ヤ ゲ ー ジ  

1 2以 下 の 太 い 銅 線 に て シ ョ ー ト し ま す 。

② ケ ー ブ ル の 熱 平 衡 が と れ る ま で 待 ち ま す 。 （約 5分 ）

(注） 校 正 を 行 っ て い る 間 、 端 子 に ふ れ な い よ う に し て 下 さ い 。

ま た 、 測 定 値 が ば ら つ く 場 合 は 、 端 子 に 風 が 当 た ら な い よ う に し て 下 さ

い 。

③ FRONT ZERO外 部 校 正 コ マ ン ド の 実 行

S E L E C T M E N U

◄  CALIBRATION DATA-FORMAT ►

M E N U
□ を 押 し ま す 。

回 0  を 用 い て ” CALIBRATION” 

カ ー ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、

E N T E R
□ を 押 し ま す 。

----------------------------------------------------- 1 回 回 を 用 い て ” EXTERNAL”に カ ー

S E L E C T  C A L I B R A T I O N  e n t e r

EXTERNAL INTERNAL ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 口

----------------------------------------------------- 1 を 押 し ま す 0

S E L E C T  S O U R C E  
ZERO-FRONT ZERO-REAR DCV OHM

回 0  を 用 い て ” ZERO- FRONT”に力

E N T E R
ー ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ 

を 押 し ま す 。
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Y E S  N  0

EXT CAL ZERO-FRONT EXECUTE ?

回 0  を 用 い て ”YES” に カ ー ソ ル

E N T E R
( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を押  

し ま す 0

校 正 を 中 止 し た い 場 合 は 、 ” N0”に 

カ ー ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、

E N T E R
□ を 押 し ま す 。

C A L 実 行 中 は 、 デ ィ ス プ レ イ に ”EXT CALIBRATING” の 文 字 が 点 滅 し ま す 。 

デ ィ ス プ レ イ に ”SELECT SOURCE” が 表 示 さ れ る と 、 FRONT ZERO外 部 校 正 は 終 了  

で す 。

C A L を 途 中 で 取 り や め た い 場 合 は 、 ロ キ ー を 押 し ま す 。 こ の と き C A L デー 

夕 は 、 前 回 設 定 さ れ た デ ー タ と な り ま す 。

FRONT ZERO外 部 校 正 の 実 行 に 約 3分 3 0秒 か か り ま す 。

⑵ REAR ZERO

REAR Z E R O 外 部 校 正 は 、 本 器 の REAR入 力 部 分 の 誤 差 を 取 り 除 く た め に 行 い ま す 。

① REARの 入 力 端 子 に 入 カ ケ ー ブ ル を 差 し 込 み 、 ケ ー ブ ル の 先 端 を ワ イ ヤ ゲ ー ジ 12

以 下 の 太 い 銅 線 に て シ ョ ー ト し ま す 。

② ケ ー ブ ル の 熱 平 衡 が と れ る ま で 待 ち ま す 。 （約 5分 ）

( 注 ） 校 正 を 行 っ て い る 間 、 端 子 に ふ れ な い よ う に し て 下 さ い 。

ま た 、 測 定 値 が ば ら つ く 場 合 は 、 端 子 に 風 が 当 た ら な い よ う に し て 下 さ  

い 。
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③ REAR ZERO外 部 校 正 コ マ ン ド の 実 行

S E L E C T M E N U
◄ CALIBRATION DATA-F0RMAT ►

□ を 押 し ま す 。

回 0 を 用 い て ” CALIBRATION” 
カ ー ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、

E N T E R
□ を 押 し ま す 。

S E L E C T  C A L I B R A T I O N  
EXTERNAL INTERNAL

回 0 を 用 い て ” EXTERNAL”に カー

ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □

を 押 し ま す 。

S E L E C T  S O U R C E  
ZERO-FRONT ZERO-REAR DCV OHM

回 E l を 用 い て ” ZERO-REAR” に力

ENTEI
ー ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ 

を 押 し ま す 。

YES N О
EXT CAL ZERO-REAR EXECUTE ?

回 回 を 用 い て ”YES” に カ ー ソ ル

F N て Г R

( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を押  

し ま す 。

校 正 を 中 止 し た い 場 合 は 、 ” N0”に 

カ ー ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、

E N T E R
□ を 押 し ま す 。

CAL実 行 中 は 、 デ ィ ス プ レ イ に ”EXT CALIBRATING” の 文 字 が 点 滅 し ま す 。 

デ ィ ス プ レ イ に ”SELECT SOURCE” が 表 示 さ れ る と 、 REAR ZERO外 部 校 正 は 終 了  

で す 。

CALを 途 中 で 取 り や め た い 場 合 は 、 ロ キ ー を 押 し ま す 。 こ の と き CALデー 

夕 は 、 前 回 設 定 さ れ た デ ー タ と な り ま す 。

REAR ZERO外 部 校 正 の 実 行 に 約 3分 30秒 か か り ま す 。
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⑶ DCV

D C V 外 部 校 正 は 、 本 器 の 内 部 基 準 電 圧 源 の 値 付 け を 行 い ま す 。

D C V 外 部 校 正 を 実 行 す る と 自 動 的 に 、 INTCAL D C Vも 実 行 さ れ ま す 。

( 注 ） D C V 外 部 校 正 の 実 行 前 に 、ZERO FRONT外 部 校 正 が 実 行 さ れ て い な け れ ば な り  

ま せ ん 。

① F R O N T の 入 力 端 子 に 、 基 準 直 流 電 圧 発 生 器 を 接 続 し ま す 。

G U A R D端 子 を 使 用 す る 場 合 は Lo_ G U A R Dを F L O A T、 使 用 し な い 場 合 は  

Lo _ GUARDを LOWに し て 下 さ い 。

② ケ ー ブ ル の 熱 平 衡 が と れ る ま で 待 ち ま す 。 （約 5分 ）

( 注 ） 校 正 を 行 っ て い る 間 、 端 子 に ふ れ な い よ う に し て 下 さ い 。

ま た 、 測 定 値 が ば ら つ く 場 合 は 、 端 子 に 風 が 当 た ら な い よ う に し て 下 さ  

い 。

③ D C V 外 部 校 正 コ マ ン ド の 実 行

M E N U
□ を 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て ” CALIBRATION” に 

カ ー ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、

□ を 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て ”EXTERNAL；’に カ ー

ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □

を 押 し ま す 。

S E L E C T  C A L I B R A T I O N
EXTERNAL INTERNAL

S E L E C T M E N U

◄  CALIBRATION DATA-FORMAT ►

1 3 - 6 0 7 0 3 3 0
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-----------------------------------------------------1 回 回 を 用 い て ”DCV” に カ ー ソ ル

S E L E C T  S O U R C E  e n t e r

ZERO-FRONT ZERO-REAR DCV OHM ( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 口 を押

-----------------------------------------------------1 し ま す 。

基 準 直 流 電 圧 源 の 校 正 値 を 入 力 し ま す 。

回 回 を 用 い て 変 更 し た い 桁 に 力  

ー ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し ま す 。

固 回 で 数 値 を 変 更 し 、 □ を 

押 す と 確 定 し ま す 。

回 0 を 用 い て ”YE.S” に カ ー ソ ル

( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を押  

し ま す 。

Y E S  N O  

EXT CAL DCV EXECUTE ?

S C A L E = 1 0 .  0 0 0 0 0 0 0 V 
◄ ►▲▼key:CHANGE NUMBER

校 正 を 中 止 し た い 場 合 は 、 ” N0”に 

カ ー ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、

E N T E R
□ を 押 し ま す 。

CAL実 行 中 は 、 デ ィ ス プ レ イ に ” EXT CALIBRATING” ま た は ”INT CALIBRATING” 
の 文 字 が 点 滅 し ま す 。

デ ィ ス プ レ イ に ”SELECT SOURCE” が 表 示 さ れ る と 、 DCV外 部 校 正 は 終 了 で す 。

H O M E
□ キ ー を 押 す と 測 定 表 示 に 戻 り ま す 。

H O M E
CALを 途 中 で 取 り や め た い 場 合 は 、 ロ キ ー を 押 し ま す 。 こ の と き CALデー 

夕 は 、 前 回 設 定 さ れ た デ ー タ と な り ま す 。DCV外 部 校 正 の 実 行 に 約 2分 か か り ま す 。

⑷ 0НМ
OHM外 部 校 正 は 、 本 器 の 内 部 基 準 抵 抗 器 の 値 付 け を 行 い ま す 。

0НМ外 部 校 正 を 実 行 す る と 、 自 動 的 に INTCAL 0НМも 実 行 さ れ ま す 。

(注 ） 0НМ外 部 校 正 の 実 行 前 に 、 DCV外 部 校 正 が 実 行 さ れ て い な け れ ば な り ま せ ん 。

① FRONTの 入 力 端 子 に 、 基 準 抵 抗 器 を 4端 子 接 続 し ま す 。

GUARD端 子 を 使 用 す る 場 合 は Lo_GUARDを FLOAT、使 用 し な い 場 合 は  

Lo_GUARDを LOWに し て 下 さ い 。
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② ケ ー フ ル の 熱 平 衡 が と れ る ま で 待 ち ま す 。 （約 5分 ）

( 注 ） 校 正 を 行 っ て い る 間 、 端 子 に ふ れ な い よ う に し て 下 さ い 。

ま た 、 測 定 値 が ば ら つ く 場 合 は 、 端 子 に 風 が 当 た ら な い よ う に し て 下 さ

い0

③ O H M 外 部 校 正 コ マ ン ド の 実 行

M E N U
□ を 押 し ま す 。

回 0  を 用 い て ” CALIBRATION” 

カ ー ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、

□ を 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て ” EXTERNAじ’に カ ー

ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □

を 押 し ま す 。

S E L E C T  C A L I B R A T I O N  

EXTERNAL INTERNAL

S E L E C T M E N U

◄  CALIBRATION DATA-FORMAT ►

----------------------------------------------------- 1 回 回 を 用 い て ” OHM” に カ ー ソ ル

S E L E C T  S O U R C E  e n t e r

ZERO-FRONT ZERO-REAR DCV OHM ( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 口 を押

-----------------------------------------------------1 し ま す 。

基 準 抵 抗 器 の 校 正 値 を 入 力 し ま す 。

----------------------------------------------------- 1 回 Й を 用 い て 変 更 し た い 桁 に 力

S C  A  L E = 1 0  . 0 0 0 0 0 0 0 к ー ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し ま す 。

◄ ►▲▼key: CHANGE NUMBER enter
----------------------------------------------------- 1 固 回  で 数 値 を 変 更 し 、 口 を

押 す と 確 定 し ま す 。
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Y E S  N O  

EXT C A L O H M  EXECUTE ?

回 回 を 用 い て ”YES” に カ ー ソ ル

( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 口 を押  

します 0

校 正 を 中 止 し た い 場 合 は 、 ”NO”に 

カ ー ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、

E N T E R
口 を 押 し ま す 。

C A L 実 行 中 は 、 デ ィ ス プ レ イ に ”E XTCALIBRATING” ま た は ” I NT CALIBRATING” 

の 文 字 が 点 滅 し ま す 。

デ ィ ス プ レ イ に ”SEL L C T S O U R C E” が 表 示 さ れ る と 、 O H M 外 部 校 正 は 終 了 で す 。

H O M E
□ キ ー を 押 す と 測 定 表 示 に 戻 り ま す 。

H O M E
C A L を 途 中 で 取 り や め た い 場 合 は 、 ロ キ ー を 押 し ま す 。 こ の と き C A L デー 

夕 は 、 前 回 設 定 さ れ た デ ー タ と な り ま す 。

O H M 外 部 校 正 の 実 行 に 約 3分 3 0秒 か か り ま す 。

13 .  3. 3  内 部 自 動 校 正 （丨N T . C A L )

〔内 部 自 動 校 正 （INT. CAL) を 行 う と き 〕

内 部 自 動 校 正 を 行 う 必 要 が あ る と き は 、 前 回 の 内 部 自 動 校 正 が 行 わ れ て ±1° C 以 上 の  

温 度 変 化 が あ っ た と き と き 、 ま た は 2 4時 間 以 上 た っ た と き で す 。 内 部 自 動 校 正 実 行 後 、 

本 器 の ス ペ ッ ク は 保 証 さ れ ま す 。

本 器 に は 、 内 部 温 度 測 定 機 能 が あ り 、 外 部 校 正 、 お よ び 内 部 自 動 校 正 の 内 部 温 度 は 、 

自 動 的 に 記 録 さ れ て い ま す 。 こ れ ら の デ ー タ は 、 リ モ ー ト 状 態 に て ク エ リ • コ マ ン ド を  

用 い る こ と に よ り 、 呼 び 出 す こ と が で き ま す 。 （ 〔1 3 . 6 校 正 デ ー タ 〕 の 参 照 ）

そ の デ ー タ と 、 現 在 の 内 部 温 度 と を 比 較 し て 内 部 校 正 の 目 安 に し て 下 さ い 。

現 在 の 内 部 温 度 側 定 に つ い て は 、 〔4. 7 内 部 温 度 表 示 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。

〔校 正 項 目 〕

内 部 自 動 校 正 は 、 以 下 の 4 つ の ル ー チ ン よ り な り ま す 。

•  ALL ---------------------------------- ⑴

•  DCV ---------------------------------- ⑵

•  OHM --------------------------------- (3)

•  AC ---------------------------------- ⑷

”DCV” は 、 他 の フ ァ ン ク シ ョ ン の 校 正 に も 必 要 で す 。 内 部 自 動 校 正 を 行 う と き は 必 ず  

実 行 し て 下 さ い 。

”0НМ” は 、 抵 抗 測 定 、 直 流 電 流 測 定 、 交 流 電 流 測 定 用 の 校 正 デ ー タ の 作 成 を 行 う の で 、 

そ れ 以 外 の 測 定 フ ァ ン ク シ ョ ン に て 使 用 す る 場 合 は 、 省 略 す る こ と が で き ま す 。

”AC”は 、 交 流 電 圧 側 定 ， 交 流 電 流 測 定 用 の 校 正 デ ー タ の 作 成 を 行 う の で 、 そ れ 以 外 の  

測 定 フ ァ ン ク シ ョ ン に て 使 用 す る 場 合 は 、 省 略 す る こ と が で き ま す 。
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⑴ ALL

A L L 内 部 自 動 校 正 は 、 本 器 の 全 フ ァ ン ク シ ョ ン の 全 レ ン ジ の 調 整 を 行 い ま す 。

① 入 力 端 子 の 接 続 を す べ て 外 し ま す 。 入 力 端 子 に 信 号 が 加 わ っ て い る と 、 正 常 に  

校 正 で き な い こ と が あ り ま す 。

( 注） 校 正 を 行 っ て い る 間 、 端 子 に ふ れ な い よ う に し て 下 さ い 。

② A L L 内 部 自 動 校 正 コ マ ン ド の 実 行

□ を 押 し ま す 。

回 0  を 用 い て ” CALIBRATION” に 

カ ー ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、

□ を 押 し ま す 。

S E L E C T M E N U

◄  CALIBRATION DATA- F0 RMAT ►

S E L E C T  C A L I B R A T I O N

EXTERNAL INTERNAL

回 回 を 用 い て ” INTERNAL’に カ ー

E N T E R
ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □

を 押 し ま す 。

-----------------------------------------------------1 回 И を 用 い て ” ALI/ に カ ー ソ ル

S E L E C T  S O U R C E  e n t e r

ALL DCV OHM AC ( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 口 を押

-----------------------------------------------------1 し ま す 。

Y E S  N  О 

INT CAL ALL EXECUTE ?

回 E  を 用 い て ” YES” に カ ー ソ ル

( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を押  

し ま す 。

校 正 を 中 止 し た い 場 合 は 、 ” N0”（; 

カ ー ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、

E N T E R
□ を 押 し ま す 。

C A L 実 行 中 は 、 デ ィ ス プ レ イ に ” INT CALIBRATING” の 文 字 が 点 滅 し ま す 。 

デ ィ ス プ レ イ に ”SELECT SOURCE”が 表 示 さ れ る と 、 ALL内 部 自 動 校 正 は 終 了 で す 。

H O M E
□ キ ー を 押 す と 測 定 表 示 に 戻 り ま す 。

H O M E
C A L を 途 中 で 取 り や め た い 場 合 は 、 ロ キ ー を 押 し ま す 。 こ の と き C A L デー 

夕 は 、 前 回 設 定 さ れ た デ ー タ と な り ま す 。

A L L 内 部 自 動 校 正 の 実 行 に 約 10分 3 0秒 か か り ま す 。
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⑵ DCV
DCV内 部 自 動 校 正 は 、 本 器 の 直 流 電 圧 測 定 フ ァ ン ク シ ョ ン の 全 レ ン ジ の 調 整 を 行  

い ま す 。

( 注 ） 他 の フ ァ ン ク シ ョ ン の 校 正 に も 必 要 で す 。 内 部 自 動 校 正 を 行 う と き は 必 ず 実  

行 し て 下 さ い 。

① 入 力 端 子 の 接 続 を す べ て 外 し ま す 。 入 力 端 子 に 信 号 が 加 わ っ て い る と 、 正 常 に  

校 正 で き な い こ と が あ り ま す 。

( 注 ） 校 正 を 行 っ て い る 間 、 端 子 に ふ れ な い よ う に し て 下 さ い 。

② DCV内 部 自 動 校 正 コ マ ン ド の 実 行

□ を 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て ” CALIBRATION” に 

カ ー ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、

□ を 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て ” INTERNAL’に カ ー

ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □

を 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て ”DCV” に カ ー ソ ル

( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を押  

し ま す 。

S E L E C T  S O U R C E  
ALL DCV OHM AC

S E L E C T  C A L I B R A T I O N  
EXTERNAL INTERNAL

S E L E C T M E N U
◄ CALIBRATION DATA-FORMAT ►

回 回 を 用 い て ”YES” に カ ー ソ ル

E N T E R
( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を押  

し ま す 。

校 正 を 中 止 し た い 場 合 は 、 ” N0”に 

カ ー ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、

E N T E R
□ を 押 し ま す 。

CAL実 行 中 は 、 デ ィ ス プ レ イ に ”INT CALIBRATING” の 文 字 が 点 滅 し ま す 。 

デ ィ ス プ レ イ に ”SELECT SOURCE”が 表 示 さ れ る と 、 DCV内 部 自 動 校 正 は 終 了 で す 。

H O M E
□ キ ー を 押 す と 測 定 表 示 に 戻 り ま す 。

H O M E
C A L を途中で取りやめたい場合はぐ □ キーを押します。 このとき C A L デー

夕は、前回設定されたデータとなります。

D C V 内部自動校 正 の 実 行 に 約 2分かかります。

Y E S  N O  

INT CAL DCV EXECUTE ?
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⑶ O H M

O H M 内 部 自 動 校 正 は 、 本 器 の 抵 抗 測 定 お よ び 、 直 流 電 流 測 定 フ ァ ン ク シ ョ ン の 全  

レ ン ジ の 調 整 を 行 い ま す 。

( 注） O H M 内 部 自 動 校 正 の 実 行 前 に 、 D C V 内 部 自 動 校 正 が 行 わ れ て い な け れ ば な り  

ま せ ん 。

① 入 力 端 子 の 接 続 を す べ て 外 し ま す 。 入 力 端 子 に 信 号 が 加 わ っ て い る と 、 正 常 に  

校 正 で き な い こ と が あ り ま す 。

( 注 ） 校 正 を 行 っ て い る 間 、 端 子 に ふ れ な い よ う に し て 下 さ い 。

② O H M 内 部 自 動 校 正 コ マ ン ド の 実 行

M E N U
□ を 押 し ま す 。

回 0  を 用 い て ” C A L I B R A T I O N ” に 

カ ー ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、

□ を 押 し ま す 。

回0  を用いて” I N T E R N A L ”にカー

ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □

を 押 し ま す 。

S E L E C T  C A L I B R A T I O N

E X T E R N A L  I N T E R N A L

S E L E C T M E N U

◄  C A L I B R A T I O N D A T A - F O R M A T ►

S E L E C T  S O U R C E  
A L L  D C V  O H M  A C

回 回 を 用いて” O H M ” にカーソル

E N T E R
( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を押  

し ま す 。

Y E S  N  О  

I N T  C A L  O H M  E X E C U T E  ?

回 回 を 用 い て ”Y E S ” に カ ー ソ ル

E N T E R
( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を押  

し ま す 。

校 正 を 中 止 し た い 場 合 は 、 ” N 0”に 

カ ー ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、

E N T E R
□ を 押 し ま す 。

C A L 実 行 中 は 、 デ ィ ス プ レ イ に ” I N T  C A L I B R A T I N G ” の 文 字 が 点 滅 し ま す 。 

デ ィ ス プ レ イ に ”S E L E C T  S O U R C E ”が 表 示 さ れ る と 、 0Н М内 部 自 動 校 正 は 終 了 で す 。

H O M E
ロ キ ー を 押 す と 測 定 表 不 に 民 り ま す 。

H O M E
C A L を途中で取りやめたい場合は、 ロ キーを押します。 このときC A L デー

夕は、前回設定されたデータとなります。

0НМ内部自 動 校 正 の 実 行 に 約 3分かかります。
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⑷ АС (6581の み ）

АС内 部 自 動 校 正 は 、 本 器 の 交 流 電 圧 測 定 お よ び 、 交 流 電 流 測 定 フ ァ ン ク シ ョ ン の  

全 レ ン ジ の 調 整 を 行 い ま す 。

( 注 ） АС内 部 自 動 校 正 の 実 行 前 に 、 DCV内 部 自 動 校 正 が 行 わ れ て い な け れ ば な り ま  

せ ん 。

① 入 力 端 子 の 接 続 を す べ て 外 し ま す 。 入 力 端 子 に 信 号 が 加 わ っ て い る と 、 正 常 に  

校 正 で き な い こ と が あ り ま す 。

(注 ） 校 正 を 行 っ て い る 間 、 端 子 に ふ れ な い よ う に し て 下 さ い 。

② АС内 部 自 動 校 正 コ マ ン ド の 実 行

□ を 押 し ま す 。

回 0 を 用 い て ” CALIBRATION” に 

カ ー ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、

□ を 押 し ま す 。

回 回 を 用 い て ” INTERNAI/’に カ ー

ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □

を 押 し ま す 。

S E L E C T  C A L I B R A T I O N  
EXTERNAL INTERNAL

S E L E C T M E N U
◄ CALIBRATION DATA-F0RMAT ►

S E L E C T  S O U R C E  
ALL DCV OHM AC

回 E を 用 い て ” AC”に カ ー ソ ル

( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を押  

し ま す 。

YES N О 
INT CAL AC EXECUTE ?

回 回 を 用 い て ” YES” に カ ー ソ ル

E N T E R
( 点 滅 部 ） を 移 動 し 、 □ を押  

し ま す 。

校 正 を 中 止 し た い 場 合 は 、 ” N0”に 

カ ー ソ ル （点 滅 部 ） を 移 動 し 、

E N T E R
□ を 押 し ま す 。

CAL実 行 中 は 、 デ ィ ス プ レ イ に ” INT CALIBRATING” の 文 字 が 点 滅 し ま す 。 

デ ィ ス プ レ イ に ” SELECT SOURCE” が 表 示 さ れ る と 、 AC内 部 自 動 校 正 は 終 了 で す 。

H O M E
□ キ ー を 押 す と 測 定 表 示 に 戻 り ま す 。

H O M E
C A L を途中で取りやめたい場合は、 ロ キーを押します。 このときC A L デー

夕は、前回設定されたデータとなります。

AC内 部 自 動 校正の実行に約 6分 3 0秒かかります。

1 3 - 1 3 0 7 0 3 3 0



エフ ー • 

エフ^ —  •

+ 500 : EXT CAL ERROR CALナ ン バ ー

+ 600 : INT CAL ERROR CALナ ン バ ー

校 正 エ ラ ー に は 、 エ ラ ー • メ ッ セ ー ジ の 最  

後 に ナ ン バ ー が 表 示 さ れ ま す 。

回 を 用 い る と 、 C A L ナ ン バ ー を 読 み 出 す  

こ と が で き ま す 。

万 一 、 エ ラ ー が 発 生 し た 場 合 、 校 正 時 の 測 定 環 境 や 接 続 を 確 認 し て 下 ざ い 。

校 正 エ ラ ー （エ ラ ー • コ ー ド  + 5 0 0， + 6 0 0 ) は 、 す べ て ハ ー ド • ウ ェ ア の エ ラ ー で す 。 

エ ラ ー コ ー ド と エ ラ ー • メ ッ セ ー ジ の 最 後 の C A L ナ ン バ ー を 控 え て 、 弊 社 ま た は 代 理 店 に  

連 絡 し て 下 さ い 。

校 正 エ ラ ー 以 外 の エ ラ ー は 、 巻 末 の エ ラ ー • メ ッ セ ー ジ ー 覧 を 参 照 し て 下 さ い 。

1 : E R R O R  + 5 0 0

’External Calibration Error

6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱 説 明 書

1 3 . 4  校 正 エ ラ ー

13.4 校正エラー

校 正 エ ラーのエラー • コ ー ド は 、 以 下 の 2種 類 あ り ま す 。

ド
ド 

I
Iゴゴ
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6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱 説 明 書

1 3 . 5  リ モ ー ト • コ ン ト ロ ー ル

13.5 リモート■コントロー ル

13. 5.1 SCPI

本 器 の 校 正 は 、 リ モ ー ト • コ ン トロ ー ル に て 行 う こ と も で き ま す 。

校 正 前 の 準 備 は 、 正 面 パ ネ ル の 各 キ ー 操 作 か ら の 校 正 手 順 と 同 じ で す 。

⑴ ZERO FRONT外 部 校 正 の 実 行

① F R O N Tの 入 力 端 子 に 入 カ ケ ー ブ ル を 差 し 込 み 、 ケ ー ブ ル の 先 端 を ワ イ ヤ ゲ ー ジ  

1 2以 下 の 太 い 銅 線 に て シ ョ ー ト し ま す 。

② ケ ー ブ ル の 熱 平 衡 が と れ る ま で 待 ち ま す 。 （約 5分 ）

( 注 ） 校 正 を 行 っ て い る 間 、 端 子 に ふ れ な い よ う に し て 下 さ い 。

ま た 、 測 定 値 が ば ら つ く 場 合 は 、 端 子 に 風 が 当 た ら な い よ う に し て 下 さ  

い 。

③ GPIBイ ン タ フ ヱ ー ス よ り 以 下 の コ マ ン ド を 送 る と 、 ZERO FRONT外 部 校 正 が 実 行  

さ れ ま す 。

CALibrat ion:EXTernal ON 

CALibration:EXTernal :ZERO:FRONt

④ す べ て の 外 部 校 正 が 終 了 後 、 以 下 の コ マ ン ド を 送 り ま す 。

CALibrat ion：EXTernal OFF

続 け て 外 部 校 正 を 行 う 場 合 は 、 こ の コ マ ン ド を 送 ら ず 、 次 の 外 部 校 正 の コ マ ン  

ド を 送 っ て 下 さ い 。

( 注 ） 校 正 の 終 了 を リ モ ー ト 状 態 に て 検 出 し た い 場 合 は 、 SRQ (Service ReQuest) 

を 利 用 し て 、 検 出 し て 下 さ い （9. 5 SCPIス テ ー タ ス • シ ス テ ム を 参 照 ） 。

13 - 15 0 7 0 3 3 0



6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱 説 明 書

1 3 . 5  リ モ ー ト • コ ン ト ロ ー ル

(2) ZERO R E A R 外 部 校 正 の 実 行

① REARの 入 力 端 子 に 入 カ ケ ー ブ ル を 差 し 込 み 、 ケ ー ブ ル の 先 端 を ワ イ ヤ ゲ ー ジ 12 

以 下 の 太 い 銅 線 に て シ ョ ー ト し ま す 。

② ケ ー ブ ル の 熱 平 衡 が と れ る ま で 待 ち ま す 。. （約 5分 ）

( 注 ） 校 正 を 行 っ て い る 間 、 端 子 に ふ れ な い よ う に し て 下 さ い 。

ま た 、 測 定 値 が ば ら つ く 場 合 は 、 端 子 に 風 が 当 た ら な い よ う に し て 下 さ  

い 。

③ GPIBイ ン タ フ ェ ー ス よ り 以 下 の コ マ ン ド を 送 る と 、ZERO R E A R 外 部 校 正 が 実 行  

さ れ ま す 。

CAL 1 bra1 1 o n :EXTerna1 ON

CAL ibration:EXTernal :ZERO:REAR

④ す べ て の 外 部 校 正 が 終 了 後 、 以 下 の コ マ ン ド を 送 り ま す 。

CALibration:EXTernal OFF

続 け て 外 部 校 正 を 行 う 場 合 は 、 こ の コ マ ン ド を 送 ら ず 、 次 の 外 部 校 正 の コ マ ン  

ド を 送 っ て 下 さ い 。

(注） 校正の終了をリモート状態にて検出したい場合は、 SRQ (Service R e Q u e s t )

を利用して、検出して下さい（9. 5 S C P Iステータス •システムを參照）。
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6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー  タ

取扱説明書

1 3 . 5  リ モ ー ト ■ • コ ン ト ロ ー ル

⑶ D C V 外 部 校 正 の 実 行

① F R O N Tの 入 力 端 子 に 、 基 準 直 流 電 圧 発 生 器 を 接 続 し ま す 。

G U A R D端 子 を 使 用 す る 場 合 は Lo_ G U A R D を F L O A T、 使 用 し な い 場 合 は  

Lo _ _ GUARDを LOWに し て 下 さ い 。

② ケ ー ブ ル の 熱 平 衡 が と れ る ま で 待 ち ま す 。 （約 5分 ）

( 注 ） 校 正 を 行 っ て い る 間 、 端 子 に ふ れ な い よ う に し て 下 さ い 。

ま た 、 測 定 値 が ば ら つ く 場 合 は 、 端 子 に 風 が 当 た ら な い よ う に し て 下 さ  

い 。

③ GPIBイ ン タ フ ヱ ー ス よ り 以 下 の コ マ ン ド を 送 る と 、 D C V 外 部 校 正 が 実 行 さ れ ま  

す 。

CALibrat ion:EXTernal ON 

CALibration:BXTernal:DCV < Value>

<  Value > に は 基 準 直 流 電 圧 源 の 校 正 値 を 入 力 し ま す 。

④ す べ て の 外 部 校 正 が 終 了 後 、 以 下 の コ マ ン ド を 送 り ま す 。

CALibrat ion:EXTernal OFF

続 け て 外 部 校 正 を 行 う 場 合 は 、 こ の コ マ ン ド を 送 ら ず 、 次 の 外 部 校 正 の コ マ ン  

ド を 送 っ て 下 さ い 。

( 注 ） 校 正 の 終 了 を リ モ ー ト 状 態 に て 検 出 し た い 場 合 は 、SRQ (Service ReQuest) 

を 利 用 し て 、 検 出 し て 下 さ い （9. 5 SCPIス テ ー タ ス ，シ ス テ ム を 参 照 ） 。
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デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー  タ

取 扱説明書

1 3 . 5  リ モ ー ト • コ ン ト ロ ー ル

⑷ O H M 外 部 校 正 の 実 行

① F R O N T の 入 力 端 子 に 、 基 準 抵 抗 器 を 4端 子 接 続 し ま す 。

G U A R D端 子 を 使 用 す る 場 合 は Lo_ G U A R Dを F L O A T、 使 用 し な い 場 合 は  

Lo _ GUARDを LOWに し て 下 さ い 。

② ケ ー ブ ル の 熱 平 衡 が と れ る ま で 待 ち ま す 。 （約 5分 ）

( 注 ） 校 正 を 行 っ て い る 間 、 端 子 に ふ れ な い よ う に し て 下 さ い 。

ま た 、 測 定 値 が ば ら つ く 場 合 は 、 端 子 に 風 が 当 た ら な い よ う に し て 下 さ

い 。

③ GPIBイ ン タ フ ヱ ー ス よ り 以 下 の コ マ ン ド を 送 る と 、 O H M 外 部 校 正 が 実 行 さ れ ま

す0

CALibration:EXTernal ON

CALibrat ion:EXTernal:0HM <Value>

<  Value > に は 基 準 直 流 電 圧 源 の 校 正 値 を 入 力 し ま す 。

④ す べ て の 外 部 校 正 が 終 了 後 、 以 下 の コ マ ン ド を 送 り ま す 。

CALibrat ion:EXTernal OFF

(注） 校正の終了をリモート状態にて検出したい場合は、 SRQ (Servi ce ReQues t)

を利用して、検出して下さい（9. 5 S C P Iステータス • システムを参照）。
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6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱 説 明 書

1 3 . 5  リ モ ー ト • コ ン ト ロ ー ル

⑸ A L L 内 部 自 動 校 正 の 実 行

① 入 力 端 子 の 接 続 を す べ て 外 し ま す 。 入 力 端 子 に 信 号 が 加 わ っ て い る と 、 正 常 に  

校 正 で き な い こ と が あ り ま す 。

(注 ） 校 正 を 行 っ て い る 間 、 端 子 に ふ れ な い よ う に し て 下 さ い 。

② GPIBイ ン タ フ ヱ ー ス よ り 以 下 の コ マ ン ド を 送 る と 、 A L L 内 部 自 動 校 正 が 実 行 さ  

れ 、 測 定 状 態 に 戻 り ま す 。

CALibration: INTernal:ALL

( 注 ） 校 正 の 終 了 を リ モ ー ト 状 態 に て 検 出 し た い 場 合 は 、SRQ (Service ReQuest) 

を 利 用 し て 、 検 出 し て 下 さ い （9. 5 SCPIス テ ー タ ス • シ ス テ ム を 参 照 ） 〇

⑹ D C V 内 部 自 動 校 正 の 実 行

① 入 力 端 子 の 接 続 を す べ て 外 し ま す 。 人 力 端 子 に 信 号 が 加 わ っ て い る と 、 正 常 に  

校 正 で き な い こ と が あ り ま す 。

(注 ） 校 正 を 行 っ て い る 間 、 端 子 に ふ れ な い よ う に し て 下 さ い 。

② GPIBイ ン タ フ ヱ ー ス よ り 以 下 の コ マ ン ド を 送 る と 、 D C V 内 部 自 動 校 正 が 実 行 さ  

れ 、 測 定 状 態 に 戻 り ま す 。

CALibration:INTernal:DCV

( 注） 校 正 の 終 了 を リ モ ー ト 状 態 に て 検 出 し た い 場 合 は 、SRQ (Service ReQuest) 

を 利 用 し て 、 検 出 し て 下 さ い （9. 5 SCPIス テ ー タ ス • シ ス テ ム を 参 照 ） 。

⑺ O H M 内 部 自 動 校 正 の 実 行

① 入 力 端 子 の 接 続 を す べ て 外 し ま す 。 人 力 端 子 に 信 号 が 加 わ っ て い る と 、 正 常 に  

校 正 で き な い こ と が あ り ま す 。

(注） 校 正 を 行 っ て い る 間 、 端 子 に ふ れ な い よ う に し て 下 さ い 。

② GPIBイ ン タ フ ェ ー ス よ り 以 下 の コ マ ン ド を 送 る と 、 O H M 内 部 自 動 校 正 が 実 行 さ  

れ 、 測 定 状 態 に 戻 り ま す 。

CALibrat ion: INTernal:0HM

(注） 校正の終了をリモート状態にて検出したい場合は、 SRQ (Service R e Q u e s t )

を利用して、検出して下さい（9. 5 S C P Iステータス •システムを参照）。
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6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー  タ

取 扱説明書

1 3 . 5  リ モ ー ト • コ ン ト ロ ー ル

⑻ АС内 部 自 動 校 正 の 実 行 （6 5 8 1の み ）

① 入 力 端 子 の 接 続 を す べ て 外 し ま す 。 入 力 端 子 に 信 号 が 加 わ っ て い る と 、 正 常 に  

校 正 で き な い こ と が あ り ま す 。

( 注 ） 校 正 を 行 っ て い る 間 、 端 子 に ふ れ な い よ う に し て 下 さ い 。

② GPIBイ ン タ フ ヱ ー ス よ り 以 下 の コ マ ン ド を 送 る と 、 АС内 部 自 動 校 正 が 実 行 さ れ 、 

測 定 状 態 に 戻 り ま す 。

CAL ibration:INTernal:AC

( 注） 校 正 の 終 了 を リ モ ー ト 状 態 に て 検 出 し た い 場 合 は 、SRQ (Service ReQuest) 

を 利 用 し て 、 検 出 し て 下 さ い （9. 5 SCPIス テ ー タ ス • シ ス テ ム を 参 照 ） 。

13_ 5. 2 ADCコマンド

本 器 の 校 正 は 、 リ モ ー ト • コ ン ト ロ ー ル に て 行 う こ と も で き ま す 。

校 正 前 の 準 備 は 、 正 面 パ ネ ル の 各 キ ー 操 作 か ら の 校 正 手 順 と 同 じ で す 。

⑴ ZERO FRONT外 部 校 正 の 実 行

① F R O N Tの 入 力 端 子 に 入 カ ケ ー ブ ル を 差 し 込 み 、 ケ ー ブ ル の 先 端 を ワ イ ヤ ゲ ー ジ  

1 2以 下 の 太 い 銅 線 に て シ ョ ー ト し ま す 。

② ケ ー ブ ル の 熱 平 衡 が と れ る ま で 待 ち ま す 。 （約 5分 ）

( 注 ） 校 正 を 行 っ て い る 間 、 端 子 に ふ れ な い よ う に し て 下 さ い 。

ま た 、 測 定 値 が ば ら つ く 場 合 は 、 端 子 に 風 が 当 た ら な い よ う に し て 下 さ  

い0
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デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー  タ

取扱説明書

1 3 . 5  リ モ ー ト • コ ン ト ロ ー ル

③ GPIBイ ン タ フ ェ ー ス よ り 以 下 の コ マ ン ド を 送 る と 、 ZERO FRONT外 部 校 正 が 実 行  

さ れ ま す 。

CAL1

CALZF

④ す べ て の 外 部 校 正 が 終 了 後 、 以 下 の コ マ ン ド を 送 り ま す 。

CAL0

続 け て 外 部 校 正 を 行 う 場 合 は 、 こ の コ マ ン ド を 送 ら ず 、 次 の 外 部 校 正 の コ マ ン  

ド を 送 っ て 下 さ い 。

(注 ） 校 正 の 終 了 を リ モ ー ト 状 態 に て 検 出 し た い 場 合 は 、 SRQ (Service ReQuest) 

を 利 用 し て 、 検 出 し て 下 さ い 。

(9. 5 SCPIス テ ー タ ス •シ ス テ ム 、 9 . 10 A D Cコ マ ン ド ー 覧 を 参 照 ）

⑵ ZERO R E A R 外 部 校 正 の 実 行

① REARの 入 力 端 子 に 4端 子 接 続 用 ケ ー ブ ル を 差 し 込 み 、 ケ ー ブ ル の 先 端 を シ ョ ー

卜 し ま す 。

② ケ ー ブ ル の 熱 平 衡 が と れ る ま で 待 ち ま す 。 （約 5分 ）

( 注 ） fe正 を 行 っ て い る 間 、 端 子 に ふ れ な い よ う に し て 下 さ い 。

ま た 、 測 定 値 が ば ら つ く 場 合 は 、 端 子 に 風 が 当 た ら な い よ う に し て 下 さ  

い0

③ GPIBイ ン タ フ ェ ー ス よ り 以 下 の コ マ ン ド を 送 る と 、 ZERO R E A R 外 部 校 正 が 実 行  

さ れ ま す 。

CAL1

C.ALZR
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6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー  タ

取 扱説明書

1 3 . 5  リ モ ー ト • コ ン ト ロ ー ル

④ す べ て の 外 部 校 正 が 終 了 後 、 以 下 の コ マ ン ド を 送 り ま す 。

CALO
続 け て 外 部 校 正 を 行 う 場 合 は 、 こ の コ マ ン ド を 送 ら ず 、 次 の 外 部 校 正 の コ マ ン  

ド を 送 っ て 下 さ い 。

( 注 ） 校 正 の 終 了 を リ モ ー ト 状 態 に て 検 出 し た い 場 合 は 、 SRQ (Service ReQuest) 
を 利 用 し て 、 検 出 し て 下 さ い 。(9. 5 SCPIス テ ー タ ス •シ ス テ ム 、 9.10 ADCコ マ ン ド ー 覧 を 参 照 ）

⑶ DCV外 部 校 正 の 実 行

① FRONTの 入 力 端 子 に 、 基 準 直 流 電 圧 発 生 器 を 接 続 し ま す 。

GUARD端 子 を 使 用 す る 場 合 は Lo_GUARDを FLOAT、使 用 し な い 場 合 は  

Lo __GUARDを LOWに し て 下 さ い 。

② ケ ー ブ ル の 熱 平 衡 が と れ る ま で 待 ち ま す 。 （約 5分 ）

( 注 ） 校 正 を 行 っ て い る 間 、 端 子 に ふ れ な い よ う に し て 下 さ い 。

ま た 、 測 定 値 が ば ら つ く 場 合 は 、 端 子 に 風 が 当 た ら な い よ う に し て 下 さ

い 0

③ GPIBイ ン タ フ ヱ ー ス よ り 以 下 の コ マ ン ド を 送 る と 、 DCV外 部 校 正 が 実 行 さ れ ま

す0

CAL1
CALDCn
n に は 基 準 直 流 電 圧 源 の 校 正 値 を 入 力 し ま す 。

13 - 22 0 7 0 3 3 0



6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー  タ

取扱説明書

1 3 . 5  リ モ ー ト • コ ン ト ロ ー ル

④ す べ て の 外 部 校 正 が 終 了 後 、 以 下 の コ マ ン ド を 送 り ま す 。

CALO

続 け て 外 部 校 正 を 行 う 場 合 は 、 こ の コ マ ン ド を 送 ら ず 、 次 の 外 部 校 正 の コ マ ン  

ド を 送 っ て 下 さ い 。

( 注 ） 校 正 の 終 了 を リ モ ー ト 状 態 に て 検 出 し た い 場 合 は 、SRQ (Service ReQuest) 

を 利 用 し て 、 検 出 し て 下 さ い 。

(9. 5 SCPIス テ ー タ ス •シ ス テ ム 、 9 . 10 A D Cコ マ ン ド ー 覧 を 参 照 ）

⑷ 0НМ外 部 校 正 の 実 行

① F R O N Tの 入 力 端 子 に 、 基 準 抵 抗 器 を 4端 子 接 続 し ま す 。

G U A R D端 子 を 使 用 す る 場 合 は Lo_ G U A R D を F L O A T、 使 用 し な い 場 合 は  

Lo _ GUARDを LOWに し て 下 さ い 。

② ケ ー ブ ル の 熱 平 衡 が と れ る ま で 待 ち ま す 。 （約 5分 ）

( 注 ） 校 正 を 行 っ て い る 間 、 端 子 に ふ れ な い よ う に し て 下 さ い 。

ま た 、 測 定 値 が ば ら つ く 場 合 は 、 端 子 に 風 が 当 た ら な い よ う に し て 下 さ

③ GPIBイ ン タ フ ヱ ー ス よ り 以 下 の コ マ ン ド を 送 る と 、 0НМ外 部 校 正 が 実 行 さ れ ま  

す 。

CAL1

CALOHn

n に は 基 準 抵 抗 器 の 校 正 値 を 入 力 し ま す 。
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6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー  タ

取 扱説明書

1 3 . 5  リ モ ー ト • コ ン ト ロ ー ル

④ す べ て の 外 部 校 正 が 終 了 後 、 以 下 の コ マ ン ド を 送 り ま す 。

CALO

( 注） 校 正 の 終 了 を リ モ ー ト 状 態 に て 検 出 し た い 場 合 は 、SRQ (Service ReQuest) 

を 利 用 し て 、 検 出 し て 下 さ い 。

(9. 5 SCPIス テ ー タ ス •シ ス テ ム 、 9 . 10 A D Cコ マ ン ド ー 覧 を 参 照 ）

⑸ A L L 内 部 自 動 校 正 の 実 行 _

① 入 力 端 子 の 接 続 を す べ て 外 し ま す 。 入 力 端 子 に 信 号 が 加 わ っ て い る と 、 正 常 に  

校 正 で き な い こ と が あ り ま す 。

( 注） 校 正 を 行 っ て い る 間 、 端 子 に ふ れ な い よ う に し て 下 さ い 。

② GPIBイ ン タ フ ヱ ー ス よ り 以 下 の コ マ ン ド を 送 る と 、 A L L 内 部 自 動 校 正 が 実 行 さ  

れ 、 測 定 状 態 に 戻 り ま す 。

ICAL

( 注 ） 校 正 の 終 了 を リ モ ー ト 状 態 に て 検 出 し た い 場 合 は 、SRQ (Service ReQuest) 

を 利 用 し て 、 検 出 し て 下 さ い 。

(9. 5 SCPIス テ ー タ ス •シ ス テ ム 、 9.1 0  A D Cコ マ ン ド ー 覧 を 参 照 ）

⑹ D C V 内 部 自 動 校 正 の 実 行

① 入 力 端 子 の 接 続 を す べ て 外 し ま す 。 入 力 端 子 に 信 号 が 加 わ っ て い る と 、 正 常 に  

校 正 で き な い こ と が あ り ま す 。

( 注 ） 校 正 を 行 っ て い る 間 、 端 子 に ふ れ な い よ う に し て 下 さ い 。

② GPIBイ ン タ フ ヱ ー ス よ り 以 下 の コ マ ン ド を 送 る と 、 D C V 内 部 自 動 校 正 が 実 行 さ  

れ 、 測 定 状 態 に 戻 り ま す 。

ICALDC

( 注 ） 校 正 の 終 了 を リ モ ー ト 状 態 に て 検 出 し た い 場 合 は 、SRQ (Service ReQuest) 

を 利 用 し て 、 検 出 し て 下 さ い 。

(9. 5 SCPIス テ ー タ ス •シ ス テ ム 、 9 . 10 A D Cコ マ ン ド ー 覧 を 参 照 ）

1 3 - 2 4 0 7 0 3 3 0



6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱 説 明 書

1 3 . 5  リ モ ー ト • コ ン ト ロ ー ル

⑺ O H M 内 部 自 動 校 正 の 実 行

① 入 力 端 子 の 接 続 を す べ て 外 し ま す 。 入 力 端 子 に 信 号 が 加 わ っ て い る と 、 正 常 に  

校 正 で き な い こ と が あ り ま す 。

( 注 ） 校 正 を 行 っ て い る 間 、 端 子 に ふ れ な い よ う に し て 下 さ い 。

② GPIВイ ン タ フ ヱ ー ス よ り 以 下 の コ マ ン ド を 送 る と 、 O H M 内 部 自 動 校 正 が 実 行 さ  

れ 、 測 定 状 態 に 戻 り ま す 。

ICAL0H

( 注 ） 校 正 の 終 了 を リ モ ー ト 状 態 に て 検 出 し た い 場 合 は 、SRQ (Service ReQuest) 

を 利 用 し て 、 検 出 し て 下 さ い 。

(9.5 SCPIス テ ー タ ス •シ ス テ ム 、 9.1 0  A D Cコ マ ン ド ー 覧 を 参 照 ）

⑻ AC内 部 自 動 校 正 の 実 行 （6 5 8 1の み ）

① 入 力 端 子 の 接 続 を す べ て 外 し ま す 。 入 力 端 子 に 信 号 が 加 わ っ て い る と 、 正 常 に  

校 正 で き な い こ と が あ り ま す 。

( 注 ） 校 正 を 行 っ て い る 間 、 端 子 に ふ れ な い よ う に し て 下 さ い 。

② GPIBイ ン タ フ ェ ー ス よ り 以 下 の コ マ ン ド を 送 る と 、 AC内 部 自 動 校 正 が 実 行 さ れ 、 

測 定 状 態 に 戻 り ま す 。

ICALAC

( 注 ） 校 正 の 終 了 を リ モ ー ト 状 態 に て 検 出 し た い 場 合 は 、SRQ (Service ReQuest.) 

を 利 用 し て 、 検 出 し て 下 さ い 。

(9.5 SCPIス テ ー タ ス •シ ス テ ム 、 9.1 0  A D Cコ マ ン ド ー 覧 を 参 照 ）
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6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱 説 明 書

1 3 . 6  校 正 デ ー タ の 参 照

13.6 校正データの参照 

13. 6.1 SCPI

本 器 は 、 リ モ ー ト 状 態 に て ク エ リ • コ マ ン ド を 用 い る こ と に よ り 、 外 部 校 正 デ ー タ を  

參 照 で き ま す 。

⑴ CALibrat ion:EXTernal?

【機 能 】 外 部 校 正 設 定 の 状 態 の ク エ リ

【ク エ リ の 応 答 】 ” 0” （外 部 校 正 設 定 不 可 ）

”1” （外 部 校 正 設 定 可 能 ）

【説 明 】 外 部 校 正 が 実 行 で き る か ど う か 調 べ る 。

⑵ CALibration:EXTernal:ZERO :FR0 N t :DATA?

【機 能 】 ZERO FRONT外 部 校 正 の デ ー タ の ク エ リ

【ク エ リ の 応 答 】 0 + 〇 . 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 E + 〇 〇 ，

1 + 〇 . 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 E + 〇 〇 ，

4 4 + 〇 . 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 E + 〇 〇 ，

4 5 + 〇 . 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 E + 〇 〇 ，

4 6  〇 〇 〇 〇 / 〇 〇 / 〇 〇 〇 〇 ：〇 〇  

CALナンバ- CALf-^

【説 明 】 •  ZERO FRONT外 部 校 正 の C A L デ ー タ の ク エ リ

♦  C A L ナ ン バ ー は [ 表 1 3 - 1] を 参 照

參 各 C A L デ ー タ は 、 指 定 さ れ た ス ト リ ン グ • デ リ ミ タ に て 区 切 ら  

れ ま す 。

❿C A L ナ ン バ ー 4 5 は 、 ZERO FRONT外 部 校 正 測 定 時 の 内 部 温 度 を 表  

し ま す 。

•  C A L ナ ン バ ー 4 6 は 、 ZERO FRONT外 部 校 正 測 定 時 の 年 / 月 / 日  

時 ：分 を 表 し ま す 。

⑶ CALibration:EXTernal:ZERO :REAR :DATA?

【機 能 】 ZERO R E A R 外 部 校 正 の デ ー タ の ク エ リ

【ク エ リ の 応 答 】 1 0  0 + 〇 . 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 E + 〇 〇 ，

1 0 1  + 〇 . 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 E + 〇 〇 ，

1 4  4 + 〇 . 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 E + 〇 〇 ，

1 4  5 + 〇 . 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 E + 〇 〇 ，

1 4 6  〇 〇 〇 〇 / 〇 〇 / 〇 〇 〇 〇 : 〇 〇  

CALナンノレ CALデ-夕
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取扱説明書

1 3 . 6  校 正 デ ー タ の 参 照

【説 明 】 •  ZERO R E A R 外 部 校 正 の C A L デ ー タ の ク エ リ

_ C A L ナ ン バ ー は [ 表 1 3 - 1 ] を 參 照

參 各 C A L デ ー タ は 、 指 定 さ れ た ス ト リ ン グ • デ リ ミ タ に て 区 切 ら  

れ ま す 。

參 C A L ナ ン バ ー 1 4 5 は 、 外 部 校 正 ZERO REAR測 定 時 の 内 部 温 度 を  

表 し ま す 。

鲁 C A L ナ ン バ ー 1 4 6 は 、 外 部 校 正 ZERO REAR測 定 時 の 年 / 月 / 日  

時 ：分 を 表 し ま す 。

⑷ CALibration:EXTenial:DCV?

【機 能 】 D C V 外 部 校 正 の 基 準 直 流 電 圧 源 の 校 正 値 の ク エ リ

【ク エ リ の 応 答 】 + 〇 .〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 E +〇〇

【説 明 】 D C V 外 部 校 正 に て 入 力 し た 基 準 直 流 電 圧 源 の 校 正 値 を 返 し ま す 。

⑸ CALibrat ion:EXTerna1 :DCV :DATA?

【機 能 】 D C V 外 部 校 正 の デ ー タ の ク エ リ

【ク エ リ の 応 答 】 2 0 0  + 〇 .〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 E  + 〇 〇 ，

2 0 1  + 〇 .〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 E  + 〇 〇 ，

2 0 2 + 〇 .〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 E  + 〇 〇 ，

2 0 3  〇 〇 〇 〇 / 〇 〇 / 〇 〇 〇 〇 ：〇〇 

CALナンパ- CALデニタ

【説 明 】 鲁 D C V 外 部 校 正 の C A L デ ー タ の ク エ リ

籲 各 C A L デ ー タ は 、 指 定 さ れ た ス ト リ ン グ • デ リ ミ タ に て 区 切 ら  

れ ま す 。

鲁 C A L ナ ン バ ー 2 0 0 は 、 内 部 基 準 値 （7 . 2 V ) を 表 し ま す 。

•  C A L ナ ン バ ー 2 0 1 は 、 基 準 直 流 電 圧 源 の 校 正 値 を 表 し ま す 。

•  C A L ナ ン バ ー 2 0 2 は 、 外 部 校 正 DCV測 定 時 の 内 部 温 度 を 表 し ま  

す 。

•  C A L ナ ン バ ー 2 0 3 は 、 外 部 校 正 DCV測 定 時 の 年 / 月 / 日 時 ： 

分 в表 し ま す 。

外 部 校 正 を 行 う ご と に 、 C A L デ ー タ を 呼 び 出 す こ と に よ っ て 、 

本 器 の 経 時 性 能 を 知 る こ と が で き ま す 。

⑹ CALibration:EXTernal:OHM?

【機 能 】 0НМ外 部 校 正 の 抵 抗 器 の 校 正 値 の ク エ リ

【ク エ リ の 応 答 】 + 〇 .〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 E +〇〇

【説 明 】 ’0НМ外 部 校 正 に て 入 力 し た 基 準 直 流 電 圧 源 の 校 正 値 を 返 し ま す 。

1 3 - 2 7 0 7 0 3 3 0
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13. 6 校 正 デ ー タ の 参 照

⑺ CAL ibratioiKEXTernah OHM : DATA?

【機 能 】 O H M 外 部 校 正 の デ ー タ の ク エ リ

【ク エ リ の 応 答 】 3 0 0 + 〇 .〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 E + 〇 〇 ，

3 0 1  + 〇 .〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 E + 〇 〇 ，

3 0 2 + 〇 .〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 E + 〇 〇 ，

3 0 3  〇 〇 〇 〇 / 〇 〇 / 〇 〇 〇 〇 ：〇〇 

CALナンノト CALデータ

【説 明 】 •  0НМ外 部 校 正 の C A L デ ー タ の ク エ リ

• 各 C A L デ ー タ は 、 指 定 さ れ た ス ト リ ン グ • デ リ ミ タ に て 区 切 ら  

れ ま す 。

•  C A L ナ ン バ ー 3 0 0 は 、 内 部 基 準 値 （10 k Q ) を 表 し ま す 。

•  C A L ナ ン バ ー 3 0 1 は 、 抵 抗 器 の 校 正 値 を 表 し ま す 。

•  C A L ナ ン バ ー 3 0 2 は 、 外 部 校 正 0НМ測 定 時 の 内 部 温 度 を 表 し ま  

す0

籲 C A L ナ ン バ ー 3 0 3 は 、 外 部 校 正 0НМ測 定 時 の 年 / 月 / 日 時 ： 

分 を 表 し ま す 。

外 部 校 正 を 行 う ご と に 、 C A L デ ー タ を 呼 び 出 す こ と に よ っ て 、 

本 器 の 経 時 性 能 を 知 る こ と が で き ま す 。

⑻ CALibrat ion: INTernal:DCV :TEMPerature?

【機 能 】 D C V 内 部 自 動 校 正 実 行 時 の 内 部 温 度 測 定 値 の ク エ リ

【ク エ リ の 応 答 】 + 〇 .〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 E +〇〇

【説 明 】 D C V 内 部 自 動 校 正 実 行 時 の 内 部 温 度 測 定 値 を 返 し ま す 。

⑼ CALibration:INTernal:OHM :TEMPerature?

【機 能 】 O H M 内 部 自 動 校 正 実 行 時 の 内 部 温 度 測 定 値 の ク エ リ

【ク エ リ の 応 答 】 + 〇 .〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 E +〇〇

【説 明 】 0НМ内 部 自 動 校 正 実 行 時 の 内 部 温 度 測 定 値 を 返 し ま す 。

⑽ CALibration:INTernal:A C :TEMPerature? ( 6 5 8 1 の み ）

【機 能 】 АС内 部 自 動 校 正 実 行 時 の 内 部 温 度 測 定 値 の ク エ リ

【ク エ リ の 応 答 】 + 〇 .〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 Е +〇〇

【説 明 】 АС内 部 自 動 校 正 実 行 時 の 内 部 温 度 測 定 値 を 返 し ま す 。
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13_ 6. 2 ADCコマンド

本 器 は 、 リ モ ー ト 状 態 に て ク エ リ • コ マ ン ド を 用 い る こ と に よ り 、 外 部 校 正 デ ー タ を  

参 照 で き ま す 。

⑴ CALZF?
【機 能 】 ZERO FRONT外 部 校 正 の デ ー タ の ク エ リ

【ク エ リ の 応 答 】 0 十 〇 . 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 E + 〇 〇 ，

1 + 〇 . 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 E + 〇 〇 ，

4 4 + 〇 . 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 E + 〇 〇 ，

4 5 + 〇 . 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 E + 〇 〇 ，

4 6  〇 〇 〇 〇 / 〇 〇 / 〇 〇 〇 〇 ：〇 〇  

CALナンバニ CALr-?

【説明】 •  ZERO FRONT外 部 校 正 の C A L デ ー タ の ク エ リ

參 C A L ナ ン バ ー は [ 表 1 3 - ] _ ]を 参 照

春 各 C A L デ ー タ は 、 指 定 さ れ た ス ト リ ン グ • デ リ ミ タ に て 区 切 ら  

れ ま す 。

修 C A L ナ ン バ ー 4 5 は 、ZERO FRONT外 部 校 正 測 定 時 の 内 部 温 度 を 表  

し ま す 。

♦  C A L ナ ン バ ー 4 6 は 、ZERO FRONT外 部 校 正 測 定 時 の 年 / 月 / 日  

時 ：分 を 表 し ま す 。

⑵ CALZR?

【機能】 ZERO R E A R 外 部 校 正 の デ ー タ の ク エ リ

【ク エ リ の 応 答 】 1〇 〇 + 〇 . 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 E + 〇 0 ，

1 0 1  + 〇 . 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 E + 〇 〇 ，

1 4  4 + 〇 . 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 E + 〇 〇 ，

1 4  5 + 〇 . 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 E + 〇 〇 ，

1 4 6  〇 〇 〇 〇 / 〇 〇 / 〇 〇 〇 〇 ：〇 〇  

CALナンパ- CALf-?

【説 明 】 ❿ZERO R E A R 外 部 校 正 の C A L デ ー タ の ク エ リ

•  C A L ナ ン バ ー は [ 表 1 3 - 1 ] を 参 照

書 各 C A L デ ー タ は 、 指 定 さ れ た ス ト リ ン グ • デ リ ミ タ に て 区 切 ら  

れ ま す 。

♦  C A L ナ ン バ ー 1 4 5は 、 外 部 校 正 ZERO REAR測 定 時 の 内 部 温 度 を  

表 し ま す 。

•  C A L ナ ン バ ー 1 4 6は 、 外 部 校 正 ZERO REAR測 定 時 の 年 / 月 / 日  

時 ：分 を 表 し ま す 。

1 3 - 2 9 0 7 0 3 3 0



CALデ-夕

【ク エ リ の 応 答 】 3 О О 

3 0 1 

3 0 2 

3 0 3 

CALナンバー

【ク エ リ の 応 答 】 2 О О 

2 0 1 

2 0 2 

2 0 3 

CALナンバー

【説 明 】 _ O H M 外 部 校 正 の C A L デ ー タ の ク エ リ

. ♦ 各 C A L デ ー タ は 、 指 定 さ れ た ス ト リ ン グ • デ リ ミ タ に て 区 切 ら  

れ ま す 。

籲 C A L ナ ン バ ー 3 0 0 は 、 内 部 基 準 値 （10k Q ) を 表 し ま す 。

籲 C A L ナ ン バ ー 3 0 1 は 、 抵 抗 器 の 校 正 値 を 表 し ま す 。

♦  C A L ナ ン バ ー 3 0 2 は 、 外 部 校 正 OHM測 定 時 の 内 部 温 度 を 表 し ま  

す 。

•  C A L ナ ン バ ー 3 0 3 は 、 外 部 校 正 0НМ測 定 時 の 年 / 月 / 日 時 ： 

分 を 表 し ま す 。

外 部 校 正 を 行 う ご と に 、 C A L デ ー タ を 呼 び 出 す こ と に よ っ て 、 

本 器 の 経 時 性 能 を 知 る こ と が で き ま す 。

【説 明 】 ^ D C V 外 部 校 正 の C A L デ ー タ の ク エ リ

• 各 C A L デ ー タ は 、 指 定 さ れ た ス ト リ ン グ • デ リ ミ タ に て 区 切 ら  

れ ま す 。

♦  C A L ナ ン バ ー 2 0 0 は 、 内 部 基 準 値 （7 . 2 V ) を 表 し ま す 。

♦  C A L ナ ン バ ー 2 0 1 は 、 基 準 直 流 電 圧 源 の 校 正 値 を 表 し ま す 。

♦  C A L ナ ン バ ー 2 0 2 は 、 外 部 校 正 DCV測 定 時 の 内 部 温 度 を 表 し ま  

す 。

♦  C A L ナ ン バ ー 2 0 3 は 、 外 部 校 正 DCV測 定 時 の 年 / 月 / 日 時 ： 

分 を 表 し ま す 。

外 部 校 正 を 行 う ご と に 、 C A L デ ー タ を 呼 び 出 す こ と に よ っ て 、 

本 器 の 経 時 性 能 を 知 る こ と が で き ま す 。

⑷ CAL0 H ?

【機 能 】 0НМ外 部 校 正 の デ ー タ の ク エ リ

(3) CALDC?

【機 能 】 D C V 外 部 校 正 の デ ー タ の ク エ リ
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⑸ ICALDCT?

【機 能 】 D C V 内 部 自 動 校 正 実 行 時 の 内 部 温 度 測 定 値 の ク エ リ

【ク エ リ の 応 答 】 + 〇 . 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 Е + 〇 〇

【説 明 】 D C V 内 部 自 動 校 正 実 行 時 の 内 部 温 度 測 定 値 を 返 し ま す 。

⑹ ICALOHT?

【機 能 】 O H M 内 部 自 動 校 正 実 行 時 の 内 部 温 度 測 定 値 の ク エ リ

【ク エ リ の 応 答 】 + 〇 . 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 E + 〇 〇

【説 明 】 O H M 内 部 自 動 校 正 実 行 時 の 内 部 温 度 測 定 値 を 返 し ま す 。

⑺ ICALACT? ( 6 5 8 1 の み ）

【機 能 】 AC内 部 自 動 校 正 実 行 時 の 内 部 温 度 測 定 値 の ク エ リ

【ク エ リ の 応 答 】 + 〇 . 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 E + 〇 〇

【説 明 】 AC内 部 自 動 校 正 実 行 時 の 内 部 温 度 測 定 値 を 返 し ま す 。

表 13 - 1 C A L ナ ン バ ー ー 覧  （1/3)

CALナンバ- C A L 項目 C A L レンジ

0 EXTCAL ZERO FRONT DCV lOOmV

1 EXTCAL ZERO FRONT DCV lOOOmV

2 EXTCAL ZERO FRONT DCV 10 V

3 EXTCAL ZERO FRONT DCV 100 V

4 EXTCAL ZERO FRONT DCV 1 000 V

5 EXTCAL ZERO FRONT HIP 4W 0 HM 10 Q

6 EXTCAL ZERO FRONT HIP 4 W 0 HM 100 Q

7 EXTCAL ZERO FRONT HIP 4 W 0 HM 1 0 0 0  Q

8 EXTCAL ZERO FRONT HIP 4W 0 HM lOkQ

9 EXTCAL ZERO FRONT HIP 4 W 0 HM lOOkQ

10 EXTCAL ZERO FRONT HIP 4 W 0 HM lOOOkQ

11 EXTCAL ZERO FRONT HIP 4 W 0 HM 1 0M Q

12 EXTCAL ZERO FRONT HIP 4 W 0 HM 1 0 0M Q

13 EXTCAL ZERO FRONT HIP 4W 0 HM lOOOMfi

14 EXTCAL ZERO FRONT LOP 4 W 0 HM 100 Q

15 EXTCAL ZERO FRONT LOP 4 W 0 HM 1 000 Q

16 EXTCAL ZERO FRONT LOP 4 W 0 HM lOkQ

17 EXTCAL ZERO FRONT LOP 4 W 0 HM lOOkQ

18 EXTCAL ZERO FRONT LOP 4 W 0 HM lOOOkQ

19 EXTCAL ZERO FRONT LOP 4W 0 HM 1 0МЙ

20 EXTCAL ZERO FRONT LOP 4W 0 HM 1 0 0M Q

1 3 - 3 1 0 7 0 3 3 0
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(2/3)

CALナンパ- C A L 項目 C A L レ ンジ

21 EXTCAL ZERO FRONT HIP 2W 0 HM 10 Q

22 EXTCAL ZERO FRONT HIP 2W 0 HM 100 Q

23 EXTCAL ZERO FRONT HIP 2W 0 HM 10 0 0  Q

24 EXTCAL ZERO FRONT HIP 2W 0 HM lOkQ

25 EXTCAL ZERO FRONT HIP 2W 0 HM lOOkQ

26 EXTCAL ZERO FRONT HIP 2W 0 HM lOOOkQ

27 EXTCAL ZERO FRONT HIP 2W 0 HM 1 0M Q

28 EXTCAL ZERO FRONT HIP 2 W 0 HM lOOMfi

29 EXTCAL ZERO FRONT HIP 2W 0 HM 1 0 0 0

30 EXTCAL ZERO FRONT LOP 2W 0 HM 100 Q

31 EXTCAL ZERO FRONT LOP 2W 0 HM 1 0 0 0  Q

32 EXTCAL ZERO FRONT LOP 2W 0 HM 1 0 k Q

33 EXTCAL ZERO FRONT LOP 2W 0 HM 1 0 0 k Q

34 EXTCAL ZERO FRONT LOP 2W 0 HM lOOOkQ

35 EXTCAL ZERO FRONT LOP 2W 0 HM 1 0M Q

36 EXTCAL ZERO FRONT LOP 2W 0 HM 1 0 0 M Q

37 EXTCAL ZERO FRONT DCI lOOnA

38 EXTCAL ZERO FRONT DCI 1 0 0 0 nA

39 EXTCAL ZERO FRONT DCI lOuA

40 EXTCAL ZERO FRONT DCI 1 0 0 uA

41 EXTCAL ZERO FRONT DCI 1 0 0 0 uA

42 EXTCAL ZERO FRONT DCI 1 0mA

43 EXTCAL ZERO FRONT DCI 1 0 0 mA

44 EXTCAL ZERO FRONT DCI 100011iA

45 EXTCAL ZERO FRONT 内 部 温 度 デ 一夕

46 EXTCAL ZERO FRONT 実 行 年 月 日 時 分

100 EXTCAL ZERO REAR DCV 1 0 0 mV

101 EXTCAL ZERO REAR DCV 1 0 0 0 mV

102 EXTCAL ZERO REAR DCV 10 V

103 EXTCAL ZERO REAR DCV 100 V

104 EXTCAL ZERO REAR DCV 10 0 0  V

105 EXTCAL ZERO REAR HIP 4 W 0 HM 10 Q

106 EXTCAL ZERO REAR HIP 4 W 0 HM 100 Q

107 EXTCAL ZERO REAR HIP 4 W 0 HM 1 000 Q

108 EXTCAL ZERO REAR HIP 4 W 0 HM lOkQ

109 EXTCAL ZERO REAR HIP 4 W 0 HM ЮОкЙ

110 EXTCAL ZERO REAR HIP 4W 0 HM lOOOkQ

110 EXTCAL ZERO REAR HIP 4 W 0 HM 1 0M Q
112 EXTCAL ZERO REAR HIP 4 W 0 HM 1 0 0M Q

113 EXTCAL ZERO REAR HIP 4 W 0 HM 1000

114 EXTCAL ZERO REAR LOP 4 W 0 HM 100 Q
115 EXTCAL ZERO REAR LOP 4W 0 HM 1 0 0 0  fi

116 EXTCAL ZERO REAR LOP 4 W 0 HM 1 0 k Q

117 EXTCAL ZERO REAR LOP 4 W 0 HM lOOkQ

118 EXTCAL ZERO REAR LOP 4 W 0 HM lOOOkQ
119 EXTCAL ZERO REAR LOP 4 W 0 HM 1 0M Q

13 - 32 0 7 0 3 3 0
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(3/3)

CALナンパ- C A L 項目 C A L レンジ

120 EXTCAL ZERO REAR LOP 4 W 0 HM 1 0 0МЙ

121 EXTCAL ZERO REAR HIP 2W 0 HM 10 Q

122 EXTCAL ZERO REAR HIP 2W 0 HM 100 Q

123 EXTCAL ZERO REAR HIP 2W 0 HM 1 000 Q

124 EXTCAL ZERO REAR HIP 2W 0 HM lOkQ

125 EXTCAL ZERO REAR HIP 2W 0 HM lOOkQ

126 EXTCAL ZERO REAR HIP 2W 0 HM lOOOkQ

127 EXTCAL ZERO REAR HIP 2W 0 HM 1 0M Q

128 EXTCAL ZERO REAR HIP 2W 0 HM 1 0 0M Q

129 EXTCAL ZERO REAR HIP 2W 0 HM 1 0 0 0 M Q

130 EXTCAL ZERO REAR LOP 2W 0 HM 100 Q

131 EXTCAL ZERO REAR LOP 2W 0 HM 1 0 0 0  Q

132 EXTCAL ZERO REAR LOP 2W 0 HM lOkQ

133 EXTCAL ZERO REAR LOP 2W 0 HM lOOkQ

134 EXTCAL ZERO REAR LOP 2W 0 HM lOOOkQ

135 EXTCAL ZERO REAR LOP 2W 0 HM 1 0M Q

136 EXTCAL ZERO REAR LOP 2W 0 HM 1 0 0 M Q

137 EXTCAL ZERO REAR DC I 1 0 0 nA

138 EXTCAL ZERO REAR DCI 1 0 0 0 nA

139 EXTCAL ZERO REAR DCI lOuA

140 EXTCAL ZERO REAR DCI lOOuA

141 EXTCAL ZERO REAR DCI 1 0 0 0 uA

142 EXTCAL ZERO REAR DCI 1 0mA

143 EXTCAL ZERO REAR DCI 1 0 0 mA

144 EXTCAL ZERO REAR DCI 1 0 0 0 mA

145 EXTCAL ZERO REAR 内 部 温 度 デ ータ

146 EXTCAL ZERO REAR 実 行 年 月 日 時 分

200 EXTCAL DCV 内 部 基 準 値 （7. 2 V )

201 EXTCAL DCV 基 準 直 流 電 圧 源 の 校 正 値

202 EXTCAL DCV 内 部 温 度 デ ータ

203 EXTCAL DATE 外 部 校 正 日

300 EXTCAL OHM 内 部 基 準 値 （10 k Q )

301 EXTCAL OHM 基 準 抵 抗 器 の 校 正 値

302 EXTCAL OHM 内 部 温 度 デ ータ

303 EXTCAL OHM 実 行 年 月 日 時 分

1 3 - 3 3 * 0 7 0 3 3 0
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測 定 条 件  デ ー タ 出 力 内 部 メ モ リ に ス ト ア （表 示 OFF)
出 カ データ•エレメント OFF

トリガ•レイヤのカウント INFINITE

レンジ 固 定 （オ ー ト • レ ン ジ OFF)

NULL OFF

デジタル•フィルタ OFF

演 算 OFF

コンノヽ。レータ OFF

レ イ ヤ の ソ ー ス : IMMEDIATE

①  FASTモ ー ド で の 測 定 速 度

レ-卜時間 積 分 時 間 桁 数 出 カ デ - 夕 • フ ォ - マ ッ ト 測 定 周 期

20 д s 4 // s 4 / 2 1 6 ビット•バイナリ 20 // s

200 и s 1 0 0  ju s 5 / 2 3 2 ビソト•バイナリ 200 ц s

2 ms 1 ms 6 / 2 3 2 ビット•バイナリ 2 ms

② FASTモ ー ド で な い 場 合 の 測 定 速 度  

♦ オ ー ト • ゼ ロ  OFF

積 分 時 間 桁 数

測 定 周 期

直 流 電 圧 交 流 電 圧

直 流 電 流

父 流  

電 流

2 線 式 抵 抗

ЮОпА 1 0 0 0 nA〜 

1 0 0 0 mA

1 Д S 4 / 2 68 0 [1 s 61 0 // s 2. 9 ms 960 ju s 1.7 ms 680 и s

100 // s 5 / 2 7 80 [1 s 72 0  ц, s 6. 3 ms 1.4 ms 2. 0 ms 780 !i s

1 ms 6 / 2 1.8 ms 1 . 7 ms 14 ms 3. 9 ms 3. 8 ms 1 . 8 ms

1PLC V A 21 ms 21 ms 93 ms 48 ms 42 ms 21 ms

1 0 PLC' 8 / 2 2 02 ms 201 ms 4 5 7  ms 4 1 2  ms 4 0 2  ms 201 ms

0 7 0 3 3 0
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積 分 時 間 桁 数

測 定 周 期

4線 式 抵 抗 （HI- P) 4線 式 抵 抗 （L0 - P)

1 0 Q 〜 

1 0 0 k Q

lOOOkQ 1 0M Q 1 0 0M Q  

1 0 0 0МЙ

1 0 Q 〜 

lOOkQ

lOOOkQ 1 0M Q  〜 

1 0 0 0МЙ

1 Д S 4 / 2 1 . 9 ms 11 ms 101 ms 69 0  и s 1.9 ms 11 ms 69 0  и s

100 д s 5 / 2 3. 2 ms 17 ms 102 ms 79 0  и s 3. 2 ms 17 ms 79 0  ti s

1 ms 6У2 8. 5 ms 24 ms 104 ms 1.8 ms 8. 5 ms 24 ms 1.8 ms

1PLC ry2 53 ms 93 ms 143 ms 21 ms 53 ms 93 ms 21 ms

1 0 PLC 8 / 2 42 7  ms 50 7 ms 5 0 7  ms 201 ms 42 7  ms 5 0 7  ms 201 ms

交 流 電 圧 、 交 流 電 流 は 6 5 8 1 のみ

泰 オ ー ト • ゼ ロ  ON

積 分 時 間 桁 数

測 定 周 期

直 流 電 圧 父 流 電 圧

直 流 電 流

父 流 電 流

1 0 0 nA 1 0 0 0 nA〜 1 0 0 0 mA

1 // s 4 / 2 970  д s 1 . 7 ms 2. 9 ms 960 ii s 1.7 ms

100 /г s 5 / 2 1 . 5 ms 2. 0 ms 6. 3 ms 1.4 ms 2. 0 ms

1 ms 6 lA 3. 9 ms 3. 8 ms 14 ms 3. 9 ms 3. 8 ms

1PLC V A 44 ms 42 ms 93 ms 48 ms 42 ms

1 0 PLC 8 / 2 41 3 ms 4 0 2  ms 4 5 7  ms 41 2 ms 40 2  ms

積 分 時 間 桁 数

測 定 周 期

2線 式 抵 抗 （HI- P) 2線 式 抵 抗 （L0 - P)

1 0 Q

1 0 0 k Q

lOOOkQ 1 0M Q

1 0 0M Q  

1 0 0 0 M Q

1 0 Q

lOOkQ

lOOOkQ

1 0M Q  

1 0 0 0 M Q

1 // s 

100 // s 

1 ms 

1PLC 

1 0 PLC

4 / 2

5 / 2

6 У2

V A

8/2

1 . 9 ms 

3. 2 ms 

8. 5 ms 

53 ms 

4 27 ms

11 ms 

17 ms 

24 ms 

93 ms 

50 7 ms

101 ms

102 ms 

104 ms 

143 ms 

50 7  ms

69 0  n s 

7 9 0  // s 

1.8 ms 

21 ms 

201 ms

1.9 ms 

3. 2 ms 

8. 5 ms 

53 ms 

4 2 7  ms

11 ms 

17 ms 

24 ms 

93 ms 

5 0 7  ms

69 0  (1 s 

79 0  ji s 

1.8 ms 

21 ms 

201 ms

0 7 0 3 3 0
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14. 測 定 速 度

積 分 時 間 桁 数

測 定 周 期

4線 式 抵 抗 （HI- P) 4線 式 抵 抗 （L0 - P)

1 0 Q

1 0 0 k Q

1 0 0 0 k Q 1 0M Q

1 0 0 M Q  

1 0 0 0 Mfi

1 0 Q

\

lOOkQ

1 0 0 0 k Q

1 0M Q  

1 0 0 0 M Q

1 jU  S

100 д s 

1 ms 

1PLC 

1 0 PLC

4/2 

5 / 2 

6 /4 

1 1Л 

8/2

1 . 9 ms 

3. 2 ms 

8. 5 ms 

53 ms 

4 2 7  ms

11 ms 

17 ms 

24 ms 

93 ms 

50 7 ms

101 ms

102 ms 

104 ms 

143 ms 

507 ms

6 9 0  и s 

7 9 0  и s 

1.8 ms 

21 ms 

201 ms

1.9 ms 

3. 2 ms 

8. 5 ms 

53 ms 

4 2 7  ms

11 ms 

17 ms 

24 ms 

93 ms 

5 0 7  ms

69 0  // s 

79 0  д s 

1.8 ms 

21 ms 

201 ms

交 流 電 圧 、 交 流 電 流 は 6 5 8 1 のみ

1 4 - 3 * 0 7 0 3 3 0
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1 5 . 1 測 定 機 能

15. 性能諸元 

15.1 測定機能 

15.1.1 直流電圧測定

レ ン ジ 、 最 大 表 示 、 最 高 分 解 能 、 人 カ イ ン ピ ー ダ ン ス 、 最 大 入 力 電 圧 ：

レ ン ジ 最大表示 分解能 入力
インヒ。•■ダンス

最大入力電圧

入力H I - L 0  
端子間

G U A R D / L 0 -  
シt - シ間

G U A R D / L 0 -  
端子間8 % 桁 桁 6 % 桁 5 % 桁 4 % 桁

1 0 0 m V 1 1 9 . 9 9 9 9 9  mV — 1 0 n V 0 . l u  V l u  V 1 0 Д  V

1 0 0 0 mV 1 1 9 9 . 9 9 9 9 9 1 nV 1 0 n V 0 . 1 д  V 1 Д  V 1 0 U  V Ю О д  V >  1 0 0 G Q
± 1 1 0 0 V

p e a k
±  4 2 0 V  

p e a k
±  1 0 0 V  

p e a k1 0  V 1 1 . 9 9 9 9 9 9 9  V 0 . 1 Д  V 1 д  V i 〇u  V 1 0 0 Д  V IraV

1 0 0  V 1 1 9 . 9 9 9 9 9 9  V U i  V Ю / i  V 1 0 0 / i  V I m V l O mV
1 0 M Q  ±  1%

1 0 0 0  V 1 0 9 9 . 9 9 9 9 9  V 1 0 д  V юои v I m V l O m V l OOmV

測 定 確 度 ： 積 分 時 間 100PLC設 定 時 、 相 対 確 度 （読 み の РРМ + レ ン ジ の PPM)にて

レンジ 23°C 土 ГС 
24時 間

23°С ± 5°С
90日間 1年 間

100mV 2.5+10 5.0+10 7.0+10
10001nV 1.5+ 1 4. 0+1 6. 0+ 1
10 V 0. 5+0.1 3. 0+0. 2 5. 0+0. 2
100 V 2.5+1 5. 0+ 1 7. 0+ 1
1000 V 2. 5+0.1 5. 0 + 0. 2 7. 0 + 0. 2

• 23°C± 5°C 90日 間 と 1年 間 の 確 度 は 、

INT CAL後 24時 間 以 内 で 規 定 し ま す 。

鲁 日 本 の 国 家 標 準 に 対 す る エ ー デ ィ ー シ ー  

の ト レ ー サ ビ リ テ イ は 、 読 み の 0. 9 PPM 
を 追 加 誤 差 と し て 加 算 し ま す 。

電 圧 係 数 ： 100Vを 越 え る 人 力 で は 、 了PPM(Vin/1000) 2 を 加 算 し ま す 。

15
0 7 0 3 3 0
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1 5 . 1 測 定 機 能

温 度 係 数

: ( 読 み の PPm + レ ン ジ の PPm)/°C

温 度 係 数 （AUTO ZERO OFF)

: 以 下 の 追 加 誤 差 （レンジのPPm)/°C を 加 算 し

レンジ

温 度 係 数

INT C A L なし INT C A L あり

lOOmV 1 . 2 + 1 0. 2 5 +  1

1 0 0 0 mV 1 +  0.1 0 . 1 5 + 0 . 1

10 V 0. 5 +  0. 01 0 . 1 5  +  0. 01

100 V 1 .2 +  0 . 1 0. 2 5 + 0 . 1

10 0 0  V 1.2 +  0. 01 0. 2 5 + 0 .  01

ま す 。

レンジ 追 加 誤 差

lOOmV 50

lOOOrnV, 1 0 0 V 5

1 0V , 1 0 0 0 V 1

•  INT CAL : INTernal CALibrationの略

(DMM内 部 の 誤 差 の 校 正 ）

•  INT C A L な し ： 周 囲 の 温 度 変 化 に か か わ ら ず

INT C A L を 実 行 し な い 場 合 の 値  

春 INT C A L あ り ： 周 囲 の 温 度 変 化 に 応 じ て INT CAL 

を 実 行 し 、 直 後 の 測 定 値 を 使 用 し  

た 場 合 の 値

追 加 誤 差 ： 積 分 時 間 が 1 0 0 PLC以 外 の と き は 、 以 下 の 追 加 誤 差 を 加 算 し ま す 0

積 分 時 間 ゲ イ ン • エ ラ ー  

読 み の PPM

レ ン ジ • エ ラ ー  

レ ン ジ の PPM

2 д s 〜 5 и s 2 0 0 0 1000

6 //S 〜 1 0 //s 10 00 500

20// S 〜 100 д s 20 0 100

2 0 0  д s 〜丄ms 30 20

2 ms 〜 1 0ms 10 10

1PLC 1 0• 6

2 PLC〜 3 PLC 0. 8 0. 5

4 PLC〜 5 PLC 0.6 0.4

6 PLC〜 10 PLC 0• 5 0.3

2 0 PLC 〜 3 0 PLC 0.2 0. 2

4 0 PLC 〜 5 0 PLC 0. 2 0 . 1

6 0 PLC 〜 9 0 PLC 0 • 1 0. 05

レ ン ジ • エ ラ ー の レ ン ジ 乗 数

レンジ 乗 数 (1) 乗 数 ⑵

1 0 0 mV X 2 0 X 100

1 0 0 0 mV X  2 X 10

10 V X I X I

100 V X  2 X  10

1 000 V X I X I

乗 数 ⑵ ：

積 分 時 間 2 0 0  // s〜 10ms

15
0 7 0 3 3 0
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ノ イ ズ 除 去 ： G U A R D - L O 端 子 間 、 l k Q 不 平 衡 イ ン ピ ー ダ ン ス に お い て

積 分 時 間 実 効 C M R N M R

50/60 H z ±0. 07%

50/60 H z ±0. 07% D C

10 m s 以 下 100 d B 140 d B O d B

1P L C 以 上 160 d B 140 d B 60 d B

15.1.2 交流電圧測定（ 6581のみ）

レ ン ジ 、 最 大 表 示 、 分 解 能 、 入 カ イ ン ピ ー ダ ン ス 、 最 大 許 容 印 加 電 圧

レンジ 最 大 表 示 分 解 能 入 力

インピ-ダンス
最 大 許 容  

印 加 電 圧

6 % 桁 桁 4 % 桁

l O m V 11.9999 m V — l O O n V 1 д V

1M Q  ±10% 

140 p F 以 下 H I - L 0 端 子 間  

750 V r m s  

1100 V  p e a k

100m V 119. 9999 m V 100 n V 1 / / V 10“ V

1000 m V 1199. 999 m V 1 / / V 1 0 д V 100// V

10 V 11.99999 V 1 0 д V 100// V l m V

1M Q  ±2 X  

140 p F 以 下100 V 119.9999 V Ю О д  V l m V 10m V

750 V 799.999 V l m V 10m V 1001n V

1 5 - 3

0 7 0 3 3 0
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АС時 の 確 度 ： 積 分 時 間 1 0 0 PLC設 定 時 2 4時 間 〜 1年 間 、 23°С± ГСの 値 を （読みの％  + レンジ

の 50にて

レンジ 10Hz〜 2 0 Hz 2 0 Hz〜 4 0 Hz 4 0 Hz 〜 

1 0 0 Hz

1 0 0 Hz 〜 

1 0kHz

1 0 kHz 〜 

5 0 kHz

lOraV 0. 7 + 0. 3 0 . 2 + 0 . 2 5 0. 08 + 0. 25 0. 03 + 0. 25 0 . 1 5 1 0 . 25

1 0 0 mV 0. 7 + 0. 02 0 . 2 + 0 . 0 2 0. 08 + 0. 02 0. 02 + 0. 02 0 . 1 5 + 0 . 0 4

1 0 0 0 mV 0. 7 + 0. 02 0. 2 + 0. 02 0. 08 + 0. 015 0. 02 + 0. 01 5 0 . 1 5 + 0 . 0 4

10 V 0. 7 + 0. 02 0. 2 + 0. 02 0 . 0 7 5 + 0 . 0 1 5 0 . 0 1 5 + 0 . 0 1 5 0 . 1 5 + 0 . 0 4

100 V 0.7 + 0. 0 2 0. 210. 02 0 . 0 7 5 + 0 . 0 1 5 0 . 0 1 5 + 0 . 0 1 5 0 . 1 5  + 0. 04

75 0 V 0. 7 + 0. 03 0. 2 + 0. 02 0. 08 + 0. 02 0. 05 + 0. 02 0 . 1 5  + 0. 04

レンジ 5 0 kHz 〜 

1 0 0 kHz

1 0 0 kHz〜 

2 5 0 kHz

2 5 0 kHz〜 

5 0 0 kHz

5 0 0 kHz〜 

1MHz

1MHz〜 2MHz

1 0mV 0. 7 + 0. 3 8 + 0. 7 — 一 一

1 0 0 mV 0. 25 + 0. 08 0. 5 + 0. 5 1.5 + 0. 6 5 + 1 8 + 3 *

1 0 0 0 mV 0 . 2 5 + 0 . 0 8 0. 5-fO. 5 1 . 510. 6 2. 5 + 1 8 + 3 *

10 V 0 . 2 5 1 0 . 08 0. 5 + 0. 5 1.5 + 0. 6 2. 5 + 1 8 + 3 *

100 V 0. 25 + 0. 08 0.5 + 0. 5 * 1 . 5 1 0 . 6  * 2. 5 + 1 * —

75 0  V 0. 3-fO. 2 — — — 一

* は 参 考 値

籲 確 度 は フ ル ス ケ ー ル の 5 ? ¢ 以 上 の 正 弦 波 入 力 で 、 INT C A L 後 2 4時 間 以 内 で 規 定 し ま す 。

AC +  DC時 の 確 度 ： 積 分 時 間 1 0 0 PLC設 定 時 2 4時 間 〜 1年 間 、 2 3°С ± ГСの 値 を （読 み の Ж + レ 

ン ジ の X) にて

レンジ 10Hz〜 2 0 Hz 2 0 Hz〜 4 0 Hz 4 0 Hz 〜 1 0 0 Hz 〜

1 0 0 Hz 以 上

101nV 0. 4 + 0.3 0 . 1 5 + 0 . 2 5 0. 06 + 0. 25 AC時 と 同 じ

1 0 0 mV 0.4 + 0 . 0 2 0 . 1 5  + 0. 02 0. 06 + 0. 02 АС時 と 同 じ

10001nV 0. 4 + 0. 02 0 . 1 5  + 0. 02 0. 06 + 0. 015 АС時 と 同 じ

10 V 0.4 + 0 . 0 2 0 . 1 5  + 0. 02 0. 05 5  + 0. 015 АС時 と 同 じ

100 V 0.4 + 0 . 0 2 0 . 1 5  + 0 . 0 2 0 . 0 5 5  + 0 . 0 1 5 АС時 と 同 じ

750 V 0.4 + 0 . 0 3 0 . 1 5  + 0 . 0 2 0• 06 + 0. 02 АС時 と 同 じ

1 5 - 4

0 7 0 3 3 0
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FAST

MID

SLOW

低 周 波 追 加 誤 差 ： （読みの％)

周 波 数 SLOW MID FAST

2 0 0 Hz〜 5 0 0 Hz 0 0 . 1 5 一

5 0 0 Hz〜 1kHz 0 0. 015 0.9

1kHz 〜 2 kHz 0 0 0. 2

2 kHz 〜 5 kHz 0 0 0. 05

5 kHz 〜 1 0 kHz 0 0 0. 01

1 ^ - R
0 7 0 3 3 0

1 5 . 1 測 定 機 能

DC成 分 が AC成 分 の 10 X を 越 え る と き は 、 各 レ ン ジ に 以 下 の 誤 差 を 加 算 し ま す 。

レンジ 追カロ誤差

lOmV 0. н з

1 0 0 mV 0.1 + 0. 2

1 0 0 0 mV〜 7 5 0 V 0.1 + 0.1

温 度 係 数 ： EXT C A L 時 か ら の 追 加 誤 差 、 INTCAL実 行 後 ± 1 °C に て 規 定 、 温 度 係 数 は 測 定 確 度  

( 読 み の X 土 レ ン ジ の W の （1/ 1 0 ) /  °C

ク レ ス ト •フ ァ ク タ ： 5 ク レ ス ト • フ ァ ク タ 追 加 誤 差 ： （レ ン ジ の X)

クレスト•ファクタ 追カロ誤差

1 〜 2 0

2 〜 3 0 . 15

3 〜 4 0. 25

4 〜 5 0. 4

セ ッ ト リ ン グ 時 間 ： 入 カ ス テ ッ プ の 0 . 1 以 内 に 入 る ま で の 時 間

s 

S 

Ш 

П 

0
 

5

 

0

 

0

 

2

 

7

 

5
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15.1.3 抵抗測定

( 1 ) 2 線 式 抵 抗 測 定 、 4 線 式 抵 抗 测 定

レ ン ジ 最 大 表 示 分 解 能 測 定

電 流

開 放

端 子

電 流

最 大 入 力 電 圧

測 定 端 子 間 G U A R D / L 0 -
シャ-シ間

G U A R D / L 0 -  
端 子 間8 % 桁 7 % 桁 6 % 桁 5 % 桁 4 % 桁

10  Q 1 1 . 9 9 9 9 9 9  Q — l n Q I Q u Q т и п l m Q 10mA 2 3 V

1 0 0  Q 1 1 9 . 9 9 9 9 9 9  Q I f i Q 1 0 u Q 1 0 0 / / Q l m Q l Or a Q 10mA 2 3 V

Н
I

1 0 0 0  Q 1 1 9 9 . 9 9 9 9 9  Q 1 0 Д Й l O O u Q l m Q l O m Q l O O m Q 1mA 2 3 V

1

Р
1 0 k Q 1 1 . 9 9 9 9 9 9 9 k Q \ 0 0 t i Q l m Q l O m Q l O O m Q 1 Q 1шА 2 3 V

1 0 0 k Q 1 1 9 .  9 9 9 9 9 9 k Q l m Q 1011i Q l O O mQ 1 Q 10 Q 1 0 0 Д  A 17V

R
1 0 0 0 k Q 1 1 9 9 .  9 9 9 9 9 k Q l O m Q l O O m Q 1 Q 10 Q 1 0 0  Q 1 0 д  A 17V

1 0 M Q 1 1 . 9 9 9 9 9 9  M Q — 1 Q 10 Q 1 0 0  ^ l k Q l U  A 17V

1 0 0 M Q 1 1 9 . 9 9 9 9 9  M Q — 10 Q 1 0 0  Q l k Q l O k Q l OOnA 2 3 V

1 0 0 0 M Q 1 0 9 9 .  9 9 9 9  M Q — 1 0 0  Q l k Q l O k Q l O O k Q l O n A 2 3 V ±  3 5 0 V  
p e a k

±  4 2 0 V  
p e a k

±  1 0 0 V  
p e a k

10  Q 1 1 . 9 9 9 9 9 9  Q — l ^ Q \ 0 u Q 1 0 0 " Q l m Q 10mA 2 3 V

1 0 0  Q 1 1 9 . 9 9 9 9 9  Q 一 1 0 Д Й \ 0 0 u Q l m Q l O m Q 1mA 2 3 V

し 1 0 0 0  Q 1 1 9 9 . 9 9 9 9  Q — Ю О д й l m Q l O m Q l O O m Q 1mA 2 3V

W l O k Q 1 1 . 9 9 9 9 9 9  k Q — l m Q 1011i Q l O O mQ 1 Q 1 0 0 Д  A 17V

Р l O O k Q 1 1 9 . 9 9 9 9 9  k Q — l O m Q l O O mQ I Q 10  Q 1 0 д  A 17V

W
Е
R

1 0 0 0 k Q 1 1 9 9 . 9 9 9 9  k Q — l O O m Q 1 Q 10 1 0 0  Q \ U  A 17V

1 0 M Q 1 1 . 9 9 9 9 9 9  M Q 一 1 10 Q 1 0 0  Q l k Q l OOnA 2 3 V

1 0 0 M Q 1 1 9 . 9 9 9 9 9  M Q 一 10 Q 1 0 0  Q l k Q l O k Q l O n A 2 3 V

1 0 0 0 M Q 1 0 9 9 .  9 9 9 9  M Q — 1 0 0  Q l k Q l O k Q l O O k Q l On A 2 3V

15 6 0 7 0 3 3 0
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⑵ 4 線 式 抵 抗 測 定

測 定 確 度 ： 積 分 時 間 1 0 0 PLC設 定 時 、 相 対 確 度 （読 み の РРМ + レ ン ジ の PPM) にて

レンジ 23°C 土 ГС 
24時 間

23°C± 5°C
90日間 1年 間

H

I
P

0
W

E

R

10 Q 5 + 10 12120 14+20
100 Q 5+2 10 + 5 12+5
1000 Q 3 + 2 8 + 5 10 + 5
10kQ 2 + 0. 2 6 + 0. 5 8 + 0. 5
ЮОкЙ 2 + 0. 2 6 + 0. 5 8 + 0. 5
1000kfi 10 + 1 1211 1411
10MQ 50 + 5 50 + 5 50+5
100MQ 500十10 500+10 500+10
1000MQ o. 5mo 0• 5Ш0 0. 5Ш0

し

0
W1
P

0
W

E

R

10 Q 5 + 10 12 + 20 14+20
100 Q 5 + 10 12120 14 + 20
1000 Q 3 + 2 8 + 5 10 + 5
lOkQ 3 + 2 10 + 5 12+5
lOOkQ 10 + 2 1215 14 + 5
1000kQ 50 + 5 50 + 5 50 + 5
10MQ 500+50 500+50 500+50
100MQ 0.5X+50 0.5X150 0. 5И50
1000Mfi 0.5X+10 0.5X+10 0.5X+10

•  23°C ± 5°C 9 0 日 間 と 1年 間 の 確

度 は 、 INT C A L 後 2 4時 間 以 内 で 規  

定 し ま す 。

♦ 日 本 の 国 家 標 準 に 対 す る エ ー デ ィ  

ー シ ー の ト レ ー サ ビ リ テ ィ は 、 読 

み の 3 . 1PPMを 追 加 誤 差 と し て 加 算  

し ま す 。

15 0 7 0 3 3 0
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温 度 係 数 ： （読 み の РРМ + レ ン ジ の PPM) / °с

レンジ 温 度 係 数

INT C A L なし INT C A L あり

Н

I
1

Р

0

W

Е

R

10 Q 3 + 3 1 + 3

100 Q 3+1 1 + 1

1 00 0 Q 2+1 Ш

1 0 k Q 2 + 0.1 1 + 0.1

1 0 0 k Q 2 + 0 . 1 1 + 0.1

1 0 0 0 k Q 2 + 0.1 1 + 0.1

1 0M Q 20 + 0.1 5 + 0.1

1 0 0M Q 100 + 1 50 + 1

1 0 0 0 M Q 1 0 0 0 + 1 5 0 0 + 1

L

0

W
1

Р

0

W

Е

R

10 Q 3 + 3 1 + 3

100 Q 3 + 3 1 + 3

10 0 0  Q 2 + 1 1 + 1

lOkQ 2 + 1 1 + 1

lOOkfi 211 1 + 1

1 0 0 0 k Q 10 + 1 5 + 1

1 0M Q 1 0 0 + 1 0 25 + 10

1 0 0M Q 1 0 0 0Ш 2 5 0 1 1 0

1 0 0 0 M Q 1 0 0 0 + 1 50 0  + 1

15 - 8 0 7 0 3 3 0
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追 加 誤 差 ： 積 分 時 間 が 1 0 0 PLC以 外 の と き は 、 以 下 の 追 加 誤 差 を 加 算 し ま す 。

積 分 時 間 ゲイン.エラ- 

読みのPPM

レンジ•エラ- 

レンジのPPM

2 “s 〜 1 0 //s 2 0 0 0 1500

20// S 〜 1 0 0  // s 20 0 150

20 0  // s 〜 ims 30 30

2ms 〜 1 0ms 10 10

1PLC〜 10 PLC 1 0. 6

2 0 PLC 〜 5 0 PLC 0• 2 0. 2

6 0 PLC 〜 9 0 PLC 0 . 1 0 . 1

レ ンジ 乗 数 ⑴ 乗 数 (2)

H
I

1 0 Q X 20 X loo
1
p

0
W

Б
R

100 Q 〜 1 0 0 (Ш X5 X  1〇

10 k Q 〜 1 0 0 0 X I X I

L
0
W

1 0 Q 〜 1 0 0 Q X 20 X 100
P
0
W

Б
R

1 0 0 0 Q 〜 1 0 0 X5 X 10
1000 MQ X I X I

乗 数 (2): 積 分 時 間 2 0 0  //s〜 10ms

4 W Q チ ェ ッ ク 機 能 ON時 5 PPMゲ イ ン • エ ラ ー を 加 算 し ま す 。

Q -С0МР機 能 0 N時 1 0 0 k Q で 2 PPM、 1 0 0 0 k Q で 5 PPMの ゲ イ ン • エ ラ ー を 加 算 し ま す 。

⑶ 2 線 式 抵 抗 測 定

①  測 定 確 度

2 線 式 抵 抗 測 定 （2W Q ) 確 度 は 、 4 線 式 抵 抗 測 定 （4 W Q ) 確 度 に 0 . 2 Q の オ フ セ  

ッ ト 誤 差 を 追 加 し ま す 。

②  温 度 係 数 （AUTO ZERO OFF) : 4 線 式 抵 抗 測 定 （4 Wfi) の 温 度 係 数 に 、 以 下 の 追 加 誤

差 （レ ン ジ の PPM) /°C を 加 算 し ま す 。

レンジ 追 加 誤 差

H
I

1 0 Q 50

1
P
0
W

E
R

100 Q 5

100 Q  〜 1 0 0 0 МЙ 1

L
0
W

ИШ 〜 1 0 0 Q 50

P
0 1 0 0 0 Й 〜 1 0 0 5

W

E
R 1 0 0 0  M Q 1

1 5 - 9

0 7 0 3 3 0
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15.1.4 直流電流測定

レンジ 最 大 表 示 分 解 能 入力

インピ-ダンス

過 入 力 保 護

7 % 桁 6 % 桁 5 % 桁 4 % 桁

1 0 0 nA 1 1 9 . 9 9 9 9 nA 1 0 0 fA IpA ЮрА 1 0 1 0  k Q 以下

1 0 0 0 nA 1 1 9 9 • 9 9 9 9 nA 1 0 0 fA IpA ЮрА ЮОрА 105 k Q 以下

1 0 д А 1 1 . 9 9 9 9 9 9 д А IpA ЮрА ЮОрА InA 1 0 .l k Q 以下

100 д А 1 1 9 . 9 9 9 9 9 д А ЮрА ЮОрА InA lOnA 1.Olkfi以下

1 . 6 A/ 2 5 0 V 

IEC1 2 7シ-卜 I 

速 断 ズ 保 護

10 0 0  д А 1 1 9 9 . 9 9 9 9 р. А ЮОрА InA lOnA lOOnA 1 0 2 Q 以下

1 0тА 1 1 . 9 9 9 9 9 9 шА InA lOnA lOOnA I n k 1 2 Q 以下

1 0 0 mA 1 1 9 . 9 9 9 9 9 шА lOnA lOOnA 1 д A 10 д A 3 Q 以下

1 0 0 0 mA 1 1 9 9 • 9 9 9 9 шА lOOnA l p i к 1 0 //A 1 0 0 //A 以下

測 定 確 度 ： 積 分 時 間 100PLC設 定 時 、 相 対 確 度 （読 み の РРМ + レ ン ジ の РРЮに て 示 し ま す 。

籲 23°С± 5°С 9 0日 間 と 1年 間 の 確 度

は 、 INT C A L 後 24時 間 以 内 で 規 定 し  

ま す 。

參 日 本 の 国 家 標 準 に 対 す る エ ー テ イ ー  

シ ー の トレー サ ビ リ テ イ は 、 読みの  

4РРМを 追 加 誤 差 と し て 加 算 し ま す 。

1 5  - 1 0  0 7 0 3 3 0

レ ン ジ 23°C 土 ГС 

24時間

23°C± 5°C

9 0日間 1年間

lOOnA 10+400 25+400 25+400

1000nA 10 + 40 15 + 40 20 + 40

10 // А 5 + 10 15 + 20 20 + 20

ЮОд А 5 + 10 15 + 20 20 + 20

1000 // А 5 + 10 15 + 20 20 + 20

10mA 10 + 10 15 + 20 20 + 20

100 mA 20 + 10 25 + 20 30 + 20

1000mA 100+10 100+20 110+20
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温 度 係 数 ： （読 み の РРМ + レ ン ジ の РРМ)/°С

レンジ 温 度 係 数

INT CALなし INT CALあり

100nA 10+200 2 + 50
1000nA 10 + 20 2 + 5
10//А 2 + 4 2 + 1
100 ju к 5 + 3 2 + 1
1000 #  A 5 + 2 2 + 1
10mA 10 + 2 5 + 1
100mA 20 + 2 511
1000mA 2013 10 + 2

追 加 誤 差 ： 積 分 時 間 が 100PLC以 外 の と き は 、 以 下 の 追 加 誤 差 を 加 算 し ま す 。

積 分 時 間 ゲ イ ン • エ ラ ー  

読 み の PPM
レ ン ジ • エ ラ ー  

レ ン ジ の PPM
2 // s 〜 10 д s 2000 2000
20 д S 〜100 // s 200 1200
200 // s 〜 1ms 30 1200
2ms 〜 10ms 10 800
1PLC〜 10PLC 1 10
20PLC 〜 50PLC 0. 2 4
60PLC 〜 90PLC 0.1 2

レ ン ジ • エ ラ ー の レ ン ジ 乗 数

レンジ 乗 数

ЮОпА х 20

1 0 0 0 nA х 5

10 #  А 〜 1 0 0 0 mA x l

1 5 - 1 1 0 7 0 3 3 0
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15.1.5 交流電流測定（6581のみ）

レ ン ジ 、 最 大 表 示 、 分 解 能 、 入 カ イ ン ピ ー ダ ン ス 、 過 入 力 保 護 ：

レンジ 最 大 表 示 分 解 能 入力

インピ-ダンス

最 大 許 容  

印 加 電 圧

6 % 桁 5K桁 4%桁

1 0 0 //A 119.9999 дА ЮОрА InA ЮпА 1 . 0 1 k Q 以 下

1.6A/250V 
IEC127シ-卜 I 
速 断 ズ 保 護

1000 д A 1 1 9 9 . 9 9 9  и А InA ЮпА 100nA 102 kfi以 下

10mA И. 99999mA ЮпА ЮОпА 1 д A 12 k Q 以 下

100mA 119.9999mA 100nA lack 10 // A 3 Q 以 下

1000mA 1199.999mA l u A 10 д A 100// A 2 fi以 下

АС時 の 確 度 ： 積 分 時 間 1 0 0 PLC設 定 時 2 4時 間 〜 1年 間 、 2 3°С ± ГСの 値 を （読 み の X + レンジ

の ％ ) に て

レンジ 10Hz〜 2 0 Hz 2 0 Hz〜 4 5 Hz 4 5 Hz 〜 1 0 0 Hz 〜

1 0 0 Hz 5 kHz

1 0 0// A〜 10 0 mA 0. 7 + 0. 02 0. 2 + 0. 02 0. 08 + 0. 02 0. 02 + 0. 02

1 0 0 0 mA 0 . 7 + 0 . 02 0 . 2 + 0 . 0 2 0 . 0 8 + 0 . 0 2 0.1 + 0. 02

泰 確 度 は フ ル ス ケ ー ル の 5Х以 上 の 正 弦 波 入 力 で 、 INT C A L 後 2 4時 間 以 内 で 規 定 し ま す 。

( た だ し 、 1 0 0дАレ ン ジ は フ ル ス ケ ー ル の 1 0 %以 上 の 正 弦 波 入 力 で 1kHzま で 規 定 し ま す 。 ）

AC + D C 時 の 確 度 ： 積 分 時 間 1 0 0 PLC設 定 時 2 4時 間 〜 1年 間 、 2 3°C 土 ГСの 値 を （読みの％ + レ 

ン ジ の X)にて

レンジ 10 Hz〜 2 0 Hz 2 0 Hz〜 4 5 Hz 4 5 Hz 〜 

1 0 0 Hz

1 0 0 Hz 〜 

5 kHz

100 // A 〜 1 0 0 mA 0. 4+0. 02 0 . 1 5  + 0. 02 0. 08-fO. 02 0. 02 + 0. 02

1 0 0 0 mA 0.4 + 0. 0 2 0 . 1 5  + 0. 02 0. 08 + 0. 02 0•1 + 0. 02

DC成 分 が AC成 分 の 1 0 % を 越 え る と き は 、 各 レ ン ジ に 以 下 の 誤 差 を 加 算 し ま す 。

0.1 + 0. 2

1 5 - 1 2

0 7 0 3 3 0
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温 度 係 数 ： EXT C A L 後 か ら の 追 加 誤 差 、 INT C A L 実 行 後 土 1 °Сに て 規 定 、 

度 （読みの％ 土 レ ン ジ の 5 0 の （1/ 1 0 ) /  °С

ク レ ス ト • フ ァ ク タ ： 5 ク レ ス ト • フ ァ ク タ 追 加 誤 差 ： （レンジの％)

クレスト•ファクタ 追カロ誤差

1 〜 2 0

2 〜 3 0 . 15

3 〜 4 0. 25

4 〜 5 0. 4

セ ッ ト リ ン グ 時 間 ： 入 カ ス テ ッ プ の 0 . IX以 内 に 人 る ま で の 時 間

FAST 2 5 ms 

MID 7 0 ms 

SLOW 5 0 0 ms

低 周 波 追 加 誤 差 ： （読みの％)

周 波 数 SLOW MID FAST

2 0 0 Hz〜 5 0 0 Hz 0 0 . 1 5 —

5 0 0 Hz〜 1kHz 0 0. 015 0• 9

1kHz 〜 2 kHz 0 0 0. 2

2 kHz 〜 5 kHz 0 0 0. 05

5 kHz 〜 1 0 kHz 0 0 0. 01

1 5 . 1  測 定 機 能

温 度 係 数 は 測 定 確

1 5 - 1 3
0 7 0 3 3 0
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15.1.6 周 波 数 /周 期 測 定 （6581のみ）

_ 定 範 囲 、 入 力 信 号 範 囲 、 入 カ イ ン ピ ー ダ ン ス ：

交 流 電 圧 入 力 交 流 電 流 入 力

周 波 数 測 定 範 囲 1Hz 〜 10MHz 1Hz 〜 1 0 kHz

周 期 測 定 範 囲 Is〜 1 0 0 ns Is〜 10 // s

入 力 信 号 範 囲 5mVrins 〜 7 5 0 Vrms 10 д Arms〜 lArms

入 カ イ ン ピ ー ダ ン ス 1M Q  ± 1 0 %  1 4 0 PF 以 下 2 Й 〜 1 . 0 1 k Q

注 ） 交 流 電 流 入 力 の 入 カ イ ン ピ ー ダ ン ス は 、 セ ン ス レ ン ジ に よ っ て 変 わ り ま す 。

各 レ ン ジ に お け る 入 カ イ ン ピ ー ダ ン ス は 〔15 . 1 . 5  交 流 電 流 測 定 〕 を 参 照 し て 下 さ い 。 

周 波 数 1MHz以 上 の と き 入 力 信 号 範 囲 は 5 0 m V r m s以 上 で 有 効 で す 。

測 定 確 度 ：

周 波 数 / 周 期 範 囲 測 定 確 度 （読 み の Ю

1Hz 〜 1 0Hz 

Is 〜 1001ns

0. 05

1 0 Hz〜 1 0 0 Hz 

10011is 〜 1 0ms

0. 02

1 0 0 Hz 〜 10MHz 

1 0ms〜 1 0 0 ns

0. 01

ゲ ー ト 時 間 、 表 示 桁 、 最 大 表 示 ：

ゲ ー ト 時 間 表 示 桁 最 大 表 示

100 д s 3桁 999

1 ms 4桁 99 9 9

10 ms 5桁 99 9 9 9

100 ms 6桁 9 9 9 9 9 9

1 s 7桁 9 9 9 9 9 9 9

ト リ ガ • レ ベ ル ： レ ン ジ の ±  5 0 0 % ( 2 0 % ス テ ッ プ ）

た だ し ACV 7 5 0 V レ ン ジ の と き 、 1 0 0 0 V に 対 し て 土 1 0 0 X ( 2 0 %ス テ ッ プ ） 

ト リ ガ • レ ベ ル の 設 定 は 周 波 数 1MHz以 下 の と き 有 効

1 5 - 1 4

0 7 0 3 3 0
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15.1.7 レシオ測定

レ シ オ 測 定 の 内 容 ：

レシオ ( 入 力 電 圧 ）/ ( リ フ ァ レ ン ス 電 圧 ）

入 力 電 圧 D C V の HI- L0 端 子 間

リ フ ァ レ ン ス 電 圧 (HIセ ン ス - L0 間 ）- (L0 セ ン ス - L0 間 ）

リ フ ァ レ ン ス 測 定 の レ ン ジ DCV 1 0 0 m V 〜 10 V ( オ ー ト • レ ン ジ の み ）

測 定 確 度 ：

レ シ オ 測 定 確 度 ± (入 力 測 定 誤 差 + リ フ ァ レ ン ス 測 定 誤 差 ）

入 力 測 定 誤 差 D C V 入 力 信 号 測 定 レ ン ジ の 誤 差 の ト ー タ ル X I

リ フ ァ レ ン ス 丨 則 定 誤 差 D C V リ フ ァ レ ン ス 信 号 測 定 レ ン ジ の 誤 差 の 卜 一 タ ル X 1 . 5

15 - 15 0 7 0 3 3 0
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1// s 〜 100PLCで可能 

100// s 〜 100PLCで可能 

lms〜 100PLCで可能 

1PLC〜 100PLCで可能 

10PLC〜 100PLCで可能

PLC : Power Line Cycleの略

20PLC以 上 は 、 10PLCを 繰 り 返 し ま す 。

15.3 入力端子

フ ロ ン ト 入 力 、 リ ア 入 力 の 2入 力 切 り 換 え は 、 リ モ ー ト • コ ン トロ ー ル で 可 能 で す 。

15. 4 NULL機能

NULL機 能 は NULLを0Nしたときに、現 在 あ る 測 定 値 を NULL値 と し ま す 。

以 降 の 測 定 デ ー タ は NULL値 を 減 算 し た 値 に な り ま す 。

補 正 は 各 レ ン ジ の 全 範 囲 で 可 能 で す 。

15. 積 分 時 間

15.2 積分時間

以 下 の 積 分 時 間 の 設 定 が 可 能 で す 。

丄 v s 〜 10 e s 
20 // s 〜100 д 5 
200 д s 〜 lms 
2ms 〜 10ms 
1PLC〜 10PLC 
10PLC 〜 100PLC

1 // S ス ァ ッ 7  

10 д s ス テ ッ プ  

100 # s ス テ ッ プ  

lmS ス テ ッ プ  

1PLCス テ ッ プ  

10PLCス テ ッ プ

i 

i 

i 

i

示
示
示
示
示 

表
表
表
表
表 

桁
桁
桁
桁
桁

/ 2
/2

1/
/2
/ 2
:
^

1 5 - 1 6 0 7 0 3 3 0
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15. 5 演算機能

15. 5.1 デジタル■フィルタ

( 1 )  ス ム ー ジ ン グ

ス ム ー ジ ン グ 機 能 を ONに し た と き 、 設 定 さ れ た ス ム ー ジ ン グ 回 数 の 測 定 デ ー タ か ら  

そ の 移 動 平 均 値 を 求 め ま す 。

ス ム ー ジ ン グ 回 数 ： 2 〜 100

(2) ア ベ レ ー ジ ン グ

ア ベ レ ー ジ ン グ 機 能 を 0 Nに し た と き 、 設 定 さ れ た ア ベ レ ー ジ ン グ 回 数 の 測 定 デ ー タ  

か ら そ の 平 均 値 を 求 め ま す 。

ア ベ レ ー ジ ン グ 回 数 ： 2 〜1 0 0

15. 5. 2 フォーマット演算

( 1 ) ス ケ ー リ ン グ  

D-Y

R = ------  * Z (X、 Y 、 Z は 定 数 ）

X

⑵ X 偏 差

D-X

R = ------- * 100 (X、 Y 、 Z は 定 数 ）

1 X 1

(3) デ ルタ

R =.Dt - D卜 1 ( 前 回 測 定 値 と の 差 ）

(4) dB変 換

R 二 20 log10 | D/Х | (dB)

(5) RMS

S Dk 2

1 5 . 5  演 算 機 能

15 - 1 7 0 7 0 3 3 0
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15. 5

15. 5 演 算 機 能

⑹ d B m 変 換

D 2/X

R = 1 0  logi〇 --------  U B m )

10 —  3

R : l m W O O d B m ) を 基 準 と す る d B m 換 算 値  

D : 電 圧 測 定 値 （V )

X : 基 準 抵 抗 値 （Q )

⑺ 抵 抗 値 温 度 補 正 （銅 ）

RX 10 00

R 2 〇 二 ------------------------ * ----------  (Q  /кш)

1 + 0 . 0 0 3 9 3 ( T -20) L

R 2〇 ： 20°C 換 算 し た 銅 電 線 の 抵 抗 値 （Q / km)

RX : 温 度 X°C で の 抵 抗 測 定 値 （Q )

T : 測 定 時 の 室 温 （°C )

L : 測 疋 し た 電 線 の 長 さ （m )

⑻ R T D 温 度 測 定

- 2 0 0°C 〜 0°C Rt = R〇 (l + A U  + B H 2 + C (t-100)  t3)

0〇C 〜 650〇C Rt = R〇 (1+АШВП2)

A = 3. 9 0 8 0 2  X  lO- ^ C - 1 

В 二 - 5. 80 2 X  1〇_7〇C - 2 

C = -4.2 7 3 5  X  l〇_12 °C- 4 

R〇 : 1 0 0  Q  

Rt : t °Cに お け る 測 定 値

.3 コンパレータ

演 算 式

UP領 域 ： UPPER く D

MID 領 域 ： LOWER S  D ^  UPPER

LOW 領 域 ： D く LOWER

定 数 設 定 範 囲

UPPER ( 上 限 値 ） ： ± 9. 9 9 9 9 9 9 9 9 E- 5 1〜 ± 9. 9 9 9 9 9 9 9 9 E + 51 

LOWER ( 下 限 値 ） ： ± 9. 9 9 9 9 9 9 9 9 E - 5 1〜 ± 9. 9 9 9 9 9 9 9 9 E + 51

演 算 結 果 の 表 示

演 算 結 果 は PASS、 FAILを 表 示 し ま す 。

PASSの 設 定 は 、 UP領 域 、 M I D 領 域 、 L O W の 各 領 域 ご と に 設 定 可 能 で す 。

15 - 18 0 7 0 3 3 0
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R N
S Dk

RN K =1

RP-P : ノ《ラ ツ キ 幅

I MAX -  RMIN 

R _ ： 標 準 偏 差

1

RN-1
I E D k 2 RN ^RAVE2

RUCL : Upper Control Line RAVE+ 3 R

RLCL : Lower Control Line RAVE- 3 R

15. 5 演 算 機 肯 I

15. 5. 4 統計演算

数ルプ
値
値
値 

ン
大
小
均 

サ
最
最
平

X
 

n
 

E
 

o
u 

-
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V
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N
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A
 

R
 

R
 

R
 

R

1 5 - 1 9 0 7 0 3 3 0
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15.6 メモリ機能

内 部 メ モ リ ま た は メ モ リ • カ ー ド に 選 択 可 能

( 1 )  内 部 メ モ リ

メ モ リ 内 容 ： 測 定 デ ー タ （10, 0 0 0 デ ー タ ）

パ ネ ル 設 定 （ 4 フ ァ イ ル ）

(2) メ モ リ • カ ー ド

使 用 カ ー ド  ： JEIDA ver. 4適 合 の SRAMカ ー ド （属 性 情 報 付 き ）

メ モ リ 内 容 ： 測 定 デ ー タ （最 大 2 Mバ イ ト ）

パ ネ ル 設 定 （最 大 1 2 8 フ ァ イ ル ）

15.7 アーム、 トリガ機能

ア ー ム • ソ ー ス ：IMMEDIATE，MANUAL, EXTERNAL，BUS, LEVELTIMER 

ス キ ャ ン • ソ ー ス  ^ IMMEDIATE, MANUAL, EXTERNAL, BUS, LEVEL, TIMER, TLINK 

ト リ ガ • ソ ー ス ：IMMEDIATE, MANUAL，EXTERNAL, BUS，LEVEL，TIMER，LINE 

デ ィ レ イ  ：0 〜 999, 999, 9 9 9 ms

15. 8 GPIBインタフェース

コ マ ン ド 体 系  ：IEEE規格 48 8 .  2 - 1 9 8 7 に 準 拠

コ ネ ク タ  ：2 4 ピ ン • ア ン フ ェ ノ ー  ル

イ ン タ フ ェ ー ス 仕 様  ：SHI, AH 1，T 5, L4, SRI, RL 1，PPO, DC1，DT1，СО, E2

リ モ ー ト • プ ロ グ ラ ミ ン グ ：正 面 パ ネ ル • キ ー の 機 能 （POWERス イ ッ チ を 除 く ）

1 5 . 9 コント□ー  ル 信 号 （単線信号）

コ ネ ク タ ： B N C コ ネ ク タ

⑴ TRIGGER入 力 信 号  ： T T L レ ベ ル 正 / 負 パ ル ス 選 択 可 能

⑵ C O M P L E T E出 力 信 号  ： T T L レ ベ ル 正 / 負 パ ル ス 選 択 可 能

⑶ COMPA R A T O R結 果 出 力 信 号 ： オ ー プ ン • コ レ ク タ 出 力  PASS/ F A I L 出 力 選 択 可 能

1 5 - 2 0 0 7 0 3 3 0
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15.10 一般仕様

15.10 — 般仕様

使 用 環 境

保 存 温 度 範 囲  

ウォ^ ー  ム ア ッ プ 時 間  

耐 電 圧

表 示

レ ン ジ 切 り 換 え  

入 力 方 式  

測 定 方 式  

寸 法

質 量

電 源

温 度  0 °С〜 4 0°С

湿 度  RH8 5 %  以 下 （抵 抗 測 定 1M Q  , 1 0 M Q ， 10 0 M Q ，1 0 0 0 M Q ，

電 流 測 定 1 0 0 n A レ ン ジ で は 、 RH6 5 % 以 下 ） 

INT C A L あ り の 温 度 係 数 は RH6 5 % 以 下 で 規 定 す る 。

-25 °C 〜 7 0°C

仕 様 を 満 た す に は 4時間

C O M 端 子 ー シ ャ ー シ • 電 源 ラ イ ン 間  4 2 0 V連 続  

5 X  了 ド ッ ト • マ ト リ ク ス 蛍 光 表 示 管  

手 動 お よ び 自 動

フローティング& ガーデ ッ ド 方 式  

積 分 方 式

約 424mm( 幅 ） X 88mm( 高 さ ） X 450mm( 奥 行 ）

9kg以 下

AC電 源  9 0 —  2 5 0 V ( ユ ー ザ ー に て 切 り 換 え 可 能 ）

オ プ シ ョ ン No. 標 準 32 42 44

電 源 電 圧 90 〜 1 1 0 1 0 3 〜 132 1 9 8〜 242 2 0 7〜 250

電 源 周 波 数  ： 4 8 Hz — 6 6 Hz

消 費 電 力  ： 5 5 VA以 下

1 5 - 2 1 *

0 7 0 3 3 0





6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱 説 明 書

内 部 メ モ リ お よ び メ モ リ • カ ー ド か ら の リ コ ー ル • 

デ ー タ 、 統 計 演 算 結 果 、 交 流 測 定 時 の 補 助 測 定 結 果  

は 出 力 対 象 に は な り ま せ ん 。

B C D パ ラ レ ル • コ ー ド

測 定 デ ー タ 、 小 数 点 、 極 性 、 単 位 、 演 算 フ ァ ン ク シ ョ ン  

T T L レ ベ ル 正 論 理

T T L レ ベ ル 正 パ ル ス （パ ル ス 幅 約 450 /z s )

T T L レ ベ ル 正 パ ル ス （パ ル ス 幅 1 0 Од s〜 1 0 ms )

5 0 ピ ン • ア ン フエノー ル • コ ネ ク タ  

(5 7 - 4 0 5 0 0  第 一 電 子 工 業 社 製 ）

130 1 9  B C D データ出カユニット ------------------

1 3 0 2 0  アナログ出カユニット ---------------------

R 1 3 2 2 4 プ リ ン タ • イ ン タ フ ェ ー ス • ユ ニ ッ ト ----

R 1 9 0 0 2 ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト （フォトM 0 S リ レ ー ） - 

R 1 9 0 0 3 ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト （メ カ ニ カ ル • リ レ ー ）

16.1 13019 B C D データ出カユニット

( 1 ) 概 要

1 3 0 1 9 は、 6 5 8 1 シ リ ー ズ （本 体 ） に 内 蔵 し 、 測 定 結 果 （表 示 値 ） を B C D パ ラ レ ル  

• コ ー ド に 変 換 し て 、 外 部 機 器 に 出 力 す る こ と が で き ま す 。

ま た 、 外 部 ス タ ー ト 入 力 信 号 端 子 を 備 え て い る た め 、 測 定 器 か ら 離 れ た 場 所 か ら の  

測 定 開 始 も で き ま す 。

こ れ ら の デ ー タ 出 力 お よ び 外 部 ス タ ー ト 信 号 は 、 本 体 の 測 定 入 力 信 号 系 と 電 気 的 に  

ア イ ソ レ ー ト さ れ て い ま す 。

( 2 ) 性 能

動 作 許 可  ： 本 体 正 面 パ ネ ル ま た は GPIBイ ン タ フ ニ ー ス よ り 設 定

対 象 デ ー タ  ： 測 定 値 （表 示 値 ） のみ

1 6 . 1  13 0 1 9  В C D デ ー タ 出 カ ュ ニ ッ ト

16. ア ク セ サ リ （別 売 ）
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6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー  タ

取 扱 説 明 書

1 6 . 2  1 3 0 2 0 ア ナ ロ グ 出 カ ユ ニ ッ ト

16. 2 1 3 0 2 0 アナログ出カユニット

( 1 ) 概 要

1 3 0 2 0 は、 . 6 5 8 1 シ リ ー ズ （本 体 ） に 内 蔵 し 、 測 定 結 果 （表 示 値 ） の 連 続 す る 任 意  

の 2桁 ま た は 3桁 を D/А変 換 し て ア ナ ロ グ 出 力 し ま す 。

ア ナ ロ グ 出 力 信 号 は 、 本 体 の 測 定 入 力 信 号 系 と 電 気 的 に ア イ ソ レ ー ト さ れ て い ま す 。

⑵ 性 能

動 作 許 可  ： 本 体 正 面 パ ネ ル ま た は GPIВイ ン タ フ ヱ ー ス よ り 設 定

対 象 デ ー タ  ： 測 定 値 （表 示 値 ） のみ

内 部 メ モ リ お よ び メ モ リ • カ ー ド か ら の リ コ ー ル • デ ー

夕 、 統 計 演 算 結 果 、 交 流 測 定 時 の 補 助 測 定 結 果 は 出 力 対  

象 に は な り ま せ ん 。

出 力 電 圧  ： 0 V〜 + 0 . 9 9 9 V ( た だ し 、 1VFS校 正 時 は +1 V出 力 ）

出 力 桁 選 択  ： 本 体 正 面 パ ネ ル ま た は GPIBイ ン タ フ ニ ー ス よ り 選 択 （15通 り ）

(FS)

オ フ セ ッ ト 設 定  ： 本 体 正 面 パ ネ ル ま た は GPIBイ ン タ フ ヱ ー ス よ り 設 定

0 7 0 3 3 0



変 換 電 圧

変 換 確 度  

出 カ イ ン ピ ー ダ  

出 カ コ ネ ク タ

6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱 説 明 書

1 6 . 2  1 3 0 2 0 ア ナ ロ グ 出 力

選 択 桁 3桁 、 オ フ セ ッ ト OFF

出 力 電 圧

選 択 桁 3桁 、 オ フ セ ッ ト ON

出 力 電 圧

-2 5 0 0  - 1 5 0 0  - 5 0 0  0 500 1 5 0 0  2 5 0 0

選 択 桁 2桁 、 オ フ セ ッ ト OFF

出 力 電 圧

選 択 桁 2桁 、 オ フ セ ッ ト 0 N

出 力 電 圧

-25 0  - 1 5 0  -50 〇' 50 150 250

フ ル ス ケ ー ル の ±0 . 2 %  (0°С〜 +50°C 、 RH8 5 K以 下 、

ン ス ： 約 1 8 0 Q

バ イ ン デ ィ ン グ • ポ ス ト

( ア ナ ロ グ 出 力 L0端 子 は イ ン ダ ク タ ン ス 素 子 で シ ャ -  

さ れ て い ま す 。 ）

ユ ニ ッ ト

測 定 値

測 定 値

測 定 値

測 定 値  

1年 間 ） 

シ と 短 絡

16 0 7 0 3 3 0



6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱 説 明 書

⑵ 性 能

動 作 許 可  

対 象 デ ー タ

出 カ コ ー ド  

出 カ デ ー タ 内 容

本 体 正 面 パ ネ ル ま た は GPIBイ ン タ フ ヱ ー ス よ り 設 定  

測 定 値 （表 示 値 ） お よ び 交 流 測 定 時 の 補 助 測 定 値  

* 1 コ ン パ レ ー タ 演 算 結 果 、 4W Q チ ヱ ッ ク 結 果 、 タ イ ム • ス  

タ ン プ

* 2内 部 メ モ リ お よ び メ モ リ • カ ー ド か ら の リ コ ー ル • デ ー

夕 、 統 計 演 算 結 果

セントロニクス

測 定 デ ー タ 、 小 数 点 、 極 性 、 単位

51:1コ ン パ レ ー タ 演 算 結 果 、 4W Q チ ヱ ッ ク 結 果 、 タ イ ム • ス  

タ ン プ

* 2ス キ ャ ナ СН番 号 （リ コ ー ル • デ ー タ ） 、 統 計 演 算 結 果  

T T L レ ベ ル 正 論 理

T T L レ ベ ル 負 パ ル ス （パ ル ス 幅 約 10/i s )

T T L レ ベ ル 入 力

1 4 ピ ン • ア ン フエノー ル • コ ネ ク タ  

( 5 7 - 4 0 1 4 0  第 一 電 子 工 業 社 製 ）

出 カ デ ー タ • エ レ メ ン ト の 設 定 が 必 要  

* 2本 体 正 面 パ ネ ル か ら リ コ ー ル し た 場 合 の み

1 6 . 3 _ R 1 3 2 2 4 プ リ ン タ - • イ ン タ フ —ェ ー ス • _ ュ ニ 」ソート

16. 3 R13 2 2 4 プリンタ■インタフェース■ユニット

( 1 ) 概要

R 1 3 2 2 4 は 、 6 5 8 1 シ リ ー ズ （本 体 ） に 内 蔵 し 、 測 定 結 果 （表 示 値 ） を セ ン ト ロ ニ ク  

ス • コ ネ ク タ か ら 外 部 プ リ ン タ に 印 字 で き ま す 。

プ リ ン タ 出 力 信 号 は 、 本 体 の 測 定 入 力 信 号 系 と 電 気 的 に ア イ ソ レ ー ト さ れ て い ま す 。
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6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱 説 明 書

16. 4

1 6 . 4  R1 9 0 0 2 ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト （フ ォ ト M0 S リ レ ー ）

R 19 0 0 2 ス キ ャ ナ ■ ユ ニ ッ ト （フォト M O S リレー）

概要

R 1 9 0 0 2 は 、 6 5 8 1 シ リ ー ズ （本 体 ） に 内 蔵 し 、 2線 式 1 0チ ャ ン ネ ル ま た は 4線 式 5 

チ ャ ン ネ ル の ス キ ャ ナ と し て 入 力 信 号 を 切 り 換 え る こ と が で き ま す 。

チ ャ ン ネ ル の 切 り 換 え は 、 本 体 正 面 パ ネ ル ま た は G P IВイ ン タ フ ェ ー ス か ら コ ン ト ロ  

ー ル で さ ま す 0

ま た 、 接 点 部 と コ ン ト ロ ー ル 部 は 電 気 的 に ア イ ソ レ ー ト さ れ て い ま す 。

性能

動 作 許 可  ：

チ ャ ン ネ ル • ス イ ッ チ ： 

チ ャ ン ネ ル 数  :

線 式 切 り 換 え  ：

接 点 最 大 定 格  ：

L◦ 信 号 ー シ ャ ー シ 間  ： 

最 大 定 格

本 体 正 面 パ ネ ル ま た は GPIВイ ン タ フ ヱ ー ス よ り 設 定  

フ ォ ト M 0 S リレー

1 0 ch/ 2線 式 ま た は 5 ch/ 4線 式

ア ク セ サ リ • ボ ー ド 上 の ス ラ イ ド • ス イ ッ チ よ り 設 定  

DC 1 1 0 V , 5 0 mA

AC 1 2 5 Vrms, 1 7 5 Vpeak, 5 0шА 

DC 3 0 V

AC 3 0 Vrms, 4 0 Vpeak

16 5 0 7 0 3 3 0



6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱 説 明 書

接 点 構 成

入 出 力 端 子

1 6 . 4  R1 9 0 0 2 ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト （フ ォ ト M0 S リ レ ー ）

1 0 ch/ 2線 式 ま た は 5 ch/ 4 線 式 マ ル チ プ レ ク サ 結 線  

2線 式 選 択 時  4線 式 選 択 時

CH1

CH2

CH 1

CH9

CH10

1 〇  

2 〇

1 〇■ 

COM

2 〇-

CH5

1 〇.

2 〇- 

COM

3 0  

4 〇■

*CH 1 〜 СНИК2線 式 時 ） 、 CH 1 〜 CH5 (4線 式 時 ） の い ず れ か を O N (CLOSE) 

す る と 、ON (CLOSE) チ ャ ン ネ ル と C O M の 各 端 子 （1,2, 3 / 4 ) を 導 通 す る  

こ と が で き ま す 。

: ス ク リ ュ ー 式 ブ ロ ッ ク • タ ー ミ ナ ル

1 6 - 6 0 7 0 3 3 0



6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー  タ

取 扱説明書

1 6 . 5  R1 9 0 0 3 ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト （メ カ ニ カ ル • リ レ ー ）

16. 5 R 19 0 0 3 ス キ ャ ナ ■ ユ ニ ッ ト （メカニカル■リレー）

( 1 ) 概 要

R19003は 、 6 5 8 1 シ リ ー ズ （本 体 ） に 内 蔵 し 、 2線 式 10チ ャ ン ネ ル ま た は 4線 式 5 

チ ャ ン ネ ル の ス キ ャ ナ と し て 入 力 信 号 を 切 り 換 え る こ と が で き ま す 。

チ ャ ン ネ ル の 切 り 換 え は 、 本 体 正 面 パ ネ ル ま た は GPIBイ ン タ フ ェ ー ス か ら コ ン ト ロ  

ー ル で き ま す 。

ま た 、 接 点 部 と コ ン ト ロ ー ル 部 は 電 気 的 に ア イ ソ レ ー ト さ れ て い ま す 。

⑵ 性 能

動 作 許 可

チ ャ ン ネ ル • ス イ ッ チ  

チ ャ ン ネ ル 数  

線 式 切 り 換 え  

接 点 最 大 定 格

L 0信 号 ー シ ャ ー シ 間  

最 大 定 格

本 体 正 面 パ ネ ル ま た は GPIBイ ン タ フ ヱ ー ス よ り 設 定  

メ カ ニ カ ル • リ レ ー

10ch/2線 式 ま た は 5ch/ 4線 式

ア ク セ サ リ • ボ ー ド 上 の ス ラ イ ド ス イ ッ チ よ り 設 定  

DC 110V， 1A， 30VA ( 抵 抗 負 荷 ）

AC 125Vrms， 175Vpeak， 1A， 62.5VA ( 抵 抗 負 荷 ）

DC 30V

AC 30Vrms, 40Vpeak

0 7 0 3 3 0



6 5 8 1 シリーズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱説明書

接 点 構 成

入 出 力 端 子

1 6 . 5  1 9 0 0 3 ス キ ャ ナ • ユ ニ ッ ト （メ カ ニ カ ル • リ レ ー ）

1 0 ch/ 2線 式 ま た は 5 ch/ 4線 式 マ ル チ プ レ ク サ 結 線  

2線 式 選 択 時  4線 式 選 択 時

CH1

CH2

CH1

CH9

CH10

1 〇• 

COM

2 〇-

CH5

1 〇.

2 〇■ 

COM

3 〇-

4 0

*CH 1 〜 CH 1 0 ( 2線 式 時 ） 、 CH 1 〜 CH5 (4線 式 時 ） の い ず れ か を O N (CLOSE) 

す る こ と に よ り 、ON (CLOSE) チ ャ ン ネ ル と C O M の 各 端 子 （1，2, 3, 4 ) を 

導 通 す る こ と が で き ま す 。

: ス ク リ ュ ー 式 ブ ロ ッ ク • タ ー ミ ナ ル

1 6 - 8 * 0 7 0 3 3 0



6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱説明書

А. 1 エ ラ ー • メ ッ セ ー ジ ー 覧

APPENDIX

A. 1 エラー■メッセージー覧

(1/6)

エラ-番号 エ ラ ー • メ ッ セ ー ジ エ ラ ー 発 生 状 況

0 No error エ ラ ー • キ ュ ー が 空 の と き

-101 Command error コ マ ン ド • エ ラ ー

-10 8 Parameter not allowed コ マ ン ド の パ ラ メ ー タ が 多 す ぎ た と き

-10 9 Missing parameter コ マ ン ド の パ ラ メ ー タ が 少 な い か 、 存 在  

し な か っ た と き

-11 3 Undefined header 本 器 に 定 義 さ れ て い な い コ マ ン ド を 受 け  

取 っ た と き

-12 1 Invalid character in number コ マ ン ド の 数 値 パ ラ メ ー タ に 不 正 な 文 字  

な ど が 存 在 し た と き

-12 3 Exponent too large 指 数 値 が 大 き す ぎ た と き  

( 本 器 で は 、 E- 6 0〜E + 6 0 ま で 可 ）

-13 1 Invalid suffix コ マ ン ド の 数 値 パ ラ メ ー タ の 後 に 文 字 な  

ど が 存 在 し た と き

-141 Invalid character data コ マ ン ド の 文 字 列 パ ラ メ ー タ が コ マ ン ド  

に 対 し て 不 適 当 だ っ た と き

-21 1

- 21 1

-2 1 1

- 21 1

Trigger ignored (IDLE)

Trigger ignored (at Arm Layer) 

Trigger ignored (at Arm Layer2) 

Trigger ignored (at Trigger Layer)

IDELでトリガ•ソ-スのイベントが無視されとき 

ア-ム•レイヤでトリガ•ソ-スのイベントが無視されたとき 

スキャン•レイヤでトリガ•ソ-スのイベントが無視されたとき 

トリガ•レイヤでトリガ•ソ-スのイベントが無視されたとき

-21 2

- 2 1 2

- 2 1 2

- 2 1 2

Arm ignored ( IDLE)

Arm ignored (at Arm Layer)

Arm ignored (at Arm Layer2)

Arm ignored (at Trigger Layer)

IDLEでア-ム•ソ-スまたはスキャン•ソ-スのイベントが 

無 視 さ れ た と き

ア-ム•レイヤでア-ム•ソ-スまたはスキャン•ソ-スのイべ 

ントが無視されたとき

スキャン•レイヤでア-ム•ソ-スまたはスキャン•ソ-スのイべ 

ントが無視されたとき

トリガ•レイヤでア-ム•ソ-スまたはスキャン•ソ-スのイべ 

ントが無視されたとき

-21 3

- 2 1 3

- 2 1 3

- 2 1 3

Init ignored(IDLE)

Init ignored (at Arm Layer)

Init ignored (at Arm Layer2) 

Init ignored(at Trigger Layer)

IDLEで INTI ATETが 無 視 さ れ た と き  

ア-ム•レイヤでINTIATETが 無 視 さ れ た と き  

スキャン•レイヤでINTI ATETが 無 視 さ れ た と き  

トリガ•レイヤでINTIATETが 無 視 さ れ た と き

A 1 - 1 0 7 0 3 3 0



6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー  タ

取 扱説明書

А . 1 エ ラ ー • メ ッ セ ー ジ ー 覧

(2/ 6)

エラ-番号 エフ^一 • > ッ セ ー シ エ ラ ー 発 生 状 況

-21 4 Trigger deadlock トリガ•レイヤのソ-スがI M M E D I A T E以 外 の 設 定  

で 、 なおかつトリガ•レイヤのパスがO F F の と き  

に READ?コマンF を 受 け 取 っ た と き

-21 5 Arm deadlock •ア-ム•レイヤのソ-スがI M M E D I A T E以 外 の 設  

定 で 、 なおかつトリガ•レイヤのパスがO F F の 

と き に READ?コマンF を 受 け 取 っ た と き  

•スキャン•レイヤのソ-スがI M M E D I A T E以 外 の 設  

定 で 、 なおかつトリガ•レイヤのパスがO F F の 

と き に READ?コマンドを受け取ったとき

-22 1 Setting Conflict セ ッ テ ィ ン グ の 衝 突 （ス キ ャ ナ 動 作 中 に  

ス キ ャ ナ の 操 作 を し よ う と し た と き ）

-22 2 Data out of range レ ン ジ 設 定 や 各 種 定 数 の 設 定 で 範 囲 外 の  

デ ー タ を 設 定 し よ う と し た と き

-22 4

- 2 2 4

Illegal parameter value

Illegal parameter value 

(lower 1 imi t>upper limit)

2 個 の 数 値 パ ラ メ ー タ の 大 小 関 係 が 不 適  

当 だ っ た と き

コンパレ -夕の上限値より下限値の方が大きく  

設定されたままコンパレ -夕を実行したとき

-23 0 Data corrupt or stale O N U L L実 行 時 に NULL値 と し て 有 効 な デ ー  

夕 が 存 在 し な か っ た と き  

• 測 定 デ - 夕 を 演 算 定 数 に 設 定 し よ う と し  

たときに有効なデ-夕が存在したなったとき 

❹ FETCH? コ マ ン ド を 受 け 取 っ た と き に 有  

効 な デ ー タ が 存 在 し な か っ た と き

-241 Hardware missing 操 作 し よ う と し た ア ク セ サ リ が な か っ た と き

-25 2 Missing media 1C メモリ •力 -ドが挿入さ れ て いな か っ た とき

-25 3 Corrupt media 1Cメモリ•力-ドがフォ-マットされていなかったと 

含

-25 4 Media full 1Cメモリ •力 -ド容量の残 り が なく な っ た とき

-25 5 Directory full 1Cメモリ•力-ドのディレクトリがいっぱいになった 

と含

-25 6 File name not found 1C メモリ•力-ドに指定されたファイルが存在しな 

か っ た と き

u ー ノ

0 7 0 3 3 0
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エ ラ -番 号 エ ラ ー • メ ッ セ ー ジ エ ラ ー 発 生 状 況

-257 File name error 指 定 さ れ た フ ァ イ ル 名 が 不 適 当 だ っ た と き

-258 Media protected 1C メ モ リ • 力 - ド が 書 き 込 み 禁 止 だ っ た と き

-261 Math error in express ion 0 で の 除 算 を 実 行 し た と き

-311 Memory error RAMに 異 常 が 発 見 さ れ た と き

-313 Calibration memory lost キ ャ リ ブ レ - シ ョ ン の 保 存 デ - 夕 が 失 わ れ た と き

-314 Save/recall memroy lost セ ー ブ さ れ た 内 部 メ モ リ の 設 定 条 件 が 失  

わ れ た と き

-315 Configuration memory lost バ ッ ク ア ッ プ さ れ た パ ラ メ - 夕 が 失 わ れ た と き

-350 Queue overflow エ ラ - • キ ュ - が い っ ぱ い に な っ た と き

-410 Query INTERRUPTED ク エ リ •コ マ ン ド の 後 で コ ン ト ロ -ラ が デ - 夕 の 取 り 込 み  

を 実 行 し な か っ た と き

-420 Query UNTERMINATED コ ン ト ロ - ラ が デ - 夕 の 取 り 込 み を 実 行 し た が 、 

正 常 に 終 了 し な か っ た と き

-430 Query DEADLOCKED ア ウ ト プ ッ ト • キ ュ - が い っ ぱ い に な っ た と き

+ 100 Cannot execute in this function 現 在 の フ ァ ン ク シ ョ ン で は 実 行 で き な い コ マ ン ド を  

受 け 取 っ た と き

+ 101 Cannot execute in FAST mode FASTモ ー ド で フ ァ ン ク シ ョ ン の 切 り 換 え や 、 

FETCH?、READ?コ マ ン ド を 受 け 取 っ た と き

+ 102 Cannot execute while storing ス ト ア 中 に 測 定 条 件 な ど を 変 更 し よ う と し  

た と き ‘

+ 102 Cannot execute while storing 
(FAST mode)

FASTモ-Fで ス ト ア 中 に 測 定 条 件 な ど を 変 更  

し よ う と し た と き

+ 103 Cannot execute in the ALARM ア ラ - ム 中 に 積 分 時 間 な ど を 変 更 し よ う と し  

た と き

+ 104 Cannot execute in setting hardware ハ-ドウIア 切 り 換 え 中 に 実 行 で き な い コ マ ン ド を  

受 け 取 っ た と き

+ 105 Cannot execute in this DMM こ の 機 種 で は 実 行 で き な い コ マ ン ド を 受 け 取  

っ た と き

А1 - 3 0 7 0 3 3 0
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エ ラ -番 号 エ フ  ー • メ ッ セ ー ジ

エ ラ ー 発 生 状 況

+ 110 Query data nothing 統 計 演 算 や 内 部 メ モ リ の ク エ リ • デ - 夕 が 存 在 し  

な か っ た と き

+111 Invalid ASCI I data ASCIIデ -夕とバ付リ •デ -夕を一緒にクエリしたとき

+ 112 No recall data リ コ ー ル • デ ー タ が 存 在 し な か っ た か 、 ス ト ア 時 の  

設 定 情 報 が 破 壌 さ れ た と き

+ 113 End of file フ ァ イ ル の 終 わ り に さ し か か っ た と き

+ 120 Key buffer overflow キ - の キ ュ ー バ ッ フ ァ が い っ ぱ い に な っ た と き

+ 121 Input queue overflow イ ン プ ッ ト • キ ュ - が い っ ぱ い に な っ た と き

+ 130 Math error (Duplicate execution) 演 算 が 重 複 し て 実 行 さ れ た と き

+ 131 Math data error 範 囲 外 の 測 定 デ - 夕 で 演 算 を 実 行 し た と き

+ 140 Bad battery of memorycard 1Cメモリ •力 -ドのЛッ ク ア ッ プ 電 源 電 池 が 不 良 だ っ  

た と き

+ 200 Interface error (Accessory) 電 源 立 ち 上 げ 時 ま た は セ ル フ テ ス ト 実 行 時 に 、 

ア ク セ サ リ の イ ン タ フ ェ - ス に 異 常 が あ っ た と き

+ 201 Accessory error 電 源 立 ち 上 げ 時 ま た は セ ル フ テ ス ト 実 行 時 に 、 

ア ク セ サ リ に 異 常 が あ っ た と き

+ 210 Communication error (Analog) 電 源 立 ち 上 げ 時 ま た は セ ル フ テ ス ト 実 行 時 に 、 

ア ナ ロ グ の 通 信 チ ェ ッ ク で 異 常 が あ っ た と き

+ 220 A/D checkl error 電 源 立 ち 上 げ 時 ま た は セ ル フ テ ス ト 実 行 時 に 、 

A/D基 本 動 作 チ ェ ッ ク で 異 常 が あ っ た と き

1224 A/D checks error
+ 230 Internal zero error 電 源 立 ち 上 げ 時 ま た は セ ル フ テ ス ト 実 行 時 に 、 

内 部 ゼ ロ の チ ェ ッ ク で 異 常 が あ っ た と き

+ 240 Internal Referencel error セ ル フテス ト実 行時に 、 内部リファレンスのチIックで異 

常 が あ っ た と き

+ 275 Internal RefегепсеЗ error

А1 - 4 0 7 0 3 3 0
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エ ラ -番 号 エフ ー • メ ッ セ ー ジ エ ラ ー 発 生 状 況

+ 276 Internal Temperture error セ ル フテ ス ト 実 行時 に 、 内 部 温 度 の チ iッ ク で 異 常  

が あ っ た と き

+ 280 

+ 283

Level Trigger error 

Level Trigger error

セ ル フテ ス ト 実 行時 に 、 レベル•トリガのチェックで異常 

が あ っ た と き

+ 290 Communication error 
(from panel to main)

電 源 立 ち 上 げ 時 に パ ネ ル か ら 本 体 へ の 通 信  

チ ェ ッ ク で 異 常 が あ っ た と き

+ 291 Communication error 
(from main to panel)

電 源 立 ち 上 げ 時 に 本 体 か ら パ ネ ル へ の 通 信  

チ ェ ッ ク で 異 常 が あ っ た と き

+ 292 D.P.RAM Read/Write error (Panel) 電 源 立 ち 上 げ 時 に パ ネ ル か ら Dual Port RAW 
へ の 読 み 書 き に 異 常 が あ っ た と き

+ 293 D.P.RAM Read/Write error (Main) 電 源 立 ち 上 げ 時 に 本 体 か ら Dual Port RAW 
へ の 読 み 書 き に 異 常 が あ っ た と き

+ 300 

+ 323

Internal AC error 

Internal AC error

セル フ テ ス ト実 行 時 に 、 ACの チ ェ ッ ク で 異 常 が あ っ  

た と き

+400 A/D error A/Dに 異 常 が 生 じ 、測 定 で き な く な っ た と き

+410 FAN error 背 面 パ ネ ル の フ ァ ン に 異 常 が 生 じ た と き た と き

+ 510 Cannot execute External Calibration 外 部 キ ャ リ ブ レ - シ ョ ン が 実 行 で き な か っ た と き

+ 500 

+ 500

External Calibration Error No.0 

External Calibration Error No. 46

ゼロ •フロントの外部キャリブレ-ション•エラ-

+ 500 

+ 500

External Calibration Error No.100 

External Calibration Error No.146

ゼロ •リアの外部キャリブレ-ション•エラ-

А1 - 5 0 7 0 3 3 0
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エラ-番号 エ フ ' 一 • メ ッ セ ー ジ エ ラ ー 発 生 状 況

+ 500 External Calibration Error No. 200 D C V の外部キャリブレーンョン•エラ-

+ 50 0 External Calibration Error No. 203

+ 500 External Calibration Error No. 300 0 H M の外部キャリブレ-ション•エラ-

+ 500 External Calibration Error No. 303

+ 60 0 Internal Calibration Error No. 40 0 D C V の内部キャリブレーンョン•エラ-

+ 600 Internal Calibration Error No. 409

+ 60 0 Internal Calibration Error No. 500 0НМの内部キャリブレーション•エラ-

+ 600 Internal Calibration Error No. 518

+ 60 0 Internal Calibration Error No. 600 ACの内部キャリブレ“ション•エラ-

+ 600 Internal Calibration Error No. 6 bア

А1 - 6 0 7 0 3 3 0
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キ ー の 階 層 一 覧

M E N U  キー

記 号 の 説 明

記 号

ノ

---- >

ノ

---- >

意 味 選 択 後 確 定 確 定

操 作

回 0

E N T E R
□

E N T E R

MENUキ ー の 階 層 を 以 下 に 示 し ま す 。

M E N U
□

ACCESSORY: I NONE I

* ア ク セ サ リ が 実 装 さ れ て い る 場 合 は 以 下 の よ う に 表 示 さ れ ま す 。

ACCESSORY: | 2WSCANNER | SCANNER

OPEN 

U  CLOSE

ACCESSORY: | 4 WSCANNER | —  S C A L E R

- >  OPEN 

U  CLOSE

ACCESSORY: | ANALOG I — OFF

U  〇N

-> OFF 

ON START-CH -----  STOP-CH

スキャナ•チャンネル番号入カモード

T-> OFF 
U  〇N START-CH -----  STOP-CH

スキャナ•チャンネル番号入カモード

COLUMN

OFFSET

UNIT-CAL

— 丨ィ了位置選択モード

广 OFF 

U  〇N

— 校 正 モ ー ド

ACCESSORY: I BCD |

て
OFF

ON

ACCESSORY: I PRINTER | OFF

ON

0 7 0 3 3 0



- >  CALIBRATION

BEEPER
т：

OFF

ON

EXTERNAL

INTERNAL

DATA FORMAT DATA-FORMAT

ELEMENTS

ZERO-FRONT YES

U  NO 

ZERO-REAR YES

DCV

NO

校正値入カモ-ド

OHM

ALL 

-> DCV 

+  OHM 

-> AC

て> ASCII 

REAL64

> NONE

> HEADER

> SUBHEADER 

 ̂ COMP

> WIRE-CHCK

> CA丽 EL 

 ̂ NULL

> DFILTER 

 ̂ FORMAT

^  TIMESTAMP

校正値入カモ-卜'

YES

NO

YES

NO

YES

NO

YES

NO

て
T：

u

I :

I :

I :

I :

I :

u

■c

YES

NO

YES

NO

YES

NO

YES

NO

YES

NO

YES

NO

YES

NO

YES

NO

YES

NO

⑧
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ц
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⑧

->  DISPLAY 

— GPIB

- >  INTERNAL 

TEMP

- >  LINE-FREQ 

MEMORY CARD

RESET

r-> OFF 

U  ON

「> ADDRESS 

MODE

パ  LANGUAGE

数 値 選 択 モ ー ド  

广  ADDRESSABLE 

し  TALK-ONLY 

广  SCPI 

し ADC

内 部 温 度 表 不 モ ー ド

一 電 源 周 波 数

P >  FREE 

— INITIALIZE

TRANSFER

- >  DELETE

---空 き 領 域 表 7K モ ー ド

广 YES 

U  N0

一  FILE名 設 定  一 YES 

U  N0

FILE -----  FILE番 号 選 択

ALL — YES

U  N0

YES

N 0

- >  TEST 

TIME 年 月 日  —— 時 分 秒

設 定 モ ー ド  設 定 モ ー ド

0 7 0 3 3 0
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А. 2 キ ー の 階 層 一 覧

А. 2. 2 C O N F I G U R E  キー

設 定 条 件 の キ ー 階 層 を 以 下 に 示 し ま す 。

C O N F I G U R E
以 下 の よ う に 、 □ の 次 に キ ー を 押 す と 、 そ の キ ー に 応 じ た 設 定 モ ー ド に な り

ま す 。

C O N F I G U R E

C O N F I G U R E

C O N F I G U R E

C O N F I G U R E

C O N F I G U R E

C O N F I G U R E

C O N F I G U R E

DC V 

А С V 

2 W Q 

4 W Q 

DC I 

АС I 

F R E Q

C O N F I G U R E  S T O R E
□ □

C O N F I G U R E  R E C A L L
□ □ ：

C O N F I G U R E  M A T H
□ □ ：

C O N F I G U R E  T R I G G E R
□ □

直 流 電 圧 測 定 設 定 モ ー ド ----------------①

交 流 電 圧 測 定 設 定 モ ー ド ----------------②

抵 抗 （2線 式 ） 測 定 設 定 モ ー ド ----------③

抵 抗 （4線 式 ） 测 定 設 定 モ ー ド ----------④

直 流 電 流 測 定 設 定 モ ー ド ----------------⑤

交 流 電 流 測 定 設 定 モ ー ド ----------------⑥

周 波 数 測 定 設 定 モ ー ド -------------------⑦

ス ト ア 設 定 モ ー ド ------------------------ ⑧

リ コ ー ル 設 疋 モ ー ド ----------- ⑨

各 種 演 算 設 定 モ ー ド --------------------- ⑩

ト リ ガ 設 定 モ ー ド ------------------------ ⑪

A2 - 4 0 7 0 3 3 0
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C O N F I G U R E
① О

D С V

- >  INTEG-TIME 

DIGITS 

^  RATIO

^  PROTECT

- 積 分 時 間 選 択 モ ー ド

- 表 示 桁 数 選 択 モ ー ド

>  OFF 

■> ON

I；>  OFF 

ON

② □
АС V

INTEG-TIME 

- >  DIGITS 

- >  COUPLING

- >  FILTER

^  SUBMEASURE

C O N F I G U R E
③ □

2 W П

INTEG-TIME

- >  DIGITS

一 積 分 時 間 選 択 モ ー ド  

一 表 示 桁 数 選 択 モ ー ド

广 AC 

U  ACDC

广  FAST 

- >  MID 

U  SLOW

广 OFF 

— FREQUENCY 

U  PERIOD

積 分 時 間 選 択 モ ー ド  

表 示 桁 数 選 択 モ ー ド

->  MEASURE -> NORMAL 

OHM COMP

RANGE LIMIT ----- 上 限 値 選 択 モ ー ド

〇  POWER HI

LOW

^  PROTECT — r-> OFF

U  〇N

A. 2 キ ー の 階 層 一 覧

下 限 値 選 択 モ ー ド

0 7 0 3 3 0
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C O N F I G U R E
④ □

4 W Л

- >  INTEG-TIME ----- 積 分 時 間 選 択 モ ー ド

->  DIGITS ----- 表 示 桁 数 選 択 モ ー ド

MEASURE — r->  NORMAL

— OHM-COMP 

U  WIRE-CHCK

RANGE LIMIT ----- 上 限 値 選 択 モ ー ド

b  POWER HI

LOW

C O N F I G U R E
⑤ □

DC I

INTEG-TIME 

- >  DIGITS

INTEG-TIME 

— DIGITS 

- >  COUPLING

— FILTER 

- >  SUBMEASURE

□
АС I

積 分 時 間 選 択 モ ー ド  

表 示 桁 数 選 択 モ ー ド

一 積 分 時 間 選 択 モ ー ド

一 表 示 桁 数 選 択 モ ー ド

广 AC 

U  ACDC

广  FAST 

- >  MID 

U  SLOW

广 OFF

FREQUENCY 

U  PERIOD

下 限 値 選 択 モ ー ド

0 7 0 3 3 0
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C O N F I G U R E
⑦ □

FREQ

- >  FREQUENCY GATE-TIME ----- ゲ ー ト • タ イ ム 選 択 モ ー ド

- >  LEVEL ----- ト リ ガ • レ ベ ル 選 択 モ ー ド

COUPLING — т-^ АС

U  ACDC

U  SOURCE — VOLTAGE

U  CURRENT

PERIOD GATE-TIME —— ゲ ー ト • タ イ ム 選 択 モ ー ド

LEVEL ----- ト リ ガ • レ ベ ル 選 択 モ ー ド

COUPLING — т-> АС

U  ACDC

U  SOURCE — VOLTAGE

U  CURRENT

C O N F I G U R E  S T O R E
⑧ □ □

- >  DEVICE

し> SOURCE

INTERNAL

MEMORYCARD

广  DATA 

し  PANEL

t-> BUFFER-FULL 

U  PRETRIGGER 广  MANUAL 

^  EXTERNAL 

し BUS

C O N F I G U R E  R E C A L L

- >  DEVICE 

SOURCE

INTERNAL 

-> MEMORYCARD

) DATA 

+  PANEL

A2 - 7 0 7 0 3 3 0
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取 扱 説 明 書

А. 2 キ ー の 階 層 一 覧

C O N F I G U R E  M A T H
⑩ □ □

-> DFILTER — NONE
-> SMOOTH ---ス ム ー ジ ン グ 回 数 設 定 モ ー ド

U  AVERAGE ---ア ベ レ ー ジ ン グ 回 数 設 定 モ ー ド

-> FORMAT r-> NONE
-> SCALING — X —— 定 数 X 設 定 モ ー ド

-> Y —— 定 数 Y 設 定 モ ー ド

U  z —— 定 数 z 設 定 モ ー ド

DEVIATION ---リ フ ァ レ ン ス 設 定 モ ー ド

〇  DELTA
-> dB —— 定 数 R 設 定 モ ー ド

— RMS ---カ ウ ン ト 設 定 モ ー ド

dBm ---足 数 R 設 定 モ ー ト

-> OHM TENP — TEMP ---室 温 設 定 モ ー ド

U  LENGTH —— 被 測 定 電 線 長

設 疋 モ ー ド

^  RTD  ̂ITS IPTS68
ITS90

^  UNIT °C

— COMPARATOR -> OFF 
—  ON 广  UPPER 

— LOWER 
-> SET-PASS

BEEPER

一 上 限 値 設 定 モ ー ド  

一 下 限 値 設 定 モ ー ド  

一 上 限 値 、 中 間 値 、 

下 限 値 の パ ス 設 定

モ ー ド

广 OFF 
—  PASS
U  fail

^  STATISTICS — OFF
— ON —— 統 計 演 算 回 数 設 定 モ ー ド

U  READ —— 統 計 演 算 結 果 の 表 示

固 回 を 用 い る 。

A2 - 8 0 7 0 3 3 0
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取 扱 説 明 書

А. 2 キ ー の 階 層 一 覧

C O N F I G U R E  T R I G G E R

- >  TRIGGER

- >  SCAN

- >  ARM

) SOURCE

PASS

DELAY

COUNT

COMPLETE

I：

IMMEDIATE

MANUAL

EXTERNAL

BUS

LEVEL

LINE

TIMER —

OFF

ON

デ ィ レ イ *  

INFINIT 

NUMBER —  

OFF 

ON

タ イ マ 設 定 モ ー ド

タ イ ム 設 定 モ ー ド  

ー ル ー プ 回 数 設 定 モ ー ド

SOURCE

PASS

DELAY

COUNT

COMPLETE

-> SOURCE

 ̂ PASS

 ̂ DELAY 

 ̂ COUNT

COMPLETE

I：
I ：

T：

I :

IMMEDIATE

MANUAL

EXTERNAL

BUS

LEVEL

TLINk

TIMER —

OFF

ON

デ ィ レ イ *  

INFINIT 

NUMBER —  

OFF 

ON

IMMEDIATE

MANUAL

EXTERNAL

BUS

LEVEL

TIMER ——

OFF

ON

デ ィ レ イ *  

INFINIT 

NUMBER —  

OFF 

ON

タ イ マ 設 定 モ ー ド

タ イ ム 設 定 モ ー ド

ル ー プ 回 数 設 定 モ ー ド

- タ イ マ 設 定 モ ー ド

タ イ ム 設 定 モ ー ド  

- ル ー プ 回 数 設 定 モ ー ド

^  INITIATE

④

CONTINUOUS-OFF

CONTINUOUS-ON

A2 - 9 0 7 0 3 3 0
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А. 2 キ ー の 階 層 一 覧

— SLOPE

- >  LEVEL

EXTERNAL-

TRIG

し  LEVEL-TRIG

-> NEGATIVE 

POSITIVE 

NEGATIVE 

-> POSITIVE

ト リ ガ • レ ベ ル 設 定 モ ー ド

LAYERDISP —- r̂  OFF
U  〇N

FAST-MODE -で OFF — r-> RATE —— RATE設 定 モ ー ド、

U  〇N U  DATA-COUNT ス ト ア • デ  

設 疋 モ ー ド

夕

木 こ の 設 定 は ” STORE” の

DATA COUNT” と 共 通

b  HALT

A 2 - 1 0 * 0 7 0 3 3 0
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DATA FORMAT

dB ...........

dBm .........

d B m 変 換 • - …

dB変 換 .....

DCI .........

DCV .........

DELTA ...................

DEVIATION .............

DFILTER ................

DISPLAY ................

D I S P L A Yサ ブ シ ス テ ム

[ E 】

Error Queue ......................

EXT.CAL ...........................

E X T e r n a l ..........................

[ F ]

FASTモ ー ド ............
FASTモ“F 測定時の]ンプ1ト ト 信 号 __

FASTモ ー ド に お け る 制 限 ......

FASTモ-Пこおけるデ-夕の出力方法
と ァ ー タ • フ ォ ー マ ッ ト . . . . . . . . . . . . . . . .

FASTモードにおけるトリガ•システム 

FASTモ- F におけるトリガ•システムの流れ図 

(ADCコ マ ン ド 使 用 の と き ）……- 

FASTモ- F におけるトリガ•システムの流れ図 

(S C P I コマンド使用のとき） ……- 

FASTモイにおけるトリガ•システムの流れ図

( パ ネ ル 操 作 の と き ） ..........

FASTモ ー ド の デ ー タ • リ コ ー ル

FORMAT ...............

FORMATサ ブ シ ス テ ム

FREQ ( 6 5 8 1の み ） …- 

FRONT ZERO .........

1 3 0 1 9  ...............................

1 3 0 2 0  ...............................

6 5 8 1 シ リ ー ズ の 製 品 概 要 .....

2 線 式 抵 抗 測 定 ..................

2W Q  .................................

4 線 式 抵 抗 測 定 ..................

4 W Q  .................................

---- ア ノ レ フ ァ ベ ッ ト 順 一

【A 】

A C ( 6 5 8 1の み ） .....................

ACCESSORY .........................

ACI ( 6 5 8 1の み ） ..................

ACV ( 6 5 8 1の み ） ..................

AC電 源 波 形 と LINEイベント検出位置 

A D Cコ マ ン ド ...........
A D Cコ マ ン ド ー 覧 .................

ALL ..................................

ASCI I フ ォ ー マ ッ ト ............

AVERAGING .........................

[ В ]

B C D 出 カ デ ー タ • コ ー ド ......

B C D デ ー タ 出 カ ユ ニ ッ ト ......

BEEPER .............................

BUS .................................

[ С 】

C A L ナ ン パ —— 覧 ...............

C A L C U L A T Eサ ブ シ ス テ ム ......

CALIBRATION ……-................

C A L I B R A T I O Nサ ブ シ ス テ ム ……

COMPARATOR ........................

CONFIGURE キ ー ..................

記 号 、 数 字 【D 】
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索

7
 .

—

1
1
7
4 

.

—

143
 

8
 9
 

1
2 2.

—

1
2
8
6
1
1
1
7
2
4
1

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

5
5
5
5
3
3
3
3
5
5
5
4
9
9

1

1

1—
I

3
 

3
 

5
 

3
 

6
 

5

4
 

7
 

5
 

4
 

5
 

4

2
 

9
 

.

—

1

8
 

9
 

9

T

—

I 

T

-
- 

4
4 

1
х 

0
/
Ы

3
 

7
 

7
 

0
 

0
 

1
1 

—̂

-

1
1 

0
/ ̂

0
/
^

0 
6 
0 
6
 

1
i 

1—
I 

1—

_
 

一 —

_

0
 

9
 

5
 

0
 

2 
2 
6 
1

1
1

1
1

3
 3
 9
 3

1
X

 

一

—-

 

1
Л

1
4 7
 

7
 9
 7
 

3
 4
 1
2 4
 1
2

0
 

0
 

6
 

■1
丄

I
X 

T-

■
丄

0 7 0 3 3 0



6 5 8 1 シ リ ー ズ

デ ジ タ ル ■ マ ル チ メ ー タ

取 扱 説 明 書

【М 】

M A N u a l ....................

MEMORY CARD ............

MENUキ ー ................

丽 E M O R Yサ ブ シ ス テ ム •

【N 】

NULL .......................

NULL機 能 .................

【〇】

O H M ……-..................

OHM TEMP .................

Output Queue ...........

OUTPUTサ ブ シ ス テ ム …

[ P 】

PC9801を使用したプログラム

(ADC ]マンド）............

PC9 8 0 1 を使用したプログラム

( S C P I コマンド） . . . . . . .

PER ( 6 5 8 1 の み ） .......

【R 】

R 1 3 2 2 4  … -...............

R 1 9 0 0 2  ...................

R 1 9 0 0 3  ............. - - •

REAL6 4 フ ^ — マ ッ ト …-

REAR ZERO ..............

RESET ....................

RMS .......................

R O U T Eサ ブ シ ス テ ム …-

RTD .......................

【G 】

GPIB .......................

GPIB (A D C ) コマンドによる

設 定 方 法 ..............

GPIB (A D C ) コマンドを

使 用 す る 場 合 ........

GPIB (SCPI) コマンドによる設定方法 

GPIB (SCPI) コマンドを使用する場合

GPIBイ ン タ フ ヱ ー ス ...........

GPIB出力時のフォ-マットと

そ の バ イ ト 数 （ASCII) .......

GPIBに よ る エ ラ ー の 読 み 出 し … 

GPIBに よ る 情 報 参 照 ............

GPIBの 機 能 ........................

GPIBの 設 定 ........................

GPIBバ ッ フ ァ の 説 明 ..... ......

【H 】

HP3 0 0 シリ-ズを使用したプログラム

(ADCコマンド）......................

HP 3 0 0 シリ-ズを使用したプログラム 

( S C P I コマンド） ...................

1Cメ モ リ カ ー ド • コ ネ ク タ …

IC メ モ リ • カ ー ド .............

1Cメ モ リ • カ ー ド の 初 期 化 … 

ICメモリ •カードのファイル削除  

1Cメ モ リ • カ ー ド の 空 き 領 域

IMMediate ......................

Input Queue ...................

I N P U Tサ ブ シ ス テ ム ..........

INT.CAL .........................

[ L 】

LEVeL ............................

LINE ..............................

LINE FREQ ......................

LOW- G U A R Dの オ ー プ ン .......

LOW- G U A R D の シ ョ ー ト .......
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【ぃ】

一 般 仕 様 .....................

イ ニ シ ャ ラ イ ス  .............

イ ニ シ ャ ラ イ ズ の 方 法 ……

イ ネ ー ブ ル • レ ジ ス タ ……

イ ベ ン ト • レ ジ ス タ .......

イ ベ ン ト 検 出 の バ イ パ ス …

イ ベ ン ト 検 出 レ イ ヤ .......

イ ベ ン ト • ソ ー ス ..........

イ ン プ ッ ト ..................

イ ン プ ッ ト • キ ュ ー .......

【ぇ】

ェ 5 —  ........................

エフ ー • ャ ユ ー  ...........

ェ ラ ー • メ ッ セ ー ジ ー 覧 …

演 算 機 能 .....................

演 算 継 続 に つ い て ..........

演 算 項 目 .....................

演 算 の ON/OFF設 定 に つ い て

演 算 の 組 み 合 わ せ ..........

演 算 の 実 行 と 表 示 ..........

演 算 の 対 象 デ ー タ ..........

ェ ン ト U • キ ー ............

【ぉ】

大 文 字 と 小 文 字 の 区 別 ……

オ ー ト • セ ロ  .............

オ ー ト • リ コ ー ノレ........

才 ' ー ト • リ コ ー ル の 途 中 終 了

オ ー ト レ ン ジ • レ ベ ル ......

ォ フ シ 3 ン .....................

オペレ-シヨン•イベント•レジスタ. . . . . . . .

[ S ]

S C A L I N G  -..........................

S C P I  ...............................

S C P I コ マ ン ド ー 覧 ................

S C P I コ マ ン ド • リ フ ァ レ ン ス ....

S C P I ス テ ー タ ス • シ ス テ ム .......

S C P I ス テ ー タ ス • シ ス テ ム の 構 成 - • 

S E N S E サ ブ シ ス テ ム ..............

S M O O T H I N G  ........................

S T A T I S T I C S  ........................

S T A T U S サ ブ シ ス テ ム ..............

S Y S T E M サ ブ シ ス テ ム ..............

【T 】

T E S T  ...................

T I M E  ...................

T I M e r  .................

T L I N k  .................

T R A C E サ ブ シ ス テ ム - …

T R I G G E R サ ブ シ ス テ ム -

----------------- 5 0音 順

【ぁ】

ア ー ム ー ト リ ガ • モ ア '  ル

ア ー ム 機 能 ................

ア ウ ト プ ッ ト • ャ ュ ー … 

ア ク セ サ リ ................

ア ト リ ビ ュ ー ト • メ モ リ

ア ド レ ス の 設 定 ..........

ア ド レ ッ サ ブ ル ..........

ア ナ ロ グ 出 カ ユ ニ ッ ト …

ア ベ レ ー ジ ン グ ..........

ア ラ ー ム ................
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【き】

キ ー の 階 層 一 覧 ........

基 本 操 作 .................

共 通 コ マ ン ド ..................

共 通 コ マ ン ド ー 覧 .....

[く】

【け 】

堂 光 表 示 管 表 示 部 ...............

ゲ イ ン 定 数 、 オ フ セ ッ ト 定 数 の

出 力 方 法 ........................

ゲ ー ト • タ イ ム （6 5 8 1の み ） …… 

ゲ -卜 •タイムによる最大表示桁数- -  

ケ ー ブ ル 結 線 方 法 （R 1 9 0 0 2 ) …… 

ケ ー ブ ル 結 線 方 法 （R 1 9 0 0 3 ) ……

クエショナプル•イベント•レジスタ. . . . . . . . . . . . . . 9 - 2 7

ク エ リ .................................. 9 - 1 6

ク エ リ • コ マ ン ド ....................9 - 3 4

9 - 8 6

繰 り 返 し 処 理 ..........................8 - 13

【か 】

階 層 構 造 と コ マ ン ド 記 述 ........... 9 - 3 5

外 部 校 正 ............................... 13 - 2

外 部 ス タ ー ト 信 号 入 力 回 路 ........ 1 0 - 4

外 部 ト リ ガ 信 号 と

EXTernalイベント検出位置........... 8 - 5

各 コ マ ン ド に よ る GPIBインジ ケ -夕の変 化 • - … 9 - 9 0

各 種 イ ン タ フ ェ ー ス .........10 - 1
各 種 演 算 ............................... 9 - 7 4

各 種 出 力 条 件 .............................9 - 8 3

各設定パラメ -夕の仁シャル状態........ 3 - 2

各 測 定 条 件 で の

仮 数 部 お よ び 指 数 部 .............. 9 - 1 1

各 レ イ ヤ に お け る 選 択 可 能 な

イ ベ ン ト • ソ ー ス .........8-4
各 国 の 電 源 プ ラ グ ....................1 - 9

過 入 力 電 圧 の 検 出 ....................3 - 4 3

【こ 】

校 正 .......................

1 3 - 1

校 正 エ ラ ー ...................................................1 3 - 1 4

構 成 機 器 と の 接 続 .............. ... 9 - 2

校 正 デ ー タ の 参 照 .................................... 1 3 - 2 6

校 正 手 順 ............................... 1 3 - 2

校 正 に 必 要 な 機 器 ....................1 3 - 2

構 成 ブ ロ ッ ク 図 .......................1 2 - 3

校 正 方 法 （1 3 0 2 0 ) ..................... 10 - 23

校 正 を 行 う に あ た っ て の 注 意 事 項 13 - 1

校 正 を 行 う 前 に .......................13 - 2

交 流 電 圧 測 定 （6 5 8 1 の み ） ...........3 - 1 2

1 5 - 3

交 流 電 流 測 定 （6 5 8 1 の み ） ...........3 - 2 6

1 5 - 1 2

困 つ / し と さ に ........................................... 1 1 - 1

コ マ ン ド • キ ー ...................................... 2 - 2

コ マ ン ド 記 述 ...........................................9 - 3 9

コ マ ン ド の 変 数 ...................................... 9 - 3 2

コ マ ン ド 文 法 ........................................... 9 - 3 2

コ モ ン • メ モ リ ...................................... 7 - 1

コ ン ト ロ ー ル 信 号 （単 線 信 号 ） …… 15 - 20

コ ン パ レ ー タ ...........................................5 - 2 7

1 5 - 1 8

コ ン パ レ ー タ 出 力 の 内 部 回 路 ..... 5 - 2 9

コ ン プ リ ー ト 信 号 出 力 .............. 8 - 1 3

コ ン プ リ ー ト 信 号 波 形 .............. 8 - 13

【さ 】

サ ー ビ ス • リ ク エ ス ト .....
最 大 許 容 印 加 電 圧 （ACV) ........

最 大 許 容 印 加 電 圧 （DCV) ........

最 大 許 容 印 加 電 圧 （抵 抗 測 定 ） 

最 大 ス ト ア • デ ー タ 数 に つ い て  
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設 定 条 件 の ス ト ア 方 法 -------
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操 作 方 法 （R 13224) .............-
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測 定 機 能 ........... -.......... -

測 定 条 件 の 初 期 化 ............-

測 定 デ ー タ の リ コ ー ル -------

測 定 速 度 …-.....................

測 定 値 の 出 力 方 法 ............

測定データ以外のストア•デ-夕

のリコ-ル方法..................

測 定 デ ー タ の ス ト ア ..........
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測 定 デ ー タ の リ コ ー ル .......
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測 定 レ ー ト .....................

測 定 レ ン ジ .....................

測 定 レ ン ジ 選 択 キ ー .........

そ の 他 の 測 定 ..................

【せ 】

清 掃 ----------------------

性 能 諸 元 -----------------

早貝刀，時 間 ---- ------------

[ し 】

時 刻 設 定 .......................

周 期 測 定 （6 5 8 1 の み ） … -……-

周 波 数 / 周 期 の 測 定 範 囲 - … 
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周 波 数 帯 域 と 応 答 時 間 （ACV) 

出カフォ-マットと対応出カピン

出 力 値 変 換 ............... -----

出 カ デ ー タ （1 3 0 1 9 ) ..........

出 カ デ ー タ • エ レ メ ン ト -… 

出 カ デ ー タ • エ レ メ ン ト の 設 定  

出 カ デ ー タ • フ ォ ー マ ッ ト ——  

出 カ デ ー タ • フ ^  — マット

(R 13224) .....................--

仕 様 （1 3 0 1 9 ) ............... .......

仕 様 （R 1 3 2 2 4 ) .....................

仕 様 （R 1 9 0 0 2 ) .....................
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仕 様 お よ び 性 能 （1 3 0 2 0 ) ....... -

使 用 開 始 の 前 に ……........... ..

使 用 環 境 ........................... -

使 用 上 の 注 意 .....................

正 面 パ ネ ル の 説 明 ........... ------

正 面 パ ネ ル （6 5 8 1 ) … -..........

正 面 パ ネ ル （R6 5 8 1 D) .............

ン ョート • フ л— 厶 ..........
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スキャナ•ユこ、У卜 （フォトM 0 S リ レ - ) . . . . .
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ス ケ ー リ ン グ .....................
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本製品に含まれるソフトウェアのご使用について

本 製 品 に 含 ま れ る ソ フ ト ウ ェ ア （以 下 本 ソ フ ト ウ ェ ア ） の ご 使 用 に つ い て 以 下 の こ と に ご 注 意  

下 さ い 。

ここでいうソフトウェアには、本 製 品 に 含 ま れ る 又は共 に 使 用 さ れ る コンピュータ•プログラム、 

将 来 弊 社 よ り お 客 様 に 提 供 さ れ る ことのあ る 追 加 、 変 更 、 修 正 プログラムお よ び アップデート 

版 の コンピュータ•プログラム、な ら び に 本 製 品 に 関 す る 取 扱 説 明 書 等 の 付 随 資 料 を 含 み ま す 。

使用許諾

本 ソ フ ト ウ ェ ア の 著 作 権 を 含 む 一 切 の 権 利 は 弊 社 に 帰 属 い た し ま す 。

弊 社 は 、 本 ソ フ ト ウ ェ ア を 本 製 品 上 ま た は 本 製 品 と と も に 使 用 す る 限 り に お い て 、 お 客 様 に  

使 用 を 許 諾 す る も の と い た し ま す 。

禁止事項

お 客 様 は 、 本 ソ フ ト ウ ェ ア の ご 使 用 に 際 し 以 下 の 事 項 は 行 わ な い で 下 さ い 。 

•本 製 品 使 用 目 的 以 外 で 使 用 す る こ と  

• 許 可 な く 複 製 、 修 正 、 改 変 を 行 う こ と

•リ バ ー ス •エンジニアリング、逆 コンパイル、逆 アセンブルな ど を 行 う こと

免 責

お 客 様 が 、 本 製 品 を 通 常 の 用 法 以 外 の 用 法 で 使 用 し た こ と に よ り 本 製 品 に 不 具 合 が 発 生 し た 場  

合 、 お よ び お 客 様 と 第 三 者 と の 間 で 著 作 権 等 に 関 す る 紛 争 が 発 生 し た 場 合 、 弊 社 は 一 切 の 責 任  

を負いか ね ま す の で ご 了 承 下さい。



保証について
製品の保証期間は、お客様と別段の取り決めがある場合を除き、製品の納入日（システム機器については検収日）か ら 1 年間といた 

します。保証期間中に、当社の責めに帰する製造上の欠陥により製品が故障した場合、無償で修理いたします。ただし、下記に該当 

する場合は、保証期間中であっても保証の対象から除^*させていただきます。

•当社が認めていない改造または修理を行った場合 

•当社指定以外の部品を使用した場合

•取扱説明書に記載する使用条件を超えて製品を使用した場合®められた許容範囲を超える物理的ストレスまたは電流電圧がかかった場合など） 

•通常想定される使用環境以外で製品を使用した場合(腐食性の強いガス、塵埃の多い環境等による電気回路の腐食、部品の劣化が 
早められた場合など）

•取扱説明書または各種製品マニュアルの指示事項に従わずに使用された場合

•不注意または不当な取扱により不具合が生じた場合

•消耗品や消耗材料に基づく場合

•火 災 、天変地異等の不可抗力による場合

•日本国外に持出された場合

•製品を使用できなかったことによる損失および逸失利益
当社の製品の品質保証は、本取扱説明書に記載する内容に限られるものとします。

保守に関するお問い合わせについて
故障が発生した場合には、下記コールセンタにご連絡ください。

日本国内のみで販売される製品を海外に持ち出された場合、海外での保守ができないことがあります。海外に持ち出される場合、 

コールセンタにご確認ください。

製品修理サービス
•製品修理期間

(1) 製品の修理サービス期間は、製品の納入後10年間とさせ 

ていただきます。

(2) 販売終了後7年を経過した製品で次の事項の一つに該当 

する場合は修理•校正を辞退させていただくことがあります。

1) 部品入手が困難な場合。

2) 劣化が著しぐ修理後の信頼性が維持できないと判断 

される場合。

•修理サービス活動
当社の電子計測器に故障が発生した場合、サービスセンタへ 

の引取り修理にて対応いたします。

製品校正サービス

•校正サービス

ご使用中の製品に対し、品質および信頼性の維持を図ることを 

目的に行うもので、校正後の製品には校正ラベルを貼付し、 

品質を保証いたします。

•校正サービス活動
校正サービス活動は、サービスセンタへの引取り校正にて対応 

いたします。

予防保守のおすすめ
製品にはエレクトロニクス昔！̂品およびメカニカル昔！̂品の一昔！̂ 

に寿命を考慮するべき部品を使用しているため、定期的な交 

換を必要とします。適正な交換期間を過ぎて使用し発生した 

障害に対しては、修理および性能の保証ができない場合が 

あります。

各種の予防保守を定期的に実施することで、製品の安定な稼動 

を図り、不意の費用発生を防ぐため、年間保守契約による 

予防保守の実施をお薦めいたします。

なお、年間保守契約は、製品、使用状況および使用環境によ 

り内容が変わりますので、下記コールセンタにお問い合わせ 

ください。

免責について
製品の不具合、欠陥によりお客様が損害を蒙った場合の当社の 

責任は、本取扱説明書に明記されているものに限定されるものとし、 

かつ、それらがお客様のご指示または仕様書等に起因する場合、 

またはお客様の支給するもしくは指定する部品等に起因する場合、 

当社は、直接または間接を問わず、お客様に生じた一切の損失、 

損害、費用等について免責とさせていただきます。

j a o c M T. 株式会社エーデイーシー

本社事務所：〒104-0031中央区京橋3 - 6 - 1 2 正栄ビル 

TEL (03)6272-4433 FAX (03)6272-4437

東松山事業所：〒355-0812埼玉県比企郡滑川町大字都77-1 
TEL (0493)56-4433 FAX (0493)57-1092

本社営業部：〒104-0031中央区京橋3-6 -12  正栄ビル 

TEL (03)6272-4433 FAX (03)6272-4437

西 営 業 部 ：〒532-0003大阪市淀川区宮原2-14-14 
関西営業所 新大阪グランドビル

TEL (06)6394-4430 FAX (06)6394-4437

中 部 営 業 所 ：〒464-0075名古屋市千種区内山3-18-10 
千種ステーシヨンビルデイング 

TEL (052)735-4433 FAX (052)735-4434

★本器に対するお問い合わせ先
(製品の仕様，取扱い，修理•校正等計測器全般)

コールセンタ TEL: 01 2 0 -041-486
E-mail: kcc@adcmt.com

E-mail: mro@adcmt.com URL : http://www.adcmt.com FOJ-SERVICE2A02
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